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本 書 は 、1993 年 に 凡人 社 か ら 刊 行 し た 『Intermediate Kanji Book 漢字 1000PLUSJ 
Vol.1 の 続編 で あり 、『Basic Kanji Book 基本 漢字 500」 Vol.1 に 始ま る 、 当 漢字 学習 研究 

グル ー プ に よる 漢字 教材 シリ ー ズ の 最終 編 に 当たる 

1989 年 刊行 の 『Basic Kanji Book 基本 漢字 500』 Vol.1、Vol.2 は 、 発 売 当初 より 好評 
を も っ て 迎え られ た が 、 そ れ は 、 そ れ ま で の 主流 だ っ た 文法 や 会 話 を 中 心 と し た 主教 
の し た 形 の 漢字 教材 と 異な り 、 独 立 し た タイ プ の 漢字 教材 と し て その 存在 を ア 

ー ル する こと が で きた か ら だ と 思わ れる 。 ま た 、 同 書 が 学習 者 の 短期 習得 目標 と し 
人 人 使用 頻度 や 表 語文 字 と し て の 漢字 の 特性 初級 に お ける 用 法 別 の 
使用 状況 な ど を 考慮 し た 「 基 本 漢字 ] 500 字 の 選定 を 提案 し た こと 、 意 味 ・ 用 法 ・ 場 
面 な ど に よる 漢字 語 革 の ネッ トワ ー ク 作り の アプ ロー チ を 行っ た こと な ど は 新しい 試 
み で あっ た と いえ よう 。 

その 後 十 数 年 の うち に 、 初 級 の 漢字 教育 は 方 法 も 教材 も 進化 し 、 漢 字 の 字形 的 構造 
性 に 着目 し た アプ ロー チ 、 字 源 中 心 の アプ ロー チ 、 場 面 中 心 の アプ ロー チ 、 連 想法 や 
口 唱 法 に よる アプ ロー チ な ど 多 種 多様 な も の が 登場 し た 。 し か し 、 中 級 以降 の 漢字 教 
育 に 関し て は 、 従 来 の 読解 に 付随 し た 語 功 指 導 、 漢 字 指導 法 か ら 変 わっ て いな い の が 
現状 の よう に 思わ れる 。 

その よう な 中 で 、『Intermediate Kanji Book 漢字 1000PLUS』 Vol.1、Vol.2 で は 、 以 下 
の よう な 方 針 を と り 、 新 し い ア プロ ー チ を 試み て いる 。 こ の 方 針 は 、 一 貫 し て 本 漢字 
教材 シリ ー ズ で 採用 し て いる も の で ある 





学習 指導 の 方 針 | 


1) 廣 字 学習 を 請 華 学 泊 と し て と らち え 、 漠 字 衣 緊 の 拡充 を 目指 す 

(2) 読 み 書き だ け で な く 、 文 中 で の 用 法 や 使用 場面 な ど を 含め て 練習 する た め の 
様々 な 練習 活動 の 形式 を 提供 する 

(3 読解 、 作 文 、 口 頭 の コミ ュ ニ ケー ショ ン な ど 、 他 の 活動 と 関連 づけ た 総合 的 な 
学習 を 奨励 する 

AM 漢語 某 の 学習 に 役立つ 情報 (音符 や 諸 ーー ン 生 類義語 の 用 

法 に 関す る 注意 点 な ど ) を 学習 項目 と し て 整理 し て 提示 す 

ーー 興味 の 対象 学習 スタ イル な ど に 応じ た 人 進 す 

る "【( 非 江 字 囲 学 泊 者 に も 漢字 較 学 習 者 に も 、 ま た 、 授 業 用 と し て も 自習 用 と し 
も 使用 可能 な 教材 を 目指 す ) 


(5 5)2 


本 シリ ー ズ の 方 針 は 以上 の よう な も の で ある が 、 初 級 と MA で は お の ず と 重点 
違い が 出 て くる 。 初級 用 の 『Basic Kanji Book』 で は 漢字 一 字 一 字 の 積み 上 げ を か な 
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重視 し て いる が 、 中 級 用 の 『Intermediate Kanji Bookl で は より 自由 度 の 高い 語 の 扱 
充 の 方 に 狙い を 定め て いる 。 し か し 、 様 々 な 種類 の 練習 や 課題 を 通じ て 、 総 合 的 に 漢字 
語 葉 の ネッ トワ ー ク 作り を させ よう と し て いる 点 は 両者 に 共通 する も の で ある 








| 漢字 お よび 漢字 語 某 学 習 の プロ セス 





本 シリ ー ズ で 想定 し て いる 外国 人 学習 者 に よる 漢字 お よび 漢字 語 功 学習 の プロ セス 
は 、 お お よそ 次 の よう な 樹木 図 で 表す こと が で きる 。 

この 木の根 の 部 分 は 、 初 級 段階 の cc 
よび 漢字 語 の 学習 で あり 、 日 本 語 に お け 
漢字 の 特性 (字形 ・ 意 味 ・ 読 み ・ 用 法 ) ! 
関す る 基礎 的 な - 理 解 が 必要 な 段階 で ある 。 
当 グ ルー プ で は 、 そ の た め に 必要 な 漢字 を 
| 基本 漢字 | と 呼び 、 ia Kanji Book」 で 
500 字 を 選定 し た 。 

非 漢字 囚 学 習 者 に と っ て は 、 こ の 部 分 の 
積み 上 げ が 、 そ の 後 の 効率 的 な 漢字 学習 お 
よび 語 葉 学習 を 支え る 重要 な 部 分 に な る と 
二 え られ る 。 漢字 団 の 学習 者 に と っ て は 、 
還 意味 の 理解 は や さき し いと 思わ れる 

*、 日 本 語 と し て 読み を 正確 に 覚え ああ 。 5 
ip お ける 漢字 の 意味 ・ 用 法 と の ずれ を 
認識 する こと 、 Medu 4 
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教育 ・ 政 治 ・ そ の 他 


1000 PLUS 


つけ る こと な ど に つい て は 十分 記 慮 され な 寺 
けれ ば な ら な い だ ろ う 。 

中 級 段 階 に 進み 、 mi 事 や 論説 文 な ど を 読む せよ うに な る と 、 書 き 言 葉 に 特有 の 漢 
字 語 貢 の 学習 が 必要 に な る 。 本 シリ ー ズ で は 、 その よう な 漢 : と コル し こっ 4 
野 の 語 革 に ある 程度 0 し て 使わ れる 漢字 を 「 読 解 の た め の 共 通 漢字 ] と 呼ん で いる 。 
ia Kanji Book」 Vol. 1 で は 、 そ の うち 240 字 の 学習 漢字 oTP し た 。 同書 で 


は 、 さ ら に これ ら と と も に 康 語 を 構成 する 漢字 (学習 漢字 以外 の も の ) を 含め て 、 
HE 

さて 、『Intermediate Kanji Bookj 30 *、 本 書 で は 、 学 習 者 が 自分 専門 分 
野 や 興味 の 対象 に 応じ て 、 さ ら に 漢字 語 茎 力 を 伸ばし て いけ る よう に 、 SR 
ーー め の 共 通 渓 字 ] を 拡張 する 試み を 行っ て いる 。 本 課 (1 課 一 16 課 ) で 提示 
人 学習 漢字 が 358 字 、 こ コラ ム (1 9) で 紹介 し て いる 69 字 と 合わ せ 、 合 計 427 

を 本 書 の 学習 漢字 と し た 。 す な わ ち 、 本 シリ ー ズ 全体 で は 、 合計 1,167 字 を | 中 級 
ーー テー し か し これ は 、 中 級 学習 者 に と っ て 必要 な 
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漢字 を 限定 し よう と する も の で は な 0 生 す 6 IB あく まで も 学習 者 自身 
が 2 還 ヤー の 湊 い に 3 よっ て 決め る も の で あり 、 こ こ に 提示 し て いる 漢字 は そ 
の サン プル に 過ぎ な い 。 

さら に 、 上 撤 放 放 に 進み 、 専 門 性 の 高い 文献 な ど を 読む よう に な る と 、 そ れ ぞ れ の 
専門 分 野 で 使用 頻度 の 高い | 専門 分 野 列 江 」 に 至る と いう プロ セス が 想定 で きる が 、 





その よう な 専門 性 の 高い 漢字 語 穫 の 習得 は 、 学 習 者 一 人 一 人 が 専門 分 野 の 教師 の 下 で 
成す る べき も の で あり 、 も は や 日 本 語 の クラ ス の 中 で は 扱え な い 領 壊 で ある と いえ 

ょ う 。 

本 書 の 内 容 に つい て 





本 書 で は 、 専 門 分 野 を 以下 の よう に 分 け 、「 読 解 の た め の 共 通 漢字 | の 選出 を 行っ 
ここ で は 、 専 門 分 野 別 漢 字 に 入る 前 の 段階 、 新 聞 記事 や 教養 書 の レベ ル を 想定 し 
て いる た め 、 大 ざっ ぱな 分 け 方 に な っ て いる が 、 あ る 程度 は 学習 者 の ニー ズ に 応え ら 
も の に な っ て いる の で は な いか と 思う 


心理 ・ 教 育 関係 の 語 功 (1 課 、2 課 ) 

科学 ・ 技 術 関係 の 語 誤 (3 課 、4 課 、5 課 ) 
地球 科学 関係 の 語 功 (6 課 、7 課 ) 

経済 ・ 金 融 関係 の 語 抽 (8 課 、9 課 ) 

礎 史 関係 の 語 (10 課 ) 

健康 ・ 医 学 関係 の 語 葉 (11 課 ) 

案 養 ・ 化 学 ・ 物 理 ・ 数 学 関係 の 語 臣 (12 課 、13 課 ) 
環境 科学 関係 の 語 葉 (14 課 ) 

政治 ・ 国 際 関 係 の 語 葉 (15 課 、16 課 ) 


ここ で は 学 潤 字 を 語 著 単 位 で 選出 し て いる た め 、 そ れ 自 体 は 使用 頻度 の 高く な い 
漢字 も 一 部 学習 漢字 の 中 に 入っ て いる こと を お 断り し て お く 。 

本 書 の 編集 方 針 、 漢字 お よび 漢字 語 臣 の 選定 、 学習 内 容 や その 配列 な ど に 関し て は 
漢字 学習 研究 グル ー プ の 6 人 が 話し 合い 、 検 討 し て 決め た 。 各課 の 原案 の 大 部 分 は 、 
1995 年 4 月 か ら 筑 波 大 学 留学 生 セ ンタ ー 補 護 コ ー ス の 漢字 の 授業 に お いて 、 実 際 に 教 
材 と し て 使用 され て いる 。 し た が っ て 、 本 書 に は 、 そ の 教材 を 使っ て 学習 し た 多く の 
留学 生 た ちの 意見 、 批 評 、 助言 な ど が 大 き く 反映 き れ て いる 。 

学習 漢字 索引 に ある 手書き 文字 に つい て は 、 つ くば 市 在住 の 書 家 、 篠 崎 け いさ ん 、 
EE ん に 書い て いた だ いた 。 ま た 、 包 人 社 編 集 部 の 足立 

さん に は 、 編 集 の みな ら ず 、 内 容 に 関す る こと まで 含め 、 大 変 お 世話 に な っ た 。 
キキ P 々 の ご 協力 に 心から 感謝 申し 上 げた い 。 し か し 、 本 書 の 内 容 に 関す る 責任 
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て 著 アツ 。 


当 釣 の こと な が ら 、 す べ て 著 
\ の 各課 の 担当 者 は 以下 の 通り で ある 。 
て 複数 で 検討 し た 。 練習 


橋 。 
本 証 


関し て は 、 分担 し て 





字 索 引 に 関し て も 、 全 員 で 検討 を 行っ て いる 。 
加納 千恵 子 。 ……… 2 課 、 3 課 、 
平形 (高橋 ) 裕 紀子 ……… 5 課 、 6 課 、 
清水 百合 0 の oe 10 課 、14 課 、 
竹中 ( 谷 部 ) 広 子 。 の … 8 課 、12 課 、 
石井 恵理 子 = ……… 1 課 、15 課 、 
同和 久 津 智 mo 7 課 、11 課 

今後 、 で きる だ け 多 く の 方 々 に 本 書 を 


漢字 学習 研究 グ 


加納 千恵 子 
平 形 ( 高 畜 ) 裕 紀子 


清水 


ら に ある 。 
た だ し 、 内 容 や 練習 上 
お よ び 課題 の 解答 ヽ 


使っ て いた だ き 、 ご 意見 、 


百 谷 


まえ が き 


お 願い し た いと 思う 。 
H 題 の 妥当 性 な ど に 


大 方 の ご 教示 を 


4 課 、 コ ラム 2、9 


9 課 、13 課 、 コ ラム 7 
2 よ 。 
16 課 、 コ ラム 8 
コラ ム 3、4 


- プ 
LR 学 留 学生 セン ター) 
(筑波 大 学 留 学生 セン 


(九州 大 学 留学 生 セ ンタ ー) 


の 


竹中 ( 谷 部 ) 弘 子 (東京 学芸 大 学 留 学生 セン ター 


石井 
阿久 津 


恵理 了 
智 (拓殖 大 学外 国語 学部 ) 


( 国 . DA ] 語 人 研 完 所 ) 


各 良 と コラ ム の 学習 漢 


ご 批評 な ど を 仰ぎ 





代 。 MY 


本 書 の 構成 | 


本 書 に は 、 本 課 が 16 課 と コラ ム が 9 つ あ り ま す 。 1 
漢字 語 に つい て は 、 目 次 に まとめ て あり ます 。 巻末 に は 、 各 課 の 練習 と 課題 の 解 省 
(た だ し 、 オ ー プ ン エ ンド な 課題 達成 弄 の も の に は 付け て あり ませ ん )、 課 ご - と の \ 前 
漢字 索引 、『Basic Kanji Book』 Vol.1、Vol.2 と 「Imtermediate Kanji Book』 Vol.1、Vol.2 
を 通し た 音 訓 索引 が あり ます 。 

本 書 は 、 1 課 か ら 順 に 学習 し て いく こと も で きま す が 、 興 味 の あ る 分 野 の 課 を 集中 
的 に 使っ た り 、 興 味 の な い 分 野 を 飛ば し て 使っ た り 、 授 業 時 間に合わ せ て いく つか の 
時 だ け を ビッ クア メジ グル し 補 恒 る か 0 すず す な こ た も で きま ず 。 

使用 例 1 : 1 学期 1 課 -5 課 (心理 ・ 教 育 、 科 学 ・ 技 術 関係 ) 
2 学期 6 課 一 10 課 (地球 科学 、 経 済 ・ 金 融 、 歴 史 関 係 ) 
3 学期 11 課 15 課 (健康 ・ 医 学 、 基 礎 科学 、 環 境 、 政 治 関係 ) 
使用 例 2 : 1 学期 1 課 、3 課 、6 課 、8 課 、10 課 
2 学期 2 課 、4 課 、7 課 、9 課 、11 課 
3 学期 5 課 、12 課 、14 課 、15 課 、16 課 
使用 例 3 : 1 学期 1 課 、3 課 、5 課 、6 課 、8 課 、11 課 、13 課 、15 課 
2 学期 2 課 、4 課 、7 課 、9 課 、10 課 、12 課 、14 課 、16 課 

筑波 大 学 留学 生 セ ンタ ー の 補講 コー ス で は 、 各 学期 に 週 1 回 の 漢字 クラ ス が 10 回 
(10 週 ) ある の で 、 毎 学期 4 つの 課 と コラ ム を 適当 に ピック アッ プ し 、 年間 3 学期 で 
ほぼ 1 民 を 終わ る よう な ペー ス で 使っ て いま す 。 


9 に 


本 書 の 構成 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
Intermediate Kanji Book 漢字 1000PLUS』 Vol.2 












まえ 2 がき 
使い 方 
目 次 各課 
第 1 課 一 第 16 課 
ぐ 解 答 > 

学 を 習 漢 字 完 ぶり |( 各課 ・ コラ ム ) 
RBICBRBeetcB7 





| き 訓 





コラ ム 1 一 9 は 、 本 課 の 間 に あ り ます 。 


RI に IKE ど 委 70EJ【 リ UI 





使い 方 





各 セ クシ ョ ン の 使い 方 | 





本 書 の 各課 は 、「 力 だ めし 」「 要 点 」「 練 習 」「 課 題 ] と いう 4 つの セク ショ ン に 分 か 
衝 で WW ま すず 。 


(、 カ だ ゅ し / 


学習 者 は 、 ま ず こ こ に ある 読み 物 を 読ん で みて 、 全 体 の 意味 が どの 程度 わか る か 、 
読め る と 思っ て いる ま 2 志和 2 机 が な どの 点 だ つい て 各自 で チェ ッ ク 


し て か ら 、 各 課 の 学習 に 入る こと に RAR 本 文 全 

体 の 漢字 語 の うち 70%ー80% が 読め る と 思い 、 実 際 に 正確 に 読め た 漢字 語 が その 

70% 一 80% と いう よう な レベ ル の 人 で す 。 

人 先生 方 へ : 本 書 を 授業 で 使う 場合 、 こ の セク ショ ン は 、 予習 と し て や ら せ て きた り 、 
前 の 課 の クイ ズ ( 小 テ スト ) を 行っ て いる と き に 、 早 く 終 わっ た 者 か ら 
や ら せ る と どい ゆう よう な 扱い 方 が で きま す 。 ゴーズ の 最初 の 授業 で は 、 全 
員 で や っ て みて も いい と 思い ます 。 な お 、 学 生 に は 、 使 われ て いる 漢字 
が 初級 レベ ル の や さ し い 字 で あっ て も 、 語 革 と し て は 中 上 級 レ ベル の 場 
合 も ある と いう こと を 認識 させ て くだ さい 。 ま た 、 漢 字 圏 の 学生 に は 、 
漢字 か ら 言 葉 の 意味 が 推測 で きた と し て も 、 正 確 な 読み や 用 法 を 知ら な 
けれ ば いけ な いと いう 点 に 注意 きせ て くだ さい 。 


新しい 漢字 語 臣 を 覚え る の に 役立つ 情報 や 、 漢 字 を 整理 し て 記憶 する の に 有効 な 知 
ーー 本 で は OO で 本 了 CT で まま が 三昧 
、 ま だ 習っ て いな い 漢 字 を 使っ た 言葉 や 特殊 な 読み の 言葉 に は ふり が な が つけ 
le あっ た 場合 に は 、 自 分 で 辞書 を 調べ た り 、 人 に 聞い た 
り し て 勉強 し て くだ さい 。 
先生 方 へ : 本 書 を 授業 で 使う 場合 、「 要 点 」 は 家 で 読ん で こさ せる よう に し 、 ク ラ 
ス で は 、 わ か り に くい と ころ に 関し ーー 受け る と いう や り 方 に ~・ 
と よい で し ょ う 。 専門 用 語 の 使い 方 な ど に つい て は 、 ク ラス に その 専門 
の 学生 が いる か どう か を 確認 し 、 も WP は 、 Aa 
くる よう に 課題 を 出す と 、 当 人 に と っ て 日 本 語 を 運用 する いい 機会 
が おら 





、「 カ だ めし 」 で ウォ ー ミ ング アッ プ が 、「 要 庶 」 で 基 本 的 な 学習 項目 と 学習 漢字 の 
確認 が すん だ と ころ で 、 漢 字 語 の 読み 2 法 練習 な ど を 行う セク ショ 
ン で す 。 課 に よっ て 問題 の 形式 が 異な る 場合 も あり ます 。 応用 力 が つい た か どう か を 
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[| 使い 方 





みる た め の 発 展 的 な 問題 ああ り ま す 。 
学習 者 は 、 く 解答 > で 自分 の 答え を を チェ ッ ク し た 後 、 問 題 の 全文 を ノー ト に 書き 写 
す と いい で し ょ う 。 そ の ノー ト を 見 て 、 読 み 練 習 一 書き 練習 、 書 き 練 習 読み 練習 と 
いう よう に 形 を 変え て も う 一 度 練習 する と 、 さ ら に 力 が つき ます 。( く わし く は 
IIKB」Vol1 の 「 練 習 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。) 
多 先 生 方 へ : 学生 が 「 練 習 ] を 家 で や っ て き て いる よう な ら 、 ク ラス で は ざっ と 答え 
合わ せ を し た 後 、 応 用 練習 を させ た り 、 習 っ た 漢字 語 を 使っ て 口頭 で 短 
文 作 り を させ た り し て みて くだ さい 。 な お 、 各 課 の 復習 クイ ズ ( 小 テス 
ト ) は 、「 練 習 ] と | 学習 漢字 索引 ] か ら 出す と いう ふう に 範囲 を 限っ 
た は ほうが 教育 効果 が 期待 で きる よう で す 。 





この セク ショ ン は 、 そ の 課 で 学習 し た こと を 発展 させ た 形 で 応用 練習 する と ころ で 

す 。 こ こ に ある 問題 の 中 に は 、 く 解答 > の な いも の も あり ます が 、 自 分 で 辞書 を 引い 

た り 、 周 り の 日 本 人 の 助け を 借り た り し て 、 挑 戦 し て みて くだ さい 。 こ の 後 、 身 近 に 

ある 関連 分 野 の 文章 が 読め る よう に な れ ば 、 運 用 カカ が 伸び た と 言え る で し ょ う 。 

先生 方 へ : この セク ショ ン を 和 宿題 と する こと も で きま す が 、 授 業 で 使う 場合 に は 、 
読解 な どの 授業 と 組合 わせ る と よい で し ょ う 。 さら に 発展 きせ て 、 関 連 
する トピック の 読み 物 を 学生 に 探し て 持っ て 来 さ せ 、 ク ラス で 一 緒 に 読 
ん だ り 、 内 容 を 要約 し て 発表 きせ た り 、 学 生 自 身 に 課題 を 作ら せ た り す 
る こと も で きま す 。 他 の 学生 が 探し て きた オー セン ティ ッ ク な も の は 学 
生 の 興味 を 引く よう で すし 、 自 分 の 学習 方 法 を 考え る いい 機会 に も な る 
よう で す 。 こ の よう な 課題 を 達成 する 作業 を 通じ て 、 日 本 人 と 日 本 語 で 
ミケ ゲー ジョ アン の る プ ャ シス も 増え る も 9 で 放 。 


で の 


新聞 な ど で 使 用 頻度 の 高い 漢字 の 中 か ら 、 人 名 や 地名 に し か 使わ れ な いも の や 、 本 
書 の 1 課 か ら 16 課 に 入れ 込め な か っ た 分 野 の も の の 一 部 を コラ ム と いう 形 で 9 つ に ま 
と め 、 紹 介し て あり ます 。 

念 先生 方 へ : この セク ショ ン は 、 本 課 を や り な が ら 余 っ た 時 間 な ど を 利用 し て 読ま せる 
適し て いま す 。 授業 で 本 格 的 に 使う 場合 に は 、 練 習 の 量 が 少な いと 思 
われ す の で 、 本 課 の 練習 形式 を 参考 に 練習 問題 を 追加 し て くだ さい 。 


く 和 解答 > 

本 課 の | 練習 ] の 問題 、「 課 題 ] の 問題 (サン プル 解答 が 示せ る 問題 の みみ) 、 コ ラム 
の | 練習 ] の 答え が 示し て あり ます が 、 そ れ 以 外 の 答え 方 で も よい 場合 が あり ます か 
ら 、 身 近 に いる 日 本 人 に 聞い て 確か め て み ま し ょ う 。 


reaqistered version 





使い 方 日 


念 先 生 方 へ : 参考 と し て いた だ くだ ため の サン プル 解答 が 示し て あり ます 。 学生 の 答え 
を 見 て 、 そ れ で も よい か どう か 、 先 生 方 の ご 判断 で 学生 に フィ ー ド バッ 
ク し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 


学習 漢字 索引 
ここ に は 、 各 課 の 学習 漢字 に つい て 以下 の よう な 情報 が 示さ れ て いま す 。 






= 提 ー 
え が - く 


貞 【 ビ ョ ウ 】 一 苗 描 猫 
depict 










描 身 1 課 11 画 
田 | す 田 | 1 級 常用 
情景 を 見 た まま に 描写 する 

点描 と は 多数 の 色 の 点 で 絵 を 描く 技法 で ある 





ー ヲ 捕 く ( え が く ) 素描 ( そ び ょ う ) 点描 (て ん びょう ) 
ー ヲ 捕 写 (びょう し ゃ ) ス ル 点描 画 (て ん びょう が ) 心理 描写 (し ん り び ょ うし ゃ ) 


左上 の 枠 に 入っ て いる 大 き な 、「 明 朝 体 ] と 呼ば れる も の で 、 字 に よっ て は 、 
手 書 ーー セー イトー その 右 の 枠 に は 、 MM 
り ま すか ら 、 書 く < 練習 を する 際 の お 手 本 に し て くだ さい 。 そ の 隣 の 枠 に は 、 4 つの 情 
陳 Be hn moe 
字 ] か | 教育 漢字 ] か 「 常 用 外 」 か と いう 情報 が 入っ て いま す 。 一 番 右 の 枠 に は 、 上 
の 行 に カタ カナ で 漢字 の 音読 み 、 下 の 行 に は ひら が な で 漢字 の 訓読 み が 書 いて あり 、 
例外 的 な 読み に は 「*| 印 が つけ て あり ます 。 ま た 、 常 用 漢字 表 に な い 読 み 方 は [ ] 
ek 形 声 文字 の 場合 は 、 音 読み の 後ろ る に 、 ゴ チッ ク 体 で 音符 と 【 そ の 
表す 音 】、 そ し て 「 一 | の 先 に 同じ 音符 を 持つ 同音 漢字 の リス ト が 並べ て あり ます 。 
leddhgEC ye る 数 語 例 の 意味 
を 類推 し や すい よう に 、 そ の 字 の 中 心 的 な 意味 を 抽出 し た も の で す 。 漢字 語 の 前 に 
| 286 | に を | E 本 PS て ある の は その 動詞 が と る 助詞 で 、「 一 ガ | を と る 場合 は 書 
いて あり ませ ん 。 後ろ に |「 ス ル | と 書い て ある の は 「 す る 」 を つけ て 動 誤 と し て 使う 
用 法 の ある も の 、| ナ | と 書い て ある の は 、 ナ 形容 詞 の 用 法 の ある も の で す 。( ) 内 
に は 読み が 示し て あり ます か ら 、 個 々 の 言葉 の くわ し い 意 味 や 用 法 が 知り た い 場 合 は 、 
辞書 を 引い て くだ さい 。 

本 書 で 使わ れ て いる 記号 類 は 、 原 則 と し て 『Intermediate Kanji Book』 Vol.1 と 同じ 
に な っ て いま す 。 
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自己 紹介 と 性 格 指 写 





(だ ゅ し 〆 


下 の 文章 を 宛 ん で み ま 沙 2。 


目 分 自身 を 他人 に 紹介 する と き 、 ど ん な ふう に 言い 表し ます か 。 

たいてい 、 次 の 二 つ の や り 方 の ど ち ら か で 自分 を 説明 する 外し 所 例 

まず 一 つ は 、 事 実 を 説明 する や り 方 で す 。 た と えば 、 RE 
当 し て いま す 」 |「 〇 〇 大 学 の 学生 で す 」 な どの よう に 社会 的 な 身分 、 職 業 、 
属 な ど を 説明 し た り 、 で 
1 で 、 尼 と 妹 が いま す 」 の よう に 、 竣 歴 や 家族 に つい て 説明 し た り 
する 、 社 会 的 ・ 客 観 的 事実 を 述べ て 、 自 分 を 説明 する や り 方 で す 。 趣味 
Mr 年 こと も あり ます 。 

も う 一 つ は 、 自 分 の 内 面 に つい て 語る や り 方 で す 。「 陽 気 で 楽天 的 な 性 格 で 
す 」「 心 配 性 で 、 小 さ な 事 で も 気 に な り ま す |「 意 志 が 弱く て 、 な か な か ダイ 
エッ ト に 成功 し ませ ん 」 | 警戒 心 が 強 く 、 は じ め て の こと に は 消極 的 で す が 、 
ーー ーーー ンー FT 
強く 、 行 動力 が ある の が 長所 で す が 、 それ で 失敗 も し ます | な ど 、 主 観 
的 な 自己 評価 を 述べ る や り 方 で す 。 Ei さま ざま な 性 格 を 捕 
号 す る 形容 詞 が 使わ れる の が 特徴 で す 。 こ の よう な 形容 詞 に は 、 育 定 的 な イ 
メー ジ を 表す も の と 人 否定 的 な イメ ー ジ を 表す も の が あり ます 。 


2 りさ 。 


AT 人 め 奄 


/ YS だ 7 ェ 
//% AtWY/ 


ba 和 定 的 イメ ー ジ 育 定 的 イメ ー ジ 十 
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[| Lesson 1 


【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読 み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 ( 〇 を つり で て ぐだ きい 。 


。 自 人 2. 紹介 3. 性格 4 . 描写 時 


21. 述 べ る 22. 趣 味 23. 特技 24. 内 面 25、 語る 
26. 陽気 27. 楽天 的 28. 心 配 性 29. 意 志 30. 成功 
31. 警戒 心 、 32. 消極 的 33. 最 後 34. 責任 感 35. 好 奇 心 
36. 競争 心 、37. 行 動力 38. 長 所 39. 失敗 40. 主観 的 
41. 評価 42. 形容 詞 43. 特 徴 44. 育 定 的 45. 公 定 的 
46. 積極 的 47. 斐 観 的 48. 陰 気 

次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 

IBKB IILIKB 川本 課 全体 


a. 読み を 止 し く 知 っ て いる 言葉 % % % % 
意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 








⑳ 0 9 ⑳% 
不正 確 な 言葉 - 
c. よく 知ら な い 言 葉 % 9% 9% % 





| の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
中 の = まり 読め な か っ た 人 は 、TIKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
上 則 . の 青葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 和 勉強 し まし ょ う 。 
川 . の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
し 了 に 戚 区 


istered version 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 口 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


1 . 「BASIC KANJI_ BOOK』 Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


言い 表す 日 3. 説 明 品 


性 格 
6. 時 か 
]1. 語る 


16. 長 所 


L」 
半 
較 
園 





f 


12. 楽 天 的 13. 


4. 事 実 
口 9. 家 族 
配 性 唱 14. 最 後 


、 サ い れき 
[| 8. 経 礎 


5 


% い ぎ ょ * 


口 .5. 営 業 口 
日 10 内 曽 日 
口 15. 行 動 カ 口 
be 移 





. INTERMEDIATE KANJI BOOK」 Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


川 。 こ の 


16. 評 価 


WI 


IV. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 


L」 


台 





国 


2. 担当 
L3 


し っ ぱい 
7. 失 敗 
2 


9 。 抽 号 
7. 出 身 


前 消 概 的 


り の ンー 
17. 形容 詞 


の の ) 陰気 


軒 3. 職業 隊 4. 客観 的 


1! 絆 時 
口 8. 主 観 的 口 9. 悲 観 的 
7 7 


口 3 自身 日 4. 他 人 
口 8. パ べ る 日 9. 趣 上 
日 13. 貢 任 感 口 14. 好 大 
日 18. 特 復 口 19 表 完 的 


後 で お ぽ ぼ え まし ょ う 。 


L10 
日 /9= % 


較 
日 "05 半 争 人 [ 
口 20. [] 
ー ノ 22= % 


償 定 的 
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| ① 人 性 格 を 衝 号 する 表現 | 
1 . 人 の 性 格 や 属性 を 描写 する と き に 使わ れる 表現 に は 、「 気 」「 心 」「 性 ] な どの 


漢字 が よく 使わ れ ま す 。 OO 対 ( 電 ) に な っ て いる こと が 多い 
の で 、 mL し ほ 商 ちな し あう 。 


気 陽気 な 陰気 な 短気 な 4 す の ん 気 な 気丈 な や 気 前 な 
勝ち 気 な @ き 内 気 な 気 が 強い 電 細 い 気 が 利く 旨 利 か な 
ee R 短 な 2 が 長い 電 短 い 気 が 荒い 
生意気 無邪気 な 移り 気 な 


心 〇 CO 心 が 纏い 電 吸 い 本 
好奇 心 警戒 心 狙 疾 心 争 心 独立 必 
依頼 心 依存 心 自尊 心 向上心 


性 [セイ ] 積極 性 寺 消 極性 協調 性 独創 性 
[ショ ウ ] 心配 性 苦労 性 貧乏 性 凝り 性 
※ [セイ | は 、|「 一 性 が ある ププ ない | の よう に 使う が 、[ シ ョ ウ ] は |~- 性 だ | 
の 形 で 使う 。 

的 積極 的 電 消 極 的 楽観 的 旭 悲 観 的 社交 的 旭 非 社交 的 
外向 的 韓 内 向 的 理性 的 坦 感 情 胸 開放 的 閉鎖 的 
楽天 的 友好 的 個性 的 感傷 的 利己 的 自己 中 心 的 


家 [ カ ] 楽天 家 自信 家 野心 家 傘 約 家 き 浪費 家 
屋 [ ヤ ] 照れ 屋 が ん ば り 屋 恥ず か し が り 屋 きび し が り 屋 
者 [も の ] あわ て 者 な まけ 者 ひょう きん 者 働き 者 


小心 者 腫 病 者 理 以 者 横着 者 お 調子 者 
2. 対 に な る 表現 の 中 に は 、 反 対 の 意味 の 漢字 を 持つ も の (一 IKB Vol.1 L2) や 谷 


し 冬 を 持つ も の 〔(-*IKB Vol.1 L6) も あり ます が 、 以 下 の よ うに 、 ま っ た 
く 形 の 違う も の も ある の で 、 注 意 し まし ょ う 。 

神経 質 な お お ら か な 、 の ん 気 

個性 的 な や 平凡 な 、 普 通 の 、 後 の な い 

責任 感 の 強い 電 無責任 な 
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| 本 に 含ま れる 評価 ・ 人 





[よく 言え ば O 〇 、 悪く いえ を えば メメ 」 と いう 言い 方 が ある よう に 、 


も 見 方 に よっ て 違う 評価 が され る こと が あり ます 。 性格 ・ 性 質 を 描写 する 


PH 0 に も 


る か が は っ き NE り と 述べ られ る 


| 話 が う まい た め に 相手 が ご 


イナ ス の イメ ー ジ を 含ん で いま 


が うま い | と いえ ば 悪口 に 聞こ 


6。 電 ONEipiize 


態度 も 大 切 で す 。 













内 気 な 内 向 的 な 
ー ト es な し い 
に ow 

に ぎ や か な 














好奇 心 が 強い 
慎重 な ノ 警 成 心 が 強 い 
大 胆 な ノ 勇 敢 な 

お お ら か な 

織 細 な 

気 前 が いい 


た 















と 思っ て いる か 、 良 く な い 性 質 で ある と 思っ て 
合 が あり ます 。 
例え ば 、 1 上 手 に 
[雄弁 ] に は 「 論 理 的 で 、 相 手 が 納得 で き 
リフ ックス の 4 アー ジン が 半 か の に 対 に で 。「 ロ が ラ うまい 」 と wm う と 。 
ま か さ 札 だ り だ まさ れ だ な りす る と と ある ] と いっ な マ 
つま り 、| 雄 弁 ] と 言え を ば ほめ る 言葉 に な り 
こと も ある の で す 。 
自分 の 性 格 に つい て は 謙 聞 IN 


る よう ② の に きち ふと 話す こ で 


け メ 


引っ 込み 思案 な 
際 気 な 暗い 

お 調子 者 
職 々 し い ノ う る さい 
項 固 な ノ 強 情 
訟 索 好き な 
優 朱 不断 な プ お く び ょ うな 
向こう 見 ず な 考え な し 
お お ざっ ぱな 
神経 質 な 
けち な ン け ちん 坊 
費 : 


NN 時 





同じ こと が ら で 


話す こと が で きる PT 


学 っ て 
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[|] Lesson 1 


2. 類義語 と その 使い 分 け 

同じ よう な 性 格 ・ 性 質 を 描写 する 表現 で 6、 公 の 席 で 人 を 紹介 し た り 履 歴 書 や 失 
状 な ど を 書い た りす る と き に 使う 固い 表現 と 、 友 だ ち 同 士 の お し ゃ べり な ど に 使う く 
だ けた 表現 で は 違い ます 。 場面 や 状況 な ど に よる 使い 分 けが 必要 で す 。 


めい ろう か いか つ 
明朗 快活 な 
意志 強固 な 


意志 泊 昌 な 意志 気 が 
」 落ち 着い た 
妨 耐 力 が ある ノ 忍 耐 強 い | が まん 強い 
見 力 家 (が ん ば り 尾 ) 





| 漢字 の 造語 カ と 重要 度 


に や 「 極 | (p.267) の よう に 、 人 造語 カカ が 大 きい (た くさ ん の 幸 語 を 作る ) 漢字 
、 重 要 度 が 高い と 思わ れ ま す が 、「 表 」 (p.269) や | 描 ] (p.265) の よう に 、 よく 使 
0 も MM :- つ し か な いも の で も 、 そ の 漢字 が な いと ある 概念 が 表せ な いと 
ie 人 ' 
また 、 漢 和 辞 典 な ど に 色々 な 熟語 例 が 数 多 く 載 っ て いて も る 、 現 代 で は あま り 使 われ 
な い 言 葉 る ある の で 、 MP を AE い か ら 人 で か 6 まう に し まし + う 。 
な っ て いる 表現 で も 、 片方 は あま り 使 われ な い 場 合 が あり ます 。 


ri 閉店 昌 の 導 細 泊 和 me 





| 介 岳 身 他 属 述 趣 陽 警戒 極 
買 宙 / 且 誠 机 | 像 志 上 舎 | 積 陰 

















( 索 り lp.265 一 270) 
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【 練 習 1 】 例 の よう に 下 か ら 適 切な 漢字 を 選ん で 、[ ] に 入れ な さい 。 








例 ) 彼 は な か な か の 野心 








Hie 彼女 は いつ も 陽 で 、 楽 天 
- 計 。 


。 この 国 の 若者 は 資 任 | | が 強く 、 独 立 











3 う せ すい 
ーー も > 
- IT に 








7 皆 か ら 嫌 わ れ て いる 


3. 田中 きん は 自己 中 心 | 

4. 彼 等 は 、 外 の 人 に 対し て は 警 敬 成 | が 強く 、 な か な か 打ち 解け な い が 、 
いっ た ん 友達 に な る と 、 非常 に 友好 | ー。 と 言わ れ て いる 。 

5 あの 課長 は いつ も 部 下 に 対し て 否定 | | な 依 度 を と る 。 


6 . 彼 は 内 | | で 恥ず か し が り _ | な な の で 、 大 勢 の 人 の 前 で 話 を する の が 苦 


が よう 。 


7 秒 は 好奇 | | が 強く 、 積 李 | で 、 何 に で も すぐ 濃 味 を 持つ が 、 あ きっ ぱ 


い 性 格 な の で あま り 長 続き し な い 。 それ に あわ て | な の で 、 失敗 も 多 v 


ら 〇 


#。 母 は 心配 | <、 何で も 甘 製 | | に 考え る ほう だ が 、 私 は 正反対 の 性 格 で 、 





9 . 彼 は 誠実 で 優し い 人 だ が 、! な の で 、 好 き な 女 性 に な か な か 愛 


折 で きず に いる 。 





で 、 す ご いけ ち 4 |k。 


10. あの 人 は 人 金持ち の くせ に 、 和 貧乏 | 


を 吾 
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[| Lesson 1 


【 練 習 2 】 次 の こと ば の 対語 は 何で し ょ うか 。 そ の 読み も 書き な さい 。 


ー よ 


心 CO PDO 一 


つら 〇 o ゝ ヽ の 呈 


陽気 な 和み ( ) 11. 理性 的 を みみ ( ) 
派手 な を み ( ) 12. 楽観 的 を み ( ) 
過激 な 和み ( ) 13. 協力 的 を ゆみ ( ) 
誠実 な を ゆみ ( ) 14. 社交 的 和み ( ) 
上 品 な 和み ( ) 15. 積極 的 和み ( ) 
内 気 な 和み ( ) 16. 個性 的 和み ( ) 
正直 な を ゆみ ( ) 17. 心配 性 を み ( ) 
真面目 な 和み ( ) 18. 無責任 な 和み ( ) 
神経 質 な 電 ( ) 

依存 心 が 強 い 電 ( ) が 強い 


【 練 習 3 】 次 の 文 を 読ん で { | の 中 の 表現 で 適切 で な いも の が あれ ば 、 チ ェ ッ ク 


10. 


し な さい 。 プ ラス の 評価 か 、 マ イナ ス の 評価 か 、 自分 自身 に つい て 謙 記 
し て 述べ て いる の か 、 他 人 の 性 格 を 客観 的 に 描写 し て いる の か 、 な ども 
考え て みな さい 。 


. 彼 は | 神経 質 繊細 | そう に 見 える か も し れ ま せん が 、 実は 意外 と お お 


ら か な 性 格 の 持ち 主 な ん で す よ 。 


. 山田 さ ん は : 気 が 短 い 決断 が 早い ! の で 、 リ ー ダ ー に 向い て いる と 思 


う 。 


. 彼女 の 長所 は 、| 強情 で 意志 が 強く て | や り 始め た こと は 決し て 途中 


で あき ら め な いこ と だ 。 


・ 彼 は 確か に | 人 約 家 けち ん 坊 ! だ けど 、 目 的 が あっ て お 金 を た め て い 


る ん だ か ら 、 た だ の : 全 約 家 けち ん 坊 ! と は 直 う よ 。 
li 引っ 込み 思案 な | 性 格 な の で 、 な か な か 友達 が で 
き な く て 困っ て いる ん で す 。 


g 深 二 を 急 が な : い の は 、 決 し て 優 朱 不断 慎重 | だ が らら で 人 は な く 。 


優 朱 不断 慎重 に 考え る べき 問 ) 是 だ か ら だ 。 


. あの 方 は と て も すばらし い 方 で すけ ど 、} 内 向 的 な 陰気 な 暗い | 性 格 


の 方 な の で 、 な か な 1 理解 され ず 、 残 念 で す 。 


. あん な 】 わが まま な 個人 主義 的 な | 人 間 は 、 見 た こと ヵ 
.。 田中 きん は 、 人 間 観 察 が 趣味 だ と いう が 、 We NO 1 


単に | 好奇 心 が 強い 訟 索 好 き な | だ け だ と 思う 。 
銘木 さん は 、] 社交 的 八方 美人 | と 言え 々 ば 聞こ えがい いけ ど 、 だ れ に 
で も いい 顔 を する の で 、 信 用 で き な い と ころ が ある 
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【 練 習 4 】 文章 の スタ イル (くだ けた 会 話 場面 、 改 まっ た 場面 、 推薦 状 な ど ) に 合 
わせ て 、 最 も 適切 と 思わ れる 表現 を 選び な さい 。 
1 . (友達 と ) 
A : 恵子 ちゃ ん っ て 、| 明朗 快活 だ 明る い | よね 。 
B: う ん 。 で も 、 結 構 | 意志 薄 能 な 気 が 弱 い | と ころ も ある の よ 


凍ら ーー 
: 同僚 の 田中 を こ と も 彼 は 常に | 准 静 沈着 な 落ち 着い た 1 態 


度 で 、 どん な 事 に も | 積極 的 に 大 胆 に 名 こう 見 ず に | 取り 組む の 
で 、 WM の PR 人 てい ER 
意外 に | お 調子 者 の 職 々 し い 陽気 な | 面 も 持っ て お り ま し て 、 愛 


会 で は いつ も 我々 を 楽し ませ で くれ ます 。 


ra ' 
: 自己 紹介 を させ て いた だ きま す 。 山 田 太郎 つ 申 し ます 。 | 冷静 沈着 な 
落ち 着い て いる ! よう に 見 える か も し れ ま せん が 、 実 は 】 決断 が は や 
く あわ て 者 で |、 時 々 失敗 する こと も あり ます 。 人 一 倍 、| 好奇 心 が 
強く 訟 索 好 き で | どん な 事 に も 興味 を 持っ て 取り 組み ます 。 


4 . (推薦 状 ) 


山田 氏 は 、 ス ポー ツ 万 能 、 | 明野 快活 な 陽気 な お 調子 者 の | 青年 

で あり 、 仕事 が で きる ば か り で な く 、 誠実 で 誰か ら も 好 か れ る 性 格 の 持ち 主 
で あり ます 。 
5. (推薦 状 ) 

田中 氏 は 思 護 深く 、| 意志 強固 な 気 が 強 い | 人 物 で す 。 決 断 す る ま 


で に は 多少 時 間 が か か る る か も し れ ま せん が 、 一 度 決め た こと は 最後 まで や り 


通す と いう | 忍耐 8 記 人 | が あり 、 仕 事 の 面 で も 必ず 良い 成 


【 練 習 5 】 次 の 漢字 就 語 の 中 か ら 最 も 適切 な 語 を 選び 、 読 み を 書き な さい 。 


例 ) 彼女 は 陽気 な 性 格 で 、 み ん な に 好 か れ て いる 
| 陽気 陽性 陽極 陽光 | 


1 。 の は 信 の 和夫 する ば か り で 、 自 分 の 意見 を 出 き ない 。 
| 評価 計 詳 判 評論 論 批評 | 
2. 彼 は 、 自 分 で し た 歌 を 歌 っ て いる 。 


| 器 訓 作詞 助詞 名 詞 | 
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3 . 他国 の 紛争 ! に みだりに し て は いけ な い 。 
| 介抱 介入 仲介 紹介 | 
4 . 彼 は 大 阪 の で 、 関 西 人 特有 の 強 さ が ある 。 
出身 出生 出産 身分 | 
5 。 人 彼女 は 有名 な 芸能 プロ ダク ショ ン に ずる あ タ ダレ ント だ 。 
。 : 帰属 ea 付属 配属 | 
6 . 犯人 の し た 内 容 を 警察 が 公 に し た 
馬 記述 日 述 供述 論述 | 
/ 。 年 未 は どろ ぼう や すり が 増え る の で 、 御 別 が 必要 だ 。 
| 警報 警告 警戒 警護 | 
8 . まで が ん ば っ た が 、 も うこ れ 以 上 は で き な い 
極論 極度 極限 極力 | 
し 駅 の 在 に 趣味 の 亜 い な ビル が 建っ た 。 
| 好奇 奇数 奇妙 奇遇 | 
10. この 絵 に は 、 彼 の が よく 描か れ て いる 
| 特徴 徴候 象徴 徴収 1 
季 。 の 必 汰 演 上 みみ の を 説明 し て くだ さい 。 
| 趣向 趣味 趣旨 興 趣 | 
12。 彼 が こん な に 人 な 人 だ と は 思わ な か っ た 。 
| 不 資 任 無責任 非 責任 否 責 任 | 
13. 彼女 は が 強く 、 非 常に 負け ず 嫌 い だ 。 
: 競争 心 競争 力 競争 気 競争 性 | 


【 練 習 6 】 次 の 漢字 を 使っ た 、 


一 番 よ く 使 われ る と 思う 漢字 就 語 を 考え て み ま し ょ う 。 


周り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 


例 ) 己 一 自己 紹介 


1. 積 一 2 . 
4. 徴 一 5 
7。 定 ー 8 . 
10. 陽 一 11. 
13. 否 一 14. 
16. 介 一 17. 
19. 奇 一 20. 
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下 一 Su 且 学 
属 一 6。 衣 一 
述 一 。 仙 一 
警 一 リン 電導 
極 一 15、 骨 
描 18. 陰 一 
競 21. 趣 一 
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下 の 文 章 は 、「 人 間 の 心理 ・ 発 見 テス ト ] 渋谷 昌三 監 (果林 社 、1996 年 発行 
p.20 一 21) か ら と っ た も の で す 。 読ん で 、 後 ろ の 質問 に 答え て み ま し ょ う 。 1 


ーー 
oe 一 
は へ ハニ 吉 内 さ 洲 時 言 , 評 寺 図 叶 TS 


と 


s ご 付 座 へ 


ざさ は 二 対 は ご は に 還 は ご は 叶 は 弟 画 , 付 思 詳 皆 剛 


マジ N 
NN 旧 還 遵 厨 生 陳 ら (Tr 弄 SF の 計り ざ 漢 傘 中 


語 (で 


ゃ ント ー 
で マビ 


rm へ 


中層 愉 請 


ュー い は へ や の: 


区 


ュー- 


s 紅 類 べ きめ ざ 避 


の 
さき 。 


VN 


と USG は 時 4 


Sre<rvrrs 
寺 しき 


キ 弓 ③ の SroYrr 7 の 
に お : 


巡 
に 
3 


s 圧 : 
9 
. こ びき 必 


9< 


: 介 本 可 來 汗 
っ 


ュ ャ エー 


『 


3 き 5 
と ヶ U す QG は FT 呈 4 


- 交 雪 計 。 サ さ さ の 
- き 可 3dt(t さ 中 , き 可 池 な SS SS 


の ざ 其 さ 麻 慰 注 すさ 因 
叶 缶 警 古 沈 


英吉 と へ 殿 誰 装 は FrH 
w み 3 と 史 さ ri 





* 定 規 (じょう ぎ ) 角 (か く ) 診断 (し ん だ ん ) 
(くせ ) 学 主 関 哲 (て いし ゅ か ん ぱく ) 衝突 (し ょ うと つ ) する 
慎重 派 (し ん ちょ う は ) 若干 (じゃ っ か ん ) 傾向 (けい こう ) 


飽 ( あ ) きっ ぽい 年 賀 状 (ね ん が じょう ) 
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Lesson 1 


(1 


う 。 下 の _ _ に 適切 な こと ば を 入れ て くだ さい 。 


① 右 上 が り に 


② 左 上 が り に 





) 右上 が り に な っ た 人 の 性 格 と 左上 が り に な っ た 人 の 性 格 を まとめ て み ま し ょ 


な っ だ 大人: EE な 人 性格 。 
が あり 、 常 に 前 向き に 考え る 人 。 
な っ た 人 : で な 性 格 。 
気 が 面 も ある が 、__ 人 人 。 


(2 ) 前 の ペー ジ の 図形 を 自分 で 描い て み ま し ょ う 。 ま た 周り の 人 に も 書い て も 
らら で まし まう 。 右上 が り に な っ た 人 と 、 左上 が り に な っ た 人 と どちら が 
っ くい た が だ うか を 話し 合っ て 


( 4 


多かっ た で すか 。 
が まま しょ うう 。 


自分 の 性 格 と 診断 結果 が 合 


個 作 っ て み ま し ょ う 。 


人 物 を 描写 し て み ま し ょ う 。 


. 次 の 表現 を 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 


(3 ) あな た は 自分 自身 を どん な 性 格 だ と 思い ます か 。 


自分 自身 を 描写 する 文 を 5 


) 人 の 性 格 を 描写 する 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、 あ な た の 国 の 有名 な 


1. し ゅ か ん て き な いけ ん 2. きゃ っ か ん て き な いけ ん 
3 、 So きよ く て き な ひと も 。 も よみ 議 は 侍 光吉 交 ひる 
5 。 まあ うき な 芝 い かく 6. いん き な せい か く 

た 。 人 の 00 き 生 思 沈 9。 サ で そい で き な と た え 
9. じ こ ちゅ うし ん て き な か ん が え 10. し ゅ み が お お い 

11。 こ うき し ん が ある 12. せき に ん か ん が ある 
18。 きよ うり ル しん が つよ らい 14. けい か いし ん が つよ い 
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15、 じ こし ょ うか い の ぶん を か いて くだ さい 

16. ぜ せい か ぐ を ぴょ うし ゃ する た め の けい よう し を お ば ぼ ば えよ う 
17。 し ょ ぞ く と し ゅ っ し ん ち を こたえ ろ る 

18、 じ ん じしん に つい て の べ な さい 

19。 な だ な 條 大 の ひ ぁ うか が を き に する ひつ よう は な い 

20. けい か ん に その お と この と くち ょ う を きか れ た 


3. 次 の 漢字 を 使っ て 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 選 一 自己 : 子 供 は は じ め は 自己 中 心 的 な も る の だ が 、 集 団 や 社会 の 
中 で だ ん だ ん 協調 性 を 学ん で いく 。 


1. 否 一 2. 徴 一 3. 評 一 
4. 商 一 5. 積 一 6. 描 一 
/。 覆 一 8. 陽 一 9. 述 一 


19。 夏 ー 民 。 縮 。 12、 青 
13. 詞 一 性 。 鍛 。: さ 15。 局 一 
16. 他 一 17. 趣 一 18. 競 一 
19. 陰 一 20. 戒 一 SL。 7 つ 
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G ラ ムレ 時 を 表す 漢字 





1. 現 在 今 今 -: 今日 今週 今月 今年 今 学期 ~* 今 日 
7 本 本 要り 語 Ma 
現 現 一: 現在 現代 現時 点 . 
当 当 ー| 当 陸 当 重 当 人 半生 。。 。。。 
2. 過去 昨 昨 -: 昨日 昨晩 昨夜 昨年 ( ー 夫 年 )  ※ 昨 日 
先 先 -: 先日 先週 先月 先 学 
人 
前 前 : 前 日 前 夜 前 年 以前 紀元 前 
EE 人柱" 住 年 往時 


往 往 
に ら い - ら し 上 ら いい 『 つ ら いね ん ちら い コ ら い が っ き 
3. 未 来 来 来 -: 来週 来 月 来年 来期 来 学期 


明 明 一 : 了 明日 明 朝 朋 跳 明生 3 
明 く る : 明 く る 日 明 く る 朝 明 く る 月 明 く る 
層 型 一 : 翌日 己 朝 吾 週 翌月 翌年 

鱗 ・ 後日 今後 以後 * 後 年 


4. その 他 旬 一 旬 : 上 利 中 旬 下旬 
げん ご う めい じ た いし ょ 3 LE うわ 。 へ いせ い 
元 号 : 明治 大 正 昭和 平成 


【 練 習 】「 昨 、 往 、 翌 、 旬 、 昭 | を 使っ た 時 を 表す 言葉 で す 。 適 切な も の を 一 
つ 選 びましょう 。 
1. | 前 年 昨年 先 年 | の 経済 不調 は 、 今 だ に 回 復 の 兆し が 見 られ な い 。 
2. 曲 和 60 年 度 の 消費 者 物価 指数 は 、 その | 前 年 昨年 先 年 | 度 と 
比較 する と 、 か な り の 伸び が 見 られ た 。 
3. この 番組 に は | 前 年 昨年 往年 | の 大 スタ ー が 続々 と 出演 する 
予 息 だ 。 
4 . お 問い 合わ せ の 件 に つき まし て は 、 古い 資料 を 探し まし て 、 調 べ が 済 
み 次 第 、| 翌日 後日 明日 | こち ら か ら 御 連絡 いた し ます 。 
、 科 夜 で 受験 旭 強 を し た 結果 、| 翌日 後日 明日 | の 試験 で は 
満点 を と る こと が で きた 。 
6 . 東京 の 桜の 開花 は 、 例 年 、4 月 | 上 旬 中 旬 下旬 ! 頃 と な っ て 
いる 。 
7. | 大 正 昭和 平成 | 元 年 は | 明治 昭和 平成 ! 64 年 に 当たる 


1 


7 オイ 














(、 カ だ ゅ し 〆 


下 の 文章 を 読ん で み ま し ょ う 。 





学生 に よる 授業 評価 は 、 ア メリ カ で 特に 1960 年 代 の 学園 紛争 の 時 代 か ら 広 
まり 、 今 で は 全米 の 主 な 大 学 で 行わ れ て いる 。 学 期末 に 、 教 師 は 授業 評価 
シー ト を 学生 に 配り 、 採 点 し て も ら う 。 そ の 第 一 の 目的 は 学生 の 反応 や 理解 
度 を 知り 、 授 業 を 改善 する た めで ある 。 こ の 授業 評価 の 結果 は 、 数 値 化 さ れ 、 
学生 に も 公開 され る 。 そ れ は 学生 が 授業 科目 を 選択 する 際 に 、 LPC 
分 の 学習 妥 求 や 水準 0 て いる か どう か を 判断 する た め の 情 報 を 提供 す 

と いう MA て いる 。 

この よう な 学生 に よる 授業 評価 は 、 大 学 教育 と いう サー ビス を 購入 する 学 
生 の 消費 者 と し て の 権利 一 一 授業 の 内 容 を 知り 、 授 業 (教師 ) を 選択 する 
権利 、 授 業 の 内 容 ・ 方 法 に つい て 改善 の た め の 意 見 を 表明 する 権利 を 保証 す 
る と いう 、 消 費 者 保護 の 発想 か ら 始ま っ た と され て いる 。 ま た 、 教 師 の 昇進 
時 な ど に 、 そ の 教師 の 教育 能力 を 評価 する た め に 利用 し て いる 大 学 も ある 。 
日 本 で も 大 学 改革 の 動き の 中 で 、 学 生 に よる 授業 評価 を 実施 する 大 学 が 出 
て き て いる が 、 ま だ が 状 否 両論 ある よう で ある 。 導 成 意見 と し て は 、(1) 学 生 側 
か ら の 意見 に よっ て 教育 指導 の 不 十分 な 点 な ど に 関し て 反省 材料 が 得 ら れ 、 
ai の 改善 に 役立つ 、(2) 教 似 に は 何 を どう 教え る か の 自由 と 学生 の 学力 や 成 
病 を 評価 する 権限 が 与え られ て いる の だ か ら 、 学 生 の 方 に も 教師 や 授業 科目 
を その 善 し 剖 し を 評価 する と いう 権利 が 認め られ る べき だ 、(3) 学生 の 
学習 意欲 や 学習 態度 な ど 、 学 習 に 対す る 意識 を 高め る こと が で きる 、 な ど が 
ある 。 

他方 、 成 績 評価 の 甘い 授業 が 高く 評価 され た り 、 人 気 と り に お 教師 が 出 
た り し 、 成 績 の 安売り や 大 学 教育 の レベ ル ダ ウ ン と いう 弊害 を も た ら す 葛 れ 
が ある 、 な どの 反対 意見 も ある 。 


7 ゞ 
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| | Lesson 2 


【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ で くだ さい ゆい)。 


1 . 授業 評価 3. 紛争 4 . 学 期末 5. 教師 
6 . 配 る 7 . 採点 8 . 目 的 9 . 反応 10. 理解 度 
11. 改善 12. 結果 13. 数 値 化 14. 公開 15. 科目 
16. 選択 17. 際 18. 要求 19. 水浴 20. 判断 
21. 情報 22. 提供 23. 購入 24. 消 費 者 25. 権 利 
26. 内 容 27, 方 法 28. 意見 29. 表明 30. 保証 
31. 保護 32. 発想 33. 昇進 時 34. 能 力 35. 利用 
36. 改革 37. 実施 38. 秦 合 39. 両論 40. 賛成 
41. 学 生 側 42. 指 導 43. 反省 44. 材料 45. 待 る 
46. 役 立つ 47. 自 由 48. 成績 49. 権限 50. 与 える 
51. 善し悪し 52. 認 め る 53. 意 欲 54. 態度 55. 意識 
56. 他方 57. 甘い 58. 人 気 59. 上 弊 害 60. 誰 れ 


ド う 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


IBKB ILIKB 上川 前 課 IV. 本 課 全体 


a. 読み を 上 正しく 知っ て いる 言葉 ⑳% % ⑳% % ⑳ 
音 味 は 知っ て いる が 読み が 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み ヵ % % 了 
0 7 7O 70 ZO 
不正 確 な 言葉 
c、 よ く 知 ら な い 衣 葉 ⑳② 0 % ⑳ ⑳% 


| の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
ll の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
川 . の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 
IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 和 勉強 し まし ょ う 。 
IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
し まし ょ う 。 


6 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 


.・『BASIC KANJI_ BOOK Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


x | | 紀 チ エ 居 必 みしま し: より 。 


1. 配る 口 2 目前 口 3. 着 此 口 4. 多 錯 口 5. 和 目 品 
6. が 口 7. 永 準 口 8. 情 報 口 9. 消 費 者 口 10 カ 潜 
11.】 口 12. 表 明 日 13 利 用 口 14 著 口 j5 義 藤 ロ 
16 人 4 日 7 自由 日 18 人 気 ー ノ 18= % 導 | 
中 、『INTERMEDIATE KANJI BOOK』 Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
1. 教師 日 2. 反 応 口 3. 理 解 度 口 4 数 値 化 口 5 際 ロ 
L6 L3 | 記 L6 有 2 
6. 庄 入 日 7. 内 容 口 8. 発 想 口 9. 四 伏 放 口 10 衣 力 ロ 
R2 R2 L 沿 [ 潜 | 際 
1. 改革 日 12 学 生 側 曲 13 反 省 口 14 役 立つ 日 15 認 め % 
1L319 R2 L 1 LS L7 
16. 意 識 日 。 ノ 16= % 
L10 
川 . 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 の 言 葉 で す 。 
1. 評価 日 2. 装 香 日 3. 他方 日 ー ノ 3= % 
1 課 1 課 1 課 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
二 2 い 日 2. 鷹 争 日 3. 学 期末 口 4. 採 吉 口 5. 避 善 ロ 
6. 選択 日 7. 判 断 口 3. 提供 口 9. 権 和 日 10 保 証 
1 保護 日 12 3 日 13 指導 口 14 材料 口 j5 成 閣 品 
16. 権 限 日 17. 甘 し 巧 し 日 18 意 欲 口 19 態 度 口 2 所 ロ 
21. 恐 れ 日 [22] 学 散 ノ 22=_% 


V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ え まし ょ う 。 
Ma 2. 弊 審 日 
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0 
1 . 日 常 生活 で 使わ れ て いる 言葉 と 、 育 関係 の 専門 語 と で は 、 少 し 異な る も の が 
あ り ま 〇 
例 ) < 日 常 語 〉 < 専門 語 
先生 ー 教師 教諭 教官 
学生 ・ 児童 ノ 生 徒 ノ 学 生 
教え ん る = 教育 する ノ 教 授 す る ン 指 導 す る 
勉強 する 習う 一 学ぶ ノ 学 習 す る ノン 習得 する 
する 行う 一 実施 する 
2 . 日 本 の 教育 関係 の キー ワー ド を 整理 し て 、 覚 えま し ょ う 。 
例 ) 学校 制度 トー を 桜 一 中 学校 一 貢 高等 学校 大 学 一 ・ 大 学 院 
修士 課程 
博士 課程 
短期 大 学 
専修 学校 、 専 門 学校 
教育 課程 ・ 初等 教育 一 - 中 等 教育 高等 教育 
(小学 校 ) (中 学校 ・ 高 等 学校 ) (大 学 ・ 大 学院 ) 
教育 改革 : 週 5 日 制度 飛び 級 制 度 八 薦 入学 制度 
教育 問題 : 不 登 校 校内 暴力 いじ め 学級 崩壊 
3. カタ カナ 語 と 漢字 語 の 両方 が 使わ れる も の 、 ど ちら か 一 方 し か 使わ れ な いも の 


が あ り ま 本 。 


例 ) カリ キュ 


ト の 例 以 外 に も 、 


ラム 三 教 風 育 課 利 
レベ ル ダ ウ ンー テ 水 準 低下 : 
ドロ ッ プ アウ トニ = 中 途 退学 : 
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さがし て み ま し ょ う 。 


立て て 編成 され た 教育 の 計画 
や 程度 が ト が る 4 
学校 を 卒業 せ ず に 中 途 で 退学 する こ 


泉 3 
(0 


と 
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レポ ー ト = 報告 書 : り 


学生 が 教師 に 提出 する 小 


信 や 研究 、 実 験 の 結果 な どの 告 書 
語文 


和 AA 上 上 征 (Assistant oi Teacher) 三 外国 語 指導 助手 : 文部 科学 省 、 外 














務 省 、 総 務 省 と 地方 自治 体 が 共同 し て 実施 し て いる 国際 交流 事業 (JET 
プロ グラ ム ) に より 招 か れ て いる 人 。 
@ 漢 字 替 語 の 品詞 性 と 共 起 性 
1. 渓 字 熟 語 を 覚え る と き は 、 そ の 品詞 に 注意 し て 覚え る 必要 が あり ます 。 
動詞 名 調 
評価 一 〇 評価 する 〇 評価 を 行う ノ 評 価 を 受け る 
指導 一 〇 指導 する 〇 指導 を 行う ノン 指導 を 受け る 
採点 一 〇 採点 する 〇 採点 を 行う 採点 が 終わ る 
実施 一 〇 実施 する 〇 実施 を 考え る 実施 を 見 送る 
授業 一 へ 授業 する 〇 授業 を 行う ノ 授 業 を 受け る 
権利 一 ※ 〇 権利 が ある 権利 を 得る 
意欲 一 ※X 〇 意欲 が ある 意欲 を 高め る 
恒 度 一 ※ 〇 態度 が いい プ 蘭 度 を 決め る 
2. 類 義 の 漢語 動詞 の 中 に は 、 文 中 で いっ し ょ に 使わ れる 名 詞 が 異な る も の が あり 
ます 。(-IKB Vol.1 L3,L7) 
例 ) 授業 プ 内 容 方 法 … を 改善 する 
教育 社会 制度 … を 改革 する 
法律 グ 規則 条約 … を 改正 する 
品 林 機械 … を 尽 良 す る 
店 内 建物 内 … を 改装 する 
本 辞書 出版 物 … を 改訂 する 
| @ 翔 に な る 意味 の 言葉 | 
A. 善 対 悪 
例 ) 善 ee 坦 良い 時 い 
善人 ゅ 。 吉 人 良質 を > 坦 劉 
幸 意 ゆみ 。 坦 意 良性 生 。 杜 性 
性 療 説 - 電 性 時 説 最良 を ゅ 最悪 
改善 する g (改悪 する 以 良 する 電 (改悪 する ) 
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| | Lesson 2 


B. その 他 の 対 の 言葉 


例 ) 府 成 の 反対 
権利 で 義務 
人 褒 。 で 拓 
善戦 する 。 a 苦戦 する 
強欲 な 。 e A 
評価 が 甘い 9 評価 が 辛い 厳し い 
学期 始め や 学期 末 
中 央 集権 ” 電 地 方 分 権 


旨 。 対 に な る 漢字 の 組み 合わ せ で で き て いる 言 葉 
例 ) 夫 成 論 十 耕 定 論 "人 槍 否 両論 
洲 議 院 十 参 議院 ー 衆参 両院 
正しい こと 十 誤っ て いる こと つ 正誤 
勝つ こと 十 負 ける こと 一 ーー すっ r 
甘い こと 二 悪 いこ と 一 半 下 / 半 し 上 
「 る こと 十 無 いこ と 


第 2 課 の )2 ご っ 3 習 漢字 は 580. て お 5 むす 3SPYTTTTTST=ー ie ーー 
受 紛 末 採 善 択 判 提供 権 証 
護 施 導 材 績 欲 叶 皆 敵 帝 





21| 


( 素 引 p.270274) 


20 


) 


【 練 習 1 】 
例 ) ( 
・( 
・( 
( 
( 


] 
り 
齋 
チ 。 
9 
1 


ーー よ 
由 


。( 
8 ( 


1 
19. ( 
2t。 
23. ( 


8。 
劉 家 。 


29. ( 
<) 敵 計 | 


に 、( ) に 名 詞 、 に 助詞 を 入れ 、 


練 洗 


次 の 漢語 動詞 は どん な 名 詞 と いっ し ょ に 使わ れる で し ょ うか 。 例 の よう 


社会 


) 


) 
) 


) 
) 
) 
) 


) 
) 


を 


Converted by Total Imaqe Converter - 


か いか く 
区 単 する 


) 天 用 する 
) 採択 する 


判定 する 


判別 する 


証明 する 


ーーーーーーーーー 一 


検証 する 


ーーーーーーーーーー 


選択 する 


ーーーーーーーーーー 一 


選定 する 


ーーーーーーーーーー 


保護 す 
介護 す 
指導 す 
誘導 す 
供給 する 
提供 する 


いい ぐ の 


ーーーーーーーーー 一 


30. 
32. 








読み を 書き な さい 。 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( 
( ) 
( ) 
( ) 
( ) 
( 
( ) 
( ) 


ーーーーーーーーーーーー 


採点 する 
採集 する 
判明 する 
判断 する 
提出 する 
提携 する 


【 練 習 2 】 次 の 漢字 語 を 読み 、 用 法 (品詞 性 ) が 同じ か 異な る か を 考え て 、 例 の よ 


例 ) 


うに 答え な さい 。 


〇 実権 を 握る 
護 介護 
設 設備 


(異な る ) 


実権 する 


・ 評 判 ノ 
・ 提示 ノ 提供 


批判 
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Lesson 2 


5. 権利 ノ 権限 
7. 証拠 / 証言 

9 10. 取材 
] 


12. 指導 


・ 保 証 ノ 保護 
選択 ノ 採択 


CO 

MI 

2 
人 

串 

S※ 


【 練 習 3 】 知っ て いる 漢字 語 で 対 に な っ て いる も の を 整理 し な さい 。 


例 ) 剖 い ゆみ 。 (良い いい ) 

1. 厳し い 和み 〔( ) 

2. 悪人 9 。 ( ) 

3. 義務 9 ( ) 

4 . 直 要 生 。 ( ) 

5 . 強欲 な 本 ( ) 。 2 
6. 性 善 説 夫 ( ) 説 
『 人 昔 戦 する トー 2 ( ) する 
8. 中 央 集権 中 ( ) 
9 ) 電 。 ( ) 


【 練 習 4 】 次 の 漢字 熟語 の 中 か ら 最 も 適切 な 語 を 選び 、 読 み を 書き な さい 。 


1 . 日 本 で は 二 十 歳 以 上 の 国民 に 、 投票 が ある 。 
| 権限 権利 主権 実権 | 

2. この 番組 は ご 覧 の スポ ン サ ー の っ 0 呈 間 に イッ 
| 供述 供給 電 供 拉 示 

3 RASS を 誤る と が ある 。 
| 評判 判断 判決 上 90。 

4. や っ た と いう も な い の に 、 人 を 疑っ て は いけ な い 。 
| 保証 証明 証拠 本 1 

5 . 中 に 居眠り を し て いる 学生 が 先生 に 注意 きれ た 。 
| 授与 伝授 表 朱 教授 | 

6. 彼 の 研究 論文 は 学会 誌 に し 2 と 
| 採集 採択 採点 採決 | 

7 . 足 重 品 を し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 
| 紛争 紛失 消失 消滅 1 

8 . 交通 事故 で 親 を 亡くし た 子供 の た め の パー ティ 呈 に 笛 く 。 
| 偽善 改善 慈善 善意 1 

9. 教育 界 に 新しい コン ピュ ー タ 技術 が _ され た 。 


| 導入 誘導 補導 指導 | 
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の 


ーー デブ ーー ご ーー 一 
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0 生 懸 命 勉強 し て いる の に 、 一 向 に 
| 紡績 業績 功績 成績 | 
11. 行方 不明 に な っ て いた 子供 が 入 察 に 


| 弁護 養護 保護 援護 | 
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が 上 が ら な い 


きれ だ 。 


12. 自分 で や っ た こと は 、 自 分 で し な さい 
| 端 dl 始末 結末 ] 
13. 期末 試験 で は 、 四 肢 の 問題 が 難し か っ た 。 
| 選 ) た 採択 採用 | 
14. 子供 を 甘やかす 親 の を 見 て 、 腹 が 立っ た 。 
| 区 度 人 態 勢 事態 容 明 1 
15。 会 議 の 前 に Wp 條 さん か ら 文 書 で 意見 が さだ 。 


| 提出 提案 提携 提供 | 


【 練 習 5 】 漢字 に は 、 音読 み を 表す 構成 要素 (音符 ) 


を 持っ て いる も の が あり ます 。 


(一 IKB Vol.1 RI, R2 参 照 ) 次 の 下線 の 漢字 に 共通 の 音符 を 見 つけ 、 そ の 


授業 
財産 


読み を [  ] に 書き な さい 。 
例 ) 正確 な 政治 整理 する : 正 
1 . 正月 症状 保証 する : 
2. 療 意 御膳 修繕 する : 
3。 紛争 粉末 券 囲 気 : 
4. 半分 同伴 判断 する : 
5. 共同 恭順 供給 する : 
6 次 任 体積 成績 2 
7. 野菜 色彩 球 択 する : 
8. 普及 呼吸 する 進級 する : 
9. 週末 抹 集 
10 
ly 
12. 入浴 意欲 3 
13. 道 沸 導入 する 


【 練 習 6 】 漢字 の 左側 の 部 分 (へ ん ) と 右側 の 部 分 


EY 
、 


| 
9 


(つく り ) を 下 の A と B か ら 選 


び 、 そ れ を 組み 合わ せ て 漢字 を で きる だ けた くさ ん 作っ て み ま し ょ う 。 


人 結 叶 学 ギ ' 示 ' 午 本 
Bi 受 委 只 秋 虹 共 英 


プン で 


オ 責 


中 


色 
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学生 に よる 授業 評価 シー ト 


この 授業 に 関す る 意見 を 以下 の 5 一 1 か ら 選 択 し て 、 〇 を つけ て 
(この 評価 の 結果 は 授業 改善 の た め に 使わ れ 、 成 績 と は 何 の 関 係 も 


+ ェ ー ト うく う > 忌 
肝 し 愛 
へ ヽ つ YY いう ン ベ 
移 画 や 
つづ CE やつ いう ッ 


この 授業 で は 、 教 師 の 話し 方 が 聞き 取り や すか っ た 。 

5 一 4ー3 一 2 一 1 
この 授業 で は 、 教 師 の 板書 が 読み や すか っ た 。 

Bonel mn 引 一 肖 一 1 
この 授業 で は 、OHP な ど 教 育 機器 の 使い 方 が 効果 的 だ っ た 。 

謗 作っ: 
この 授業 で は 、 配 布 プ リン ト や 教材 の 量 が 適当 で あっ た 。 

5 一 4ー3 一 2 一 1 
この 授業 で の 指導 方 法 は 、 全 体 と し て よかっ た 。 

ーー 0 に する 
この 授業 で 提供 され た 内 容 は 、 高 く 評価 で きる 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
この 授業 の 内 容 の レベ ル (難度 ) は 適当 で あっ た 。 

5 一 4ー3 一 2 一 1 
この 授業 で 出さ れ た 宿題 の 量 は 適当 で あっ た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
学期 末 に 実施 され た 試験 の レベ ル は 適当 で あっ た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
この 授業 で は 、 教 師 の 熱意 や 意欲 が 感じ られ た 。 


5 一 4 一 3 一 2 一 1 
教師 は 授業 中 、 明 解 な 説明 を 行っ た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
教師 は 授業 中 、 学 生 の 質問 に 適切 な 回 谷 を 信 え た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
教師 は 授業 中 、 効 果 的 に 学生 の 参加 を 促し た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 
学生 (私 ) は この 接 業 に 積極 的 な 態度 で 参加 し た 。 

5 一 4 一 3 一 2 一 1 


その 他 、 こ の 授業 を 改善 する た め に 、 気 づい た こと を 何で も (良い 点 も 
書い 点 も ) 書い て くだ さい 。 
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2. 1 の 評価 シー ト を 参考 に し て 、 あ な た が 実際 に 受け て いる 授業 を 評価 する た め の 
ンー ト や 、 教 育 方 法 や 学習 方 法 に 関す る 意見 を 聞く た め の ア ン ケ ー 上 用紙 を 作っ 


て み ま し ょ う 。 ワ ー プ ロ で 質問 項目 を 作成 し 、 5 段階 評価 形式 の 回 答 欄 を 付け て 
7 だき い 。 


3. 次 の 下線 の 漢字 の 言葉 の 読み を 書き な さい 。 






































1. 授業 を 評価 する 2. 授業 を 改善 する 

3. 期末 試験 を 実施 する 4 . 教材 を 配布 する 

5. 教師 が 学生 を 指導 する 6 . 意欲 的 な 態度 を 見 せる 

7. テス ト を 採点 し て 成績 を つけ る 8. 正しい 答え を 選択 する 

9. 親 の 権限 で 子供 を 保護 する 10. 判断 の 材料 を 提供 する 

11. 子供 を 甘やかし て いる ya 12. 紛争 が 起こ る 恐れ が ある 

13. 学力 を 保証 する 必要 が ある 14. 風邪 が は や り 、 学 級 閉鎖 に な る 


じゅ 


4. 次 の 漢字 を 辞書 で 調べ て 、 最 も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 選び 、 例 の よう に 文 を 
人 上級 が か 富 も Y。 


例 ) 他 一 他人 : 他人 に 失礼 な 態度 を と っ て は いけ ませ ん 。 


1. 権 2. 判 3。 護 
4. 証 5. 甘 6. 授 
*。 . 志 8. 提 9. 採 
10. 欲 11. 紛 12. 紫 
13. 善 14. 導 15。 末 
16. 施 17. 材 18. 績 
19. 級 20. 恐 21. 供 
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漢字 音 の 促音 化 





音読 み で | 〇 ツ ] と 読む 漢字 は 、|It プ s-/k-」 で 始ま る 音 の 漢字 が 後ろ に 続 
く と 、 促 音 化 (小さ きい | ッ | に な る こと ) し ます 。 
例 1 ) 出 店 -ー* 出店 
| 寺 5 | 大 と (し ゅ っ て ん ) 
例 2 ) 出 呈 身 > 出身 
| み ] トン ] (し ゅ っ し ん ) 
例 3) 出 十 勤 * 出勤 
[Sax] [キン ] (し ゅ っ きん ) 


1 の 出典 (しゅ っ て ん )、 出産 (し ゅ っ さん )、 
出馬 (し ゅ っ せき )、 出 走 (し ゅ っ そう )、 出 荷 (し ゅ っ か )、 出 欠 (し ゅ っ け 
つ )、 出 港 (し あっ ぷう な ど 、 た くさ ん 例 が あり ます 。 

また 、 子 音 「h-|] で 始ま る 音 の 漢字 が 後ろ に 続く と 、 促 音 化 し た 上 に 「h-」 
が |p-」 に 変わ り ま す 。 


例 4) 出 二 発 一 出発 
[シュ ッ ] [ハッ] (しゅ っ ぱつ ) 


ーー Vol.1&2 や 『IKB」 Vol.1 で 学習 1 以下 の 33 字 が この よ 
な 漢字 で す 。 ど ん な 場合 に 促音 化 が 起こ る か 、 考 えて み ま し ょ う 。 


月 活 割 欠 結 決 雑 室 質 失 実 出 術 雪 切 接 説 折 設 
堂 率 達 脱 鉄 熱発 必 仏 物 別 立 列 


【 練 習 1 】 次 の 言葉 を 読ん で み ま し ょ う 。 人 語 15 が 起こ づつ で の の は どれ < す が 。 
1. 結婚 2. 結 論 3. 発 電 4. 発 達 5. 発表 6. 説明 7. 説教 
8. 雑誌 9. 雑用 10. 雑貨 11. 協 。 接点 13. 圧政 14. 圧力 
15. 鉄道 16. 鉄橋 17. 鉄板 18. 実験 19. 実体 20. 実務 21. 完 
22. 欠点 23. 欠員 24. 欠席 25. 列記 26. 立法 27. 立体 28. 立案 
29. 脱出 30. 脱力 31. 脱退 32. 決定 33. 決心 34. 決意 35. 熱心 
36. 熱意 37. 出品 38. 出演 39. 月 曜 40. 月 給 41. 設備 42. 設置 
43. 活力 44. 活発 45. 質問 46. 質素 47. 物 質 48. 物理 49. 物価 
50. 別離 51. 別室 52. 別府 53. 失業 54. 和 失敗 55. 達 成 56. 室内 

57. 必然 58. 必死 59. 必要 60. 仏 門 61. 仏教 62. 仏像 


【 練 習 2 】 刷 [サッ ツ ]、 札 [ サ ツ ]、 冊 [ サ ツ ] 、 筆 [ヒッツ ]、 喫 [キツ ] を 使っ た 
次 の 熟語 を 読ん で み ま し ょ う 。 
1. 印刷 2. 吊 新 3. 改 札 4. 札 幌 5. 数 工 6. 司 子 7. 別 過 
8. 達筆 9. 筆記 10. 筆順 11. 筆者 12. 喫煙 13. 喫茶 店 
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(、 カ だ ゅ し ノ 


下 の 文 章 を 読ん で み ま し ょ う 。 















第 3 課 


新野 線 と 環境 間 是 





「 夢 の 超 特急 ] と いう 言葉 を 知っ て いる だ ろう か 。1964 年 に 日 本 に 新幹線 3 | 
が 生ま れ た 当時 の 呼び 名 で ある 。 様 々 な 技術 革新 の 結果 、 山 陽 新幹線 で 300 キ 
ロ 連 転 を 始め た 500 系 な ど 、 新 幹線 は 現在 も その スピ ー ド 記録 を 更新 し 、 ま す 
ます 高速 化し つつ ある 。 

し か し 一 方 で は 、 双 音 な ど 治 線 地域 の 環境 に 与え る 悪影響 も 問題 化し て き 
て いる 。 環境 庁 は 1975 年 に 、 公 害 対 策 基 本 法 に 基づき 、 住 宅 密集 地 で は 70 デ 
ン ベ ル (電話 の ベル や 騒 々 し い 事務 所 内 、 街 頭 の 音 の レベ ル ) 以下 を 目標 値 

と する 騙 音 基準 を 示し た が 、1985 年 に は 暫定 値 と し て 75 デ シベ ル 以 下 と する 
Me 同庁 は 現在 も 70 デ シベ ル 以 下 を 目標 値 と し て 、 早 期 達成 
を 求め て いる が 、IJR 側 の 調査 に よれ ば 、 暫 定 基準 は クリ アレ し て いる も の の 、 
152 SI は ほど 遼 い と いう 。 JR の 技術 者 グル ー 

プ か ら は 、 速 度 を 落と さ な い 限り 目標 値 の 達成 は は と ん ど 不 可 能 な 状態 で あ 
る と の 声 も 上 が っ て いる と の こ と だ 。(p.36-37 の 「 課 題 | に 関連 記事 が ある 。) 
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Converted by Total Imaq 
[| Lesson 3 


【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 新幹線 


6. 生 まれ る 


11. 革新 
16. 現在 
21. 騒音 
26. 問題 化 
31. 基づく 
36. 街頭 


2 . 環境 

7 . 当時 
12. 結果 
17. 記録 
22. 沿線 
27. 環境 庁 
32. 住宅 
37. 音 

42. 暫定 値 
47. 早期 
52. 技術 者 
57. 状態 


18. 更新 19. 得 錠 作 一 放 

23. 地域 24. 与 える 25. 悪 影響 
28. 公害 29. 対策 30. 基本 法 
33. 密集 地 34. 騒 々 し い 35. 事務 所 内 
38. 以下 39. 目標 値 40. 基 準 

43. 一 時 的 44. 緩 和 45. 行 う 

48. 達成 49. 求め る 50. 到 側 

53. 速度 54. 落 と す 55. 限 り 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


a. 読み を 


不 止 


BKB ILIKB 上川 前 課 IV. 本 課 全体 


上 正しく 知っ て いる 言葉 ⑳⑭ ⑳② 4 % ⑳% 
b. 道 [ 味 は 知 2 Pe いる る が 、 読み が 
% 9% ⑳② ⑳ % 
確 な 言 ーー” ーー ツタ ーーー タ ーー ター ーー 
Cc. よく 知ら な い 計 言葉 1 ⑳⑯ % % % 


| の 言葉 が あま り 読 め な 
中 の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
川 . の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 
IV. に ル 
IV. の 言 業 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 旨 強 


し 
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Mg 。 


か っ だ 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 





【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 品 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


1. 「BASIC KANJI_ BOOK Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 

1. 生ま れる 2. 8 口 3. 呼 び 名 口 4. 様 々 な 日 5. 甘 果 口 
運転 日 7. 高 速 化 日 8. 一 方 日 9 問題 化 口 10 住 汗 ロ 

1 音 日 12 隔 口 13. 一 時 的 口 14 智 う 日 15 昌 移 ロ 

16. 求 め る 日 17. 氷 度 口 18 落 と す ー ノ 8= % 


中 IINTERMEDIATE 0 BOOK」』 Vol.1 の 漢字 を 使っ ヵ 言葉 で す 。 

1. 超 特 急 口 2. 言 業 口 3. 草 新 口 4 表 口 5. 麗 太 ロ 
LG " 二 L9 L3 開 

6. 公 潮 日 7. 共 凌 口 8. 差 づ < 日 9. 較 記名 ijw 細 ロロ 
L5 L9 L9 L9 L9 

Il 示す 日 12 間 口 j 魚 ロ Mmm 六 口 js 農 り ロ 
L/ Lu L10 R2 L5 
2 


リト この 本 の 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1 山陽 国 ノ 1= % 


| 齋 


IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 








1. 新 幹 級 口 2. 環 境 口 3. 夢 口 4 投 術 口 5.500 水 ロ 
6. 現在 日 7. 記 録 日 8. 虐 音 口 9. 識 口 0 背 工 ロ 
1. 号 え る 日 12 直 影響 口 13 対 業 口 14 称 業 委 ロ 15. 騒 々 し い 
16. 街 員 口 17 目 標 値 口 18 繊 衝 日 19 調 査 日 0 技術 著 ロ 


し 」 


ー ノ 22= % 


V. ここ と で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ え まし ょ う 。 
1. 暫定 値 
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| ⑨ 漢 ①⑬ 漢字 熟語 の 品 主 


2 字 治 語 に は 、 品 詞 別 に 分 ける と 次 の よう な 用 法 の も の が あり ます 。 

















(1) 名 詞 の み 〇 間 題 が ある 。 〇 環境 間 是 

(2) 名 詞 と 動詞 〇 研究 を 行う 。 〇 研究 課題 
〇 歴史 を 研究 する 。 

③) 名 詞 と ナ 形 容 詞 〇 平和 を 望む 。 〇 世界 平和 
〇 平和 な 社会 を 作る 。 

(4) ナ 形 容 詞 〇 可能 な 答え を さがす 。 





可能 が を ブー 〇 可能 動詞 
(5) 他 の 名 詞 と 複合 国際 社会 国 際 会 議 ノ 国 本 
(単独 で は 使え な い ) ※ 国 際 が を ブー 














漢字 熱 語 の 共 起 性 (1) 


2 字 漢 語 が 文中 で 名 詞 と し て 使わ れる と き 、 そ の 名 詞 と よく 使わ れる 動詞 や 形容 語 
が 決ま っ て いる 場合 が あり ます 。 








基準 : 1 基 導 代 を を 設 ける 基準 を 設定 する ノ テ 基準 を 定め る 
・ 基 準 に 達する 基準 を 達成 する 
・ 基 準 を 上 回 る g み 基準 を 下回る 
・ 基準 を 緩和 する 基準 を 強化 する 
・ 基準 が 甘い 基準 が 厳し い 


を 
束 を 打ち 出す 
3 が 取ら れる 


ドン AP 
・ 環境 が 悪く な る ノ / 悪 化す る 
mM を える 整備 する 
こ 0 を 壊す ノ 破 壊す る 
・ 環境 に 合わ せる ノノ 適応 する 


(影響 が ae な い 
響 を 与え る 影響 を 受け る 
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ECOE' 島 7 E]【 り LT 
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※ 2 字 漢 語 を | する 動詞 」 に 電 は て 使う 場 


記録 す 


調査 す 


と で 0 化 を 記録 する 
影響 する : 大 
2 2 生生 調査 


電車 の 運行 に 
NE 





OTD 








2 字 漢 
に 注意 し て 、 


ほ 語 に は 意 


現状 
症状 
実状 
[ U 了 y ほ 状 

病 状 
別 状 


存在 する 
実在 する 
混在 す 
点 在 する 
所 在 
不在 
自在 な 
健在 な 


ぷ の 


ーー 第 3 課 の 学 
束 環 
与 影 





意味 が よく 似 て いる 
使い 分 


境 


ES 


けが で きる 
《 意 味 > 
重要 な 上 各 で か か わり を も つこ 
ど を 公式 の 場 で 授け る 


0 SL 3 


要点 日 


と 、 名 詞 と し て 使う 場合 が あり ます 。 


cf. 気温 の 変化 の 記録 を つけ る 
影響 する cf. 大 雪 で 電車 の 運行 に 影響 が 出る 
cf. 人 口 動向 の 調査 


* を 実施 する 


類 表 語 が 多く あり ます 。 意味 の 違い や 用 法 の 違い 


《 例 文 〉 
事件 に 関与 する 





賞状 な だ 卒業 証書 を 授与 する 
品物 や お 金 を に お くら と 財産 を 贈与 する 
患者 に 薬 を 与 ee ワク チン を 投与 する 
Ms 現状 を 維持 する 
病気 や 怪我 の た め に 現われ る 体 の 異常 Mi 
表向き で は な い 実 際 の 様子 実状 を 調 

音 通 の 状態 と 異な る 悪い 様子 別に 異 : 2 

病 気 の 具 合 計 病状 が 慈 化 4 

1 午 通 だ 四 2 る こ 状態 命 【 こ 別 状 な 
物 プ 人 が ある こと プ い る こと 目立た な い 存 在 
現実 に 存在 する こと 実在 の 人 物 
種類 の ちがう も の が まじ っ て いる こと 夢 と 現実 が 混在 する 
ば ら ば ら に 散ら ちば っ て ある こ 山 す そ に 点 在 す る 農家 
RS ある 場所 に ある いる こと 責任 の 所 在 

る は ず の と ころ に いな いこ と 国民 不在 の 政治 
や a ま も の や 東 縛 が な k く て 自由 な こ 自由 自在 な 
の 間 半 0 
元気 で や っ て いる こと 
習 漢 字 5 

二 に の S > 
受 技 系 在 録 騒 沿 葉 

た を TE 人 正 。 層 受 ド 

束 徐 街 標 緩 査 状 吉 MM 








(索引 p.275279) 
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【 練 習 1 】 次 の 漢字 語 が どん な 品詞 性 を 持つ か 、 例 の よう に 書き な さい 。 ま た 、 読 


み 方 も 書き な さい 。 

例 ) 住宅 ( 名 詞 ) 〇 住宅 を 購入 する X 住 宅 す る 

準備 (名 詞 プ 動詞 ) 〇 準備 が で きる 〇 準備 する 
1. 存在 ( ) 16. 影響 ( ) 
2. 技術 ( ) 他 。 祭 害 ) 
3。 密着 ( ) 18. 対策 ( ) 
4. 結果 ( ) 19. 体系 ( ) 
5. 現在 ( ) 20. 密集 ( ) 
6. 記録 ( ) 21. 基準 ( ) 
7. 更新 ( ) 22. 目標 ( ) 
8. 剛 動 ( ) 23. 反 導 ( ) 
9 . 高速 化 ( ) 24. 達成 ( ) 
10. 上 音 ( ) 25. 調査 ( ) 
11. 地域  ( ) 26. 状態 ( ) 
12. 環境 ( ) 27. 街頭 ( ) 
13. 沿岸 ( ) 28. 悪夢 ( ) 
14. 緩和  ( ) 29. 声援 ( ) 
15. 関与 ( ) 30. 演技 ( ) 


【 練 習 2 】 | | か ら 適 切な 動詞 を 選び 、 適当 な か た ち に し て ( ) に 入れ な さい 。 
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答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 


1 . 戦後 、 テ レビ の アニ メ が 子供 達 に ( ) 影響 は 測り 知れ な い 。 

2. 明日 夜半 過ぎ か ら 人 台風 9 号 の 影響 が ( ) 《 光る まう で す 。 

3. キリ スト 教 の 伝来 は 当時 の 人 々 に 大 き な 影 響 を ( )。 

4 . 彼 の 絵 は 、 フ ラン ス 印 象 派 の 影響 を ( ) と 言わ れ て いる 。 

5. 水不足 に よる 米 の 生産 量 低 下 の 悪 影響 は 、 レ スト ラン な どの サー ビス 業 に 


誠 1 )。 
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練習 


父 が 北京 、 ソ ウル 、 香 港 と 転勤 する た びに 、 ぼ ぽく たち 家族 の 環境 は め ま ぐ る 
し く ( )。 


7. ダイ オキ シン と いう 分 解 さ れ に くい 物質 が 環境 を ( ) 原因 の 一 つ だ 
と 考え られ て いる 。 

6. カメ レオ ン と いう 動物 は 周囲 の 環境 に ( ) 体 の 色 が 変わ る 。 

2 \ 園 な どの 環境 を ( MY 

10. 6 年代 の 東京 で は 、 排 所 等 の 公害 に より 環境 が ( )、 ん そく 


0 
壊す 破壊 する 変わ る 変化 する 


合わ せる 適応 する 





【 練 習 3 】 次 の 漢字 語 と いっ し ょ に 使え る 動詞 を 下 の し か ら 選 びな さい 。 さ 


環境 を ( ek ) 
基準 を ( ) 2. 記録 を ( ) 
速度 を ( ) 4. 対策 を ( ) 
調査 を ( ) 


実施 する 





【 練 習 4 】 [し か ら 適 切な 言葉 を 選ん で 、( ) に 入れ な さい 。 


d 。 





| 墓 学長 か ら 卒 業 証書 を ( ) され た 。 

2. 死体 の 発 を 見 者 が 事件 に ( ) し て いた 可能 性 が 高い 

9 中 者 に 大 量 の 薬 を ( ) する の は 問題 だ 。 

4. 生前 、 父 は 息子 達 に 財産 を 6 毎年 少し ずつ ( ) し 続け て いた 

結 サ 

1 . 老人 は 旅先 で に 心臓 に ( ) を きた し た が 、 す ぐに 手術 を 受け 
だ た の で 回 復 し た 。 

2. 組織 の 改善 どこ ろか ( ) を 維持 する る の が や っ と の 状態 だ 。 

3. 事故 で 多く の 負傷 作 者 が 出 た が 、 いずれ る ゃ 命 に ( 3 は な か っ た 。 

4 . を 地 の ( ) 報告 を 見 て 、 シ ョ ッ ク を 受け た 。 

5 . 15 歳 で 発病 し て 以来 、( ) は 一 進一 退 を ーー 
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[|] Lesson 3 


6 . 光化学 スモ ッ グ の 影響 で 小学 生 が 病院 に 運ば れ た が 、( ) は 軽 
か っ た 。 


侍 状 病状 現状 症状 別 状 実状 





c. 1 お か げき さま で 田舎 の 祖父 : 母 は ( ) 
2 . 緑 の 半 の 20 記 と" に で 6 
3. 目下 、 現 場 商 任 者 の ( ) は 不明 で す 。 
の ) し て いる 
5. 彼 は 台所 道具 を ( ) に 使い こなし 、 料 理 を 作る 。 
6 . 病人 や 老人 に と っ て 介護 する 者 の ( ) は 大 きい 。 
7 . 訪問 先 の 会 『 作 の 修 聞 紅 【 ) で 会 えな か っ た 。 
8 . 剣 の 達人 、 宮本 武蔵 は ( ) の 人 物 で ある 。 


実在 不在 存在 自在 所 在 健在 混在 点 在 





【 練 習 5 】 次 の | | の 中 の 漢字 語 (実際 に は 使わ も れ な いも の も あり ます ) に は 、 
接頭 辞 、 接 尾 辞 の 漢字 が 使わ れ て いま す 。(IKB Vol.1 の L6 参 照 ) それ 
ぞ れ 適切 な も の を 選び な さい 。 


1. 鉄道 ! 技術 師 技術 者 技術 員 ! は 長い 間 、 在 来 方 式 の 鉄道 で は 、 時 速 
300 キ ロ あ た り が 鉄 レー ル と 車輪 の 限界 で 、 そ れ 以 上 の 速度 は | 未 可能 非 可 
能 不可 能 ! だ と 信じ て いた 。 60 年 代 後半 か ら 70 年 代 前 半 に か け て は 、 車 輪 を 


使わ な い 空 気 浮 上 や 磁気 浮 上 方 式 の 鉄道 の 開発 が 始ま っ た 。 と ころ が 、1973 年 に 
新 責 線 の | 961 型 961 系 961 状 | 試験 車 が 時 速 317 キ ロ を 出し 、 そ の 常識 を 
破っ が 56 


2. 1996 年 7 月 、 民 東海 の 試験 車両 1300X| が 時 速 443km を 記録 し た 。 こ れ は 車輪 
方 式 の 鉄道 で は フラ ンス の TGV 試験 車 が 1990 年 5 月 に 出し た 515.3km に 次 ぐ 記 録 
と な り 、 そ の 技術 は | 営業 系 営業 化 営業 中 ! の 「} 500 式 500 系 500 
状 「| 新幹線 電車 に 引き 継が れ た 。 


3 . JR 東海 は 現在 、350km/h 運 転 を 目指 す 「300X| を 試験 中 だ 。 新 幹線 の | 高速 
性 高速 的 高速 化 ! で 問題 と な る の が 、 沿 線 地 域 の 騒音 で ある 。 技術 の 草 新 
が 環境 に 与え る | 不 六 響 悪影響 好 影 響 | に つい て も 人 解決 し て いか ね ば な 
ら な い 。 


う 3 プ 
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品 
【 練 習 6 】 下線 の 漢字 の 音符 に 注意 し て 、 読 ん で み ま し ょ う 。 
ま * ま マーク の 語 は 、 読 み が 少 し 変わ り ま す 。 
間 符 音読 み 

例 ) 目標 投 団 する 漂白 する : 票 [ヒョウ] 

1. 環境 返還 する 

3. 起源 原 囚 *※ 願 書 

4. 記録 員 禄 * 経 化す る ・: 

5. 標識 組織 ※* 職業 | _3 | 

6. 支出 選択 肢  * 技 師 

7. 電線 串 国 忠 電 池 





【 練 習 7 】 日 に 適切 な 漢字 を 書い て 、 熟語 を 作り まし ょ う 。 


1. | | 替 問 是 2.| | 隔 道 中 


更新 4. 公 午 対 | | 


5 交通 凍 6. 地 | 件 民 
7・ 和 | 電 8.| 了 間 新 
保全 10. 面接 調 | 





【 練 習 8 】 漢字 の 左側 の 部 分 (へ ん ) と 右側 の 部 分 (つく り ) を 下 の A と B か ら 選 
び 、 そ れ を 組み 合わ せ て 漢字 を で きる だ けた くさ ん 作っ て み ま し ょ う 。 


A: 木 糸 金 ほ ま : 馬 才 凍 】 和 f 景 
B: 文 年 番 合 異 吉 彡 愛 票 大 


例 ) 木 十 票 一 標 


じ ) 





ooo 肖 UMDHK 
M 移 TGM GHRUOL 
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イル ショ ッ ク 、 バ ブル 域 の 平成 不況 と 、 


幾 破 か 人 


レイ アウ ト 


は 350*。 運 転 を 目指 す 300X や 試験 








ー す る ほか 、 JR 東 
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いう 新 届 線 の 高速 万 は 、 三 え る こと が な 
い ゆい 。 来年 3 月 、 新 大 阪 一 革 多 間 に 最 高 時 束 抽 放 


の 算 生 か ら 30 年 祭り 。 
と し て N300 の 共同 開発 6 
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まま 窟 


7 





完 的 お Ke" 


の 提 hk 





Converted by Total Imaqe Converter - 


ば ゲ 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


[|」 Lesson 3 





2 . 次 の 下線 の 漢字 の 言葉 の 読み を 書き な さい 。 





1 . 虫 の 標本 を 作る の に 夢中 だ 。 2. 野鳥 の 声 を 録音 する 

3. 忘年 会 の 幹事 を させ られ た 。 MI る 。 
5. 彼女 は 太陽 の よう な 存在 だ 。 6. 国家 の 機密 を 盗む 。 

7 . 体系 的 に 調査 する 必要 が ある 。 8. 駅 前 の 商店 街 が 騒が し い 。 
se 陣 g 人 和み 8 10. 環状 線 の 工事 が 進行 中 だ 。 





C う 


.。 次 の 文 を 適切 な 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 
1. か が くき じゅ つの し ん ぽ に つい て 、 が いと う イ ンタ ビュ ー を うけ た 。 


2. し ん か ん せん の えん せん に すむ ひと びと の そう お ん も ん だ い を 
か ん が える 。 


3. し ぜん か ん きょう を まもる た め に は 、 き せい を か ん わし て は な ら な い 。 
4. げん ざい の じょう た いか ら だ っ する た め の ほう きさく を ろ ん ぎ する 。 


5. こども の ころ の ゆめ が 、 か れ の し ん ろ る に おおき な えい きょう を 
あ だ デ だ 。 


0 この ちい き は じ あ と こう の 次 つど が ee と し か が すす ん で いる 。 
7. あ た ま の な か で 、 ち ちの こえ が お お きく ひび いた 。 

4 . 次 の 漢字 を 辞書 で 調べ て 、 最 も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 選び 、 例 の よう に 文 を 
作り な さい 。 


例 ) 域 一 地域 : この 地域 は 工場 が 多く 、 公 害 問題 が 深刻 化し て いる 。 


1 。 格 2. 環 3。 客 
4. 愛 5. 響 #。 汎 
7。 壮 8. 緩 9. 幹 
10. 技 11. 録 12. 策 
13. 在 14. 系 15. 標 
16. 剛 1、 実 18. 街 
19. 影 20. 沿 21. 境 


3@ 








(、7 が だ ゅ し ノ 


下 の 文章 を 読ん を で み ま し ょ う 。 


最初 は つなが る だ け で 感激 だ っ た イン ター ネッ ト も 、 慣 れる と 気 に な り だ 
す の が 通信 コス ト と 送受 信 の 速度 。? 女 い 通信 料 で つなぎ っ 放し 、 し か る ゃ 高速 
接 焼 と いう 時 代 が 、 間 も な く 当 た り 前 に な 5 
高速 常時 接続 」 と いえ ば 光 フ ァ イィ バ ー の 印象 が 強い が 、 ど の 家庭 に も 敷 
か れ た 銅 ケ ー ブ ル の 電話 回 線 も 決し て 捨て た も の で は な い 。 ISDN (統合 サー 
ビス デジ タル 網 ) と 比べ 格段 に 高速 な 通信 を 実現 する ADSL (非対称 デジ タル 
加入 者 回 線 ) 商用 サー ビス が 、 5 
2000 年 、 ネ ホット ユー ザー の 有力 な 選択 肢 に 躍り 出 そ な 気配 だ 。 





ADSL サ ービス の イメ ー ジ 電話 …y 
2 吾 
利用 者 宅 NTT ビ ル 


国 
分 
還 
装 
置 


藩 プ < ルー へ ユ 着 器 再 





(| 毎日 新聞 ] 1999 年 12 月 20 日 朝刊 。 p48-49 の 「 課 題 ] に 記事 の 全文 が ある 。) 


うり 





[| Lesson 4 


ISDN | integrated services digital network] 
(デジ タル 総合 サー ビス 綱 ) 

デジ タル 技術 を 基礎 と する 公衆 交換 網 ( 不 特定 多数 の 加入 者 相互 間 を 結ぶ) で 
あり 、 音 声 ・ デ ー タ ・ 画 像 通信 を 総合 的 に 提供 で きる 統合 ネッ トワ ー ク の こと 。 
日 PU 4 月 、 世 界 に 先駆 け て 商用 サー ビス を 開始 し た 。 近 年 は パ 
ケッ ト 通 信 (情報 を 分 割 し て 個々 に 宛先 を 付け て 伝送 する シス テム ) 利用 が 拡大 
し 、 需 要 が 増加 し て いる 。 特 に 、 イ ンタ ーネット ブー ム に より 高速 の デー タ 通信 
需要 が 急増 、 事 務 用 や 住宅 用 を 問わ ず イ ンタ ーネット アク セス 用 の INS 回 線 の 設 
置 が 進み 、98 年 3 月 末 で 64Kbir 換 算 で 約 534 万 チャ ン ネ ル に 達し た 。 (以下 省略 

([ 情 報 ・ 知 識 imidas 1999】 集英社 p.204 一 205) 


ADSL | asymmetric digital subscriber line | 
電話 回 線 を 利用 し て 直方 向 高速 デー タ 伝 送 を 可能 に する 技術 。 上 り 回 線 と 下り 
由井 が 半 の し アン ッ ャ ASW と 12。 eo 
情報 量 の 多い 情報 を スム ー ズ に 端末 に 表 示 する た め に は 、 下 り 回 線 に より 高速 な 
伝送 ス ビ ー ド が 要求 され る 。 光ファイバー ケー ブル が 普及 する まで の 過渡 的 な 高 
速 通 信 線 と し て 、 欧 米 で 導入 が 始ま っ て いる 。 導入 可能 な 地域 が 限定 され る 、 伝 
送 速度 の 保証 が で き な い 、 ま だ モデ ム な どの 機器 が 高い な どの 問題 は ある が 、 日 

本 で も 要望 が 高まっ て いる 。 (以下 省略 ) 
(「 情 報 ・ 知 識 imidas 1999】 集英社 p.204) 
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【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 最初 2. 感激 3. 慣 れる 4. 通信 5. 送受 信 
6 . 速度 7. 一 放し 8. 接続 9 . 当 た り 前 10. 常 時 


11. 光ファイバー 12. 印象 13. 家庭 14. 敷 か れる 15. 銅 ケ ー ブ ル 
16. 捨 て る 17. 統 合 18. デ ジタル 網 19. 比べ る 20. 格 段 

21。 実現 22. 非対称 23. 加 入 者 24. 商 用 25. 地域 

26. 限定 27. 試験 28. 選択 肢 29. 躍 り 出 る 30. 気 配 

31. 利用 者 宅 32. 信号 33. 分 離 34. 装置 35. 配線 盤 
36. 交 換 機 37. 電話 網 38. 技 術 39. 基礎 40. 公衆 

41. 交 換 網 42. 相 互 43. 結ぶ 44. 音声 45. 画像 

46. 総合 的 47. 提 供 48. 世界 49. 先駆 ける 50. 情報 

51. 分 割 52. 個々 53. 宛先 54. 拡大 55. 需要 

56. 増加 57. 事務 用 58. 住 宅 用 59. 問 わ ず 60. 設 置 
61.3 月 末 62. 換 算 63. 双 方 向 64. 可 能 65. 上 り 回 線 
66. 下 り 回 線 67. 情 報 量 68. 端 末 69. 表示 70. 要求 

71. 普及 72. 過 渡 的 73. 欧 米 74. 導入 75. 保 証 

76. 機 融 77. 要望 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


IL.BKB IILIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 全体 
a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 0 ⑳% 0 0 0 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 


和 記 際 み 時 %__ %  %  %  % 
ー に F コ ー 
c. よく 知ら な い 言 葉 6 26 0 0 6 











| の 言葉 が あま り 読め な か っ た 人 は 、BKB Vol1&2 を 復習 し まし ょ う 。 

中 の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 

川 、 の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
しま (し まつ 。 


イ 7 
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Converted by Total Imaqe Converter - 


【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 [|] に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


須 「BASIC KANJI BOOK」 Vol1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


istered version 





1. 最初 [| 2. 通信 加 隊 を 送受 信 人 度 人 ~ 放 し 圏 
6 . 接続 日 20 当 電 り 前 中 4 回 | 部 実現 2 提 加入 者 圏 
9 商用 32 試験 回 気配 ( 人 8 利用 者 宅 品 15. 信号 唱 
16. 分 区 加 語 上 結ぶ 口 0 情報 口 19. 分 割 口 20. 個 々 日 
21. 増加 園 22. 住宅 用 回 問 . 問わ ず 24. 設 置 日 25. 上 り 回 線 
26. 下 り 回 線 日 27. 要 求 日 28. 過 渡 的 日 29 機器 日 ノ 29=_% 


中 . INTERMEDIATE 


KANJI BOOK】 Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1. 感 激 日 2. 慣 れる 日 3. 常 時 口 4. 印 象 口 5. 秒 談 
14 Li0 L4 LI L8 L10 
6. 限 定 日 7. 交 換 機 口 8. 基 礎 日 9. 画 像 日 10. 総 合 的 品 

LO ルク L9 Li0 1 L6 
11. 世界 日 12 拡 大 日 13. 事 務 用 日 14 換算 口 15 可 能 
EL ト し 2 上 2 に 仙 L2L2 
16. 情報 量 日 17. 表 示 日 18. 欧 米 日 19. 要 思 日 ノ 19= % 
L2 L7 角 | LS 


川 . 前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 


1. 地 域 口 2. 技 術 日 3. 音 声 日 4. 提 供 日 5.3 朋 末 
3 課 3 課 3 課 2 課 2 課 2 課 
6. 導 入 日 7. 保証 。 ノ 7 ニ テー% 
2 課 2 課 


IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
問 フワ 7 ff- 則 2 家庭 ロ 2. 拓 ヶ ー カ 
本 アツ タル 禄 ] 7. 非対称 ロ eo 
11. 電話 細 し 乙 公衆 「 | 
16. 電 要 曲 17 有 方向 口 18. 鞍 末 


[211 検 索 口 [22] 仮 想 口 


口 5. 多 合 口 
日 10. 配線 毅 
口 15. 先 刻 け る 
口 [20] 衛 星 ロ 

_ /22 テ % 


se | 

寺 | 役 + 
Ka パ 
2 


に 直 量 上 [| 
ら 中 SO 中 
に om 

陸 IEe 看 


m 尽 > 
Ti 


や 


ーー 


V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で 覚え まし ょ う 。 
. 各 4 2. 雅 り 出口 3. 多 先 日 
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PR 








| 0 コン ピュ ー タ ・ 電 気 通信 ・ 


イン タニ ーネット 関係 の 漢字 お よび 漢字 語 | 





A. カタ カナ 語 ・ ア ルフ ァ ベ ッ ト 語 と 漢字 語 
コン ピュ ー タ 関連 産業 や 電気 通信 ・ イン ター ネッ ト な どの 分 野 で は 、 最 新 の 用 
ペド 次朗 机 細 ま べ 相 和 放 ま 5 身 字 庄 と NT 
いる も の も あり ます 。 ま た 、 カ タカ ナ 語 や アル ファ ベッ ト 語 と 漢字 語 と を 組み 合 
わせ て で きた 言葉 も 見 られ ます 。 
8 コミ ュー ケー ツ 生 アア 有三 区 信 
涯 字 語 十 漢字 語 : 電気 通信 衛星 通信 画像 通信 
通信 技術 通信 回 線 通信 速度 
カタ カナ 語 士 漢字 語 : デー タ 通 信 Re トッ トワ ー ク 通信 
漢字 語 士 カタ カ ナ 座 通信 コス ト 通信 サ = 大 の 通信 ケー ブル 4 | 
b. ライ ン = 回 線 
渓 字 語 十 漢 字 語 : 電話 回 線 通信 回 線 加入 者 回 線 
すず チ 放 由 | oo 。 昌 
アル ファ ベッ ト 語 2SSHR ブル 回 線 TINS 回 線 
c. ネッ トワ リー ク ニテ 紅 
漢字 語 十 漢 : 了 チ 主 「・ 電話 網 公衆 交換 網 情報 網 
カタ カナ 庄 十 漢 字 語 サー ビス 網 イン ター 引 ツ ト 網 
漢字 語 十 カタ カナ 語 * 高速 ネッ ト 次 世代 ネッ ト 
カタ カナ 語 十 カタ カナ 語 イン タビ 池 少 E イシ トラ ネッ ト 
d カタ カナ 語 や アル ファ ベッ ト 語 の 中 に 、 対 応 す る 漢 = チ 語 が な に: いも の も あ り 
ます 。 下 の 例 の 他 に # 9 た まし し よう 
に イン ター ネッ トニ = 9 
パー チャ ルリ アリ ティ ー 仮 想 現実 感 ホー ムペ ー ジ = ? 
マル チ メ デ ィ ア ニテ 多 次 元 媒体 ? ジュ ユミ シレ ーション シ = ? 
パス ワー ドー= 谷 言 業 ? ワー ルド ワイ ドウ ェ ブ (WWW) =? 
B. よく 使わ れる 動詞 
コン ピュ ー タ や 電気 通信 ・ 本 人 衝 い か E0PEEEUeA 


で み ま し ょ う 。 | 実行 する 」 の よう に 、 普 


入 ま 記 多少 人 守 誠 
な いも の も あり ます 


通 と 使い 方 
| アグ する 0. の 


方 が 少し 異な る も 
対応 する 漢字 


に ヽ 


イ 3 


istered version 





[| Lesson 4 


例 ) 


写 . 和 


炊 沈 本 
出力 ・ 
記録 ・ 
滑 守 - 
の 1 


検索 


販 送 > 
選択 ・ 
起動 
終了 : 
実行 ・ 
キャ ン セ ル : 
フォ ー マ ッ ト 
グリ サウ みみ 5 


の セス 


と 
登録 


ユー ザ 名 を 登録 する 
PIA かす の クィ の 8 

デー タ を 出力 する ノ 出 す 

デー タ を 怒 録 する 

デー ク を 人 有 天 する ン 仙 う 

デー タダ を 画面 上 に / デ ィ ス プレ イ 上 に 
デー タ を 検索 する デ サ ー エ チ す る 

デー タ を 転送 する 送る 

機能 を 選択 する / 選 ぶ 


表示 する 


シス テム を 起動 する 動か す 

7 を 終了 する 閉じ る 

70 グフ 命令 を 

2 の も AE キャ ン 

フロ ッ ピ ー を フォーマット す 
イコ ン を の 

人 報 に アク セス する 


実行 する ブ 行う 
セル する ノノ 取り消す 
る 初期 化す る 


起動 する 
有線 
特定 
対称 
固定 式 

一 方 向 





 @ 長 い 漢字 熱 語 の 構成 (1 





111111 


人 力 す る @ き 出力 する 


終了 する 
無線 

不 特定 

非対称 

選択 式 
双方 向 ノ 多 方 向 


A. 2 字 部 語 を 組み 合わ せ た 形 例 ) 高速 常時 接続 一 高速 常時 接続 

B. 2 字 吾 語 に 接頭 辞 が つい た 形 例 ) 低 料 金 時 代 一 低 圭 料金 ノ 時 代 

C. 2 字 難 語 に 接尾 辞 が つい た 形 例 ) 公衆 交換 網 一 公衆 ノ 交 換 土 網 

D. その 他 の 形 例 ) 送受 信 速 度 一 送 ( 信 ) 十 受 信 プ 速度 


第 4 課 の 学習 漢字 
6 庭 " 鋼 
五 駆 需 








搭 
4 


沈 





導 肖 
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河 瞳 
1 


21 | 





(索引 P.279 一 284) 





@)* 


【 練 百 1】 


例 


借 : 


次 の 漢字 熟語 を 読み 、 そ の 計 


際 に に 。 


1 ) 信号 分 離 装置 一 信号 分 離 プ 装置 
が 交 特定 多数 ー 不 士 特定 多数 

3) 加入 者 回 線 _ 一 

4 ) 入出 力 装置 一 入 ( 力 ) 十 出 力 ノ 装置 


1 . 台 方 向 通信 = 
2. 非対称 回 線 ーー 
3. 通信 事業 者 fe 
4 . 次 世代 通信 ィ 
5. 選択 肢 問題 ー 
6 . 家庭 用 端末 ーー 
7 . 利用 者 家庭 の 
8. 主 配線 盤 ー* 
9. 衛星 放送 設備 一 
10. 現実 MW ー 
11. 超 高 速 通信 網 一 
し と 


ーー 
( 〇 〇 ^ ト の の の 


【 練 習 2 】 


つき や 7 


J の O) の R CO トド ト ) 一 


反 想 


に ハ 


・ 計 算 機 相 互 接続 - ee 
・ 動 画像 圧縮 技術 一 
・ 信号 多重 化 技術 一 
ま AERO 計測 一 


育 報 検索 朋 ソ フト ー 


・ 視 聴覚 教育 機器 一 
・ 双方 向 高速 デー タ 伝 送 一 





) = 信号 を 分 離す る 装置 
) = 特定 され な い 多 数 


( A 
Ra 提 

加入 十 者 回 線 ( C )= 加 入 し て いる 者 の 回 線 
( D )= 入 力 と 出力 を する 装置 


ーー 


次 の 漢字 熟語 を 読ん で 意味 を 考え 、 右 側 の 英語 と 線 で 結び な さい 。 


私 設 通 信綱 

す ち ぢ 分割 多 元 接続 方 式 

・ 非同期 転送 モー ド 5 
. 非対称 デジ タル 加入 者 回 線 ・ 
デジ タル 統合 サー ビス 網 

・ 波長 分 割 多重 方 式 

.。 時 ぎ 分 割 多元 接 続 方 式 


・ ATM (asynchronous transfer mode) 


構 成 (p.44 の AD の 分 類 ) と 意味 を 考え 


・ WDM (wayelensth division multiplexing) 


・TDMA (time division multiple access) 
・VPN (virtaal private network) 
・CDMA (code division multiple access) 


・ ADSL (asymmetric digital subscriber line) 


・ ISDN (ntegrated services digital network) 


し A】 
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【 練 習 3】 次 の ( ) に 適切 な 言葉 を 入れ な さい 。 答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 
(同じ アル ファ ベッ ト の ( ) に は 同じ 言葉 が 入り ます 。) 
通信 網 


光 交換 選択 普及 検索 

飼 録 統合 技術 端末 装置 配線 盤 

1. イン ター ネッ ト の ( a ) を 利用 し て 構築 され る 企業 内 情報 ( b ) の こ 
の だ イシ ドク ホッ メド と ゆう 。 

2. 箱 を 開け た ら 、 ま ず 内 容 物 を ご 確認 くだ さい 。 次 に 、 取 扱い 説明 書 を 参照 し 

で Ne ( c ) を 行っ て くだ さい 。 

ここ で 誤 っ た ディ スク 番号 を ( d ) する と 、 ハ ー ド ディ スク 等 の 大 切 

な デー タ が 消去 され て し まう 場合 が あり ます 。 

4. WWW で は 、 情 報 は 単に 発信 きれ る だ け で あり 、 基 本 的 に は どこ に どの よう 
な 情報 が ある の か を ( e ) する こと は で き な い 。 そ こ で 、 ど こ に どの よ 
う な 情報 が 格納 され て いる の か を 収集 し 、 集 め ら れ た 情報 か ら 目 的 に 応じ た 
情報 を ( e ) する 機能 を 提供 する の が ( e ) エン ジン で ある 
Yahoo (http://ww.yahoo.com) な ど が 有名 で ある 。 

5. 元 来 イン ター ネッ ト と は 、 ネ ットワーク と ネッ トワ ー ク を 接続 する ( a )、 
また は その ( a ) に よっ て 接続 され た ネッ トワ ー ク を 指す 用 語 で あっ た 。 
し か し 、 ネ ットワーク 同士 を 接続 する |「 イ ンタ ーネット ・ プ ロト コル (TP) 」 
と 呼ば れる 共通 の ルー ル を 用 いた ネッ トワ ー ク が 世界 中 に ( f ) する に 
従い 、 現 在 で は イン 4 は ッ ト ・ プ ロト コル を 用 いた ネッ トワ ー ク を 指す 固 
有名 詞 と し て 利用 きれ る に か な っ た 。 

6 . 欧州 各国 で 共通 に フー 8 洒 世 村人 に 称 BS 
(global system for mobile communications) と いう 。 こ の シス テム の ( f ) 
に より 、 国 境 を こえ て サー ビス を 受け る こと が 可能 に な る 。 


































【 練 習 4】 文中 の に 下 の | | か ら 最 も 適切 な 熟語 を 選び 、 そ の 読み を 書 
き な さ い 。 





例 ) 電子 メー ル を 用 いて 安全 に 情報 交換 を する た め に 、 様 々 な 方 式 が 取ら れ 


て いる 。 | 換算 算出 交換 論 換 | 
1. 一 国 の 元首 に は 、 か な り の 力 が 要求 され る 。 


| 統計 統一 統合 統率 | 
2. テレ ビ と コン ピュ ー タ と の 連動 に よっ て 、 放 送 の 送り 手 と 視聴 者 と の 間 
の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 可能 に な る 。 
| 両方 向 多 方 向 双方 向 全 方 向 1 
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3. 新しい 技術 を 2010 年 まで に 全国 に させ る こと を 目指 し て いる 。 
| 追及 普及 波及 言及 | 
4 . 結婚 し た ら 、 幸 せな を 築き た いと 思っ て いる 
| 家事 P 家庭 家屋 
5. 物価 は と 供給 の 関係 で 決ま 
| 需要 2 必要 要望 
6. イン ター ネッ ト で は 、 基 本 的 に 情報 の 権 は 
| 選択 選考 選挙 選定 | 
ト ・ 
て v 
な 


ょ 人 ポン シタ ーー 涼み ド | と いう の は イタ ター 
トワ ー ク の と し て 使わ れる よう に な っ 
1 対称 自称 総称 称 
8 . 最近 で は 携帯 電話 の 普及 に 志 杉 。 電話 の 利用 率 が 落ち て いる と いう 。 
) 大 衆 公衆 7 衆 知 
9.__ 技術 を 学ぶ た め に 、 こ の 国 に 留学 し た 。 
| 万 端 先端 発端 極端 
10. 雪 の 多い 地方 で は 、 四 輪 。 の 車 の 売れ 行き が よい そう だ 。 
| 先駆 駆使 駆逐 駆動 | 
11. 店 内 は 止 と な っ て いる 。 
装飾 装備 改装 盛 装 | 
12. 科学 者 は __ _ を 検証 する た め に 、 実 験 を 行う 。 
| 仮定 仮設 仮説 仮面 | 


【 練 習 5】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て くだ さ 
い 。 そ の 漢字 に 共通 の 音符 が あれ ば 、 例 の よう に 口 で 囲ん で み ま し ょ う 。 





例 ) 銅 っ 働 | 党 

ド 。 本 2. 仮 一 8 9 
4. 駆 5. 光 一 衣 9 >s 
/a 穴 の 。 "で 9S。 飛 一 
2 11. 称 一 12. 星 一 
13. 双 一 14. 装 一 15. 端 一 
6 2 寺 で 17. 統 一 18. 盤 一 
19. 網 20. 捨 一 


イグ 


に 
に 
の 
ェ ー 
9 
> 
で 
9 
と ー 
9 
す ゴ 
記 
9 
ュー 
っ 
で 
トイ 
lu] 
の 
ュー 
に 
の 
に 
Mj] 
ナコ 
| 
に 
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次 の 新聞 記事 (| 毎日 新聞 | 1999 年 12 月 20 日 朝刊 ) を 読み 
本 肖 の 。 









今 守 ) ビ の ワン の 





フ 
メ 


剖 
蛋 ( 甘 回 足 > 旨 で NN 


員 。 


和輝 弄 委 ベー キビ の ワ ァ 


Converted by Total Imaqe Converter - 








ADSL 定 額 制 イ ンタ ーネット サー ビス 参入 予定 企業 ・ 団 体 


# 企業 ・ 団 体 名 
# NTT 東 日 本 
NTT 西日本 
# 東京 め た り っ く 通信 


ss ー ロ アア 


順 験 サー 
12 月 下旬 
12 月 下旬 
12 月 下旬 
12 月 下旬 


NTTーME 
: 日 本 テレ コム 


12 月 下 傾 
200O 年 2 


HKDD 
3 東京 遂 信 ネ ットワーク 2000 生 
SL7 "クセ ス 拓 毅 協 





1 へ 
N 


: 井 物産 な ど ) 2000 年 
検討 中 
検討 中 


スピ シード ネッ ト 
DD 


ビス 開始 内 


| 





(24 日 前 後 ) 
(24 日 前 後 ) 
(24 日 前 後 ) 
(20 日 前 後 ) 


(24 日 前 後 ) 


月 末 
2000 年 の 早い 時 計 





ービス 開始 地域 
和 都内 6 電話 局 地 成 


大 阪 府 内 5 電話 局 地域 


昌 京 都内 6 電話 局 地域 


大 分 市 内 の 大 分 府内 


電話 司 地域 

東京 都内 6 電話 局 地域 
未定 

末 定 


玉 定 
未定 
未定 








課題 


下 の 折 問 に 答え て み 


上) し る B. 鐵 AND S に の 夫 が 


違い は 何で すか 。 
(2) ADSL の 商法 サー ビス の 開 
始 が 遅れ た 理由 は 何で すか 。 


この 記事 の 中 で 対立 する 通 
信 会 社 と し て 挙げ ら れ て い 
る 二 つ の 企業 は 、 ど こと ど 
の で 2 ガ *a 


下 の 晶 に 適切 な 漢字 を 入れ 、 
この 記事 の 要約 文 を 作り な 
さい 。 


イン ター ネッ ト の 「 高 速 常時 接 


と いえ ば 、| | ファ ィ バー 


続 」 





を 考え が ち だ が 、 一 般 家 


用 の ケー ブル の 電話 回 線 も 


G だ あの 当 は な SS。 と め 
通常 の 電話 回 線 を 利用 し た 
ADSL の サー ビス が 間もなく 始 


まる 。 ネ ッ ト ユ ー ザ ー の 有力 な 


イ ウ 





| | Lesson 4 


2 . 次 の 下線 の 漢字 の 言葉 の 読み を 書き な さい 。 





1 . 地域 の 観光 地 化 に 反対 する 。 2 . 漢字 を 索引 で 調べ る 。 
3 ょ 四 輸 駆動 の 車 が 強い 。 4 . 公衆 衛生 上 問題 が ある 。 
5. 大 統領 の 服装 を チェ ッ ク す る 。 6 . 交通 網 が 発達 し て いる 
7. 四 捨 也 人 し て 計算 する 。 8 . 今夜 は 月 も 星 も 見 

9 . 家庭 裁判 所 は 双方 か ら 財 政 的 基盤 に つい て 話 を 聞い た 。 

10. この 公衆 電話 ボッ クス 用 の 防犯 装置 は 、 か な り 普及 する だ ろう 。 


3 . 次 の 文 を 適切 な 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 


1 。 を 沙 呈 サザ ーー 民 和み 6 う 2 。 9 て 0 の 。 邊 沈下 を し か お の ずる 
3。 ぴ かり フワ テイ パー 4. さい せん た ん じょう ほう の けん さく 

5。 だ が ダー プル 6. そう ほう の いけ ん が た いり つ す る 

7. か そう げん じ つ 8 . DS し アク セス き ば ん きょう きか い 

9. さ ゆう たい しょ う 10. ひつ よう な き ぎじゅつ を し ゅ し ゃ せん た くす る 
11. えい せい ほう そう 12. せ か い に さき が け て か いし する 


13. そう ご りか い を ふか め る 14.。 か て いよ う で ん か せい ひん の ふき ゅ う 


15. じゅ よう と きょう きゅう 16. ひろく みん し ゅ う の し じ を える 


4 . 次 の 漢字 を 辞書 で 調べ て 、 最 も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 選び 、 例 の よう に 文 を 
作り な さい 。 


例 ) 録 一 記録 : 実験 結果 を 毎日 記録 し を けれ ば な ら な い 。 

t.。 半 2. 庭 3。 統 4. 称 5 . 装 
6. 衆 *。' 胡 8. 駆 9. 需 10. 双 
11. 端 12. 及 13. 星 14. 仮 5 
16. 衛 17. 盤 18. 股 19. 縮 20. 銅 


921 ' 特 
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下 の 文章 を 読ん で み ま し ょ う 。 


航空 機 の 機器 を 狂わ す 原 因 は ? 

静 着 陸 時 に 旅客 機 が 制御 不能 に な る よう な 異常 を 引き 起こ す 芝 れ が ある と 
し て 、 拾 乗 中 に 使用 が 禁止 され て いる 電子 機器 は 約 20。 いずれ も る 電磁波 が 旅 
答 機 に 異常 を も た ら す た め と され る 。 下 の 表 は 、 乗 客 の 電子 機器 が 原因 の 可 
能 性 が ある 旅客 機 の 異常 例 で 、 発 生 の 状況 と 不具 合 の 内 容 、 疑 わし いと され 
る 携 麗 電子 機器 を あげ て ある 。 不具 合 の 内 容 に は 、 高 度 維持 装置 の 変化 や 飛 
行 常 理 装置 の 不具 合 な ど が ある 。 こ うし た こと か ら 、 最 近 で は 、 人 気 の ゲ ー 
^ ム 機 告 や 電卓 内 蔵 ゲ ー ム な ども 、 離 着陸 時 使用 禁止 の リス ト に 加え られ た 。 


乗 害 の 電機 器 が 原因 の 可能 性 の ある 異常 例 (93 年 以降 、 国 内 ) 
状 不貞 





し か し 、 航 空 振 興 財団 の 研究 が 進む に つれ 、 乗客 が 持ち 込む 電子 機器 だ け 
で な く 、 も と も と 機内 に ある 賠 明 な どの 電気 機器 や 、 機 内 の 静電気 が 異常 の 
原因 に な る と の 見 方 も 出 て きた 。 旅客 機 、 例 えば ジャ ン ボ 機 に は 無線 通信 用 
Y 電 波 航法 装置 用 な ど 20 本 程度 の アン テ ナ が つい て お り 、 不 要 な 電磁 波 を 拾 
2 可能 性 も 高い 。 乗客 の 電子 機器 が 旅客 機 に 与え る 影響 び ど だ どれ ほど か に つい 
て は 、 推 葵 の 域 を 出 な いた め 、 さ ら に 調査 を 進め る 必要 が ある 。 

旅 答 機 に 異常 を も た ら す 真犯人 を 探す 研究 は 始ま っ た ば か り だ が 、 航 空 会 
仕 は 、 乗 客 の 利便 より も 安全 性 を 重視 する 姿 勢 を と っ て いる 。 

(| 日 本 経済 新聞 」 1997 年 5 月 18 日 の 朝刊 記事 を 元 に 作成 。 p.62-63 の 「 課 題 ] に 記事 の 全文 が ある 。) 
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[| Lesson 5 


【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な が い * も の だ ば 、 (で) を つけ で ぐだ さ %% 


1. 航 空 機 2. 携帯 3 . 機器 4 . 狂 わす 5. 原 因 

6 . 離着陸 時 7. 旅 客 機 8. 制御 9 . 不能 10. 異常 
11. 引 き 起 こす 12. 恐れ 13. 挫 乗 中 14. 使 用 15. 禁止 
16. 電子 機器 17. 電 磁 波 18. 表 19. 乗客 20. 可能 性 
21. 異常 例 22. 状 況 23. 不具 合 24. 内 容 25. 疑わ し い 
26. 維持 27. 装置 28. 管理 29. 最近 30. 人 気 
31. 電卓 32. 内 蔵 33. 巡 航 中 34. 上 昇 中 35. 清 走 中 
36. 駐 機 中 37. 油 圧 38. 断続 的 39. 混 入 40. 姿 勢 
41. 補正 42. 集中 43. 警報 44. 複数 45. 振興 
46. 財団 47. 持 ち 込む 48. 照明 49. 静 電気 50. 見 方 
51. 例 えば 52. 無 線 53. 通信 用 54. 電 流 55. 航法 
56. 程度 57. 不要 58. 拾う 59. 与 える 60. 影 響 
61. 推論 62. 域 63. 調査 64. 必要 65. 真犯人 
66. 探す 67. 利便 68. 安全 性 69. 重 視 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


IBKB IIKB 前 課 IV. 本 課 全体 


a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 % % 9 9% 0% 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 
RM % % % %  % 
不正 確 な 言葉 
Cc. よく 知ら な い 言 葉 ⑳% 9⑳ ⑳% % ⑳% 


ーーーーー 一 ーーーーーーー 一 …… 一 一 一 一 ーー 一 


|. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 

上 |. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 

川 。 の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
大 用 あ うう 。 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 品 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


・ TBASIC KANJI POOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た だ 結 葉 で す 。 


1. 機器 2. 具 紫 口 3. 狗 人 口 4. 全 用 口 5. 赤 了 機 叶 ロ 
6. 表 口 7. 生 客 口 8. 本 具合 口 9. 最 近 ロ 10. 人 気 口 
11 集中 病人 日 13. 見 方 回 。 語 無線 唱 15. 通 信用 日 
6. 不要 口 17 必 要 日 18 利 倍 日 19 稀 双 _ ノ 19=_% 
中 「INTERMEDIATE RNN BOOK」 Vol. 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
1 原因 日 2. 杯 能 日 3 異 章 口 4 親 品 5. 可 能 性 中 
L10 L2 14[4 PC 。 L2L2 
6. 異常 例 口 7. 内 容 日 8 徐 理 ロ 9. 上 昇 中 口 10 潤 年 ロ 
ID _R2 ( 当 時 
11. 断続 的 「] 愉 温 入 半 更に 複数 園 14. 照 明 回 5 例 を ば 日 
L3 L9 ウ L10 L10 
16. 重 視 日 昌 に ( 
L7 
前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 
1. 訪れ 口 2. 義 購 口 3 幸 口 4 學 4 口 5 匂 ロ 
2 齋 4 謗 1 課 3 課 3 課 3 課 
6. 城 日 7. 調 査 日 7=.。 % 
3 課 3 課 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
1. 角 空 機 口 2. 携 帯 口 3. 狂 わす 口 4. 鞭 閉 隊 計 唱 5 制御 日 
6. 挫 来 中 口 7. 香 李 小口 8. 決 況 口 9.bLvH 10 維持 日 
1. 電 阜 日 12 肉 識 日 13 座 14. 補 正 日 15 振興 唱 
6. 電波 口 17 衣 法 日 18 租 度 日 19 北 う 20. 推 論 日 
21. 真 犯人 日 22. 探 す ロ ノ 22= ニ % 
MM ご で で は 移 強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ え まし ょ う 。 
1.※ 航 中 日 2. 彰 走 中 日 3. 駐 機 中 日 4. 財団 唱 5 . 持ち 込む 日 
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PR 


| ① 機 械 類 に 使わ れる 漢字 お よび 漢字 語 








色々 な 機械 や 機器 の 名 前 、 仕 組み 、 使 い 方 な ど に つい て 、 よ く 使 われ る 漢字 や 漢字 
語 に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


A. 機械 類 
機 一 : 機械 機器 機材 機関 
ー 機 : 航空 機 旅客 機 探査 機 探知 機 計算 機 
益 一 : 器械 利 具 。 徐 材 
~ 共 : 計器 測定 器 炊飯 器 
~ 機 蒼 : 電子 機器 携帯 機器 教育 機器 ゲー ム 機 器 
~ 機 関 : 動力 機関 蒸気 機関 交通 機関 
ー 箕 直 : 通信 装置 着陸 装置 制御 装置 維持 装置 警報 装置 


B. 部 品 ・ 材 料 
部 一 : 部 品 部 分 
- 部 : 前 部 後部 中 心 部 動 カ 部 
材 一 : 材料 材質 
~- 材 : 機材 建材 素材 
材料 の 種類 : 木材 金属 プラ スチ ッ ク ガラ ス 繊維 


C. 機械 類 を 動か す と き の 漢 語 動詞 
運転 する (上 自動車 を ー プ バス を ー グ ・・・) 
制御 する 0 本 
操縦 する ( 航 只 を ーー プペ ベリ コロ デ ター を ー グ ロボ メド お だ で 550 
操作 3 hs 


D. 機械 類 の 大 き さ ・ 仕 組み な ど 


一 型 ・ 大 型 小型 中 型 
南 上 型 プ アデ スク トッ プ 刑 ノー ト 型 
内 蔵 型 外 付 け 型 


ーー タイプ: 軽量 タイ プ 携帯 用 タイ プ 


E. その 他 
燃 ・ 燃焼 スル 燃料 燃費 


$4 
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② 接 尾 矢 の 用 法 を 持つ 演 字 還 還 | 





漢字 部 語 の 後ろ ! に 接尾 本 と な る 治 字 了 - 1 ら ッ 4 に の 公 く 4 KN 新 し い めい 熟語 が で に 中 3 ああ (IKB 
Voli L6 参 照 ) 接尾 辞 の 種類 に よっ て アク セン ト が 変わ り ま すか ら 、 注 意 し まし ょ う 。 


A. アク セン ト が 平板 に な る タイ プ 

菊 航 (じゅ ん こう ) + 中 一 巡航 中 (じゅ し こう ちゅ う ) 
携帯 (けけ いたい) 十 用 一 携帯 用 (けい た いよ う ) 
断続 ( 潮 ん ぞ く ) 十 的 一 断続 的 (対し ん ぞ く て き ) 
安全 性 (あん ぜん ) 十 性 一 安全 性 (ああ ん ぜん せい ) 


電波 (で ん ば ぱ ) 上 潜 -ー 「 坦 濾 泌 6 ん ば ほう ) 


B. 接尾 辞 の 前 で アク セン ト が 低く な る タイ プ 
航空 (こうくう) 二 機 一 衣 塗 機 (に らく < ぅ き ) 
着陸 (ちゃ | くり く ) + 時 一 着陸 時 (ちゃ K り K じ ) 

関係 (が ん けい ) 二 者 一 関係 者 (か ん けい し ゃ ) 

電磁 (で | ん じ †+ 波 一 電磁 波 (ん じ は ) 
( け 十 


計器 LA 類 一 計器 類 (けい きい ) 


C. 接尾 辞 の 用 例 

クセ ント に 注意 し て 、 読 ん で み ま し 

~- 中 : 巡航 中 拾 乗 中 消 走 中 飛行 中 駐 機 中 調査 中 

~ 用 : 通信 用 携帯 用 建築 用 無線 用 着陸 用 

- 的 ・ 断続 的 集中 的 一 時 的 科学 的 機械 的 懐疑 的 

~ 性 : 可能 性 安全 性 快適 性 必要 性 重要 性 利便 性 (程度 ) 
金属 性 動物 性 植物 性 酸性 "アル カリ 性 (性質) 

ー 法 : 航空 法 電波 法 国際 法 国内 法 特別 法 (法律 ) 
使用 法 管理 法 調査 法 解決 法 教授 法 (方 法 ) 

- 機 : 飛行 機 航空 機 計算 機 洗濯 機 掃除 機 コピ ー 機 

ー 時 : 着陸 時 離陸 時 使用 時 搭乗 時 墜落 時 離着陸 時 

~ 者 : 科学 者 調査 者 研究 者 管理 者 使用 者 関係 者 

~ 流 : 電磁波 衝撃 波 マイ クロ 波 

ー 類 : 機械 類 計器 類 装置 類 ゲー ム 類 電子 機器 類 


WS 


istered version 





[| Lesson 5 





| @ 長 ( \ 漢 字 熟 語 の 構成 (2) 





どん な に 長い 漢字 熟語 で も 、 基 本 的 に は 、 以 下 の 4 つの パタ ー ン の 組み 合わ せ に 人 急 


解す る こと が で きま す 。 (一 第 4 課 要 点 ②) 
入 . 圏 圏 二 甘 暗 を 2 字 封 語 の 組み 合わ せ 
B. 圏 二 圏 圏 ・ 2 字 吉 語 に 接頭 辞 が つい た も の 
C. 田 圏 二 圏 ・2 学 雪 語 に 接尾 辞 が つい た も の 


D. 田 圏 二 圏 圏 一 圏 圏 較 2 字 刺 語 の 組み 合わ せ か ら 共 通す る 字 が 省略 され て 、 
3 学 に な っ た もの 


例 ) 使用 禁止 一 A : 使用 十 禁 止 (使用 を 禁止 する こと ) 
真犯人 一 B : 真 十 犯 人 (本 当 の 犯人 ) 
航空 法 一 C : 航空 十 法 (航空 の た 7 


見 着陸 一 D : 離 陸 十 着陸 (離陸 と 着陸 を る ど ) 
離着陸 時 使用 禁止 一 [離陸 十 着 陸 ) mt 十 [使用 十 禁 止 」 


日 本 航空 技術 部 次 長 … [( 日 本 十 航空 ) 十 (技術 十 部 )] 十 次 長 
電子 機 村 単 独 犯 人 説 一 [( 電 子 十 機 器 ) 十 (単独 士 犯人 )] 填 説 
電波 航法 装置 用 一 [( 電 波 十 航法 ) 十 装置 ] 十 用 


く 注意 > 言葉 の 切れ 目 に よっ て アク セン ト が 変わ る 場合 が あり ます 。 

例 ) ロー マ 字 で 文章 入力 を 行い ます 。 
「 文 章 入力 (が ん し ょ うに ゅ うり ょ く )」 は 一 つの 語 で 、 中 高 の ア クセ ント 
に な り ま す 。 | 文章 (ぶん し ょ う ) を 入力 (に ゅ うり ょ く ) し ます 」 の よう 
に 別々 の 語 と し て 使う と き の ア クセ ント と は 違っ て いま す 。 

例 ) ロー マ 字 で 各自 入力 を 行い ます 。 
[各自 (か くじ )」 と 「 入 力 (に ゅ うり ょ く )」 は 、 別 々 の 語 で すか ら 、 も と 
の アク セン ト の まま 発音 し ます 。 
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要点 中 





| @⑳ 形 声 文字 の 音符 (1) 





次 の 下線 の 漢字 に は 、 同 じ 音 読み を 表す 共通 する 構成 要素 (音符 ) が あり ます 。 
(一 IKB Vol.1 R1.R2 お よ び 本 書 の コラ ム 9 P.217 一 218 を 参照 ) 
音 谷 音読 み 
航空 反 折 友 [ ウ み ] 
搭乗 口 管制 塔 : 若 [トゥ] 
慈悲 本 ン 通 ン 


状況 第 ・ 兄 [キョウ] 


疑問 握 声 語 : 疑 [ ギ ] 


内 蔵 心 騰 ・ 蔵 [ゾウ ] 
姿勢 次 第 2 泊 [ 受 】 





補正 捕手 ・ 責 [ ホ ] 
日 程 贈 星  : 星 [ティ] 
電磁 波 破壊 ": 皮 [| ハ ] き * 


※ た だ し 、| 度 ] は 、 単 独 の 漢字 の 音読 み が [ ヒ ] で あり 、 以 下 の よ うに 「[ ヒ ] と い 
う 、 音 符 に 使わ れる 場合 も あり ます 。 


疲労 表 友 被害 : 皮 [ ヒ ] 


い キ キー /F 
まん 


ーー 第 5 課 の 学習 漢字 一 ーーーーーーーーー 
外 陸 御 搭 磁 波 況 疑 維 
姿 勢 補 興 程 拾 推 犯 探 








電電 
吾 滞 
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(索引 p.284 一 288) 
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【 練 習 1 】 下線 の 熟語 の 語 構 成 を 考え 、 ア クセ ント が どの よう に 変わ る か 考え て 、 
読み な さい 。 


1. 当 機 は これ より 着陸 王 勢 に 入り ます 。 

2. 事故 原因 を 徹底 調査 し な けれ ば な ら な い 。 

3. 集中 警報 シス テム に 警報 が 複数 表示 され た 。 
4 . 丈 報 の 複数 表示 が で きる よう に 改良 し た 。 

5. 必要 な 方 は 資料 請求 の 手紙 を 送っ て くだ さい 。 
6 . 巡航 中 に 航空 機 が 突然 制御 不能 に な っ た 。 

7. 電子 機器 の 単独 犯人 説 に は 疑問 が ある 。 

8 . 地上 駐 機 中 に 油圧 シス テム の 不具 合 が 起き た 。 
9. 高度 維持 装置 に 異常 が 発生 し た 。 

0 


10. 姿勢 補正 シス テム の 一 部 に 異常 が 生じ た 。 


【 練 習 2 】 次 の [の 中 に 適切 な 漢字 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 





1 . 小型 飛行 


を 飛行 | | に 火災 を 起こ し た 。 





2. 家庭 Nm る 電磁 | が 問題 に な っ て いる 


3. この 制御 装置 は 、 安 3 を 重視 し た 設計 に な っ て いる 。 


の 
# 


4。 シー トペ ルト 着用 サイ 旧記 は 、 化 米 守 の 使用 を ご 六 虐 願い ます 。 


5. 乗 衝 に は 、 離 着陸 | の シー ト ベ ル ト 着 用 が 義務 づけ られ て いる 。 


6. 無線 に 雑音 が 断続 に 混入 し た 。 


SS 
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練習 





【 練 習 3 】 次 の の 中 に 適切 な 漢字 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 





ー 上 に に 


] 搭 半 E 
和 品 ww 








| を お 上 お の SM 











2. ある 航 2 関係 wes と め た 報告 に よれ ば 、 携 帯 機器 と 電磁 波 の 関係 
= 


は まだ 不明 で ある と いう 。 


3. 手紙 に 来 月 の クラ シッ クコ ン サ ー ト の 委 内 | | が 入 っ て いた が 、 招 待 


は 人 つて いな か っ た 。 


4. その テレ ビ ド ラマ の 視聴 | は みん な 、 真 犯人 が だ れ か を 知り た が っ て いた 


5. 大 きく な っ た ら 、 バ パス の 運転 | | か 、 銀 行 | | に 


な り た いと 思っ て いた 。 





6 . 古い 新聞 





| の 中 に 先生 か らい た だ いた 推 間 が 混ざっ て いた 。 


【 練 習 4 】 次 の 下線 の 漢字 の 言葉 を 読み な さい 。 











1. 親 に 反抗 し て 航空 会 社 を や め た 。 2. 搭乗 口 か ら 管 制 塔 が 見 える 

3. 慈悲 深い 顔 で 磁石 を 渡し た 。 4. 兄弟 で 状況 を 探る 。 

5. | ぐる ぐる | が 擬 声 語 か どう か は 疑問 だ 。 6 . ae 鳥 の 内 臓 が 人 っ て いる 。 
7. 一 万 円 程度 の 時 計 を 贈呈 し た 。 8 . 財団 が 研究 の 材料 を 探し て いる 。 





【 練 習 5 】 下 の 中 か ら 最 も 適切 な 言葉 を 選び 、 文 を 完成 し な さい 。 


1. 携帯 電子 機器 が 航空 機 の 機器 を ( ) と いう 説 が ある 

。 疑う 狂う 和 狂わす 恐れ る | 
、 問 題 の 原因 を ( ) みる 必要 が ある 。 

| 補っ て 探っ て 拾っ て 疑っ て | 

9。 ( ) お 金 は 交番 に 届け な けれ ば な り ま せん 
| 補っ た 疑っ た 邊 つた 探っ た | 

4. 捨 乗 中 に 電子 機器 を 使う と 、 旅 客 機 に 異常 が 起こ る ( ) が ある 。 
| 補い 疑い 芝 れ 狂い | 

5 . 彼 は 友人 を ( ) ( 避 野宮 見 売り 


| 狂い 探し 拾い 疑い 


め め 
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【 練 習 6 】 文中 の に 下 の | | か ら 最 も 適切 な 熟語 を 選び 、 そ の 読み を 書き 
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Lesson 5 


な さい 。 


例 ) 国内 線 の 飛行 機 は 通常 どおり 運航 し て いる 


・JL305 便 に ご 


最近 は 家族 で 


. その 飛行 機 は 


| 出航 欠航 運航 
。 成田 空港 で は 、 人 台風 の た め に 3 
| 出航 欠航 攻 航 


| 搭載 搭乗 着 了 


. 電磁 波 の で 、 飛 行 機 が 制御 不能 
| 状況 不況 影響 


静電気 が 事故 の 原因 だ と する 説 も ある が 、 


| 推定 推進 推論 


- 電子 機器 の 単独 犯人 説 に 対し て は 
電 | 疑惑 疑問 問題 
・ 加 者 の 家族 は 生命 を する 装置 の 
| 制御 内 蔵 搭載 
。 小型 コン ピュ ー タ を し た 家庭 用 
| 制御 内 蔵 搭載 


| 探 発 
を 囲む こと が 少な 
】 食卓 円 卓 教 車 


| 離陸 上 陸 陸上 
。 沈 疫 引 5 靖 室 放送 を 聞く 
| 状況 実況 近況 


.・ あの 人 が 本 当 に 犯人 な の か どう か 
| 疑念 疑問 疑惑 
・ 1989 年 に 彼 は 博士 を 惨 了 し た 。 
| 過程 行程 日 程 


渡航 | 


る 便 が 相次い だ 。 
運航 1 


の お 客 様 に 、 最 終 案 内 を 申し 上 げ ま す 。 


離陸 | 
に な つた だ 。 
反故 | 

の 域 を 出 な い 。 
を 投げ か ける 声 が ある 。 
質問 | 
取り 付け を 断っ た 。 
維持 | 
電気 製品 が 増え て いる 。 


維持 | 


. 彼 は ビー トル ズ の 的 な ジ ァ ン だ 。 
| 狂喜 熱狂 発狂 狂 半 | 
. 大 統領 の セク ハラ が 高まっ て いる 。 
| 疑惑 疑問 問題 質問 | 
.。 娘 の 合格 の ニュ ー ス を 聞い て 、 母 親 は eS 
| 熱狂 発狂 狂喜 狂信 | 
。 子供 の ころ 、 よ くく 友達 と 森 へ に 行っ た も の だ 。 
探偵 探検 探索 | 


く な っ だ 。 
時 上 | 


し た 直後 に 制御 不能 に な っ た 。 


大 陸 | 


9) 


istered version 


練習 





17. 私 は 探偵 小説 や 小説 を 読む の が 好き だ 。 
| 推理 推測 推定 推薦 | 


18. 政府 は 国会 に 第 2 次 。 予算 案 を 提出 し た 。 
| 補習 補助 補正 補修 | 

19. 身体 に 無理 な 負担 が か か る を 続け て いる と 、 体 調 を くず す 。 
) 姿勢 時 勢 9 青 勢 | 

20. この 町 で は 、 ス ポー ツ の に 力 を 大 たれ て ゆい 旋 。 


: 興亡 興 秦 殿 興味 1 


【 練 習 7 】 次 の 漢字 を 使っ た 一 番 よ く 使 われ る と 思う 言葉 を 考え て み ま し ょ う 。 周 
り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 


例 ) 拾 一 欠 得 物 ノ 拾う 


1. 蔵 一 2。 一 ま 。 誠 
4. 磁 5. 維 一 6. 携 
7. 御 一 8. 鍵 一 9。 238 
10、 雅 一 1。 搭 一 2 提 / つ 
19。 交 1 大 つ 15。 尋 
6。 5 17. 卓 一 18. 陸 一 
19、 程 一 20. 勢 一 21. 補 一 
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1 . 次 の 新聞 記事 (| 日 本 経済 新聞 ] 1997 年 5 月 18 日 朝刊 ) を 読み 、 後ろ の 質問 に 答 
ス で みみ ましょ よう 。 





乗客 が 持ち 込ん だ 電子 機器 航空 機 の 機器 を 狂わ す 原 因 は ? 


@ は ボー イン グ 747 の 場合 の 
アン テ ナ の 位置 


機内 に 張り 巡ら され た 配線 


機内 に も と も と ある 
| 照明 な どの 電気 機器 


33 
弱 


5 


飛行 管理 装置 に 不具 合 


示 に 不具 合 


| 集中 警報 シス テム に 警報 が 複数 表示 
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Converted by Total Imaqe Converter - 


課題 


(1 ) 航空 会 社 で は 、 離 着陸 時 に どの よう な 電子 機器 の 使用 を 禁止 し て いま すか 。 


(2 ) 航空 振興 財団 は 、 ど の よう な 報告 を し て いま すか 。 
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[| Lesson 5 


(3 ) 電子 機器 の 単独 犯人 説 に 対す る 疑問 の 声 に は 、 ど ん な も の が ある か 、 二 つ あ 
げ け な さ い 。 


(4 ) 日 本 航空 技術 部 次 長 の 意見 は (3 ) の 意見 と 同じ か 、 ま た 、 その 根拠 は 何 か 
述べ な さい 。 


5) 下 の ロ に 吉 切 な 漢字 を 入れ 、 こ の 記事 の 要約 文 ま 作り な さい 。 
旅客 機 に 異常 を も た ら す 原 因 と し て は 、 乗 容 が 持ち 込む | | 演 電 子 機器 





が 考え られ て いる が 、 そ れ だ けが | | 人 で は な い だ ろう と いう 意見 も ある 。 
機内 の 空調 や 照明 の スイ ッ チ か ら 発 生 する 電 "静電気 な と 


四 | あれ て いる 。 


用 。 次 の 漢字 の 言 葉 の 読み を 書き な さ Ua 
1. 航空 振興 財団 











・ 同 < 四 
3・ 次 勢 補正 シス テム 4. 不要 な 電磁 波 を 拾う 
5 . 真犯人 を 推理 する 6 . 携帯 電話 の 横 に 電卓 が ある 





3. 次 の 文 を 適切 な 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 


1. けい た いき き 2. けい き を くる わす 

3 で ん じ は を ひろ う 4. は ん に ん の うた が い が ある 
DD。 直人 プ 三吉 6. えい きょう を あたえ る 

の = 語 部 陸 あ 傘 圭 才 8. せい めい を いじ する そう ち 

2。 尼 ま うき ょ が う 9 10. すい ろ ん の いき を で な い 

11.。 で ん だ た く な いで ぞう 12. げん いん を さぐる 

13、 り ちゃ くり くじ 14。 ひ が い の て い ど を ちょ うさ する 


4. 次 の 漢字 を 辞書 で 調べ て 、 最 も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 選び 、 例 の よう に 文 を 


作り な さい 。 

例 ) 調 - 調査 : 政 府 は この 問題 に つい て 調査 中 で ある . 

1. 維 2. 狂 3. 疑 4. 程 5. 犯 
6. 探 7. 推 8. 携 9. 磁 10. 御 
11. 波 12. 航 13. 卓 14. 搭 15. 次 
16. 陸 17. 蔵 18. 府 19. 補 20. 況 
21。 抽 22. 拾 


6 ィ 


reqistered version 








地震 の 心得 十 か 条 





(、 カ だ ゅ し / 


知っ て お きた い 「 地 震 が 起こ っ た と き の ル ー ル | 


。 1995 年 の 1 月 17 日 、 hn 『 で 大 地震 が 起こ り 、 大 き な 人 役 書 が 出 ま し た 。 それ まで 
関西 で は あま り 大 き な 地 震 が な か っ た た め に 、 地 震 へ の 対策 が 不 十分 だ っ た の で 


HE 

地震 が 起き た ら 何 を し な けれ ば な ら な いか 、 また 何 を し て は いけ な いか 炎 
害 時 の 心得 を 知っ て お か な いと 、 條 害 を むやみ に 拡大 する こと に な り ま す 。 あ な 
た の 適切 な 行動 が 命 を 守る の で す 。「 三 鷹 く らし の ガイ ド | と いう パン フレ ッ ト 
か ら 、| 地震 が 起こ っ た と き の ル ー ル 」 を あげ て み ま し ょ う 。 





La 


ます 英 の 安全 を 図り まし ょ う (日 ご ろか ら 家 具 類 の 転倒 対策 を ) 

2 す | 火 の 始末 を し まし ょ う 

3 を 開け て 出口 を 確保 し まし ょ う 

4 た E 生 し た ら す ぐ 消 材 ャ も 

5 あわ て て 外 に 飛び 出さ な の 想 ル まし が うつ 

6 アロ ッ 革 ん な EE いよ うに し まし ょ う 
7 進 難 は 徒歩 で 、 集 団 で 行動 し まし ょ う 

8 BB TGOSR 救護 を し まし ょ う 

9 MP 

10 居住 地 の 自然 環境 を 知り 、 山 崩れ 、 が け 有 崩れ 、 津 波 に 注意 し まし ょ 9 





6$ 
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【 問 題 】 


Lesson 6 


な いも の に は 、 


1 . 地震 2. 心 得 3. 十 か 条 
6. 不 十分 。 7. 指摘 8 . 災害 
11. 行動 12. 命 18、 生 人 
16. 図る 17. 家 具 類 18. 転 倒 
21. 確保 22. 火災 23. 発生 
26. 路地 27. 危険 28. 区 域 


2. 集団 3. 地域 


4 


上 エ + 


ニ - は > 


. 防災 


2. 環境 .IH 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 


前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 


朋 れ 


読ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 


(しり つ は そく だ さき MA。 


4 . 補 害 


9 . 拡大 10. 適切 
14. 身 15. 安全 
19. 始末 20. 戸 

24. 消火 25. 狭い 
29. 近寄る 30. 避 難 
34. 協力 35. 応急 


39. 情報 40. 居住 地 
44. 津波 45. 注意 


読み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 





BKB ILIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 全体 
a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 _ _% % _。 _ %  % % 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が g 有 耳 。n 
不正 確 な 言葉 人 
c. よく 知ら な い 言 葉 ーー 靖 。 。 目 締 % % 
|. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
中. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 しま ポー 人 
川 . の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復 回 し まし 
IV. rhuAB、 あの 和 5dt。orikh 需 も 1。prg 9 
IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 


し 家 J う 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 口 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


よ 。 


『BASIC KANJI BOOKI Vol 1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


t 得 口 2. 和 分 口 3 敵 を & ロ 4 身 ロ s 多 ロ 


6. 図 る 日 7. 家具 類 日 8 傾 年 口 9 洋 口 10. 狭 い 口 
1 路地 日 12 情 報 口 13 涯 章 ロ ー ノ 13= % 


中 INTERMEDIATE KANJI BOOK』 Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


] 


6. 


被害 口 2. 拡 大 口 3. 党 る 口 4. 稚 保 口 5 危 際 ロ 


KS L2 7 L4L5 L4L4 
集団 口 7. 協 力 口 8. 旋 客 口 9 組織 口 10 自 拍 
L6 13 L) L9 LS 


川 . 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 の 言葉 で す 。 


。 


対策 口 2. 身 口 3 将 洒 口 4 区 載 口 5 更 議 ロ 


3 課 ! 課 2 課 3 課 3 課 


6. 救護 口 7. 畑 直 日 ー ノ 7 ニー % 
2 課 3 課 3 課 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 


] 
6 


地代 ロ 5 口 3. 指 六 口 4 著 口 5 誕 ロ 
転倒 口 7. 戸 口 8. 火 災 口 9」 近寄る 日 10 條 難 


き 


11. 徒歩 日 12 , 表 口 13 居住 好 口 14. 由 崩れ 日 15 津 淫 ロ 
6] 仙 前 h7] 誠 ば る 日 [gl 半 品 [19] 余 業 口 [20] 大 規模 口 
[21] 徴 枯 口 [22] 処 迷 ロ ー ノ 2= % 


6Z 


RI に IKE 全 /E【UI 











災害 に 関す る 代表 的 な 熟語 は 、 そ の 原因 を 表す 基本 と な る 漢字 と 、「 害 」 や 「 炎 」 
な ど を 組み 合わ せ て 表し ます 。 そ れ 以 外 の 災害 に つい て は | 一 ヤン ーー 


を | 災 の の と * ち ら を 使う か は 、 災害 『 の 種類 に 肖 り ま す 。 近 。 この 漢字 : を 使っ 
、 災 害 の 程度 や 関連 し た 言葉 を 作る こと も で きま す 。 


A. 災害 の 種類 


人 間 に よ っ て 起こ きれ た も の : 人災 = 事故 
自然 が 原因 で 起き た も の ・ 天災 = 自然 災 害 


B. 災害 の 原因 と それ に 関連 する 言葉 


Wi | 語る $1 
8. 間 ーー 類 災 


震 が 発生 し た 場所 : 震源 震源 地 誠 源 域 

生 の 0 EE さ : 岩 度 
震度 0 震度 1 岩 度 2 岩 度 3 岩 度 4 
震度 5 弱 震度 5 強 震度 6 弱 震度 6 強 震度 7 


地震 の 規模 マグニ - チ ュー ド 
- 震 : 本 震 余震 和 絆 震 軽 選 強震 激震 
地震 に 強い 建物 : 耐震 構造 免 震 構造 

地震 に よる 二 次 災害: 火災 津波 土砂 月 れ (山崩れ ・ が け 有 崩れ) 


b. 火事 一 火災 呈 
出火 する 引火 する 消火 する 鎮火 する 


c. 水 ( 雨 ) 一 水 雪 洪水 電 干ばつ ノ 千 内 
雨 の 降り 方 ・ 強 き : 毅 雨 小耳 大 際 友 雨 集中 豪雨 雷雨 … 
季節 と 雨 : 梅雨 (つゆ ) cf 梅雨 前 線 (ば いう ぜん せん ) 

台風 秋 の 長雨 cf 秋雨 前 線 (あき さめ ぜん せん ) 
時 雨 (し ぐれ ) 


十 量 と 隆 水量 : 刷 だ け で な く 、 空 か ら 隆 っ て くる 雪 や ひょう 、 あ られ 、 
みぞ れ な ど を 含め た 量 を |「 降 水量] と いう 。 
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ロ 
d. 風 一 風 害 ン 風 水害 りり 
風 の 強 さ 「[ 風 力 ] : 後 風 強風 暴風 列 風 ンタ 風 暴風 雨 
財 貼 き [ 員 向 | : 東 南東 南 南西 西 北西 北 北東 … 
風 の 速 さ [風速 ] : 最大 騰 間 風 加 
e. 気温 一 冷害 雪 波 頒 波 
f. その 他 : 労働 災害 通勤 災害 
C. 災害 に 対す る 備え : 防災 対策 
防 一 : 防災 訓練 防災 用 品 防火 用 水 防寒 服 防風 林 防波堤 
一 : 耐震 性 の 2 人 
で 人 
ー 警 報 : 地震 警報 津波 警報 洪水 称 報 … 
| @ 科 条 書 き の 表現 | 
ある 事柄 を いく つか の 短文 に 分 け て 述べ た も の を | 衛 案 書 き 」 と 言い ます 。 多 く の 
場合 、 ひ と つ ひ と つの 文 の 終わ り ! こ は 普通 体 を 使い 、 文 末 に 「。| を 使い ませ ん 。 
この よう な 書き 方 は 、 交 通 標語 や 新聞 記事 な どの 見 出し な ど に も 見 られ ます 。 
例 ) 正しい 情報 を 開き まし ょ う 。 ーー 正しい 情報 を 聞く 
し ば らく 様子 を 見 まし ょ う 。 = ーーー イ So 
外 に 飛び 出さ な いよ うに し まし ょ う 。 > 外 に 飛び 出さ な 


危険 区 域 に 近寄ら 


A. 名 詞 の 形 
文末 に 動詞 が 来る 場合 、 
どる な ど 、 名 詞 の 形 に する こと が あり ます 。 
例 ) 公園 な ど に 避難 し まし ょ う 。 
戸 を 開け て 出口 を 確保 し ます 。 
山崩れ や 津波 に 注意 し て くだ さい 。 
応急 救護 の 体制 を つく り ま し ょ う 。 


B. | です プ だ 」 の 省略 
文末 が ナ 形 容 詞 や 名 詞 の 場合 、 
例 ) 


7g] 
自然 環境 を 知る こと が 大 切 だ 。 


ke よき に し まし ゃ る う 。 -+ 


ー テ 


istered version 


EL。 る な 


辞書 形 十 | こと |] や 、「 す る 動詞 」 の 「 す る | を 


公園 な ど に 人 訪 難 する こと 


一 戸 を 開け て 出口 を 確保 
一 山崩れ や 津波 に 注意 
ー 応急 救護 の 体制 づく り 
な ど は 省略 され ます 。 


自然 環境 を 知る こと が 大 切 
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複数 の 避難 経路 が 必要 だ 。 ー ト 


事実 は 一 つ だ 。 


C. 動詞 の 省略 


後ろ の 動詞 が 省略 され る 


複数 の 燥 難 経路 が 必要 
> 事実 は 一 つ 


場合 は 、 助 詞 が 残る こと が あり ます 。 











例 ) 避難 は 徒歩 で し まし ょ う 。 > 進 難 は 徒歩 で 
まず 身 の 安 全 を 図り まし ょ う 。 っ ー まず 身 の 安 全 (を ) 
手当 て に も 限界 が あり ます 。 ーー 手当 て に も 限界 (が ) 
消火 用 具 の 用 意 は 忘れ ず に し まし ょ う 。 一 消火 用 具 の 用 意 は 忘れ ず に 
| ③ 「 倒 れる 」「 壊 れる 」 類 の 漢語 詞 | 
家具 等 - ーー ガ eye x 転 ぶ 
家具 ・ 窓 ガラ ス 等 ーーー ガ 破損 する / (一 部 が ) ) 環 れ る 
家屋 ・ ビ ル 等 っ ーー ガ 人 壊す る ノ 弐 れる ノ 倒 れる つぶ れる 
トン ネル ・ 高 層 ビ ル 等 ーー ガ 肖 寺 する ノ 崩 れる XX 壊れ る 
トン ネル > ー ガ 崩落 する ノ 有 崩れ る 
E を 済 の ンス テム ae 崩壊 する 崩れ る XX 壊れ る 
鍵 防 ょ > ーー ガ 決壊 す る 
3 が 02233 第 6 課 の 学 習 漠 字 


震 条 摘 秋 
11T 





| 崩 津 壊 逃 


“ | 


命 倒 戸 寄 違 徒 居 


源 、 祭 徴 耐 21| 
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【 練 習 1 】 次 の ( ) の 中 に 適切 な 言葉 を 入れ な さい 。 


1. 今年 の 夏 ( (0 り 気温 が 上 が ら ず 、( ) が 心配 され て いる 。 

2. 森林 火災 に よる ( ) が 起き た 。 

3. 不適 切な 楽 の 使用 に よる ( ) が 問題 に な っ て いる 
II ) が 心配 され て いる 。 

5. 地震 で 倒れ た 建物 は 建て 直さ れ た が 、( ) に よる 精神 的 な 打撃 か 


ら ち 直 る に 隊 間 が か る 


6. 仕事 を し て いる と き 、 あ る e9 仕事 の た め に 死ん だ り 、 け が を し た り し た 


場合 、( ) の 対象 と 認め られ る 。 


風 填 





【 練 百 2 】 


2-1 次 の 標語 を 普通 の 文 に な お し て み ま し ょ う 。 


例 ) 地震 が 来 た ら 、 火 の 始末 一 地震 が 来 た ら 、 火 の 始末 を し まし ょ う 。 


1 . 出かけ る 前 に カギ の 確認 
2. トイ レ 、 風 呂 場 、 押 入 は 比較 的 安全 を 
3. あわ て ず に 適切 な 行動 を = 
4 . 出口 の 確保 が 重要 人 
5. 飲酒 運転 は 事故 の も と ーー 
6. 居住 地 の 自 然 環境 を 知る こ Te 
P 失 aa い 得 が 命 を 守る " 
8 . る だ けた くさ ん の 水 を 用 意 


に : 路 ・ 場 所 の 確認 を 忘れ ず に 
10. ブロ ッ ク 堀 や 自動 販売 機 な ど は 要 注 意 


! 


! 


か じょう が 
2-2 次 の 文 を 箇条 書き に し て み ま し ょ う 。 答え は 、 ー つ で は あり ませ ん 。 


例 ) まず 落ち 着い て 火 の 始末 を し まし ょ う 。 一 まず 落ち 着い て 火 の 始末 (を 


1. 人 避難 は 、 自 己 防災 組織 な どの 指示 に 従い まし ょ う 。 一 
2. 火 が 出 た ら 、 す ぐ 消 火 し まし ょ う 。 ーF 
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[] Lesson 6 
3 . 家具 類 な どの 転倒 対策 を し て お く こ と が 肝心 で す 。 ー 
4. けが 人 や 病人 が 出 た ら 、119 番 に 電話 し まし ょ う 。 - 李 
5 。 家 の 中 の 安全 対策 を チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 ー 生 
6 . 応急 救護 の 体制 づく り が 大 切 で す 。 = 年 
2 痴漢 が 出 た ら 、 大 声 で 助け を 求め ゆま しょう 。 " 
8 . 呈 人 諸 は 万 病 の も と で す 。 テ 
9 . 心 の 健康 は 体 の 健康 か ら 始 まり ます 。 ー 
10. 駅 前 に 自転 車 を 放置 し な いよ うに し まし ょ う 。 * 


【 練 習 3 】[ 1 ] [10] に 適切 な 漢字 を | "| か ら 選 ん で 入れ な さい 。 同 じ 番 号 
の と ころ に は 、 同 じ 漢字 が 入り ます 。 





震度 1 : 屋内 に いる 人 の 一 部 が わずか な [1 ] れ を 感じ る 

震度 2 : 屋内 に いる 人 の 多く が [1] れ を 感じ る 。…… 

震度 3 ・ 屋 内 に いる 人 の ほとん ど が [1] れ を 感じ る 。 … ツ の 

震度 4 : か な り の 区 怖 感 が あり 、 部 の 人 は 身 の 安全 を [2 | ろう だ する 。 限っ 
て いる 人 の ほとん ど が 目 を [ 3 ] ます 。 棚 に ある 食器 類 は 音 を た て る 。 
座り の 悪い 置物 が [4 | れる こと が ある 。…… 

震度 5 弱 : 多 く の 人 が 身 の 安 全 を [2] ろう と する 。 一 部 の 人 は 、 行 動 に 支障 を 
感じ る る 。 棚 に ある 食器 類 、 書 棚 の 本 の 多 が [5]| ちる こと が ある 。 道 
路 に 被害 が [6」 じ る こと が ある 。…… 

岩 度 5 強 : 非常 な PA 障 を 感じ る 。 タ ンス な と 

重い 家具 が [4 ] れる こと が ある 。 ーー い ブ ロッ ク 志 の 多く 
が | 7 ] し の 、。 Wie 6e 


震度 6 弱 : 立っ て いる こと が 困難 に る ヵ な る 。 問 定 し て いな い 重 い 家 具 の 多く が 移動 、 
[| 8 ] 倒す る 。 か な り の 建物 で 、 許 の タイ ル や 窓 ガ ラス が [ 9 ] 損 、 落 
oe 5 

震度 6 強 立っ て いる こと が で きず 、 は わな いと 動く こと が で き な い 。 耐 [10] 
性 の 低い 住宅 で ( ょ 、 倒 [7] する も の が 多い 。 ガ ス を 地域 に 送る た め の 

道 管 、 水 道 の 配 水 施設 に 設 に 損害 が 再生 する こと が ある 。…… 


[ ] [上 ] [3・: ] [ 導 3 ] 
| 屋 き ] 全 ] 9: ] [8 : ] 
[ ] ] 


デラ 
/ 
し 
『 ユ 


Z2 





練習 


【 練 習 4 】 下線 の 言葉 と ほぼ 同じ 意味 で 置き 換え られ る 語 を 下 か ら 選 び 、 適 切な 形 
本 区 て ( 


1. 乱 開 発 
2 
3 
4 . 吾 風 が 九 


移動 する 


) の 中 に 書き 入れ な さい 。 


に よっ て 自然 環境 が 壊さ れる 。 


・ 拭 用 の 危険 を 避け る 。 


" 和 0To 徒歩 で 


行く 。 





近づい て いる 。 





接近 する 


崩壊 する 


回 避 す る 


移行 する 


1 の で 、 直 ち に 逃げ ば て くだ さい 。 ーー 


PS 0 Pe PR 5e 守 


破壊 する 





始 


救護 する 


【 練 習 5 


| 本 


示す る 


. 地震 の と き 家 具 ヵ 
・ 山崩れ で トン ネル が 月 れる 危険 性 が ある 
。 地震 で 
。 森林 火災 


央 き 交 


トビ ル 


で く 
3 グ く 


倒壊 する 
倒産 する 


】 文中 の 


い 。 


不況 で 
| 


・ 神戸 で 


・ 彼 は 現 


也 震 で 
也 震 で 


代入 が 
転倒 


耐久 
て 《 く と た * 
災 書 


本 命 
実 か ら 
逃避 
建物 が 。 
転倒 


全壊 倒 


あの ビル は 非常 吊 7 


財 震 

し 
災難 
使命 
逃走 逃 


倒壊 決 


な ど が 倒れ な いよ 


が 一 取 の うち ! 
が 起き 本 鎖 火 す る 


に 下 の {1 


し 宙 
倒産 


妨 出 


だ 人 々 を 


< 計 守 (人 く 
展 


生命 


・ 6 St 帰 が 被災 地 を 訪れ 、 
・ 地震 に よ 


防止 する 
指示 する 


) か ら 最 も 適切 な 就 語 を 選び 、 


の 


傾倒 


性 が 高い 構造 に 


耐熱 


に 倒れ た 。 
の に 1 週間 も か か っ た 。 一 
折 し い 市 長 は 地震 へ の 対策 が 不 十 分 だ と 間 題 点 を あげ た 。-… 
けが 人 を 手当 し た 。 一 
害 を 防ぐ こと が 大 切 だ 。 


を 救援 する 。 


被災 て 


。 この 仕事 は 神 か ら 与え られ た 


任命 HH 
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うに 対策 を し て お く 。- 





な っ て いる 。 


の や あ 。 


し て 、 空 想 の 世界 に 逃げ こん だ 。 


2 


5 


頑 苦 


る 危険 が あ る Oo 


破壊 


SO 


指摘 する 
愛護 する 





読み を 書 


) 
) 
) 
) 
) 
進 難 す る 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
さき な さ 
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[|] Lesson 6 


て J 


.。 外国 と 不平 等 な 通商 を 結ば 
| 条文 条約 条件 信条 
8. 毎年 、 夏 は 軽井沢 へ に 行く 。 
| 避難 訂 暑 回 避 逃避 | 
9 . 類義語 の な 意味 の 違い を 理解 する の は 難し い 。 
| 微力 微妙 微小 微 震 | 
10. 被災 者 の た め に 10 万 円 を し 。 
| 寄付 寄贈 寄生 寄与 ) 
11. 最近 、 親 と する 若 夫 婦 は 少な い 。 
| 居住 同居 転居 障 居 | 
12. 忘年 会 の で 手品 を 披露 し た 。 


| 余暇 余談 余計 余興 | 


【 練 習 6 】 下線 の 漢字 の 読み に 注意 し て 読ん で み ま し ょ う 。 


1 . 戸口 戸 逢 2. 居間 居室 

3. 津波 脳 渡 4. 転倒 ノ 面倒 

5 . 規模 成 幕 6. 農 源 ノ 原因 

7 . 波長 破壊 8. 寄生 人 奇術 ノ 騎 
9 . 被災 疲労 10. 倒壊 / 到着 

11. 地震 不振 12. 指摘 プ 快適 ノ 水滴 











ン 

〆 

の 

だ 

の 
13. 周波 ノ 音波 宗 波 電流 
14. 支配 / 心配 分 配 年 配 
15. 勝敗 ノ 全敗 完敗 連敗 失敗 
16. 経費 ノ 戦費 官 費 燃費 雑費 実費 出費 
17. 商品 ノ 新品 現品 返品 出品 絶品 一 品 
18. 方 法 ノ 憲法 戦法 民法 立法 仏法 説法 
19. 未 尾 ノ 末期 未 席 末端 未 筆 
20. 圧力 / 圧巻 圧政 圧倒 圧 師 
21. 活字 / 活気 活性 笑 発 
22. 決意 / 決壊 決心 決定 
23. 発言 ノ 発見 発送 発達 発表 / 発足 発端 発起 人 
24. 別名 ノ 別居 別紙 別宅 別表 
25. 立案 ノ 立国 立身 立体 立派 


※1-3. 訓読 み と 音 読み 4. 清音 と 滴 音 5 一 12. 同じ 音符 を 持つ 形 声 文字 13-18. 1- ン 」 
の 後に 来る 、h で 始ま る 音 の 半 濁 音 化 "19-25.「k ノ s ブ hl 音 の 前 に 来る 、 音 読み が 「 〇 ッ ] 
の 漢字 の 促音 化 ( 他 に も た くさ ん あり ます 。) 
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下 の 文 章 は 、「 三 鷹 くら し の ガイ ド 」 と いう パン フレ ッ ト か ら と っ た も の で す 。 


読ん で 、 後 ろ の 質問 に 答え て み ま し ょ う 。 


人 枯 人 持 出品 
孝 


| 一 持ち 出し 一 mmyyauweme 二 次 持 ち 出し 品 -- 圭 災 後 の 生 活 を 守る 物資 の 準備 
目安 は 成 和男 子 15kg・ 婦 40kg ー 人 3 日 分 程度 
次 香 品 非常 食料 「 応 忠 話 薬品 ポ 食料 品 


現 番 、 通 帳 や 陀 火 を 通さ な ご て 病人 や お 年 寄り の 常 獲 飲料 水 は 一 人 1 米 は 一 定 午 ま で 滅 つ だ ら 
険 証 お どの 導 も 生 べら れる も 薬 も 日 3 @ が 目安 。 買い 足す 。 お 年 寄り 

の 控 ec ポリ タン ク な ど ご 』 児 、 病 人 の ため の 誠 三 
に スト ッ ク し 、 乳 食 、 流 動 請 な 
恥ず 燕 況 し て か ど 。 ナイ フ ・ 和 缶切り ・ 答 
ら 貢 お 。 洗 だ 奴 き も 忘れ ず に 。 

ぐ ・ 洗 融 ・ 水 洗 

トイ レ な ど に 使 

うっ 生 活用 水 は 、 

治 梓 や 洗 決 機 に 

貯水 し て お ぐ 。 












下着 - 上 基 、 十 見 、 防 旨 具 
紙 お お つ ・ タ オル な ど 


燃料 


証 上 こん ろ の ガス ポン ペ は 十分 な 
スズ トッ フ が 了 可 (1 本 で 約 2 随 
間 )。 練 炭 や 木 央 を 使用 する と き 











圭 ぶ ら 居 調和 詩 ・BhEE 薄 下 避 Ni 薩 生 





トラ ンジ スタ ー ラ ジオ は 、 換気 や 火災 に 要 注 意 。 
め 彰 電池 蛋 中 電灯 (て で きれ ば ぱー 人 1 個 ) 
0 マッ チ 、 ライ マー 
/ 
知っ て お きた い 「『「 地 震 が 起こ っ た に ュ リ だ) 所 





地震 ガ 起 きま だら 何 を し な けれ ば な ら な い ガ 、 ま だ 何 を し て は いけ な いか 地震 時 の ルー ル を 知 つ て お か な い 
ご 披 害 を むやみ に 拡大 する こと に お なり ます 。 な た の 落ち 着い だ 適切 な 行動 が 家族 の 命 を 守り ます 。 








狭い 路地 や ブロ ッ ク 堀 に は 近づか な い 

屋外 に いた ら ビ ピル や 公園 な ど に 避難 。 落 下 物 
や プロ ッ ク 功 の 倒壊 の 危険 色 域 ご は 近寄ら な 
Ye 人 


7 避難 は 徒歩 で 
避難 先 ま で は 複数 の 経路 が 秘 要 。 むやみ に 避 
難 せ ず 、 自主 防災 組織 な どの 指示 で ま と ま つ 
て (集団 で 行動 し よう 。 


協力 し 合っ て 応急 救護 
多数 の 邊 坦 者 が 出れ ば 病院 な ど で の 手当 て に 
も 限界 が 。 地 域 ぐ る み で の 記 急 到 護 の 体制 づ 
ぐり が 大 切 。 


8 
O 正しい 情報 を 聞く 
0 


1 まず 身 の 安全 を 

ケガ を し た ら 火 の 始末 や 避難 行動 に 支障 ガ 生 
じ る 。 家 見 類 な どの 転 団 ・ 秘 動 対 策 を し て お 
ぐ ご と が 肝 貝 。 


の すばやく 火 の 始 
ふだん ガ ら 習慣 づけ て お ご こと が 大 切 。 元 
付近 に 稀 え や すい も の は 叶 か な い 。 






























戸 を 開け て 出口 を 確保 
と ぐに マン ショ ン な どの 中 高層 住宅 で は 出品 
の 確 殺 が 重要 。 送 げ 口 を 失 つた ら 避 難 び で き 
な し い 。 


4 の 出 た ら すく 消炎 
も し 火災 が 発生 し て 天井 に え 移る 前 な ら あ 
わ て る こと は な い 。 消火 用 具 の 用 間 は 記 れ ず 


に 。 


5 あわ て て 外 に 飛び 出さ な い 
屋内 の ほう が 安全 な こと が 多い 。 身 の 安全 と 
火 の 始末 を 図 つ を うえ で し ば ら ぐ 様子 を 見 よ 
災 つ 。 



















事実 は ー つ 。 ラ ジオ や 市 、 自主 防 災 組織 な ど 
がら の 正しい 情報 を つか み 、 的 確 な 行動 を 。 


















山崩れ 、 が け 崩 れ 、 津 波 に 注意 
阪神 ・ 淡 路 大 震 災 で は が ガ がけ崩れ で 多数 の 被害 
が で だ 。 居 住地 の 自然 環 記 を よ ご 知 つて お ご 
ご こと ガ が 一次 災害 防止 に は 大 切 。 


















Z$ 
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(1) ( ) に 適切 な 漢字 語 を 入れ て 、 前 の ペー ジ の 内 容 を 簡単 に 述べ な さい 。 


前 の ペー ジ に は 、( ) に 備え て 用 意 し て お きた い 品 物 と 、( 
の 時 に と る べき 行動 に つい て の 説明 が 書い て ある 。「( ) 持 出品 」 
( ) 持ち 出し 品 と 、 3 DE 
前 者 は 、( ) する 際 に 支障 が な い 程 度 の 少量 の 物資 で 、 後者 は ( 


人 後 の 生 活 に 必要 な か な り 多 量 ーー の 。 地震 時 の 行動 に つい て は 、 十 箇条 の 
ルー ル に まとめ られ て いる 。 


(2 ) 一 次 持ち 出し 品 と は 何 か 、 二 次 持ち 出し 品 と は 何 か 、 簡 単に 説明 し な さい 。 


(3 ) 前 の ペー ジ を 見 な いで 、 地震 の 時 の 十 か 条 を 思い 出し て 、 下 に 書い て み ま し ょ 
う 。 忘れ た と ころ は 自分 で 考え て 書き まし ょ う 。 


(4 ) あな た の 国 に は 、 ど ん な 災害 が あり ます か 。 そ の 災害 時 の 時 の 心得 を 「 知 っ 
て お きた い ( ) の 時 の ルー ル 」| と し て 十 か 条 に まとめ て 書 
CV くだ さい 


2 . 次 の 表現 を 漢字 で 書き な さい 。 


1.。 だ いき ぱ ば 2. し ん げん ち 

3。 必 朱 炎 ああ 4 。 ん どす ずる 
ee8 6. と を あけ る 
7。 光 き 2 畑 内 湊 8. ま ど に ちか よる 
9。 お ま が ぐず 示 る 10、 い の ち を まもる 
11. ぼう さい た いさ きさく 12. じしん さい が い 
13. じん めい きゅう じじ ょ 14、 ひ な ん ば し ょ 
15,。 き げ ん くい めき 16. と ほ つ う が く 
koee さま Le 5 突 し ん 18. か お く と うか い 
19. き ょ じ ゅ うち 20. つなみ けい ほう 


3 . 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思わ れる 語 で 文 を 作り な さい 。 
例 ) 程 一 程度 : 地 震 の 被害 の 程度 を 調査 し て いる 


1. 源 2. 捕 人 き 。o 生 4 . 晴 
5. 次 6 . 倒 7 . 崩 8 . 震 
9. 居 10. 壊 11。 命 12.。 災 
13. 条 14. 戸 15. 徒 16. 規 
17. 模 18. 微 19. 避 20. 津 
21. 耐 


Z6 














(、 カ だ めし ピ 


下 の 文 章 を 読ん で み ま し よ 9 


般 に よく 耳 に する 「 火 山 」 と いう こと ば は 、 通常 、 第 四 紀 (現在 を 含 
過去 約 200 万 年 間 ) の 後半 に 形成 され た 火山 を 指す の が 普通 で ある 。 現在 、 日 
本 の 気象 庁 で は 「 現 在 噴煙 を 上 げ て いる 火山 、 過 去 2000 年 間 に 噴火 の あっ た 
火山 、 お よび 、 噴 気 活動 な ど 地 下 に 熱源 を 有する と 予想 され る 火山 ] を 活 火 
山 と 定義 し て いる 。 こ の 定義 に 基づけ ば 、 昔 、 休 火山 と いわ れ た こと の ある 
富士山 な ど は 、 正 真正 銘 、 活 火山 の 仲間 に 入る わけ だ 。 し た が っ て 現在 で は 
内. See 

世界 的 に みる と 、 火 山 は や た ら に 存在 する も る の で は な く 、 か な り 地 域 的 に 
偏っ て 分 布 す る 。 火山 は 、 海 洋 プ レー ト が 別 の も う ひ と つの プレ ー ト の 下 に 
深 り 込む プレ ー ト の 収束 境界 付近 と 、2 枚 の プレ ー ト が 互い に 離れ て いく プ 
レー ト の 先 散 境界 に 集中 し て いる 。 前 者 の 境界 は 、 海 溝 と か トラ フ と か よ ば 
れる 海底 の 凹 地 形 で 特徴 づけ られ る 。 後 者 の 境界 は 、 海 嶺 と か 、 陸 域 で は 地 
溝 害 な ど で 特 徴 づ けら れる 。 

太平 洋 に は 、 2 rt.9 計 困 あ を 2 際 . 凍 聞 HN7Tpー 
ト 収 東 境 界 の 存在 する と ころ が 多い 。 日 本 も この 環 太 平 洋 地 域 に 含ま れ 、 ご 
守 じ の よう に 火山 が 多い 。 こ の た め 日 本 の 山 の 成 り 立 ち を 考え る る 場合 、 火 山 
の 存在 を 抜き に は 語れ な い 。 





淫 状 火山 (コーー テ ) 


捕 状 火山 (アス ピー テ ) 
お も に 湾 具 か ら な り 、 馬 平 な 成 寺 炎 山 台 状 火山 ( ペ ジ オニ ー テ ) 
カル デラ 多数 の 地点 か 大量 の ? 湯 省 を 流し て. 
> が の NM ルル っ 
| E に 本震 は 朝 発 ) の 

























導 呈 円 頂 丘 ( PT) 峰 ( ス イン ベロ =ー チ ) 自 状 炎 山 ( ホ マ ー テ ) マー ル 
お し に 引 性 の 大 き ST 国 ま 。 諸 振 の お も に 経 友人 な どの 火 発 に よっ 
章夫 か ら な る ロ 駐 し 上 げ ら バイ も G 理 物 が ら る る 
人 など に あい 
が ^ 
・ 





(上 図 「 標 準 高等 社会 科 地図 』 帝国 書院 p.108) 
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[| Lesson 7 


【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 


な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 火山 2. 温 泉 3 一般に 4 . 通 常 5 . 第 四 紀 
6 . 現在 『。 資 8 . 過去 9 . 後半 10. 形成 


. 指 す 12. 普通 13. 気象 庁 14. 噴 煙 15. 噴火 


16. 噴 気 ” 17. 活 動 ” 18. 地 下 19. 熱 源 20. 有 する 


予想 22. 活 火山 23. 定 義 24. 基 づく 25. 音 


26. 休 火山 27. 富士 山 28. 正 真正 銘 29. 仲 間 30. 用 語 
31. 世界 的 32. 存 在 33. 地 域 的 34. 偏 る 35. 分 布 
36. 海洋 37. 別 38. 潜り込む 39. 収束 40. 境界 
41. 付近 42. 2 枚 43. 互 い に 44. 離 れる 45. 発 散 
46. 集中 47. 前 者 48. 海溝 49. 海 克 50. 凹 地形 
51. 特徴 づけ る 52. 後者 53. 海 領 54. 陸 域 55. 地溝 常 
56. 太 平 洋 _ 57. 取り囲む 58. 大陸 59. 環 太平 洋 60. ご 存じ 


61. 成 り 立ち 62. 場合 品 63. 抜 さき 64. 語る 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


Z@ 


. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 


IBKB ILIKB 員 . 前 課 IV. 本 課 全体 














a. 読み を 上 正しく 知っ て いる 言葉 96 9 9% 9 ⑳ 
b. 意味 は 利 ] っ てい る が 、 読み が 。 。 
不正 確 な 言葉 % 0 ⑳ ⑳② ⑳ 
*\ 政 礁 な 言葉 ITTFvmms 
c. よく 知ら な い 言 葉 9 ⑳% 0 % 9 











. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し ま し ま 3 
. の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol1 を 復習 し まし ょ 

。 の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 

の 言葉 が 読め みな か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 


し ボ し E う 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 口 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


・『BASIC KANJI BOOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


| 結 Al [ 関 邊 培 後半 ギド 羨 形成 
6 . 地下 由 徐 。 有する 8. 活 火山 
]1. 海洋 口 12 別 日 13. 離 れる 


16. 後 者 日 17. 太 平 洋 日 18. 成 り 立 ち 口 


・IINTERMEDIATE KANJI BOOK」』 Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


了 De 通常 | 基 第 四 紀 HI 吉 過 夫 
L4 1 際 LS 
6. 予 想 口 7. 定 義 日 8. 基 づく 
L5 RI L9 
11. 了 収束 日 12. 付 近 口 13. 海 
L2 R2 RI L5 


| 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 で す 。 


1. 現在 日 2. 熱 源 日 3. 大 

に 人 3 課 
6. 英 い に 日 7. 乾 94 日 8. 隊 直 
Ma | 誠 5 課 3 課 


IV. この 課 で 勉強 する 言 葉 で す 。 


1 . 温 泉 [」 例 、 一 般 に 男 3. 前 人 
6. 侍 口 7. 僚 口 8 者 る 


発散 日 12 少 千曲 13 部 形 
6] 加西 ロ [17] 最 高 骨 口 [18] 浸 食 
[21] 谷 日 [22] 氷 河 日 [23] 池 


V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ え まし ょ う 。 


| 日 2. 正 足下 鑑 3.2 枚 


『 計 指す 1 よ 舞 活動 | | 
口 。 ^ 休 火 山 回 較 0) 用 語 田 
日 14. 集中 日 15. 前 者 田 
19. 場 合 口 20 語 4 ロ 
bc20= 
口 4 普通 日 5. 気象庁 日 
上 LSL1 
口 9. 合 土山 口 10. 世 界 的 ロ 
L4L6 関 是 騰 | 
口 14. 取 り 開 も 日 15. ご 存じ ロ 
L5 L7 
_ ノ 15=_% 
口 4. 地 域 的 口 5 境界 日 
3 課 3 誤 
口 9. 大 際 日 10. 粒 太平 洋 
5 課 3 課 
。 ノ 10= % 
口 4. 諸 火 口 5 噴気 
日 9. 分 和 日 10 潜 り 込む 
口 4 地 演 日 15. 抜 き 日 
日 [9] 傾 斜 口 [20] 山 族 日 
園 [24] 溶 娠 [|  /24 デ テー% 
日 4 海 紅 
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| の 地形 を 表す 漢字 | 





以下 の 漢字 は 地形 を 表す 場合 に よく 使わ れる も る の で す 。 
地理 上 の 場所 を 示す 固有 名 詞 と し て も よく 使わ れ ま す 。 


一 般 的 な 地形 
ー 地 : 基本 的 な 地形 を 示す 漢字 
地形 : 陸 地 平地 山地 和 盆地 台地 高地 
低地 凹 地 湿 季 
地名 : 日 高山 地 甲府 盆地 ギアナ 高 地 。 北 シベ リア 低地 


また だ 、 填 直 を だ の よう に に 使っ る か を 表 3 漢字 圭 語 ( に は 、 以下 の よう な も の 
が ある 


消 介 耕地 牧草 地 園 地 住宅 地 商業 地 


B. 平 た ん な 場所 
a. 一 野 : 平ら で 広い 場所 
地形 ・ 平 野 原野 山野 
地名 : 関東 平野 大 阪 平野 十勝 平 時 


b. 一 原 : 平ら で 広い 地形 
地形 : 高原 草原 平原 
地名 : 志 暫 高原 デメ カン 高原 東 ヨ ー ロ ッ パ パ 平原 フラ ンス 平原 
cf. 以下 の も の は 、 日 常 的 な 場所 を 表す の に 使う 。 
原っぱ 野原 


C. 凹凸 の ある 地形 

a. 山 一 : 平地 より 高く そびえ る 土地 
ee 山脈 山岳 地 ip 
山 の 部 分 を 表す 言 : : 山頂 山腹 山 


地名 : ほ と ん どの 山 は 「 山 ] の 形 に な る 。 「- 出 脈 」 は 一 般 に 使わ れる カ 
「- 運 山 」「 一 山地 | は 日 本 の 地形 以外 に は ほとん ど 使わ れ な い 
生 士 山 筑波 帆 "ケニア 山 エベレスト 山 
日 高山 脈 三国 山脈 出羽 山地 秋 交 連山 


SO 
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ヒマ ラ ヤ 山 上 朋 ロッ キー 山 脈 


一笑: 「 山 の 意味 で 使う 場合 、 高 く 険しい イメ ー ジ が ある o 
地名 に 連峰 | を 使う こと も ある が 、「 山 地 ] [連山 ] と 同じ く 日 本 の 
地名 に 限ら れる 。 
地形 : ha 連 峰 
地名 ・ 喜 望 峰 却 ヶ 峰 高 穂 の 医 


c. ^ 合 : 地形 を 表す 場合 に は 「 コ ク 」、 地 名 で は 「 た に | や 「 ヤ ]| と 読む こと 


が 多い 。 
地形 峡谷 渓谷 ”U 字 谷 
地名 : 王家 の 谷 大 清谷 里 部 渓谷 小谷 世田谷 衣 祭 
D. 水 に 関係 する 地形 
a. 海洋 
例 ) 海洋 海岸 海峡 海溝 海嶺 海流 


ei | 海 ] と 「 洋 ] が 用 いら れる 。 
: 地 中 海 日 本 海 紅海 オホーツク 海 
ーf ー ・ 太 平 禅 大 西洋 連用 南 水 洋 
b. 川 / 河 。 
例 ) 川岸 川 
大 河 永 河 運河 山河 
河岸 彼 丘 
地名 ・ 利根 川 ナイ ルル 川 ま 必 wb 
昔 河 
cf. 中 国 南 部 の ) 0 に は |- 江 ] が 使わ れる こと が 多い 。 
長江 珠江 な 
湖沼 ノ 池 泉 
- 肖 : 清 湖畔 玩 湖 エリ ー 湖 
沼 : 湖沼 地帯 五色 沼 
池 ・: 叶 水 池 汐 池 
泉 : 温泉 鉱泉 源泉 硫黄 泉 
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[| Lesson 7 
d. - 流 : 水 だ け で な く 、| 流 れる も の | を 表す 。 
海 に 関す る ー ゃ ・ 海流 ー- 暖流 
川 に 関す る も の : 急 流 激流 滴 流 
その 他 流 れる も の : 溶岩 流 泥 流 火砕流 
e. その 他 
水 : 氷河 氷山 
E. 土地 の 高 さ 
傾斜 し て いる 地形 ・ 終 坂道 
地面 の 高き ご を 標 。 回 海 拓 
地図 上 の 線 ・ 赤 道 北 回 帰 線 @ 南 回 帰 線 国境 
その 他 ・ 浸 食 凹凸 
| @ 火 山 関係 の 漢字 
a. 火 一 直接 火山 に 関係 する も の 
火山 一: 火山 火山 芝 火山 灰 
火 ロ ー : 火口 火口 丘 
b. 噴 一 : 火山 か ら 出 て くる も の 
噴火 スル 噴出 スル 噴煙 噴気 
c. 一 岩 : 岩石 や 石 の 種類 を 示す 
火山 の 石 、: 火山 岩 火 成 央 溶 客 
その 他 の 石 : 砂岩 堆積 岩 変成 岩 
| 第 7 課 の 学習 漢字 一 JRGERHEH 
| 医 ) hp 吾 0 壮 
泉 般 噴煙 昔 仲人 偏 布 凌 込 
RY ーー 6 y 当 2 プ バ ヽ 
溝 抜 凹凸 峰 浸 傾斜 脈 谷 水 
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【 練 習 1 】 次 の 地図 記号 は 何 を 意味 する か 、 





下 か ら 選 びな さい 。 
11. 多 
12。 電 





9 . 距離 (km) 
パナ マ +8882+ ロ ン ドン 


ーーーーーーーーー…ーー… プ me 


10. 


で ら 20. 


ーーーーーー 了 oo 





大 学 高等 学校 公園 温泉 神社 寺 国境 
地熱 発電 所 山頂 


油田 衣 路 


火力 発電 所 水力 発電 所 


ん なー ーー の 
に 本 日 
本 表記 2 


鉄道 (JR 線 ) JR 以外 の 私 鉄 沼地 
有料 道路 。 地下鉄 新幹線 





連 河 氷河 


@3 
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[| Lesson 7 
【 練 習 2 】 それ ぞ れ の | ] の 中 か ら 適 切な も の を 選び な さい 。 


1 . 富士 山 は | 山頂 山腹 山脈 | 付近 に 雪 を 抱き 、 長 い 裾野 を 広 
し い 山 で ある 。 


2. 富士 山 は 、}! 思 凸 傾斜 標高 | 3776 メ ー ト ル を 誇る 、 日 本 の 
峰 最高 峰 連峰 !「 で ある 。 


3. 富士 山 は 現在 は | 噴煙 噴火 噴出 「 を 上 げ て いな い が 、 い つ 
噴火 噴出 | し て も お か し く な い 活 火山 で ある 。 


げ る 、 美 
| 喜 望 
| 噴煙 


4. 1991 年 に 九州 の 普 賢 馬 と いう 山 が ] 噴出 噴気 噴火 | し た 。 そ の 際 に 、 


火口 か ら 流 れ 出 た 】 溶岩 砂岩 火成岩 | が 1! 山頂 山腹 


山 薦 | 


の 土砂 と 混ざっ て | 海流 火砕流 泥 流 ! と な っ て 、 ふ も と の 町 に 流れ 


だ な 。 有人 W だ 和 め 。 自 数 二 人 が 亡 く 2225 


5 。 日 本 は 南北 に 細長 い 島 国 で あり 、 川 の | 源流 起源 水源 ! か ら 河口 ま 
で の 距離 が 短く 、 大 雨 の 時 な ど | 肖 水 洪水 満水 ! が 起こ りや すい 。 


【 練 習 3 】 文中 の に 下 の [| | か ら 最 も 適切 な 就 語 を 選ん で 入れ 、 
書き な さい 。 
1 . 物語 に わた っ て 独特 な 愛 囲 気 に : 滴 ち て いる 
) 一 般 諸般 全般 先般 | 
2. 人 間 の は アフ リカ 大 陸 に ある と 言わ れ て いる 。 
| 源泉 源流 起源 根源 | 
3 . 友達 の けん か の に 入っ て 、 逆 に な ぐら れ た 。 
| 仲裁 仲介 伯 伸 伸 人 
。 だ ま 避 だ ト 居 は だ で の で し な いと 、 爆 発する よ 。 
| 解散 散開 発散 散乱 | 
5 . 現在 の 行政 体制 の _ _ 的 な 改革 の た め に 、 省 庁 再編 を 行っ た 。 
| 根本 根元 抜本 抜群 1 
6. 6 月 の 大 規模 な 噴火 の 後 、 山 は 白い を あげ て いる 。 
| 噴気 噴煙 噴石 噴水 | 
。 の 事情 を 考え 、 今 回 は この よう な 決定 に な り ま し た 。 
) 全般 一 般 諸般 今般 | 


8@ イ 4 
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練習 口 
8. 問題 が 一 気 に し 、 場内 は 双 然 と な っ た 。 
| 噴火 噴出 噴射 出 噴 1 
9. ナイ ル 川 の が どこ に ある の か 、 長 い 間 議 論 き れ て きた 。 
| 源泉 源流 起源 水源 | 
10. 地球 の 部 分 は 全体 の 約 3 割 に すぎ な い 。 
) 陸 域 陸地 大 陸 陸 部 | 
11. あの 人 に よい な いう わ さ が 、 じ し て いる らし い 。 
分 布 散布 流布 普及 
12. あの 国 の 指導 者 は ある 思想 に し て いて 、 国民 の 不満 が 高まっ て いる 。 
| 偏見 偏向 傾向 傾倒 | 
13. 海底 に 沈ん で いる 船 の 中 で _ _ 夫 が 宝 を 探し て いる 。 
: 溶 行 潜伏 溶 水 潜在 | 
14. 今年 は 雨 が 隆 ら な か っ た た め 、 の 水 が 例年 より 少な く な っ て いる 。 
! 貯水 泉 貯水 池 貯水 谷 貯水 溝 1 
15. あの 人 は 話 は いつ も が な く て 、 尻 か り た に く w ゅ 。 
| 脈絡 脈拍 動脈 文脈 
16. お 世話 に な っ た 方 に 心 を 、 お 礼 の 手紙 を 書い た 
| 潜め て 偏っ て 抜い て 込め て | 
【 練 習 4 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 


う 。 周り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 


で 囲み まし ょ う 。 


例 ) 般 一 

1。 妨 2. 潜 。 
6. 溶 が 。 表 8 . 
人 Ms . 尼 12. 散 提 。 
16. 斜 17. 泉 18. 





同じ 


音符 を 持つ 漢字 は | | 





犯 範 ] 班 藩 


潮 4. 浸 5. 河 7 
煙 9 . 噴 10. 仲 
抜 14. 峰 15. 傾 
脈 19. 谷 20. 昔 


@ ゞ 


Converted b 





草津 白根 山 の 成り 立ち 


草津 白根 山 は 日 本 の 中 央 部 で は 
最も 火山 が 密集 し て いる 地域 に あ 
る 。 し か し スキ ー 場 や 温泉 な ご 観 
光 地 も 多く 、 自 動車 適 路 が 通じ て 
いる の で 簡単 に 火口 の 近く まで 行 


istered version 


」 に 関す る 以下 の 文 を 読み 、 質問 に 答え て み ま し よ の 


( 人 








*。 ける し 、 溶 岩 流 地形 や 噴気 孔 な ど 

』 生々 し い 火 山 活動 の 跡 を 間近 に 見 ある 。 湯 仁 は た まっ た 水 が 地下 か 

| る こと が で きる 。 ら の 熟 で 文字 通り お 湯 に な っ て 

3 現在 で は 白根 山 の あ た り は 草木 いて 、 湖 底 か ら 湧 き 出 し た 硫 の 

| が 1 本 も な い 荒 涼 た る 景色 が 広 が た め に 不透明 な 明る い 水 色 を し た 

『 っ て いる が 、 以 前 は 、 質 状 と し た 水面 が 美しい 。 ほ か に も 多く の 火 

』 森林 で あっ た らし い 。 は 白い 岩 と 火 口 跡 と 見 られ る 半 円 形 の 急 な 許 が 

| 山 灰 が 混ざり あっ た 地層 は 、1B2H 空中 写真 に よる 観察 で 認め られ 、 

# 年 以降 に 思 続 的 に 起こ っ た 爆発 の それ ら の 火口 か ら の 早出 物 が 積み 

| 産物 で ある 。 重なる こと に よっ て 山頂 部 の 複合 

H 草津 白根 山 は 平ら な 頂上 を 持つ 火 砕 丘 群 が 造 られ た と 考え られ て 

』 富士 山 と 同じ 成 履 火山 で 、 場 所 いる 。 

』 に よっ て OO& を 超す 軽石 質 の 土 本 白根 山 も 火 砕 丘 の ひと つ で 1I0 

| 台 の 上 に 溶岩 流 が 何 層 も 積み 重 な 個 近 く の 火 口 が ある 複合 火 厩 丘 群 
っ て 形 造ら れ て いる 。 で ある が 、 近 年 只 火 が な い の で 緑 
頂上 に は 幾つ も の 噴火 の 跡 が あ も 多く な っ て いる 。 
っ て 、 こ れ を 「 火 砕 丘 」 と いう 。 小 白根 山 は 元々 あっ た 大 き な 山 が 
さ な 池 の よう な 湯 釜 、 潤 釜 、 水 釜 水蒸気 爆発 の 繰り 返し で 吹き 飛ば 
は 、 こ の 火 砕 丘 群 の 中 心 部 に で き され た も の と 推定 され て いる 。( 写 
た 爆烈 火口 に 水 が た まっ た も の で 真 は 火口 湖 の ひと つ 鏡池 ) 

(磯貝 猛 『 諸 国名 山 案内 [第 4 巻 ] 上 信越 」 山 と 渓谷 社 p.119) 
yo 【 地 学 】 火山 で 、 気 体 や ガス を ふき 出す あな 
荒涼 (こう りょう ) ・ あ れ は て て 、 き さび し いよ うす 
本 けし DU 木 が た くさ ん ある よう す 


火山 灰 ( か ざん ば い ) 【 地 学 
爆発 (ば く は つ ) 


】 火山 か ら ふ き 出 され た 、 細 か な 砂 つ ぶ 
・ 大 き な 音 や 光 を 出し て 、 激 し い 勢 いで 破 像 する こと 
で は 、 火 山 が 噴火 する こと 


に 


火 砕 丘 (か さい きゅう ) : 火山 の 噴火 の あと で で きた 丘 (お か ) 
湯 金 ( ゆ が ま )・ 洞 釜 ( か れ か ま )・ 水 釜 ( み ず か ま ) : 池 の 名 前 


湧 (【 わ ) き 出す : あと か ら あ と か ら た くさ ん 出 て くる 

硫黄 ( い お う ) 【 化 学 】 燃 や す と 、 青 白い ほ の お を あげ る 黄色 い 結 晶 
火山 地帯 で と れ 、 火 楽 ・ マ ッ チ ・ 医 薬品 な どの 原料 と な る 

内 (あど うめ MARS すき る お ら で kMRGSE 

崖 ( が け ) : 山 や 岸 が か べ の よう に 険しく きり た っ て いる と ころ 

鏡池 (か が みい け ) : 池 の 名 前 


ナ っ し ょ う ) 
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( 1 ) 草津 白根 山 で は 何 を 見 る こと が で きま すか 。 
( 2 ) 草津 白根 山 は どん な 火山 で すか 。 


( 3 ) 「 火 砕 丘 ] と は 何で すか 。 


き 


( 4 ) 湯 釜 釜 は どん な 池 で すか 。 


(5 ) 白根 山 は どう や っ て 作ら れ ま し た か 。 


2. あな た の 国 (町 ・ 地 方 ) に は どん な 地形 が あり ます か 。 代 表 的 な 地形 の 名 前 を あ 
げ て 、 そ れ に つい て 簡単 に 説明 し て み ま し ょ う 。 


例 ) 代表 的 な 山 : 富士 山 
説明 : 富士 山 は 日 本 の 最高 峰 で す 。 標 高 は 3776 メ ー ト ル で 東京 の 西 に あり ます 。 富 
ド 山 の 裾野 に は 樹海 と 呼ば れる 森林 が 広がり 、 そ こ に 入る と 二度と 出 て こら 
れ な いと 言わ れ て いま す 。 ま た 、 富士 出 は 火山 な の で 、 周囲 に So 
見 られ ます 。 和 富士山 の 東 に は 関東 平野 が 、 南 に は 箱根 山地 が 広がり 、 そ の 先 
に は 太平 洋 が あり ます 。 


代表 的 な 
説明 ・ 
3. 次 の 漢字 を 辞書 で 調べ て 、 最 も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 選び 、 例 の よう に 文 を 
作り な さい 。 


例 ) 谷 一 渓谷 : 中 津川 渓谷 へ ハイ キン グ に 行っ た 。 


1. 噴 2. 音 3. 促 4. 偏 5. 布 
6 . 散 7. 氷 8. 浸 9. 溶 10. 潜 
11. 潮 12. 凸 13. 河 14. 池 15. 泉 
16. 峰 17. 朋 18. 傾 19. 煙 20. 抜 
21. 斜 22。 23. 般 24. 込 


@Z 





つ ラ ムシ 日 本 の 地名 1 


日 本 は 、1 都 1 道 2 府 43 県 、 合 わせ て 47 の 都 道 府 県 に 分 か れ て いま す 。47 
の 者 道府県 は 、 北 海道 地 方 、 東 北 地方 、 関東 地方 、 中 部 地方 、 近 畿 地方 、 中 
Pr rm (ati 分 けら れ ま す 。 ま た 、 
中 部 地方 を さ ・ 東 海 ・ 北陸 に 分 けた り 、 山 某 県 ・ 長野 県 ・ 新潟 県 を 
関東 地方 と に まめ 民有 目的 に 合 
ちせ た 分 け 方 を す ぇ こと も あり ます 。 . 

2 区 1 新聞 の ニュ ー ス や 天気 予報 な ど 、 日 本 全国 の ほか に 、 自 分 の 住む 
57 な Sr も 全国 版 と 地方 版 、 都 

県 版 な ど に 分 け て 報じ られ た り し ます 。 旅先 な ど で テ レビ や 新聞 を 見 る 
二 サ サッ 慣れ た も の と は 全く 違う 地域 の 情報 が 見 られ 、 新鮮 な 感じ が し 
生 。 


[学習 漢字 ] 玉 奈 宮 浜岡 態 鹿 阪 松 


【 練 習 1 1 MC し ょ う 。 そ の 県 は 、 何 地方 に ある で し ょ うか 。 
4 . 互 PR 際 。 Se 


【 練 習 2 】 On 都 道 府 県 庁 の 所 在 地 で す 。 ど の 都 道 府 県 で すか 。 
前 横浜 市 ita 盛岡 市 9 。 大 阪 市 
4 . 松江 市 . 神戸 市 


【 練 習 3 】 都 道府県 名 に は 、「 山 、 川 、 島 」 な ど 地 形 に 関す る 漢字 が 使わ れ て 
いる も の が いく つ 


も あり ます 。 次 の P( 
四 つ の 県 名 に 含ま NN 








由 6 と の / 宅 手 
れ る 潤 字 に に ど の Ke 
ん な 共通 点 が ある 先発 部 
KN し よ う か 較 ( 衣 お 本 ( 宰 抽 ) ( 福 二 っ ^( 前 葵 市 7 開 9 1 
1. 熊本 県 Cs の SW 





2. 鹿児島 県 
3 . 群馬 県 
4 . 鳥取 県 
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上 景気 と は 何 か 


~ 力 だ めし 


下 の 文 章 を 読ん で み ま (es 表 の 





| 景気 が いい 」「 景 気 が 悪 v い 」| と 、 普 段 何 気 な く 使 っ て いる 言葉 だ が 、 実 際 
に は どう いう メカ ニズム で 景気 9 喧 い と いう の だ ろう か 。 
経済 は 、「 個 人 | 「 企 業 ] 「 政 府 」 と いう 三 つ の 経 清 主 作 か ら な っ て いる が 、 
2 凍 和 けが 景気 が いい と いう 0 な し 
NM 、 消費 者 は 支出 を 抑え る よう に な り 、 モ ノ が : 売れ な く な る 。 
On し な けれ ば な ら ず 、 当 然 、 0 益 率 は 下がる 



















企 
業 
の 
は 
… つ 
ヵ か 京 
導 = 気 
維 あ の 
公共 事業 な ど 今 *・。 @ な に が 
A 玉吉 える “ マネ ー 垢 済 の れ に 者 
Io) 低迷 が 実物 ば El 
| 経済 の 足 * も ヽ \ 
引っ ば ぱっ て いる 上 と 3 
3 が 減少 も は 
は ! 5 
1 | 9 る SS ア 偽 金 抑制 K3 
間 /・ 2 ョ 4 | 
ーー」 な に は 
和 寺 。 必 入 江 (0 し 9 
6 護 ゃ $ 
法人 税 AT に ーー 
8 9 人 金 利 を 下げ る な ど ーー 
つら ぬ み の 減 景気 が よく な る が うに aa を 
1 努力 する “ 
| Sd 
昌 昌 電 制 細 和 の = 。 る 応寺 の 
Serene 海外 へ の 流出 
レン スピ ー ド 本 通い (金融 の 空 渦 化 ) 
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[| Lesson 8 


企業 は 利益 を 出す た め に 、 労 働 者 の 賃金 を 下げ た り 、 採 用 を 控え た り 、 新 
規 事業 へ の 進出 を 見 合わ す せ た りす る 。 そ うな MR 
く な り 2 と う 沙 ち 込む 。 牙 府 も 収 が 江 、 公 共 事 業 な ど 
へ の 支出 を 抑制 する 。 す る と 、 国 か ら の 仕事 を 受 Ms 企業 の 業績 が 沙 
ち 、 さ ら に 景 は 人 

景気 式 が 悪化 する と 、 政 府 は 金利 を 下げ る な ど し て 、 景 気 を よく する よう 努 
力 す る 。 こ の 人 金融 政策 な ど に よっ て 、 企 業 が 人 金融 機関 か ら 、 お 金 を 借り や す 
ぐす みわ 人 人 だ 。 

情報 通信 や クレ ジッ ト の 発達 $ も あっ て 、 今 日 は マネ ー 経 済 が 、 実 物 経済 に 
及ぼ す 影 響 は 大 きい 。 マ ネー 経済 で 中 心 的 役割 を 果 た っ 金融 機関 の 活動 が 分 
る と 、 経 済 全体 が 停 滴 す る 。 

バブル 経済 崩壊 後 、 日 本 経済 が 長い 間 平 成 不 況 で 苦し ん で きた の も 、 人 金融 
機関 の 不良 債権 処理 が 長引き 、 活 動 が 後ろ る 向き に な っ て いた か ら だ 。 

また 、 政 府 の 規制 緩和 の スピ ー ド が 遅く 、 家 計 や 企業 に 対し て 適切 な 投資 
機会 や 資金 調達 手段 が 用 意 さ きれ て いな いと いう こと も ある 。 そ の た め 、 内 外 
の 資金 が 海外 に 流出 し て お り 、 金 融 の 空洞 化 を 招い て いる の で ある 

政府 は 、 こ の 日 本 経済 の 長期 低迷 を 打破 し 、1200 兆 円 を 超え る 個人 金融 次 次 
産 の 有効 活用 を 目指 し た 、 一 連 の 金融 制度 大 改革 (日 本 版 ビ ッ グ バン ) を 実 
行 に 移 を うと し て いる 。1998 年 4 月 か ら の 外国 為 夫 取 引 の 自由 化 を 始め 
ま ざ ま な 規制 緩和 、 貿 頑 の 自由 化 な ど が 推し 進め られ て いる が 、 ま が だ 十分 と 
は いえ な い 。 

(高木 勝 監修 「 パ ッ と 頭 に 入る 経済 常識 」 実業 の 日 本 社 p.14 一 15) 
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Converted b 


【 問 題 】 


EK Em 全 /EJ【 リ 1 


no stamps are apDplied by req 


Total Imaqe Converter - 





前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 


な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 
1 . 景気 2. 普 自 3 実際 4 . 経済 5 . 個人 
6 . 企業 7 . 政府 8. 消 費 者 9. 支出 10. 抑 える 
11. 値 下げ 12. 当 然 13. 利益 率 14. 労 働 者 15. 賃 金 
16. 採用 17. 控 える 18. 新 規 19. 事業 20. 税 収入 
21. 抑制 22. 受注 23. 業績 24. 悪化 25. 金利 
26. 努力 27. 金融 28. 政策 29. 機関 30. 情報 
31. 通信 32. 発達 33. 及 ぼ す 34. 影 響 35. 役割 
36. 活動 37. 鈍る 38. 停滞 39. 崩壊 40. 不況 
41. 不良 42. 債権 43. 処理 44. 長 引く 45. 規 制 
46. 緩和 47. 投資 48. 機会 49. 資金 50. 調達 
51. 手段 52. 流出 53. 空洞 化 54. 招 く 55. 低迷 
56. 打破 57.1200 兆 円 58. 超 える 59. 資 産 60. 有効 
61. 活用 62. 目 指す 63. 制 度 64. 大 改革 65. 日 本 版 
符 68. 自由 化 


66. 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 


67. 取引 69. 哲 易 70. 推し 進め る 


読み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 











BKB IIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 全体 
a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 _ _ % (0 2% _  % % 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が e es 
堆 正 確 な 言葉 = 0 229 Z0 26 。  % 
c. よく 知ら な い 言 葉 2 6 % % % 
も 葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
貞 朋 2 ト 1 まり 読め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
SE my 
IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 
IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 


MK 
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[| Lesson 8 
【 確 認 】 正しく 読め ゆめ たら 。 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


し 。 1BASIC KANJI BOOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


は けい ざい 








istered version 


1. 経 放 口 2. 個 人 口 3. 政 府 口 4. 消 者 口 5. 事業 
6. 受注 口 7. 墨 化 ロ 8. 金利 貼り 叶 8 機関 口 10. 情 報 日 
11. 通信 口 12 活 動 口 13 不 具 日 14 長 引 < 日 15 援 資 
16. 機 会 日 17 8 流出 日 9 資産 日 20 有効 四 
21. 洗 用 日 22. 目 指す 日 23. 制 度 日 24 取引 日 25 自由 化 
。 / ノ 25=_% 
。 TINTERMEDIATE KANJI BOOKI Vol 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
」. 鐵 口 2. 実 際 日 3. 企業 口 4. 到 口 5. 値 『 げ ロロ 
LSL10 流 L10 肢 L6 
6. 当 狗 口 7. 税 了 口 8 旬 ) 日 9. 狂 口 0 補 ロ 
LS 6 12 19 L10 L8 
1. 肖 汗 口 12 手 息 日 13. 所 く 口 14. 超 える 日 15 大 履 革 品 
L10 L10 R2 L6 L3L9 
。 ノ 15=_ % 


川 . 前 の 課 で 省 きっ た 計 華 で す 。 


| 


1. 採用 口 2. 新 規 日 3. 業績 口 4. 政 策 口 5. 及 ほす 日 
2 謗 6 齋 2 課 3 齋 4 課 
影響 日 7. 崩 壊 口 8. 本 況 口 9. 規 割 日 10. 綾 和 
3 課 3 課 6 課 6 課 $ 課 6 課 3 齋 
1. 推 し 渡 め 4 昌 ノ 1= 
3 齋 
IV. こ の 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 「 
1. 業 気 日 2. 押 える 日 3 利益 率 口 4 労作 者 口 5. 作 
6. 接 える 日 7. 抑 六 口 8. 金 職 口 9. 氏 る 4 日 10 位 
1. 債権 日 12. 処 理 口 13. 浴 洞 化 口 14 低 ※ 日 15 大 
16.1200 上 円 口 17. 日 本 版 口 18. 為 基 日 19. 賞 易 日 [20]5 代 上 


[2 1] 財政 財 
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Converted by Total Ima 


A. 対 に な る 漢字 と その 吉 語 
次 の よう な 漢字 が あり ます 。 
で は 、 助 詞 に 注意 し まし 














大 プ 小 
大 規模 
- が を 拡 


高低 失業 率 が 高い 
期待 が 高まる 
株 価 が 高騰 する 


高 成長 


高 金利 


強 明 圧力 が 強い 
反発 が 強まる 
こ を 強化 する 
ー 到 


長短 期間 が 長い 


前 グ 後 前 向き な 
~- が 前 進 す 
内 プ 外 内 部 
内 和 需 
国内 
良 ノ 趣 景気 が いい 
良性 


好 不 


好景気 


好況 

好調 

好評 
好 / 悪 好 影 響 


ー こ が 好転 す る 


当 づ 5 


反対 語 が な 


すす すす 11111111111111111111111111 





(X) も あり ます 。 動詞 の 圭 語 


影響 が 小さ い 

小 規模 

ー が を 縮小 する 
失業 率 が 低い 
XX 
株 価 が 
低 成長 
低 金 利 


ト 落 低落 する 


圧力 が 時 い 

反発 が 弱まる 

X 

ー 里 ( 例 20 人 強 、20 人 笠 ) 


期間 が 短い 

短期 

ー こ を 短縮 する 
後ろ 向き な 

ー が 後退 する 
外部 

外需 

国外 海外 外国 
景気 が 亜 い 


悪性 


不評 


呈 量 月 
2 い ポ ン 玉 定 


が 宗 代 する 
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[| Lesson 8 


優 / 不 僕 良 


有無 有 符 な 無益 な 
有効 な 相 効 な 
有人 無人 

有 ノ 不 有利 な 不利 な 

入出 収入 文 出 


蔵人 

ー が 流入 する 

- を 輸入 する 

と を 僅 り 入れ る 


ト グ 下 物価 が 上 が る 

価格 を 上 げ る 

値上げ 

~ こ を 引き上げる 
こ を 上 回 る 

- が 上 向く 

- こ が 上 昇 する 

- が 向上 する 

増 / 減 一 が 増え る 

こ を 増やす 

ー- が 増加 する 

~ こ が を 増進 する 

ーー を 増額 する 
増税 する 
負担 増 

ー を 加え る 

ー が を 加速 する 

ー を 追加 する 

~- が を 作動 する 

~ が 進行 する 


加減 


動 / 止 
進 / 停 


・ 否定 の 接辞 


1111111111 


. 変化 ・ 推 移 を 表す 漢字 と その 熟語 


す 11111111111111111111 


ー が 流出 する 
こ を 輸出 する 
ー を 貸し 出す 


物価 が 下がる 
価格 を 下げ る 
値下げ 

ーー を 引き 下げ る 
~ こ を 下回る 

と 4 

ー が 低下 下落 下降 する 
が 低下 する 

ー が 減る 

ー を 減ら す 

ー が 減少 する 

ー が を 減退 する 
ー を 減額 する 
減税 する 

ーー を 減らす 

ー が を 減速 する 
ー を 削減 する 

ー が を 停止 する 
ー が 停 滴 す る 


形容 詞 な ど に 否定 の 接辞 を つけ 、 人 否定 的 な 言葉 を 作り ます 。 


不 健全 な 和み 不 健 全 な 
公平 な を ゆみ 不 公 平 な 


を みみ 不 自由 な 
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要点 口 


女 定 し 7 を 不安 定 な 
和 明 な を 》 不 爺 明 な 
無 計画 的 な ea 無 計画 な 
理解 の ある eq。 無理 解 な 
穴 件 付き 。 9 無 条 件 
担保 を ゆ 無 担保 
非 効率 的 すう 非 効 率 的 
現実 的 すう 非 現実 的 
條 所 業 を 》 非 製造 業 
未 解決 し た mm 未 解決 の 
公開 し た 9 ゆ 。 未 会 開 の 


D. その 他 の 対 に な る 言葉 


寺子 を > 赤字 

安全 性 和 を * 和信 険 E 

生産 者 を ゅ 消費 者 

資本 家 を みゆ 労働 者 

開放 的 和 を * 閉鎖 的 

利益 を e み 損益 損失 損害 
需要 を e* 供給 











|@ 経 済 の 変化 お よび 推移 に 関す る 漢字 語 





経済 の 変化 お よび 推移 に 関す る 漢字 に は 、 基 本 的 な 漢字 を 使っ て 作ら れる も の が 多 
〈 く あります 。 


A. 「 変 」 を 使っ た 言葉 
変わ る 変え る 変化 する 変動 する 急変 する 激変 する 


B. 「 動 ]」 を 使っ た 言葉 8 
動く 動か す 動き 変動 する 流動 する | 


C. 「 悪 く な る | と いう 意味 の 言葉 
悪化 する : 景気 が 悪化 する 
洛 ち 込む : 消費 が 落ち 込む 
洛 ち る : 業 績 が 落ち る 
谷 え 込む : 景気 が 冷え 込む 
後退 する : 景気 が 後退 する 
低迷 する : 経済 が 低迷 する 
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較 


を 3 


景 抑 僧 


Lesson 8 


D. 「 良 く な る ] 
・ 景気 が 好転 する 
上 景気 が 回 復 す る 


好転 する 
回 復 す る ・ 
上 向 く 


緩和 する 


豆 和 する 


6 県 気 が 


と いう 意味 の 言葉 


上 向く 


部 組 す る 
融和 する 


地域 住民 の 融和 を 促す 


目 由 化す る : 
機械 化す る る 
5 g 洞 化す る を 
情報 化す る 
多極化 する 


. 変化 を 表す 接尾 辞 「 化 」 を 使っ た 言葉 


・ EZ7 円 


wi 自由 化す る 
・ 工場 を 機械 化す る 
人 る が 空洞 化す る 
・ 社 会 が 情報 化す る 
・ 国際 情勢 が 多極化 する 








以下 の 例 の よ う に 、 


も すか き は 、 
る も の は 、 使 わ 


例 ) 景気 が 


紹 有 欧 7 区 
ンタ 5 デ 。 
クン 守 て 


よく 使わ れる 


reqistered version 





. [ゆる や か に な る プ す る ・ お だ や か に な る する 」 の 意味 の 言葉 
・ 規制 を 基準 を 緩和 する 
臣 張 が 混雑 が 緩和 する 
六 緩 する : 筋肉 が 精神 が 
・ 対立 を 


名 詞 と 動詞 の 組み 合わ せ が あ り ま す 。 新しい 言葉 


どん な 言葉 と いっ し ょ に 使え る か 考え て 覚え まし ょ う 。 メ の つい て 


れ な ゆい 待 い 方 で す 。 


変動 する 
回 復 す る 
後退 する 
上 昇 する 
低迷 する 
悪化 する 
好転 する 


ペ 景 気 が 
京 (4y/ 


える 及ぼ す ※ 影 響 を 
受け る x 影 響 を 
泉 た す X 役 割 を 


第 8 課 の 学習 漢字 一 一 一 一 


人 迷 人 破 


変わ る 

良く な る 
人 な る 
上 向く 

沙 ち 込 む 
水 え 込 む 
持ち 直す 





あげ る 
も ら う 
する 
融 鈍 


質 


債 
財 


Sa ー 剛 
( 宙 
に ゃ の 
忌 、 


人 当 
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【 練 習 1 】 次 の に 下 か ら 選 ん で 適切 な 漢字 を 入れ な さい 。 同 じ 漢 字 を 2 回 使う 場 








合 も あり ます 。 
1. 景気 が _ けれ ょ 、 個人 の モノ を 買う 意欲 は | - 隊 際 企業 の 利益 も | ] 
be いずれ は 賃金 6 | が る 。 
| 上 高 衣 長 I 


ッ ミ 玉屋 HfT > ヽ な うっ ー テー 属 ほ 3 天 
2. 供給 が 需要 を 超え る と 、 次 第 に モノ は 売れ な く な り 、 気 は | 溢 す る 。 


: 小 下 低 落 抑 停 


3。 基 本 的 に は 、 景 気 は この - - 定 の 法則 に 従っ て | he 


虹 気 の 波 が | きく な りす ぎる と 、 経 済 に | 


: 大 不 好 悪 変 | 





較 ク 類 B を 
ポン コ 














4 今日 で は 、 き ま ざ ま な 要因 も 重なっ て 、 景 気 は 良く な っ た り | | く な っ た 





りす る が 、| 。 っ | | 。 説 と いう サイ クル は 一 般 


退 …-| | 況 一 回 復 っ 





に 「 景 気 循環 ] と 呼ば て いる 。 


5. | | 景気 時 に は 企業 は 設備 投資 を 朱 


させ る の で 、 金 融 機関 か ら の 借り 





4 4 Ph 5 Pa ト 業 は 経営 


が 圧迫 され 、 設 備 投資 を 





し 





に な る が 、 や が て 人 金利 カ 個人 も 貯 蓋 より 消費 に お 金 を 回 す よ う 





に な っ て 、 景 気 は 回 復 する 。 
| 大 不 低 後 減 道 好 上 1] 


レル 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


[| Lesson 8 





【 練 習 2 】 次 の ( ) の 中 に 下 か ら 動 詞 を 選ん で 適切 な 形 に し て 入れ な さい 。 
答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 


例 ) 今日 で は マネ ー 経 済 が 急 ( 成長 し て ) お り 、 金 融 機関 の 役割 が ( 増大 
に の 6 


拡大 する 成長 する 上 昇 する 





1 . 日 本 の コス ト 構 造 は 、 多 く の 面 で 先進 諸 外 国 に 比べ て 割高 に な っ て いる 。 
この 高 コ スト 体質 が 、 日 本 経済 の 非 効 率 化 を ( )、 国 際 競 争 力 の 
低下 を ( ) いる 。 





2 . 日 本 の 財政 状況 は 急速 に ( ) いる 。 そ の た め に 、 国 の 予算 の 2 委 
く が 国債 費 に 充て られ て お り 、 財 政 の 起動 的 な 運営 を 難し くし て いる E 
ば か りか 、 財 政 赤 字 の ( ) は 、 の 上 に 旬 を 半 す る 
こ な る 。 市 場 の 信頼 も ( ) し 、 国 債 発行 の ( まっ 
昇 を ( )、 資金 循環 に も 支障 を トー を 
( 


停滞 す 
増加 する 





3 . 日 本 の 閉鎖 的 な 金融 シス テム の た め に 、 長 い 間 、 国 民 は 多様 な 投資 手段 


が ( ) られ ず 、 ひ た すら 土地 に 投資 し 、 つ い に は 何 の り スク ヘッ ジ 
(危険 回 避 ) 手段 も 〔 ) られ な いま ま バ ブル 経済 に 巻き 込ま れ た 。 


進め る 抑え る 





4 . 経済 は 企業 の 活動 だ け で な く 、 我 々 の 生活 に 審 接 に ( ) いる 。 そ の 
中 で は 、 個 人 や 政府 も 大 き な 役 割 を ( ) いる 。 


印 る 関す る か か わる も だ た ら す 





5 . 1997 年 の 『 経 済 白書 ] で は 、「 景 気 は ( ) の テン ポ が 一 時 的 に ゆる 
や か に な っ て いる も の の 、 Mo ~ る | と 指摘 きれ て いる 。 し か し 、 
- 向 に 景気 が ( ) いる と いう 実感 が な い 。 


交 動 する 回 復 する 持ち 直す 上 向く 
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6 . 


istered version 


練習 


ee 本 ) と 、 物 価 が ( )、 お 人 金 の 価値 は 下がり 続け 
る 。 そ の た め 、 金 融 0 、 公定 歩合 を 上 げ る な ど 、 イ ン フ レ を ( ) 
と する 。 公 人 hi Fa )、 企 業 
0 生生 ) こと に な る Je 、 物 が 5 な 
る 六 宙 を 企業 の の 活動 は ( 放 。 収益 も 減少 3 ot oe。 この た 
め 、 コ ス 1 を ( ) た め 、 賃金 カッ ト や リス 可 ーー の mm 


て の 知 灯 、 大 量 の 失業 者 が 街 に あふ れ 、 政情 不安 を 招き 、 さ ら に イン フレ が 


1 を: バ ク 銀 い 
) 。 当然 、 海 外 と の 貿易 に も 大 き な 影響 を ) た め 、 国 


の 経済 その も の が マヒ! し で し ます 。 


印 る 及ぶ 及ぼ す 進む 進め る 
増大 する 拡大 する 回 復 する 好転 す 
る る 


削減 する 落ち 込む 低下 する 交代 する 





【 練 習 3 】 文中 の 。 に 下 の [ | か ら 最も 適切 な 熟語 を 選び な さい 。 


司 


0 


8。 


の 


景気 が 停滞 する と 、 企 業 は 投資 を 控え 、 賃 金 を する よう に な る 。 
| 聞 緩 緩和 抑圧 抑制 | 「 


ミク ロ 和 経済 と は 、 一 般 の 個 人 や 企業 の 活動 が 経済 に サ え る を 分 析 し 
SE お WW る b の で ある 
| 業績 影響 利益 景気 | 
ラク イロ る る 文 江 
“クロ 継 済 は 、 国 の や 物価 の 上 昇 な と 、 集計 交 な 視点 で 経済 を 見 て 
いこ 9 60 


1 業績 代 ーー 利益 | 
・ 大型 店 の 出店 を 禁じ て いた 法律 の 改正 に よっ て 、 規制 が され た 結果 
ティ ーー に い 中 小 の 店 が 吸収 さき れつ つ あ る 。 

| 処理 抑制 緩和 採用 ! 
不況 で ーーーー- 2 に マト きる と と ま に な っ 才 。 

| 利益 労働 賃金 金融 | 「 
県 肌 変 動 の 波 が 大 きく な り 過 ぎる る 場合 は 、 政 府 が 介入 し て 、 様 々 な を 
人 の ご と が : 求め られ る 。 
採用 緩和 政策 貿易 | 
3 兆 円 に の ぼる 不 衣 が 原因 で 、 そ の 銀行 の 合併 は 見 送ら れ た 
| 業績 賃金 利益 債権 | 

機関 と いう の は 、 銀行 や 保険 会 社 、 信 用 金庫 、 証 券 会 社 な ど を 指す 。 
| 罰 易 金融 業績 労働 | 
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[| Lesson 8 
9 . 大 企業 で も 、 社 員 の 新規 _ _ _ を 控え る 傾向 に ある らし い 。 
| 処理 対処 採集 採用 1 
10. ガッ ト (GATT) は 、| 関 税 お よび __ に 関す る 一 般 協 定 ] の 略称 で 、 
戦後 の 世界 経済 の 発展 に 大 きく 寄与 し て きた 。 
| 質 易 政策 金融 労働 1 
11. 困難 な 状況 を する た め に 、 全員 が 協力 し た 。 
| 打破 走破 破滅 破壊 | 
12、 そ の 本 の _ が 来 月 出る こと に な っ た 。 


現代 版 改訂 版 凸版 出版 | 

【 練 習 4 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 
う 。 周 り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 同 じ 音 符 を 持つ 漢字 は | | 
で 囲み まし ょ う 。 


例 ) 債 … オ 歳 再 最 表 








1. 挫 2. 益 つ 8, 清 ー 
4. 迷 一 5・ 版 つ 6。 破 一 
7. 景 一 8. 財 一 9. 為 一 
10. 処 一 料 。 倒 一 12. 兆 一 
13. 賃 一 14. 洞 一 15. 鈍 一 
16. 劉 一 17. 融 一 18. 抑 一 
19. 労 一 20. 才 一 
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ュー 


巡 問 ( 


み 、 後 ろ の 計 


計 志 
RC 


玄 電 6K9U” ロ 宮 軒 | へ 鹿 切 6U7 冒 IN 一 
ぐ 表 計 開 脱 堂上 せ 求 李 | 之 計 下る ST S 敵 "| 
WeG 欧 軍 財 喜明 46 く 7 | し 7 所 作品 に 務 還 選民 
0 ま 交 提 人 お NG6 ゴ | QRS は 光 肝 6 く ( 記 塊 る 5 
民 ES  p じ 同 表 証 打 器 | 一家 正 貞 V は 剤 pN9JRQ 
ご INKS 机 軍 「 拓 拓 り | だ / 赦 記 6 扱 家 USG 呈 0 
SW 記 の 8 衣 肝 人 S) つ だ | 愉し お だ で 367 Mr くだ 


< くる 」 態 D じ SN" 人 詞 | DOWCMOR く 良 仙 4 
所 害 むり 46N | 光明 枯 RU | DNS で 計 6 「 還 導 | 過 






に は SNOW で CGUIESS 
RSNIEYSOIYCISMETIM で ES 
Eau 人 で MISSLE で 
尽 ASN67 朋 に 共 G ポ K 府 計 に つ レ 
SNE SS0UU IFO 
KGSRSG ま 」 SO 吊 尿 店 
所 守る K れ 的 お 呈 天 軒 G 下 製 
介 選 脱し 的 旨 幸 害 旧 07 す 回 
人 8 測 つ し 征 ※ 堪 鶴 は 二 お ? 
加 導 は "年 記 記 仁 G 明 記 QK 選 
に Ws*YNi で UPW 生 ) の へ 


人 る むれ ま G 則 先負 





和己 提 は 本 Q 人 る | Sg 折 3NJR | 
86 く 地 る じ 巡 RC 届 才 | きく 」 りく 中 吉 セ な は 
本 着 医 鐵 税 つ | 穫 く DS JUN 
VIGUS 只 地 DRS | 69 






p 事 (1998 年 12 月 10 日 「 毎 日 新聞 | 朝刊 ) を 


ーーーー ーー ーーーー ビ ーー デビ ーーー ーー ーー ビー 


。 お 提 隊 昌光 党 つ くり DS | 前 399 つる S つ 7 m 層 議 GC 聞 

0 UENUYO4J 8 直人 せく 到 泊 8 | 建 46 和志 対 牙 交 は 明 

の * 生涯 り の 窓 党 90ASS NeweP 届く DS 

BS 3 OR NSR な keyahde OR 色 SD” 同 析 記 年 | 9」 ( 革 選 刀 定 避 双 ) "の 

男 ・ ホー ホー 肖 宗 回 対 和 ギ 2 : 計 誠 欠 応 当 ピ "ポキ KIRKGK 民 宮守 か 謙 

9 雪 レ : Mn 者 守 RKG や に 7 全日 : 必 還 に 色 琵 加 時 交 | ( 販 埋 千 ) せ / 公 由 詳 Q 
田 ia | 芝 QE じ くね 「 表 近 錠 吾 PAG ま を 天 : < 計 Q 人 る は 16 王 じ /「 呈 | で 宇 貞 く の 喝 OO の 朋 
II !J 和 : 者 区 省 ] (か ー リ ホー 選 ) 色 党 7 人 RE 所 : に だ 時 NO 色 半 者 人 る 燥 | FF" 国 語 G く ( 記 交 加悦 

JO ね? 間 療 才 o 毅 軒 G 表 答 人 Ga に 7 刻 邊 


す 


世 軍 斉 康 穫 は 的 屋 舞 つね お? ホー ホー 所 8 天 : Cm に や トド 世 AKGIE 


CO 共和 Uu 事 に 0 だ 近 衣 ロ ホー リネ ー 生 多 SAM 和幸 
ma ぐ や 到 に 選 K2 4JJ | お /「4 遇 / 還 宮 名 表 
NO 宙 上 玩 弱 6 ね し 次 | 握 二 望む 所 了 ボ りく s< 


上 和 SO 人 半 66 根 届 選 5 還 思 / 放 : 
王 燥 認 を 四 記 66AJ 十 皮 下 中 祝 各色 べら 毅 嘆 
リン 境 詞 援 凍 を 器 応 へ へ く へ | 所 栓 8 記 球 呈 XSNG」 ュ U 








: 聞 は 所 品 」 前 角 計 軸 つ | 下 拉 し D^ 完 洲 せく 記 泊る 
| 作者 日 ー く SG を"※ 還 し : 8 tone 
・ 一 ooo 中 記 SG 所 准 宮 明和 れ (の 3 コ ) QIK : に に 9OocctIdP3 
ここ や や や 村人 便 沼 と  \ デー ノ SKK 5 る (S 痛 下 宮 36< 半々 志 嘱 IPQ 剛 く 嘆 泊 議 相 う 6 


ロス UK は スエ まま さよ すま 】 
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NT 

| 

( 届 還 SD 導 | 
hd | 
JHCOHSTR 天 叶 隊 SN 
EDIIE 


ef に ET 潤 計 く 簡 
内 民 可 償 褒 計 


S 
0 


ロブ 


さき SiCNGHe 計 送 洋 
fi 


意 中 う S 洪 》 . 潤 衣 


議 


ed | SN 
『 避 還 | で 人 


| ぴざ 海 代 | 義 ば SO 


serf 
翌 
避 


(MT( 夏 田 
再 滞 ON 流 滞 き G 刺 如 | ONWN プ で ( 病 蔽 送 避 
入 


朗 「G 謗 恒 事 取 」 





【 ボ 滋夫 調 】 

eK 計 洋 
ao 由 に に 。 

芝 け ば 司 (Y 届 秦 〇 〇 の 
で 凌 多 活 江 ゆ 宙 肖 紅 意 


ふと 
に 





(1) 下 の (  ) に 適当 な 漢字 語 を 入れ て 、 要 約 文 を 作り な さい 。 


( ) 放 # ) の 
合併 が 見 送り に な っ た 原因 は 、( ) に あっ た 。 


(2 ) 「 サ ー ビ サ ー 法 」 と いう の は 何 か 、 説 明 し な さい 。 


( 3 ) 記事 の 内 容 に 合っ て いる も の に は 〇 、 違 っ て いる も の に は X を つけ な さい 。 
1.(  ) 中 央 信託 銀行 は 、11 月 中 旬 に ンーN に しわ Shiho 

2.(  ) 日 本 債券 信用 銀行 は 、 巨 額 の 不良 債権 を 処理 し な けれ ば な Ma 
3.(  ) | 日 債 銀 」 と いう の は 、 日 本 債券 信用 銀行 の 略称 で ある 。 

4. (  ) 1999 年 3 月 末 の 中 央 信託 銀行 の 不良 債権 予想 額 は 、3 兆 2 千 億 円 


で ある 。 
中 。 .【 ) 金融 監督 庁 や 日 本 銀行 は 、 中 央 信託 と 日 債 銀 が 合併 し た 場合 の 展 


で 万 


望 に つい て 、 楽 観 的 な 見 方 を し て いる 。 


2 . 次 の 表現 を 漢字 で 書き な さい 。 


1. けい き が て い め いす る 2. が いこ く か わせ と り ひ き 
3 。 めし を は け 宏 4。 ぬう な うき じゅ W ん ほう 
5 。 りえ きり つが さがる 6. し し ゅ つ を よく せい する 
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dba 


けい ざい ぜん た い が て いた いす る 8. ふり ょ うさ いけ ん を し ょ りす る 
よん ちょ う ご せ ん お くえん の ふさ い 10。 きん ゆう の く うど うか を ま 千 く 


ぼ ば うえ き あ か じ を か いし ょ うす る 12. ろう どう し ゃ の ちん ぎん を カッ ト す る 


3. 次 の 下線 の 漢字 語 の 読み 方 を 書き な さい 。 


| 年 


財政 的 な 理由 か ら 正 社員 の 採用 を 控え る 。 


ーー 
に や 
が 


は 、 反 応 は 鈍い が 、 洞 察 力 に 優れ て いる 。 
どう し て も 笑い を 抑え る こと が で き な か っ た 。 


この 国 は 、 賞 易 に よっ て 何 兆 円 も の 利益 を あげ て いる 。 


・ 鞍 気 が 回 復 す る 兆し が 見 えな い の で 、 企 業 は 賃金 の 抑制 や 、 事 業 の 縮小 を 行 


りな の し で て 、 苦 労 し て いる 。 


4. 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 
1 。 
。 
8。 
13。 


4 7。 


兆 一 3 兆 円 : 政府 は 3 兆 円 の 減 入 を 計画 し て いる 。 
処 2 。 3. 易 4. 洞 
$ 6. 漆 7. 債 8. 景 
税 10. 迷 11. 破 12. 労 
員 14. 貿 15. 抑 16. 財 


族 18. 為 19. 億 20. 融 
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つ ラ ムタ 日 本 の 地名 2 
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地名 や 人 名 の 漢字 は 、 ML 読み 方 を する も の が 多く あり ます 。 都 道府県 
ん 鳥取 (と っ と り )、 神 奈川 (か な が わ )、 大 分 (お お いた ) な ど 、 半 通 

の 音 訓 と は 異な る る 読み 方 を の の り 球 お 。 まだ 。 羽 財 (は ね だ は た )、 
川内 (せん だ いか わ う ち ) の よう に 、 同 じ 字 で も 違う 読み 方 を し た り 、 我 
花子 (あび こ )、 早 稲田 (わせ だ ) の よう な 、 そ れ ぞ れ の 漢字 の 音 訓 か ら は 想 
像 し に くい 読み 方 も 少な く あ り ま せん 。 特 に 、 沖 縄 の 地名 ( 北 合 、 玉城 な と リ 
や 、 ア イヌ 語 の 地名 に 漢字 を あて た も の が 多い 北海 道 の 地名 (稚内 、 長万部 
So ) ) に は 特 殊 な 読み 方 が 数 多く 見 られ ます 。 こ うし た 地名 の 読み 方 は 、 日 
本 人 に と っ て も その 地名 を 知ら な けれ ば 読め な に た bk は 
で すか ら 、 め ずら し い 地 名 の 読み 方 を 話題 に し て 、 そ の 土地 の 人 と 話 が は ず 
むこ と も あり ます 。 

また 、 都 道 府 県 制 に な る 前 の 古い 地名 に も 、 大 和 (や ま と )、 武蔵 (むさ し )、 
陸 興 (な つ ) な な どの よう に 特殊 な 読み 方 が 多く あ り ま す 。 古い 地名 は [越後 
平野 ]「 出 羽山 地 ] 「 相 模 和食 [甲州 街道] な ど 広い 地域 を 表す 言葉 や 軸 線 道路 
の 名 前 に 使わ れ た り 、 「 向 波 踊 り 」 「 加 賀 友禅 伊勢 えび ] 「 隆 摩 いも 」 「 議 財 
うど ん 」 な ど 伝 統 芸 能 ・ 工 芸 や 食べ 物 な どの 名 前 と し て 残っ て いた り し ます 。 


[ 学 必 漢字 ] 泌 沖 縄 湾 人 賀 草 香 徳 


【 練 習 1 】 地 名 の 漢字 の 読み 方 は 、 音 読み 、 訓 読み 、 特 殊 な も の な ど 、 さ ま ざ 
まで す 。 財 ん で み ま し ょ よろ 。 
凍り まま AA 
2. 水戸 ( み ) 神戸 (こうべ) 八戸 (は ちの へ ) 
き 。 0 os グ 米 原 (まい ば ら ) グ 久 留 米 (くる め ) 
#。 富士 (ふじ ) 冨山 (と や ま ) 富田 (も みた ) グ 
富田 林 (と ん だ ば や し ) 
5 . 豊島 (と し ま ノ て し ま ) ノノ 豊田 (と よ た ) ノノ 豊後 高田 (ぶん ご た か が だ) 


【 練 習 2 】 次 の 地名 は な ん と 読む で し ょ うか が 。 読み 方 を a.…e. か ら 選 ん で くだ さい 。 
1. 信濃 ( ( 夫 。 二 ・ ) 没 。 納 放 L LA ) 
4。 安房 ( ) 呈 。 人 ) 
1a. あわ b. ひたち c. お うみ d. い ず も e. し な の | 


【 練 習 3 】 次 の 言葉 に 使わ れる 古い 地名 は 、 現 在 の どの あたり の こと で し ょ うか 。 
aa.…e. から 選 ん で くだ さい 。 
1 . 阿波 踊り 2. 加賀 友禅 3. 伊勢 えび 4. 薩摩 いも 5. 讃岐 うど ん 
la. 石川 県 b. 香川 県 c. 鹿児島 県 d. 徳島 県 e. 三重 県 | 
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い 避 
1 
ST 
8 
ES 
RS 人 
必 


(、 カ だ ゅ し 〆 


下 の 文章 を 読ん で み ま は まま 。 











害 
金融 機関 の 果たす 役割 





眼 行 や 保険 会 社 な どの 金融 機関 は 資金 の 仲介 役 と し て 、 賃 幣 経済 で の 重要 な 役割 を 
受け 持っ て いま す 。 こ こ で は 、 そ の 働き を 見 て み ま し ょ う 。 
[入門 の 入門 経済 の し くみ 』 *1 に よれ ば 、「 貯 薔 と は そもそも 収入 か ら 支 出 を 療 
記し 引い て 残っ た 部 分 、 つ まり 使わ ず に 貯め て お く お 人 金 の こ と | で す 。 貯蓄 の 多く は 銀 
行 や 郵便 局 に 預け られ た り 、 生 命 保険 の 保険 料 と な っ た り し ます 。 ま た 、 株 式 や 頁 半 
を 買っ て 増やす こと も あり ます 。 こ うす れ ば 、 た だ 自分 の 家 の 人 金庫 に し まっ て お いた 
場合 に 比べ 、 利 子 や 配当 が つく こと に よっ て 、 利 益 を 得る こと が で きる か ら で す 。 


中 位 数 900 刻 円 


平均 値 1356 王 円 


4 電 90 99 1200 1400 1e00 1900 20 09 200 2400 
(標準 震 間 隔 200 万 円 ) 


人 6 部 た 平和 Eict68953 | BE の 回 向 の (965) 
* 総 務 人 肝 間 動向 講 衣 (2000 年 ) より 
0 企業 は その 和 済 活動 の 途 中 で 、 一 時 的 に 資金 が 足り な く な っ た り 、 設 備 を 拡 
大 する た め に 必要 な 資金 が 自己 資本 だ け で は 足り な く な ぅ っ だ りす る こと が あり ます 。 9 | 
こう し た と き 、 企 業 は 何ら か の 形 で 資金 を 調達 する 必要 が 起こ り ま の の よう だ し 
て 、 需 要 と 供給 の 関係 が 成り 立ち 、 銀 行 が 資金 の 仲介 を 果たす こと に な り ま す 。 
銀行 は 、 個 人 や 企業 が 貯 苦 と し て 預け た お 人 金 を 、 お 金 が 必要 な 企業 や 個人 に 貸し 付 
けり ます 。 こ の 際 、 銀 行 に お 金 を 預け た 側 は 、 銀 行 に お 金 を 貸し 付け た こと に な り ま す 
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か ら 、 そ の 貸借 料 と し て 項 金 金利 を 受け 取り 、 銀 行 に お 金 を 借り た 側 は 、 銀 行 に 利息 
を 払う こと に な り ま す 。 金利 は 、 契 約 期 間 中 に 金利 が 変動 する か どう か に よっ て 、 回 
定 金利 と 変動 金利 と に 分 けら れ ま す 。 バ ブル 景気 と いわ れ た ころ に は 、 顧 客 に 巨額 の 
貸し 付け が 行なわ れ ま し た が 、 バ ブル 崩壊 と と も に 銀行 は 大 き な 損 失 を 出し まし た 。 
その 後 、 金 融 監督 庁 が 発足 し 、 抜 本 的 な 金融 改革 が 進め られ て いま す 。 

に 銀行 に は 大 別して 二 種 類 あ り ま す 。 中央 銀行 と 一 般 の 銀行 で す 。 中 央 銀行 は 
IO E 半 銀行 と し て 、 国 の 経済 状況 を 見 な が ら 、 
貨幣 ( 主 に 紙幣 ) の 発行 量 を 決め 、 発行 す る こと で す 。 二 つ 目 は 、 銀行 の 銀行 と し て 、 
通常 の 銀行 か ら の 玉 0 け 付け や 貸し 付け な ど を 行う こと で す 。 こ の 時 の 金利 は 公 
定 歩合 と 呼ば れ 、 中 央 銀行 は 景気 の 動向 を 見 な が ら 金 利 を 上 げ 下 げ し ます 。 こ れ ら の 
動き を 通じ て 、 中 央 銀行 は 国内 に 流通 する 通貨 を 調節 し て いる の で す 。 一般 銀行 は 、 
中 央 銀行 の 自分 達 に 対す る 取引 の 姿勢 か ら 中 央 銀行 の 政策 意図 を くみ 取り 、 そ の 意図 
を 反映 させ て 個人 や 企業 と 取引 を 行い ます *2。 つ まり 、 公 定 歩 合 は 一 般 銀行 の 金利 に 
大 き な 影 響 を 与え を る こと に な り ま す 。 三 つ 目 の 役割 は 、 政 府 の 銀行 と し て 、 税 金 な ど 
の 歳入 金 を 預金 と し て 受け 入れ 、 歳 出 金 の 支払 い に あ て る こと で す 。 


四 








政府 資金 の 取り 扱い 昌 
国債 の 発行 事務 zogcRRRss 


金融 政策 





(*1 大 和 総 研 (1990)『 入 門 の 入門 経済 の し くみ 』 日 本 実業 出版 社 p42 一 43) 
(*2 同上 p.136 一 137) 
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【 問 題 】 


前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 


読ん で み ま し よ 2 


が も の に ば き 、 て) を つけ て ぐだ さい 。 


1 . 金融 2 . 機関 3 . 果たす 
6 . 保 険 7 . 資金 8 . 仲介 役 
貞和 人 門 12. 貯蓄 13. 収入 
16. 貯め る 17. 郵 便 局 18. 預 ける 
21. 債券 22. 金庫 23. 比べ る 
26. 利益 27. 得 る 28. 企業 
31. 設備 32. 拡大 5. 自選 
36. 需要 37. 供給 38. 関係 
41. 貸し 付け る 42. こ の 際 43.~ 側 
46. 金利 47. 利 候 48. 払 う 
51. 顧客 52. 巨額 53. 崩壊 
56. 抜本 的 57. 改 革 58. 大 別 
61. 中 央 62. 発券 63. 状況 
66. 通常 67. 公定 歩合 68. 動向 
71. 調節 72. 自分 達 73. 取 引 
76. 意図 77. 反映 78. 影響 
81. 税金 82. 歳 入金 83. 歳 出 金 


次 の ペー 


a. 読み を 正 し 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 


ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 


|.BKB 





く 知 っ て いる 言 


業 
読み が 


不 止 確 な 言葉 


c. よく 知ら な v 


し 


の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 
の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 
の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 


い ゆい 言葉 0 


う 業 が あ に 3 り 読め な か っ つっ it 。 BKB Vol. 1&2 を 復習 


rr の 


衣 c9 震 。 


、IKB Val.1 を 復習 し まし ょ 
この 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 
この 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 


4 . 役割 5 . 銀行 

9 . 貨幣 10. 経済 
14. 支出 (5. 区 し す [X 
19. 生命 20. 株 式 
24. 利子 25. 配当 
29. 途中 30. 足 り る 
34. 資本 35. 調達 
39. 成り立つ 40. 個人 
44. 貸借 料 45. 預 金 
49. 契約 50. 景気 
54. 損失 55. 監督 庁 
59. 二 種類 60. 一 般 
64. 紙幣 65. 発行 量 
69. 流通 70. 通貨 
74. 姿勢 75. 政策 
79. 与 える 80. 政 府 
84. 支払 い 


巡 の を チエ の ク し まし よう 。 


川 . 前 課 IV. 本 課 


26 26 20 20 


IIKB 








20 70 0 0 








2 雪 の 5 
の 


読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 


読み 方 が わか ら 


70Z 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


・『BASIC KANJI_ BOOK」 Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ 0 


1. 機関 口 2. 巣 た す 口 3. 銀 行 口 4 資金 口 5. 済 品 
6. 入 門 日 7. 比 べ る 口 8. 利 子 0. 口 10 得 る 口 
11. 足りる 日 12. 設 備 日 13 資本 日 14. 成 り 立 っ 口 15. 個 人 口 
16. 錠 付け 4 口 17. 任 借 料 口 18. 人 金利 日 19 弘 う 口 20 大 別 ロ 
21. 公定 歩合 22.1 動向 口 23 流 通 日 24 取 引 口 25 意 斬 品 
26. 反 映 日 27. 政府 品 _ / グ 7 テニ _% 


中 . | INTERMEDIATE KANJI 7 Vol 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1. 役割 日 2. 保 倫 口 3. 収 和 口 4. 寺 品 日 5. 十 肖 ロ 

L6  L4 L2 L2 Ll 
6. 企 業 口 7. 拡 大 口 8. 自 己 日 9. 調 達 日 了 D 男 

LO L2 RI Li0 Ll 
11. こ の 際 日 12.- 側 日 3 改革 口 14 申 央 口 時 

L2 _R2 L3L2 .RI_ 。 L6 
16. 発 行 量 口 17. 通 常 口 18. 通 貨 日 19. 自 分 達 口 20. 税 金 品 

上 2 4 RI L10 L6 
21. 歳 人 金 22. 歳出 金 口 23. 支 払い 口 ノ 23=_% 

6 LS 2 
Pb2 た 言葉 で す 。 示 ーー 

金融 口 2. 介 介 役 口 3 生命 日 4 償 券 口 5. 和 療 ロ 

. 旨 7 課 1 課 ( 課 8 課 8 課 
6. 電 要 日 7. 景 気 日 8. 崩壊 9 . 抜 本 的 日 10.. ー 般 日 

4 課 。 6g 和 ン 6 課 6 課 7 課 7 課 
11 状況 口 12. 姿 勢 口 13 政 策 日 14 影響 日 15 与 ぇ る 日 

ー 3 課 5 課 9 5 課 3 課 3 3 課 ー 3 課 3 床 3 課 

が 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 _ 

1. 貨 目 凌 時 | 衝 差し 引く ロ 4 . 貯め る 口 5. 六 け る 日 
6. 株 式 男 7. 金 占 生 人 中 日 交 供給 [ 10. 預 金 口 
利和 円 頑 妥 約 日 13. 顧客 [」 14. 和 口 15. 損 失 日 
6. 監督 庁 日 17 ー 種 類 剛 18. 紙 乏 日 19. 調 節 [20] 引 き 締 め [] 
四 護 口 [22] 信 託 日 [23] 麻 守 日 ーー ノ 23= % 
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経済 や 金融 な ど に 関す 


$ の が 多い で す 。 


専門 語 


A. |「 貝 | を も 一 漢字 
| 貝 ]」 が 含ま れる 漢字 は 、 
買 貸 費 資 貿 


ーー を 


a. 費 : 費用 


~ 費 一 経費 工 # 


生活 費 光熱 費 交通 費 経常 費 ノ 消費 する 
b. 資 : 資本 資産 資金 
- 資 一 出資 する 融資 する 投資 する 投資 信託 
増資 減資 外資 
C。 8 貨幣 
通貨 一 国際 通貨 制度 通貨 統合 通貨 危機 
~- 貨 一 金貨 銀貨 鋼 任 便 貨 外貨 


d. 財 : 経済 学 、 経 済 理 論 な 
- 財 一 AE 


財産 の 意味 


に は 、 以 下 の よ う 


お 金 に 関係 7 あり ます 。 
賃 貨 財 貯 


還 
贈 


購 


で | 財産 」「 資 本 」 「 お 金 が ある 場 及 所 


由 財 公共 財 ン 消費 財 
私 財 借財 家財 文化 財 


ーー テ 


財 一 … 財力 財政 財務 財源 財団 
e. 買 : 資 易 一 自由 貿易 保護 貿易 加工 貿易 
貿易 会 社 貿易 商 貿易 赤字 
{. 貯 ・ 貯 金 郵便 貯金 貯 革 


= アボ 
g. 賃 : 賃金 
: に 2 ペイ ギ - ニュ オー ビ \< こ 
- 賃 一 工賃 労 人 家賃 運賃 
人 下 . イペ > 
上 買 - 一 賃貸 賃借 


第 時 グ 第 二 財 


を 


表す 


な 基本 的 な 漢字 を 使っ て 作ら れる 
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h. 販 : 販 売 一 通信 販売 訪問 販売 自動 販売 機 
- 販 一 市 販 す る 信販 通販 


・ 金融 に 関す る 漢字 

. 債 : 債 権 債券 
- 債 一 国債 公債 ノ 地 方 償 公 社債 社債 外債 負債 

不良 債券 債務 債務 者 全権 者 

b. 利 : 利 子 利息 利率 利回り 金利 元利 高利 低利 複利 
利益 利潤 利権 利害 有利 な 不利 な 
- 株 一 大 型 株 プ 小 型 株 銀行 株 新株 持株 
株 一 一 株 主 株 式 株 式 会 社 


d. 融 : 金 融 一 金融 機関 金融 監督 庁 金融 取引 人 金融 引き 締め 


融資 する 融通 する 





| @ 金 融 の 分 野 で よく 使わ れる 言葉 | 





A. 需給 に 関す る 言葉 
雷 要 eq 供給 [需給 関係 ] 
需要 : 内 需 外需 特需 軍需 


B. 値段 価格 に 関す る 言葉 
価格 : 定 価 物価 地価 株 価 有価 証券 
安価 @@W 高 條 
株 価 : 高 値 二 安値 史上 最高 値 終わ り 値 


. 貯蓄 に に 葉 
拓 金 する 貯金 する 
8 : [ 衝 便 局 ] : 普通 貯金 定期 貯金 定額 貯金 
人 な [ 銀 行 ] : 普 通 預 金 定期 預金 当座 預金 
投資 する 
投資 : 株 式 投資 設備 投資 財政 投資 
投資 信託 投資 家 
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D. 金利 関係 に 関す る 言葉 
金利 ・ 資金 の 貸借 に よっ て 生じ る 利子 また は その 利子 率 
低 金 利 0 EE 
利子 ・ 利 息 : 資金 の 賃貸 ・ 
利率 ・ 利 回 り ・ の 人 人 2 
単利 : 元 金 を 基準 に 毎年 利息 を 計算 する 方 法 
複利 : 毎年 の 利息 を 元 金 に 組み 入れ て 利息 を 計算 する 方 法 
公定 歩合 ・ 中 央 銀行 が 市 中 金融 機関 に 対し て 資金 貸し 付け や 手形 割引 を する 
際 に 適用 きれ る 人 金利 公定 利率 (official bank rate) 


E. 景気 に 関す る 言葉 
好景気 電 不 景気 
好況 和み 不況 区 慌 





@ 特 殊 な 読み の 用 と 略語 





金融 関係 の 用 語 の 中 に は 、 読 み 方 が 特殊 な も の や 訓読 み の 語 が 少な く あ り ま せん 。 


A. 読み 方 で 意味 が 異な る 漢字 語 臣 
場 (し じょう ) : 売り 手 と 買い 手 の 間 で 商品 な ど が 取り 引き され る る 場 
株 式 市 場 働 市場 金融 市 場 中 央 卸売 市 場 市 場 経済 
市 場 (いち ば ) : 人 々 が 物 を 持ち 寄っ て 、 屋 台 な ど で 商品 を 売る 場所 
日 常 的 な | 買物 を する 場所 ]、 マ マーケット 
青空 市 場 〇 〇 町 の 市 場 魚 市 場 青物 市 場 


B. 読み 方 が 特殊 な 、 ーー え や すい 漢字 語 
為替 (か わせ ) : 為 夫 ば レー ト 替 相 場 外国 為替 市 場 
相場 (そう ば ) ・ 為替 相場 0 
SD 選 . お の り 


小売 値 (こう り ね ) 卸値 (お ろ し ね ) 
高値 (た か ね ) で ゅ 安値 (や すね ) 


円 高 (を ん だ か ) を * 円 安 (えん や す ) 
手形 (て が た ) : 不 渡り 手形 

寿 入 れ (そこ いれ ) 

引締め (ひき し め ) : 金融 引締め 
貸付 (か し つけ ) 
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⑭ 形 声 文字 の 音符 (②) 


形 声 文 の 間宮 と 同じ 形 で も 、 秋 衝 で な いも の (<) も あり ます 。 ま た 、 も と は 
同じ 音 を 表し た と 思わ れる 音符 で も 、 現 在 の 読み は 違っ て いる も の (* 印 ) も あり ま 
すか ら 、 和 注意 し まし ょ う 。 


Ee 思 (1 : 戸数 雇用 顧客 


2. 章 [ショウ] : 文章 障害 表彰 





3. 巨 [キョ] 巨額 拒 舎 距離 

4。. 見 [キョウ 」 兄弟 状況 競争 

に まま > 工事 真 献 成功 メ 差 額 

Br 二 | 物 | 子 定 項 金 * 野 球 

7. 宅 [タク ] : 自宅 信託 

8. 畜 [チク ] : 牧畜 貯 著 

9. 共 [キョウ ] : 共通 供給 * 洪 水 

10. 監 [カン] : 監督 年 氏 

11. 本 [チョ ッ ] : 県 庁 山頂 町 民 * 時 金 
[テイ ] : 享 主 町 正 停 上 


※ コ ラム 9 (p.217 一 218) に 形 声 文字 の まとめ が あり ます 。 参照 し て 下さ い 。 








ー 第 9 課 の 学習 漢字 一 ーーー ーーーーーーーー 
願 巨 損 監督 種 節 
23 


埋 区 


岬 吉 
肢 町 
Fr 














( 素 引 p.304ー308) 
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位 ) 哲 媒 


【 練 習 1 】 口 の 中 に 適切 な 漢字 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 





貯 償 株 財 資 券 利 電 値 価 預 融 





9.。 証 Vi を 大 切 に 保管 する 


4. 将 来 性 の ある 企 に 投 | する 。 


5. 年 に 1 回 了 和 1 


7. 郵便 | | 金 を お ろ す 。 


| の 変動 が 大 きい 。 








【 練 習 2 】 次 の に 「 貝 」 が つく 適切 な 漢字 を 入れ な さい 。 同 じ 漢字 を 何 回 か 使う 
場合 も あり ます 。 


・ 国際 金融 機関 と いう の は 、 国 際 通 _ 際 ) 序 の 安 定 や 世界 経済 の 発展 の た め 


に 、 利 害 調 整 や 融 | | 援助 を する 国際 機関 で ある 。 国 際 収支 が 悪化 し た 国 





の | | 金 繰 り の 短期 的 な 支援 を 目的 と する IMF と 、 経 済 発 展 の た め の 中 長期 


的 な 胡 | | を 主 と す る 世界 銀行 が 代表 的 な も の で ある 。 
2. 現 内 閣 は 、 税 収 の 落ち 込み に よる 赤字 の 拡大 に も か か わら ず 本 格 的 な 行政 改 


Pa 、 | 脱 率 を 5 % に 引き 上 げた こと に よっ 


6 二 刑 民 の 支持 を 失っ た 。 
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3. 変動 相場 制 (floating-exchange rate system) と いう の は 、 1 終 相 場 の 決定 を 市 
場 に 任 す 通 | | 制度 で ある 。 利 点 は 、 政 府 の 介入 な し に 絶え ず 価 格 ! 
L 
市 場 調整 が 行わ れる た め に 各種 の 国際 収支 を めぐ る 難問 が 回 避 さ れる こと 、 


為替 投 村 に 対し て 相場 が 自由 に 変動 する こと に より 市 場 を 安定 させ る こ 


員 


国内 ・ 他 国 の 経済 政策 の 変更 に 対し て 隔離 させ る 効果 を 持つ こと で ある 
点 は 、| | 電 、 外国 投 | | へ の 為 在り スク 、 為 替 相 場 の 不 確 実 性 で ある 。 
し か し 、 これ ら の 欠 上 の 指摘 に 対し て は 、 変動 相場 制 は 本 来 不安 定 で は な い 


為替 り リスク は カバ ー 可 能 な ど と する 反論 も ある 。 


【 練 習 3 】 下線 の 言葉 と 反対 の 言葉 を 書き な さい 。 


1. 需要 和み ( ) 

結 好景気 に に わく 和み ( ) に な る 

3 . 利益 を 生む 和み ( ) を 出す 

4. 安値 を 更新 する 和み ( ) を 更新 する 
5 . 歳 人 金 和み ( ) 


【 宣 習 4 】 次 の 下線 の 漢字 の 読み が 同じ で あれ ば 〇 、 違 う 場 合 に は ベ を つけ な さい 。 


1. 予約 ノ 預金 ( ) 2. 共 有 ン / 供給 ( ) 
3 景気 プ 影響 ( ) 4. 自 宅 〆 グ 姜 老 ( ) 
5. 中立 ノ 伸介 ( ) 6. 世 大 提 谷 《( ) 
7. 解雇 ノ 回 記 ( ) 8. 文章 保障 〔 ) 
9. 文化 庁 ノ 崇 著 ( ) 10. 正 月 / 赴 券 〔( ) 
11. 途中 ノ 余震 ( ) 12. 種 類 / 重大 ( ) 
13. 金庫 ノ 連絡 ( ) 14. 監 督 / 負 賞 ( ) 
15. 差額 プ 左折 ( ) 16. 貢 献 / 項目 ( ) 
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練習 口 
【 練 習 5】 ! | の 中 か ら 適 切な 言葉 を 選ん で ( ) に 入れ な さい 。 
1. 土地 の 価格 、 す な わ ち ( ) が 上 が っ た た め 、 不 動産 取引 が 活発 化 
し た こと か ら 始 まっ た ( ) を バブ ル 景 気 と いう 。 
) 物価 地価 値段 好況 不況 需要 | 
2. 一 般 に 日 本 経済 は ( ) 中 心 の 経済 と 言わ れ 、 そ の た め 諸 外国 か 
ら ( ) 促進 を 求め られ て いる 。 
| 内 需 外需 国債 外債 供給 監督 1 
8 ) の 変動 に よっ て 経済 全体 の ( ) と 供給 の 調整 が 行 
な われ 、 景 気 変動 の 安定 化 が 図ら れる 。 
| 利息 金利 利回り 必要 埋 要 内 需 | 
4 . 中 央 銀行 は 、 政 府 の 銀行 と し て 、 税 金 な どの ( ) 金 を 預金 と し て 
天 か り 、( 1 あし の 天 うう 。 
) 収入 歳入 支出 歳出 資本 ] 
5. 日 銀 が ( ) を 引き 下げ た こと で 、 日 本 経済 は 超 ( ) 時 
改 枯 た ぶた 。 
| 金利 利子 公定 歩合 低 金利 高 金利 } 
6 。 メ ツバ ツク ちほ 、7 ) を 受け 入れ ず 、 銀 行 な ど の 他 の 人 金融 機関 か 
s ) を 調達 し それ を 個人 や 企業 に 貸し 出す こと で 利益 を あげ て 
金融 機関 で ある 。 
オ 資金 資産 投資 預金 貯 鞭 
7. 外国 ( ) 管理 法 が 改正 きれ て 、 内 外 の 資本 取引 が 自由 化 き され 、 外 
国 の 金融 機関 に 口座 を 開く こと や 、( ) 基金 や 外債 投資 な ど を 行 
2 こと が 可能 に な り 、 資 金 形成 の 選択 肢 が 増 7 
| 相場 為替 通貨 外貨 貨幣 | 
8. 銀行 な ど が ( ) に 貸し た お 人 金 が 返っ て こない た め 、 そ の 銀行 な と 
の 経営 が 悪化 し て いる こと を 不良 ( ) 間 題 と いう 。 


| 企業 個人 債権 債券 債務 1 


【 練 習 6 】 文中 の に 下 の {| | か ら 最 も 適切 な 熟語 を 選び 、 そ の 読み も 書 


き な さ い 。 





1 . 新しい 設備 を 入れ る た め 、 銀 行か ら 2 千 万 の を 受け る こと に し た 。 9 | 


| 贈与 融資 融通 貸与 1 
. 車 を 購 8 Na 一 部 、 両 親 に 。 ___ し て も ら っ た 。 
3. 政府 の 抜本 的 な 経済 に よっ て 、 物 価 が 安定 し た 。 
| 画策 模索 対策 秘策 1 
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4 . この 店 は 外国 人 の が 多い こと で 有名 だ 。 
| 観客 顧客 乗客 来客 | 

5 . 彼 は 株 取引 に 失敗 し 、___ な 損失 を 被っ た 。 
| 巨額 巨大 高額 広大 

6 . 企業 は 利益 を あげ る だ け で な く 、 社 会 ずる こと ゃ 大 切 だ 。 
Mo 上 献 身 貢献 提供 | 

7 . 屋内 の 温度 は すべ て コン ピュ ー タ で 自動 ___ され て いる 。 
民 節約 調整 調節 | 

8 . 大 地震 に 備え て 各 都 市 で は 食料 な ど を _____ する こと に な っ た 。 
| 区 財 蓄積 貯蓄 備蓄 1 

9 . 彼 は 数 多く の __ を 乗り 越え て 、 長 年 の 夢 を 実現 させ た 。 
| 障害 傷害 支障 不都合 

10. この 施設 は 、 介 護 業 務 を 民間 の 業者 に し て いる 
| 委託 契約 信託 約 東 | 

11. 仕事 は 1 年 間 の だ が 、 そ の 後 2 年 は 延長 で きる らし い 。 
| 契約 公約 条約 予約 | 

12、 国 連 は 対立 する 両国 の 意見 の 、。 ___ に の り だ し た 。 
| 協調 調整 調節 調和 1 

13. 登頂 成功 の 連絡 を 最後 に 、 彼 は ___ _ を 断っ た 。 
| 安息 近況 消息 状況 | 

14. 禁 走 族 に 対す る が 強化 きれ た 。 
| 締め 切り 締め 付け 取り 締まり 引き 締め 1 

15. な けれ ば 、 住 所 と 電話 番号 を お 書き くだ さい 。 
| 差し 押さ え を 差し 替え 差し 引き 差し 支え ! 


【 練 習 7 】 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 熟語 を 考え て み ま し ょ う 。 
周り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 


(+ か ぶし き 


例 ) 貢 一 貢献 株 式 


ー テ に 
プ F 
1 


1 還 の 貯 2 3 半 一 
4. 庫 一 。 相生 6. 契 一 
an 引替 8. 給 一 E。 上 届 に 
10. 種 一 11。 節 一 0 
19。 材 っ 14. 障 一 5 提 "一 
16. 巨 一 17. 損 一 18. 監 一 
19. 菅 一 20. 貞 一 20。 絢 。 


1J6 








軒 更 や 郎 国人 G 貞 吐 駅 下 6 捧 





3 輸 居 訪 選 年 旨 幸也 揚 訟 伺 お れ 


77Z 





107) 


p.90, p.106 - 


版 社 


』 


| 












さ ね で 9" 抹 呈 人 る | に 公 eG1 釘 終 
りり SH6jg? 


| 半 


く A> 






還 ・ 弄 必 MV" 健吉 を 問 認 U っ つい 選評 
天 視 を 十 弄 到 UG 弄 周 6 NDC 名 ・ 義 況 所 お 祭 線 きり" 固 々 半 
人 芝 証 fpKeiJ り は 46n じ 天 泊 を 型 。 好 RG 光 題 緑 也 むり っ GU っ の 還 
SUG 記 いり 世 指 和 ENOIJAJ 公 し jpy 『 
尼 Op* 塵 担 MDSrnpIRG 皿 8 肥 人 
SISIG 拉 還 を - 笠 因 9 大 ポ G 攻 古人 EG 電 味 抄 埋 ・ 弄 天 G に や 記 ド 3 革 
掴 DISNGGH 談 記者 媒 ど G 放 氷 。 馬 四 遇 | 
| AG 中 肝 射 は 6 人 DK 的 MDEMH67 提 や 二 U4NEH MM 押 | 合 
ュ 。 | 普 議 祭 記 や efp* G+6(n 才 序論 は 9KeGM つ ー に 暴 | 公 
_ う | つつ" 拉 窒 人 を 二 穫 G 層 応 け 的 ね " 更 細 SQS | 没 記 に 條 連 臣 | ご 
6 | っ し 1Jn つ 中 旨 G 記 所 を 型 。 記 富 電 公 NeU 立 坦 を 弄 球 せ に 公 し に 
で | お SO 品 tJEIG 昌 怒り 人 ム 謀 。 O7 介 評 谷 に Se)※ 罰 翌 電 1 近 
ト し | に は 則 WG-HKAOmRSLS 思 英 殆 。 人 QHep* 当 明 
ON | E 宏 応 共 記 ふ や VQ で" ド に IIICKSN9A1NWT ペ ーー に YS と こ ) 六 
SN つ 公 D レ " 立 二 民 上 け うじ ロ 由 涯 応 張 人 義 農民 球 つ 志 計 20 
中 図 
上 時 
ム 條 記 全 上 jr@ り ” 加 壮 は Un 
hO 龍山 弁 (1( く < て 呈 槍 jpte 人 お 旨 | 
選 演 絆 G 牙 VELOG 衣 計上 寂 折 時 提 
= 1 ご Hop* 昧 0H16n 条 寺 = 人 
に 6 朋 や つ H6jp* 6 お " 紀 寺 お 人 誠 IN 申 き 
P GUD" 突 前 ・ 区 訴 相 りく gg。 < 
に Pe G 虹 上 須 則 し 6R ソ 必 究 む 還 人 人 
o 入 ES に EnWIPI に )SD 1 く 時 
較 で A946n リ Qp* 更 っ トト 由 
に V 肛 R 一 べ 宏 人 G 組 由記 組 0 に 本 は 
っ が 全 全 や ご 4 人吉 重く G 際 拓 SS る 
に V 4U” 天 守 DIG の 所 人 H じ 醒 陸 を MM 主 生 ] 
G 痺 半 け 選 人 G(mU で (nHefp* 1J ご 内 トト 
ー ヒ QG 電 上 ” 拉 定 払 pNG 双 且 人 図 E に 
の ① 
セ 
の ① 
= 
1 


くみ 』 日 本 


: 利 の し 


1 


ブ 、 


ュ 


総合 研究 所 「 入 門 の 金融 


1 
(mi) 


い EET 


( 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 





[| Lesson 9 
ぐ A> 
(1) ( ) に 適当 な 漢字 語 を 入れ な さい 。 
衣 人 ) 02 の 26 だ 【 ) が 下がる 。 
人 。 6 ) 0 も EE 先 する る 【 ) が 抑制 され 、〔 ) 


が 如 化 する 。 


( 2 ) 株 価 や 地価 の 変動 に 影響 を 与え る 要因 に は 、 ど の よう な も の が あり ます が 。 


ぐ く B 
(3) ( ) に 適当 な 漢字 語 を 入れ な さい 。 
1 . 勤労 者 世帯 の 1 世帯 当たり 平均 で みる と 、95 年 の ( ) 高 ! 
1260 万 、( ) 高 は 450 万 で あっ た 。75 年 に 比べ 、 ど ちら も 規模 が 
大 きぐ な っ で いる 。 
2. 勤労 者 世帯 が 保有 する 金融 資産 の 種類 別 構成 比 を みる と 、( ) 
の 割合 が 最も 高く 、95 年 は 45% を 占め て いる 。 ま た 、( ) "3 
319% を 占め て いる 。 そ の 一 方 、 ーー デュ どの ( ) は 、89 
年 は 23% を 占め て いた が 、 株価 の 下落 等 に よ 、95 年 は 11% に ( ) 
し て いる 。 金利 の 低い ( ) 5 は 長期 的 に みる と 低下 傾向 
に あり 、 金 利 選好 意識 が 高まっ て いる 様子 も み ら れ る 。 
3s ) の 目的 と し て は 、「 病 気 や 不 時 の 災害 へ の 備え ] や | 老後 
の 【 )|」 な どの 回 答 が 多く あげ られ て いる 。 
2 . 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 兆 3 兆 円 : 政府 は 3 兆 円 の 減税 を 計画 し て いる 。 


1. 幣 2. 差 3. 貯 4. 著 
5. 庫 6. 預 7. 株 8. 途 
9. 給 10。 妃 11。 契 12. 顧 
13. 巨 14. 損 15. 監 16. 連 
17. 種 18. 節 19. 締 20. 真 
21. 献 22: 託 23. 障 
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大 名 旅 





(、 カ だ めし 〆 
カネ が か か っ た 大 名 行列 


カネ を 存 分 に か け て する 豪勢 な 旅行 を 「 大 名 ! 旅行 |] と いう 。 と ころ が 、 大 
名 は けっ し て そん な ぜいたく な 旅行 な ど し な いし 、 で き な か っ た 。 平和 な 江 
戸 時 代 ?、 大 名 が する 旅行 と いえ ば 参勤 交代 の 旅 だ が 、 お よそ | 大 名 旅行 ] と 
は ほど 硬かっ た 。 

[参勤 」 と いう の は 、 大 名 が 将軍 ? に 臣従 する こと を 態度 で 表す た め に 、 江 
戸 城 り ? まで 挨拶 に 伺う こと で 、 最 初 は 自発 的 に 行わ れ 、 家 康 ? も 鷹 狩り ? に 名 
REN な 屋敷 地 ? や 刀剣 な ど を 下賜 9 し て 、 そ の 
心がけ を ね ぎら っ た 。 

この た め 忠 誠心 を 競う よう に 先 を 争っ て 大 名 た ち は 参 府 必 し 、 し か も 大 名 
が この と き と ば か り わ が 家 の 勢 威 を 示 そ うと 、 華 美 な 大 行列 を 繰り 出し た 。 
幕府 は その 行き すぎ を 抑え る た め 、1615 年 ( 元 衝 一 ) の 「 武 家 諸 法度 宮 」 で 
EHP RT 十 万 石 以 上 の 大 名 は 二 十 騎 5 以下 。 十 万 石 以下 の 大 名 は この 
数 を 参考 に 分 相応 の 騎馬 数 で 参 府 ] する よう に さと し て いる 。 

と ころ が 、 三 代 料 軍 家 光 " ゆ の 1635 年 ( 寛 水 ゆ エニ ) に 「 臣 家 諸 法度 」 が 攻 
訂 さ れる と 、 入 MOBSINIH2SO 導 PE の プ ( 0 
交互 に 一 年 ずつ 江戸 と 領国 に 住む よう に 定め 、 
一 方 で 大 名 の 妻子 は 人 質 % の 意味 も あっ て 、 江 戸 
に 住ま わせ る こと に し た 。 例外 と し て 、 御 三家 
水戸 藩主 タ 2 は つね に 在 府 、 関 人 州 の 大 名 は 半年 
ご と の 在 府 ・ 在 国 、 対 馬 の 宗 氏 %% は 三 年 ご と の 参 
府 で あっ た 。 

一 般 の 大 名 に と っ て は 、 今年 国 元 か ら 江 戸 に 
了 け ば 、 来 年 は 江戸 か ら 国 元 へ も どら な けれ ば な 
ら な い 。 毎年 、 大 名 行列 を 繰り 出し て いる わけ で 、 
これ は 諸 藩 に と っ て は 、 大 き な カ ネ 食 い 虫 で 藩 財 

政 を 火の車 に し た 。 

( 淡 野 史 良 『 数 字 で 読む お も しろ 日 本 史 」 日 本 文芸 社 p50-51) 








(平成 7 年 度 版 「 中 学 社会 歴史 
的 分 野 絵 p.19】 日 本 書籍 
東京 国立 博物 館 所 蔵 ) 
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[| Lesson 10 


< 本文 の た め の 注 > 


り 大 名 将軍 か ら 一 万 石 (「 石 ] に つい て は を 見 よ ) 以上 の 領地 を 与え られ 
た 者 。 
江戸 時 代 1603-1868 江戸 (東京 ) に 幕府 が あっ た 時 代 . 
3 将 車 征 夷 大 将 軍 の 呂 で 、 2 か ら 任 命 さ きれ た 幕府 の 長 の 職 。 
り 江戸 城 江戸 時 代 に 将軍 の 居住 し て いた 城 で 、 江 戸 に あっ た 。 
家康 値 / 川 家 ) 良 543-1616) 江戸 幕府 の 初代 将軍 。 


鷹 狩 り 訓練 し た 雇 を 使っ て 島 や 小さ い 動物 を 捕まえ る 
屋敷 地 家 を 建て る た め に 区 切っ た 土地 


力 剣 刀 や 剣 の 総称 。 
下賜 に 皇 や 将軍 な ど 、 身 分 の 高い 人 が くだ さる こと 。 
参 府 江戸 時 代 、 語 国 の 大 3 名 が 江戸 に 出 て 、 回 府 に 仕 ん た こと 。 


D 勧 威 人 を 抑え つけ て 従わ せる 強い 勢力 。 
う 元 和 (げん な ) 年 号 1615-1623 

武家 諸 法度 江戸 幕府 が 大 名 統制 の た め に 出し た 基本 法 。 大 名 が 幕府 の 許可 な く 
結婚 する こと を 禁止 する な ど し た 。 そ し て 、 こ の 法 に 沸 け ば 、 大 名 
の 家 を 取り つぶ す な ど の 罰 を 与え た 。 


。 = 中 田 や 畑 で と れ た も の ( 主 に 米 ) の 数 量 。 一 石 の 米 は 約 150kg で 、 石 高 
は 米 で 与え られ た 武士 の 給料 の 高 を 表す 。 
ン 騎 人 が 乗っ た 語 を 数 える 語 。 
し 6 sw 
@ ゅ 分 相応 生活 や 待遇 な ど が その 人 の 身分 な か など に あさ わし ゅ めこ て と 。 
mp 。 家 光 徳川 家 光 (1604-1651) 在 位 1623-1651 江戸 幕府 三代 将軍 の 名 前 。 
$ 宮永 (か ん えい ) 年 号 1624-1644 


領国 領地 と し て 所 有 し て いる 国土 
2% 人 質 約束 を 守る 保証 と し て 相手 に 渡す 人 間 、 ま た は 要求 を 通す た め に 捕え 
て お くく 相手 側 の 人 周 二 
御 三家 初代 将軍 mm 福 と する 大 名 家 。 尾 張 (愛知 ) 紀伊 (和歌山) 


水 ) I (茨城 ) 
藩主 1 人 民 、 統 制 機構 の 総称 。 沙 主 は そ 
の 一 番 上 の 人 


関 八 州 関 東 地 方 に ある 八 つ の 国 。 そう 

対馬 の 宗 氏 対馬 は 、 現 在 長崎 県 の 一 部 と な っ て いる 鳥 。 宗 と いう 一 族 が 治め て 
MS7 だ 。 

国 元 = 領地 


7200 


Converted by Total Imaqe Converter - i ET に EK EE 全 JE の On 





【 問題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 大 名 2 . 行列 3. 存 分 4 . 豪勢 民 。 下 親 

6 . 江戸 7 . 時代 8 . 参勤 9 . 交代 10. 旅 

11. ほ ど 遠 い 12. 将軍 13. 臣従 14. 懸 度 15. 表す 

16. 江 戸 城 17. 挨 拶 18. 伺う 19. 最初 20. 自発 的 
21. 家康 22. 訪 狩 り 23. 出 迎え る 24. 屋 敷地 25. 刀 剣 
26. 下賜 27. 心 が け 28. 忠 誠心 、 29. 競う 30。 先 を 争う 
31. 参 府 322. わが家 33. 勢 威 34. 示す 35. 華美 
36. 大 行列 37. 繰り出す 38. 幕 府 39. 行き すぎ 40. 抑 える 
家 42. 諸 法度 43. 百 万 石 ”44. 二 十 騎 45. 数 

46. 参考 47. 分 相応 48. 騎 馬 数 49. 三 代 50. 家 兆 

51. 改訂 52. 義務 58. 変 ぽ 互 54. 領国 55. 定め る 
56、 要 子 57. 人 質 58. 例外 59. 御 三家 60. 水 戸 
61. 藩主 62. 在 府 63. 関 人 人 州 64. 在 国 65. 対馬 
66. 款 67. 一 般 68. 国 元 69. 諸 藩 70. カネ 食い 虫 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


BKB ILIKB 川 前 課 IV. 本 課 全体 
a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 9% 9% 96 9 9% 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 


SM % % 6 6 0 
不正 確 な 言葉 人 
c. よく 知ら な い 言 葉 0 6 0 6 % 


ーー 一 ーーーーー 一 一 ーーーーーーー ーーーーーーー 一 


| の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
中 の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
川 . の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 
IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 
IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
に 全 ル ま 全 。 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 口 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


財 IBASIC KANJI BOOKI Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


紀 静 略 還る 平和 男 3. 時 代 癌 放 交代 口 5. 放 口 
6. ほど 記 い 日 民 。 表す 8. 最初 。 岩 。 更 。 自発 的 El| 的 心 が け [ 
1. わが家 口 12. 行 きす ぎ 口 13. 百 万 石 口 4 数 口 j5 入 ロロ 
16. 定め る 口 17. 奏 子 口 18 人 質 日 19 対 馬 口 20 半 区 ロ 
2 火の車 田 _ /21 三 % 


TINTERMEDIATE KANJI BOOK】 Vol1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
1. 行列 日 2. 存 分 日 3. 参勤 口 4 家康 [5. 先 を 争う 日 


復 2 L7 L219 TL4 L2 
6. 参 府 日 7 ぶす 日 8. 大 行 別 口 9. 議 ま 度 口 交 用 ロ 
ea 本 人 人 
1. 分 相応 日 2 改訂 口 13 義 務 日 4 例 欠 ロ 15. 関 人 州 日 
13 L3L3 復 1L9 L10 Ll 

グ 15=_% 


川 . この 本 の 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1. 態度 口 2. 牙 う 口 3. 聞 ぇ る ロ 4. 家 光 口 5 交互 日 
2 齋 課 8 齋 4 謗 4 謎 

6. 御 三家 口 7. 水 戸 口 8. 在 府 口 9. 大 国 唱 10. 一 般 日 
3 謗 6 計 3 課 3 課 7 課 

11. 財 政 日 。ー ノロ = % 
8 課 


IV. PP: 葉 で す 。 ー ーー 
守勢 口 2. 汗 戸 日 3. 将 符 口 4 詳 口 5. 江 戸 城 品 
合 10. 下 載 因 
ロ 
ロ 


ーー う 


6 和 7. 出 聞え る 口 8. 屋 明 地 口 9.2 
4 成 口 12 美 日 13. 草 14. 武 家 日 15 ー 科 
16. 自 『 数 口 17.| 領国 書 測 著 王 日 19 宗 氏 日 20. 譜 潜 
[21] 話 可 可 。 [22] 背く 日 ーー / グ 2=_% 
V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ えま し ょ う 。 


あり 


1. 挨 提 口 2. 詞 基 り 口 3. 但 日 4 り 申す 電 5. が が 飲 綿 ] 
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sa 


① 日 本 の 時 代 区 分 





* 時 代 区 分 に つい て は 諸説 が ある 。 
ここ で は 「『 日 本 の 歴史 と 世界 一 中 学校 社会 科 歴史 的 分 野 】 清 水 書院 に よっ た 。 


縄文 (じょう も ん ) 紀元 前 約 1 万 年 前 一 紀元 前 数 世紀 
ひ 

弥生 (や よい ) 紀元 前 数 世紀 一 紀元 前 3 世紀 
NM 

古墳 ( こ ふ ん ) 紀元 前 3 世紀 一 710 年 


飛鳥 (あす か ) 
白 鳳 (は く ほ う ) 








V 
奈良 (な ら ) 710 年 一 794 年 

ツ 
平安 (へ いあ ん ) 794 年 一 1185 年 

ツ 
鎌倉 (か まく ら ) 1185 年 一 1333 年 

Q NE 。 2 
室町 (むろ まち ) 1333 年 1568 年 中 生ま ミ 隊 相 

南北 朝 (な ん ぼく ちょ う ) 県 東 座 昌 群 那 智 勝 浦 町 ) 
戦国 (せん ご く ) 

2 
安土 桃山 ( あ づ ち も も や ま ) 1568 年 一 1600 年 

2 
江戸 (えど ) 1600 年 一 1868 年 

2 
明治 (めい じ ) 1868 年 一 1912 年 
eiE (ZS し よう ) 1912 年 1926 年 

2 
昭和 (し ょ うわ ) 1926 年 一 1989 年 

ひ 矯 寺 近 山 玉 化 を 伝え る 代表 的 な 城 。 
較 科 (Custre) 1989 年 = 主人 で 約 46m。( 兵 
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Re 








0 高騰 ) 
付 (大 名 の 政 視 ) 


上 行 . ら の 凍 香 弥 器 
定 奉 替 行 一 癌 て 叶 


。。、。。。 (財政 , 人 旧 司法 ) 
各行 (京都 ・ 大 阪 ・ 長 崎 な どの 研 行 ) 


より 
年 寄 一 一 目付 (旗本 ・ 御 家人 の 監視 ) 
( 老 中 の 補佐 ) 


京都 所 司 代 (朝廷 や 京都 に 関す る こと ) 
米 お 8 きか じょう 


ー 大 阪 城 代 (大 阪 城 の 警護 ) * は 定員 1 名. 
寺社 奉行 (宗教 行政 な ど ) ほか は 複数 





| ⑬ 同 音 の 語 生 





音読 み の 漢字 語 に は 、 同 じ 読 み で 全く 異な る 意味 を 表す 語 が 多く あり ます 。 


ロ の 漢字 変換 機能 を 使っ て 、 調 べ て み ま し 


: 期 間 基 齋 機関 帰 恒 気管 器官 既刊 季刊 帰 館 


気 修 機構 紀行 奇行 寄港 気孔 足 校 


・ 機 種 騎手 機 首 旗手 
・ 規 正 寄生 規制 帰省 気勢 既成 脊 声 既製 


・ 効 果 高価 硬貨 校歌 降下 工科 硬化 
コウ ジョ ウ : 厚 情 工場 ロ 上 交 情 恒常 


コウ テイ  “ 育 定 
コグ ドウ ーー マイ 笛 動 





ロ 
つい 
FiH 
ゴ i 中 
品 ビ 


公定 校庭 高低 


叶 机 


講堂 公道 
イ : 宮 勢 合成 
詩 符 号 符合 


: 指 示 師事 支持 私 事 
・ 施行 伺 候 指向 試行 思考 


ン シ ョ ウ 支障 師 区 死傷 


シン ジョ ウ  : 誌 上 市 場 私 情 史上 誠 乗 
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HH 

と 4 
吾 
王 


o 


ワー ブ 





・ 歌 詞 
SE シー 室 
・ 剣士 
・ 氏 名 
・ 士族 
・ 伺 候 


ショ ウ カ  : 消火 
ン ョ ウ ガ イ ・ 傷害 


0 か に 


ョ ウメ イ 証明 


ン ョ ウ : 解消 


ン シ ョ ウ : 現象 
ショ ウ 支障 


ショウ ・ 主将 
ショ ウ : 対象 


ショ ウ  : 武将 


ョ ウ 保証 


スイ ああ ョ ツウ: 名 特 


コジ ョ ウ  : 古城 
カイ ジョ ウ : 開城 


第 10 課 の 学習 


江 将 


誠 威 





思考 試行 


消化 商家 
障害 生涯 
将校 昇降 
内 明 正 銘 
改称 快勝 
減少 

師匠 死傷 
自 相 殊 勝 
対称 対照 
不精 三 無精 
保障 補償 
名 称 名 勝 


会 場 開場 


中 心 注 六 


ーー 


提 





ーー 


人 


時 田 




















財 
計 


23 








(索引 p.309313) 
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但 ) 便 婦 = 


【 練 習 1 】 次 の 中 に 、 適 切な 字 を [__ |] か ら 選 ん で 入れ な さい 。 


校 革 効 講 構 購 潜 青 航 硬 行 隆 厚 





1 . この 学校 で は | | 外 で の 活動 に つい て も 厳し い 規 則 が 設け られ て いる 。 





| 所 芝 | 
ゝ ヽ 、 た い が > 
2. 中 国 の 中 央 部 を 東 へ 流れ て 海 に そそ ぐ 大 河 を 長 | の つ 
[ 活 当 玉 コウ 
3. 飛行 機 は 着陸 上 態 勢 に 入り 、 ゆ っ くり | | 下 し 始め た 。 [ 品 改 大] 


4. 人 間 社 会 が 次 第 に 悪い 方 向 に 向かっ て いる と 思っ て いる 人 が 多い が 、 私 は 人 


類 の 未来 を | | 定 的 に 見 て いる 。 [コウ テ イ ] 





5. 製品 が 消費 者 の 手 に 渡る まで の 流通 機 は 極め て 複雑 だ と 言わ れ て いる 。 
[ キ ゴ コウ] 
6 . この 度 は 、 皆 様 か ら 格 別 の 御 | | 晴 を 賜 り 、 感 謝 に た えま せん 。 
[ご ロウ ジョ ウ ] 


証 症 称 将 象 障 作 





1 . 陸軍 や 海軍 の 将校 の 中 で 最も 位 の 高い 者 を 大 | と 言う 。 [タイ ショ ウ ] 


2 . 原文 と 訳文 を 対 | | し な が ら 平 安 時 代 の 古典 を 読み 進め た 。 [タイ ショ ウ ] 








3 . この 神社 は 平安 時 代 の 建築 で す 。 正面 か ら 見 る と 左右 対 の 、 欠 ぼ 


が と れ て 安定 し た 感じ が し ます 。 [タイ ショ ウ ] 
4 . 知人 に | | 介し て も らい 、 京 都 の 古い 寺 を 訪れ た 。 [ショ ウ カ イ ] 





5. 容疑 者 の 少年 に は 彼 の 無罪 を | | 明 す る も の が 何 も な か っ た 。[ シ ョ ウメ イ ] 


6 . 退職 後 は 手話 を 覚え て 、 聴 覚 に 害 の ある 人 の お 手伝い を する つも り 内 
[ 逐 ウイ | 
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調 伺 








最悪 の 状況 の 中 で 、 拉 軍 は 数 人 の 士官 に 次 々 と 事態 を 打開 する た め の | 示 を 
えた 。 | シ ジ ] 


2. 新しい 法案 が 議会 で 可決 され 、 来 年 肛 を か ら | 府 の 運び と な っ た 。 し 


ま 。 宮 と と に 住所 と | 名 、 電 話 番 号 を ご 記入 下さ きい 。 [メイ ] 
《 る まい ぃ い す オ 
4 . 老人 は 車椅子 の 生活 が 長く 、 下 | | が 弱く な 、 歩 行 が 難し く な っ た 。 
逐 ] 
. の Ei e dg 
5・ 親 長 は ゴミ 焼却 所 の 建設 に 終 | | 一 貫 し て て 反対 し て いる ラウダ ] 


既 希 





・ 業界 で は 消費 者 と の トラ ブル を 避け る た め 、 誤 解 を 招く よう な コマ ー シ ャ ル 
は 流さ な いよ うに 自主 的 ! | 科 し し て いる [ キ セ イ ] 
0 eKAYGS rc 
次 第 に | | の 悪 に 引 2 分 を 当て は め る よう に な る も の だ 。 [キモ セイ ] 
?・ この 長く 厳し い 経済 不況 か ら 抜け 出す た め に は 、 鉄 鋼 ・ エ ネル ギー 産業 な 
どの | | 閉 業 が キー に な < る と いう 考え が ある [ キ カ ン ] 


4. 診断 の 結果 、 祖 父 0 


が 分 か っ た 。 |[ キ カン ] 
ie La 
お 。 有 問 の | | の こ と を | ジョッキ ー| と 呼ぶ 。 [キシ ュ |] 
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Lesson 10 


正 政 問 生 人 性 姓 芝 





. 即日 開 累 の 結果 、 午 後 9 時 に は 総 選挙 の 大 | | が 判明 し 、 保 守 党 が 敗れ た 


こと が 確実 に な っ た 。 [ 相 泥 イコ] 


・ 彼 は 一 見 、 生 意気 そう に 見 える が 、 意 、 こ と に 当たる 人 性格 だ 。 


イ シグ) イイ リロ 


日 は 耳 模 様 で あっ た が 、 思 っ た より 出席 者 が 多く 、 会 だ っ た 。 


[セイ カイ ] 


・ 還 閑 問題 を 話し 合っ て いた 両国 の 代表 は 、 会 議 終 了 後 次 の よう な 美 同 | | 盟 


を 発表 し た 。 イズ 1 


+ くう 2 ハコ 。 5 し mg )。 ー ト > 了 ビ さ - ピュ 
. 新人 賞 を 受賞 し た この 詩 は 、 優 れ た 表現 が 多く 、 作 者 の 豊か な 感 の ひ 


ら め き が うか が える 。 [カン セイ ] 


【 練 習 2 】 次 の 文章 を 読み 、{ ] か ら 適 切な 語 を 選ん で 〇 を つけ な さい 。 
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1 一 様 に ] 腔 華 に 華美 に 豪勢 に | 流れ た 


も の が 多かっ た 。 し か し 、 先 日 行わ れ た 氏家 さん た ちの 式 は 、 質素 な し か し 
心温まる も の だ っ た 。 

九 分 通り 出来 上 が っ た 新しい 駅 前 支店 の 内 装 は 、 色 は 地味 だ が 良質 の 建材 を 
ふん だ ん に 使い 、 な か な か ! 豪華 な 華美 な 豪勢 な | 見 栄え の の する 仕 
に が り に な っ 人 

人 事 課 の 金子 さん は 、 科 休み は ハワイ 、 夏 休み は カナ ディ アン ・ ロ ッ キ ー だ 
78 か | 豪華 な 華美 な 豪勢 な ! こと で 、 う らち 
や まし い 。 


・ 小学校 の 理科 の 時 間 に 、 先 生 が 地震 が 起こ る メカ ニズム を | 豪 記 に 痛快 


に 軽快 に 明快 に | 説明 し て くれ た 。 そ の こと が 、 地 質 学 を 専門 に 選ん 
だ 理由 か も し れ な い 。 
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5・ カー ニ バ ル の 夜 、 バ ンド の 演奏 する | 豪快 な 痛快 な 軽快 な 明快 な | 
サン バ の リズ ム に 乗っ て 老い も 若き も 楽し げに 踊り 出し た 。 

0 款 快 に 軽快 に 愉 扉 に 明快 に | 
失い 飛ば し 、 気 に 留め る 様子 は 全く な か っ た 。 

テ 。 靖 の 半生 le 潤 oe 馬 の 歩 く 次 は 、 そ こ は か と な い ユ ー モ ア を 感じ させ 、 
や や も する と 暗 く な り が ちな 物語 を 、| 豪快 軽快 愉快 明快 | な も 


の に も に で いた だ 。 
8. 河野 用 の | 豪 快 な 痛快 な 軽 快 な 愉快 な | 批評 は 、 世 間 を あっ と 言 
わせ ただ た 。 


【 練 習 3 】 次 の 文 を 読ん で 、 [し ] の 中 か ら 適 切な 動詞 を 選ん で 、( ) に 正しい 
形 に し て 入れ な さい 。 入れ られ る 動詞 は ー つ と は 限り ませ ん 。 





1 床 
開く 従え る 

[江戸 幕府 の 成立 ] Fe ( 塵 長 5 に 石田 光 成 ら を 関ヶ原 (岐阜 県 ) の 戦 
いで ( ) の 2 の ウッ チ ) 、1603 年 に は 天皇 より 征夷 大 
将軍 に 任じ られ て 、 ln (東京 に 江戸 幕府 を ( )。 こ の の ち 260 余 年 に お 

よぶ 人 徳川 氏 に よる 幕府 政治 の 時 代 を 江戸 時 代 と ( ) 。 

_ 辻 戸 時 代 の し くみ は 3 代 将 軍 家 光 の ころ まで に ( )、 将 軍 の 下 に 老 中 ・ 

若年 寄 な ど が ( )。 将 軍 は 約 400 万 石 の 領地 (天領 ) を ( )ig 
間 和 ui 鉱 則 ・ 洪 町 な どの 重要 な 場所 を 直接 支 配 し 、 ほか の 大 
名 と は くら べ よ う が な い ほ どの 経済 力 を ( )。 ま た 旗本 ・ 御 家人 な ど 直 属 
の 家臣 団 を ( )、 強 力 な 軍事 力 を ( ) 。 










御 三 民 = | 水野 1 真田 松平 佐竹 
@ 生 三家 〇 10-30 万 石 未満 1) 誠 5 ( 栓 代 ) (村上) (秋田 ) 


但 林 落 譜代 ( 〇 30-60 万 石 未満 08 電 伊 前 田 | 松平 | 酒井 
〇 外 様 ( )60 万 石 以上 








南部 
(盛岡 ) 
松平 
(山形 ) 






















戸 
(大 垣 ) 





















索 (府中 人 )| |。PG [ 
鍋島 (佐賀 。 ひ 和 





上 杉 ( 米 沢 ) 









丹羽 (二本松 ) 






















0 2 本 多 ( 和 白河) 
有馬 (久留 米 ) 一 ン ワ 奥平 (宇都 宮 ) 
細川 (熊本 一 - バジ 徳川 (館林 ) 
島津 ( 鹿 ) 徳川 (水戸 ) 
松平 (松山 ) 土井 ( 証 河 ) 












山内 (高知 ) 蜂須賀 徳川 藤堂 松平 徳川 みつ 酒井 前橋 ) 阿部 ( 岩 材 ) 
松平 (高松 ) (徳島 ) (和歌 山 )( 安 濃 津 ) (桑名 ) ( 呈 旨 柏 雪 GRGi (10 万 石 以 上 の 大 名 の み ) 





(平成 7 年 度 版 「 中 学 社会 歴史 的 分 野 】 日 本 書籍 p.131) 
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[| Lesson 10 


治め る 取り し まる 従う 定め る 号 え る 





[大 名 の 統制 ] 将軍 か ら 1 万 石 以上 の 領地 を ( ) 者 を 大 名 と ( 二 
幕府 は ょ これ ら の 大 名 の 統制 に 心 を くば っ た 。 徳川 一 門 ( 親 潜 ) や 、 WI 
E。 1 ) き な 大 省 。 【 ( 講 代 ) 1 は 、 関東 か ら 近 i 唄 に いた る 重要 な 地 に 配 資 
関ヶ原 の 戦い 以後 に 徳川 氏 に ( ) 大 名 ( ( 外 様 ) は 、 東 北 ・ 還 ・ 州 な と 
戸 か ら 遠 い 地 に ( ) 。 幕府 は また 、 大 名 を ( ) た め に 武家 諸 法 度 
と いう 法令 を 〔 jo の 
大 名 が その 領地 や 家臣 、 農 民 な ど を 〔 ) 機構 を 藩 と ( ) 。 各 藩 の 
政治 は それ ぞ れ 独自 に 〔 ) が 、 常 に 幕府 の きび し い 監 視 下 に ( ) 
た 。 こ うし た 幕府 と 藩 に よる 政治 の し くみ を 幕 藩 体制 と ( ) いる 。 
3.。 


する 定め る 





[武家 諸 法 度 ] 幕府 は 、 大 名 が か っ て に 城 を ( ) こと や 、 幕 府 の 誕 可 な し に 
結婚 する こと な ど を ( )。 ま た 参勤 交代 の 制度 を ( )、 大 名 は 1 年 お 
き に 江戸 と 領国 に 住む よう に ( Na 寺 和 802 計 の し で 1 に 住む せよ うに 
( ) 。 参 勤 交 代 や 幕府 か ら ( ) 土木 工事 の 靖 け 負い な ど は 、 多額 の 出 
費 を ( ) た め 、 大 名 の 財政 は 苦 『 し いこ と が 多かっ た 。 この 法 有 as ) 
大 和 名 は 、 mot < 衣 科 5990 


【 練 習 4 】 次 の 下線 の 漢字 に 注意 し て 、 読ん で み ま し ょ う 。 





1 . 誠 実 な 成功 する 盛大 な * 江 戸 城 
2 . 忠義 中 心 伸 裁 する 
3 . 真剣 な 試験 危険 な 
可 僚 約 する 検査 する 
4. 長江 工業 紅茶 項目 
専攻 成功 貢献 
5 . 伺 候 す る 司法 動詞 飼育 する 
6. 菩 馬 奇異 な 寄付 する 
7. 領主 律令 * 命 令 / 審 度 度 ノ 年 齢 
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財 
幕府 侯 漠 * ネ お 茂 暮 
幕府 付属 する 符 な 
氏名 紙面 
臣従 する 縦横 
笛 来 奨学 金 


【 練 習 5】 文中 の に 下 の [ | か ら 最 も 適切 な 熟語 を 選び 、 そ の 読み も 書 


・ 私 の 夢 は ___ な 客 船 で 世界 】 
富 


き な さ い 。 


| 豪遊 衰 華 強 喪 


. 実力 の な い 上 司 ほ ど 、 部 下 に _ _ 的 な 態度 を と る 。 


| 威力 威 威圧 猛威 | 


・ 彼 は 今 、 重 要 な 仕事 に し て いる 。 


| 従事 従属 服従 臣従 | 
不義 理 を し て いて その 人 に 会 いた く な い 気 持ち の と き 、「 _ _ が 高い | 
と 詩 の 
| 敷居 敷 布 敷石 座敷 | 


5. その ホテ ル は 不便 な 所 に ある の で 、 駅 まで バス を 出し て いる 
| 歓迎 人 すこ 迎 宮 | 
6 . 将軍 か ら 刀剣 を 床の間 に 飾っ て いる 


| 要領 の 拝領 


【 練 習 6 】 漢字 の A の 部 分 と B の 部 分 を 組み 合わ せ て 、 漢 字 を で きる だ けた くさ 


A: イ シル 言 系 馬 } 令 】 中 北 イイ 信和 
B: 年 慎 員 成 男 婦 素 。 天 可 月 差 本科 


例 1 . 中 二 心 -k 上 
例 2 言 十 司 ーー 清 骨 


『 
馬 十 大 十 可 一 騎 


7?7 
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1 . 次 の 文章 を 読ん で 、 後 ろ の 質問 に 答え て み ま し ょ う 。 























1600 | 関ケ原 の 戦い 

1603 | 徳川 家康 、 征 夷 大 将軍 と な る 
1612 | キリ スト 教 の 禁止 

1614 | 大 坂 冬 の 陣 


HISTORY of JAPAN 











| 

か ま 

か 

わ 
贅 
1615 | 大 坂 夏 の 陣 農 の 
| 武家 諸 法度 制定 本 
1637 | 島原 の 乱 衝 
1639 | ポル ト ガ ル の 来航 禁止 貧 上 
1641 | 鎖国 体制 が 完成 する く て 
1685 | 生類 憐 み の 令 が だ され る et 
| 1716 | 享 保 の 改革 始ま る 半 商 
1721 | 目安 箱 を 評定 所 に 設置 する き 明 
1758 | 宝 暦 事件 2 す 
1767 | 明和 事件 特 不 
1772 | 田沼 意 次 が 老 中 と な る な 当 
1783 | 天明 の 大 飲 鍼 | 高 
1787 | 打ち こわ し が 起こ る 打 り 
| 松平 定信 の 寛政 の 改革 始ま る ” 
| 1841 | 水野 忠 邦 の 天保 の 改革 始ま る わ た 
6 2 0 は 各 
半 
す ち れ 部 ま 天 を つっ を 革 の 享 革 信 募 う て こ 麻 
に ら の し 保 あ た 増 が 改 保 を を 府 と い の へ 
は 藩 た の げ ー や そ 革 の 実 回 は いる よ ょ よ の 
府 次 が が 改 る 面 し れ 改 施 復 財 う 一 う 不 
打 第 改 ' 革 こ 的 た で 老 革 し す 政 矛 方 に 潮 
倒 に 府 そ の と な りす 中 ` ま る 問 唐 で 幕 の 
の 経 - の こ は 改 ` ? 水 11 す た 題 を 封 府 現 
強 済 六 中 ろ で 草 商 し 野 代 " め を は 建 は れ 
カカ 滞 で 各 き に 業 か 忠 将 8 に 解ら 的 "て 
な の 薩 落 ま 過 を し 邦 軍 代 ` 決 ん な 貨 3 

勢 軍 ヒヒ 摩 も せき 規 に 家 将 大 し で 農 和 幣 

力 事 て \ 改 ん ず 制 農 よ 斉 軍 規 和 人 い 桂 

と 力 い 長 革 で ` し 民 る に 吉 棋 々 た 支 済 

な を ま 州 を し 結 た へ 天 よ 宗 な か の 配 が 

る 著 し な 実 た 局 り の 保 る に 政 ら で を 進 

の えた ど 施 成 と 年 の 実 よ 治 の 二 行 展 
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va し 
RYry 刀 惑 填 演 革 イ 
只 叶 は て rr と Il 
rr- 芋 忌 開 況 
ロン 光 時 民 油 
本 下さ S 浅 活 
「 み 小 牙 芝 さ 
に 
半 鑑 和 
た 
EAI 


( 加 来 耕三 監修 『90 分 で わか る 日 本 史 の 読み 方 」 か ん き 出 版 p.120-121) 
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[| Lesson 10 
(1 ) 江戸 時 代 、 経 済 は どの よう に 発達 し た の で し ょ うか 。 
( 2 ) 幕府 の 財政 難 は どう し の だ で 届か 
( 3 ) 幕府 の 支配 の 矛盾 と いう の は どの よう な 矛盾 で し ょ うか 。 
( 4 ) 幕府 の 改革 は どの よう な も の で し た か が 。 
(5 ) 何 が 幕府 を 倒す カ に な っ た の で すか 。 


2 . 次 の 表現 を 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 
1 。 えど じ だ い の ざい せい も ん だ い 2. だ いみ ょ う が は ん を か ん りす る 


3. ば く ぉ ふ の けん い を まもる 4. し ょ う ぐ ん か ら と うけ ん を いた だ く 
5. か くち に じょう か まち が で きる 6. や し き に は ん し ゅ を むか える 
7 .「 ぶ けし ょ は っ と | を か いて いす る 8. ご う せ いで か びな ぎょ うれ つ を する 
9. りょう ご くに か える 10. ちゅ う せ いし ん を し めす 


3 . 次 の 漢字 を 使っ た 、 最 も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 勢 一 勢力 : 武家 が 勢力 を 伸ばす 。 


1 。 背 2. 許 SR 。 民 4. 騎 
5. 領 6. 藩 7. 威 8. 伺 
9. 幕 0。 妹 11. 臣 12. 刀 
13。 之 14. 敷 15. 誠 16. 従 
17. 剣 18. 華 19. 武 26。 江 
21. 城 22. 将 23. 周 


7 ライ 
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4 次 の スタ イル は 、 ど の 時 代 の も の で し ょ うか 。 


1 . 奈良 時 代 (710 一 794) 


2. 平安 時 代 (794 一 1185) 


3. 鎌倉 時 代 ・ 室 町 時 代 (1185~1568) 


4 、 汁 戸 時 代 (1600ー1868) 





8 地図 ・ 図解 ・ 年 表 日 本 史 」 山 川 出版 社 p.103 
「 例 解 新 国語 辞典 第 2 版 」 三省堂 p.187 
高校 日 本 史 」 山川 出版 社 p.35) 


5・ 江戸 時 代 の 生活 を 理解 する た め に 、 次 の 言葉 の 意味 を 辞書 で 調べ て み ま し ょ う 。 
1. 土 農工 商 
2. 鎖国 


3. 洗 灯 に 


10 | 


紀和 ん 3 


日 本 人 の 姓 


日 本 人 の 姓 に は 、 植 物 や 動物 、 地 形 な 
いま す 。 例 えば 、 植 物 の 漢字 で は 「 藤 ] | 松 ] |「 竹 ] な 
「 田 」「 山 ]「 岡 ]「 坂 ] 「 崎 ] | 浦 」 る 


表す 「 上 ] 「 内 | 「 本 」 


姓 が 作ら れ で いま す 。 


な ども あり 、 


の ゆす ん 
他 に も お め めで た い 意 味 や 尊い 意味 を 表す [ 吉 」 [ 賀 | 「 宮 
これ ら の 字 の 組み 合わ せ で 


istered version 





ど 自 然 を す 半 字 が 多く 使わ れ て 


、 地 形 を 表す 字 で は 、 
了 re 


ト 記 は 、 0 多い 姓 の 40 位 まで の リ 和 ス が "で す 。 読ん で み ま PS ま 9 


。 鈴木 . 信 藤 
8 . H 村 。 伊藤 
15. 井 上 は 木村 
22. 小川 23. 四島 
29. 内 胃 30. 岡田 
36. 大 田 37. 小 島 


福田 大 塚 
村上 落 池 
酒井 坂本 


は a 


10. 
17。 
24. 
AL。 
36. 
圧倒 的 に 多い の は 漢字 二 字 の 姓 で す 。 
片山 
広瀬 
大 沢 
ど 漢 字 一 字 


三浦 
丸山 | 
土 屋 


田中 
斉藤 
松 * 全 
山崎 
青木 
島田 


他 に も 、「 渓 」「 岸 」「 関 」 


し 7 う 人 三池 の 姓 も あ り ま 1 
われ て いる か 調べ て み ま し ょ う 。 


違い に 注意 し て 、 


Lu。 還 潤 尊 避 
の 。 結 る 表 囲 
3. 小 : 小林 
4. 藤 : 藤井 


ーー 


[学習 漢字 ] 鈴 藤 伊 吉 


【 練 習 1 】 姓 に よ く 使 われ る 字 の 中 に は いろ いろ 
読ん で み ま し ょ う 。 

本 田 
川上 
小泉 
武藤 


田原 横田 
上 野 上原 
小山 小池 
藤原 佐藤 


4 . 


邊 。 
18. 
26. 
9 
Ne 


ヽ 裕 
/ 月 


山本 
加藤 
清 水 
橋本 
備 


遠藤 


Be 
12. 
26. 
9。 
40. 


渡辺 6. 


山田 13. 
林 20. 
株 。22 
近藤 藤 34. 


田村 


次 の 姓 の うち 、 
品 本 
増田 
杉山 


崎 塩 


久保 田 


評 正 
小松 
伊藤 


: の 姓 や 、 


武田 
桜井 
= も 


清 沢 
は ロ 7 


な 読み 方 を する も の が あり ます 。 


各 橋 
吉田 
山 日 
聞 田 
あ で 
同 部 


呈 
琶 計 


河野 


沢田 松田 
村上 坂上 


小川 小野 


7 . 小林 
14. 佐々 木 
21. 長谷 川 
28. 石川 
35. 和田 


いく つ 読 め ま す か 。 
竹内 


矢野 
服部 
馬場 


[大 久保 |」 や 「 長 谷川 」 な 
周囲 の 人 の 姓 を 集め て 、 ど の よう な 字 が 使 


原田 


小沢 
安 膝 


【 練 習 2 】 同じ 読み 方 で 字 の 違う 姓 も あり ます 。 読ん で み ま し ょ う 。 
. 大 田 太田 


1. 渡辺 渡部 
5 . 矢部 谷 部 
9 


. 油井 弄 
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2. 伊藤 
6 . 元 木 


10. 


庄司 


伊東 3. 
本 木 7. 


東海 林 


同 部 
河上 


安倍 


放 虹 。 脇 。 


小島 児島 











(、 カ だ % し ノ 


下 の 文 章 を 読ん で み ま し ょ う 。 





健康 診断 と くに 病気 や 異常 が ある と は 思っ て いな い 者 に 対し 、 健 康 状態 や 、 
所 づか ず に いる 疾病 の 有無 を 調べ る た め に 行う 診察 や 検査 を いう 。 健康 を 維 
持 す る た め に は 、 疾 病 ・ 異 常 を 早期 に 発見 し 、 BE 
あり 、 自 覚 症状 や 他 覚 症状 が 出 て か ら で は 、 手 遅れ に な る お それ も ある 
の た め 、 自 発 的 に 医療 機関 を 訪れ て 受け る 上 oi 回民 
の 健康 維持 の た め に 行政 的 に 行わ も れる も の が あり 、 定 期 健 康 診断 な ど と よ ば 
れ て いる 。 (中 略 ) 

労働 基準 法 に よっ て 衛生 上 問題 の お こり うる 職場 の 従業 員 は 、 年 二 回 以上 
間 て いる 。 ま た 客 に 接触 する 業種 の 業者 は 、 伝 染 病 等 
に 関す る 健康 診断 を 受け な けれ ば な ら な いこ と が それ ぞ れ の 業法 に 定め られ 
て いる 。 ま た 、 学 校 で は 、 学 校 保健 法 に よっ て 児童 ・ 生 徒 、 学 生 、 職 員 の 健 
馬 BIa 。 老人 に は 、 老 人 福祉 法 に よっ て 健康 診断 を 受け る 
べき こと が 規定 され て いる 。 さ ら に 妊婦 や 乳幼児 に つい て は 、 母 子 健康 法 に 
ょ っ て それ ぞ れ 健康 診査 が 行わ て いる 。 こ こ に いう 健康 診査 は 、 健 康 診断 
に 保健 指導 を 組み 合わ せ た 活 動 の こと で ある 。 (中略 ) 

この は か 、 目 治 体 が 独自 に 予算 を 計上 し て 対人 保健 サー ビス と し て 実施 す 
る 孔 旬 検 診 、 成 人 病 検診 、 痛 検診 な ども ある 。 ま た 、 個 人 が 自発 的 に 医療 機 
内 を 訪れ る 健康 診断 で 、 短 期間 の 入院 を し て 総合 的 な 検査 を 行う も る の は 、 人 
間 ド ッ み グ な と よ ぼ ば れ で いろ る 

全 康 珍 断 の 検 容 項目 は 対象 と 日 的 に よっ て 筐 な る が 、 小 児 の 場合 は 、 内 
科 的 な 診察 の ほか 身体 計測 (身長 、 体 重 な と ど )、 視 力 ・ 聴 力 の 簡易 検査 、 歯 科 
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[| Lesson 11 


診察 、 運 動機 能 等 の 発達 検査 、 そ れ に 貧血 検査 、 尿 検査 、 心 電 図 検査 な ど が 
nm ee EL le 
便 の 検査 な ど が 重要 に な っ て くる 。 ま た 、 こ れ ら の 実施 の 方 式 と し て は 、 医 
療 機関 や 検査 セン ター な ど を 個人 別に 訪れ る 個別 健康 診断 と 、 指 定 さ れ た 会 
場 へ 日 時 を 決め て 多 人 数 を 呼び 集め て 行う 集団 検診 と が ある 。 
以上 の よう な 健康 診断 ・ 検 査 の 結果 、 さ ら に 精密 な 診察 ・ 検 査 や 治療 を 要 
する こと に な れ ば 、 専 門 医療 機関 等 へ の 紹介 が 行わ れ 、 今 後 の 生 活 上 の 注意 
な ど が 必要 で あれ ば 、 医 師 、 保 健 婦 、 栄 養 士 、 心 理 相談 員 等 に よっ て 保健 指 
導 、 健 康 相談 が 行わ れる 。 (以下 略 ) 
(日 本 大 百科 全書 8』 小学館 1986) 
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【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読 み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 健康 2. 診 断 3. 異常 ” 4. 状 態 。 5. 疾病 
6 . 有無 7. 診 察 "8. 検査 "9. 維持 10. 早 其 11 | 
11. 治療 12. 目覚 13. 症状 14. 手 遅れ 15. 自 発 的 
16. 医療 17. 労働 18. 基準 法 19. 衛 生 上 20. 職 場 

21. 従業 員 22. 接 触 。 23. 業 種 24. 伝 染 病 等 25. 業 法 

26. 定め る 27. 保健 法 28. 児 童 29. 生徒 30. 職員 
31. 福 祉 法 32. 規 定 33. 妊 婦 34. 乳 幼児 35. 診 倫 

36. 指 導 37. 自治 体 38. 独 自 39. 予 算 40. 計 上 

41. 検診 42. 成 人 病 43. 総 合 的 44. 項 目 45. 対象 

46. 王 目的 47. 異 な る 48. 小 児 49. 内 科 的 50. 身 体 

51. 計 測 52. 身 長 53. 体重 。 54. 視力 55. 聴 力 

56. 簡 易 57. 歯科 58. 機 能 59. 発 達 60. 貧 血 


61. 奈 62. 心 電 図 63. 血 圧 64. 上 朋 拍 65. 血液 
66. 肺 67. 表 68. 実施 69. 指定 70. 集団 


71. 精密 72. 紹介 73. 医師 74. 保健 婦 75. 栄 杖 士 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


IIBKB ILIKB 川 前 課 IV. 本 課 全体 


a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 __ % _ %  % % % 
| b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が m eg 。 
| 不正 確 な 言葉 
| c. よく 知ら な い 言 葉 _ %  %  %  % % 
| | の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol1&2 を 復習 し まし ょ う 。 

中 の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 

唱 . の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 

IV. の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 その 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
LE 
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【 確 認 】 正しく 読め ぬ た ら 、 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


所 IBASIC KANJI BOOK」 Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 

1 . 有 無 2 半 骨 日 3 昌江 口 4. 手 造れ 日 5. 自 発 的 ロ 
6. 業法 7. 定め る 口 8. 自 汗 体 口 9. 巴 和 口 10 計 上 ロロ 
11. 成 人 病 目的 日 13. 内 科 的 口 14 体重 日 15 歯 科 日 
16. 心 電 図 口 17. 指 定 品 。 ノ 17=_% 


.『 INTERMEDIATE KANJI BOOKI Vol. 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
] . 健康 [| 2. 異 党 旧名 治療 口 4. 医 療 占 天 基準 較 


L4 L4 L4 L4 L3 _ L3 L9 
6. 職 場 日 7. 保 健 法 日 8. 職 員 口 9. 独 自 日 10. 総 合 的 
境 LSL4 L3 L1 L6 
11. 対 象 日 12. 異 な る 日 13 計測 日 14 捉 力 日 5 機能 日 
' LS L4 L2 L7 L2 
6. 発達 日 17. 集 団 日 18 医師 日 、。 デ 1 才 中 此 
L10 L6 L6 


吊 、 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 の 言葉 で す 。 「 4 
1. 状 態 日 2. 検 査 日 3. 維 持 口 4. 従 業 員 日 5. 労 働 日 





3 課 2 齋 _3 謗 3 齋 10 謗 8 謎 
6. 業 種 日 7. 生 徒 日 8. 規 定 日 9. 指 導 日 10 身体 日 
0 課 ' 6 課 6 課 2 課 1 1 課 
1 身長 口 12. 簡 易 日 13. 劇 拍 日 14 実施 日 15 精密 日 
I 課 8 課 7 課 2 課 3 課 
16. 紹介 男 。 /16=_% 
| 課 


IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 


1. 診 断 日 2. 疾 病 日 3. 診 圭 日 4. 症状 日 5. 接触 日 
6. 旧 童 日 7. 姓 旋 日 8. 乳 効 旧 日 9. 診 集 日 0 検診 日 
11. 征 品 2 小児 口 18 隊 力 口 14 貧 則 口 15 尿 ロ 
16. 血 圧 日 17 和 和 口 18 芳 口 9 骨 。 口 20 保 人 島 ロ 
[21] 勝 口 [22] 忌 臓 口 [23] 放 職 口 [24] 騰 波 日 [25] 骨 折 
[26] 筋 内 日 [27] 腹 痛 日 [28] 疾 中 日 [29] 症 候 閣 日 /29=_% 
V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぼ え まし ょ う 。 

1 . 衛 生 上 日 2. 伝 染 靖 等 | 3. 福 祉 法 唱 1. 栄養士 








| 0⑩ 身 体 の 部 分 を 表す 漢字 





A. | 月 (に く づ き )」 が ある 漢字 
火 の 漢字 の 中 に ある 「 月 」 は 「 肉 」 の 意味 を 表す 部 首 で 、「 に く づ き 」 と 呼ば れ 、 
体 に 関係 の ある 漢字 に 使わ れ ま す 。(--IKB Vol1 p.74) 


a. 漢字 の 左側 の 部 分 に 「 月 | が ある も の 山 
脳 (ノウ ) 膜 (マク ) 
腕 ( う で ・ ワ ン ) 脚 (あし ・ キ ャ ク ) CS 
胸 (むね ・ キ ョ ウ ) 肺 (ハイ ) 
腹 (は ら ・ フ ク ) 胴 (ドゥ ) 
用 (こし ・ ョ ヨウ ) 腸 (チョ ウゥ ) 
肝 (きも ・ カ ン ) 臓 (ゾウ ) 
脈 ( ミ ャ ク ) 


の 下 の 部 分 に 「 月 | が ある も の 


衣 ( せ ・ ハ イ ) 師 ( 恨 示 g20 

肩 (か た ・ ケ ン ) 骨 ( イ ) 鹿 
c. その 他 の 部 分 に 「 月 |] が ある も の 用 朋 

助 (すじ ・ キ ン ) 能 (ノウ ) ピ 
B.「 真 (お お が い )」 が ある 漢字 

頭 ( あ た ま ・ ズ ・ ト ウゥ) 顔 (か お ・ ガ ン ) 

額 (ひたい ・ ガ ク ) だ 

直腸 ~ / 肝 

C. その 他 、 身 体 部 分 を 表す 部 首 を 持つ 漢字 

ま キー 指 拍 技 接 振 折 抜 採 

足 一 嘘 踏 踊 路 

日 一 眼 睡眠 

ロー 吐 吸 呼 吹 喫 

年 一 取 職 了 聴 


ィ イ 7 





11 


心臓 





istered version 


[| Lesson 11 


病気 や 疾病 を 表す 漢字 





A. 「# 」 (や まい だ れ ) を 持つ 漢字 


病 痛 疲 疾 療 症 痢 
B. 病気 や 症状 を 表す 漢字 
a. 病気 
・ー 病 (びょう ) : 肺 病 心臓 病 肝 騰 病 精神 病 眼病 伝染 病 
本 硝 病 白血病 血 友 病 歯 周 病 
・ー 症 (し ょ う ) : 心身 症 導 心 症 感染 症 夜尿症 了 
人生 老人 性 痴呆 症 骨 粗 し ょ う 症 後遺 症 
ー 疾 患 じ | ze か ん ) ・ 心臓 疾患 肺 疾患 胸部 疾患 


b. 痛み 
- 痛 (つう ) : 豆 痛 胸痛 胃痛 腹痛 腰痛 神経 痛 筋 内 痛 
生理 痛 鈍痛 激痛 


c. 熱 や 痛み 3 


は 


ん し 5 ゆめ 信和 す 
・ 一 和 炎 (えん ) 炎 胃 突 肝 衝 気管 支 炎 虫垂 衝 関節 笑 
び ら ゅ う し に けつ の う ま 了 
條 衝 日 内 中 耳 炎 結膜 炎 脳 膜 疾 


・ ~ー 閣 (が ん ) ニ 悪 性 の 腫 * ふ つう 「 ガ ン ] また は 「 が ん 」 と 書く 。 
・ 肺 ガン 乳ガン 表 ガ ン 食道 ガン 大 腸 ガン 肝臓 ガン 
すい 騰 ガン 子宮 ガン 

・ て 症候 笑 (し ょ うこ う ぐ ん ) ーー シッ NR ロー ム 
: 吸収 不良 症候 群 後天 性 免疫 不全 症候 群 ニ エイ ズ ニ AIDS 


| ③ 話 療 関係 の 漢字 と 漢字 語 

A. 医療 関係 の 仕事 ・ 職 業 
医師 外科 医 内 科 医 歯科 医 精神 科 医 産婦 人 科 了 
看護 婦 看護 士 保健 婦 助産 婦 栄養 士 介護 士 
作業 療法 士 (セラ ピス ト ) 心理 相談 員 (カウ ン セ ラー) 





7 イ 42 
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B. 医療 を 受け る 人 
軒 者 新生 児 乳児 幼児 小 鬼 成人 妊婦 老人 
C. 検査 関係 の 言葉 
視力 検査 聴力 検査 血液 検査 尿 検 査 心電図 検査 
血圧 測定 脈拍 測定 身長 測定 体重 測定 
D. 治療 関係 の 動詞 
診 宗 す る 検査 する 治療 する 注射 する 手術 する 








診 祭 診断 検診 検査 診療 治療 医療 

こす る 〇 〇 〇 〇 〇 癌 

ー 定 下す X 〇 X ※ ※ 湾 X 

こ を 問 る いく 〇 ※ へ へ 各 ※ 

こ を 受け る 〇 X 〇 〇 〇 3 に < 
定期 ペ 4 〇 ( 季 XX 人 へ X 

設備 X 層 〇 2 へ 〇 

~ 准 具 s 2 い ※X 〇 (9 〇 9 

~ 楽 < DK ※ 〇 < ※ 

ーー 第 11 課 の 学習 漢字 ー 

診 疾 幼 


症 触 児童 妊婦 乳 
修 朋 腸 臓 肝 
患 候 27 


( 素 引 p.314 一 320) 


通 
ピ 
演目 滴 

流 

知 

===( 

ーーf 

*ー ロ 

世 





| 
3 








了 ィ イ 3 








【 練 習 1 】 日 の 中 に 身体 の 部 分 を 表す 適切 な 漢字 を 入れ な さい 。 


| ] 
1. む ね 8. し ん ぞう 


開 


8 




















疾 痛 疲 





1 . 今日 は 1 日 コン ピュ ー タ の 画面 を 見 て 、 目 が | 


還 較 
に 通っ て いる 。 


3. 頭 が | | く て 、 会 社 を 休ん だ 。 


ボボ 7 だ ら 





2. 歯 の 治 


4. 妹 は 町 の | 院 に 勤め て いる 。 


5 。 医 者 は カル テ に 状 を 記録 し た 。 
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練習 
基 aa 
| 隔 り 有無 を 検 要する 。 
中 u 疾 も し で いる 。 
【 練 習 3 】 口 の 中 に 適切 な 漢字 また は 漢字 語 を 入れ な さい 。 
症候 群 
朋 この 温泉 は 神経 言わ れ て いる 。 
2 . 風邪 を こじ ら せ て ea っ で し まっ た 。 
3 。 交通 事故 の 後遺 | 自 が 痛い 。 
4. 祖 征 は 先月 、 胃 | | の 手術 を し た が 、 順 調 に 回 復 し て いる 。 
5 . 日 本 で は 、 血 友 | の 思 者 が 汚染 され た 血液 製剤 を 投与 きれ て 、 後 天性 
% 義 不全 | | | | に 感 業 し た 場合 を 、「 楽 害 エ イズ 」 と 呼ん で いる 、 
6. 子供 の 「 夜 尿 | |」 で 備 ん で いる 親 の 相談 に の っ て いる 。 
7. 検 必 E の 結果 、 心 臓 に | | | が ある こと が 判明 し た 。 
8.| | に か か る と 治療 費 が か さむ た め 、[| | 保険 」 に 加入 する 人 が 玲 え て い 
・ ' 


【 練 習 4 】 次 の [| |] は 医療 検査 に 関係 の ある 漢字 語 で す 。( ) の 中 に 適切 な 言 


葉 を 選ん で 入れ な さい 。 答え は 一 つ だ け と は 限り ませ ん 。 


記録 検査 検診 診察 診断 


診査 
推定 測定 治療 反応 採 箇 実施 





・ 地方 自治 体 は 、 住 民 の 健康 診断 を 定期 的 に ( 0 SR。 
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[| Lesson 11 
2. 身長 や 体重 を ( ) し て 、 検 査 に ( ) た 。 
3. 病気 の 原因 は ウィ ルス で は な いか と ( ) きれ て いる 
4 . 新米 の 看護 婦 な の で 、 ま だ ( ) が うま く で き な v 
5. 聴診 器 を 胸 に 当て て 、( 9 克 se 
6 . 病気 の ( ) を する た め に 半年 入院 し た 。 
7. 医師 は 患者 が 癌 で ある と いう ( Py 
8 . その 液体 は 、 薬 品 に 強く ( まし 
9 . 健康 の た め 、 保 健 所 で 集団 ( ) を 受け る 。 
10. 過労 と ( ) され 、 ビ タ ミ ン 剤 を 注射 され た 。 
な ) で きる 医療 器具 が 販売 され て いる 。 
12. 健康 診断 に 保健 指導 を 組み 合わ せ た 活 動 を 健康 ( )」 過 ぬ 健 。 


【 練 習 5 】「 み る 」] と 「 き く 」 と いう 感覚 を 表す 漢字 に は 、 


了 イ 6 


| み 


・ 病人 を 見 守る … 病 す る | 飼 ・ 


| き 


1 


2. 注意 し て 開く …| | 詳 す る - 視 | する ・| 、 劇 才 


る | と いう 意味 の 漢字 


| 敵 結 。 見 表 …| | 測 す る ・ 客 全休 本 導 * 


す 。 口 の 中 に 適切 な 漢字 を 、| ] か ら 選 ん で 入れ な さい 。 














見 る 感覚 | 障 -| 防 : 逝 








病状 を 調べ る -| 障る | する ・ カ する 


. 調べ て 、 考 える … 抽 | ける ・ 著 ける ・| 陣 す ぇ 








打 | 的 な 天 昌 な 人 生 | | 


く 」 と いう 意味 の 漢字 


- の 3 
聞く 、 開 いて 知る … 見 | する ・ 伝 


| 』 較 | 








! 














| 位 | 防 其 | 


いろ いろ な も の が あり ま 


Converted by Total Imaaq 





【 練 習 6 】 文中 の に 下 の | | か ら 最 も 適切 な 吉 語 を 選び 、 そ の 読み を 書き 
な さい 。 
1. 祖母 の 具合 が 悪い の で 、 医 者 に し て も ら っ た 。 
| 打診 往診 診断 検診 | 


2. 喉 が を 起こ し て いる か ら 、 薬 を つけ て お きま し ょ う 。 昌 | 
) 重症 軽症 炎症 症状 | 


3. 人 間 ド ッ ク の 場合 は 、 検 査 の が だ いた い 決 まっ て いる 。 
) 事項 条項 要項 項目 ] 
4. あの 人 は が 高い わり に 、 体 重 が 軽い 。 
| 身体 身長 独身 出身 | 
5. 定期 検診 で 異常 が 見 つか っ た の で 、 検査 を 受け た 。 
| 親密 精密 厳密 秘密 1 
6. 生後 1 年 ぐら いま で の 赤ちゃん を と いう 。 
| 児童 幼児 乳児 小児 | 
7. ダイ エッ ト の た め に 毎日 運動 を 20 回 や っ て いる 。 
| 腹筋 空腹 筋骨 骨格 | 
8 . 彼女 は 血管 が 細い の で 、 な か な か で き な い 。 
) 採血 出血 血液 流血 
9. 障害 者 と コミ ュ ニ ケー ショ ン す る た め に 、 手 話 を 習っ て いる 。 
| 聴力 聴覚 聴診 難聴 ! 
10. 病院 で は 、 ウ ィ ル ス を 持っ て いる 人 間 に する 機会 が 多い 。 
| 感触 触診 接触 触 先 | 
11. 中 の 女性 は 、 風 邪 を ひい て も むやみ に 楽 を 飲ん で は いけ な い 。 
| 主婦 妊婦 妊娠 出産 
12. 近日 中 に 、 必 ず 医 師 の を 受け て くだ さい 。 
| 検診 打診 診察 医療 | 
【 練 習 7 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し まし ょ う 。 
例 の よう に 、 同 じ 音 符 が あっ た ら 、 [| ] で 囲ん で み ま し ょ う 。 


例 ) 身 一心 申 補 信 真 進 身 親 新 


1. 症 2. 騰 3. 脳 4. 肝 5. 筋 


6. 項 ん : 当 。 8. 児 9. 察 10. 徳 
11. 婦 12. 胃 13. 臓 14. 液 15. 肺 
16. 大 17. 妊 18. 診 19. 腹 20. 童 


91 億 22. 23. 疾 24. 25. 幼 
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こく で うた し ウタ テン ン 


ene Go 


7 


ッ 


> 腕 ・ 肩 

伸ばす 
両手 を 組ん で 、 両 腕 を 前 に 伸ばし 
(手のひら を 前 に 向け る )、 腕 と 背 
中 上 部 が が 十分 伸ばさ れ て いる と 
感じ られ る まで 伸ばす 。 10 秒 感 、 
その まま 保つ 。 


腕 ・ 肩 ・ 胸 ・ 手 を 伸ばす 

両手 を 背中 の 後ろ る で 組ん で (手のひら を 
背中 に 向け る )、 腕 を 真っ 直ぐ 伸ばし た 
まま 、 肘 を ゆっ くり 肉 側 に 回 す (この と 
き 胸 骨 を 持ち 上 げ る よう に する )。10 秒 
間 、 そ の まま 保つ 。 


: 上 腕 の 後ろ の 筋肉 を 伸ばす 【 ウ 
堪 対 を 右手 で 持ち 、 ゆ っ くり と 肘 を 後 / 


。ve。 ご 導入 て 古び の Oi さ べ へい 


尼 苑 , エ 涯 ko 。 叶 齋 さ で マテ の ot へ で 表 避 


ろ に 引き 、 肩 ・ 上 腕 の 後ろ 側が 伸ばさ 
れ て いる の を 感じ 取り な が ら 10 一 15 秒 
間 、 そ の まま 保つ 。 反対 側 も 同様 に 。 


Seest 生 所 る 理 吉 府 は で rd と びら 回 吉 軸 庄 


ン / 

の 首 ・ 肩 を 伸ばす > 胸 と 背中 を 伸ばす 

右 手 を 体 の 後ろ で 左手 で 持っ て 肘 を 後ろ に 回 し 、 手 を 腰 に つ 
下 に 引っ 張り 、 同 時 に 頭 を 左 に き 、 体 を ゆっ くり と 前 に 押し 
傾け る 。10 一 15 秒 間 、 そ の まま バ 出す (胸骨 を 少し 上 に 持ち 上 
保つ 。 反対 仙 で も 。 げ る よう に する )。10 一 15 秒 
間 、 そ の まま 保つ 。 





ぅ 机 な ど に 手 を が け て 
育 中 上 部 ・ 肩 ・ 腕 を 伸ばす 


ie 
10 一 15 秒 間 、 そ の まま 保つ 。 ふく ら は ぎ 


足首 を 伸ばす 
ぐ 入 り 口 の 枠 で 胸 ・ 肩 を 伸ばす 壁 に 手 を つい て 、 一 方 の 足 を 


5 前 に 、 後 ろ は まな 
両 枠 の 肩 の 高き さ に 手 を つい て 、 上 体 前 に 出し 、 後 ろ 脚 を 伸ばす 


1 y 佑 ] 、 の 人 う 
を 前 方 に 延ばす 。15 秒 間 、 そ の まま es 二 も う 
保つ 。 93 





(森永 製菓 健康 事業 部 発行 『 忙 し い 人 の た め の 簡 単に で きる 10 分 間 
トレ ー ニ ング が わか る !』 p.125) 
748 








み : 


( 1 ) 文中 に ある 次 の 言葉 は 何と 読む で し ょ うか 。 下 か ら 選 びな さい 。 


| 族 
『 拓 
13. 


腕 2. 肩 3. 育 中 4. 


肘 8. 胸骨 9. 上 腕 10. 
伸ばす 14. 組む 15. 保つ 16. 


あし 


計 し 


ひき 
ほ ね 
よう 末 
ま 和 0 


ひじ 
むね 


ゆび 


て く び 


きょう こつ 
か た むけ る 


だ 和 


手首 
筋肉 
回 す 


CN 
あし く び せな か 
と)coe の ) 





5. 指 6 . 胸 
11. 腰 12. 脚 
17. 引っ 張る 18. 傾け る 


か た 62 は ら 
き 4 


くむ ひっ ぱる の ば す 


次 の うち で 、「 オ フィ ス で で きる スト レッ チ 」 に 当たる も の に は 〇 を 、 そ う 


で な いも の に ば ぱ ば ※ を つけ な さい 。 


( ) 両手 を 組ん で 、 
上 部 を 十分 伸ばす 。 

) 両手 を 背中 の 後ろ で 組み 、 

2 。 肘 を ゆっ くり 

上腕 の 後ろ の 筋肉 を 

後ろ に 引く 。 

自 や 肩 を 伸ばす た め 、 

同時 に 頭 を 右 に 傾け 

) 肘 4 ろ る に 回 し 、 両 の 
胸 と 表 中 を 伸 ば すこ どの PC 


ンー へ 


一 -、 


と 肩 を 
) 有 歴 に 手 を つい て 
すこ と が で きる 


伸ばす こと が で きる 。 
方 の 足 を 


次 の 表現 を 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 


| 世 
の 。 
9 。 


、 5《 きつ と 二 必 の 


ふっ きん うん どう 8 . 
せい みつ けん さ 8 。 
し ん り よ ま 光 じ ょ 6 
じん さき さ つ し もつ 抽 。 


どう みや く こ うか 9: 


の も も あ 選 を り 14. 


手のひら を 前 に 向け て 
手のひら を 


外側 に [ 
を 伸ばす た め 、 


Mt IFNvWke_k 細 


を 前 に 出し 、 後 ろ 脚 を 伸ばす と 、 腰 


に 両 及 を 前 に 伸ばし 、 腕 と 背中 
到 中 に 向け て 腕 を 真っ 直ぐ 伸 
回 = 

左肩 を 右手 で 持ち 、 ゆ っ くり と 


は 0 


CPM # ナ て 、 ゆ っ くり と 前 に 押し 出す と 、 


上 体 を 前 方 に 伸ばす と 、 胸 


か ん きのう に いじ ょ う が ある 
に ゅ うじ けん し ん を や っ し する 


あこ うし ん 害 ん た の 


の うし の 


に よう けん さき 


は ん ^ い を す る 


し ちび うう が くき ふい < 


けつ えき が た を し ら べ る 
MA る づつ 避 し ん ぞう と 編 Mw 
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を 伸 ば 
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し 


Lesson 11 


3 . 次 の 下線 の 漢字 の 読み 方 を 書き な さい 。 


750 


1 . 町 の 診療 所 で 、 視 力 と 聴力 の 検査 を 受け る 。 
. 血清 中 の た ん ば ぱ ばく 成分 の 状態 を 調べ 、 肛 機能 障害 カ 








妊娠 中 、 看護 婦 か ら 貴 重 な ア ドバイ ス を 受け た 。 


2O: へ JJ 〇 の ) Q を <) 5 





例 ) 状 本 3 状態 ・ 健 康 状態 g を 請 員 べ る 。 


1 . 上 2. 腹 は 
4. 須 5. 肺 6 . 
?。 届 8. 筋 9 . 
10. 骨 1 1 
13. 液 14. 聴 15. 
16. 診 17. 血 18. 
19. 施 20. 症 9 


が ある か どう か を 


自覚 症状 ! は な か っ た が 、 脳波 に は 異常 が 見 られ た 。 
小児 科 の 医者 に よる 乳 幼 施 旧 の 集団 検診 が 実施 され た 。 
疾病 の 有無 を 触診 だ け で 判断 する こと は で き な い 


〇 


. 児童 相談 所 で 子供 の 夜尿症 に つい て いろ いろ 相談 し た 。 


. 胃腸 は じょう ぶ だ が 、 肺 に 疾患 が ある と 言わ れ た 。 


次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


診断 する 。 
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エネ ルギー と 栄養 素 





(、 カ だ ゅ し ノ 


下 の 文 章 を 読ん で み ま し ょ う 。 


ATP の 役割 
エネ ルギー の 主役 ATP 
生き て いる も の の エネ ルギー は アデ ノシ ン ニ リン 酸 (略称 ATP) と いう 
物質 が 主役 に な り ま す 。 と 2 が 収縮 し ます が 、 筋 肉 は ATP を 使っ 


(3 収縮 し 、 力 を 7 2 に il だ た 】 動物 の 体温 を 保つ の に も エ ネル ギー が 必 安 


で す 。 人 間 の 体温 を いつ も 36.5 度 く らい に 保 生生 
る の で す 。 ほか に も る も 、 蛍 の だ す 光 と か 、 電気 うな ぎの 電気 な ども 生体 の エネ 
ルギー で ATP が 発生 きせ ます 。 


ATP の 作ら れ 方 

さて 、 有 筋肉 が 収縮 する と 、 そ こ に ある ATP は な く な り ま す が 、 ミリ 秒 の 
単位 で ATP は 補給 され ます 。 言い か えれ ば 、 示 いて いる る と き に 使わ れる 筋 
肉 で ATP が 作り だ され る ルー ト に つい て 考え て み ま す 。 

食べ 物 の 中 で 、 2 
水 化物 )、 脂 肪 が 主 な エネ 
ルギー 源 RM Se 
は 聞い た こと が ある で し ょ 
う 。 精 質 は 殻 物 で 、 ご は ん 
や うど ん < う Y の 2 や スパ グッ 
テイ など に 、 脂 肪 は 動物 の 
脂 や 植物 の 油 に 含ま れ て い 
ます 。 こ れ ら の 食品 が 直接 
"に 
に な る の で は な く 、 消 化 き 





C) 
た くさ ル 2 く うい て で きる) 


図 3 糖 質 と 脂肪 か ら ATP の で きる ルー ト 
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れ 、 吸 収 さ れ た 糖 質 や 脂肪 が 分 解 さ れ 、 酸 素 と 結び つい て 水 と 二酸化 炭素 に 
な る 過程 で 、ATP が 作ら れ ま す ( 図 3)。ATP と いう エネ ルギー を 待 る の 
に 、 ど うし て も 必要 な も の が 食べ 物 と 酸素 と いう こと に な り ま す 。 

(池田 克 紀 編著 『 ウ ォ ー キ ング の 本 』 岩 波 ジ ュ ニ ア 選 書 275 p.46ー47 


アデ ノシ ン 三 リン 酸 (ATP) [adenosine triphospharte] 

生物 の エネ ルギー 源 と な る 物質 で 、 生 体 の エネ ルギー 通貨 と いわ れる 。 細 
共 類 、 ア メー バ か ら 人 間 に 至 る まで すべ て の 動植物 の 細胞 に 広く 共通 し て 存 
在 し 、 エ ネル ギー の 転換 に 働く 。 ア デニ ン と リボ ー ス が 結合 し た アデ ノン シン 
に 3 個 の リン 酸 が 結び つい た も の で 、 2 番目 と 3 番目 の リン 酸 結合 が 切れ た 


と き 多 く の エ ネル ギー が 出る の で 、 そ の 結合 の こと を 高 エ ネル ギー リン 酸 結 
合 (high-energy phosphate bond) と いう 。 細 胞 内 で は 3 番目 の リ ン 酸 結合 が 切 
れ て 、ATP が ADP (アデ ノシ ン ニ リン 酸 ) に な る と き に 放出 され る エネ 
ルギー を 運動 、 物 質 の 合成 、 発 光 、 発 音 な ど に 用 いる 。 

(「 情 報 ・ 知 識 imidas 1999」 集英社 p.1026) 
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【 問 題 】 


前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読ん で み ま し ょ う 。 読 


な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 
1. 栄 養 素 2. 役割 3. 三 リン 酸 4. 略 称 5 . 物質 
6 . 主役 7 . 筋肉 8 . 収縮 9 . 体温 10. 保つ 
11. 人 間 12. 雪 13. 生産 14. 光 15. 電気 
16. 生体 17. 発生 18. ミ リ 秒 19. 単位 20. 補給 
21. 糖 質 22. 灰 水 化物 23. 脂肪 24. エネ ル ギ - 源 25. 穀物 
26. 植物 27. 油 28. 含む 29. 直接 30. 消化 
31. 回 路 32. 乳酸 33. 吸収 34. 分 解 35. 酸素 
36. 結び つく 37. 二 酸化 炭素 38. 過程 39. 得る 40. 通貨 
41. 細 菌類 42. 至 る 43. 細胞 44. 共通 45. 存在 
46. 転換 47. 放出 48. 合成 49. 発光 50. 甘 音 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 


読 必 を チエ ッ ツ クレ まじ ょ よう 。 














BKB ILIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 

a. 読み を 正 し く 知 っ て いる 衣 葉 9 9⑳② ⑫ ⑳ 

RE 
不正 確 な 言葉 

c. よく 知ら な い 言 i 葉 ⑳ 0 %% 9 


し まし 抽 9。 








の 言葉 が あま り 読め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし 
の 言葉 が あま り 読 め な か っ た の 導 


IKB Vol.1 を 復習 し まし 
le か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 し ま 1 9 


言葉 が 沈め な ト か っ た 人 は 、 この 課 0 iP り 勉強 し ま アー 本 
の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢 字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 J 計 エック 放し よう 。 


| . TBASIC KANJI _ BOOK」 Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


口 2. 体 温 


せ 


1 . 物 質 

6. 電 気 口 7. 生 価 
11. 直 接 口 12 消 化 
16. 共 通 日 17. 放 由 


口 3. 人 間 
日 8. 発 生 
曲 13. 回 中 
日 18. 合 成 


日 4. 熱 

| 9. 単 位 
お 

[ | 14. 結 び 


は つ お ん 
[| 19. 発 音 





口 5. 生 族 日 
日 10. 洒 男 


っ < 口 15. 得 4 日 


日 / ノ 19=_% 


中.『INTERMEDIATE KANJI BOOKl Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


LS 
6 . 通貨 
RI 


口 2. 主 役 
LS 
日 7. 転 換 
L9 


口 3. 収 縮 


に 上 L2 


川 . 前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 


日 2. 筋 内 
11 課 

日 7. 存 在 
3 課 


1 略称 
4 謎 
6. 過 程 
$ 課 


| 和 あ 


IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 


6. 脂 肪 口 7. 
11. 吸収 晶 12. 酸 素 
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日 2. ミ リン 酸 口 3. ミ 


口 8. 植 和 


# 


に も ん 
口 13. - 開 人 朋 未 ] 


日 [18] 徹 酸 
口 [23] 減 


リ 秒 


時 4. 保つ 
LS 


口 4. 補 給 


5 課 
園 


口 4. 糖 質 
口 9. 含 む 


品 [24」 押 


、 後 で 覚え まし ょ う 。 


ぷん か い 


口 5. 分 解 日 


日 5. ェ % ル ギー 汽 ] 
6 課 
ノ 8=_% 


日 5. 炭 水 化物 


10. 乳 酸 . 日 


14. 組 趣 類 口 15. 細 胸 日 
日 [19] 乳 化 剤 


口 [20] 落 着 日 
日 ノ / ノ 24 テモ % 








| ① 化 学 お よび 栄養 学 の 漢字 と 部 語 | 





化学 や 栄養 学 に 関係 する 吉 語 に は 、<- 素 ><- 酸 ><- 幸 ><- 化 ><- 質 > く - 糖 > 


く - 剤 > など が よく 使わ れ ま す 。 ま た 栄養 学 や 食品 備 


ます 。 


A. ぐ - 素 > 元素 名 (特に 原子 番号 の 若い も の に 


水素 すい そ  (H:hydrogen) 
酸素 きん そ  (O: 38 生 M 
炭素 だ ん そ  (C 

塩素 えん そ (eu | : chlorine) 
窒素 ちっ そ  (N:nirogen) 


ホウ 素 ほう そ  (B:boron) 


B. ぐ - 酸 > 酸 の 名 前 ( 電 ア ルカ リン 塩基 ) 


( 
炭 本 だ ん さん (carbonic acid) 


用 いま す ) 


塩酸 えん さん (hydrochloric acid) 


依 酸 りゅう さん (sulfuric acid) 
孔 酸 に ゆう さん (laciic acid) 
脂肪 酸 し ば うさ ん (fatty acid) 
ミノ 酸 アミ ノ さ ん (amino acid) 
クエ ン 酸 クエ ン さ ん (ciwic acid) 


リン 酸 リン さん (phosphoric acid) 


C. ぐ - 塩 > 
a . 塩 基 ( (base alkali) 
ケイ 酸 塩 ケイ さん えん (silicate) 
硝酸 塩 し ょ うさ ん えん (irate) 
井 化 一 (-chlorede) 

者 化 ナ トリ ウム えん か ナトリウム 
壇 化 鉄 えん か て つ 

塩化 銀 えん か ぎん 

塩化 カル シウム えん か カル シウム 
塩化 ビニ ル えん か ビニ ル 


(NaCl) 
(FeCls) 
(Age) 
(CaCbz) 
(Vinyl Chloride) 


『 生 学 で は 、 ぐ - 菌 > も よ < 使わ れ 
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W: 塩 (salt) の 種類 
食 志 Lo 99 (table salt) 
岩場 が ん えん (rock salt) 
食 協 水 し ょ くえん すい (solution of salt) 


D. ぐ - 化 > 
・ 化 人 『 物 (chemical compounds) (分 『 子 式 の 役 ろ の 部 分 の 名 前 を |- 化 ] の 前 に 置く ) 
一 酸 化 央 素 (CO) 水 酸 化 ナ トリ ウム (NaOH) 
- 蔽 化 央 素 (CO5) 増 化 水素 (HCU) 
人 (FeO) 過 酸 化 水 素 (HzOz) 


. 物質 の 状態 ( (「- の 状態 に な る |) 
乳化 02 衝 M 固化 (solify/solified) 
液化 (liquefy/liquefied) 気化 (vapor/yaporize) 


E. ぐ - 質 > 栄 状 素 


だ ん ぱく 質 (protein) 村 質 (glueide) ー 農 炭 水 化物 (carbonhydrate) 
脂質 (lipid) 組 維 質 質 (fiber) 
EE 球 机 時 
人 糖 (sugar) オリ ゴ 精 (oligosaccharide) 
果 杭 (fructose) の 本 (glucose/ 
単 精 (mono-saccharide) 多糖 (polysaccharide) 


G. ぐ - 剤 > 薬品 名 
栄枯 害 (nutritional supplement) 防府 剤 (antiseptic) 
乳化 剤 (opacifier/opalizer) 抗 ヒ な ダ ン 剤 (anti-histamine) 
酸化 剤 (oxidizing agent) 漂 自 天 (bleaching agent) 


H. ぐ - 菌 > 菌 の 名 前 や 菌 へ の 対策 な ど に 使う 
きま 。 の 名 前 
乳酸 画 (1 lactic acid bacteria) 
が ル モ ラフ 画 (salmonella) 
大 腸 菌 (colon bacillus) 
巡 。 困 へ の 対策 時 
和 する (to sterilize) 
滅 因 する (to sterilize) 


抗 次 (antibacterial) 
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| ② 同 じ 漢 字 を 使っ た 括 義 語 





同じ 漢字 を 使っ た 熟語 の 中 に は 類義語 が 多く あり ます 。 動詞 の 場合 は 、「 何 が ノ 何 
を | の 部 分 に どん な 言葉 を と る ろか ( に 気 を つけ て 、 使い 2 分 け を 覚え ま 還 。 肖 9 も 


吸 呼吸 する : (自然 に 空 モタ ソ 区 素 等 を 体内 に と りこ も む ) 
吸入 する : 気体 状 の 薬品 等 を (人為 的 に 意識 的 に 吸い こむ ) 
吸引 する : ゴミ ノン 物質 等 を (そう じ 機 な どの 機械 で 吸い と る ) 
吸収 する : 栄養 だ エ ネル ギー 等 を (消化 器官 な どか ら 体 内 に と りこ わ む ) 12 | 
知識 等 を (頭脳 で ) 


大 書 に は 「 サ 変動 詞 ]」「 一 する | な ど と 記載 され て いて も 、 実際 に は 動詞 と し て 使 
われ る より 、 複 合 語 の 一 部 と し て 使わ れる ほう が 多い も の も あり ます 。 


植 。 植民: 他国 に 民 を 送り 、 そ の 土地 を 支配 する こと 
。 植民 する 植民 地 ノ 植民 政策 
植林 : SHOE 還 9 植林 する 植林 地 
植樹 ・ (記念 の た め に ) 木 を 植え る こと 植樹 する 植樹 祭 
移植 ・a 植物 を 他 の 場所 に 移し 捕え る こと 
植物 を 移植 する 植物 移植 
b 生物 の 器官 や 組織 の 一 部 を 別 の 個体 に 移し か える こと 
臓器 を 移植 する 豚 器 移 丁 


名 詞 に な る 例 
脂 プ 油 泊 脂 : 生物 が 作り 出す あぶ ら 
樹 脂 : 植物 、 特に 樹木 の 作り 出す あぶ ら 
脂 : 皮膚 を 保護 する た め に 作り 出さ れる あぶ ら 
植物 油 : 食 有 の あぶ ら で 、 大 豆 、 オ リー プ ブ 、 菜種 な と "から 取れ る も の 
石油: 炭化 水素 を 主 成分 と する ・ 天 狼 に 産 す る 液 杖 の 混和 
原油 を 精製 し て 、 揮 発 油 、 条 油 、 軽 油 、 重 油 な ど に 分 ける 
※ 普通 、 食 用 油 は 「- 油 (あぶ ら )」 と いう 読み 方 を する 





| 分野 に よっ て 異な る 反対 語 





専門 分 野 に よっ て 反対 語 が 異な る 場合 が あり ます 。 


縛 合 す る ea 分 離す る 原子 が 結合 し て 分 子 と な る 【 物 理 】 
ある 物質 か ら 特定 の 物質 を 分 離す る 
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公 成 する ey 分 解す る フェ ノー ル と ホル マリ ン を 合成 させ て プラ スチ ッ ク を 作る 
ォ オゾン は 分 解 し て 酸素 に 変化 し や すい 【 化 学 


吸収 する em 発散 する 腸 で 栄 差分 を 吸収 する 【 栄 養 学 】 
汗 を か いて 符 を 発散 させ る 【 生 理学 】 
放出 する エネ ルギー を 吸収 する プン エ ネル ギー を 放出 する 【 物 理 】 


振 取 する em 排出 する 果物 な どか ら ビ タ ミ ン C を 摂取 する 【 栄 状 学 】 
不要 な 物質 を 排出 する 
排 注 する 老廃 物 を 排 演 す る 


収縮 する em 膨張 する 物質 が 収縮 する 物質 が 膨張 する 【 物 理 】 
凶 緩 する 筋肉 が 収縮 する ノ 筋 肉 が 逆 緩 する 【 生 理学 】 


第 12 課 の 単 置 泊 和 am て mmm パ mm 
栄 松 秘 邊 肪 毅 植 往 吸 
画 胞 井 硫 剤 砂 繊 殺 減 抗 


(索引 p.320 一 324) 





映 性 
演 
Nm ==( 
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【 練 習 1】 つぎ の 1 5 の 口 に は 、 番号 ご と に 共通 の 漢字 が 入り ます 。 唱 の 中 に 適 
切な 漢字 を 入れ な さい 。 


・ 合 | |・ 濾 | ・ 脱 
に と お 1 電 





【 練 習 2 】 次 の 言葉 を 読み 、 意 味 を 考え て 、 線 で 結び な さい 。 


1. 乳酸 画 8 ・ oxidizing agent 
2. 食物 繊維 1 ・fatly acid 

3. 過 酸 化 水素 5 ・lactic acid bacteria 
4 . 硫化 水素 ・ ・NaCI 

5. 三 酸化 硫黄 こ ・H2O2 

6. 塩化 ナトリウム ・ ・dietary fiber 

7. 酸化 剤 ・HzS 

8 . 脂肪 酸 < ・SO3 


【 練 習 3 】 下線 の 漢字 の 言葉 を 読ん で み ま し ょ う 。 


1. 地球 の 温度 は ここ 20 年 間 に 0.3 度 上 が り ま し た 。 温暖 化 の 主役 は 二酸化 炭素 


だ と 言 われ て いま す 。 


2 . 酸性 雨 の 影響 も 深刻 で す 。 酸性 雨 は 、 PO 
ガス 類 の うち 、 チ ッ ソ 酸化 物 と イオ ウ 酸 化物 に よる 汚染 で す 。 





3. 酸性 雨 が 降る どき 。 ュー は 栄養 分 が 失わ れ ま す 。 木 や 草花 な どの 植物 は 弱く 
な り 、 や が て 枯 し まい ます 。 
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[| Lesson 12 
【 練 習 4 】 次 の ( ) に 入れ る の に 適切 な 語 を {[ }】 か ら 選 びな さい 。 
1 . 大 気 中 の 二酸化 炭素 は 、 地 表 か ら 放 出さ れる 赤外線 の 一 部 を ( | Mo 
気温 を 電 旨 hy | 吸収 摂取 | 
2 . 空気 な どの 気体 を 加熱 する と ( IA 浴 却 する と 収縮 する 。 
| 聞 セ 緩 膨張 | 
3. 米 な どの 食品 に よっ て ( ) され る 炭水化物 は 、 体 内 で エネ ルギー 源 と 
な る 。 | 吸収 摂取 ! 
4. 歩く と き に 筋肉 は ATP を 使っ て ( し 誠人 す 。 
| 収縮 緊張 | 
5 . 体内 に 吸収 され た 栄養 が ( ) され 、 酸 素 と 結び つい て 水 と 二酸化 炭素 
に な る 。 | 分 解 摂取 | 
6. ポリ エチ レン は エチ レン 【 触媒 を 加え 、 圧力 を か け 、 加 地 し て ( ) 答 
れ た も の で ある 。 | 結合 生成 | 
7 アンモニア は 気化 し や すく 、 審 素 や 水素 に 容 支 に ( ) され る 。 
| 分 離 分 解 | 
8 . 動植物 の 排出 物 に れ た 窒 素 化合 物 は 、 微 生物 に よっ て 分 解 さ れ 窒 素 と し 
て 空気 中 に ( ke | 放出 排出 
9 . 酸素 と 水素 が ( ) する と 水 に な る 。 | 合成 結合 
10. 洗剤 に は 石油 な ど を 原料 と し て 化学 的 に ( ) し て 作ら れ た も の と 動 
植物 の 油脂 で 作ら れ た も の と が ある 。 | 合成 結合 | 
【 練 習 5 】 文中 の に 下 の { | か ら 一 番 適 切な 就 語 を 選び 、 そ の 読み を 
書き な さい 。 
1 . 母 の 容態 が 急 に 悪化 し 、 _ _ 困難 に お ちい っ た 。 
| 吸収 吸入 吸引 呼吸 1 
2. あの 信用 金庫 は 業績 が 悪化 し 、 大 手 銀行 に 合併 され た 。 
| 吸収 吸入 吸引 呼吸 | 
3。 ここ は 、 和 平年 私 上 前 に し た 都 で ある 。 
) 光栄 繁栄 餅 光 栄 宮 ! 
4. 最近 疲 れ や すい の で 、 剤 を 注射 し て も ら っ た 。 
| 栄養 養分 杖 生 繁栄 | 
5 . 昔 の 植物 の が 固まっ た も の が こはく (amber) で ある 
| 油脂 樹脂 皮脂 脂質 | 
6 . | 急 が ば 回 れ 」 と いう 言葉 は が 深い 。 
| 包含 合 有 含 革 含有 量 1 
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・ 脳死 し た 人 か ら 肝 臓 を し 下る っ だ 。 


| 植樹 植林 植民 移植 | 


・ 最近 の 文房具 に は 作用 が ある も の が 多い 。 


| 抗 細 殺菌 細菌 雑 昌 人 森 | 


。 夏 に な る と が 浮 き 上 が っ て 化粧 が くず れ や す い 。 


| 油脂 樹脂 皮脂 脂質 } 


・ 高校 を 卒業 する 記念 に みん な で 校庭 に 出 て を 行っ た 。 


) 植樹 植林 植民 移植 


ズル u 


) 抗 殺菌 減 菌 全 減 


| 
. 赤 ちゃ ん に ミル ク を あげ る 時 は 、 最 初 に 熱湯 で す 。 
| 


・ 人 彼ら は 最後 まで 軍事 政権 に 対す る 連動 を や め な か っ た 。 


) 抗力 抗争 反抗 抵抗 | 


【 練 習 6 】 し の 中 か ら 一 番 適切 な 動詞 を 選び 、 適切 な 形 に 変え て ( ) に 書き 


吸収 する 人 生む 休 給 す 


す る す 
消化 する 保つ 生産 する 収縮 す 


な さい 。 
呼吸 消費 する 


る 発生 する 
る る 吸う 


す 
分 解す 





1・ 長 時 間 の 運動 で は 、 適 切 に 水分 を ) こと が 大 切 だ 。 

2. 酸素 を 多く ( ) 人 ら 動脈 を 通っ て 体 中 に 送ら れる 

3. 人 人 間 は 1 分間! こ 200ml の 牛乳 パッ ク 分 くら い の 量 の 酸素 を ( 1 いる 

4. 血液 の 中 に 脂肪 が 多く ( ) よう に な る と 、 い わ ゅ ゆる 動 有 視 化 と いわ 
れる 状態 に な っ て し まう 。 

Di ビグ ミネ ミ め D 法 2 ウム の ) を 助け る 。 

6 . 前 の 体 CA ( ) お か な けれ ば な い の で 、 閉 
SW は 汗 を か い て 体温 を 下げ よう と する 。 

が 足 の 筋肉 を ( )、 そ の 力 を 利用 し て 、 わ れ わ れ は 歩い て いる 。 


【 練 習 7 】 下線 の 漢字 に は 共通 の 音符 が 含ま れ て いま す 。 例 の よう に 、 音 符 を 抜き 


例 ) 造花 通貨 文化 人 花 [ み ] 
1. 砂糖 唐人 ー 因 
2. 脂 肪 主旨 ・ [ ] 
3. 脂 肪 冷房 予防 妨 震 5 I 半 | 
4. 呼吸 追及 学級 "* ご 


出し 、 そ の 音 を [  ] に カタ カナ で 書き な さい 。 
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[| Lesson 12 
5. 胞子 。 包装 2 ] 


【 練 習 8 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ け 思 い 出し て み ま し ょ う 。 周り 
の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 同じ 音符 を 持つ 漢字 は [ |] で 囲み ま 
し 志 2。 





le 2. 本 3 上 4 . 二 
5 。 炭 6. 糖 ぼ 。 務 億 8. 植 
9. 含 10. 吸 11. 硫 12. 剤 
13. 砂 14. 窒 15. 繊 16. 殺 
17. 秒 18. 肪 19. 胞 20. 循 
21. 抗 


162 


CN 
nl 





8 s 
セ / 
っ に 
9 5 
〇 マン | 1 
っ J9 。 ミ トー 
〇 雌 oN 
毅 抑 
NE 嘆 
ト 
上 ロ 4 
に ビ 則 
8 さ 直 be 
る SN 計 
べ 記 結 の の 
S 3 和 の 時 o 
QN 世 斑 レ セ 公 
We は S 6 
や っ いい ドー へ ふ HK 壮一 姓 本 で 
で 図 で る NO レ 
図 の せ 計 や 慰 つ 普 品 人 w で で G ミ ーー | で や em 公 G 
人 6 し 。 の 半 。 * に セ NG 
G 称 眼 や で ピ 中 伸 征 SQ や 他人 会 で で けり 1 2J ュ J レ SS 
Je 民 つ る SG や も” JG 図 移る の のり 7 へ ター 和 エ ト 所 尼 ka 
の 9 So 8 n 『 3⑭ 川 
| いや や も 也 へ HK さ キー 如 所 ペ じき や 区 培 「 つ ー M 
1 J sy 形 和 ーー Fe 
王 | ホネ ー キ NN お 7 朴 を 葵 6K 和 mp 娠 鍵 李 2 9h ww つり ty る S 避 0 つら つや 祝 ら So | 筐 で 記 半 っ 
凡 = 凍る 寺 画 S う 
由 | で ポ や で " コ 族 お る 如 い ー キ ー キ つが 取 作 補 拘り ト 介 ひ が や" 陣 せ 慌 字 ン 型 て 明 誠 穫 問 13 
ャ っ / 選 の eo 
ン だ ポポ 補 子 コン 人 S ふ が ポ や で "7 時 設 さ つじ 6G か ネーrA へ SG 正 許 せり で 忘 接 ら 田 日 +$ 0 区 
: 書 WS K や 
代 | や ゃ "やつ りり G コ へ 宮 用 計 人 QO 里 独 叶 る 衣 還 を いや タン w SG 功 藤 の りり | ご ュ 6 弓 AN 
レ | や PmthG や 拒 及 区 面 で 由 せ く wm" 天 り 學 Wes 要ら や 世 庫 や や め つ りゃ 早 書 6 記 に MY 19 
ポ 諸 棚 せる QRG 革 りく PW 必 や さ " 十 諾 藤 訓 時 G ざ HK ミキ ヤー 尋 王 画 選 ぐさ ー レ 3 記 | 
AA 人 電 彰 り 有 で で が 届 ( 図 G 画 民 G さ ーー ロ 根 m)" 半 つ ら 卿 記 G コ ペロ 肌 多 G 惑 誠 千 型 ら R Pa 
の いる だ うろ 事 加 ( 及 抱 虹 男 ) や せ 英 中 せ 競 計り だ が 全 に りり や ゃ マロ ロロ でる つや りゃ 名 症 RE ド 還 や 
G | で で ※ 和 な" 民 句 ば 環 記 時 幼 の 呈 守 や る Q 宮 析 w@ つ 野田 で 下り の 負わ 笛 事 で 時 Im 戦 My 
誤 距 "や キー キ へ へ 全 人 る ろう つり 四 玉 で Q 婦 弄 G 窓 失せ / 本 衣 骨 時 記 の つり 咽 史 5 CN で … マ 


デン の 0 で で で で @ 明り ゃ " 


| 陳 
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Lesson 12 


y せ 。H 


り 
て ト 
ン 


er 上 き 中 可 堆 くみ へ は 喜 腕 
と ン OM 14 頒 愛 凌 
S 捉 wm さき さ 品 居 失 十 S き は び 


避 


中 東 さ き す 貴 マテ NNO 還 日 


の 
体 
重 
の 
所 
鬼 
法 
% 
N 


冶 一 せ ミ メ H ロ ひと へ さ % 叶 





次 の 表現 を 漢字 を 使っ て 書き な さい 。 


も 。 


1 だ 


SN 


に さん か た ん 


ざく 《 光 5 諾 
し ょ く ぶつ や の 
SA ん 


ちっ そ か ご う 


100 メ ー ト ル を 


用 
て 


さい ぼう の は た らき を た 


ふく まれ て いる 妥 ぁ 


さい ば ぼう 


りゅう さん 10. 


さ の ) 


9 びょう で 


の 


すけ る 4. 


8 . 


2。 


は し る 14. 
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(5 ) 糖 質 が 体 の 中 で 貯蔵 きれ る と き は 、 何 


と 呼ば れ ま すか 。 


(6 ) 糖 質 は か ら だ の どこ に 多く 貯蔵 され ま 


すか 。 


( 7 ) 人 間 の 体 の 中 に は 、 糖 質 と 脂肪 と ど ち 


ら の 方 が 多く 貯蔵 され て いま すか が 。 


( 8 ) ウォ ー キ ング の エネ ルギー 源 と し て 何 


が 使わ れ ま すか 。 


えい よう を ほ き ゅ うす る 

し ぼう を きゅう し ゅ うす る 

の ちゆ る MAG (し を とろ す 
さい きん 兵器 で じん る い が め つ ぼう する 
と うぶ ん が ぶん か いす る か て い 


コー ヒー に さと う を いれ る 





3. 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 兆 - 3 兆 円 : 政府 は 3 兆 円 の 減税 を 計画 し て いる 。 


記 2. 胞 


4. 栄 一 5 . 殺 
7. 砂 一 8. 秒 


13. 炭 一 14. 依 
16. 含 一 17。 窒 
19. 植 一 20. 尊 


22. 繊 一 


3 二 
人 陣 ば 
9。 肪 ー 
#。 脂 - づ 
NrU 計 = 
18. 塩 一 
21. 減 一 


4. 製品 に 書か れ て いる 成分 表 な どか ら 、 物 質 や 栄養 素 の 名 前 を 抜き 出し て 、 そ の 読 


み 方 を 書き まし ょ う 。 


例 ) 生乳 





種類 別 。 乳 飲料 

商品 名 農協 Ca 低 脂 肪 

無 脂 乳 固形 分 9.0 中 

乳 脂肪 分 1.2% 

原材料 有 有 乳 ・ 脱 褒 沖 舌 乳 、 生 聞 、 脱 乳 骨 乳 
ホエー チー ズ 、 ド ロマ イト 、 セル ロー ス 、 
内 カル シウム 、 安 定 剤 、 増 新 多 精 束 
ビタ ミン Ds 

品質 保持 期限 上 部 シー ル 部 に 記載 

内 容量 500ml 

製造 所 所 在 地 埼玉 県 

投 造 者 

保存 の 方 法 10 で 以下 で 保存 し て くだ さい 。 

胃 封 後 の 開封 後 は 品質 保持 期限 に か か 

取扱 い わら ず 、 お 早め に お 飲み 下さ い 。 
東京 都 人質 天 光 や ある る る する な まき ら 

文 本 品 に つい て お 気づき の 点 が あり まし た ら 、 

We ee sit06 る る edsip ss お 客 様相 談 室 まで ご 連絡 下さ し \ 
に Ci 01 20 ETTYYY て LETLLL 


\ 際 材料 に 使用 の 「 ド ロマ イト 」 と は カル シウム と マグ ネ シ ウ ム が 
ほぼ Ca2 : Mg1 の 比率 で 含ま れ て いる 食品 素材 で す 。 





栄養 成分 表 
エネ ルギー 


コッ プ 1 柄 (200rnD あ た り 
ナトリウム 
カル シウム 


92kcal 113mg 


た ん ば く 質 6.7g 


463mg 


11.0g マグ ネ シ ウ ム 


カル シウム は も ちろ ん 、 マ グ ネ シウム も 大 切な ミネ ラル 


農協 C a 低 脂 肪 
乳 飲料 (に ゅ うい ん りょう ) 
脱脂 乳 ( ) 


46rmg 





商品 名 : 
種 類 ・ 
原材料 
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。_ 音 、 男 の 名 前 に は 「 太 郎 」「 次 郎 」 る な ど 「 一 郎 」 の つく も の や 、 [和彦 」「 昭 
彦 」 な ど 「- 彦 」 の つく も の が 多く 、 また 女 の 名 前 に は 「 良 子 」「 雅 子 」 な ど 
| - 子 」 の つく も の が 多く 見 られ まし た 。 し か し 、 こ とこ 百 年 ほど の 名 前 の 流行 
に は 、 次 の よう な 傾向 が 見 られ ます 。 
交信 の 名 前 】 
- 字 の 名 前 が 増え て いる 。 例 「 兵 」「 ム 」「 隆 」「 純 | 
. | 一郎 」 の つく 名 前 が 最近 減少 の 傾向 に ある 。 例 「 iu = 郎 」| 三 郎 」 
.「+ すす オ 」 の つく 名 前 が 一 時 増え た が 、 また 減少 の 傾向 に あ 
例 「 一 夫 」「 和 男 」「 秀 雄 」「 隆 生 」 
ou 
y 1 の つく 名 前 は 一 時 増え た が 、 最 近 減少 の 傾向 に 
例 「 和 子 」 「 秀 子 」 「 矯 子 」 [も 「 和 寺地 
2. 2 拍 の 名 前 が 増え て いる 。 例 「 由 美 」「 絵 美 」「 美 香 」 [由香] 
また 、 名 前 に 使わ れる 漢字 に は いろ いろ な 読み 方 が あり ます 。 


ー いち か ず 美 よし み 
j 応 ひろ ひろ し ひろ む 恵 けい え めぐ み 
隆 りゅう た か た か し 和 か ず わ 


め 。 意 あ 伴 宮 あ 問 到 も 参 
[学習 漢字 ] 郎 彦 博 弘隆 秀 智恵 
【 練 習 1 】 次 の 名 前 は 同じ 読み 方 を し ます 。 読ん で み ま し ょ う 。 


1. 弘 洋 博 寛 宏 2. 純 準 順 潤 癖 
2 剛 猛 健 4. 誠 真 信 に 
7. 覧 仁 意 8 仁子 攻 孝子 美子 





9 . 敬子 恵子 景子 佳子 10. 弘子 寛子 浩子 宏子 
11. 美智 子 美知子 道子 12. 綱 子 孝子 隆子 多佳子 
13. 友紀 子 由紀 子 由貴 子 有希 子 雪子 


【 練 習 2 】 次 の 名 前 を 読ん で み ま し ょ う 。 読み 方 は ー つ と は 限り ませ ん 。 
に No 2. 高橋 和彦 No 4 . 山崎 恵一 


5。 三 清 則 守 6 . 大 塚 恵 . 沢田 真理 8 . 吉田 博之 
9 小 島 秀 子 10. 清水 智弘 久保 田 隆明 12. 大 沢 隆二 


13. 波 部 14. 山本 恵理 子 由 佐々 木 美和 子 


【 練 習 3 】 日 本 人 の 名 前 を 集め て み ま し ょ う 。 珍し い 名 前 を 見 つけ た ら 、 ク ラ 
スズ ス で 組 が し て くだ さい 。 


766 








(だ ゅ し / 


下 の 文章 を 読ん で み ま し ょ う 。 





物質 の 三 熊 

純 物 質 は 温度 と 圧力 に より 固体 、 液 体 、 気 体 の 三 つ の 「 状 能 を と る 。 固 
体 は きま っ た 形 と 体積 を も ち 、 そ の 了 典型 で ある 結晶 で は 構成 粒子 (原子 、 分 
子 、 イ オン な ど ) が 三次 元 的 に 規則 正しく 配列 し て いる 。 し か し 、 ガ ラス の 
よう な 無 定形 固体 で は 構成 粒子 の 規則 前 な 配列 は 見 られ な い 。 こ れ に 対し て 
所 体 は きま っ た 形 も 体積 も も た ず 、 各 分 子 は 自由 に 動き まわ り 、 膨 張 し て 限 
りな く 広 が ろう と する 。 液体 は 気体 と 固体 の 中 間 の 状態 で 、 き まっ た 形 を も 


化 と 逆 の 現象 が 気体 の 「 液 化 ] で ある 。 固体 が 液体 に 変化 する 現象 を | 融解 」、 
その 李 を 「 旗 固 ] と いう 。 一 定 の 圧力 の も と で は 、 固 体 と 液体 が 平衡 状態 に 
ある 温度 は 一 定 で あり 、 こ れ を 固体 の 融点 また は 液体 の 凝固 点 と いう 。 固体 
が 溢 体 を 経 ず に 直接 気体 に 変化 する 現象 を 「 昇 華 | と いう 。 

(情報 ・ 知 識 imidas 1999』 集英社 p.1012-1013) 


妃 体 分 子 の スピ ー ド 

私 送 の 地球 を 取り 巻い て いる 空気 の 組成 を みる と 、 大 部 分 は 窒素 分 子 (N2) 
と 酸素 分 子 (Oz) で 、 窒 素 は 全体 積 の 約 45、 酸 素 は 約 1/5 を 占め 、 そ の 他 に ご 
く 少量 の アル ゴン (Ar) 、 炭 酸 が ガス (CO2) 、 水 素 (H2)、 ヘ リウ ム (He) な ど 
信 まれ て いる 。 

そし て これ ら の 気体 分 子 は も の すご い 速 さ で 表 1 1 気圧 25 て の 時 の 気体 分 子 


空気 中 を いろ ん な 方 向 に 飛び 回 っ て いる 。 物質 、 の 半 均 速度 
特に 気体 の 性 質 を 示す 場合 、 温 度 と 圧力 を 決め NT Wo 
ゝ ツ 、 ET みさ 括 骨 ガ 2 
人 お ^ 必 委 が ある O 〇 es 還 se 酸 素 (O%) 443 
25 じ 、 1 気圧 の 時 の 賭 素 分 子 な どの 速度 を 表 登 系 N 474 
1 に あげ る 。 水 蒸気 (HO) 590 
水 素 (Hz) 1768 


ロケ ッ ト の 地球 脱出 速度 11200 


76Z 
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表 を と ゞ 運 分 守 は 一 秒間 に 数 生 ー ド トル の 
Pe 告 速 に な お し て みる と 、 酸 素 分 子 は 時 速 1.595km、 一 
尾 い 水素 分 子 で は 時 速 6.365km の 速度 を 持っ て いる 。 こ れ ら の 比較 を 図 1 に 
示し て ある 。 水素 分 子 の 速度 は ライ フル 銃 か ら 飛 び 出 す 弾 丸 の 速 度 と 同じ く 
らい で ある 。 

0 
に 必要 な 速度 は 秒速 11.2km で ある 。 表 1 水素 分 巴 
MP PP 2 生 も ーー ー ペ ーー 
で も 地球 か ら の 脱出 速度 より は る か に 詳 酸素 分 チーーーーー 1600km 
い 。 し か し 表 1 の 値 は ある 平均 値 で あっ PR 
て 、 実 際 に は 脱出 速度 の 速 さ で 動い て い 灯 和 線 ) 20km 
る 水素 分 子 も 存在 する 。 そ の た め 、 水 素 図 1 気体 分 子 や 乗物 な どの 時 速 の 比較 

分 子 と か ヘリ ウム 分 子 の よう な 軽い 気体 


6365km 


は た え ず 地球 か ら 宇 宙 に 向かっ て 飛び 出し て いる 。 計算 に よる と 水素 や ヘリ 
MP に で あ 


る 。 


(上 平 恒 「 水 と は な に か 』 講談 社 プ ルー バッ クス p.12-13) 


この よう に 見 て くる と 、 気体 は も の すご い 速 さ で 拡散 し て いる よう に 思え 
る か も し れ な い 。 し か し 、 分子 は お 互い に 関係 な く 勝手 な 方 向 に 運動 し て い 
る の で 、 少 し 動い た だ け で も 、 す ぐに 他 の 分 子 と 衝突 し て 、 運 動 の 方 向 が 変 
わっ て し まう 。 そ の た め 、 あ る 一 定 方 向 に 移動 する 速 さ (拡張 速度 ) は 、 分 
子 の 実際 の 速 さ に 比べ て 非常 に 遅い 。 し た が っ て 、 気 体 と し て は 、 そ れ は ほど 
速く は 広がら な い の で ある 。 


【 問 題 】 





前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


三 是 2. 純 物質 3. 圧力 4 . 固体 5. 液体 
是 7 . 体積 8 . 典型 9. 結 卓 10. 構成 
年 2 三次 元 。 13. 親 即 14. 配列 15. 無 定形 
分 子 。 17. 膨 張 18. 限 りな く 19. 流動 性 20. 示 す 


21. 現象 22. 逆 23. 融解 24. 凝固 25. 平衡 

26. 融点 27. 経 ず に 28. 昇 華 29. 私 達 30. 地球 

31. 取り巻く 32. 組成 33. 窒素 34. 酸素 35. 約 4/5 

36. 占 め る 37. そ の 他 38. 少 量 39. 炭酸 40. 水素 

41. 含 まれ る 42. 方 向 43. 性 質 44. 場合 45. 一 秒間 
46. 比較 47. ラ イフ ル 銃 48. 弾丸 49. 脱 50. 値 


51. 平均 値 52. 実 際 53. 存在 54. 宇宙 55. 計算 
56. 補給 57.10 億 年 58. 消 え 失 せる 59. 拡散 60. お 互い 
61. 関係 62. 勝手 63. 衝突 64. 移動 65. 比べ る 


常 67. 水 蒸気 68. 新 幹線 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


、 


re 


LBKB IIKB 昨 . 前 課 IV. 本 課 全体 














読み を 正 し く 知 っ て いる 言葉 ー っ に こめ 6 ⑳% % 96 ⑦ 
意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 

不正 確 な 言葉 0 ⑳ ⑦ 9 ⑦ 
Si な 言葉 

よく 知ら な い 言 葉 % % % % % 














の 言葉 が あま り 読め な か っ た 人 は 、 BKB Vol.1 六 2 を 復習 し まし ょ う 。 
の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、 IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 


・ の 言 業 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復習 しま じ ま う 9。 


re か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 
言葉 が よく 読め た 人 も 、 その 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 勉強 
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【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 口 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


・『BASIC KANJ| BOOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 

ェ 還 2. 人 無 形 口 3. 流 動 性 口 4. 経 ず に 日 5. 組成 ロ 
6. 約 475 L 7. 方 向 向 あ 。 性 質 園 9. 場合 口 10 比 較 ロ 
11. 脱 出 9 消え 失せ る 口 13. 移 動 日 14. 比 べ る 口 / ノ 14=_% 


中 IINTERMEDIATE KANJI BOOKJ」 Vol 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1. 続 塊 折口 2. 圧 力 口 3 同体 口 4. 構 成 口 5. 本 別 ロ 
L2_ し < 2 本 

6. 各 分 子 日 7. 限 りな く 口 8. ぶ す 口 9. 現 象 口 10. 私 達 
L6 LS L7 _L8 L10 

]1. 地 球 日 12. 占 め る 日 13. 少量 品 14 水 素 口 15 値 日 
15 る Fm 0 

16 平均 値 日 17. 実 際 口 18 計 算 口 19 関 係 口 20 勝 手 
L4L6 時 馬 LI L2 

21. 非常 財 。 ノ 21=_% 
14 


員 前 の 課 で 勉強 し た 漢字 の 言葉 で す 。 


1 全角 口 2. 浅 傘 口 3. 状 能 口 4. 体 義 口 5. 弟 吊 ロ 
_ 2 謗 11 課 3 課 2 課 1 謗 6 課 
6. 滴 解 日 7. 柄 点 日 8. 昇 革 口 9. 過 素 日 10. 酸 素 唱 
8 課 8 課 10 謗 12 課 12 課 
11. その 他 口 12. 炭 本 日 13. 含 まれ る 日 14. 一 秒間 日 15 移 視 | | 還 
 : 課 12 課 12 課 12 謗 12 課 3 課 
16 補給 日 17.10 億 汗 口 18. 拡 族 口 19 お 旧い 日 20 新吉 線 日 
5 謗 8 課 7 謗 4 課 3 齋 


IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 

1. 敵前 口 2. 親 時 口 3 弟子 口 4 農 湖 口 5 遂 

6. 溢 還 口 7. 平 街 口 8 取り 巻く 口 9.272X 傘 10 

は 宇宙 口 12 笑 突 ロ 13. 水 気 日 [4 14] 還 負 hs] 内 

[16] 徹 潮 唱 [7] 角 度 HI8] 章 府 唱 [9] 萌 人 の 
20= 


SE に 
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| ① 物 質 の 名 前 を 表す 漢字 | 





物質 の 名 前 (元素 や 化合 物 の 名 前 ) は 、 漢字 で 表 さ れる 
も の が あり ます 。 漢字 で 表 さ れる 


され る 
し ます 。 


A. 一 子 物質 の 小さ な 単位 を 表す 


も の と 、 カ タカ ナ で 表 
に 決ま っ た 漢字 が 使わ 


る 場合 は 、 


下 の よ うに 


原子 (元素 の 単体 ) 例 ) H, Ne.O な ど 

分 耳 (元素 が いく つか 結び つい た も の ) 例 ) HzO, COz な ど 13 
粒子 (物質 を 構成 する 小さ な 単位 ) 

素子 (電気 回 路 な ど で 、 その 回 路 を 作り 上 げ て いる 一 つっ 一 つの 部品 ) 

光子 ( 光 の 粒子 ) 


陣 十 (原子 核 に ある 


つこ 


は と ん どす べ て に この 漢字 が 


電 十 (原子 核 の 周り を 回 る ー の 電荷 を 持 つ 粉 子 ) 
中 性 子 (原子 核 に ある る 、 電 気 的 に 中 性 の 粒子 ) 
B. 一 素 : 元素 の 名 前 
元素 の 名 前 を 漢字 語 で 表す 場合 、 金 属 を 除い な 
つき ます 。 (12 課 の 要点 ①A (p.155) を 参照) 
8 金属 名 


金属 名 は 以下 の も の が 漢字 で 表記 され ます 。 


凌 (Fe) 区 (Cu) 銀 (Ag) 日 金 PO 金 (Au) 
水銀 (Hg) 鉛 (Pb) 亜鉛 (Zn) 
D. - 物 
有機 物 orsanic matter 化合 物 chemical compounds 
無機 物 minerals 炭水化物 carbo-hydrate 
植物 Dlants 酸化 物 oxide 
動物 animals 水 酸 化物 hydroxide 
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人 二 
| 圭一 」 |* 


L 。 


計 。 


掛け 算 で 求め あこ と の で きる 値 は 「 一 積 ] を 使っ た 漢字 語 で 表 さ れ ま す 。 
例 ) 面積 体積 容積 な ど 
d. 割り 算 (a エ b 三 c 一 a 割 る b は c) 
この c を 「 商 | と 呼び ます 。 
e. 数 学 の 動 誤 

定義 する to define 

方 程 式 が 成り 立つ the equation is formed 

方 程 式 を 解く tosolve an equation 

内 数 に 分 解す る to solve into factors 

展開 する toexpand 

移 項 す る totranspose 

消去 する to eliminate 

代 人 する to substitute 

置き 換え る toreplace 

令 分 する to differentiate 

貢 分 する tointegrate 

B. 式 の 名 前 
接尾 辞 一 式 ]」 を 用 いて 表す こと が 出来 ます 。 
例 ) 数 式 a 十 b 三 c 

化学 式 (分 子 式 ) NaSOo4 
化学 反応 式 2NaOH 十 COz 一 NazCOs 填 HzO 
方 程 式 y デ 2x 十 a 
チエ い a 三 b 
不等式 a>b 


1 を A 
直し 算 


エグ 加 


|」 | X」 な ど は 以下 の よう な 漢字 を 用 いて 表し ます 。 


算 (a 十 b=c 
また 、 こ の 答え で ある c を 
引き 算 プ 減算 (a 一 b= テ c 
SS 


・ 掛け 算 プ 積算 (aXb= 


ご の で 「 積 と び ます 


C・. 数 に 関す る こ と ば 


4 。 


ィ Z2 


~ 数 
| 一 数 ] と いう 言 
例 ) 係数 導 指数 


- テ 


a 足 す b は c) 


和 と 呼び ます 。 


a 引 く b は c) 


[ 差 | と 呼び ます 。 


ー テ 


業 で いろ いろ な 数 を 表し ま 
ナ が 


小数 


a 掛け る b は c) 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered FI り 」 リ ) 





b. 値 
計算 や グラ フ な どか ら 求 め ら れる 数 の 場合 、「 一 値 ] を 用 いま す 。 
例 ) 平均 値 絶対 値 極大 値 極小 値 最大 値 最小 値 な ど 
c、~ て 点 
特に 温度 に つい て は 「 一 点 」 を 用 いま す 。 


て / 


例 ) 沸点 融点 溶解 点 凝 固 点 な ど 


D. 図形 に 使わ れる こと ば 
えん きん か くけ い し か くけ い 
. 























正三 角形 二 等 辺 三角 形 直角 三角 形 円 





きゅう えん ちゅ う えん すい りっぱ ぽう た い 


球 円 柱 円 雛 立方 体 
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③ 単 位 に 使わ れる 漢字 


a. 一 速 
速 さ を 表す 単位 は 「( 基 本 と な る 時 間 ) 十 速 ] で 表す こと が で きま す 。 
例 ) (距離 ) msec. 一 秒速 -m (距離 ) m プ min. 一 分 速 -m 


(距離 ) km プ h. 一 時 速 km 
※ 読 み 方 は 、「 秒 速 ー メ ー ト ル 」 また 「- メ ー ト ル 毎 秒 . 
す 。 





と いう 言い 方 も あり ま 


b。… カ 
力 を 表す 単位 は 「( 力 の 性 質 ) 二 力 ] で 表す こと が で きま す 。 
圧力 一 圧 (pressure) 十 力 重力 一 重 (weisht) 十 力 
引 敗 'ー 列 和 M 手 史 磁力 一 磁 (magnetic) 十 力 


かぐ 


c。 … 量 
量 を 表す 単位 は | (物質 ) 十 量 ] で 表し ます 。 


例 ) 質量 原子 量 分 子 量 


d. 一 度 
[ (表し た い 性 質 ) 十 度 | で 表 き れる も の も あり ます 。 


温度 一 温か い 土 度 速度 ー 速い 十 度 
碑 度 < 硬い 十 度 感度 一 感じ る 士 度 


角度 一 角 (の 大 き さ ) 十 度 光度 一 光 ( の 強 さ ) 十 度 
※「- 度 ] は 数 量 に も 使い ます 。 零度 、 1 度 、2 度 、 3 度 … 





典 唱 粒 膨 逆 名 衡 
宙 衝 突 燕 亜 鉛 


辺 23 





UI 


d 沖 
避 唄 
衣 午 
本 本 








( 素 引 p.325 一 329) 
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【 練 習 1 】 次 の 分 子 式 を 日 本 語 名 と 結び な さい 。 






例 ) NaCl ・ 水 酸化 カリ ウム 

1 . CuClz ・ 酸化 硫黄 

2. SO2 ・ 令 化 鉄 

3. Zn (OH)z・ ・ 硫酸 

4 . KOH ・ 令 酸 ナ トリ ウム 
5 . FeS ・ 協 化 鋼 

6. SO4 塩化 ナトリウム 
7. NaOH ・ ・ 水 酸化 ナトリウム 
8 . NaSO』 ・ ・ 水 酸化 亜鉛 


【 練 習 2 】 次 の 記号 や 式 を 読み な さい 。 


例 ) 1 0 0mmin. 一 分 速 100 メ ー ト ル 

1. 8 0km/h. 2. 3 0 0km/sec. 
3. 5 9m/sec. 4. 6 0 0mile/sec. 
5. 1 5mile/min. 6. 2 0cm/min. 

欠 が 半 光 6868. 40 エ 8= 


【 練 習 3 】 中 に と ん な 漢字 が 入る で し ょ うか 。 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 


数 物 子 体 力 素 








析 種類 の 元 | か ら で き で いる 物質 を 単 、 簡 数 の 元 | | | か ら な る 物質 


を 化合 | | と いう 。 


| を 構成 する 原 | | の 種類 と 数 が 等 し く 構造 が 異な る 物質 は 、 た が い 
| | 





ー 日 
に 孝 


(tisomer) で ある と いう 。 


性 
きゃ 








< 誠 水 の 沸 | | 際 合 来 100C と 定義 され て いた が 、1990 年 1 月 より 99.974 で て に 


変 や の な だ Oo 
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[| Lesson 13 


4 . 原 | | 核 を 作っ て いる 陽 | | の 数 は 同 じ で ある が 、 中 性 | | の 数 が 違う 内 


め に 質 | | が 異な る 元素 どう し を 同位 | | [アイ ソト ー プ ] (totope) と い 


う 。 た と えば 、 重 水素 は 水素 の 同位 で ある 


5. 純 物 質 は 、 温 | | と 田 | に ょ り 、 固 | | 測 


熊 を と る 。 困 は 、 き まっ た 形 と 体 | | を も ち 、 そ の 典型 で ある 結晶 で 


"ee 2 meg rremet 
ニー 


|、 気 | | の 3 っ の 状 














配列 し て いる 


【 練 習 4 】 次 の ( ) の 中 に 適切 な 言葉 を 、 下 か ら 選 ん で 書き な さい 。 


水 酸 化 炭酸 塩化 酸化 化学 反応 式 方 程 式 
凝固 点 固体 液体 気体 単体 同位 体 同 素 体 


拡散 高度 硬度 温度 炭素 水素 
秒速 分 速 数 値 平均 値 最大 値 最 ィ 





1 . 2NaOH 十 COz 一 NazCOs 十 HzO と いう ( ) 枯 、 三 つ の み :( ) 
ナド トリ り 尻 な と る ご 酸 代 ( ) か ら (〔 ) ナトリウム と 水 が 出 来る こ 
と を 示し て いる 。 
2。2e 二 2e が 十 2 三 2( e 十 8g) の よ うな 数 式 は ( ) と 呼ば れる 
. 水 は 漠 騰 す る と 、( ) か ら ( ) に 変わ る 。 
4 . 気体 が 広がっ て いく 速 さ は ( ) 速度 と 呼ば れる 。H2zO は お よそ 分 束 
590 メ ー ト ル (590m/min.) で 広がっ て いく 。 

5. 物質 の 中 で ( ) が 最も 高い の は ダイ ヤ モ ン ド で ある 。 ダ イヤ モン ド 
は ( ) か ら 出 来 て いて 、 炭 の ( (allotrope) で ある 。 

6 . 私 た ち が 料 理 に 使う 塩 は 、NaCl と いう 〔 で 表 さ れ 、 化 学 の 分 野 で 
は ( ) ナトリウム と 呼ば れる 。 

7 . 下 の グ ラフ の a の 値 を ( )、b の 値 を ( ) と 呼ぶ 。 
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【 練 習 5 】 文中 の に 下 の { | か ら 一 番 適切 な 就 語 を 選び 、 そ の 読み を 書き 
な さい 。 


1. ライ フル 銃 の の 速度 を 測る 。 
| 弾圧 弾力 弾丸 弾性 | 
2. 不況 に な る と 、 企業 が 次 々 と 倒産 する 。 
| 零細 零度 零下 零 点 1 
3・ 対立 する 二 つ 以 上 の 国 や 勢力 の 間 に 設け られ た 中 立地 帯 の こと を 地 
『 と し 


| 折衝 緩衝 衝突 衝動 | 
4 . この 県 の 農家 で 作ら れ た 野菜 は ダイ オキ シン の 量 が 多い と 報道 され 
て 、 大 騒ぎ に な っ た 。 
| 合意 合 蓄 含有 包含 | 
5 . 彼女 は 陽気 で 的 な ラテ ン 系 の 性 格 だ 。 
| 平衡 均衡 典型 出典 | 
6 . 車 が トラ ッ ク と し て 横転 し 、 高 速 道路 が 通行 で き な く な っ た 。 
: 衝動 衝突 折衝 緩衝 1 
7. ヘリコプター で 農薬 を する の で 、 家 の 窓 を 閉め て くだ さい 。 
) 拡散 散布 散 オ 
8. 食塩 は 、 電 解 質 の 水 を 作る 。 
) 溶質 溶液 溶解 溶接 
し の 


バ 
3S 
で 

器 


突進 突入 突撃 突破 
10. 空気 は 温め る と 3 。。 
| 膨張 凝固 衝突 溶解 | 
11. 我々 を 宇宙 に は 一 定 の 法則 が ある 。 
「 取り 巻く 取り 囲む 取り 入れ る 取り 込む | 
12. 池 や 川 な どの 水 が し て 上 空 の 雲 に な り 、 ま た 雨 を 降ら す 。 
| 凝固 蒸発 膨張 浴 解 | 
13. 彼 は 人 に 欠点 を 指摘 され る と 、 す ぐ する 。 
| 逆転 逆 上 逆行 逆 接 | 
14. 水 を 熱し て 出 て きた 蒸気 を 冷や し 、 水 を 作る 。 
| 蒸気 蒸留 蒸発 蒸 生 | " 
15. 若い ころ か ら を 現 わ す 人 も いれ ば 、 晩 年 に な っ て か ら 評 価 き され る 人 
も いる 。 
| 互角 内 角 直角 頭角 1 
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【 練 習 6 】 下線 の 漢字 に は 共通 の 音符 が 含ま れ て いま す 。 例 の よう に 音符 を 
に 抜き 出し 、 そ の 音 を カタ カナ で [ ] に 書き な さい 。 








例 : 規 則 測定 ー 見 2 グ ] 
1. 半径 軽快 あの 台 説 。 元 
2. 人 銃弾 充実 半 理 きせ 
3. 堆 度 命令 冷房 ーー[ ] 
4. 亜鉛 沿岸 TS) 問 史 
5. 浴 解 。 内容 前 
6. 距離 巨大 5 5 て. 半 
7. 硫黄 横 過 で ド だ 人 さ 央 


【 練 習 7 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 
う 。 周 り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 同 じ 音 符 を 持つ 漢字 は [|_| 
で 囲み まし ょ う 。 





較 攻 移 則 辻 介 


も ーー 机 2。 符 3 。 角 4. 典 5. 膨 
6. 逆 7 .。 衝 8 . 疾 9 . 唱 10. 巻 
1 下 人 生 " の ・ 伏 13。 突 14. 零 15. 衝 
6。 と 才 朱 7 > 18. 亜 19. 鉛 20. 宇 
21. 粒 22. 距 83 辺 
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六 給 工 ざ つり の の で 宰 る の の 刻 当 生玉 や せき ろう QG せ ” 疲 天 で こい だ 紐 諾 鑑 G 半 燈 肖 
PSM9 現有 千 串 人 る か "INKG 馬 承 2 お ホー ス ふ さて へ CNaO つ ルト て KGS 醒 記 
の で 県 主 殴 て へ (CF) SSX0 (て り 尿 久光 状 く ふ )* 

ヾ SR^ を 遂 虹 ぐ 香 唐 の 住 埋 か 6" 軸 旦 避 史 SO 相 だ へ (CNINKS 久 居 人 の お て 
へ 相 で て R へ ざ の うう) つり 素 欠 で RA(HOD ホー ふか さて RA ふか さて KN (CK? 
や ぐ 尋 る 陣 ぐ くさ ふか ふさ て NA (Ca の 7 YNKA か る て RA (Mg の) 祭 穫 KN RA CP 
YKS 細 駅 の お て へ 部 で て RA の うろ 愉 ) う つり る 選 挫 て へ (CFD 丹 環 愛 で SCHC 
0 民 る 中 @ 音 庫 て ト > SO") さる 閉 朋 で へ CHPO) 祭 選 や の S) 

り 補 PS ぐ P 才 お せ 必 トミ ロー 第 回 つ 由 祭 赴 葉 か Q 華 S 刊 だ 民 だ ※※ 荻 肖 で や 矢 
お お” て RAS 半 功 ぐ 突 m 員 / 選 本 由 11 舞 壮 定 G% へ 1 で G 吉 眉 り 矢 区 翼 由 つつい G 意 
が こも トト ゴル こい 

選 具 貼る 0 療 醤 吉 呈 計 記 前 蝶 的 の っ ス )67 8 の 選 千鶴 うろ 擬 准 選 G 選 脅 り 杉 吉 県 で や 
7” 醤 二 WS の 農學 堪 泊 RS 乙 還 り 豆 や り 総 当 生 玉 宙 の "で" 擬 遂 人 RG 選 還 G る ふさ りー 
さかさ マハ 衣 あ 余 不 見 羽 仙 巾 移 拉 0 人 Sh せ トム ふ さて へ で S り 7" の 量り 


< 河和 9 最 写生 yo 人 Oo 
%@ ) 人 か 半 ポ S 全員 合 そ 寺 拉 @ 居 林 史 NNKG 細 大 つ 
『 て KKS 貞 家 如 の で お 譜 富 中 つつ じ G 選 細 放 や や 


か ホー ホホ か さて RA で や 完 や だ ト て KG 鯉 苦 G 拒 學 定 生 7 
理 父 AS や だ NNKS 観 選 GN 称 宮 や ye" 医 史 
ホー か さて RA さか る て NA 妥 る 己 骨 で へ 
S や 旭 で 選 全 で 写 移 民生" 選 8 コ / 図る S 由 丸吉 
り マン” 臣 つ ゆ 反 うり 人 MO JGR 公 押 褒 り 県 2 ぐも や 
人 MG? 






RIIE1KOR' 全 /EJ【U ロ 






([ 水 と は 何 か 』 講談 社 プ ルー バッ クス p.84 一 85) 






0.98A 1.38A 
1.81A 
以 | 


記 23 陽 イ オン と 除 イ オン の そば の 水分 子 
の 向き 






章 水溶 液 の 構造 





第 三 





・ 下 の 文章 を 読ん で 、 後 ろ の 質問 に 答え て み ま し ょ う 。 





Il 
ェ ー 
の 
EL こ 
の ① 
ヒコ 
「= 
い e) 
の 
の ① 
思 
に 
| 
四 
キ コ 
O 
ト - 
=| 
で ゼ 
の ① 
と 
の ① 
た 
= 
) 
( り 


na くく 9 
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(1) ( ) に 適当 な 漢字 語 を 入れ て 、 要 約 文 を 作り な さい 。 


ここ で は 、 食 塩 の よう な ( ) の ( ) を 取り 上 げ 
る 。 食 塩 を 水 に 溶かす と 、( 性 ( ) 
に 分 か れる が 、 こ の よう な ( ) は 生物 の 体内 に も 存在 する 。 水 分 子 
が ( ) と 作用 する 場合 に は 、 双 極子 と し て の 働き が 主体 と な る 。 


( 2 ) 双極 子 と し て の 性 質 と いう の は どん な も の で すか が 。 


( 3 ) 電解 質 の 水溶 液 に つい て 、 本 文 の 内 容 と 合っ て いる も の に は 〇 、 そ う で な い 


も の に は を つけ な さい 。 
1. (  ) 水分 子 は 、 棒 より 円 と し て 描い た ほう が 実際 に 近い 。 
2. (  ) 食塩 を 、 水 に 溶かし た と き 、 そ の 水溶 液 は 電気 を 通す 性 質 を 持つ 。 
3. (  ) 水分 子 が イオ ン と 作用 する 際 に は 、 水 素 結合 の 力 が 主体 と な る 。 
省 。 .( ) ナトリウム イオ ン は 「 陰 イオ ン ]、 塩素 イオ ン は 「 陽 イオ ン ] で ある 。 
5. (  ) 水分 子 は 磁石 の 針 に 似 た 性 質 を 持っ て お り 、 陽 イオ ン に 対し て は マイ ナ 


ス の 電気 の 方 を 向け 、 陰 イオ ン に 対し て は プラ ス の 電気 の 方 を 向け る 。 


2. 下 の 説 明 を 読み 、( ) に 下 か ら 適切 な 言葉 を 選ん で 入れ て み ま し ょ う 。( 同 じ 言 
葉 が 何 回 か 使わ れる 場合 が あり ます 。) 


酸素 炭素 炭酸 元素 分 子 原子 陽子 電子 粒子 


化合 物 有機 無機 同位 体 補う 合 む 含ま れる 含め る 





(1) 有機 化学 と いう の は 、 有 機 ( ) を 研究 する 化学 の 一 部 門 で 、( ) 
化学 に 対立 する 。 元 来 は 、 生 物 界 か ら 得 ら れる 化合 物 を 有機 化合 物 と 呼び 、 
有機 化合 物 は 生物 の 生命 力 に よっ て の み 作 られ る と 考え られ て きた 。 し か し 、 
功 し て か ら 、 有機 化合 物 が 次 々 と 合成 さる よう に な り 、 こ の 見 解 は 合 定 され 、 


有機 化合 物 は ( ) 化合 物 の 別名 と な っ た 。 
だ だ や 。 二 本 作 』 ) な ど 少 数 の 簡単 な 化合 物 は 、 古 く か ら の 泊 
慣 に よっ て 、 無機 化合 物 の 中 に 〔 ) 。 
有機 化合 物 に ( ) 主 な ( ) は 、 炭 素 、 水 素 、 酸 素 、 
窒素 、 硫 次 、 リ ン 、 ハロ ゲン な ど で あ る が 、 最 近 は 人 金属 を ( ) 有 


機 化 合 物 の 研究 も 盛ん に な っ た 。 


(2 ) 原子 は 、 物 質 を 構成 する 最小 の 単位 ( ) で 、atom は 「 分割 で き な 
いも の | と いう 意味 の ギリ シャ 語 に 由来 し て いる 。 原子 は 、 原 子 核 と その 周 


780 








囲 を 回 る 負 の の 生気 た も ( ) か ら 0 核 は 正 の 電気 を も つ 
( ) と 電気 的 に は 中 性 の 中 性 子 か ら な 
元素 の 性 質 は 、 こ の ( 0 [導き な ST 


に 属す る 原子 で も 、 中 性 子 の 数 の 違い か ら 質 量 数 [陽子 数 と 中 性 子 数 の 和 ] 
の 異な る も の を ( ) [アイ ソト ー プ ] と 呼ぶ 。 


3. 次 の 表現 を 漢字 で 書き な さい 。 


に A 形 も や 符 の : よき も くる 2、 う ちゅ う ひ こう し 

3. さん そ を ほ き ゅ うす る 人 ま 。 MS 小 本 だ どの 肖 

9 り .・ いおう が ふく まれ て いる 6. じん こう みつ ど が た か い 

7/7. れい どい か の お ん ど 8. ちっ そ と その た の ぶん し 

9. ちきゅう の た いせ き を し ら べ る 10。 だ た ん さん ガス の の うど を は か る 


。 りゅう し が た が い に し ょ うと つ す る 2 iA OO 志 涼 し が か く さん する 
・ どう を りゅう さん に いれ る 14. し ょ くえん の すい よう えき 


・ 次 の 下線 の 漢字 の 読み 方 を 書き な さ い 。 


Co て J) 〇 の) (の 


・ 両国 は 相互 に も っ と 積極 的 に 協力 し 、 交 が た て る べき だ 。 
・ 部屋 に 一 酸化 炭素 が 充満 し て 窒息 し そう な の で 、 酸 素 を 補給 し sa 
・ 林 億 も の 星 が 存 在 する 宇宙 か ら 見 れ ( れ ば 、 太 陽 も 地球 も その 他 の 星 も 米粒 の よ 











うな も の だ 。 


・ 載 酸 や 硫酸 は 、 注 意 し て 取り 扱っ て くだ さい 。 





その 本 は 上 巻 と 下巻 に 分 か れ て いる 


も ンー トバ ルト は 生 衝突 叶 の 衝撃 を や わら け る 働き を する 。 


水 を 沸 騰 さ せる 、 水蒸気 の 体積 は 元 の 水 の 約 1600 倍 に 増加 する 。 


k 令 酸 銅 は 青 人 で ある 。 


・ 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


か くさ 


例 ) 散 一 拡散 : 核 の 拡 洋 を 防ぐ た め の 条約 を 結ぶ 。 


1. 浴 一 2. 且 王 侍 3。 夫 一 
同位 5. 和 宙 一 6. 秒 一 
老人 、 8 守 9. 積 
NMOS 戻 一 11. 巻 一 12. 塩 一 
13. 令 一 14. 磯 一 15. 銅 一 
16. 陽 一 17. 衝 一 18. 突 一 
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決 


の 、 


字 の 中 に は 、 形 が 似 て いて 間違え や すい も の が あり ます 。 ほ と ん どの 場 


人 形 声 音符 が 同じ 場合 に は 、 音 読 


み が 同 じ に 場合 合 も あり まう 。 


( 


( 


1 ) 耳 3 (部 首 や 形 声音 符 な ど ) が 同じ で 間違え や すい も の 
例 ) 季 【( キ ) グ 委 ( イ ) グ 秀 (シュ ウ ) 
礼 (レイ ) グ 札 ( サ ツ ) 
描 (を が - く プ ビ ョ ウ ) グ 箱 (ねこ ノ ビョウ ) 
刑 (ケイ ) 害し 欠 補 9 
遺 (【 イ ) グ 寺 【 ゲ ケン) 
中 (セキ) グ 績 (セキ ) ゲ 柚 、 (セキ ) 
阪 (きか ハン ) グ 板 (いた ハン ) ノ 坂 (きか ハン) 


2 ) 点 の 位置 ・ 有 無 が 違う だ け の も の 
例 ) 大 (お お ) きい ノ 太 (ふと ) い ノ 犬 (いぬ ) 
3 上 入り グ 半 (お お も) な eS ま 


この 他 に も 似 て いる 漢字 は いろ いろ あり ます 。 自分 で も 探し て み ま し ょ う 。 
[学習 漢字 ] 季 猫 刊 遺 遣 板 坂 犬 


【 練 eK 
1. 会 は 季節 ご と に 一 番 優秀 な 人 を 選ん で 発表 し て いる 。 
2 PE し て も ら っ た 人 に 、 お 礼 と し て 一 万 円 札 を あげ た 。 
3 . 私 の 両親 は 大 阪 の 坂 が 多い 場所 で 建築 用 の 板 を 作っ て いる 。 
4 . 彼女 は 積極 的 な 性 格 で 、 貢 任 感 が 強く 、 成 績 も よい 。 
5. あの 画家 は 猫 を 描い た 絵 で 有名 に な っ た 。 
6 . 外国 へ 派遣 され て いた 社員 が 亡くな り 、 遺体 が 本 国 へ 運ば れ て きた 。 
刑事 事件 を 起こ し た 人 の 自叙伝 が 刊行 され た 。 
8 . 太い 引き 綱 で 大 き い 大 を 散歩 に 連れ て いっ た 。 
9. あの 人 は 物理 が 専門 で 、 こ の 間 博 士 号 を 取っ た 。 
10. 子供 の ころ 、 主 人 で ある 王様 の た め に 美しい 玉 を 取っ て きた 男 の 話 を 
読ん だ 。 
【 練 習 2 】 | | の 中 か ら 適 切な 漢字 を 選び な さい 。 
1. 暑い |a 委 b 秀 c 季 | 節 に な る と 、la 大 b 大 c 太 | や 描 
b 猫 ! は 元気 が な く な る 。 計 
2. 父 の a 遺 b 遺 | 書 が 見 つか ら な か っ た の で 、 家 中 探し た と ころ 、 床 
誠 b 板 c 阪 | の 下 に 4 
3 . 学校 の 新聞 に 成績 優 la 秀 b 委 c 季 | 者 の 名 前 が 発表 され た 。 
4 . 西 歴 2000 年 を 記念 し て 、 新しい ニ 千 円 ia 札 b 礼 [ が 発行 され た 。 


(の 』| 






































.。 新しい 雑誌 が 創 ja 刊 b 刑 「 され た 。 
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有 


や ゃ 
引力 だ めし 
人 間 の 活動 が 自然 に 与え る 影 


人 間 が その 活動 に よっ て つく り だ し て いる エネ ルギー は 、 大 陽 放射 の 10000 

分 の 1 程度 で あり 、 自 然 の エネ ルギー に 比べ て は きわ め て 小さ い 。 し か し 、 
都市 の よう な 地域 で は 集中 し て 発生 し て いる た め 、 自然 の エネ ルギー 循環 に 
か な り の 影響 を あたえ て いる 。 ま た 、 直 接 に エネ ルギー を 発生 し な く て も 、 
人 間 の 活動 の 結果 が 自然 の エネ ルギー 循環 の 流れ を 変え て 、 気 侯 な ど に 影響 
多め た える こと も ある 。 
部 市 域 の 影響 】 人口 集中 の は げ し い 都 市 域 で は 人 為 的 た な エネ ルギー の 発生 量 
が 大 きく 、 ま た 、 建 築 物 や 道路 な どの た め 土 壌 か ら の 水分 の 蒸発 も 抑制 され 
る 。 この た め 、 太 陽 の 放射 エネ ルギー の うち 、 蒸発 に 使わ れる べき 分 (23%) 
の 多く の 量 が 空気 の 加熱 に 使わ れる よう に な る 。 こ れ ら の 原因 で 、 都 市 域 は 
周辺 部 より 気温 が 高く な り 、 同 時 に 湿度 が 減少 する 。 ま た 、 人 間 活 動 の 影響 
は 自然 を 大 きく 変化 きせ て いく < ( 図 88) 。 








= ーー この 
Si 
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[ 」 Lesson 14 


【 二 酸化 炭素 に よる 影響 】 人 間 の 活動 が 地球 全体 の エネ ルギー 循環 に お よ ぼ す 
影響 の な か で も っ と も 大 き な も の は 、 二 酸化 炭素 COz の 大 量 発 生 の よる も の で 
ある 。 大気 中 に 約 0.03% ふ くま れ て いる 二酸化 炭素 は 、 温 室 効 果 に よっ て 地表 
面 の 温度 を 保つ の に 大 き な 役 割 を は た し て いる 。 

と ころ で 、 現 代 の 人 類 に よる 化石 燃料 の 大 量 消費 の た め に 、 大 気 中 の 二 酸 
化 炭 素 は 年 々 増加 の 傾向 に ある こと が 観測 され て いる 。 こ の まま 化石 燃料 消 
響 の 増加 が つづ け ば 、21 世 紀 な か ば に は 、 二 酸化 炭素 の 濃度 は 現在 の 2 倍 に 
な る と いう 予想 も ある 。 (中略 ) この よう な 二酸化 炭素 の 急激 な 増加 は 、 気 温 
の 上 昇 ば か り で は く 、 世 界 各地 の 気候 も 変化 させ 、 場 所 に よっ て は 乾燥 化 さ せ 、 
農業 生産 な ど に も 影響 する も の と 懸念 され て いる 。 

人 間 の 活動 が 半 乾 燥 地帯 の 生態 系 を 破壊 し て 砂漠 化 を うな が し て いる こと 
も 指摘 され 、 問 題 化 し て いる 。 わ た くし た ち も る も 自然 の 一 員 で あり 、 自 然 と の 
調和 を 考え て いか ね ば な ら な い 。 

(阿部 龍 蔵 ・ 毛 利 秀雄 ほか 10 名 『 理 科 I 改訂 版 [物理 ・ 地 学 編 ]」 三省 営 p93-94) 


大 気 へ 放出 され る 環境 ホル モン 

処分 場 に 山積 み に さ れ た 廃棄 物 に は さま ざま な も の が 含ま れる 。 最近 、 と 
くに 目 に つく よう に な っ た の が プラ スチ ッ ク 製 品 だ 。 有 機 塩素 系 の ビニ ー ル 
で コー ティ ング され た 製品 も 数 多く 目 に つく 。 

いま や 私 た ちの 身の回り に は 、 プ ラス チッ ク 製 品 が いた る と ころ に ある 。 
た と えば いい 例 が 学校 給食 だ 。 以 前 は アル ミニ ウム の 問 が は と ん ど だ っ た が 、 
いま や 食器 も ハシ も プラ スチ ッ ク 製 な の で ある 。 そ し て この プラ スチ ッ ク 帝 
の 食器 に は 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル A な どの 環境 ホル モン 物質 が 含有 され て いる こと 
が 多い 。 

会 成 化学 物質 を 含有 し た 廃棄 物 を 燃やせ ば 、 き さま ざま な 有毒 化学 物質 が 環 
境 中 に 放出 きれ る こと に な る 。 ダ イオ キシ ン や PCB、 ビ ビスフェノール A、 フ タ 
ル 酸 エス テル 、 そ し て 、 環 境 ホ ル モ ン 物質 と し て 認定 され た 何 種 類 も の 有毒 
物質 が 、 煙 と 一 緒 に 大 気 に 放 出 き れ 、 水 に 溶け こみ 、 魚 や 植物 を 汚染 する こ 
あ 絶 な な 。 

環境 中 に 拡散 し た 汚染 物質 は 、 や が て さま ざま な 経路 を 通じ 生物 体 に と り 
こま れる こと に な る 。 河川 や 海辺 に 生息 する 魚介 類 は 、 餌 と な る プラ ンク ト 
ン を と る た め に 、 一 日 に 大 変 な 量 の 海水 を 体内 に と りこ ん で いる 。 そ の た め 
に 体内 に 蓄積 され る 汚染 物質 の 量 が 一 桁 違う の だ 。 

数 千 倍 か ら 数 万 倍 に 濃縮 され 生体 に 蓄積 され た 汚染 物質 は 、 環 境 に 時 影 響 
を 与え る ば か り で な く 、 人 体 に 甚大 な 健康 被害 を 与え を つづ ける こと に な る 。 
これ ませ で 日 本 社会 で 環境 中 に 放出 され た 汚染 物質 の 量 は 、 桁 は ずれ な 量 で あ 
る に ちがい な い 。 

(志村 績 編著 1999『 図 解 ひ と 目 で わか る 「 環 境 ホ ル モ ン | ハン ドブ ッ ク 』 
講談 社寺 文庫 p.303-304) 
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【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 に の つま: て だ きき AL 

1. 環 境 2. 人 間 3. 活動 。 4. 自然 5 大 陽 

6. 放 射 。 7. 程 度 8. 比 べ る 9. 都 市 ” 10 地域 

11. 集 中 。 12. 発 生 13. 循 環 14 影響 15 直接 

16. 結 果 17. 気候 18. 人 為 的 19. 発 生 量 20 建 作物 
21. 道 路 22. 土 壌 ” 23. 蒸発 ” 24 抑制 ” 25 加 吉 

26. 原 因 27. 周辺 部 28. 気温 。 29 湿度 30 一 酸化 過 
31. 地 球 32. 大 量 33. 大 気 中 34 温室 効果 35 地表 面 
36. 保 つの 37. 役割 38. 現 代 39. 人 類 40 化石 燃料 
41. 消費 42. 傾向 43. 観測 44. 45. 濃度 
46.2 倍 47 予想 48 数値 。 49 . 例 

51. 上 昇 。 52 世界 各地 53. 乾 燥 化 55. 半 乾燥 地 剖 
56. 生 直 系 57. 破壊 。 58 砂漠 化 so . 調和 

61. 放 出 62. 処 分 場 63. 山 積み 65. 含 まれ る 


6 計 
は ゆ 圭 剖 
1 
Cp、 


て ヘ ーー 
層 
〇 ③) 
〇 つ 


ーー ^> 王 
mt と 和民 


〇 ゝ 
が 
寺 


66. 製 品 67. 塩 素 系 68. 身 の 回 り 69. 欠 . 器 


省 泌 湯 
ご 


71. 食 問 72. 物質 73. 含有 / 坦 75. 燃やす 
76. 有毒 77. フ タル 酸 78. 認定 79. 種類 80. 煙 

81. 一 緒 82. 溶け る 83. 角 84. 植物 85. 汚染 
86. 拡散 87. 経路 68. 生物 体 89. 河 川 90. 海辺 
91. 生 息 92. 魚 介 類 93. 餅 94. 蓄積 95. 一 桁 
96. 濃縮 97. 生態 98. 号 える 99. 人 体 100. 甚大 
0]. 健康 102. 被害 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 読み を チェ ッ ク し まし ょ う 。 


LBKB ILIKB 上 前 課 IV. 本 課 全体 


a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 % % % ⑳ ⑳ 

b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が ( ' 
不正 確 な 言葉 6 % % % % 

Cc. よく 知ら な い 言 葉 % % ⑳ % % 


ーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー 
ーーーーーーーーー 
ーーーーーーーー 一 


| の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 
昌 、 の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復習 し まし ょ う 。 
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【 確 丸 】 正しく 読め た ら 、 [| 」 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


1. 『BASIC KANJI BOOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


1. 人 間 
6. 発生 
11. 気温 
16. 人 
21. 食 軸 
26. 生 葛 体 


1. 自然 
L5 
L5 
11. 世紀 
LIL 
16. 計 算 
L7 
上 認定 
L7 


中 前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 


1. 環境 


3 課 3 齋 


6 . 気候 
11 課 
1. 傾向 
7 謗 
16. 山 積み 
1 謗 
4. 人 
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ロ 活動 回 誠 比べ る 口 4. 者 則 5. 集中 ロ 
口 人 結果 PT 道路 口 10. 加 替 固 
量 二 3 大 気 中 回 38 5 14. 地表 男 届 拉 現代 園 
国 革 5: 消費 回 避 議 調和 19. 放 出 園 20. 電 
唱 22. 物 質 日 23. 合 成 日 24. 魚 日 25. 継 路 
口 27. 人 体 日 。 ノ 27=_% 
.。 TINTERMEDIATE KANJI BOOK」 Vol. 1 の 党 字 を 使っ た 衣 葉 で す 。 0 
[| 2. 発生 量 | 3 . 建 集 物 | 凍 蛍 原因 司 。 鈴 周辺 部 園 
| 紀 洲 L10 LS 
口 7. 大 購 日 8. 保っ 日 9. 役 視 口 1 観測 ロ 
L2 失 LS L/ L9 
口 12. 濃 度 日 13.2 倍 口 14 予 想 日 15 数値 
L1 L7 L5 L6 
口 17. 例 口 18. 土 算 日 19. 紀 囚 各 季 品 20 製品 ロ 
L10 L2 LILIL6 L3 
日 22. 濃 縮 日 23. 健 康 日 24 被害 口 /24= % 
5 凡 L4L4 R2L5 
口 2. 失 腸 日 3. 程 度 日 4. 地 域 口 5. 昌 響 
I 課 S 課 3 課 3 課 3 課 
口 7. 人 導 前 口 8. 素 発 口 9. 揃 口 10.- 華 候 知 
8 齋 13 課 8 齋 12 門 2 
口 12. 生 熊 糸 日 13. 破 壊 口 14 指 摘 口 15 処 分 場 唱 
3 課 8 謗 6 床 6 課 8 課 
口 17. 各 まれ る 日 18. 培 素 系 口 19. 身 の 回 り 口 20. 給 食 日 
12 課 12 課 3 課 1 課 0 課 
日 22. フ タル 酸 23. 種 類 日 24 煙 日 25. 浴 ける 日 
12 課 。 課 泊 泊 


味 
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26 植物 口 27 抜 散 口 28 河 川口 29 沿 口 9 和 ロ 
12 課 7 課 7 課 13 課 0 課 
31. 魚 介 類 口 32. 其 積 口 39. 生 態 口 34 号 ぇ る 口 ノニ g 
1 課 9 課 1 課 3 課 3 課 トバ iD 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
1. 放射 日 2. 徐 弓 口 3 土壌 口 4 湿度 ロ 
6. 乾燥 化 日 7. 片 念 口 8. 犠 納 親 コ 9. 砂 開化 ロ 10. 農 率 物 


11. 燃やす 口 12 独 開 口 13- 紅 口 M 尊 ロ hg 味 ロ 
6] 排 条 日 [17] 佑 遊 日 [18] 潜 油 唱 [19] 此 将 日 [20] 汗 全 ロ 


[2I] 沈 典 ロ ノ 21=_% 


V. ここ で は 勉強 し ませ ん が 、 後 で お ぽ え まし ょ う 。 
是 ロ z 鶴 口 s 鉄 ロ 
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| の ① 環 境 問題 の 語 第 | ( (文中 の 太字 は 学習 漢字 語 ) 








A. 汚染 の プロ セス 
有毒 な 化学 合成 物質 や ポリ 塩化 ビ フ ェ ニ ー ル (PCB) の よう に 自然 浄化 が で き な い 
物質 が 排出 され た りす る と 、 大 気 、 水 、 土 壌 の 汚染 が 進み 、 生 態 系 に 影響 を 与え る 。 


| 水 | 土壌 


ミー ・ 自 動車 か ら の 排 煙 工場 排水 ・ 生 活 排 水 工場 排水 ・ 農 薬 
二酸化 硫黄 ・ 室 素 酸化 物 ) (リン や 窒素 ) ( 銅 、 ひ 素 、 カ ドミ ウム ) 
導 2 
大 気 を 浮遊 必 酸 性 雨 水質 汚 滴 地下 水 や 農作物 を 汚染 

ッ 水中 の 有機 物 が 増え る 
地表 か ら 放 射 さ れる ひ 
赤外線 を 吸収 有機 物 を 栄養 素 と する 
\ 微生物 の 繁殖 
温室 効果 
富 栄 状 化 





大 気 、 呼 吸 、 水 、 食 物 連 鎖 で 生物 に 有害 物質 が 蓄積 され る = 生物 濃縮 
公害 病 
イタ イイ タイ 病 思 独 が 「 痛 い 、 痛い ] と 誕 え た 吉 Fs まき 52 詳 
ム の 慣 人 中 か が 起こ り 、 カ ル シ ウ ム 了 不足 が いら 
な り 、 肖 軟化 征 が 生じ 
水俣 病 熊本 県 水俣 湾 で 発生 。 er 央 で 、 四 股 の 感覚 障害 、 運 
動 失 調 、 発 語 、 目 、 耳 な どの 障害 が 発生 。 





B. 反対 語 の 対 
専門 用 語 『 の 反対 語 は 普通 と は 異な る も る の も あり ます 。 


溶け る 固まる 乾く 電 y 混 る 濡れ る 

浮く we 沈む 濁る WW 港 む 

汚染 する 電 準 化す る 繁殖 する 電 絶 滅する 

生息 する W 死 減 す る プ 総 減 す る 2 き 加 する 削減 する 
患 化す る 好転 する 拡散 する きき ゆ 縮 する グ 活 集 する 
分 解す る 電 合 成す る 2 
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排出 す る 堤 肖 人 する 
勅 燥 する る 電 湿 潤 な 


| @ 美 語 と 和 語 


浮遊 する WW 沈殿 する 





専門 書 に は | 大 気 中 に 放出 され る 」「 体 内 に 蓄積 きれ る | な ど 、 
り 使わ ない 漢 語 の 動 誤 が た く 50 7 だ 7 うど 


語 し 斉 葉 で は あま 
に は | 大 気 中 に 出 


音 の ] な ど と いう よう に 、 和 語 が 使わ れる 場合 も あり ます が 、 
専門 の 発表 な IP CH ます 。 
例 ) 含有 する : ある 成分 を 中 に 含み 持つ 
府 来 する : 不 用 な も の を 捨て る 


= する : 汚す 汚れ る 
浄化 する : きれ い に す る 
・ 広 く 散 らち ば る 


生息 する : 生物 が ある 場所 に 住ん で いる 生活 する 

繁殖 する : 動植物 が 数 を 増やす 動物 の 数 が 増え る 

感染 する : 病気 が うつ る ノ 近 く の も の の 様子 に 染まる 

溶解 する : 溶け る ん 

浮遊 3 :・ 水面 や 空中 な ど に 浮か び た だ よう 

沈殿 - Pk 4 

放射 する : 四方 八方 に 放出 する 広がる 

循環 する :・ ぐ る っ と ひと 回 り し て も と に か える こと を 何 度 も くり 返す 


排出 する : 中 に 
避 燥 する : 水分 や # 


だ た だま っ た 不要 な も の を 外 へ 出 N 
呈 気 が な く な る 








| 同じ 漢 字 を 使っ た 熟語 の 使い 分 け 








同じ 漢 : 了 を 使 の: が 熟語 に ! 
うな 意味 の 違い が ある か 、 


は 意味 が 似 て いる も の が あり ます 。 そ れ ら の 敦 語 に どの よ 
また どの よう に 使い 分 け を し た ら よ いか 考え て み ま し ょ う 。 


例 ) 廃 上 する  ( 今 ま で 行っ て きた も の を ) や め る 義務 教育 制度 の 廃止 

撤廃 する (それ まで の 制度 や 法規 を ) 完全 に 廃止 する 年 齢 制限 の 搬 廃 

c.f. 廃棄 する 不用 な も の と し て 捨て る 占い 条約 の 廃棄 
廃絶 する 根絶 や し に する 核 戦 争 の 廃絶 

・ 破棄 する 書類 な ど 具 体 的 な も の を 処分 する 原稿 を 破棄 する 

法律 ・ 判 決 ・ 約 束 な ど を 取り 消す 前 判決 を 破棄 する 

cf. 遺棄 す 本 で を ドー トー で ーー ツキ ーー サ ャ ma 
放棄 する 権利 や 責任 を 意志 的 に る 養育 権 を 放棄 する 
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・ 感染 する 病 尿 体 が 体内 に 入る こと 02 が 結核 に 感染 する 
伝染 する 病原 体 が 他 に 移っ て 同じ 症状 を 起こ す は し か が 伝染 する 
To 
cf. 波及 する だ ん だ ん と 影響 の お よぶ 範囲 が 広がる 経済 界 に 波及 する 
伝播 する 広 たく 伝わる 技術 が 伝 描 す る 


・ 排 除 す る 不要 な $ る の また は じゃ まな も の を 取り 除く 障害 物 を 排除 する 


排 琴 する 人 や 生産 品 な ど を 嫌い 退け る 不法 労働 者 を 排 二 する 
cf. 排他 環 質 な る の を 退け 、 受 け 入 れ な い 排他 的 な グル ー プ 
除 夫 ます る じゃ まな も の を 取り 去る 雑草 を 除去 する 
・ 繁 盛 す る に ぎわ い 栄 える (商売 に 使う ) 魚屋 が 繁盛 する 
筑 栄 する 栄え る 発展 する 都市 が 繁栄 する 
cf. 隆盛 ます ます 盛ん に な る 目 由 主 義 の 陸 避 


姓 盛 な 活動 力 が 満 ーー 強い 計 盛 な 向 学 北 


・ 封 鎖 す る 閉じ て ふさ いで し * う 経済 封鎖 
閉鎖 する 開い て いた も の を 閉じ 、 そ の 機能 を 停止 する 学級 閉鎖 
c.f. 閉 宣 する 閉じ ふさ ぐ 気管 が 閉塞 する 


完封 する 相手 の 活動 を 完全 に 抑え る 新人 投手 が 完封 し た 





ii 第 14 課 の 学 : 習 漢字 ーー ュー で ーー ュー ゴー ーーーーーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーー 
射 循 壌 湿 燃 乾燥 懸 漠 廃 
毒 緒 楽 浄 排 党 濁 繁殖 鎖 











( 素 引 p.330-334) 
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全 ) 練 特 誌 計 


【 練 習 1 】 環境 問題 に 関連 する 漢字 語 切 を 覚え まし ょ う 。 | ] の 中 か ら 適 切な 江 
字 を 選ん で 、 開 いて いる と ころ に 入れ な さい 。 


| 環境 排水 物質 放射 汚染 循環 | 





【 練 習 2 】 専門 の 言葉 に 言い 替え て み ま し ょ う 。 








Re 合 む ー 合成 化学 物質 を 9 

2 . 汚れ る ー 大 気 が さ オ に め 、。 

3 。 捨て る ー 不用 品 する 。 

4 . 分 ける ーー 可燃 物 と 不燃 物 と に すず る 。 
ia うつ る ーー イン フル エン ザ が する 
6. 散ら ば る 一 汚染 物質 が 環境 中 に する 
7. 溶け る 一 物質 が 液体 に する 

8. 生 きる 一 地球 上 に する 動物 
9. た まる 一 汚染 物質 が 生 基 に され る 
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10. 軸 る ー 物質 が 燃焼 し て 有毒 ガス が と 
11. 濁る ー 工場 排水 で 川 の 水質 が _ する 

12. どん どん 増え る 一 微生物 が する 

13. 浮い て いる ー 窒素 酸化 物 が 大 気 中 に する 


【 練 習 3 】 次 の ( ) に 下 か ら 適 切な 言葉 を 選び 、 適 切な 形 に 変え て 入れ な さい 。 


浴 け る 溶かす 税 く 


燃やす 滴る 滴 す 





1 . 体内 で 食べ 物 を ( ) 、 エ ネル ギー に 変換 する 
2 . 流入 し た 土砂 で 川 の 水 が ( あら 

3. 水面 に 油 が ( ) いる 。 

4 . 砂糖 は 水 に ( ) 

5 この ビー ル は 4 % の アル コー ル 分 を (〔 『 39。 


【 練 習 4 】 次 の 下線 の 言葉 を 読み 、 反 対 の 意味 の 言葉 を ( ) に 入れ な さい 。 


1 . 工場 か ら の 排水 を 滞 化 する 寺 ( ) WP 

2. ヘドロ が 川底 に 沈 尋 す る 電 プラ ンク トン が 水中 に ) する 。 

3. パン ダ を 人 工 的 ! こ 繁殖 させ る 和み 数 少な い 天 然 AT ) ルッ 8 

4. エネ ルギー を 体内 に 鞭 積 する em 暑く て エネ ルギー を ( ) する 。 

5 . 川 に 白 魚 が 生息 する ee ゆ 水質 5 湯 が 進み 、 つ い に そ の 川 の 魚 が ( ) 
し だ 。 


【 練 習 5 】 | | の 中 か ら 適 切な 語 を 選ん で 【( ) に 入れ な さい 。 


1 | 廃棄 廃絶 搬 廃 廃止 ! 
1 . 職場 の 男女 差別 を ( ) する 。 
2. 核 兵 益 の ( ) を 訴え る 。 
3. 消費 税 の 〔 ) を 求め る 。 
4 . 旧式 の 工場 用 機械 を ( ) ずる 。 
2 | 破棄 遺棄 放棄 廃棄 
1 . 古い 貿 条 約 を ( ) すき な 。 
2. 不平 等 条約 の ( ) を 目指 す 。 
3 . 動物 の 死体 を 公園 に ) する 。 
4. や な を えな い 理 由 で 季 道 の 試合 を ( ) する 。 





| 伝播 伝染 感染 波及 | 


1. ウイ ルス に ( ) 張 光 a 

2. 他国 の 紛争 の 影響 が 我が国 に も (  : 生 9 
3、 コ レラ が ( ) し て 、 死 亡者 が 多数 出 た 。 
4. 農耕 技術 が 日 本 に ( の も 2 


| 排除 排 計 排他 除去 | 


1. 外国 人 を 受け 入れ な い ( ) 的 な 体質 の 会 社 が 多い 。 

2. 春 に 木 や 草 に つく 害虫 を ( ) する た め に 農薬 を 散布 する 。 

3. 外国 製品 の ( ) 運動 が 起こ り 、 そ れ が 胡 動 に 発展 し た 。 

4. 小 中 学校 の 校内 暴力 を ( k し よう と 教師 と 親 が 運動 を 始め た 。 


| 繁栄 吐 盛 繁盛 隆盛 1 
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1 . 不景気 に も か か わら ず 商 売 は ( 7 本 全 M の る 。 

2. あの 少年 は 体 は 小さ い が 食 欲 が 実に ( ) だ 。 

3. 半 新 的 な 市 長 の 下 で 、 そ の 市 は 今 ま で に な い ほ どの ( ) を きわ め 14 | 
の EN 

4 . 自由 主義 が 経済 の ( ) を 全 だ めし た 。 


( 閉鎖 閉塞 封鎖 完封 | 


1 . 解決 で き な い 社 合 問題 が 山積 し 、60 年 代 は ( 2 
2. 投手 が 総 好調 で 、 相 手 チ ー ム に rg 6 B 
3. イン フル エン ザ が 大 流行 し 欠席 が 多い の で 、 小 学校 は 2 - ia 
( ) を 検討 し て いる 。 
4. 革命 軍 が 空港 を ( ) し た た め 、 要 人 は 各自 チャ ー タ ー し た へ リコ 


プター で 海外 に 脱出 し た 。 


沈殿 沈下 沈没 沈滞 1 


陣 で で 漁船 が 難破 し 、 や が て ( 0 AE に 昌夫 も 
2. 当時 この 国 は 内 乱 が 激しく 、 経 済 は ( 『/ し で MW な だら 
3. 川底 に ( ) し た へ ヘドロ か ら ガ ス が 発生 し て いる らし い 。 
4. 地下 水 の く み 上 げに より 都市 郡 の 地盤 が ( ) し 既 稚 た 


We 
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【 練 習 6 】 次 の 語 を 説明 文 を 1. 一 6. か ら 選 びな さい 。 各 文 の ( ) に 語 を 人 れ 


な さい 。 


食物 連鎖 酸性 雨 砂漠 化 環境 保全 自然 光 化 温室 効果 





1 


_ 生活 排水 や 工場 排水 は 川 、 湖 、 内 海 に 流れ 、 水 質 を 悪化 (一 水質 汚濁 ) させ る 。 
し か し 、 排水 に 含ま れる 有毒 な 二酸化 硫黄 ・ 窒 素 酸化 物 等 の 物質 (一 有機 物 ) は 、 


水中 で 微生物 に よっ て 分 解 さ れ 無 害 な 無機 物 に な る 。 ( ) 
2. 一 酸化 硫黄 や 窒素 酸化 物 が 大 気 中 を 浮遊 する うち に 酸化 きれ 、 雲 に と りこ まれ 
て 硫酸 や 硝酸 に 変化 し て 、 酸 性 の 雨 を 降ら せる 。 こ れ に より 、 潮 治 が 酸性 に な っ 
て 魚介 類 が 死 減 し た り 、 森 林 が 枯れ た りす る 。 ( ) 
3 大気 中 の 二酸化 炭素 は 、 地 表 か ら 放 射 き れる 赤外線 の 一 部 を 吸収 し て 、 気 温 


4 . 


り 


ト 昇 きせ る 。 大 気 中 の 二酸化 炭素 の 濃度 が 増え 続け る と 、 こ の 大 気 が 熱 を た めこ 
む 現象 に よっ て 、 和 気温 は 現在 より 上 昇 し 、 そ の 結果 、 北 極 や 南極 の 水 が 解け て 海 
面 が 上 昇 し た り 、 気 師 が 変動 し た りす る 。 

( ) 


自然 界 に は 、 役 生物 が 小 魚 に 食べ られ 、 小 魚 が 大 魚 に 食べ られ る と いっ た よう 
な 循環 が ある 。 環境 ホル モン の よう な 脂 に 溶け や すい 物質 は 、 そ の 循環 が 進む に 
つれ て 生物 体内 に 著 積 きれ る 濃度 が 高く な っ て いく 。 そ の た め 、 環 境 中 に は わす 
か な 濃度 だ っ た 物質 が 、 大 き な 魚 や か も め 、 あ ざら し と いっ た 循環 の 上 位 に 位置 
する 動物 の 体内 で は 、 も と の 何 万 倍 も の 濃度 に 達し 、 生 殖 異常 な ど を 誘発 する こ 
と が ある 。 ( ) 


、 我が国 で は 、 近 年 、 こ の 取り 組み が 様々 な と ころ で 始ま っ て いる 。 例え ば 、 エ 
ルギー 効率 の 高い 生産 設備 や 技術 の 開発 、 森 林 の 保全 や 都市 の 緑化 に つと め 、 
大都 市 へ の 人 口 や 経済 の 過度 の 集中 を 防止 する を こと な ど に つい て 、 政 府 レ ベル で 
の 取り 組み が 行わ も れ て いる 。 ま た 、 ゴ ミ の 量 を 削減 する こと 、 物 の 再 利 用 を 考え 
る こと 、 准 明 房 の 温度 の 適正 化 に つと め る こと な ど を 、 キ ャ ン ペ ー ン に よっ て 国 


民 に 訴 を る こと も 行わ れ て いる 。 ( ) 
6. 乾燥 半 乾 燥 お よび 乾性 半 湿 潤 地域 に お いて 、 地 面 か ら の 蒸発 散 量 が 降水 量 より 
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多い た め に 土壌 水分 を 失っ た 土壌 が 荒廃 する こと 。 現象 と し て は 、 水 や 風 に よ 
地表 面 の 浸食 、 水 資源 の 減少 、 自 然 植生 の 長期 的 な 退行 、 土 壌 の 塩化 アル カリ 作 
に よる 生産 力 の 減退 や 破壊 な ど が 見 られ る 。 ( ) 





書き な さい 。 


| 湿度 湿気 多湿 陰湿 | 


. 太陽 の 光 が 穴 が ラス に レ 生 。 表示 し い 。 


| 噴射 放射 発射 反射 | 


・ こ の 車 は 、 ガ ソリ ン 1 リッ トル で 7 キロ し か 走れ な い の で 、 


| 燃料 燃費 燃焼 可燃 | 


・ 環境 ホル モン は 、 人 体 に 悪影響 を 及ぼ す が ある 。 


) 懸案 懸命 懸念 懸賞 | 


・ 彼 は 将来 に 絶望 し て 、 自殺 を 図っ た 。 


| 毒薬 毒舌 服毒 中 毒 | 


いえ が ら 
・ 彼女 の 実家 は 、 室 町 時 代 か ら 続い て いる 止 し い 家 柄 だ 。 


) 内 緒 由緒 情緒 一 緒 | 


練習 [」 


【 練 習 7 】 文中 の に 下 の [ | か ら 一 番 適切 な 熟語 を 選び 、 そ の 読み を 


。 日 本 の 夏 は 気温 が 高い だ け で な く が 多い の で 、 大 変 過ごし に くい 。 


【 練 習 8 】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 


例 ) 


う 。 同 じ 音 符 を 持つ 漢字 は | | で 囲み まし ょ う 。 


河 … 化 押 課 火 科 家 価 回 吾 加 


・ 染 一 。 設 ユ 。 旨 。 マ 
- 殖 一 5. 燃 一 6。 浮 一 
唱和 8. 壌 一 9。 涼 
s 楽 一 科 。 滴 一 12. 排 一 


EE 14. 乾 一 5 記 一 

5 王 一 人 Z。 閑 ば 18. 大 一 

. 鎖 一 20. 上 抄 一 21. 循 一 
燥 一 2 東 
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これ は 、1999 年 2 月 1 日 の 「 朝 日 新聞 ] の 朝刊 の 記事 で す 。 こ れ を 読ん で 次 の 


質問 に 答え て み ま 2 水 8。 
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(1 ) 「 エ コ ポ イ ント | を 別 の 言葉 で 言う と 、 何 と 


言う か 、 本 文中 の 言葉 で 答え な さい 。 


( ) 
) に 適切 な 漢字 語 を 入れ て 、 要 約 文 を 
作 9 な ざい 。 
京都 大 学 の 高 月 教授 は 、( か 、 
( ) 。 
( AS 1! 1 応 
と いう 5 種類 の 環境 影響 を 総合 的 に と ら 


え 、 数 字 で 評価 する 試み を 発表 し た 。 
この 5 種類 の 中 で は ( ) 
に 一 番 多 く 重 み を 与え 、 個 人 の 暮らし で 
行わ れる 10 項 目 の ( ) を 減 
ら す 行動 の 配点 を 決め た 。 

その 結果 、10 項 目 の 中 で 最も 配点 が 高く 
な っ た の は 「( AM 宏 遇 
う 項 目 で ある 。 


(3 ) エコ ポイ ント 簡易 テス ト に つい て 、 正 し い 


も の に は 〇 、 間 違っ て いる も の に は を つ 
け な さ い 。 


( ) 地球 温暖 化 と 廃棄 物 と で は 、 廃 棄 物 
の 方 が 環境 影響 が 大 きい と 評価 され て いる 。 
( ) この テス ト の 満点 は 100 点 で ある 。 

) この テス ト で 60 点 以上 と ら な けれ ば 、 
環境 に や さ し い 人 (エコ ロジ スト ) | と は 


) 「 早 寝 ・ 早 起き を 心がけ て いる 」 と 


いう 行動 は 、 地 球 温暖 化 防 止 と 大 気 汚 楽 防 


止 の 二 っ に 対し て 効果 が ある 。 

( 。)「 マ イカ ー を 避け て 公共 交通 を 利用 
し て いる 」 と いう 行動 は 、 地 球 温 明 化 防止 
や 大 気 渦 染 防止 に 対し て 効果 が ある 。 
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.「 エ コ ポ イ ント 簡易 テス ト 」 を や っ て み ま し ょ う 。 


ゃ 


合計 何 点 で し た か 。 あ な た は 「 エ コロ ジス ト 」 と 言え ます か 。 


2 ) 項目 に よっ て 配点 が 違う の は な ぜ で すか 。 


。 下 の 文 の ( ) に 下 か ら 適 切な 言葉 を 選ん で 入れ て み ま し ょ う 。( 同 じ 言 葉 が 価 


回 か 使わ れる 場合 が あり ます 。) 


海辺 生態 生息 環境 寝 害 有 震 
レ 3 


汚染 含め て 与え て 廃れ て 燃やす 燃え る 
温暖 化 配給 量 酸化 物 廃棄 物 可燃 物 処分 坦 





( 1 ) 古 新 聞 や 古 雑誌 を り サ イクル に 出す の は 、( ) の 減量 と ( ) 防 
上 の 両面 で 効果 が ある 。 
(2) 自分 の 生活 の どん な 行動 が 、 ど の 程度 、 ) に 影響 を ( ) いる 
か を 具体 的 に 知る 0 記 が か の 
( 3 ) 合成 洗剤 を 使う と 、 河 川 の 水 拘 ( ) の 原因 に な る 。 
ae ) 化学 物質 が 発生 する の で 、 
そ う い う 但 貞 は 品 は 購 [が う に LC VS の re 
(5) ( ) 物質 が 、 MA ー な 経路 を 通じ て 河川 や ( 5 0 9 ) 
する 魚介 上 類 な どの 体内 に 取り 込ま れ 、( ) する と 、 そ れ を 食べ る 人 間 の 
健康 に も ( ) を 及ぼ すこ と に な る 
4 . 次 の 表現 を 漢字 で 書き な さい 。 
1 。 わ が くに の 。 すっ な え の ら 。 TLS お く の 村 ん WW 
。 おま ちなつ 私 ん る 4. は いき ぶつ を し ょ りす る 
5. び せ いぶ つの は ん し ょ く 6. ね ん りょう の ほ き ゅ う 
7。 ほう しゃ の うお せん 8。 く る ま の は いき ガス を じょう か する 


9. うみ べ に せい そく する き ょ か いる い 


10. か ん きょう ほ ぜ ん ひよ う の さく げん 
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11. た いな い に ちく せき され た ぶっ し つ 

12. た いき に ふゆ うす る ゆう どく ぶっ し つ 

13. か せん の し ゅ う へ ん を せい びす る 


4。 が っ さき ゅ うし ょ く を は いし する 


5. 次 の 文 を 読み 、 下 線 の 漢字 の 読み 方 を 書き な さい 。 





|. 東 燥 し た 地域 か ら 来 た 外 国人 に と っ て 、 日 本 の 湿度 の 高い 暑 き は た え が た い 
. 仁 9 


|2. 調査 の 結果 、 工 場 周辺 の 土壌 が 染 され て いる こと が わか っ た 。 14 | 


3. 浮き 沈み の 激しい 人 生 だ っ た が 、 今 は 店 も 繁盛 し 、 お だ や か な 生活 を 送っ て 
いる 。 





4. 懸案 と な っ て いた 排気 ガス 規制 の 問題 が よう や く 解 決し た 。 
5・ 産業 廃 棄 物 の 処分 場 の 建設 に 反対 する 住民 は 、 処 分 場 か ら 出る 有毒 な 煙 の 問題 


を 訴え て いる 
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つ ラ ムシ 事件 ・ 事 故 の 漢字 


毎日 、 い ろ い ろ な 事件 や 事故 が 起こ っ て いま す 。 新聞 の 社会 面 で よく 目 に 
する 漢字 語 を 読ん で み ま し ょ う 。 
事件 犯罪 必 刑事 事件 強盗 殺人 傷害 放火 汚 了 
V : - ヲ 通報 する ー ヲ 捜査 する ー ヲ ー ノ 容 疑 デ 逮捕 する 
事情 ヲ 聴 取 す する 犯 行 ヲ 認め る 容疑 ヲ 合 誰 する 
) - ヲ 書類 送検 する 一 ヲ 起 訴 す る 


(検索 へ 


事件 必 自殺 効 り BE 虐待 
V: (事件 の 真相 ) ヲタ 明 す る ノ 追 求 する 
事 八 交通 事故 ( 箱 突 ・ 追 疾 ) 列車 事 故 航空 機 事故 海事 故 
隔 『 転落 する 脱線 する 爆 を する AA 
道 難 する 死亡 する 即死 す る 行方 不明 に な る 
ー ヲ 捜索 する ーー ヲ 保護 する 


[学習 漢字 ] 件 罪 刑 盗 捜 逮 訴追 
【 練 習 1 】 ( ) の 中 に 「 事 件 ] また は 「 事 故 ] を 入れ な さい 。 


1 . 漁船 と タン カー の 衝突 ( ) 
2 . 3 歳男 児 が 父親 の 虐待 を 受け て 死亡 し た ( ) 
3 . 1 月 に 連続 発生 し た 放火 ( ) 
。 NN あー ) 
【 練 習 2 】{ }! の 中 か ら も っ と も 適当 な 動詞 を 選ん で 入れ な さい 。 
1 . 容疑 者 は 犯行 を 〔 )。 
六 。 PP ( )。 
3 . 男 を 剖 盗 殺人 罪 で 上 )。 
4 . 代 議 6 - の 職 事件 を )。 


| 逮捕 し た 捜査 し た 本 聴取 し た 否認 し た 追求 し た ] 


【 練 習 3 】 読 ん で み ま し ょ う 。 
事故 ・ 不 祥 事 昨年 は 162 件 海保 


海上 保安 庁 で 昨年 中 に 職員 が 起こ し た 事故 ・ 不祥事 の 件 数 が 計 162 件 に の ぽ ば 
る こと が 、 同 庁 の 内 部 調査 で 分 け か っ た 。 過去 10 年 平均 の 128 伯 を 大 き く 上 回 る 。 


中 で も 刑事 事件 や 捜査 上 の ミス と いっ た 「 犯 罪 ・ 非 違 (社会 的 信用 を 失 
ほとん ど 代 袋 


行為 | が 22 件 と 、 過 去 10 年 平均 の 4 倍 近 い 増 加 ぶ り が 目立つ 。 
表せ ず 秘 審 裏 に 処理 し て いた 。(2001 年 4 月 5 日 朝日 新聞 夕刊 ) 
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「 下 の 文 章 を 読ん で み ま し ょ う 。 













第 15 課 


内 閣 の 役目 と 議院 内 導 制 








1 内 閣 は 何 を する と ころ か 

日 本 の 権力 は 、 立 法 、 行 政 、 司 法 の 三 権 に 分 か れ て いま ます 。 三 権 を 担当 
「 る の が 、 立 法 権 は 国会 、 本 法 権 は 裁判 所 で あり 、 行 政権 は 内 関 で す 。 

内 閣 は 、 内 閣 総理 大 臣 と 国 多 大 臣 を あわ せ て 21 人 以内 で 組織 され て いま す 。 
国 の 行政 機関 で ある 省 や 庁 に 担当 ョ の 大 臣 を 置い て 行政 機関 を 統括 し て いる の 
9 

人 伝 に よっ て 、 内 閣 総理 大 臣 と 国務 大 臣 は 文民 で な けれ ば な らら ない 15 

と 、 国 務 大 臣 の 過半 数 は 国会 議員 で な けれ ば な ら な Mr 
れ て いま す 。 ま た 、 内 閣 は 国会 に 対し て 、 連 帯 し て 区 任 を 負う こと に な っ て 
9 ます 。 

さら に 、 憲 法 で は 、 一 般 的 な 行政 事務 の ほか に 、 eS 
や 外交 関係 の 処理 、 条 約 の 締結 、 予 算 案 の 国会 提出 、 政 令 の 制定 な ど が 「 内 
間 の 職務 」 と し て 定め られ て いま す 。 一 aw > 人 本 
天皇 の 国事 行為 ] へ の 助言 と 承認 で す 。 犬 星 の 国事 行為 と は 、 国 会 の 召集 や 
飛 議 院 解 散 、 外 国 の 大 使 ・ 公 使 の 接 受 な だ 2 の も 


2 議院 内 閣 制 と は 

議院 内 閣 制 と は 、 日 本 や イギリス な な どの よう に 、 内 閣 が 議会 (国会 ) の 信 
革 、 支持 に 基づい て 存在 し 、 議 会 に 対し て 責任 を 負う 一 方 で 、 Au 
解散 で きる な ど 、 内 閣 と 議会 と の 間 に 均衡 関係 が 成り 立っ て いる 制度 

す 。 


( 注 ) 200 年 1 月 6 日 実施 の 省庁 再編 で 国務 大 臣 の 数 は 最大 17 人 と な り ま し た - 
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[| Lesson 15 


議院 内 閣 制 の も と で は 、 内 閣 総理 大 臣 は 、 議 会 、 と くに 下院 (日 本 で は 人 
議院 ) で の 多数 党 ま た は 多数 の 政治 勢力 の 代表 が 任命 され 、 内 閣 が 組織 され 
る と いう | 政党 内 閣 制 」 の 形 を 取り ます 。 

方 、 ア メリ カ の よう な 大 統領 制 で は 、 大 統領 と 連邦 議会 の 議員 は それ ぞ 
れ 全 く 別 個 に 国民 か ら 選 ば れ ま す 。 そ し て 、 大 統領 の 下 に 国務 長官 な ど 各 行 
政 の 長官 が 置か れ て いて 、 個 別に 大 統領 を 補佐 する 仕組 みか に な っ て いま す 。 

大 統領 は 下院 の 解散 権 を 持た ず 、 下 院 も 大 統領 の 不信 任 決議 が で きま せん 。 
また 、 大 統領 や 長官 は 連邦 議会 の 議員 を 兼 ね る こと も で きず 、 大 統領 は 法律 
の 提出 権 $ 持 っ て いま せん 。 立法 権 は 議会 に だ け あ り ま す 。 

( 老 川 祥 一 編 「 や さ し い 政党 と 内 閣 の は な し 』 要 約 法学 書院 p.2 一 6) 
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【 問 題 】 


66. 科 佐 


1 . 内 閣 2 . 権 力 3 . 立法 4 . 行 政 5. 司法 
6 . 三 権 7 担当 8 . 国会 9 . 裁判 所 10. 総 理大 臣 
11. 国務 大 臣 12. 以内 13. 組織 14. 機関 ] 坦 増 

16. 庁 17. 置 く 18. 統括 19. 憲法 20. 文民 
21. 過 半数 22. 国 会 議員 23. 規定 24. 対 する 25. 連 帯 
26. 責任 27. 負 う 28. 一 般 的 29. 行 政事 務 30. 法 律 
31. 執行 32. 外交 関係 33. 処理 34. 条約 35. 締結 
36. 予算 案 37. 提 出 38. 政令 39. 制定 40. 職務 
41. 定 め る 42. 天皇 43. 国事 行為 44. 助言 45. 承認 
46. 且 集 47. 衆 議院 48. 解 散 49. 接 受 50. 信 住 
51. 支持 52. 基 づく 53. 存 在 54. 均衡 関係 55. 多数 党 
56. 政治 勢力 57. 代 表 58. 任命 59. 政党 60. 大 統領 
61. 連邦 議会 62. 全 く 63. 別個 64. 選ぶ 65. 個別 


次 の ペー ジ の 【 確 認 】 の と ころ を 見 て 、 


Yo く 読め た 人 も 、 


reqistered version 


前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読ん で み ま し ょ う 。 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


67. 信任 状 誠 68. 5. 要 ね る 


読み を チェ ッ ク し まし ょ 98 


IIBKB ILIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 
a. 読み を 正しく 知っ て いる 言葉 ⑳% ⑳% 96 96 
. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 
⑳ % ⑳% % 

不正 確 な 言葉 
よく 知ら な ょ い 言 葉 9 9% % ⑳ 





・ の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 


の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol1 を 復習 し まし ょ う 。 
PACK この 本 の 前 の 課 を 復 斬 し まし ょ う 。 
) 言 葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う 。 
その 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な 
じ レポ も うり 。 


ト ど を 勉強 


読み 方 が わか ら 
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L」 Lesson 15 
【 確 認 】 正しく 読め た ら 、 和 に チェ ッ ク し まし ょ う 。 


. |BASIC KANJI BOOKJ Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
ュ 日 2. 行 政 日 3. 国 会 口 4. AA 口 5. 機 関 日 
6. 置 く 口 人 口 8. 週 半数 申 . 包 国会 議員 10. 対 する 日 
11. 予算 案 日 b 口 13. 定 め る 口 14 援 受 口 15 代 表 
16. 全 く 日 17. 別個 日 18. 選 ぶ 日 19 個 別 日 /19= % 


中 TINTERMEDIATE KANJI BOOKI Vol.1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 
1. 担 当 日 2 組織 日 3 省 口 4. 庁 日 5. 之 帯 日 


9 L9 L] | 央 L6 
6. 負 う 日 7. 行政 事務 口 8. 外 交 関係 口 9. 職 務 口 10 助 詩 日 
1 誠 L9 LI L3L9 L3 
11. 有 集 日 12 信 任 日 13 支 持 日 14 基 づく 日 15. 不 代 潤 ロ 
R2 L7 L2 L9 L7 
_ ノ 15=_% 


.。 前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 ' 

」 和 日 2. 三 権 口 3. 総 理大 国 ] 4. 国 務 大 臣 ] 5. 規 定 
2 中 2 間 10 課 10 課 6 齋 

6. 貢 任 日 7. 一 毅 的 口 8. 処 理 口 9. 系 約 日 10 芝 閉 ロ 
i 課 7 課 7 課 6 課 9 課 

11. 提 出口 12. 国 事 行為 | 13. 衆 議院 口 14. 解 散 口 15 存 在 日 
2 課 8 課 4 課 7 課 3 課 

16. 均衡 関係 [] 17. 政 治 勢力 口 18. 任 命 口 19. 大 統領 日 ノ 19=_% 
13 課 3 課 6 課 4 課 10 課 





IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
: 級 口 2 一 ロ 3 苗 攻 ロ 4 緒 ロ 
人 日 「 8. 政 令 口 9. 天 皇 品 

hel 槍 口 [7] 只 口 hal 鐘 ロ hg 堆 ロ 
[2 方針 ロ 1 
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sa 


| ① 漢 字 に よる 複合 語 と 省略 形 











渓 字 語 を いく つか 組み 合わ せ て 、 j 代 6 と が で きま す 。 新しく で き 
た 言葉 が 長 すき る 場合 、 も と に な っ た 漢字 諸 の 最初 の 漢字 を と っ て 、 省 略す る こと が 
あり ます 。 


党 字 語 を 組み 合わ せ た 新 し い 言 葉 省略 
地方 + 炉 判 所 = 地方 裁判 所 "一 地 才 
高等 裁判 所 = 高等 裁判 所 ・ 高 玉 








最高 裁判 所 = 最高 裁判 所 一 最高 
国際 連合 = 国際 連合 ー 国連 


都市 十 銀行 = 都市 銀行 ー テ 才 銀 
痕 販 禁 必 填 閉 独占 禁止 法 = 独 殺 法 
選挙 管理 委員 会 = 選挙 管理 委員 会 … 選 近 15 | 
交 時 十 教 育 十 審議 会 = 間 時 : 教育 き 審議 会 ー 了 臨 教 審 
交 こ の よう な 省略 形 は 、 特 に 会 社 や 組織 、 法 律 の 名 前 な ど で 使 われ ます 。 








| @ 政 治 お よび 法律 に 関す る 漢字 ・ 漢 字 語 | 








政治 や 立 : 律 な 入っ 庄 ] す る 漢 * チ 語 は 、 基本 に な (て 言葉 に に 本 含ま れる 涯 了 を 使っ て 和 られ 
る こと が よく あり ます 。 そ の 漢字 語 の 構成 を 見 れ ば 、 だ いた い の 意 味 を 予測 する こと 
MS の で し し 上 分 。 


A. 法律 に 関す る 漢字 ・ 漢 字 語 








a. 憲 = 憲法 (基本 の 言葉 ) 
層間 運 反 十 憲 法 ー 意 法 に 違 反する 
改 喜 : 凍 法 十 改 め る = 号 法 を 改め る 
護憲 憲法 十 ま も る = 電 法 を まもる (守る ) 
y 憲 ・ 憲 法 十 立 て る = 憲法 を 立て る (作る ) 
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[| Lesson 15 
ほ ? 
NN。 0 三 
そく 


法律 (基本 の 言 
5 法律 十 7A で 2 
・ 法律 十 司る 
: 法律 十 定 め る 
・ 法 律 十 人 
:・ 法律 十 治め る 


Y 法 
中] 





? 


= デマ さ 



































| (基本 の 言葉 
・ 党 十 規 則 
: 会 社 十 規 則 
・ 学校 十 規 則 
・ 大 学 十 規則 
:・ 会 十 規則 


令 (基本 の 言葉 ) 


・ 政府 十 命 令 


+・ 法律 十 命令 


に 人 ) 


| 


B. 政府 ・ 内 閣 ・ 政 治 に 関す る 漢字 ・ 


剖 
| 


b. 政 ー 


SS 
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内 閣 (基本 の 言葉 ) 


組閣 





政府 ・ 
政令 


・ 内 閣 十 組織 
人 閣 : 
閣議 : 
開 僚 


内 閣 人 人 人 る 
内 閣 十 会 議 


法律 を 


Se 


法律 を 


法律 で 
法律 上 、 


ーー 間 


法律 で 治め る 


党 の 規則 
会 社 の 規則 


学校 の 規則 


大 学 の 規則 
会 の 規則 


党 字 


内 閣 十 僚 (一 員 ) = 


政治 (基本 の 言葉 


ム 、 ム 
命令 


政府 十 


・ 政 治 十 策 


・ 政治 十 権 力 


・ 政 治 十 世界 














定 ・ 履 沿 十 党 
・ 政 治 十 方 略 


・ 結 ぶ 十 現 宛 
党 : 解く 十 政 党 


| 


三 五 
子 話 


ET に KEO 生ん EL【 リ 1 


(作る ) 


個人 と 同じ 資格 の 組織 


内 閣 を 組織 する 


内 閣 に 入る 
内 閣 の 会 議 
内 閣 の 一 員 


政府 の 命令 


政治 の 方 生 プ 政府 ・ 


政治 の 権力 
政治 の 世界 
政治 の 党 

政治 の 方 略 


政 : 1 


政党 を 結ぶ (結成 する ) 
党 を 解く (解散 する ) 


istered version 




















離党 : 離 れる 十 政 党 三 政党 を 離れ る 

党員 政党 十 員 政党 の 一 員 

第 一 党 ・ 第 一 士 政党 三 第 一 の 政党 

第 二 党 : 第 二 十 政党 第 二 の 政党 

サナ 党 ・ 関 与 十 政 党 = 政権 に 関与 し て いる 政党 

野党 : 外 野 士 政党 = ニ 政権 の 外野 に いる 政党 

d. 議 
議院 王国 会 の 組織 : 衆 議院 参議 院 上 院 下院 
議会 三国 の 会 議 = 国 会 
* 県 議会 市 議会 町 議会 村 議 会 


の 一 員 三 国会 議員 
* 県 議会 議員 一 県 議 
* 都 議会 議員 一 都議 
* 市 議会 議員 一 市 議 
* 町 議会 議員 一 町 謙 
* 村 議会 議員 一 村 議 


議員 三国 会 


議席 一 議員 の 席 
議題 会議 で 話し 合う 問題 
議事 一 会議 で 話し 合う 事 


15| 


議案 = 会 議 に 出さ れる 案 
* 基 本 的 に は 、 地 方 自治 体 の 議会 も 「 議 会 | と 呼び ます が 、 単に | 議会 ・ 議 員 ] と 
いっ た 場合 に は 国会 を 指す こと が 多く 、 地 方 自治 体 の 場合 に は 、 そ の 前 に 「[ 都 ・ 
道 ・ 府 ・ 県 ] や 「 市 ・ 町 ・ 村 ] を つけ て 都議 会 ・ 市 議会 の よう に 表現 し ます 。 








| @ 政 治 お よび 法律 関係 の 類義語 





「 受け 身 の 形 で 使う と き に は 、 助 詞 に 


生 意 し まし ょ う 


定め る 


2 
・ 憲法 法律 規則 方 針 ノ 態度 な 
方 針 プ 態度 な ど が (憲法 、 法 
・ 意 法 プ 法律 ノ 政 令 な ど を 制定 
ー が 制定 され る 


ど を 定め る 
律 な ど に ) 定め られ て いる 
する 


規定 する : 憲法 法律 プ 政令 な ど で を 規定 する 
ー が 規定 され る 

結 。 ぶ : 契 約 プ 協定 な ど を 結ぶ 
~ が 結ば れる 

締結 する : 条約 を 締結 す 


ー が 締結 引 さ 0 C 
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| ④ 漢 字 熱 語 の 共 起 性 (3)| 








次 の 言い 方 は 、 よ く 使 われ る 漢字 語 の 組み 合わ せ で す 。 政 治 ・ 法 律 対 係 以外 で も 、 
この よう な 組み 合わ せ は よく あり ます 。(X の よう な 和 語 を 用 いた 表現 は ほとん と ど 使 


われ ませ ん ) 


人) 内 間 を 組織 する ( ニ 組 半 す る )  X 内 上 を 作る 
X 国 会 議員 を 集め る 
衆議院 を 解散 する PR 


内 閣 が 総 辞職 する X 内 関 が 全 員 辞 め る 
総理 大 臣 に 任命 する ※ 総 理大 臣 を 任せ る 





_ 第 15 課 の 学習 漢字 
開 司 坊 括 憲 律 吾 
光則 (義人 層 (全便 20 


(索引 p.335-339) 


串 
+ 果 
未 
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os 一 * 
ここ の ぐ で oO ^ こ の 6 の) 品 の OPD 一 


位 ) 棟 習 


【 練 習 1 】 次 の 言葉 を 読ん で 、 省 略 形 に し な さい 。 


] 
3 
う 
7 
9 
1 
9. 


. 道路 交通 法 
. 科学 研究 費 
. 社会 民主 党 
. 信 用 金庫 

. 厚生 労働 省 


農林 水産 省 
文部 科学 省 


1. 閣議 : 内 閣 の 
3. 議決 ・ 
2 の 
7 
9 


離党 : 


= 品 < 


。 商法 : 


例 ) 航空 反抗 


・ 司 法 動詞 
・ 承 認 忍耐 
・ 補 佐 逮捕 
. 天皇 親王 
・ 内 閣 合格 
・ 紳 房 防止 
・ 方向 放送 


Ri 





ン デ 
4 . 
6.。 
8 . 
10. 


1 
14. 


【 練 習 2 】 次 の 言葉 の 意味 を 考え な さい 
9 。 
4 . 
6 . 
8 . 
間 0。 


【 練 習 3 】 次 の 言葉 を 読み 、 下 線 の 漢字 に 共通 する 音符 を 見 つけ な さい 。 


: 元 [コウ ] 


(に た 1 人 MA 1 


ーー 
EC 


中 


選挙 管理 委員 会 … 


デー 


ーー 
ゃ 4 』 & E 


* ゴ 


| 


洪 
計 


ーー 


7 
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【 練 習 4 】 次 の ( ) の 中 に 、 [| | か ら 言 葉 を 選び 、 適 切な 形 に し て 入れ な さい 。 


人 答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 


承認 統括 補佐 執行 審査 番 議 任命 兼任 


結ぶ 裁く 定め る 命じ る 兼ね る 挙げ る 





1 . 日 本 の 号 法 で は 、 軍 隊 を 持た な いこ と を ( ) て いる 。 

2. 総 選挙 の 後 で 、 新 し い 総 理大 臣 が ( 》 、 写 a 

3 . 今年 は まだ 死刑 は ( ) て いな い 。 

4 . 人 間 が 人 間 を ( ) こと は 難し い 。 

5 . 内 閣 は 省 や 庁 な どの 行政 機関 を ( ) て いる 。 

Be | ) て 、 説 明 し た 。 

7 . 今度 の 国会 で 予算 案 が ( ) な い ど 、 天 変 な こと に な る 。 

8 . 日 本 の 会 社 で は 、 上 司 に ( 09 こと は 絶対 に 行わ な けれ ば な ら な い 。 

9 . 副 大 統領 は 大 統領 を ( 、 有 事 の 場合 に は 大 統領 の 代理 を 務め 
る こと も ある 職 で ある 

10. 厳正 な ( ) の 結果 、 あ な た の 作品 が 最 優秀 新人 賞 に 選ば れ ま し 
5 

11. 今 別 は 、 プ ロジ ェクト の 打ち 上 げ と 新人 社員 の 歓迎 会 を ( 9 科 
飲み に 行こ う 。 

12. 次 の 選挙 で は 、 野 党 3 党 が 政策 協定 を ( ) 、 与 党 と 戦う 意志 を 
表明 し た 。 


【 練 習 5 】 ( ) の 中 に 適切 な 言葉 を 下 か ら 選ん で 入れ 、 読 み を 書き な さい 。 答 え 
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は 一 つと は 限り 守 交 大 /。 


蔵相 外相 
組閣 離党 


入閣 団結 





。 昨日 、 民 主 党 の ( ) が 開か れ 、 新 し い ( ) を 決め る 選挙 が 
行わ れ た 。 

. 総理 大 臣 の 辞職 に 伴い 、( ) も 総 辞 職 し た 。 そ の 後 、 新 し い 総理 大 
臣 が 決ま り 、 新 内 閣 の ( ) を 行っ た 。 その 結果 、 田中 氏 の ( ) 
が 決ま っ た 。 

. 内 閣 の ( ) の よう す が 8 年 ぶり に マス コミ に 公開 され た 。 こ の 会 議 
窓 繊 。( ) を 中 心 に 大 き な 丸 い テ ー ブ ル に 各 ( ) が 座っ て 
WV9 た =。 
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口 

4 . 1994 年 、 自 民 党 を ( ) し た 議員 た ち が 、 新 し い 政党 を 作っ た 。 ま た 
野党 も いく つか の 政党 に 分 か れる な ど 、( ) が 進ん だ 。 

5。[( )」 と いう の は 、 政 党 や 党派 を 作る こと だ が 、[( )」 は さ 

ら に 広く いろ いろ な 場合 に 使わ れる 。 前 者 に 対す る 言葉 は | 解党 | で 、 後 者 


に 対す る 語 本 i 業 は | 解散] で ある O 


【 練 習 6 】 文中 の 


まき Ui。 


に 下 の { } か ら 一 番 適 切な 熟語 を 選び 、 そ の 読み を 書き 





ーー 


・ 大 統領 に な る 人 は 、__ _ 力 が な けれ ば な ら な い 。 
| 統計 統一 統括 統率 | 
2. 生ま れ て きた 子供 に 「 太 郎 」 と 恋 。 
| 合名 命令 千 中 任命 
3. 彼 は 会 長 に 就任 する こと を 快く し で だれ た 。 
| 承認 伝承 承諾 継承 | 
SO の の 0 こよ 令 し て は いけ な い 。 
| 固執 確執 執 交 執念 | 
5. 因 い か ら と いっ て あま り を 強く し すぎ る と 、 身 体 に よく な い \ 
| 官房 厨房 暖房 冷房 ] 
6. 国会 で は 、 十 分 し て か ら 採 決し て ほし い 。 
) 審査 審議 審問 審判 | 
7. 條 が 復帰 する まで の 間 、 私 が 彼 の 役職 を oo 
) 兼用 兼務 兼業 兼 題 | 
8 . 会 議 の 終わ り に 、 議 長 が 議事 内 容 を し た 。 
括 総括 統括 包括 | 
9. 連邦 警察 に に 身柄 を 拘束 され た 犯人 は 所 に 送ら れ た 。 
| 裁判 裁決 評判 評決 | 
10. 彼 は 同じ 職場 の 、。  _ か ら の 信頼 が 厚い 。 
| 閣僚 同僚 官僚 幕僚 | 
11. 彼 の 仕事 は 大 統領 を 記 お だ 。 
: 補充 補強 補佐 補習 | 
12. 政権 を 担当 し 、 内 閣 を 組織 し て いる 政党 と いう 。 
| 野党 結党 徒党 与党 | 
13. 首相 は 、 初 め て の 施政 演説 を 行っ た 。 
) 方 向 方 針 指針 針路 1 
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【 練 習 7 】 下 の [ |] の 中 か ら 適 切な 漢字 を 選び 、 し ] に 入れ な さい 。 





男 | | 上 | | 

后 
ーー JI ロ 
LILIL 


ま 妹 . 夫 っ 
干 


【 練 習 8 】 次 の 文中 の ( ) に 入れ る の に 適当 な 漢字 語 を 下 か ら 選 ん で 入れ な さい 。 
同じ 数 字 の と ころ に は 同じ 言葉 が 使わ れ ま す 。 


置 司法 司令 
房 凍 僚 委員 会 


実現 承認 設 
紀 





筆 仁 内 閣 


1 . 今回 の 省庁 再編 で は 、 国 家 公安 (1 . ) を は じ め 公 安 審 査 要 や 中 労 柳 な ど 
8 つの | 行政 (1 . )」 が 、 金 融 庁 に (2 . ) され る 金融 再生 (1 . ) 
を 除き 、 す べ て その まま 新 体制 に 移行 する 。 

2.。 国家 公安 (1 . ) on 
が あっ た 。 委員 の 1 人 が 「 こ の (1. ) は 3 ) 
部 ] の 占領 下 で 警察 権力 を 骨抜き に する 意図 で (4 . ) され た a 
まっ て お 茶 を 飲ん で いる だ け で 、 重 要 な (5. ) を 果 だ し て いな い 。」 と 
不要 論 を 唱え た の だ 。 そこ で 、 公安 委 が 機能 する よう 、 事 務 局 に 法務 省 、 (6. ) 
所 、 弁 護 士 会 、 市 民団 体 出身 な ど 6 人 を 送り 込む と いう 〔7. ) 条 が 検討 
され た が 、 警 察 庁 の 反対 で (8. ) し な か っ た 経緯 が ある 。 

3. 克 察 不祥事 で は 、 国 家 公 安 委員 長 と 自治 相 と の (9. 0 
員 長 の 専任 (10. ) 染 姓 政 し だ 。 を の 208。 小渕 ) "で 緑 時 
NHEPI ) 数 を eb。 本 
に 終始 し た 。 

4 . 省庁 再編 後 は 、(10. ) は 最大 17 人 まで 貰 ける 。 これ に 対し 、 新 省庁 の う 
ち 、 法 律 で 10. ) を 充て る と 決め て いる の は 、 国 家 公 安 委 を 含め て も 15。 
枠 は 2 人 余っ て お り 、 国 家 公 安 委員 長 は わざ わざ (9. ) 想 ど し 恋 ぐ て 


まく 0 のみ だ 。 
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株 習 9 


】 


次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 


う 


。 共 通 の 音符 を 持つ も の は 、[ ド に 囲ん で くだ さい 。 





17。 


20. 


清 


張 | 村 


中 


1g。 


15。 
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2000 年 
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み 、 質 問 に 答え て み ま 


WM 


G 事 (| 毎日 新聞 ] 2001 年 1 月 1 日 朝刊 ) を 


次 の 新聞 


に 


1 尊 


(1 ) 新 省庁 体制 へ の 移行 は いつ 行わ 


れる の で すか 。 


、 ど う 変 わり ます か 。 


(2 ) 省庁 の 数 は 


に COE 150 
ー 洒 呈 は 隊 隊 つ we 
NN6「 く を ホー ペー」 


7 0 人 ー 


2 Na 芝 ち に K<- 


屈 害 | VAT ま 
に 過 同 加 忠 訓 伝 向く 衣 次 秋 * 


本 負 化 梁 ” 劉 癌 G 演 滞 客 思 
RE 和民 じ 和 


HK 


わら な い 省 庁 は どこ か 、 四 つ あ 


の なき MY。 


(3) 省庁 再編 の 前 と 後 で 、 名 称 が 変 


md ae 6 


RS 取 KH 相 人 
半端 たけ mn 
ch いて 

調 KG 了 人 67 
KJ ) 応 湖 
し レ 間 NO 人 る 補 7 園 必 


に ちこ 4 


= ざ る 「 し 答 和 | | 
> 性 守 JRSAOS く 
hyec 聞 加 19 


ーー マー で 


字 Q つ %cO 者 2 


TS 


NN 


15 


外 局 と し て 従え る 省庁 


で すか 。 


(4 ) 内 閣府 が 
は どこ 


| 表層 つ 7 吉光 電 SVK し 区 
GR ね G 宰 層 を 4 
和弥 還 G 泊 営 室 AKI 
「 MSG" KIM 
・ 2 に YESNK WM: よこ 
TRY SSR 


本 W 境 と ロー 


誠二 で 誠 状 思 D4TSNG 


Loc つ HE は 
: DS ( ぐ む 部 羽 務 ) 


経 公認 陣 KG 軍 二 " く 宮 3 


V 狼 志 <coO 泌 還 G 泊 所 


nH6 る る cs の mm 
紅 聞 ( 6 全 SN※EG 選 反 交 


、 ど ん な 首 庁 が 再 


(5 ) | 総務 省 ] は 


務 上 30 人 


も の で すか 。 


編 さ れ た 


(6 ) | 大蔵省] の 新しい 名 称 は 何で す 
7 がら 


BESSEMNROM かよ POFNI 
ロビ 経 生 認 G せ し 時 必 呈 46 「 折 お 
] 約 EpNe7 OO は 7 軸 材 / 前 
義 Q 補 周 則 外 染 地 を 


へ 3 問 


7 ヒー 


ツ 評 わ 
ら 


指 税 選 価 


eS-vWom 
EN 


旨 G 


oNYZIIEISUm 
UNG 人 SS 人 飛 昌 球 


O 


で すか 


寺 


(7 ) 「 経 済 産業 省 ] は 、 何 を 目指 し て 
再編 され た の 


eK ie し 電 
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の 
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istered version 
[| Lesson 15 


2 . 次 の 表現 を 漢字 で 書き な さい 。 
ぎいん な いか く せ い 


a せん き ょ か ん り いい ん か い 
か ん ぼう ちょ うか ん 


けん ば うみ うだ いき ゅ 念じ ょ う 

れん ぼう せい ふ 

だ いと うり ょ うほ さか ん 

さ ぎょ う せ いき か ん を と うか つ す る 
ほう りつ や き そ 〈 を か いせ いす る 10. と うし っ こう ぶ の めい れい に し た が う 
11。 て ん の う が か 〈 く りょう を に ん し ょ うす る 612. し ゅ し ょ う が が いし ょ う を けん に ん する 


O) - PO 


Go ヽ 』」 mo の 一 
と ー 
FV 
に 」 
っ こ 
< 
9 て 
ん で 
とも 
つこ 
し 
ーー 
と 
で 
ざ 
Oi 
Co 


3 . 次 の 下線 の 漢字 2 梓 方 を 書き な さい 。 
1 . 日 本 国 二 法 に 、 国 民 の 3 つの 義務 が 規定 され て いる 





2 . 田中 氏 は 党 執 行 部 の 怒り を 買っ て 、 委 員 長 を 解任 され た 。 





3. 国務 大 臣 は 、 行 政 機関 を 統括 する 重大 な 責任 が ある 。 








4 . この 部 屋 は 冷房 が 効き き て 、 寒 い 。 


5. スポ ー ツ の 試合 で は 、 審 判 の 権限 は 絶対 的 な も の だ 。 








会 は 、 政 府 の 新しい 方 針 に つい て 衝 議 を 行い 、 了承 し た 。 








4. 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


例 ) 臣 交 大 臣 ・ e 臣 の こと de を 開 僚 Ww い 3 O 


1 . 司 2. 雪 は 
4. 兼 5. 括 6 . 邦 
7. 僚 8. 憲 9. 委 
10. 執 11。 律 12. 挙 
13. 房 14. 審 15. 和 皇 
16. 令 17。. 人 18. 針 
19. 閲 20. 承 
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ヽ N7 名 


泳 
園 
何 
貨 
課 


形 声 文 字 の まとめ 


中 


上 


・3 記 


経 
紋 
に 


銀 


滑 


還 
刊 
(| 
入 
旗 
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肖 


BA 
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る zz の 





_『BKB』 Vol.1&2 や 「『IKB」Vol1&2 で 学習 し た 漢字 の 中 に 
つ 形 声 文字 が た くさ ん あり ます が 、 特 に 数 が 多い も の を 以下 に 
既 涯 漢字 


漢 


偉 


棋 






























音符 [ 音 ] 既習 漢字 新 出 未 習 漢字 * 例 外 
恨 [シン ] 振 震 娠 岩 唇 
生 [セイ ] 生 人 性 星 姓 牲 
青 [セイ ] 青 晴 精 静 清 請 
責 [セキ ] 次 積 績 
[用] 粗 祖 阻 租 粗 角 
e 下 [ 流 少 」 細 層 僧 
| [ゾウ |] 増 購 憎 | 
則 [ ソ ク ] 則 側 測 
中 [チュ ウ ] 中 伸 思 沖 虫 
T] [チョ ウ ] 本 町 庁 項 
[テイ ] ] 町 停 学 
長 [チョ ッ ] 長 張 帳 上 
氏 [ティ ] 低 庶 抵 革 
商 [テキ | 適 敵 滴 摘 婚 
豆 [トウ | 紀 顕 登 間 糧 
同 [ドウ | 同 鋼 胴 測 箇 
白 [ハク ] 白 泊 拍 迫 伯 舶 
反 [ハン ] 反 飲 版 販 阪 坂 板 
半 [ハン ] 半 痢 伴 星 
皮 |[ ヒ ] 皮 彼 被 疲 披 
付 [ フ ] 付 府 稚 附 崎 魔 
虹 [フク ] 遇 副 幅 * 富 
算 [フク ] 復 複 腹 首 
分 [フン ] 分 雰 紛 粉 
南 [ ホ ] 補 捕 浦 舗 
慕 [ ボ ] 模 暮 募 墓 吉 
方 [| ホウ] 詞 放 葵 信 芳 
[ボウ ] 防 妨 肪 房 坊 編 傍 
包 [ホウ |] 包 抱 胸 泡 窟 偽 
放 [ボウ] 庄 性 誠 導 失 * 第 
前 [ ユ ] 輸 答 論 癒 
羊 | ヨッ] 洋 養 様 東 
令 [レイ ] 令 冷 堆 鈴 齢 
列 [レツ | 列 像 烈 * 例 
[学習 漢字 ] 齢 暮 募 請 迫 幅 攻 儀 草 
【 練 習 】 音 符 に 注意 し な が ら 、 次 の 言葉 を 読ん を で み ま し ょ う 。 


1 . 招待 2. 紹介 3. 参 照 4. 湖沼 5. 昭 和 6. 指 示 7. 脂 肪 
8. 正確 9. 政治 10. 整理 11. 征服 12. 正 月 13. 証 明 14. 症状 
15。 命令 16. 冷蔵 17. 零下 18. 予 鈴 19. 年 齢 20. 行列 21. 分 父 
22. 規模 23. 歳 墓 24. 募集 25. 墓石 26. 補導 27. 逮捕 28. 舗道 
29. 青年 30. 晴天 31. 精神 32. 安静 33. 清潔 34. 請 求 35. 感 情 
36。 白鳥 37. 宿泊 38. 拍手 39. 迫力 40. 伯爵 41. 舶来 42. 金 竣 
43. 復習 44. 複 数 45. 腹 痛 46. 覆 面 47. 辛 福 48. 副 業 49. 振 幅 
50. 工事 51. 紅茶 52. 項 目 53. 成 功 54. 精 巧 55. 攻 撃 56. 真 献 
57. 義務 58. 議会 に 60. 犠牲 61. 文章 62. 改 障 63. 表彰 



















(7 だ ゅ し ノ 


下 の 文 章 を 読ん で み ま し ょ う 。 


核兵器 と NPT 


核 不 拡散 条約 (NPT) は 、1968 年 に 米 ・ 英 ・ ソ な ど が 調印 し 成立 し た ( 発 


効 は 1970 年 、 


日 本 は 1976 年 批准 )。 そ の 後 、 加 盟 国 は 増加 し て いき 、 東 西 対立 


体 骨 か ら 独 自 路線 と し て 核兵器 を 保有 し て いる フラ ンス と 中 国 も 、 ソ 連 の 有 崩 
壊 後 の 1992 年 に この 条約 を 批准 し た 。 

し か し 、 こ の 条約 は 、 成 立 以来 「 差 別 的 な 条約 ] で ある と いう 反発 が ある 。 
それ は 、NPT が 非核 保有 国 の 核 開発 お よび 入 取 得 を 半 3 0WPMe 


給 りり 力 。 


イ 


9 フラ ンス 、 旧 ソ連 、 中 国 の 核保有 5 大国 に は 核兵器 の 


削減 は うた っ て いて 、 核 兵器 の 全廃 を 最終 目標 に 掲げ て いる わけ で は な 
PHP を 保有 し て いる 国々 が 他 の 国 に 核 の 脅威 を 与え る こ と 
を 前 捉 に し た も の で あっ た 。 し た が っ て 、 特 に 核兵器 を 開発 し よう と いう 国 
は 未 加盟 で ある し 、 ま た 、 北 朝鮮 は 、 こ の よう な 不満 か ら 1993 年 に 脱退 を 表 
2 


まだ.。 | 秋 実 
的 核 実験 
すのこ 


上 条 


0 


上 験 に 関し て は 、1993 年 か ら 核 実験 の 全面 的 禁止 を 目指 す 、 包 括 
5 CSIRT の 相 沈 IEYSDB .- iP の re 1996 年 まで に 確 
7 の の まし 


し か し 、 核 兵 益 を 保有 し て いる 国々 が 核兵器 を 完全 に 1 見 通し は 立っ 


て いな い 。 
旨 対 性 と し て 


す 『 


- ス 


し ろ 、 核 兵 益 の 保有 を 、 国 際 政 治 の 舞台 で は 、 軍 事 的 優位 性 や 
に 活用 し 、 発 言 力 を 確保 し よう と いう SN き 半 の が 現状 で ある 。 
解説 室 へ よう こそ ! 編集 委員 会 「 ニ ュー ス 解 説 室 ヘ へ よう こそ 2001 年 版 】 消 水 書院 p210) 
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1995. 


90. 


9f。 


9G. 


が 


2000. 


核 不 拡散 条約 (NPT) と 核兵器 を めぐ る 5 年 間 の 主 な 動き 


1 


9 


10 
4 


NPT の 無期 限 延 長 を 採択 
中 国 が 地下 核 実験 の 全面 中 止 を 発表 
米国 、 英 国 が 核 実験 の 全面 中 止 を 発表 
フラ ンス が 南 太 平 洋 で 地下 核 実 験 を 再開 (96.1 に 終結 宣言 ) 
米 上 院 が 米 口 の 戦略 核兵器 の 弾頭 数 を 各 3000 一 3500 発 に 減ら す 
第 2 次 戦略 兵器 削減 条約 (STARTU) の 批准 を 3 年 越し で 承認 
ロシア が 核 実験 全面 禁止 支持 を 表明 
国際 司法 裁判 所 が 「 核 兵器 は 一 般 的 に は 居 法 」 の 見 解 
爆発 を 伴う 核 実験 を 禁止 する 包括 的 核 実験 禁止 条約 (CTBT) を 
採択 (イン ド な ど は 反対 ) 
米国 が 核 爆発 を 伴わ な い 未 臨界 核 実 験 を 開始 
ロシア が 未 臨 界 核 実 験 の 実施 を 発表 
イン ド が 地下 核 実 験 パキスタン も 続い た 
スウ ェ ー デ ン 、 南 アフ リカ な ど 非 核 8 カ 国 が 、 核 保有 国 な ど に 
編 廃 絶 の 著 約 を 求め る 共同 宣言 
中 国 が 「 中 性 子 爆弾 技術 を 保有 し て いる | と 発表 
米 上 院 が CTBT 批 准 を 否決 
ロシア 下院 が STARTII 批 准 を 承 誰 
(「 朝 日 新聞 | 2000 年 4 月 16 日 付 よ り [年 表 ]) 





【 問 題 】 前 の 文中 に 使わ れ て いた 言葉 で す 。 読 ん で み ま し ょ う 。 読み 方 が わか ら 
な いも の に は 、 〇 を つけ て くだ さい 。 


1 . 核 兵器 2. 禁止 3. 条約 4 . 不 拡散 5. 調印 
6 . 発効 7. 批准 $. 加 眉 国 9. 東西 10. 対立 
11. 体制 12. 独自 13. 路線 14. 保有 15. 崩壊 
16. 差別 的 17. 反発 18. 非核 保有 19. 開発 20. 取得 
21. 削減 22. 全廃 29. 日 標 24. 掲 げ る 25. 作 威 
26. 人 写 える 27. 前 提 28. 未 加盟 29. 北 朝鮮 30. 不 満 
31. 脱退 32. 表明 33. 復帰 94. 確約 35. 核 実験 
326. 目指 す 37. 旬 括 的 38. 確 定 59. 魔 棄 40. 見 通し 
41. 国際 42. 新吾 43. 還 事 的 44. 優 位 性 45. 絶 対 性 
46. 発言 ] 47. 確保 48. 現状 49. 無 期限 _ 50. 延長 
51. 採択 52. 中 止 59. 南 太平 洋 54. 終結 55. 富 言 
56. 戦略 57. 弾 頭数 58. 第 2 次 59. 3 年 越し 60. 承認 
61. 支持 62. 司法 63. 裁判 所 64. 一 般 的 65. 違 法 
66. 見 解 67. 爆発 68. 伴 う 69. 未 了 臨界 70. 実 施 
71. 廃絶 72. 殴 約 73. 中 性 子 74. 爆 弾 75. 技術 
76. 上 院 77. 否決 7@. 下院 


見 て 、 読 み を チェ ッ ク し まし ょ 2 


LBKB ILIKB 川 . 前 課 IV. 本 課 全体 
+ 語 み を 正しく 知っ て いる 言葉 __% _ %  %  %  % 
b. 意味 は 知っ て いる が 、 読 み が 


le % % % % % 
不正 確 な 言葉 ーー 
c. よく 知ら な い 言 葉 % % 9% % % 


| の 言葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、BKB Vol.1&2 を 復習 し まし ょ う 。 

の 結 葉 が あま り 読 め な か っ た 人 は 、IKB Vol.1 を 復 杏 し まし ょ う 。 

の 言葉 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 本 の 前 の 課 を 復 杏 し まし ょ う 。 

リツ の 言 業 が 読め な か っ た 人 は 、 こ の 課 で し っ か り 勉 強し まし ょ う .。 

"の 言葉 が よく 読め た 人 も 、 そ の 漢字 の 別 の 読み 方 や 使い 方 な ど を 人 勉 強 
し し ば 人 9。 
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6. 蘭 
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16. 結 
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【 確 認 】 上下 し く 


| | BASIC KANJI BOOK, Vol.1 & 2 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 


申 義 東西 較 
L 7. 開発 | 」 
園 見 通し | 」 
Lt 4 半 第 2 次 園 
| 」 


き 。 対立 y | 凌 体制 
8。 取得 1 系 財 上 人 
13.3 発言 LI 半 中 上 
18. 違 法 日 19. 申 性 子 


読め だら 6。 | 民 チ ェ ッ ク し まじ しま よう 。 





中 |INTERMEDIATE KANJI BOOK」 Vol 1 の 漢字 を 使っ た 言葉 で す 。 





] 、 禁 株 | 」 の 調印 dl 
L7 Li 
6. 復 帰 日 7. 確 約 日 
R2 L4 
1. 優位 性 [| 問 確保 日 
L8 14L5 
16. 多 豆 教 品 贅 支持 日 
L9 L 溢 
a 前 の 課 で 勉強 し た 言葉 で す 。 
| 叶 条約 | 征 不 拡散 [ 
6 床 pn 7 課 
6. 目 標 日 7. 与 ぇ る 日 
3 課 3 謗 
11. 現 状 日 12 採 羽 日 
3 課 2 課 2 課 
16. 一 般 的 日 17. 実 施 
7 課 2 課 
IV. この 課 で 勉強 する 言葉 で す 。 
1. 和 提 口 2. 批 准 品 
6. 掲 げ る 日 7. 全 成 
11 舞台 日 玉 2 間 放 H 
[21] 澤 隊 [22] 介 還 
[26] 葉 国 日 
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3 . 独 邊 | 


日 
13. 無 期限 
圏 


3. 月 壊 日 
6 麻 6 齋 
8. 前 提 圏 
2 齋 
詩 承認 還 
1 
18. 技術 
3 課 


9, 加 叶 園 
8 . 未 加 L 
境 ( 党 言 L 
18. 絶 還 

還 


[23] 交渉 


4 . 保有 
L5 


(9 国際 
L2 


14. 延長 
L3 


4 . 差別 的 
9 謗 
9 . 包括 的 
13 誠 
14. 司法 
了 
否決 
" 間 


4 . 非核 保有 上 5 . 削 浅 
9 . 北朝 多 日 10. 校 実験 
14. 3 年 越し 15. 時 


19 大和 


ぶん 


[24 | 分 像 


ロ 5. 路 線 ロ 

員 10 表明 日 

日 5 南平 渕 

| | 20. 上 院 叶 

ーー 〆 絢 三 名 

口 5. 邊 満 ロ 
.L6_ 

唱 10. 軍 事 的 口 
LO 

口 15. 戦 略 日 
L2L10 

_ ノ 18 デ _% 


14 

人 憶 廃 介 還 
14 課 14 課 

口 血 救 判 所 還 
15 課 2 課 

ノ 19=_% 


げん 


園 

回 

発 

[20. 爆 交 較 
日 [25] 除外 日 
。 ノ /26 三 _% 
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| 漢字 語 の 語 構成 


新聞 記事 な ど に 見 られ る 、 長 い 漢 字 語 を 辞書 で 調べ る 場合 、 適 当 な と ころ で 区 切る 


必要 が あり ます 。 


A. 2 字 就 語 を 基本 単位 と する 場合 画 圏 十 圏 画 十 圏 圏 … 
漢字 吉 語 の 基本 単位 は 、 2 字 熱 語 で す 。 以 下 の 例 を 見 て み ま し ょ う 。 


例 ) 国連 総会 決議 一 国連 / 総会 ノ 決議 
ー 国連 (国際 連合 ) の 総会 で 決議 する (こと ) 
対人 地雷 全面 禁止 条約 採択 
5 大 孝和 者 メ 人 画 。 プル 栖 他 
三 対人 地雷 を 全面 的 に 禁止 する 条約 を 採択 
世論 調査 結果 一 世論 ノ 調査 ノ 結果 
三 世論 を 調査 し た 結果 


条約 ノ 採択 
る と 


ずる ( 寺 る ) 


B. 1 字 語 が ある 場合 田 十 還 画 十 … プ … 十 較 画 十 画 
漢字 1 字 の 単語 を 含む 場合 も あり ます 。 


例 ) 核 兵 益 禁止 休 約 一 核 ンプ 兵器 / 禁止 ノ 条約 
三 核 を 使っ た 兵器 を 禁止 する 条約 


必要 経費 館 約 案 一 必要 ノ 経費 ノ 節約 ノ 案 
経費 を 節約 する た め の 案 


0 ・ 接 尾 赤 が ある 場合 [| 十 還 画 十 … プ … 田 圏 十 [| 」… 
数 語 に 接頭 辞 や 接尾 5 HF * が つ く 場 合 も あ り ま 涼 各 接頭 祝 iii ・ 接 尾 誠 は ふつ 9 治 字 1 字 で 
ま 。 


例 ) 最 重 婦 課 題 決 議 一 最 十 重要 ンプ 課題 ノ 決議 
最も 重要 な 課題 を 決議 する (こと ) 
大 統領 十 権 / 珠 化 

大 統領 の 権限 を 強化 する 


Y 


大 統領 権 強化 
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② 簡 条 書き 文 の 形式 


新聞 の 見 出し や 箇条書 き の 文 な ど で は 、 漢 字 熱 語 を つなげ て 臨時 に 1 つの 言葉 に し 
9 表現 、 助 訓 や 動詞 な 。 を 省 い As 表現 、 名 誤 止 め な ょ どの 表現 が よ く 使わ れ ま す 。 


例 1 ) ーーー 
> 米 ソ (アメ リカ と ソン ソ連) は 包括 的 な 軍縮 交渉 で 、SDI を 交渉 (の 対象 ) 
か ら 除 外し た 。 
例 2) パキスタン ・ シ ャ リフ 首相 、 国 連 総 会 一 般 演 説 で 、 イ ンド に 対し | 核 兵 問 
ミサ イル 開発 の 平等 な 相互 自制 ] の 意思 の 相互 確認 必要 と 指摘 。 
> パパ キス タン の シャ リフ 首相 は 、 国 連 総 会 の 一 般 演説 で 、 イ ンド に 対し て 「 核 
兵器 お よび ミサ イル 開発 に つい て 平等 な 相 耳 自 制 を 行う ] と いう 意思 を 相互 
に 確認 する 必要 が ある と 指摘 し た 。 
例 3) アメ リカ ・ ゴ ア 副 大 統領 と ロシア ・ チ ェ ル ノム イリ ジン 首相 、 核 兵器 用 プ 
ルト ニウム 生産 工場 3 ヵ所 を アメ リカ 支援 で 2000 年 まで に 民生 転換 で 合 
> アメ リカ の ゴア 副 大 統領 と ロシア の チェ ル ノ ム イリ ジン 首相 は 、 核 兵器 用 プ 
ルト ニウム の 生産 工場 3 ヵ所 を アメ リカ の 支援 で 2000 年 まで に 民生 転換 する 
こ を に 合 上 し た 。 


※ 日 本 と 証 く か ら 交 渉 の ある 国 の 名 前 に は 漢字 1 字 が 当て 0 て おり 、 新 聞 記 事 な ど 
で は 字 と し て 使わ れる 場合 が あり ます 。 以下 の 例 の 他 に も 、 探 し て み ま し ょ う 。 


中国 っ 中 オー スト ラリ アー 裏 
埋 国 > 韓 べ ベト ナム ーー 越 
北朝 鮮 > 崩 イン ド = 半 
記 沈 サ 祖 > 米 ロッ ッ ア = 器 
ラン シン ス つ 仏 メキ シコ -* 時 
W ズ - 独 学 ま が っ 加 
イギリス 一 敵 久 ペ イシ > 西 
1 が の ー 鍵 


た だ し 比較 的 新しく 日 本 と 関係 を 結ん だ 国 の 場合 は 、 漢 字 は 使わ れ ま せん 。( 例 
南ア フリ カー 南ア 、 パ キス タン 一 パ ) 

最近 で は 全体 の バラ ンス を と る と いう 観点 か ら す べ て に カタ カナ を 使用 する 場合 も 
坦 え で MY ま :9 に 。 
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核 軍 縮 に 関す る 漢字 ・ 漢 字 語 

軍拡 電 み 軍縮 (拡大 電 縮 小 ) 

核 拡 散 電 き 桜 不 拡散 

核 軍 縮 ノ 核 廃 絶 

核保有 国電 非核 保有 国 

非核 (兵器 ) 地 芝 

核 戦争 核 戦力 

非核 三原 則 

反核 運動 三 核兵器 (の 保有 使用 ) に 反対 する 運動 


b. 核 実 験 に 関す る 漢字 ・ 漢 字 語 


爆弾 一 原爆 三原 子 爆弾 水爆 王 水素 爆弾 中 性 子 爆弾 


核 実験 未 際 実験 核 爆発 
分 貸 科 テ 核 融 


ご 
が 


c. 条約 締結 に 関 する 漠 子 ・ 党 字 語 
和 約 を 締結 する 採択 する ノ 批 准 す る 
条約 に 調印 する 署名 する 


( 
条約 が 成立 する 発効 する 
ミ ※ が 条約 の 批准 を 承認 する 否決 する 
16 
NPT の 無期 限 延長 電 期限 付き 延長 
批准 の 無 条件 承認 ee 条件 付き 承認 


必 条 : MM (NPT <- Nuclear Non-Proliferation Treaty ) 
人 実験 禁止 条約 (CTBT Comprehensive Nuclear Test Ban Treaty) 
fr 時 交 (START ・- Srrategic Arms Reduction Treaty) 


惨 民 犯人 槍 時 肖 提 弟 | 災 郊 滑 
宮越 爆 伴 臨 示 隊 雷 渉 裂 除 
中 23. 











(索引 p.339 一 344) 


22 ゞ 





IROIIEAKOR ど 全 /EJ【U ロ 








【 練 習 1 】 次 の 長い 言葉 は 、 ど の よう に 分 けら れる で し ょ うか 。 ま た 、 必 要 な 言 


葉 を 補っ て 、 そ の 意味 を 説明 し て み ま し ょ う 。 


例 ) 国連 総会 一 般 演説 一 国連 ノ 総会 般 ノ 演説 
国際 連合 の 総会 に お ける 一 般 の 演説 
早期 交渉 開始 予定 0 
核 実験 全面 禁止 条約 と 
国際 司法 裁判 所 ーー 
。 非 核兵器 地 淀 創設 ロ 
避 括 的 核兵器 禁止 条約 > 


SS 呈 答 きき 5 本当 の 呈 更 一 


。 原子 力 平和 利用 協力 協定 ー キ 
.。 化学 兵器 用 楽 品 貯 蔵 庫 > 
. 被爆 者 救済 条 令 採択 表明 ニー 


灯 ア ラブ 路線 P 
対人 湾 武器 供与 
. 親 西側 改革 路線 6 
・ 在 英 イ スラ ム 教 徒 団体 6 
. 反 政 府 震 力 _s 
・ 政府 間 協 議 に 


【 練 習 2 】 例 の よう に 言葉 を 補っ て 、 で きる だ け 省 略し な い 文 の 形 で 言っ て み ま 
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所 w Jo 


に 近 。 


mm 上 条 約 (CTBT) 著名 手続 き 開始 か ら 1 周年 。146 カ 国 緒 名 、 
日 本 含 ーーー み 。 イ ンド 、 パ キス タン 、 北 朝鮮 の 姿勢 は 変わ ら ず 。 
033 SWGL7E 交 RRB 
年 で ある 。146 カ 国 が 著名 し 、 日 本 を 含む 7 カ国 が 批 人 準 し た 。 イ ンド 、 パ キ 
スタ ン 、 北 前 鮮 の 姿勢 は 交わ っ て いな い 。 





イン ド 24 年 ぶり に 地下 核 実験 、 パ キス タン が 初 の 地下 核 実験 
ロシア が 核 実験 全面 禁止 支持 を 表明 


国際 司法 裁判 所 が 「 核 兵 益 は 一 般 的 に は 違法 の 見 解 
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4 . 


国際 原子 力 機関 (IAEA) 総会 、 
行 を IAEA 事 務 局 長 に 求め る 決議 採択 


中 東 で の 非核 兵器 地帯 信 設 の た め の 協 


便 習 日 


議 続 


【 練 習 3 】 下 の |_ | の 中 か ら 言 葉 を 選び 、 適 切な 形 に し て 文 を 完成 し な さい 。 
人 答え は 一 つと は 限り ませ ん 。 
1. 役 は 被爆 者 の 一 人 と し て 、 つ ね に 「 反 核 」 を ( )5 て 発 員 し て きた 。 
2 . 21 世 紀 の 今 も 世界 の あちこち で 地域 紛争 が ( J 2 全 Me。 
3. 彼女 は 、 お 客 に 新しい 生命 保険 を ( ) た め に 、 終 始 、 笑 顔 を 
( ) な か っ た 。 
4. 多く の 人 々 が 人 危険 を 犯し て 国境 を ( ) いっ た 。 
5. 給与 は 高い が 、 危険 の ( ) 社 事 だ 。 





絶 や す 伴う 除く 際 む 


彼 は 大 学卒 業 後 国際 機関 に 就職 
ゆあ る 。 
に 4 


・ 世界 平和 に 逆行 する よう な 動き 


9 . 野党 1 

10. 全 帳 只 な る 核 実験 に 多く の 
和む ーー ン 

1 待遇 改善 に つい て 上 司 と ( 


か 得 ら ちら れ な か っ た 。 


交渉 採決 採択 承認 


提 楽 廃棄 批准 


サ え る 鈴 か す 掲げ る 越え る 越す 絶え る #* 


撫 め る 削る 


ん 4 


区 つ 


し 、 い まや 世界 を ( ) に 活躍 し て 
) ぎれ だ 。 
は ( ) に 許さ な い 
) を 要求 し て いる 。 
人 々 が ( が 9。 
) する た め に 活動 し て いる 
) し て みた が 、 結 局 和 * 定 的 な 回 答 し 


絶対 質 議 
提出 廃止 





【 練 習 4】 文中 の 


に 下 の { 





き な さ い 。 


1 . 舌 議会 で は 核 実 験 の 全面 禁止 を 


2 。 


) 採用 採取 採択 採決 


今度 の 実験 は 核 を 伴わ な 
| 爆破 爆風 爆弾 爆発 


か ら 一 番 適切 な 就 語 を 選び 、 その 読み を 書 


求め る 決議 を 圧倒 的 多数 で _ 


k い の で 、 条 約 に 何 反し な 


) 


W お MY 信 。 


1 。 





[| Lesson 16 


3 . 第 2 次 大 戦後 、 世 界 の 多く の 国 が 国連 に し 計 8 
| 加盟 脱退 出席 復帰 cW 

4 . 居 番付 3 泉 約 の 交 北 8 任 始 を 求め る 決議 案 は され た 。 
| 否定 否決 人 否認 可 合 陣 

5. 核 を 持っ て いる 国 を 「 和 国 』 (どい う 。 
| 所 持 所 有 保持 保有 | 

6. プル トニ ウム な ど 核 性 物質 の 連鎖 反 応 が 起き た ら 、 汰 ろ し い 。 
| 実験 分 裂 燃料 融合 1 

7sU ] と いう の は 、 自 分 の 権利 を 放棄 する こ o 
| 棄権 特権 断絶 荒廃 | 

8. A Pe 2 周辺 の 国々 に を 与え て いる 。 
| 威力 因 生 脅迫 権威 1 

9 . 第 は 高校 を 卒業 し た ら 、 家 を 出 て 独立 する と 家族 に お 
| 区 約 宣言 官 響 発言 | 

10. 3 日 間 続 いた 大 雨 警 報 が よう や く され た 。 
| 除外 解除 排除 除 示 1 

11. | 軍縮] と いう の は 、|___ 縮小 ] の 略 で ある 。 
| 軍隊 軍人 軍備 軍事 | 


【 練 習 5】 次 の 漢字 と 同じ 音読 み の 漢字 を で きる だ けた くさ ん 思い 出し て み ま し ょ 
う 。 周 り の 日 本 人 に も 聞い て みて くだ さい 。 同じ 音符 を 持つ 漢字 は 
[| | で 囲ん で くだ さい 。 


例 ) 核 一 画 角 | 各 客 格闘 ] 覚 確 革 抄 


較 隔 | 獲 和 ] 郭 帝 





1. 越 2. 批 3. 痢 4. 
5 。 埋 6。 染 7 ョ 8. 掲 
9 . 便 10. 舞 11. 鮮 12。 伴 
13. 臨 14. 爆 15. 碑 16. 渉 
17. 除 18. 雪 19. 肌 20. 隊 
21. 削 22. 韓 


22@8@ 
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10. 








民 
nn 
ge 
に 生還 往生 
3 
〇 ) 
SS 
C な が 
SS 
[RY 


反発 10. 大 国 


か くじ っ けん きん し 

か く ほ ゆう こく 

こく れん か めい こく 

ら め ゆう せい らい し ば くだ ん 

きょう どう せん げん 

か く へ いき さく げん こう し ょ う 

じじ ようやく の ひじ ゅ ん を し ょ うに ん する 
みり ん か いか くじ っ けん を じ っ し する 

か く は い ぜ つ の せい や く < く を も と め る 


ぐだ し だ 直る じ し ら ちい を 選 ょ き ょ す る 


reaqistered version 
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回 山 攻 64 心 oN 


( 間 1G 掲 載 較 , む や Pt9WX" | 
人 骨 く 全 わ 員 玉 了 RAM | 


紅 環 "中 次 所 湯 導 角 刀 列 | 組 芯 団 全 8 ※ 回 G「 泌 
J 細 8 馬 難 敬二 園 久 釣 陳 | G 夫 」 SQSNQ 還 拍 昌 | 
窒 つ し 塊 忌 還 祥 補色 回 龍 如 | 否 号 較 ] り 也 上 NO り り め の 
8 交 肘 愛 ・※ 只 決 G 如 G 革 | SNG” 党 門 全 芯 串 周り 還 ら 
し 全 想 出 ′ 懲 48 倒 地 坦 丹 | 宮 ろ 区 時 加 宮 角 的 つじ り S 全 
公 十 お り 例 幅 う 全 記 っ 「 nh りり 和合 。 序 G 反 0G 才 





営 写る 中 る 人 る や お 家 党 トド ネー 
必 3 も 鶴 箇 刀 客人 同 的 中 
絶 幸 駆 耳 所 つ ゃ S"「 と ロロ 
引 訓 捧 序 孔 書 い ン で 針 回 
約 週 ぬ % 心 」 会 | 変量 
選 を ※※ 凡 思 交 つき 固 家 
つじ 束 昧 当 \Q 還 前 絹 
忌 交 剖 選 パ の | つり 全 92 心 写 
如 臨 国 補 “ 弥 ? 著 痕 店 せい 0 束 銀 品 
ン ロ 口 手 定 呈 に 選対 0 全 避 | 衣 症 更 抱 や る) 普 区 了 和 人 
り 愉 oNP つ 全 つつ ” 葵 否 団 を | て 銀 朗 じ 才 NO66 紀 つり 音 ン 
区 ※G 基 前 王 罰 ( ン の 〇 ) | SG 8 但 合 心 否 忠 定 団 各 
6 可 GN で 1 トト 釣 板 科 4hO | 登り ※※ ロ 選 答 「 窟 
じ C59” 「 否 各 層 10 生 0O | 表 東 甘 學 財 疹 記 視 人 Q 生 りり 
賠 襲 王政 り 細 記 し 才 っ 人 る | | し 贅 渉 隅 交 良く 6 | 殖 昌 」 
「 才 上 中 9 合 記 避 送 慰 詩 藻 雪 | 富める や 7 
癌 SG 選 名 學 外人 や 0 必 | 加 ①「『 氷 G 夫 』 る 心 ス 
合 ] 「 交 箱 菩 喉 十 岡江 中 | 避 人 8 っ 」 つ 四 時 的 じ 間 wm 
さま 、 ドル リン 





… | N9 球 応 的 症 和 か "MS 尽 分 
…" 還 手 2 りつ お 束 陀 」S 牙 選 的 つじ 還る @ じ 性 郊 
うり” 搬 革 < 写 や 層 鶴 会 税 人 @ |G 世 財 思 ・ 敬 欠 党 6 悦 人 公 回 
Q で じじ っ 20 普 刀 計 給 革 ボ 称 C り 舟 My 

凡 つ 人 QM@” 思 性 め 音 妥 
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唱 紅 
1J 
mE 
ロ 部 
ら ご 
の 
旨 
放 NN 上 | | TS 下 導 補 つ お ? ロ ふ ト | 団交 衣 つ し こ ぃ o" | 
9 K 1 呈 ) | 導 十 四 m" ※ 婁 0G 吉 S | 導 千 W つ Az ミキ 
に 1 ーー NN 一 +、 PSN 生 き 語 か 用 G 刀 志 |1 Ks いき 妥 つじ っ ゃ 7 居 還 SG 
に 上 | 革 W 輸 G 更 を で や 衣 層 つ せつ 人 る つ " | 認 只 G 音 の 畠 ざ りく 尺 虹 
9 。 ペリ さ ー ふ mA 拓己 必 財 人 下 革 | 頒 人 計 衝 G 李 せ WQA | 
セ | 村 G 給 0 隊 羽 レー 則 末 ・ | や 二 人 SO WM | 宮上 回 お 新 出 | 放っ 
加 ca に ーー ニー ニー ニー エー に JE 
TL) 1 






と SPP 


日 


ae 
富 近 し 周二 < SG 誠 下る 販 Q | 福 往 5Q ロ AA ト 介 甘 還 8 
所 襲 り ※ ロ G 世 厩 s 信 | 表 政 申 魅 ぶ 抱 る し 0" 
り 羽 る MS 選 " 旭 装 賠 旬 | 6QN7 将 層 拭 似 SE 名 る 
長 記 本 佑 (マロ 〇 ) 量り | SS6 令 "回 山 學 半 咽 な Gy 
@HーhKNN ト 居 附 | ホ て さき 的 の ネ で て さじ 詳 控 4 り 
※※ 剛 9 ロ 0 ・ 世 田 り 髪 人 る | MP りこ 心 ※ 同 G 寺 圏 " ロ 

本 や 結節 や” 玉 ロ 陣 @ 区 東 中 | へ ト 全 周り つ し ふ で 6 ※ 
守 愉 3) 攻 8 品 回 を WWG 区 顎 団 合 ツネ で る さ S 
8 りり 当 導 PO 導 0? II に キトー8SKIIE で 
留 玉 緩 午 か ロー ロ 誠 ち "| GS 表 縮尺 各 也 人 SE 
0 つて ト LO 時 マト | Oo OSQ 和 2 | 
了承 ロ 全 来 諸 四 丈 塚 壮 和 | 






























う 。 


区 て み ま し ょ 


次 の 文章 は 2000 年 4 月 16 日 の 「 朝 日 新聞 | の 


IN 
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[| Lesson 16 


( 1 ) この 新聞 記事 を 読ん で わか る 範囲 で 、 表 を 完成 させ な さい 。 
( 注 : [CTBT」 は 「 包 括 的 核 実験 禁止 条約 ] の こと ) 


想 操 の 有無 | 核 の 有無 | 核兵器 ・ 核 軍縮 に 対す る 考え ・ 


ア だ 1 無 核保有 | 消極 的 。 国 際 的 な 責任 に 十分 答え ず 、 
むし ろ 核 戦力 を 高め て いる 。 














( 2 ) 核兵器 削減 交渉 な ど が 進展 し て いな い 背 景 に は 、 ど ん な こと が あり ます か 。 


( 3 ) 日 本 は 、 核 軍縮 に 関し て どん な 提言 を し て いま すか が 。 


2 . 下線 の 漢字 語 に 注意 し て 、 次 の 文 を 読ん を で み ま し ょ う 。 





1 . 国際 的 に 核 軍縮 の 動き が 進む 。 

2. 核保有 国 ーー せる 。 

3 . 北大 西洋 条約 機構 軍 に よる ユー ゴス ラビ ア 空 爆 が 行わ れ た 。 
1 和合 同 置 国 と 条約 を 結ん だ 。 

5 . 地雷 全面 禁止 条約 に 関す る 交渉 は 決 像 し て し まっ た 。 

6 . 議会 の 承認 が 得 ら れず 、 条 約 の 批 準 が 遅れ て いる 。 





雪 ・ 雷 が 鳴っ て 、 
2 。 
9 
は 。 
1 
14. 
1。 
20. 


突然 雨 が 降り 


1H」 1 
LLI【 





・ 次 の 漢字 を 使っ た 最も よく 使わ れる と 思う 言葉 を 選び 、 文 を 作り な さい 。 


必 。 
5 
9.。 
be 
LO 
< げ 
21。 


アテ ュ > 
ョ アン この 


istered version 





【 練 習 2 】 1. 陽気 な 陰気 な 2. 派手 な 地味 な 3. 話 江 な 稚 な 

誠実 な 不誠実 5. 上品 な 下品 な 6. 内 気 な 結社 交 的 な 
e 直 直 な 不正 直 直 な 8. 真 面目 な 電 不 真面目 な 

9 。 神経 質 な 9 無神経 な グ お お ら か な 

10. 依 條 な が 痛い 独立 心 / 自 立 心 が 選 . 理性 的 暫 感 情 的 

12. 楽観 的 旨 非 観 的 13. WO 

14. で RA0 15. 積極 的 消極 前 

16. 個性 的 旨 個性 の な い ノ 普通 の 。 心配 性 寺 の ん き ン 天 衣 

18. 無責任 な 電 距 作 態 の 強い 間 

1. な し え 拓 0 3. 強情 で 4. な し 修 約 2 

な 。 し 慎重 化 務 不 過 7 

8 個人 ま 導 有 か の 。 奈 し 10. 人 方 美人 

] 明る い 気 が 弱 い 2. 冷静 沈着 『 な 横 李 的 に 上 

3 落ち 着い て いる あわ て 者 で 好奇 心 が 尊 NR く 6 明朗 据 活 な 

5. 意志 強固 な 妨 耐 強 き 

1 

4 

7 

0 

3 


1 

3 

6 7 

8. 本性 故 的 楽天 的 ン 家 9. 内 れ 屋 10. 営 乏 性 けち ん 辺 
4 

の 


Si 


【 練 習 3 】 


K 


. 批評 (ひひ ょ ぅ う ) 2. 作詞 (さく し ) 3. 介入 (か い に ゅ う ) 
出身 (し ゅ っ し ん ) 5. 所 属 (し ょ ぞ く ) 6. 供述 (きょう じゅ つ ) 
・ 警 攻 (けい か い ) 8. 極限 (きょく げん ) 9. 奇妙 (きみ ょ う ) 
・ 特徴 (と くち ょ う ) 11. 趣旨 (し ゅ し ) 12. 無責任 (むせ き に ん ) 
. 競争 心 (きょう そう し ん ) 
【 練 習 6 】 1. -21. CE KR 引 を 参照 する 
1 U)① 明 る く て 外向 的 な 性 格 。 積 極性 が あり ュー に 考え る 人 。 
io 寺 2 還 t 気 が 弄 い 面 も ある が 優し い 人 。 
[ (23 人 4) は 解答 な し 


ーー 


2 。 内 2. 答 観 的 な 意見 3. 積 極 的 な 人 陳 り NKK 
「 5 . 隊 気 な 性 格 6. ーー プア 。 いれ 8 . 否定 的 な 答え 
9. 自己 中 心 的 な 考え 10. 趣味 が 多い 。 好奇 心 が あ る 


12. 責任 感 が ある 13. PYW4 jp い が 強 い 
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15. 自己 紹介 の 文 を 書い て 下さ い 。 
16. 性 格 を 描写 する た め の 形 容 詞 を 覚え よう 。17. 所 属 と 出身 地 を 答え る 。 
18. 自分 自身 に つい て 述べ な さい 。 19. 他人 の 評価 を 気 に する 必要 は な い 。 
20. 秩 官 に その 男 の 顔 の 特徴 を 聞か れ た 。 

【 練 習 】 1. 昨 年 2. 前 年 3. 往 年 4. 後 日 5. 翌 日 6. 上 名 
7. 平成 昭和 


(社員 プ 意 見) 判 (プロ グラ マー ノ 秘 書 ) に 
(テス トノ 試験 ) 3 。 (意見 論文 法案 宣言 ) を 
(分 中 梓 物 サン ブル ) を 5. (結果 ノ 合否 勝ち 負け ) を 
"5 
(正誤 ノ 真 偽 ノ 善 悪 ノ 時 期 ) を 9. (証明 書 ノ パス ポート ) 
(先生 ノ 上 司 ) e ER 『 四 書類 報告 書 ) を 11. (問題 ) 
12. ( 他 の 会 社 プ 他 の 企 0 人 
14. (事件 無罪 ノ 説 ) を 15. (原因 現場 ) を 
の 11 
18. (議員 ン 議 長 ノ 役員 ) を 19. (図書 ) を 。 5 
20. (商品 ノ 出 荷物 ノ 果 物 ) を 21. (自然 ノ 被 害 者 子供 ノ 迷子 ) を 
22. (動物 ) を 23. (老人 障害 者 ) を の 4 
25. (学生 児童 / 生 徒 ) を た PF 了 少 女 ) 
( 客 ノ 車 ) を 28. (制度 資本 技術 ) を 
(商品 物資 ) を 30. (犯人 ) が (MR を 
31. (資金 技術 知識 ) を 32. (犯行 ) を 
(同じ ) 〇 看護 する ン 〇 介護 する 
(異な る ) 〇 評判 を 得る 〇 評判 が よい 評判 する 
〇 批判 を 浴び る 〇 批判 が 強い 0 
> ( 同 燈 て 〇 施設 が ある X 施 設 する ノ 〇 設備 カ ※ 設 備 す る 
4 . (同じ ) 〇 提示 する の 〇 提供 する 
. (回 09 導 が る の 〇 権利 を 持つ 権利 する / 〇 権限 が ある 
〇 権限 を 持つ 権限 する 
6. (異な る ) 間 全 する 〇 恐怖 を 感じ る ノ 〇 抽 縮 する し 
7 . (異な る ) 〇 証拠 が ある 〇 証拠 を みつ ける X 証 拠 す る ご 証言 を 
条 う 〇 証言 『 す る 『 
8 . (異な る ) 〇 貧 欲 な 人 〇 信 欲 に ノ 意 欲 が ある X メ 意欲 な 
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【 練 習 6 】 


3 


【 練 習 1 】 


同じ ) 〇 


同じ ) 〇 選択 す 
同 同じ ) 〇 指導 す 

. 蔵 し いや 甘い ノ 化 

二 委 せ 人 


絡 1 


保証 する の 保護 す 

いこ ル 

凍 あ こ ノ X 題 材 す る 
O 採 3 る 

5 ン の O 

1 人 

4 _ 5. 議 讐 な で 虚 信 な 6. 

7。 0 人 8 . 

1 

4 


長け ほす る 


2. 。 甘 人 を 善人 





〇 取材 する ン 〇 題材 を 決 


3 。 表 務 権利 





性 療 説 作 昌 説 
お 方 分 権 
提供 (て いき ょ う ) 


.・ 判断 (は ん だ ん ) 


「 EK と 5。 授業 (じゅ ぎょ う ) gk 記 記 Su 
7. 紛失 (ふん し つ ) 8. 慈善 ( じ ぜ ん ) 0 Me 
10. 成績 (せい せき ) 11. 保護 ( ほ ご ) 2 答 夫 (し まつ ) 
13. 選択 (せん た く ) 14. 蘭 度 (た い ど ) かす れい 
1] 。 し 4A 人 が つ の し ゅ うう ほし ゃ % : 下 | 多き 立 ] 
2。 ぜ ん い ゆい ご ぜん ゅ う ぜ ん  : 善 [ゼン ] 
3。 ふ ん そう ふん まつ ふん いき 2 ルル 妥 \] 
4. は ん ぶん どう は ん は ん だ ん ・ 半 [ハン] 
5. きょう どう きょう じゅ ん きょう きゅう : 共 [キョ ッ ウッ] 
6. せき に ん た いせ き せい せき ・ 商 [セキ ] 
7。 や さい し き さ い さい た く 『 時 ぎ ] 
98. ふき め ゅ う こき ゅ う し ん きゅう  : 及 [キュ ウッ] 
9. し ゅ うま つ まっ ちゃ : 末 [マッ ] 
10. じゅ けん じゅ ぎょ う : 受 [ジュ ] 
11. きょう ざい ざい さん : 才 [ザイ ] 
協 、 於 ゆあ まく て ぬ よ る ・ 谷 [ヨク ] 
13. どう ろ どう に ゅ う : 道 [ドウ] 
(参考 例 ) 訳 証 紛 級 績 紡 判 供 債 

材 欲 吸 吹 財 則 授 採択 提 

1. じゅ きょう ひょう か 2. じゅ ぎょ う か いぜん 
3 宮 ま る ) oT 。 4、 全 鐘 5 耕 きま 光 し も だ う 
な 。、M* よ だ て だい さい て ん せい せき 8. せん た く 
9. けん げん ほ ご 10. は ん だ ん ざい りょう て うき よう 
11. あま や か し て 12. ふん そう お それ 
13. ほ は しょ う 14. が っ きゅう 
1 巡 先 6 4。 は っ た つ が 本 の ぴよ つの イチ 。 生 づつ きょう 
8. ざっ し 9. ざっ か 2。 笠 5 天 ん 13. あっ せい 
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16。 で っ らき まう 9 1 包 て っ ば ん 18. じっけん 19。 じ っ た い 
21。 で っ 芝 旋 22.、 け っ て ん 24. けっ せき 25。 れ っ き 

26.、 りっぱ ぽう 27. り っ た い 29、 だ し ゆ つ 31。 だ っ た 
32、 け っ て い 33. け っ し ん 35。 ね つら し ん 36. し ゅ っ ぴん 
40. げっ きゅう 42. せっ ち 44. か っ ぱつ 46. し っ そ 
47. ぷっ し つ 49。 ぶ っ か 9 の)S 52。 べ っ ぷ 
54. し っ ぱい 55。 だ っ せい 58。 か っ 61。, ぷ っ きょう 
1。 いん さ つ 2。 きっ し ん 3。 か いき さ つ .、 4.。 さっ ぱ ろ 

5. すう さ つ 6. さっ し SI 人 な の が る 

9. ひっ き 10。 な つじ ゅ ん 和則 。 ひ う しゃ 人 きつ えん 

13。 きら さき で ん 


・ そん さい (名 詞 プ 動詞 ) 〇 存在 に 値する 〇 存在 する 


ぎじ ゅ つ (名 詞 ) 〇 技術 を 学ぶ 〇 技術 が 発達 する 技術 する 


・ みっ ちゃ く (名 詞 プ 動詞 ) 〇 密着 型 〇 審 着 する 
。 け っ か (名 詞 ) 〇 結果 を 出す ※X 結 果す る 
・ げん さい (名 詞 ) 〇 現在 の 〇 現在 に 至る メ 現 在 す る 


さき ろ く (名 訓 グ 動詞 ) 〇 記録 を と る 〇 記録 す る 


. こう し ん (名 詞 ノ 動詞 ) 〇 更新 の 手続 き 〇 更新 する 


そう どう (名 詞 ) 〇 騒動 を 起こ す X メ 騒動 する 
に 9 の が 2 〇 高速 化す る 


の 
pn 2 和夫 輝 (名 誤 ) 〇 騒音 4780E 放 〇 騒音 を 防ぐ X 最 給 首 する 


ちい き (名 誤 ) 〇 地域 に 広まる 地域 する 


・ か ん きょう ( 和 名詞) 〇 環境 を 変え る 〇 環境 が よく な る 環境 する 


13. えん が ん  ( 和 名詞) 〇 沿岸 に 近づく O 〇 沿岸 を 警備 する X※ 沿 岸 する 
14. か ん わ ( 和 名詞 プ 動詞 ) 〇 規制 の 緩和 を 行う 〇 緩和 する 
15. か ん よ ( 和 名詞 プ 動詞 ) 〇 ー の 関与 を 疑う 〇 関与 する 
16. えい きょう (名 詞 プ 動詞 ) 〇 影響 を 与え る 及ぼ す C 〇 影響 する 
17. こ うがい (名 詞 ) 〇 公害 が 発生 する O 〇 公害 を 引き 起こ す 
※ 公 害する 
18. た いさ く (名 詞 ) 〇 対策 を 立て る XX 対策 する 
19. た いけ い (名 詞 ) 〇 体系 を 確立 する X メ 体系 する 
20. みっ し ゅ う (名 詞 プ 動詞 ) 〇 ー の 審 集 地 〇 密集 する 
21. きじ ゅ ん (名詞) 〇 基準 を 定め る 基準 する 
22.、 も く ひ ょ う (名 詞 ) 〇 目標 を た て る 達成 する 目標 する 








【 練 習 3 】 
【 練 習 4 】 


【 練 習 5 】 


[練習 6 】 


[練習 7 】 


23. は ん きょう (名 詞 プ 動詞 ) 〇 起こ す 〇 反響 が ある 〇 反 孝 する 
ーー 〇 達成 する 

25.・ ちょ うさ (名 詞 プ 動詞 ) 〇 調査 を 行う 〇 調査 する 

26. じょう た い (名 詞 ) 〇 (こと いう ) 状態 に な る 状態 する 

27. が いと う (名 詞 ) 〇 街頭 に 立つ 〇 街頭 で 演説 する 街頭 す る 

28. あく む (名詞) 〇 悪夢 を 見 る 〇 吉 夢 の よう だ 悪夢 する 

29. ちん だ いか (動詞 ) 〇 問題 化す る 

30. えん ぎ (名 詞 プ 動詞 ) 〇 演技 を 見 せる 〇 演技 する 

1. 写 え た も た らし た 2. 出 て 3. 与え た ノ 及 ぼ し た 4 . 受け た 
?・ 及 ん だ 6. 変わ っ た ノ 変 化し た 7. 壊す ノ 破 壊す る 8 . 合わ せ 


て ググ 適応 し て 


WM 


の ど 


CO ーー 3)GD Cm RC RS = oo = ユ 


WW 


( 


〈 〇 


・ 驚 え プ 整備 し 10. 悪く な り ノ 悪化 し 


1 2.&ai 3.bg 4.ch 5.j 

1. 援 与 2. 関 3. 投与 4. 睦 5 

1 典夫 2. 現状 3. 別 状 4. 衝 状 5. 病状 6. 症状 
1. 健在 2. 真 在 3. 所 在 4. 混 在 5. 自 在 6. 存 在 


7. 不在 8. 実在 


・ 技術 員 ン 技術 才 不可 能 961 疾 2. 営業 中 500 系 


ー フ で く 7 


. 高速 化 悪影響 
.・ か ん きょう へ ん か ん ・ 挟 . 【 其 証 ] 


きょう か い ぼう えん きょう ・ 喜 | キョ ッ ] 

き げ ん げん いん  * が ん し ょ : 原 [ゲン ] 

きろ く < か ん ろく * り ょ く か プリ り ょ っ か : 衣 [ロク ] 
ま 1 第 ルル 療 ze くき よう ) 旬 【[ シ 壮 ] 

し し ゅ つ せん た くし * ぎ し ・: 支 [ シ ] 


.・ か ん せん か ん こく か ん で ん ち ・ 軸 | カ | 


障 2. 幹 3. 録 4. 策 5. 標 6. 款 7. 密 
技 9. 境 10. 奏 


参 例 ) 校 杉 標 緑 緩 録 鉛 鏡 境 沿 漂 双 技 援 琴 


状 影 


(1) 1964 年 ーー 
④) 新幹線 の 速度 を 上 げ る こと と 預 音 の 癌 題 に は 関係 が ある 。 速度 を 上 げ な 
が ら 騒 音 を 下げ る 研究 は 進め られ て いる が 、 実 際 に は 難 0 く 、 速 度 を 下 
げ な い 限 り 双 音 も 下がら な いと いう 意見 も ある 


1. ひょう ほん むち ゅ う 2 ええ る を お ん 3 き 。 が ん る 
4. こつ きょう きょう ぎじ ょ う 5. そん ぎ ざ い 6、 き み ら の 
7. た いけ いて き ちょ うき 8. し ょ うてん が い さわ が し い 
9。 浴 紀 《 電 め 二 く 10. か ん じょう せん 
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1. 科学 技術 の 進歩 に つい て 、 街 ! トク けた 。 
2. 新幹線 の 沿線 に 住む せな 人 々 の 棄 音 問題 を 考え る 。 

3 . 自然 環境 を 守る た め に は 、 規 制 を 緩和 し て は な ら な い 
4. 現在 の 状態 か ら 脱 する た め の 方 策 を 論議 する 

5 . 子供 の 頃 の 夢 が 、 彼 の 進路 に 大 き な 影 響 を えた 。 

6 . この 地域 は 人 口 人 度 が 高く 、 都 市 化 が 進ん で いる 

7. 頭 の 中 で 、 父 の 声 が 大 きく 響い た 。 


だ た - 三 
更 4 語 
ョ m 双方 向 ノ 通信 


・ 非 + 対 称 回 線 
・ 通信 事業 者 


1 (B) = ニー つの 方 向 で 行う 通信 

2 (B) 三 対 利 Me 本 

3 (C) 三 通信 の 事業 を 行う 者 

4. 次 + 世代 通信 (B) 次 の の 世代 の 通信 
5 . 選択 + 股 問題 (C) き 択 の 股 ( 校 ) の ある 問題 
6 (C) 

7 (C) 

8 


と 家庭 用 ノ 端 林 庭 で 使う た め の 端 末 

利用 者 家 % 庭 用 する 者 の 家庭 

・ 壮 配 線 ノ 盤 (B) = 主 な 配線 の た め の 盤 ( 板 ) 
9 。 衛星 ノ 放 送 ノ 設 : 備 (AA) = 衛星 を 使っ た 放送 の た め の 設 備 
10. 仮想 現実 ノ 当 \ 間 (A) = 現実 の よう | < 仮想 され た 空 陸 
11. 超 二 高速 通 信 十 綱 (B,C) = 非常 に 速い 通信 の ネッ トワ ー ク 
12. 音声 記録 ノ 製 \ 革 (A) 音声 を 記録 する た め の 装 軒 
13. 計算 + 機 相互 ノ 反 続 (C) 一 計算 [の た め の 機 械 を 相互 に 接続 す ] 
14. 動 + 画 像 正 紅 ノ 技術 (B) ) 動く 画像 を 圧縮 する 技術 ' 
15. 信号 多重 二 化 技術 (C) 一 信号 を 多重 化す る 技術 
16. 光学 式 ノ 動作 計測 (C) = 工学 的 な 方 法 で 動作 を 計測 する 
17. 情報 検索 十 用 ノ ソ フト (C) = 情報 を 検索 する た め の ソ フト 
18. 視 ( 覚 ) + 訟 覚 % ノ 教育 機器 (D) 一 視覚 と 聴覚 を 使う 教育 の 機器 
19. 双 十 方 向 ノ 高 速 プ アー タ ノ 通 信 (B B ) = ニニ つの 方 向 へ の 高速 の デー タ 

の 通信 

1. 仮 起 施設 通 仙 ーー YVPN 
2 。 符号 2 の 割 多元 接続 方 式 っ CDMA 
3. 非同期 転送 モー ド 一 ATM 
4 非 対称 テ レン ジ タ ル 加 入 者 回 線 ーー プ 内 表 きよ 
5 デジ タル 凌 人 サー ビス 網 一 ISDN 
6 
7 
| 


|I 


| 
は 半 礎 


9 


【 練 習 2 】 


・ 波長 分 割 多重 方 式 ー WDM 
s 時 分 割 多元 接続 方 式 > TDMA 
馬 『 木 有 。 通信 網 3 登録 d . 選択 旨 洛 検索 大 普及 
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【 練 習 4 】 1. 統率 (と うそ つ ) 2, 台 方 向 (そう ほう こう ) 3. 普及 (ふき ゅ う ) 


4. 家庭 (か て い ) 5. 需要 (じゅ よう ) 6. 選択 (せん た く ) 
7. 総称 (そう し ょ う ) 8. 公衆 (こう し ゅ う ) 9. 先端 (せん た ん ) 
10. 駆動 (くど う ) 1。 選 半 (か いで ぞう ) 12. 仮説 (か せつ ) 


【 練 習 5】 1. エ イ 一 | 永 泳 庄 映 | 栄 営 影 鋭 
2。 っ 下 作 花 任 鞭 火 | 加 和 列 佳 価 夏 科 
可 何 河 荷 刷 陸 東 課 還 
" 暇 契 
「 3. キ ュ ゥ ウー 凡人 元久 [| 吸 級 休 | 求 救 球 | 
冬 急 香 宮 給 
4。 ググ = 区 条 著 
9 ご 補 = し 届 









素 厚 向 好 考 衝 机 降 | 荒 慌 香 港 
抗 塊 航 拘 恒 衣 康 修 洪 皇 黄 耕 
: 潮 講 購 |]| 綱 鋼 | 興 
6. ゴ ・ 臣 主 個 午 随 
7. サ ク 一 作 昨 酢 揃 削 策 錯 
ン 「 | 枝 紀 祉 嘱 攻 紙 | 
者 指 及 死 糸 到 
使 刺 始 [ 委 資 
思 施 視 紫 歯 試 詩 賜 










o 





9. シ ュ ゥ ー 収 界 表 舟 秀 [ 賠 週 宗 拾 [秋色 
具 修 終 習 就 集 醸 舞 


11 共に ン 4 ー* 


Ms。 六部 攻 > 





症 | 購 消 硝 | 昇 
承 松 床 
笑 唱 商 障 彰 障 訟 勝 唱 焼 象 傷 
焦 詳 衝 填 1 
]2。 モイ ーー | 正 政 往 













仁 牧 6 
属 - 工 賠 玉音 


14. ソウ > 13. |「 双 | と 同じ 
I。 次 が ーー | 担 腸 単 炭 探 湊 短 嘆 誕 鍛 有 凡 
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[| 解答 
6. ティ ーー 芋 - 衝 尾 - 個 弟 陣 算 環 ] 
本科 臣 人 
1 だ = 倒 





人 四 - 和 表 * 討 誠 党 次 
湯 等 筒 稲 踏 騰 騰 

18. バン 2 ー 本 = 

19. モ ウゥ - 毛 | 民 胡 耗 猛 

20. シ ャ 一 写 社 車 舎 老 放 |[ 射 計 救 合 


課題 | 1 (]) 速 さ が 違 う (ADSL の 方 が 速い ) また 、 使 用 する 回 線 が 人 違 う 
(2②) NTT と 東京 め た り っ く と の 間 で NTT 回 線 の 使用 料 と 徴収 方 法 を めぐ る 
折衝 が 長引い た た め 
(3) NTT と 東京 め た り っ く 
④ 区 庭 鋼 捨 択 股 


2 f。 か ん も ちか る 。 きき < WM 夫 。 3。 球 刀 9 
4 。 だ も し 間 ん MD よ は の 呈 、 だ いら おら り 9 よう ある ん や う 
6。 と 9 クウ も グ スス 。、 し し まだ WW う 8、 桶 し 
9. か て い そう ほう き ば ん 10 こう し ゅ う そう ち ふき ゅ う 
3 1。 統合 サー ビス 綱 2. いく つか の 選択 肢 を 用 意 する 
3 。 芽 ア イガ が ピー 4 . 最 先端 情報 の 検索 
5 。 銅 ケ ー ブ ル 6 . 双方 の 意見 が 対立 する 
7. 仮想 現実 8 . DSL ア クセ スラ 基盤 協議 会 
9 . 左右 対称 10. 必要 な 技術 を 取 搭 ーー し 
11. 衛星 放送 12. 世界 に 先駆 け て 開始 す 
13. 相互 理解 を 深め る 14. 家庭 用 電化 製品 ャ ーー 
15。 党 要 と 供給 16. 広 く 民 飛 の 支持 を 得る 


事 ! 山 


和夫 5 


【 練 習 1】 1. ちゃ くり くだ た ! いせ い 2 で っ で いち ょ ! う さき 
きき あす 此 奄 也 4 。 くす ず すき ゆま りう 
5.、 し りょう せ ! い きゅう 6. せ ! い ぎょ ふ の う 
7. た ん どく は ん に ! ん せつ 8. ち じ ょ うち ゅ うき ちゅ う 
9 。 こう どい じ そ ! うち 10. し せい ほ せ い シ ! ステ ム 
練習 1. 機 中 2. 用 波 3. 性 4. 中 ププ 時 5. 時 6. 的 
練習 3】 1. 員 券 2. 者 書 3. 状 状 ノ / 券 4. 者 5. 手 員 
6. 紙 状 / 書 
【 練 習 4】 1. は ん こう こう くう 2. と うじ ょ う ぐ で ち か ん せい と う 
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【 練 泊 
【 練 習 





5 】 
6 】 


2 
(2 ) 


(3 ) 


( 4 


ュー 


1 
ーー 


. 狂わ す 2. 探っ て 
。 欠航 (けっ こう ) 

・ 推論 (すい ろ ん ) 5. 疑問 ( ぎ も ん ) 6. 維持 (いじ ) 
・ 内蔵 (な い ぞ う ) 8. 熱狂 (ね っ きょう ) 9. 疑惑 (ぎわ く ) 


ps are applied by reqistered version 





> 


きま の: だ ゆい - も まう きょう 
ED が My 窒 う 

。 党 8 だ 、 ぎ りあ まう 
. 拾っ た 4. 葉 れ 5. 旗 い 

。 搭乗 (と うじ ょ う ) 3.。 影響 (を えい きょう ) 


し かー も し ゃ く 
きせ い ご ぎ も ん 
て ゆい ど を う で ゆい 


CO OO OO 〇 の 二 


[ふう 


竹宮 (きょう き ) 11. 探検 (た ん けん ) 1 所 昧 し し 《 ある) 


・ 離陸 (りり く ) 14. 実況 ( じ っ き ょ う ) 15. 疑問 ( ぎ も ん ) 
・ 届 程 (か て い ) 17. 推理 (すい り ) 18. 補正 ( ほ せ い ) 
. 次 勢 (し せい ) 20. 振興 (し ん こう ) 

・ て 21. p.284ー288 の 学習 漢字 索引 を 参照 する こ 


パソ コン 、 携 帯電 話 、CD プ レー ヤー グー ム 4 和 が と 

人 で 合用 が 屋 を れ で いる ペッ ド ホン カキ ッ ト で 人 が HH て で 
ら ず 、AM ラ ジオ や ゲー ム 機 器 な ども 電磁 波 が 計器 類 に 影響 を 与 

は ど で は な か うた と し で いろ る 。 

ー つ は 、 東 京 農工 大 学 の 仁田 周一 教授 に よる も の で 、 機 内 に ある 空 

ae に ーー それ 

が 機内 に に 上 り 巡ら され た 皮 線 に 影響 を サ え て いる 能 性 が あ 0 

指摘 で ある 。 も う 一 つ は 、 セ イコ ー ー ェ プッ ン の 才 了 0 PR 

静電気 説 で 、 飛 行 中 に 換気 の た め に 機内 に 取り 込む 乾い た 外気 が カー 

ペッ ト や 座席 な ど あ ら ゆ る 場所 を 帯 志 き させ 、 こ れ が 放電 し た 時 に 生じ 
る 電界 が 計 付 類 の 誤動作 の 引き 金 に な る と いう 見 方 で ある 。 
同じ で は な い 。 乗客 の 電子 機器 か ら 発生 する 電磁 波 が 窓 を 通り 抜け 

て 機 外 に ある アン テ ナ が 受信 、 計 器 類 に 異常 を 起こ させ る と いう 主張 

で ある 。 

この 反論 の 根拠 は 、 機 内 配線 に は 電磁 波 の 侵入 を 防ぐ シー ルド 材料 が 

巻き 付け て あり 、 計 器 類 の メモ リー な ども 急激 な 電圧 変化 の 影響 が な 

ゅ よう フィ ルター を つけ て 防い で いる と いう こと で ある 。 

携 犯 磁 波 疑 


= と の くう 9 し ん どう 2。 ゆめ し 3。 し 六 パ は ほ せ い 
> で 少し じ は ひろ う 5。 し た は ん に ん 全 い 0 

。 本 ゆめ かい で ん か なく 

・ 携帯 機器 2. 計器 を 狂わ す 3. 電磁 波 を 拾う 


狗 人 の 疑い が ある 5. 航空 機 事 故 6. 影響 を 与え る 


・ 捨 乗 口 8. 生命 を 維持 する 装置 9. 状況 


推論 の 域 を 出 な い 11. 電卓 内 蔵 12. 原因 を 探る 
離着陸 時 14. 被害 の 程度 を 調査 する 


2 イ 3 


istered version 





【 練 習 1】 1. 冷害 2. 3. 楽 害 4. 水 害 5. 震 災 6. 労 災 
【 練 習 2 】 2-1.1. 出かけ る 前 に カギ の 確認 し まし まう 。 カギ を 確認 し まし ょ う 。 
. ト イレ 、 風 呂 場 、 押 入れ は 比較 的 安全 で す 。 
. あ わ て ず に 適切 な 行動 を と り ま し ょ う 。 
. 出 口 の 確保 が 重要 で す 。 
. 飲酒 運転 は 事 敵 の も と で す 。 
. 居 住地 の 自然 環境 を 知る こと が 大 切 で す 。 グ 知り まし ょ う 。 
. 災 害 時 の 心得 が 命 を 守り ます 。 
で きる だ け だ くさ ん の 水 を 用 意 し まし ょ う 。 
. 避難 経路 ・ 場 所 の 確認 を 忘れ ず に し て お きま し ょ う 。 
10. ブ ロッ ク 堀 や 自動 販売 機 な ど は 要 注 意 で す 。/ 注 意 が 必要 で す 。 
2-2.1. 避難 は 自己 防災 組織 な どの 指示 に 従う (こと ) 
2. 火 が 出 た ら 、 すぐ 消火 (を ) 
3. 家具 類 な どの 転倒 対策 が 肝心 プ 転倒 対策 を し て お く (こと ) 
4. け が 人 や 病人 が 出 た ら 、119 番 (に 電話 ) 
5. 家 の 中 の 安全 対策 を チェ ッ ク (し よう する こと ) 
6. 応急 救護 の 体制 づく り (が 大 切 ) 
7 
8 


〈 〇 Oo ゝ ょ J 〇 の 串 所 CO FoO 


. 痴漢 が 出 た ら 、 大 声 で 助け を (求め よう 求め る こと ) 

. か ぜ は 万 病 の も と 

. 心 の 健康 は 体 の 健康 か ら (始ま る ) 

10. 駅 前 に 自転 車 を 放置 し た いよ うに ノ 放 置 し た いこ と 放置 す る な 
【 習 3 円 僅 れ [2 関 ろう 還 営 ます 負 ル る [ 意 ち る [6] 生 じ る 


(の 


|7] 寺 れ る ノ 倒 壊 18] 転 倒 [9] 破損 [10] 耐 震 性 
【 練 習 4】 1. 破壊 され る 本 回 放す る コ 移動 する 4 . 接近 し て 
5 。 進 難し て 6 . 転倒 し な ト い 。 滑落 する 8 . 倒壊 し た 
9. 発生 し 10. 指摘 し た . 救護 し た 12. 防止 する 
【 練 習 5】 1. 倒産 【( と うさ ん ) 2 。 人 al 3. 被災 (ひさ い ) 「 
4. 使命 (し めい ) 5 . 逃避 (と う ひ ) 6 . 倒壊 (と うか い ) | 
7 . 条約 (じょう や く ) 8. 避暑 (ひし ょ ) 9 . 微妙 ( び み ょ う ) 
10. 寄付 ( き ふ ) 11. 同居 (どう き ょ ) 12. 余興 (よき ょ う ) 
【 練 習 6 】 1. と ぐち プ こ せき My まだ きよ し の 3、 つなみ の の うろ 
4。 宮 ん お う デ ぬん どう 5。 き 陸 / せ いま 65. し ん げん けん 加 
7. は ちょ う 〆 は か い 8 きせ い グ きじ ゅ つき し ゅ 
9. ひさ いひ ろう 10. と うか いと うち ゃ く 
1. じしん グ ぉ ふし ん 12。 し で き / が WWY き 〆 ず の て き 
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課題 | 1 


第 7 齋 


【 練 習 1 】 








13. し ゅ う は ノ / お ん ば 。 か ん でんぱ 
14. し は い ノレ し ん ぱい ぶん ば ぱい ね ん ば ぱい 
9 ゆ s ま う は い グ ぜん ぱい か ん ば ぱ ばい れん ば ぱ ばい し っ ぱい 
16. けい ひ グ せ ん ぴ び か ん ぴ び ね ん ぴ 

さっ ぴ 2 の し ゅ ゆ 3256 

し ゅ っ ぴん ぜ っ ぴ ん いっ ぴん 
18. ほう ほう ノ け ん ぽう せん ぽう みん ぼう 

りっぱ ぽう ぶっ ぽう せっ ぱ ぽう 
19。 消 六 `、/ あ も っ き まつ せき | まぁ る た ん まっ ぴ が つ 


あっ せい あっ と う 





20. あつ り ょ く プ あ っ か ん 























21. か つじ ノン か っ き か っ せい か っ ぱつ 

22. け つい けっ か い けっ し ん けっ て い 

23. は つげ ん は っ けん は っ そう は っ た つ は っ ぴょ う 
ぼっ そく 。 ほっ だ ん ほっ らき に ん 

24、 べつ めい グ べ っ き ょ の SG5 oNSASK の SO よう 

25. りつ あん ブリ っ こ りら し ん : りら だ たい りっぱ 





(1) 災害 地震 非常 一 次 二 次 傍 難 震 災 

(2 ) 一 次 持ち 出し 品 と は 、 地 震 の と き 、 避 難 に 支隊 が な い 程 度 に 持っ て 
逃 げ る 現金 な どの 貴重 品 。 二 次 持ち 出し 品 と は 、 揺 れん が お さま っ て か 
ら 持 ち 出す 品物 で 、3 日 分 ぐら い の 生 活 に 必要 な 食料 、 飲 料 水 、 燃 料 
な ど を いう 。 


1. 大 規模 2. 回 源 地 3。 条件 4 . 転倒 する 5. 始末 
6. 戸 を 開け る 7. 外 へ 逃げ る 8. 窓 に 近寄る 9. 山 が 崩れ る 
10. 命 を 守る 11. 防災 対策 12. 地震 災害 "13. 人 命 救 助 

14. 避難 場所 15. 危険 区 域 "16. 徒歩 通学 17. 余 震 ・ 微 震 ・ 耐 震 


18. 家屋 便 壌 19. 選 住地 20. 津波 警報 





高等 学校 4. 神社 5. 国境 
8. 有料 道路 9. 航路 10. 温泉 
8 所 敵 14. 寺 15. 運河 

18. 高速 道路 19. 山頂 20. 等 高 線 

2. 標高 (ひょう こう ) 最高 峰 (きい こう ほう ) 


1 . 火力 発電 所 2. 水力 発 電 所 3. 
6. 新幹線 7 . JR 以外 の 私 鉄 

11. 地熱 発電 所 12. 油田 
・ 鉄道 OR 線 ) 17. 地下 鉄 
1. 山頂 (さん ちょ う ) 


24$ 
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3. 噴煙 (ふん えん ) 噴火 (ふん か ) 4. 噴火 (ふん か ) 
溶 娠 (よう が ん ) 山腹 (さん ぷく ) 火砕流 【( か さい りゅう ) 
5 . 水源 (すい げん ) 洪水 (こう ずい ) 
1 . 全般 (ぜん ば ん ) 2. 起源 ( き げ ん ) 3 . 仲裁 (ちゅ うさ い ) 
4. 発散 (は っ さん ) 5. 抜本 (ば っ ぽん ) 6. 噴煙 (ふん えん ) 
7. 諸般 (しょ は ん ) 8. 噴出 (ふん し ゅ つ ) 9. 源流 (げん りゅう ) 
10. 陸地 (りく ち ) 11. 流布 (る ふ ) 12. 傾倒 (けい と う ) 
13. 潜水 (せん すい ) 14. 貯水 池 (ちょ すい ち ) 15. 脈絡 (みゃく らく ) 
16. 込め て (こめ て ) 
1 . 芝 っ 地 | 知 痴 | 値 恥 致 遅 稚 置 
2. セ ン 一 千川 仙 占 宣 [ 泉 線 | 限 
2 
交 。 半 > 第 4 課 【 練 習 5】 sj 証 」 半 賠 縛 
た 。 逐 っ 心 森 進 申 伸 ー 和 紳 | 臣 映 
津 | 振 娠 岩 局 | 真 慣 針 深 
5. カ ーー 2. | 仮 ] と 同じ 
6. ヨ ゥ ーー 様 倖 |[ 要 腰 | 容 
証 擁 
の ) 衝 注 必 っ 線 | 評 
8 ーー 炎 回 演 縁 
OL 当 め ・ ) 却 
10. チュ ウ ・ 皿 吾 弄 画 和民 - 駐 鋳 
1 PR ー IE 人 本 むら 欄 3 件 府 附 待 腐 | 必 負 起 
婦 富 敷 膚 過 
ドン hh | 琶 ee 還 深 、 隊 っ 者 池 
13.' 人 な ツウ 0 凛 
1 才 > | 方 芳 放 僚 訪 | 介 抱 泡 胞 砲 飽 | 邦 
奉 終 に 法 月 
15. ケイ ・ 則 用 9 人 | : 3 証 「 
恵 啓 掲 渓 答 敬 驚 景 傾 携 継 席 | 
趙 鶏 | 
16. シュ > 第 4 課 【 練 澤 5】 20. | 捨 ] と 同じ 
7 る ーー 光 、] 溢 | お 司 
18. ミ ャ ク … (上 脈 の み ) 
19. コ ク 一 | 告 酷 刻 国 黒 穀 
20. セキ > タ 石 赤 床 析 席 
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課題 | 1 (] 生々 『 ke 人 m 


) 

② 平ら な 頂上 を 持つ 富士 山 と 同じ 成層 火山 で す 。 

多聞 の こ だ 

" ④⑭ 火 在 丘 群 の 中 心 部 に で きた 爆裂 火口 に - 水 が た まっ た も の で す 。 

⑤) 元々 あっ た 大 き な 山 が 水蒸気 爆発 ま の 繰り 返 し で 吹き 飛ば され て で きた と 
「 推定 され て いま す 。 


【 練 習 1 】 1. さい た まけ ん 2. な ら け ん 3. か な が わけ ん 4. みや ぎ け ん 
5 し ず お か けん 

[練習 2】 1. よこ は まし 2。 も りお か し 3. お お さか し 4. まつ え し 
5。 1。 


【 練 習 3 】 動 物 を 表す 漢字 「 熊 」「 鹿 「 馬 | 「 島 | が 含 含ま れ て いる 。 
時 くま も と けん の 。 055 "し まけ ん 3 。 ぐま けん 4 . の 5 W 好 当 
な な 〇 
上 8 隊 一 ーー ーーーーー テ ーー ナーーーーーーーーーー 一 
【 練 塁 1 】 1. 良 ( け れ ば ) 高 ( ま り ) 上 ( 昇 ) 上 (が る ) 
2. 停 ( 洋 ) ( 縮 ) 小 抑制 ) 
3・ 変動 ) 不 (景気 ) 好 ( 景 気 ) 大 (きく ) 趣 ( 影 響 ) 
4. 沿 ( く ) 好 ( 況 ) 後 ( 退 ) 不況 ) 好 ( 況 ) 
9・ 尋 ( 景 気 ) (拡大 増え ) 上 ( 昇 ) 上 (が る ) 減 ( ら す ) 後 ( 退 ) 不 ( 況 ) 


[練習 2】 1. も た らし 招き 招い て ノン も た らし て 
2。 沸 化し て 増加 増大 低下 する 増大 増加 
招き 浴 し で 3。 号 え と グ 写 え 
年 。 か か わっ て 上 果たし て 5。 回 復 上 向い て 回 復 し て 
6. 進む 上 昇 し 抑制 し よう 上 昇 し 落ち 込む 
偽 沙 し 削減 する 進む 及ぼ す 
. 抑制 (よく せい ) 生か ト 3. 景気 (けい き ) 


|【 練 習 3 】 ( 
4. 緩和 (か ん わ ) 5. 賃金 (ちん ぎん ) 6. 政策 (を いき く ) 
(0 


ーー トム 


7 。 債権 さい けん ) 8 . 金融 9 9. 採用 (さい よう ) 


ま 10. 賀 易 (ぼう えき ) 11. 打破 (だ は ) 12. 改訂 版 (か いて い ば ん ) 
【 練 習 4】 1. コ ゥ ーー 第 4 課 【 練 習 5】 5.「 光 | と 同じ 


4 + 駅 易 液 疫 
3 タイ 一 大体 対 耐 待 門 胎 退 帯 退 替 
隊 琵 泰 


キャ 命 了 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by rea 





L] 解答 


【 練 習 2 】 
【 練 習 3 】 
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5 。 お だ > 
班 繁 藩 類 頒 帆 
は 。 ー 波 派 把 穫 
7. ケ イ 一 第 7 課 【 練 習 4】 15.「 傾 |] と 同じ 
89。 ザイ > 在 材 剤 罪 
9. イ ーー | 衣 使 倍 威 骨 異 移 意 
10. ショ ー テ 庶 
11。 作 多 > 屋 憶 
選 。 参 萌 鳥 [ 朝 潮 | 慣 
腸 彫 釣 澄 下 
8。 変 泌 > 沈 珍 陳 鎮 
14. ドウ っ | 同 胴 銅 | 動 働 | 堂 童 
15. ドン > 曇 
16. ボ ウ 一 忘 、 鹿 ! 
帆 | 棒 禁 膨 | 某 謀 | 着 
2 0 > 友 有 遊 男 郵 裕 獲 雄 誘 修 
比 
18. ヨク > 鐘 Di 
19. ロウ ーー 考 滞 
29i。 基 持 * 交 。 「」 と 同じ 層 
(1) 中 央 信託 銀行 日 本 債券 信用 銀行 (日 債 銀 の ) 巨額 の 不良 債権 
(2②) 「 債 権 管理 回 収 業 に 関す る 特別 措置 法 | の こと で 、 人 資本 金 5 億 円 以上 























istered version 


の 株 式 会 社 で 、 取 締 役 に 弁 護 士 が 1 人 以上 いれ ば 、 債 権 回 収 を 専門 に 行 
うこ と が で きる と いう 法律 。 


3) 1. ※ 2 (9) 3. 〇 O 4. 〇 5。 ※ 

1 . 景気 が 低迷 する 2. 外国 為替 取 ( り )9I( き ) 3. 融資 を 受け る 
4 . 労働 基準 法 5 . 利益 率 が 下がる 6 . 支出 を 抑制 する 
7. 経済 全体 が 停 消す る 8 . 不良 債権 を する 

9. 4 兆 5 千 億 円 の 負債 10. 金融 の 空洞 化 を 招 

11. 罰 協 赤字 を 解消 する 12. 労働 者 の 賃金 を 0 ッ ト す る 
1. ざい せい て き ひか える 

2。、 た が Ve どう きつ や つり よ く 

3。 お さえ る 

4 ぽう えき な ん ちょ うえ ん りえ き 

5。 け いき きざし ちん ぎん よく せい くろ う 


b. 杏 ) | | 県 


。 所 し な の 2、 Bb ひたち 3。. 忌 お うみ 4。 ぁ あわ 5 . 
. d. 徳 島 県 2. a. 石 川 県 3. e. 三 重 県 4. c. 鹿 児島 県 


d. い ず $ 





【 練 習 2 】 


【 練 習 3 】 


【 練 習 4 】 


[練習 6 】 








通 ) 作 生 見 ) ( 製 次 


| 


・ 需要 (じゅ よう ) 電 供 給 (きょう きゅう ) 
・ 好 景気 (こう けい き ) 不景気 (ふけ いき ) 
・ 利益 (《 り えき) 韓 損失 (そん し つ ) ノノ 損益 (そん えき ) 


安値 (や すね ) 高値 (た か ね ) 


・ 大 人 金 (さい に ゅ うき ん ) 歳出 金 (さい し ゅ つき ん ) 


ーー き / よ きん ( ぐ 2. きょう ゆう / き ょ うき ゅ う ( 〇 ) 

ササ いき / え いき ょ う (%) まじ 没 ぎ / の だ たく ぐ () 

・ ちゅ うり つ / ち ゅ うか い ( 〇 ) 6. き ょ だ い / き ょ ひ ( 〇 ) 

・ か いこ / か いこ ( 〇 ) 8. ぶん し ょ う / ほ し ょ う ( 〇 ) 
9. ぶん か ちょ う / ち ょ ちく (%) 19。 し ょ うがっ つっ / し ょ うけ ん (⑩①) 
1 愉 示 ち お め よし えん (Ss) 12. し ょ る い / じ ゅ うだ い (X※) 

13。 き ん こ / れ ん らく (X) 14、 か ん と く 〈 く / か ん し ょ う ( 〇 


さき がく / さ せつ ( 〇 ) 16。 こ 今 け ん / こ う も る ぐ 「(C) 


・ 地価 (ちか ) 好況 (こう きゃ るる) 
・ 外需 (が いじ ゅ ) 内 雷 (な いじ ゅ ) 


金利 (きん り ) 需要 (じゅ よう ) 


・ 成人 (さい に ゅ う ) 歳出 (さい し ゅ つ ) 
・ 金利 (きん り ) 低 金利 (て いき ん り ) 

・ 項 金 (よき ん ) 資金 (し きん ) 

・ 為替 (か わせ ) 外貨 (が いか ) 


企業 ( き ぎ ょ う ) 債権 (さい けん ) 


. 融資 (ゆう し ) 融通 (ゆう ず う ) 3. 対策 (た いさ く ) 

・ 選 客 (こき ゃ く ) ・ 巨額 ( き ょ が く ) 6. 貢献 (こう けん ) 

・ 調節 (ちょ う せ つ ) ・ 備 花 (が ちく ) 9. 障害 (し ょ うがい ) 
10. 委託 (いた く ) 契約 (けい や く ) 12. 調整 (ちょ う せ い ) 
13。 消息 (し ょ うそ く ) 14. 取り 締まり (と り し まり ) 

15. 差し 支え ( さ し つ か ぇ ) 


(| ーー 字 索 引 を 参照 する こと 


ば 


<A> け ) ・ 金利 株 価 や 地価 2 。 9 電 業 活動 業績 


(2) 所 動向 企業 収益 動向 戦争 や 政変 た ど 
ぐ B> (3) re 間 貞 債 残高 


夫 

2 定期 性 病人 生命 本 険 等 有価 証券 減少 
通貨 性 預金 

3. 貯蓄 生活 資金 


2349 


H ノ ト 
【 練 習 1】 A. 1. 校外 ) 2. (長江 3. 隆 ( 下 ) 4. 痛 ( 定 的 ) ( 機 午 
6 . 厚 ( 情 ) 
B. 1. (大 ) 将 2. ( 対 悪 3. (対称 4. 紹 ( 介 ) 5. 証 ( 明 ) 
6 . 障 ( 害 ) 
C. 1. 指示) 2. 施 ( 行 ) 3. 氏 ( 名 ) 4. ( 下 3 
D. 1. 規 ( 制 ) 2. 既 ( 成 ) 3. 基 ( 幹 ) 4. 交 ( 官 ) .( 崎 寺 
E. 1・ (大 湯 eeeeh 3. 人 4. 太史 5。8 人 4 
【 練 習 2 】 1. 華美 に 2. 居 研 な 近 勢 な 4. 明 快 に 5. 軽快 な 
6. 豪快 に 7. 愉快 な 科 a 
【 練 習 3 】 1 . 破っ て / 破 っ た 従え 開い た 言う 整え られ 置か れ た 
持ち 持っ た 従え 。 持っ た 
2 . 与え られ た 言う 従っ て 従っ た 置か れ た 取り 締 ま 
定め た 治め る 言う 行わ れ た 置か れ て 呼ん で 
3. 策 く 禁止 し た 設け (て ) 命じ られ 定め られ た 命じ られ た 
要する 要 し た 皆 い た 
【 練 習 4】 1. せい じ つ な せい こう する せい だ いな * え どじ ょ う 
2. ちゅ う ぎ ちゅ うし ん ちゅ うさ いす る 
し ん けん な し けん きけ ん な 
けん や くす る けん きす る 
な まま と 六 、 て の 各 ま あり こう ちゃ こう も く 
せん こう せい こう と うけ ん 
5 。 し と うす る し ほう 半 き 1。 し いく する 
6. き ば きい な き ふ する 
7. りょう し ゅ りつ りょう  * め いれ い / れ い ど / ね ん れい 
8. ば く ふ さば く * お せい ぼ 
9 。 : 醒 人 届 お あど う 
10. し めい し めん 
11. し ん じゅ うす る じゅ うお う 
12. し ょ うら い し ょ う が く きん 
【 練 習 5】 1 . 豪華 (ご うか ) 2. 威圧 (いあ つ ) 3. 従事 (じゅ うじ ) 
。 敷 居 (し きい ) 5. 送迎 (そう げ ば い ) 6. 拝領 (は いり ょ う ) 
【 練 習 6 】 (参考 例 ) 伺 休 何 江 河 城 許 誠 市 
EL. 導 各 生生 間 。. 記 
1 人 1) 農業 の 発達 に よっ て 食糧 SR と 、 他 の 産業 も 活発 化し た 。 





特に 工業 
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の 発達 は 商品 生産 を 促 0 の 商業 を 実現 し た 。 











Converted by Total Imaq i istered version 





商業 が 全国 に 広がる と 貨幣 経済 も 普及 し た 。 

(2) 経済 が 発達 し 、 生活 が 向上 し た 。 そ の 結果 、 生活 支出 の 増大 な どか ら 、 
需 府 は 財政 難 に 陥っ た 。 

(3) 貨幣 経済 が 進展 し て いた の に 、 一 方 で 封建 的 な 農村 支配 を 行っ て いた 


富 どら 。 
(4) 農民 へ の 年 貢 を 増やし た り 、 商 業 を 規制 し た り と いっ た 一 面 的 な も 
の 。 
(5) 一 部 の 改革 に 成功 し て いた 。 藩 ( 立 摩 や 長州 ) が 蓄え た 経済 力 や 軍事 
。 
2 1. 江戸 時 代 の 財政 問題 2. 大 名 が 藩 を 管理 する 
3. 幕府 の 権威 を 守る 4. 将軍 か ら 力 呈 を いた だ く 
5 . 各地 に 城下 町 が で きる 6 . 屋敷 に 藩主 を 迎え る 
7 . 「 武 家 諸 法度 | を 改定 する 8. 豪勢 で 華美 な 行列 を す 
9 . 領国 に 帰る 10. 忠誠 心 を 示す 
4 1. 奈良 時 代 c.e. 2。 平 突 時 代 b 胞 
3. 鎌倉 時 代 室町 時 代 ft 4. 江戸 時 代 ad. 


還 間 1]] 1。 だ で 訪 た はら プ た も ら よ と 交 “くば た ほん だ きわ だ まっ だ 
は ら だ 

2. うえ だ うえ の うえ は ら いのうえ か わか み むら か み さか が み 

3。 こ ば や し こやま プ お や ま こい け こと まつ こい ずみ お が わ お の 


お ざわ 
4. ふじ い ふじ わら さと う いと う むと う あか 。 た あ W 
あん 和 
【 練 習 2】 1. わた な 2. いと う 3. あべ 4. お お た 5. や べ 


。 り / か 2 の が か も 。 作 ま - 9、 注 か いぬ 90。 し あな 


第 11 課 





【 練 習 1】 1. 胸 2. 及 3. 腹 4. 腰 5. 足 ・ 脚 6. 脳 
7. 肺 8. 心 臓 9. 肝 臓 10. 胃 11. 大 腸 12. 小腸 
13. 直腸 

陳 習 2】 1. 疲れ た ・ 治療 『 4. 病院 5. 症状 
6 . 誠 疾病 5 腹痛 下 痢 

[練習 3】 1. 昭和 . 肺 2 ン 有 病 3. 後遺 症 4. 胃 冶 ノ 胃 笑 
5. 血 友 病 後天 性 免疫 不 人 症候群 "6. 夜 ) 央 加 


09 2 
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| 解答 


【 練 弟 5 】 


【 練 習 6 】 
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8. 癌 靖 保 険 
1. 実施 2. 測 定 記録 3 0 4. 採 箇 5. 診 影 
6. 治療 7. 診 断 8. 反応 9. 検 診 10. 診 断 
11. 測定 12. 診査 
「 み る 」 1. 看 : 看病 する 看護 する 看護 婦 
2. 視 : 視 党 視力 近視 境 視 
3. 診 : 診 療 す る 診断 する 打診 する 
4. 宗 : 観察 する 考察 する 家 知 する 
5. 見 : 見学 す る 意見 所 見 時 人 
6. 観 : 観測 する 客 鍋 的 な 9 
楽 観 的 な 悲 負 的 な Ci 
「 き く 」 1. 聞 : 見 開 する 伝 開 新聞 
2. 聴 : 聴講 する 視聴 する 聴診 器 聴覚 聴力 難聴 
1. 往診 〔【 お うし ん ) 2。 科 症 (えん た しょう ) 3。 項目 【 こ う も く ) 
4. 身長 (し ん ちょ う ) 5. 精密 (せい みつ ) 6. 乳児 (に ゅ うじ ) 
7. 腹筋 (ふっ きん ) 8. 採 息 (さい けつ ) 9. 聴覚 (ちょ うか く ) 
10. 接触 (せっ し ょ く ) 11. ol 12. 診察 (し ん さ つ ) 
1. ショ ウ 一 第 4 課 【 練 習 5】 .「 称 ] と 同じ 
2. チョウ … wo 束 (4】 12 [| と 
3。 プ 必 = 能 納 
4。 水 と ・ 関 感 [ 開 前] 完 貫 慣 
丈人 勧 | 換 廿 | 環 選 
5 。 キン ーー 勤 
人 。 暫 匠 と 5 。 98| き 岡 選 
りー な / と 
8。 ジジ > ぎ 持 地 治 事 次 自 辞 耳 
子 示 公共 李 
9。 サウ > 殺 
10. チ ョ ウゥ … 第 8 課 【 練 習 4】 12.「 兆 | と 同じ 
と 。 ー 第 7 課 【 練 習 4】 居 
12. イ 玉 の 4 】 [ 為 」 と 同じ 
13. ゾ ウゥ 一層 騰 [ 必 生計 
14。 エキ > 第 9 課 【 線 習 4】 2. 「 益 ] と 同じ 
15. ハ イ 一 硝 腐 凍 | 
16,. ニョ ウ 3 し 
ペン = 人 任 . 直 








課題 


8。 シ シシ ー 第 7 課 【 練 習 4】 4.「 浸 | と 同じ 
19 ラク ーー 服 
20. ドウ > 第 8 課 【 練 習 4】 14.「 洞 | と 同じ 
2 2 し 
2 が 必 玉 結 欠 決 穴 
23。 ジジ ツ > 和 失 室 質 執 湿 
24. ショ ク 一 色 食 
25. ヨウ > 第 7 課 【 練 習 4】 6.「 溶 | と 同じ 
1 1。 う で る 2。 か が だ. 3.。. 博 友 沙 4. て く び 5. ゆび 6. むね 
7: ひじ 8。 きよ 人 うと つの] 9。 ょ うわ ね ん. 10。 きん たく 
『 二 金馬 し 信 ( し ーー みみ 同 4 な 伴 1 生 なる つつ 
16. まわ す 17. ひっ ぱる 18.。 か た むけ る 
2 1。 (0 2 0 SW 4。 6 2 6 2 5 
1. 腹筋 運動 2. 精密 検査 3. 診療 所 4. 診察 室 
が 6. 動脈 硬化 7. 自覚 症状 
8. 肝 機 能 に 異状 が ある 9. 乳 児 検診 を 実施 する 
10. 健康 診断 の 尿 検査 11. 脳死 の 判定 を する 
12. 視聴 覚 教育 13. 血液 型 を 調べ る 
14. 骨 腸 と 心臓 と 肺 
1 し ん りょう ちょ うり ょ く けん き 2. けっ せい ちゅ う か ん きのう し ん だ ん 
3。 も よう 選 お 分 の ず 休 4 だ に か に ゅ め う よう じ = け ん し ん 
9 し oy 人 しま も ん NN 全 宅 移 に よう も ょ う 
7/。 だ ん し ん が か ん と 示 OR ぬ 二 まほ まめ も っ か ん 


. 酸素 ・ E・ 水 家 ・ 大 家人 2. 酸性 ・ 中 性 ・ ア ルカ リ 作 
上 たんぱく質 質 ・ 精 質 ・ 脂 質 4. 栄養 剤 ・ 安 定 剤 ・ 酸 化 剤 


ーーーー 


牛乳 ・ 0 脱脂 粉乳 





・ 孔 酸 末 (に ゅ うさ ん きん ) lactic acid bacteria 
6 ww ょ くも つ せ ん い ) dietary fiber 

・ 過 酸 化 水素 に 地 き HzO2 

・ 硫化 水素 (りゅう か すい る そ ) HiS 


三 酸 化 硫黄 (さん さん か いおう ) っ 03 


・ 電 化 ナ トリ ウム (えん か ナトリウム ) NaQI 


酸化 剤 (きん か ざい ) oxidizing agent 
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に 【) | 





| 解答 


【 練 習 3 】 


【 練 習 4 】 


【 練 


5 】 























8. 脂肪 酸 (【 し ぼう さん ) fatly acid 

1 に さん か た ん そ 2. さん せい う きん か ぶっ 
3. えい よう ぶん 時 2 

1. 吸収 2. 彫 張 3. 摂 取 4. 取 縮 5. 分 解 
本 生成 る 分 解 放出 に 氷 結合 10. 合成 
1. 呼吸 (こき ゅ う ) 2. 吸収 (きゅう し ゅ う ) 

3. 繁栄 (は ん えい ) 4. 栄養 (を いよ う ) 

5. 樹脂 (じゅ し ) 6 . 含 花 (が ん ちく ) 

7. 移植 (いし ょ く ) 8. 抗菌 (こう きん ) 

9。 度 妥 (ひし ) 10. 植樹 (し ょ くじ ゅ ) 

11. 殺菌 (さっ きん ) 12. 抵抗 (て いこ う ) 

1 . 補給 する 2. 含ん だ 3. 吸 っ て 4。 著 積 す 

5 。 消 棚 6 . 保っ て 7. 収縮 させ 

1. きる 9 あう じん = 唇 【 ド 9 

2 。 に し ば ぁ し し 。 ぞ 冒 c] 

3。 し ぼう れい ぼう よ ぼ う ぼう が い 一 
4. こき ゅ あう つい きゅう が っ きゅう に 
5. ほ うし ほう そう 一 包 [ホウ ] 
6. り ゅ うさ ん りゅう いき 一 訪 [リュ ウ ] 

1. エ イ 一 第 4 課 【 練 習 5】 1.「| 衛 | と 同じ 
2 小 > 第 7 課 【 練 習 4】 10.「 散 | と 同じ 
3。 シ ーー 第 4 課 【 練 習 5】 8.「 股 | と 同じ 
4. キン > 第 11 課 【 練 習 7】 5.| 筋 | と 同じ 
5 。 姜 光 > 第 4 課 【 練 習 5】 15.「 端 ] と 同じ 
8 。 > 第 4 課 【 練 習 5】 17.「[ 統 | と 同じ 
7 で 8 > 第 7 課 【 練 習 4】 8.「 煙 | と 同じ 
6。 ショ グ ーー 1 隊 【 練習 7】 24.「 触 」 と 同じ 
9. ガ ン 一 顔 

10. キュ ウゥ ウ …ー 第 4 課 【 練 習 5】 き 。[ 玉 | お 同 ゼ 
11. リ ュ ゥ ー 留 陸 硫 | 粒 

] 隊 。 得 時 入閣 【 半 4 】 「 財 」 と 同じ 
人 9、 ーー 左 | 査 鎖 唆 
14. チ ツ 一 

15, セン > 第 7 課 【 練 習 4】 2.「 潜 | と 同じ 
16. サ ツ 一 第 11 課 【 練 習 7】 9.「 察 | と 同じ 
17. ビ ョ ゥ ー 病 | 面 . 首 揃 

18. ボウ ーー 第 8 課 【 練 習 4】 16.1 賀 | と 同じ 


る / 蓄 積 さ れる 


方 [ボウ ] 


及 [キュウ ] 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stam 





HH] 
遇 


【 練 習 1 】 


DS are applied by reqistered version 


19. ホ ウ 一 第 7 課 【 練 習 4】 14.「 只 |」 と 同じ 

20. ジュン 一 盾 御 疾 |※ 准 準 純 順 潤 六 

21。 コウ + 第 4 課 【 練 習 5】 5.「 光 | と 同じ 

(1) 足 0 な 筋肉 を 使い 、 呼 吸 は 大 きく 速く 深く な る が 苦し く は な い 

(②) 有 酸 素 運 動 

4 いつ か な いよ うな 激しい 運動 。 有 酸素 運動 

は た くさ ん 酸素 る 運動 。 

(4) 有 酸 素 運動 と し ie だ くさ ん 使わ れる か ら 。 

(5 が リ ログ ゲ ダン ヤセ (6⑥) 肝臓 や 筋肉 

⑦) 脂 肪 (人 間 の 体重 の 15-25% ) (8) 脂肪 

1 詞 坪 他 厳 琵 2. 乳酸 責 

3. 細胞 の 働き を 助 ! ける 4 . 栄養 を 補給 する 

5 . 毅 物 に 含ま れ て いる 6. 脂肪 を 吸収 する 

7. 植物 の 細胞 8 . 殺虫 剤 で 虫 を 殺す 

9 . 塩酸 と 硫酸 10. 細菌 兵器 で 人 類 が 減 亡 する 

11. 窒素 化合 物 糖分 が 分 解す る 過程 

13. 100 メ ー ト ル を 9 秒 で 走る コー ヒー に 砂糖 を 入れ る 

原材料 Mo た mg 。 脱脂 濃縮 乳 (だ っ し の うし ゅ くに ゅ う 
生乳 (せい に ゅ う ) 脱 乳 粉乳 (だ つ に ゅ うふ ん に ゅ う ) 
ホエー チー ズ ドロマイト セルロース 央 (かい) カル シウス 


安定 剤 (あん て いざ い ) 増 粘 多 糖 天 (ぞう ね ん た と うる い ) 
交 DU5 
宋 礁 成分 : ドー イー (し つ ) 脂質 (し し つ ) 
糖 質 (と うし つ ) な ど 
1。 な る し みじめ ん 8 みみ 作 人 し 本 。 二 と と か が か た 
6. あき ら 7.。 け ん お 。 上 あし あま 。 革 い で 10.、 び ら る 
11. みち こ 12. た か こ 13. ゆき こと 
1. すず き いち ろう 2。 た か は し か ず ひ こ 3。 いと う ひで お 
4。、 やまざき け ゆ ゅ ゆ ぬ ち 5。 が うら と も み 6 。 お お つが めぐみ 
/. さわ だ まり 9。 よ し だ ひろ ゆき 9。 と ゆま ひで と 
10. し みず と も ひろ 11. く ぽ た た か あき 12. お お さわ りゅう じ 
13. わ た な べ は る を 14. や まもる と えり < こ 15. さき さき みわ こ 
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istered version 





[練習 1】 1. 載 化 鋼 2. 二酸化 硫黄 3. 水 酸化 還 鉛 4. 水 酸化 カリ ウム 
り ・ 信 化 鉄 記 。 7。 水 酸 化 ナ トリ ウム 8. 硫酸 ナトリウム 
【 練 習 2 】 1. 時 速 80 キ ロ ・ 秒 巡 00 キ ロ 8, 秒 條 59 メー トル 
隊 5NA 5 。 分 速 15 マ イル 6. 分 速 20 セ ンチ 
7. 2 エッ クス 足す ワイ (2 エッ ク が 
8. 40 割 る 68 は 5 (40 割 る 8 イコ ー ル 5) 
【 練 習 3】1. 元素 単体 元素 化合 物 2. 分 子 原子 人 性 体 3. 江 


4. 原 寺 柱 陽子 中 性 質量 同位 体 同位 体 5. 混 放 圧力 
体 蓄 体 気体 同体 体 和 構成 原子 3 2 
[練習 4】 1. 化学 反応 式 水 酸 化 . っ 酸 2. 方 程 式 3. 浴 体 気体 
4 撤 了 5. 重度 炭素 同 素 体 6. 分 子 式 塩化 7. 最 大 値 
最小 値 
【 練 習 5 】 1 . 弾 刀 (だ ん が ん ) 2. 零細 (れい さい ) 3. 緩衝 (か ん し ょ う ) 
4 . 合 有 (が ん ゆう ) 5. 典型 (て ん けい ) 6. 衝突 (し ょ うと つ ) 
7 . 散布 (きん ぷ ぶ ) 8. 溶液 (よう えき ) 9. 笑 破 (と っ ぱ ) 











10. 膨 須 (ほう ちょ う ) 11. 取り 巻く (と り ま く ) 12. 蒸発 (じょう は つ ) 
13。 逆 上 (ぎゃ くじ ょ う ) 14。 蒸留 (じょう りゅう ) 15. 頭角 (と うか く ) 
【 練 習 6 】 1. は ん けい けい か い 二 業 の 
2 。 2 の だ ん まう や つ っ 充 [ジュ ウ ] 
9 まお めい れい れい ぼう … 令 [レイ ] 
4. あえ ん えん が ん 一 合 [エン ] 
5 届か の な いよ う っ 容 [ヨウ ] 
6。 き ょ り 大 め っ ー 巨 | キョ] 
7 。 め お う お うだ ん 一 黄 [オウ ] 
【 練 習 7】 1. オ ウゥ ウ … 王 凹 央 応 往 奥 横 
2. チュ ウ … 第 7 課 【 練 習 4】10.「 仲 ] と 同じ 。 
3. カ ク 一 | 履 格 導 拡 革 画 核 殻 覚 較 隔 確 


| 獲 _ 稚 |] 咽 
テン 一 天 貼 点 展 添 転 
. ボウ 一 第 8 課 【 練 習 4】16.「 貿 ] と 同じ 
. ギ ャ ク 一 虐 
. ケ イ 一 第 7 課 【 練 習 4】15.「 傾 | と 同じ 
. ギョウ 一 仰 暁 業 
ショ ウ … 第 4 課 【 練 習 5】11. 


( 〇 OQO ~ ょ JO 〇 の の 玉 


ーー 


[ 称 ] と 同じ 
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S 田 
障 


[練習 1 】 





10. 
記 
1P 6 
LE 
14. 
1 あ 5: 
16. 
4 梁 


18. 
185 
20. 
回 
22。 
29。 


カン 一 第 11 課 【 練 習 7】 4.「 肝 | と 同じ 
コウ 一 第 4 課 【 練 習 5】 5.「 光 | と 同じ 
ジュ ウ … 十 汁 充 住 柔 重 | 徒 縦 | 浅 湯 


本 
レイ NN 戻 例 電 衣 半 
ショ ウ 一 9.「 晶 ]、 第 4 課 【 練 習 5】11.「 称 | と 同じ 
ガン ーー mp 
ジョ ウゥ ー 上 丈 冗 |[ 乗 剰 常 情 場 状 城 洛 縄 


EE フュ PA 
写 | 定 星 





5 ーー ちか 
エン 一 第 7 課 【 練 習 4】 8. 「 煙 | と 同じ 
ウ ーー 右 羽 雨 


リュ ウ ご 第 12 課 【 練 習 8 】11.「 硫 | と 同じ 
キョ 一 . 世 - 担 去 居 拠 挙 虚 許 
ヘン 一片 返 変 偏 遍 編 


(1) 電解 質 水溶 洪 ナトリウム (NAD イ オン 挫 表 (CD イオ ン 
イオ ン イオ ン 

2②) 小さ な 磁針 に 似 た 性 質 、 す な わ ち 小さ な 権 の 両端 に プラ ス の 電気 と マイ 
ナス の 電気 を も っ た 性 質 


(9 


(9 委 。 (人 0) 3。( 祭 ) 


4 る 
1) 化合 物 無機 炭素 炭素 含め る 含ま れる 
含ま れる 元素 含め た 
(②) 粒子 電子 陽子 陽子 同位 体 


1 . 破 石 の 陽極 2. 宇宙 飛行 士 3. 酸素 を 補給 する 
4. 太陽 を 取り 巻く 5. ke まれ て いる 6. 人 口 密 過 PH 


。 夫 度 以下 の 温度 8。 gi と その 他 の 分 子 9. 地球 の 体積 を 調べ る 


10. 炭酸 ガス の 濃度 を 測る . 粒子 が 互い に 衝突 すり 

1 水 の 分 ナ 子 が e 散 す る .。 鋼 を 依 酸 に 入れ る 4. 食塩 の 水溶 液 
t。 ぞう ご た: さん せい う 

2。 いっ 本 の ちっ そく さん そ は ほ き ゅ う 

3。 な ん お く そん ざい が 2 よう 7 と Pe テー 

4. えん さん りゅう さん 5 お 。. じゅ サ か ん げ か ん 

。 Eo 名 和合 し ょ うば げき oe す ME よ ゆ 半 た いせ き 
6. りゅう さん どう けっ し よう 


いん か 
中 


い ん 2 1 き せつ 了 ゆ うし 9 う さっ ぽ ろ れい * いち ま ん えん さ つ 5 お さか る か いた 
. 委員 会 季節 優秀 2. 札 幌 お 礼 一 万 円 札 3. 大 孤 表 板 
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, 横 極 的 貢 任 感 成績 5・ 猫 措 MS が 中 己 体 
7。 川 事 骨 行 8. 太い 大 きい 犬 9. 専門 博士 
1 壮 人 人 ・ 王 栓 玉 
【 練 習 2】 1.c 季 a 大 b 獲 2.a 遺 b 板 3.a 秀 4.a 札 5.a 刊 
第 14 課 
【 練 習 1 】 1. 環境 一 汚染 物質 一 循環 2. ON 
4 抽 - 和 5. 物質 6. 環 境 一 
【 練 習 2】 1. 信 有 2. 汚染 ド 廃 来 4. 分 別 5. 9: 導 . 拡散 : 
7. 計 8. 生息 閉 積 10. 発生 11. 汚 江 12. 繁 殖 ン 増 2 
13. 洋 遊 記 
練習 1。 泊 や Le 9 っ 7 3. 澄 いて 4 . 浴 ける 5 。 * 管 称 で 
【 練 習 1. 塗 化 加 汚 染 沈 典 潤 用 3 . 繁殖 4 絶滅 
4 . 著 策 放出 5. 生息 を 死 減 ノ 絶 洲 s 上 
【 練 習 5 】 1 -1. 廃止 ノ 撤廃 を 3. 撤廃 4. 廃 乗 
2 -1. 破棄 2. 廃棄 3. 人 来 放 東 
3 -1. 感染 2 . 波及 3. 伝 楽 ・ 伝 拉 
4-1. 排他 2. 駆 除 3. 排 陳 際 "うろ 
5-1. 繁盛 2. 星 克 全集 4. 人 
6 -1. 閉 寂 2. 完封 3. 閉 鎖 4. 封 人 
7-1. 沈没 2. 沈滞 3. 芝 民 4. 沈 下 上 
【 練 習 6 】 1. 自然 准 化 2 . 酸性 雨 3. 温室 効果 4. 食 物 連鎖 5. 環境 保全 
6 . 人 江 t 化 なぎ 合 較 う ね ん ば け ね メ % く どく めい 
【 練 習 7】 1. 湿気 2. 反 射 3. 燃 費 4. 懸 念 5. 服 毒 6. 由 縮 
【 練 習 8】 1. セ ン 一 7 押 【4) 2 TP 
2。 キ 企 危 所 宮 
帰 | 起 忌 | 季 2 
鬼 二 器 | 揮 輝 | 
3。 ジョ > 第 13 課 【 練 習 7】17.| 蒸 |] と 同じ 
4. ショ ク … 第 11 課 【 練 習 7 】24.「 触 」 と 同じ 
5. ネ ン 一 年金 粘 
6 妥 ・ 第 7 課 【 練 習 4】11.「 布 」 と 同じ 
7. シャ 一 第 4 課 【 練 習 5】20.「 捨 | と 同じ 
8. ジョ ウ > .。「 浄 」]、 第 13 課 【 練 習 7 】17.「 蒸 」 と 同じ 
9. チ ナン 第 8 課 【 練 習 4】13.「 質 | と 同じ 
10. ハ ン 一 第 8 課 【 練 習 4】5.「 版 | と 同じ 





本 Re 


課題 | 1 
3 
4 
5 


【 練 習 1 】 
【 練 習 2 】 








] 婦 。 か イ + 第 11 課 【 練 習 7】15.「 肺 | と 同じ 

18:。 双 六 + 第 11 課 【 練 習 7】23. [ 疾 ] と 同じ 

14. カン 一 第 11 課 【 練 習 7】 4.「 肝 | と 同じ 

15. ハイ ~ 12. 「 排 」、 第 11 課 【 練 習 7 】15.「 肺 」 と 同じ 

16. ドク ー 読 独 

剛 。 区 紀 ~ 第 8 課 【 練 習 4】10.「 処 | と 同じ 

1 的 補 ーー 揚 『 宇 . 正 

19. サ > 第 12 課 【 練 習 8 】13.「 砂 ] と 同じ 

20. ケン ・ 犬 件 見 券 目 ( 健 | 研 県 | 隊 還 
8 球 | 軒 較 本 

精 遺 権 憲 顕 

21. ジュ ン 一 第 12 課 【 練 習 8】20. | 循 」 と 同じ 

22。 ツウ y + 第 4 課 【 練 習 5】13. 「 双 | と 同じ 

23. バク っ 才 緯 爆 

1) 環境 度 プ 環境 へ の や さ し さ ノ 環 境 配慮 

2) 地球 温暖 化 、 廃 棄 物 、 水質 汚濁 、 大 気 汚染 、 有 害 化学 物質 

有害 化学 物質 環境 負荷 脱 マ イカ ー 

3 1。 GS が の S。 激 汰 fa.4600 胡 。 没 9 

]) 廃棄 物 温暖 化 ②) 環境 与え て 

(3 汚 染 4) 燃やす 有害 

⑤) 有害 。 海辺 生息 胡 策 如 影 響 

1. 我が国 の 訴え 2. 水 資 汚濁 の 原因 3. 食物 連鎖 

4. 廃棄 物 を 処理 する S. 微生物 の 繁殖 6. 燃料 の 補給 

7. 放射 能 汚染 8. 車 の 排気 が ス を 浄化 する 

39. 海辺 に 生息 する 魚介 類 10. 環境 保全 費用 の 削減 

11. 体内 に 蓄積 され た 物質 12. 大 気 に 浮遊 する 有毒 物質 

13. 河川 の 周辺 を 整備 する 14。 学校 給食 を 廃止 する 

1 か ん そう し つど 2。 の お あう お ん 

3. うき し ずみ は ん じょう 4. けん ぁ あん は いき 

うり. は いき ぶつ ゆう どく < 


・ 事 故 2. 事件 3. 事件 4. 事 政 本 
・ 否認 し た 2. 追跡 し た 3. 滞 捕 し た 4 . 捜査 し た ノ 追 求 し た 
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日 解答 





夫 15 謎 


4. 地方 銀行 一 地銀 5. 会 主 生 人 民 6 自由 民主 一 自 民 葛 
7・ 信 信人 8 . 当選 確実 … 当 確 9. 厚生 労働 省 一 旧 省 
10. 家庭 判 所 一 家 泊 11. 農林 水産 省 -* 農 水 省 12. 選挙 管理 委員 会 


っ 選管 13. 文部 科学 省 … 文 和 省 14. 安全 保障 条約 一 安保 


【 練 習 1】 1. 道路 交通 法 … 道 交 法 2. 日 本 銀行 日 銀 3. 科 学研 究 費 一 科 研 人 


細 習 21 1・ 失職 の ( 剛 條 の ) 会 議 2. 和 間 に 入 る 時 Ne 
4 政 上 名 の 長 5. 政党 6 6. 衣 法 を 改正 する 
憲 ま に 合っ て いる こと き 生 入 の 表 則 * 彩 商売 1 こつ いて の 衣 


10. 北海 道 議会 の 議員 2 
【 練 習 3】 1. 語法 動詞 一 司 [ シ ] 2. 統括 生活 ー 吾 [カッ ] 
3. 承認 妨 面 一 忍 [ ニ ン ] 4. 補佐 逮捕 店 舗 一 南 [ ホ ] 
5. 天 量 親王 上 胡 一 王 [オウ] 6. 開 條 学 宏 明 際 一斎 [リョ ウ ] 
7. 硫黄 横 過 一 黄 [ オ ウ ] 。 8. 内閣 合格 各自 一 各 [ カ ク ] 
9. 命令 谷 蔵 審 点 一 令 [レイ ] 
10. 房 防止 3 幼 書 用 六 っ 方 [ボッ] 
思 由 方 向 ン 放送 ノ 訪 問 ノ 茅 香 本 方 [ホウ ] 
【 線 習 4】 1. 征 め 2・ 診 認 さ れ 3。 執行 され 4. く 和 h 
6. 開 ば 7. 守 議 され 承認 され 8 . 人 や 人 ら 多 . 補佐 し 
10. 守 企 11 ' 兼ね 12. 結ん で ノ 精 び 


【 練 習 1. 2 2. 内閣 組 間 入間 3. 開 議 総理 開 僚 
4 . 贅 党 多 党 化 9.。 結党 結成 
【 練 習 6 】 1. 統率 (と うそ つ ) 2. 命名 (めい めい ) 3. 承諾 (し ょ うだ く ) 
4。 固 款 (こし つ ノ プ こ しゅう) 5。 府 房 (れい ぽう) 6. 審議 (し ん ぎ ) 
7. 兼務 (けん む ) 8 . 総括 (そう か つ ) 9. 裁判 (きい ば ん ) 
10. 同僚 (どう アメ ) 11. 補佐 (ほる ) 12. 与党 ( よ と う ) 
13。 方 針 【 ほ うし ん ) 
【 妹 痢 7】 1 。 天 畠 (で ん の う ) . . 昌 后 (うど ご う )。 旦 太 子 (こう た いし ) 
皇女 (こう じ ょ ) 星子 (に うし) 
2。 上 司 ( 穫 ょ うし ) 回 催 (ピラ りょう ) 
【 練 習 8 】 1. 委員 会 2. 統合 3. 司 令 4. 設 置 5. 役 割 6. 裁判 
7. 審査 8. 実現 9. 兼任 10. 閣僚 11. 内 閣 
【 練 習 9】 1. イ ーー 第 8 課 【 練 習 4】 9.「 為 | と 同じ 
2。. みみ っ ー 第 13 課 【 練 習 7 】 3. 「 角 ] と 同じ 
3. カッ > 活 渦 褐 |[ 割 軸 | 滑 
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[練習 】 


解答 口 
4。 キョ + 第 13 課 【 練 習 7 】22. 「 距 | と 同じ 
5.。 が 2 JA に 
ググ ーー (5 本 寮 |。 十 13 昌 【 線 習 7】 20.「 態 」 と 同じ 
た 。 : チ こま PU AA 
お 。 の ホー リブ ー 箇 で 間 TO で 詳 祭 債 歳 





載 栽 宰 砕 
9. シ ー 第 4 課 【 練 習 5】 8.[ 肢 | と 同じ 
10. シッ ーー 第 11 課 【 練 習 7】23. [ 疾 ] と 同じ 
1. ショ ウ 一 第 4 課 【 練 習 5】11.「 称 | と 同じ 
12. シン + 第 7 課 【 練 習 4】 4.「 浸 | と 同じ 
13. シン ~ 12. | 審 」、 第 11 課 【 練 習 7】 4. |[ 浸 | と 同じ 
14. トゥ + 第 4 課 【 練 習 5】17. [ 統 | と 同じ 
15. コウ 一 第 11 課 【 練 習 4】5. 「 光 」 と 同じ 
16. ホウ ーー 第 7 課 【 練 習 4】14.「 只 | と 同 ド 
17. ボウ 一 第 8 課 【 練 習 4】16. 「 貿 」 と 同じ 
18。。 ey テー ザ 
3. リョ ウー イイ 両 良 料 涼 [ 量 竹 員 | 衰 療 | 猟 陵 
20. レイ ーー 第 13 課 【 練 習 7】14. [ 堆 」 と 同じ 
d)2001 年 1 月 ② 1 府 10 省 1 庁 1 和 委員 会 に 減る 。 
3) 農林 水産 省 外務 省 法務 省 防衛 庁 
宮内 庁 金融 庁 防衛 庁 国家 公安 委員 会 
⑮ 郵政 省 自治 省 総務 店 (6) 財務 省 
⑦) 経済 の 構造 改革 を 通じ た 新た な 経済 成長 の 実現 
1 . 議院 内 闘 制 2. 凍 法 第 9 条 3. 選 符 管 理 中央 員 会 
4. 連邦 政府 5. 官房 長官 6. 大 統領 の 補佐 官 
7. 司法 権 は 裁判 所 に ある 。 8 . 行政 機関 を 統括 する 
9 
1 





・ 法 隼 や 規則 を 改正 する 。 10。 党 執行 部 の 命令 に 従う 。 
・ 大 旦 が 開 僚 を 任 証する 。 12. 首相 が 外相 を 琶 任 す る 。 
1. けん ぱ ぼう き て い 

の 。 穫 代 し いい ん ちょ う か い に ん 

9> ご で が だ WS 人 し みあ と うか つ せき に ん 
4. れい ぼう 5。 し ん ば ん けん げん 
6。 ば 分 し し 志 き け ま も ょ う 


1. し ょ うた い 2. しょう かい em bz 選 0  。 半 も し れ 沙 
S。 し まあ の 穫 -。 本人 あこ Me 9。 せい じ 
10。 せ いり 本 い ふく - 12. し ょ う が つ 13. し ょ うめ い ぃ い 


日 解答 


第 16 課 


【 練 習 1】 1. 


【 練 習 2 】 
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し ょ うじ ょ う 15, めい れい 16. れい ぞう 17. れい か 
所 い 19。 ね ん れい 20. ぎょ うれ どら 321。 ぶん れつ 2. き ぱ ば 


せい ぼ 24、( ぽ し ゆう 25. ぼ せ き 26。 ほど う 禄 た ゆめ は 
。 ほ どう 29。 せ いね ん .30。 せ いて ん 31、 せ いし ん 32. あ ん せい 
せい けつ 34。 せ いき ゅ う 35. か ん じょう 36. は くち ょ う 


し ゅ く は く < く 38. は くし ゅ 39. は くり ょ く 40. は くし ゃ く 


、 ほ ぐ あ W 柳 、 き ああ ば ぱく ,49。 あ くも し ゆみ 44。 ふ くず う 
抽選 6 ある めん 4 こさ う あこ 8 あく きよ う 


し あ 褒 で 0 を きじ . 及 。 馬 が らき 、 二 導く 98 ほこ とう 


. せい こう 55、 こ うば げき 56。 こう けん 。.57. きむ 58.。 き か い 


生き 60. ぎ 和 せい 1。 な ん し ょ うみ 2。 こ し ょ よう 


。 交 当 ようす 





の 早期 に 交渉 を 開始 する 


2. 核 ノ 実 験 ノ 全 面 ノ 禁 ヒン 失 科 の 鶴 を 人 80 拉 目 す る 条約 

5 ンー lk の を す る 

4 . 

5 . 名 括 ノ 的 ノ 核 呈 器 ノ 閑 止 ノ 条約 三 包括 的 に 核兵器 の 使用 を 禁止 する 


非 / 核 兵器 地帯 ノ 創 設 = 核 長 益 を 使わ な い 地 淀 の 創設 


* ょ く へ いわ り よう きょう り ょ く 、 条約 
原子 ンカ ノ 平 和 利 用 ノ 協 カノ 協定 三原 子 力 の 平和 的 な 利用 に 協力 す 
る 協定 


か が * 語 も や で の か ょ で 2 エ 。 ぷと ビデ 。 ロ ロ リー = ーHs 
。 化 学 プ 兵器 用 薬品 貯蔵 / 庫 王 化学 兵器 に 用 いる 薬品 を 貯蔵 する 


和 庫 


。 李 燥 ノ 閉 ノ 救 済 ノ 条例 ノ 採 択 ノ 表明 被爆 し た 者 を 救済 する 条例 を 採 肖 


択 する 表明 ' 


M 親 ン アラ ブ ノ 路 線 = アラ ブ ( 譜 国 ) と 親しい 立場 を と る 路線 

・ 対 ノ 台 壮 ノ 武器 ノ 供与 = 台 満 ! に 対す る 武 益 の 供 

. 親 西側 改革 路線 本 [ 側 (諸国 ) ) と 親しい 立場 を と っ て 改革 する 路線 
・ 在 ノ 自 ( 園 ノイ スラ ム 教 徒 ノ 団体 = 英国 に ある イス ラム 教徒 の 団体 

3 反 ノ 政府 勢力 = 政府 に 反対 する 勢力 

政府 ノ 間 交渉 政府 と 政府 の 間 の 交 渉 


イン ド が 24 年 ぶり に 地下 核 実 験 を 行い 、 パ キス タン が 初 の 地下 核 実験 
3 ye 
ア が 核 実験 の 全面 禁止 を 支持 する こと を 表明 し た 。 


、 前 0 [3 か - 般 的 に は 佑 法 で ある 」 と いう 見 解 を 


し た 発表 し た 。 
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【 練 習 3 】 





・ 国際 原子 力 機関 AEA) の 総会 で 、 中 東 に 非核 兵器 地帯 を 創設 する 
の 協議 を 続行 する 央 を IAEA 事 務 局 長 ! に 求め る 決議 が 採択 され Mo 











1. 掲げ ( (て ) 4. 静 ト い ) 時 勧め る 絶 や き (な が か が ら た ) 

4. 越え て (いっ た ) 。 伴う * 拉 

7. 採択 (され た ) 8. 負 ( . 廃止 (を) 

10. 抗議 ( だ) 明 (する ) 交渉 ロー マー 

に 識 ae . 爆発 (ば く は つ ) ・ 加盟 (か めい ) 

4 。 否決 (ひけ つ ) 9 も ST 5 Fe 

7. 棄権 (きけ ん ) 8. 太 威 (きょう い ) 9. 宣言 (せん げん ) 

10. 解除 (か いじ ょ ) 11. 軍備 (ぐん び ぴ ) 

1。 発 用 つ 調 

2 訟 ーー 比 | 陸 彼 補 療 披 | 否 避 飛 
費 有 地 秘 蜂 碑 | 妃 務 

8。 先 部 | 隊 恭 | 強 教 京 | 卿 響 | 革 鐘 競 驚 
隊 区 陣 葛 喝 況 | 凶 狂 叫 亭 
し 胸 

4 ゼ ツ > 舌 

5. ジュ ン … 第 12 課 【 練 習 8】 20.「 循 」 と 同じ 

6. ヘ へ ヘイ 一平 並 閉 | 内 桐 | 俳 志 隆 [中 弊 

7. メイ > 第 8 課 【 練 習 4】 4. 「 迷 | と 同じ 

6. ケイ 一 第 7 課 【 練 習 4】15.「 傾 」 と 同じ 

9. セン > 第 7 課 【 練 習 4】 2.「 潜 | と 同じ 

10. ブ ー 武 俺 無 不 分 

11. セン -+ . | 宣 ]、 第 7 課 【 練 習 4】 2. 「 潜 】 と 同じ 

12. ハ ン 一 nm em 4 】 5. 「 版 | と 同じ 

13. リ ン - 林 | 答 輪 隣 厚 

14. バク = 【 練 習 7 】22.「 漠 | と 同じ 

15。 セイ > 第 4 課 【 練 習 5】 2.「 星 | と 同じ 

16. ショ ウ 一 和紀 

17. ジョ | 女 如 | 助 序 [ 放 

18. ライ ーー 来 頼 

19. レッ > | 列 烈 | 劣 

20. タイ > 各 8 課 【 練 習 4】 3.「 洋 | と 同じ 

1 生 肌 の ー 第 4 課 【 練 習 5】 7.「 索 | 同じ 

22. カン > 第 11 課 【 練 習 7】 4.「 肝 | と 同じ 

1. へ いき し ゅ っ ぺい 2. じ ょ が い ノ そう じ 

3。 じょう し ゲ ぎ ょ うじ 4。 か ひ プ あん ぴ 
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し | 解答 


【 練 首 


26 イ 4 


7 】 


《G で ヾ で J】 記 。 一 (5 て JJ 6 





えら の つき まう 〆/ じょう えつ の 6。 往 い ウメ ぜん ば い 

















ょ うれ つ ノ ぶん れつ 8. は ん ぶん / ば ん そう 
ーー ンー DO: だ た いら きく だ いし ん 
核 実験 禁止 .。 核保有 国 3. 国連 加里 国 
中 性 子 爆 型 5. Aa っ me 
朱 約 の 批准 を 承認 する 本 欠 核 実験 を 実施 する 


。 核 廃絶 の 玖 約 を 求め る 軍隊 に ょ る 地雷 を 除去 する 作業 


①) イ ンド : 無 プ 核保有 ノブ 核 実験 を し た 


中 国 : 無 核保有 核兵器 頼み を 強め て いる 
日 本 : 有 ノ 核 無し 積極 的 な 核 軍縮 提案 を し て こ な か っ た 
9 : 無 / 核 保有 核 実験 を し た 


ロシア : 無 プ 核 保有 核兵器 頼み を 強め て いる 


② 各国 が 自国 の 都合 を 優先 させ る た め 。 


G) 


の ) の 太 CO FOO 一 


INPT に 常設 事務 局 を つく り 核 軍縮 を 進め よう | と か 「 核 不 拡散 や 核 軍 
縮 に 違反 し た 国 に 対し て 効果 が ある 国際 的 な 仕組 み を 考え よう | と か い 
う 内 容 の 提言 を し て いる 。 


か く ぐ ん し ゅ く 

か く ほ ゆう こく か く へ いき は い ぜ つ せい や く 
きだ だ vV よう じょう や くき 呈 う で ん ぐ 信 過 き 
ちょ う せ ん だ あめ の ざく ジ 信吉 

じらい て 9 ルル よう けつ れつ 

し ょ 人 うに みん あう 等 く ひじ ゅ ん 
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学習 漢字 索引 
第 1 課 


活字 体 筆記 体 課 プ 画 4 音読 み 【 音 符 】 ノ ンプ 訓読 み プ 意味 
カイ 
時 mediate, concern oneself with, shell 
自己 紹介 と いう の は 緊張 す と れれ ギ 
両国 の 紛争 解決 の た め 国 連 が 介入 し た 。 














ー ヲ 介する (か いす る ) 媒介 (ば いか い ) ー ラ 紹介 (し ょ うか い ) ス ル 
仲介 (ちゅ うか い ) ス ル 介入 (か い に ゅ う ) ス ル 介在 (か いざ い ) ス ル 
ー ラ 介抱 (か い ほ う ) ス ル 厄介 (や っ か い ) ナ 魚介 類 ( き ょ か いる い ) 


自己 紹介 ( じ こ し ょ うか い ) 


1 課 11 画 | ビョウ 
田 | す 田 | 1 級 常用 | ぇ が -< 
情景 を 見 た まま に 描写 する 。 
点描 と は 多数 の 色 の 点 で 絵 を 描く 技法 で ある 。 













苗 【 ビ ョ ウ 】 ー 苗 描 猫 
depict 








ェ ラ 指 く ( え が く ) 素描 (を そ びょう ) 点描 (て ん びょう ) 
ー ラ 描写 (びょう し ゃ ) ス ル 点描 画 ( て ん びょう が ) 心理 描写 (し ん り び ょ うし ゃ ) 


町 誠 吉 
(2 級 ) (教育 ) body, self 


用 は 地 人 ば か り で 肩 攻 の いい 由 い を し た 
人 院 中 、 身 内 の 者 は + 誰 も 来 な か っ た が 、 友人 が 献身 的 に 看病 し て くれ た 。 





身 み ) 身内 (みう ち ) 中 身 ( な か み ) 肩身 (か た み ) 身軽 ( み が る ) ナ 親身 (し ん み ) ニ 
身体 (し ん た い ノ ま か ら だ ) 身長 (し ん ちょ う ) 出身 (し ゅ っ し ん ) 

独身 (どく し ん ) 変身 (へ ん し ん ) ス ル 油 身 的 (けん し ん て き ) ナ 
目 分 自身 ( じ ぶ ん じしん ) 単身 赴任 (た ん し ん ふ に ん ) 


終身 雇 用 (し ゅ うし ん こよ ょ う ) 
5 画 
0) (教育 ) か ] other, another 


ea な い 、 と 言わ れ て き 
彼 は 自 他 と も に 認め る 映画 通 だ 。 








その 他 ( そ の た) 他人 (た に ん ) 他 者 (た し ゃ ) 他意 (た い ) 
他方 (た ほう ) 他殺 (た きつ ) 他界 (た か い ) ス ル 他動詞 (た どう し) 


排他 的 (は いた て き ) ナ 他人 行儀 (た に ん ぎょ う ぎ ) ナ 


26 ゞ 
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活字 開 3 半 読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 


' 本 belong to, assign 


属 【 交 り た か っ た の に 、 総 務 課 に 配属 され た 。 
彼女 は 日 本 チー ム 専 属 の トレ ー ナ ー に な っ た 。 





ー ニ 属す る ( ぞ く す る ) 属性 ( ぞ く せ い ) 金属 (きん ぞ く ) 専属 (せん ぞ く ) 
直属 (ちょ く ぞ く ) 付属 ふ ぞ く ) ス ル ー ニ 所 属 ( し ょ ぞ く ) ス ル 


ェ ヲ ー ニ 配属 (は い ぞ く ) ス ル 従属 じゅ う ぞ く ) ス ル 従属 節 ( じ ゅ う ぞ くせ つ ) 


\- 選 7 小 1 計 人 
IN 
述 騙し | G 弘 (2 級 ) (教育 ) | の - べ る state, mention 
病床 に ある 作家 の 談話 を 口述 筆 Lo 


友人 の 結婚 披露 有 で 祝 坪 を 述べ た 。 





こ > ヲ 述 べ る (の べべ る) ー ヲ 申 し 述べ る (も うし の べべ る) 著述 ( ち ょ じゅ つ ) 
述語 (じゅ つ ご ) 前 述 ( ず ん じゅ つ ) ス ル ー ラ 記述 (きじ ゅ つ ) ス ル 


- ラ 欠 述 ( じ ょ じ ゅ つ ) ス ル ーー ラ 供述 (きょう じゅ つ ) ス ル 
ー ヲ 陳述 (も ん じゅ つ ) ス ル ーー ラ ヲ ロ 人 述 筆記 (こう じゅ つ ひ っ き ) ス ル 


1 課 15 画 で! 取 【 シ ュ 】 一 取 趣 
趣 凍 | 細っ お も むき flavor, gist 





この 和室 は な か な か 趣 が ある 。 
最初 に 発 超人 が 会 ※ の 趣旨 説明 を 行っ た 。 


本 趣味 (し ゅ み ) 趣 冒 (し ゅ し ) 趣意 (し ゅ い ) 
趣向 (し ゅ こう ) 多趣味 (た し ゅ み ) 


1 課 12 画 | ヨウ 易 【 ヨ ウ 】 一 揚 
クリ 勿 | ② 級 (2 級 ) (教育 ) the sun, DOSitive 





陽気 な 徹 は クラ ス の 人 気 者 だ っ た 。 
太陽 電池 は 太陽 の 光 エ ネル ギー を 電気 エネ ルギー に 変換 する 。 


陽 ( ょ う ) 電 陰 ( い ん ) 太陽 (た い ょ よう) 陽光 (よう こう ) 陽 礎 (よう れき ) 
陽性 (よう せい ) 陽極 (よう きょく ) 陽気 (よう き ) ナ 太陽 熱 (た いよ う ね つ ) 
陽明 学 ( よ うめ い が く ) 太陽 電池 (た いよ ょ う で ん ち ) 


山陽 が 弟 線 ( さ さん よう し ん か ん せん ) 
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reaqistered version 





笑 字体 1 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ン 意味 
蒼 委 信人 19 画 | ケイ 敬 【 ケ イ 】 一 敬 警 

guard, warn 
富国 の 肖 服 が 染まる サ ミッ ト 期 間 中 は 厳重 な 警備 が 行わ れ た 。 
各 県 の 警察 を 県 警 と いう 。 













警察 (けい さ つ ) 警官 (けい か ん ) 三 警察 官 警報 (けい ほう ) 

警鐘 (けい し ょ う ) ー ラ 警告 (けい こく ) ス ル ー ラ 警戒 (けい か い ) ス ル 
ラ 警 備 ( け いび の ) ス ル 警察 署 け いさ つ し ょ ) 交 代 后 (けい きつ ちょ う ) 

警視 庁 (けい し ちょ う ) 嬉 備 員 ( け いび いん ) 三 ガー ド マ ン 


警視 総 民 部 けい し そ と うか ん ) 管 戒 警 報 (けい ヵ か いけ い ほ う ) 


・ 1 課 カイ 


KG イス ラズ 2 人 ラマ か 
| 大 現 台 風 の 接近 に そなえ 、 和 気象 庁 は 警戒 を 強め る よう 呼び か けた 。 









戒 【 カ イ 】 一 戒 械 


Caution 





「 戒め (いま し め ) ー ヲ 戒め る (いま し め る ) 戒律 (か いり つっ) 戒告 (か いこ く ) 
「 訓 戒 ( く ん か い ) ー ラ 警戒 (けい か い ) ス ル 自戒 ( じ か い ) ス ル 


「 放心 (か いし ん ) ス ル 戒厳 令 か い げ ん れい ) 厳戒 態勢 ( げ ん か いた いせ い ) 


中 





きわ - ま る きわ - め る きわ - み extreme 
人 
自 相 は 教育 改革 に 極め て 積極 的 な 姿 土 を 示し た 。 





ー ラ 極め る (きわ め る ) 極み (きわ み ) 極め て (きわ め て ) 極限 (きょく ば げん) 
南極 (な た ん きょく ) 北極 (ほっ きょく ) 極右 (きょく う ) 

極東 (きょく と う ) 極力 (きょく り ょ く ) 極端 ( き ょ く た ん )J 

積極 的 (せっ きょく て き ) ナ 消 極 的 (し ょ うき ょ く て き ) ナ 極地 的 ( き ょ くち て き 
* 極 意 ( ご くい ) * 極 秘 ( ご く ひ ) * 極 上 (ご くじ ょ う ) 








貫 | 喜 | 講 11 画 責 【 セ キ 】 一 責 積 績 [時 ] * 債 (サイ ) 
プー 具 て う (教育 ) せ - 1 reSDponsibility, blame 


社長 は 業績 不振 の 責任 を と っ て 辞任 し た 。 
貴 任 感 の 強い 彼 は 、 い つま で も 自分 を 責め 続け た 。 





+ ヲ 責め る (せめ る ) 責任 (せき に ん ) 貢 務 (せき む ) 職責 (し ょ くせ る &) 
自足 ( じ せ る) 区 任 感 (せき に ん か ん ) 貴 任 者 (せき に ん し ゃ ) 


引 貴 辞任 (いん 和 ぜ きじ に ん) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 プ 級 種別 読み 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


楠 | 人 | 軸 課 8 画 奇 【 キ 】 一 奇 寄 騎 
奇妙 な こと に 、 元 ん だ はず の 友人 か ら 手 紙 が 思い 7 (ちら 
好奇 心 の 強い 子ども た ちか ら 質 問 が 殺到 し た 。 


何 数 (きす う )g き 偶数 (ぐう すう ) 何人 (きじ ん ) 奇術 (きじ ゅ つ ) 
奇 過 ( き ぐう) 谷 弁 ( き べ ん ) ー ラ 奇襲 (ほし ゅ う ) ス ル 奇異 (きい ) ナ 
奇怪 ( き きか い ) ナ 奇 『 妙 ( き きみ よう) ナ 好 大 奇 ^ 小 く こう うき し ん ) 

















怪奇 現象 (か いき ! よう) 
1 課 20 画 | キョ ウ ケイ 兄 【 キ ョ ウ 】 一 兄 
ル 移 | え 心 | ② 級 ) 撮 育 せ - る compete, bid 
先生 が 質問 する と 、 子 ども た ち は 競 っ て 手 を あげ た 。 
歌舞 伝 俳優 と 若手 の 狂言 師 の 競演 が 話題 を よん だ 。 


況 競 





ー ヲ 競う (きそう ) - ニ 競り 勝つ (せり か つっ) 競技 (きょう ぎ ) 

- ト 競争 (きょう そう ) ス ル ー ト 競演 (きょう えん ) ス ル 
ー ヲ 競売 ( き ょ うば い ノ けい ば い ) ス ル ー ト 競馬 (けい ば ) 
競 輸 (けい りん ) 有 器 技 場 (きょう ぎじ ょ う ) 





初め て の 海外 公演 は 各地 で 好評 を 博 し た 。 
独創 的 な 彼女 の ダン ス は 専門 家 の 間 で も 評価 が 分 か れ て いる 


評判 (ひょう ば ん ) 好評 (こう ひょう )eg ゆ 不評 ( ふ ひ ょ う ) 定評 (て いひ ょ う ) 
評論 (ひょう ろ ん ) ー ラ 評価 (ひょう か ) ス ル ー ラ 批評 (ひひ ょ う ) ス ル 
ッ 講 評 に こう ひ ょ よう ) ス ル ーー ジラ 論評 ( ろ ん ぴょ う ) ス ル 評論 家 ( ひ ょ うろ ん か ) 


ロロ 計る 人 ( ひん ぴょ うか い ) 


司 【 シ 】 一 司 伺 詞 飼 財 


woOrdS, part of speech 
1 は アル ファ ベッ ト 語 が 多い 。 
日 本 語 は 、 動 詞 も 形容 詞 も 活用 する 。 








調 ( し ) 歌詞 (か し ) 品詞 ( ひ ん し ) 動 調 (どう し ) 名 詞 ( め いし ) 
助詞 (じょし ) 作詞 (さき くし) スル 形容 詞 ( け い ょ うし ) 作詞 家 ( さ くし か ) ま * 人 台詞 (せり ょ ) 
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reqistered version 





活字 体 筆記 体 課 ノ 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み 意 味 


了 関 
令 | 殺 に Pa Sign, indication 


日 本 国電 法 で は 、 天皇 は 国 の 象徴 と 位置 づけ られ て いる 。 
参加 者 か ら ら 会 費 を 徴収 し た 。 















特徴 (と くち ょ う ) 徴候 (ちょ うこ う ) 家 徴 (し > うち ょ う ) 
ー ラ 徴集 (ちょ うし ゅ うぅ ) ス ル ーー ラ 徴収 (ちょう しゅ う ) ス ル 追徴 金 ( つ いち ょ うき ん ) 


徴兵 制 (ちょ う へ いせ い ) 源泉 徴収 (げん せん ちょ うし ゅ う ) 





aSSent 
何事 も 育 定 的 に と ら え て 、 前 向き に 支 力 する こと が 大 切 だ 。 
いく ら 問 い 詰 め の て ヽ 彼 は 人 否定 も | し な けれ ば 育 定 も し な か っ 3 









ー ラ 育 定 ( こ う て い ) ス ル Wg 否定 ( ひ て い ) ス ル 衣 定 文 (こう て い ぃ 革 ん ) 
月 定 的 に こう て いて き ) ナ 


世 





いな negate, deny, no 
條 は 、 人 入学 試験 の 合否 判定 に 関 号 し た こと を 強く 否定 し た 。 
夫婦 別姓 の 法制 化 に つい て は 昔 否 両論 あり 、 今 回 は 見 送ら 0 。 





償 ( い な ) 可否 ( か ひび) 谷 向 CS うき の ) 安 人 否 ( あ ん の ) 
ー ラ 人 耕 定 ( ひ て い ) ス ル ー ラ 耕 決 (ひけ つ ) ス ル -~ ラ 拒否 ( き ょ ひ ) ス ル 
償 定 形 ( ひ て いけ い ) 合 定 的 ( ひ て いて き ) ナ 礁 否 両 論 ( き ん ぴり ょ うろ ん ) 













店 凌 電卓 セキ 責 【 セ キ 】 一 責 積 績 [ 噴 ] * 債 サイ ) 
2 て 8) ( 宙 つ - む 加 accumulate, volume 


何事 も 、 知 識 だ け で な く 経験 を 積む こと が 必要 だ 。 
巨 作 の 積 赤字 な ど 、 解 決 を 人 据 ら れ て いる 問題 が 山積 し て いる 。 


慎 も る (つも る ) ー ラ 積む (つむ ) 積み 木 (つみ き ) 9906 
見 積 り (みっ も り ) 面積 めん せき ) 体積 (た いせ き ) 容積 (よう + 
柄 雪 (せき せつ ) 音 積 ちく せき ) ス ル 山積 ( ミ ん せき ) ス ル 


積極 的 (せっ きょく て き ) ナ 電 消 極 的 (し ょ うき ょ く て き ) ナ 
座 積 赤字 (る いせ き あ か じ ) 積載 重量 (せき さい じゅ うり ょ う ) 
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1 課 1 画 
1 級 常用 | か げ か げ - る 
月 日 の 経つ の が 速い こと を 「 光 陰 矢 の 如 し ] と いう 。 
学校 で の 陰湿 な いじ め が 社 会 問題 に な っ た 。 









shade, negatire 


陰 ( か げ ) 陰口 (か げ ぐ ち ) 日 陰 (ひか げ ) お 陰 様 (お か げき さま ) 陰影 (いん えい ) 


際 性 (いん せい )g 陽 性 (よう せい ) 陰 歴 (いん れき ) 陰謀 (いん ほう ) 
光陰 (に うい ん ) 陰気 (いん き ) ナ 陰湿 (いん し つ ) ナ 山陰 地方 (% ん いん ちほ う ) 





第 2 課 
の 簡 2 課 11 画 2 コ 受 【 ジ ュ 】 一 受 授 [ 緩 ] 
スス | 1 級 さ ず - か る さ ず - け る give, grant 
来週 の 鈴木 教授 の 授業 は 休講 だ そう だ 。 
今年 は 、 約 5 百名 の 学生 に 卒業 証書 が 授与 され た 。 













授かる ( ミ ず か る ) - ヲ 授け る (さき ず ける ) 授業 (じゅ ぎょ う ) 授受 (じゅ じゅ ) 
教授 (きょう じゅ ) ー ヲ 授与 (じゅ ょ ) ス ル ーー ラ 伝 授 ( で ん じゅ ) ス ル 


2 課 10 画 | フン 分 【 フ ン 】 一 分 紛 粉 夫 [ 拐 ] 


1 級 常用 ま ぎ - れ る ま ぎ - ら す distract divert 
両国 の 間 に 起 こっ た 紛 色 は 、 な か な か 解決 し な か っ た 。 
た いく つ を 紛 ら す た め に 、 友 達 に 電話 を か け ま くっ た 。 





紛れ る (まぎれ る ) ー ヲ 紛 ら す ( ま ぎ ら す ) - ヲ 紛らわす ( ま ぎ ら わ す ) 
紛らわしい (まぎらわしい ) 紛争 (ふん そう ) 内 紛 ( な いふ ん ) 一 ラ 紛 失 ( ふ ん し つ ) ス ル 






末 末 2 課 5 画 末 【 マ タ 】 一 未 捧 { 演 ) 
ント last part, end of something 
週末 に 恋人 と 温泉 に 行く 予定 だ 。 

電話 番号 の 末尾 が 5 番 の 方 の み 、 ご 応募 くだ さい 。 


末 ( す ぇ ) 末っ子 ( す ぇ っ こ ) 末尾 (まつ ぴ ) 末席 (ほっ せき ) 末期 (まっ き ) 末 筆 (まっ ぴ つ ) 
週末 (し ゅ うま つ ) 月 末 ( げ つま つ ) 年 末 ( ね ん まつ ) 結末 (けつ まつ) 歳 末 (きい まつ ) 
端末 (た ん まつ ) 粉末 (ふん まつ ) 始末 (し まっ ) ス ル 学期 末 ( が っ きま つ ) 

世紀 末 ( せ いき まつ ) 











採 有 電 2 課 来 【 サ イ 】 一 葉 採 彩 
木 木 - pick, take, gather 


2Z0 








Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


っ 





すべ て の 意 見 が BIS Si の で:。 採決 が 行わ れ た 。 
珍 し い 植物 を 採集 し て 、 標 本 を 作る 。 





採る (と る ) 採算 (きい さん ) 採光 (きい こう ) ー ラ 採用 (さい よう ) ス ル 
ー ヲ 採取 (さい し ゅ ) ス ル - ラ 採集 (きい し ゅ う ) ス ル  - ラ 採点 (さい て ん ) ス ル 
ー ヲ 採決 (きい けつ ) ス ル ー ラ 採択 (さい た く ) ス ル 採血 (さい けつ ) ス ル 


に 筆記 体 【 音 符 】 プ 訓読み 意味 


6 で good 


= 2 し た 7 が 、 = ツ kdK こ Ta 











善い ( ょ よい) 書 し 悪し ( ょ し あし) 美 悪 (ずん あく ) 癌 人 (ずん に ん ) 警 意 (ぜん い ) 
最 災 ( き いぜん ) 親善 (し ん ぜん ) 慈善 ( じ ぜ ん ) 偽善 ( ぎ ぜ ん ) 善良 (ぜん りょう ) ナ 


普 戦 (ずん せん ) ス ル 善処 (ずん し ょ ) ス ル ーー ラ 改善 (の か いぜん) スル 性善説 ( せ いぜん せつ ) 


1 級 select, choose 
ad の 中 か ら 適 当 な 答え を 選択 し な さ 
その 議案 は 、 Lo され な か っ Ne 








ー ラ 選択 (せん た く ) ス ル ェ ラ 採択 (さい た く ) ス ル 王者 択 一 に し ゃ た くい つ ) 


半 【 ハ ン 】 一 半 判 伴 畔 





judgement 
他人 を 批判 する の は や さ し い が 、 自 分 自身 の こと を 冷静 に 判断 する の は 難し い 。 
修 は 人 づき 合い が 避 い の で 、 近 所 で は あま り 評 判 が よく な い 。 





判事 (は ん じ ) 判決 (は ん けつ ) 評判 (ひょう ば ん ) 裁判 (きい ば ん ) 審判 (し ん ぱん ) 


判明 (は ん めい ) ス ル ー ラ 判定 (は ん て い ) ス ル ー ラ 判別 (は ん べつ っ ) ス ル 
ェ ラ 判断 (は ん だ ん ) ス ル ー ラ 批判 ( ひ は ん ) ス ル ー ニ 談判 (だ ん ぱん) スル 












提 | 提 | 財 デイ 是 【 テ イ 】 一 提 堤 * 是 ( ぜ ) 
1 級 雪 ( さ - げ る ) propose, offer 

この 番組 は 、 〇 〇 品 の 提供 で お 送り し まし た 。 

委員 会 で 彼女 が 提案 し た 意見 が 採択 され た 。 








前 提 ( ぜ ん て い ) - ラ 提言 (て い げ ん ) ス ル - ラ 提出 (て いし ゅ つ ) ス ル ーー ラ 提 起 ( て いき ) ス ル 
ー ラ 提案 (て いあ ん ) ス ル ー ラ 提示 (て いじ ) ス ル ララ 提供 (て いき ょ う ) ス ル 
ょ ラ ヲ 提 唱 ( て いし ょ う ) ス ル -ー ト 提携 (て いけ い ) ス ル 
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活字 体 筆記 体 ーー ーー 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み プ 意味 

僕 | 供 | 鍋 キョ ウ 共 【 キ ョ ウ 】 一 共 
ノヽ \ ルク N な 生 ) 上 あ 条 そ な - え る と も offer, accompany 

経済 は 需要 と 供給 の バラ ンス で 成り 立っ て いる 。 

その 子供 は 、 学 校 に 放火 し た こと を 自供 し た 。 





供 恭 
















- ヲ 供え る (そなえ ぇ る) 供え 物 ( そ な ぇ も の ) 子供 (こども ) - ラ 供述 ( き ょ うじ ゅ つ ) ス ル 
ー ラ 供給 (きょう きゅう ) ス ル ーー ラ 自供 (じき ょ う ) ス ル ーー ラ 提供 (て いき ょ う ) ス ル 
- ラ \* 供 覆 ( く よう ) ス ル 





長く 権力 の 座 に 留まる と 、 て の 析 は 必 衣 する 


国 の 権力 を 3 RE 0 edi 





権力 けん り ょ く ) 権利 けん り ) 権限 (けん げん ) 権威 (けん い ) 

人 権 ( じ ん けん ) 政権 (せい けん ) 主権 (し ゅ けん ) 特権 (と っ けん ) 実権 (じっけん ) 
職権 (し ょ っ けん ) - ラ 棄権 (きけ ん ) ス ル 有権者 (ゆう けん し ゃ ) 参政 権 ( ほ ん せい けん ) 
選挙 権 (せん き ょ け ん ) 養育 権 ( よ うい くけ ん ) 黙秘 権 (も く ひ けん ) * 権 化 ご ん ぴ ) 


課 12 画 5 正 【 シ ョ ウ 】 一 正 証 症 





1 級 _ 部 proof, evidence, certificate 
関 か ら お 金 を 借り る に は 、 保 証人 が 必要 だ 。 
何 も 証拠 が な い の に 人 を 婦 っ て は いけ な い 。 





証人 (し ょ うに ん ) 証拠 (し ょ うこ ) 証券 (し ょ うけ ん ) 
ヲ 論証 (らん し ょ う ) ス ル 確証 (か くし ょ う ) 証言 (し ょ う げ ば ん) スル 
ヲ 証明 (し ょ うめ い ) ス ル ーー ラ 実 証 ( じ っ し ょ う ) ス ル ー ラ 立証 ( り っ し ょ う ) ス ル 
ー ラ 保証 (ほし ょ う ) ス ル  - ラ 検証 けん し ょ う ) ス ル 保証 人 (ほし ょ うに ん ) 






学生 証 ( が くせ いし ょ う ) 保険 証 ( ほ けん し ょ う ) 免許 証 (めん き ょ し ょ う ) 
2 課 拓 


で し て いる ボラ ンティア 組織 に 属し て いる 
高齢 化 社会 で は 、 老 人 介護 が Pi な 問題 に な っ て くる 。 












- ヲ 座 衛 (ご えい ) ス ル ー ラ 保護 ( ほ ご ) ス ル ー ラ 救護 (きゅう ご ) ス ル 

ー ラ 愛護 (あい ご ) ス ル ー ヲ 援護 (を ん ご ) ス ル ーー ラ 弁護 ( ベ べ ん ご ) ス ル 

こ ラ 介護 (か い ご ) ス ル ー ラ 警護 (けい ご ) ス ル ーー ラ 看護 (か ん ご ) ス ル 

弁護 士 べ ん ご いり 介護 士 (か ぃ ご い ) 看護 婦 ( か ん ご ふぁ ) 看護 士 (か ん ご し ) 
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活字 体 ーー 齋 男 数 = 時 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


1 級 ね ほど こ - す carry out, give 
労 女 100 人 を 対象 に アン ケー ト 調 査 を 実施 し た 。 
両親 に 死な れ た 子ども は 、 養 護 施設 に 引き 取ら れ た 。 














ェ ラ 施す (ほど こす ) 施設 (し せつ ) 施政 (し せい ぃ )  - ラ 施行 (し こぅ) スル 
ェ ラ 実施 ( じ っ し ) ス ル * 施 工 主 (せこ う ぬ し ) * 布 施 ( ふ せ ) 
















章 導 」 2 課 ドウ 道 【 ド ウゥ 】 一 道 導 
で デ は (2 級 ) (教育 ) 人 みち び - く guide, conduct 
有名 な 教授 の 指導 を 受け て 、 博 王 責 文 を 完成 させ た 。 
迷っ て いる 人 を 教え 、 導 く の が 促 職 者 の 仕事 で ある 。 







~ ヲ 導く (みち びく ) ~ ヲ 導入 (どう に ゅ う ) ス ル - ラ 指導 (し どう ) メ ル 
ェ ラ 先導 (せん どう ) ス ル ー ラ 伝導 (で ん どう ) ス スル ー テ 誘導 ( ゅ う どう) スル 


~ ラ 補導 (ほど う ) ス ル 導火線 (どう か せん ) 半導体 (は ん どう た い ) 盲導犬 (も うど うけ ん ) 













ザイ 才 【 ザ イ 】 一 材 財 


material, timber, talent 
ーーー る 必要 が ある 。 
この 事件 を 取材 する る うち に 、 間 題 の 核心 が 見 えて きた 。 


* オ (サイ ) 











材質 (ざい し っ ) 材料 (ざい りょう ) 材木 (ざい も く ) 人 材 (じん ぎ い ) 教材 ( き ょ うぅ ざい ) 
題材 (だ いざ い ) 機材 ( き ざい) 素材 ( そ ざ い ) ー ラ 取材 (し ゅ ざい) スル 












セキ 責 【 セ キ 】 つ … 責 積 
SN achievements 
牟 err 還 Perm 

この 分 野 に お ける 長年 の 功績 が 認め られ て 、 基 


績 * 債 (サイ ) 










っ た 
テ O の 


い 


ekispeckn 


合 【 ヨ ク 】 つ … 浴 欲 * 谷 (コク ) 





火 | っ 各 ほ ば - し い ※ は ほっ - す る desire, wants 
人 く 意欲 の ある 若者 を 求め て いる 
今朝 か ら 少 し 熱 が あっ て 、 あ まり 食欲 が な い 






ー ガ 欲し い (ほし い ) 欲求 よっ きゅう ) 欲 記 ( よ く ほ ぼう) 意欲 (いよ く ) 
食欲 (し ょ く よ く ) 禁欲 (きん よく ) 欲張り (よく ば り ) ナ 強欲 (ご う ょ く ) ナ 
貧 欲 (どん よく ) ナ 掴 欲 (な ょ く ) ナ ー ヲ * 欲 する (ほっ する ) 
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活字 体 筆記 体 課 ノ 補 間 読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


朋 | 銘 | < 村 
2 ハハ | 人 人 ー 








14 画 


教育 


タイ 
State, an Situation 


目 上 の 人 に 向かっ て 失礼 な 態度 を と っ て は いけ な 


地方 自治 体 が この 地域 の 環 





8 林 和 3L8 な 選 だ な っ た 。 


上 度 (た い ど ) 態 粗 (た いせ い ) 状態 (じょう た い ) 事態 (じたい ) 失 じ っ た い ) 
TE ID より 0 受動 態 (じゅ どう た い ) 電 能動 態 (の うど うた い ) 


日 ーー 子ども を 甘やかし 過ぎ る 。 
この 食品 に は 、 人 工 甘味 料 は 一 切 使 われ て お り ま せん 。 


時 い ( あ まい ) 


ー ラ 甘受 (か ん じゅ ) ス ル 





- ニ 甘え る (あま える ) - ヲ 甘やかす (あま や か す ) 甘 言 (か ん げん ) 
甘味 料 (か ん みり ょ う ) 


キョ ウ 


お そ - れ る お そ - ろ し い fear, dread, awe 
核兵器 は 、 スピ 
お 忙し いと ころ を わざ わざ お 越し いた だ いて 恐縮 で す 。 


"で か る (お それ る ) 滋 ろ し い ( お そろ し い ) 恐れ 入る (お それ いる ) 





計ら く (おそらく) 恐怖 (きょう ょ ふ ) 恐縮 (きょう し ゅ く ) ス ル 


キュ リウ 
な @ 


及 【 キ ュ ウ 】 一 及 吸 級 


drade, class, rank 









W 1G @D | ge wazcem 
この 学校 で は 、 選 挙 で 学級 委員 を 選ん で いる 。 


級友 (きゅう ゆう ) 
上 級 ( じ ょ うき ゅ う ) 
ライ ト 級 (きゅう ) 
飛び 級 ( と びき ゅ う ) 


27 オ 4 


学級 (が っ きゅう ) 初級 (し ょ きゅう ) 中 級 ( も ちゅ うき ゅ う ) 
一 級 ( い っ きゅう ) 一 級 ( に きゅう ) 階級 (か いき ゅ う ) 


ヘビ ー 級 (きゅう ) 高級 (こう きゅう ) ナ 進級 (し ん きゅう ) ス ル 
同級 生 ( ど うき ゅ う せ い ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ン 意味 


右 心 | 3 課 13 画 ー 千 【 カ ン 】 一 千 刊 汗 肝 埋 
1 級 main part, trunk 


幹事 さん 、 同 窓 会 の 企画 ・ 7 
民主 政治 の 根幹 は 、 政 治 に 国民 の 意思 を 反映 きせ る こと だ 。 














幹 (みき ) 凌 部 (か ん ぶ ) 土 事 ( か ん じ ) 根 幹 (こん か ん ) 
骨 幹 (こっ か ん ) 新幹線 (し ん か ん せん ) 幹線 道路 (か ん せん どう ろ ) 









園 了 | 計 計 
林 - 1 級 常用 LN rink 








ei 起点 に 市 内 を 循環 する 。 

文化 祭 の 一 環 と し て 不用 品 の バザー を 行う こと に な っ 際 。 
環境 (か ん きょう ) 環状 (か ん じょう ) - 環 (いっ か ん ) ス ル 
循環 (じゅ ん か ん ) ス ル 環状 線 ( か ん じょう せん ) 












境 | 境 | 庄 キョ ウ * ケ イ 起 【 キ ョ ウ 】 一 境 鏡 
J 5 (9 (g さか い boundary, border 
交通 事故 で 生死 の 境 を さま よっ た ( 1 ご り 止 め た 。 
あの 子 は 貧し い 境 遇 に も 負け ず 、 明 る < く 素直 に 育っ た 。 









こき よ 入 ) 境界 (きょう か い ) 
きゃ っ きょう ) まま 境内 (けい だ い ) 


境 (さか い ) 心境 (し ん きょう ) 国境 
環境 (か ん き ey 境 ョ 肌 ( き の ぐ で 909 道 境 ( 


夕 " 「 タ | ② 級 ) 
子ども の ころ の 野球 ま 監 督 に な り た いと いう 夢 は 、 む な し く 破 れ た 。 
突然 の 出火 に お どろ いた ホテ ル の 客 は 、 煙 の 中 を 夢中 で 逃げ ば まどっ た 。 





に り 夢 相 ( も る そう ) ス ル 夢遊 病 ( な ゆう びょう ) 無 我 夢 中 ( む が むち ゅ う ) 





の (g 呈 (教育 ) Skil, technique, art 


ベテラン 俳優 の 素 晴 ら 計 ン イー 観客 は 大 き な 拍手 を お くっ た 。 
職業 訓練 所 で 専門 技術 を 身 に つけ た い 。 





技 ( わ ざ ) 技術 (ぎじ ゅ つ ) 技師 (ぎし ) 技能 (ぎの う ) 技量 (ぎり ょ う ) 
特技 (と くぎ ) 競技 (きょう ぎ ) 球技 (きゅう ぎ ) 演技 (を ん ぎ ) ス ル 


07 ゆ 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 
系 【 ケ イ 】 一 系 





1 級 syStem, lineage grouD, Series 
この 本 は 、 日 本 社会 の 慣習 に つい て の 基本 的 な 事績 を 体系 的 に まとめ て ある 。 
ここ は 、 東 京 に 本 社 を 持つ 有名 な 〇 〇 商事 の 系 列 会 社 で す 。 


大 系 (た いけ い ) 系 列 (けい れつ ) 系 統 ( け いと う ) 体系 (た いけ い ) 
家系 (か けい ) 日 系 (に っ けい ) 系 図 ( け い ず ) 太陽 糸 (た いよ うけ い ) 


銀河 系 (ぎん が けい ) 神経 系 (し ん けい けい ) 


3 課 6 画 ザイ 
在 笠 (2 級 ) 教育 ) あ - る exist, be located in 





彼女 は 仲間 の 中 で も ひと きわ 目立つ 存在 だ っ た 。 
ーー し か 生息 し な い 動物 の 生 態 を 調査 する こと だ 。 


在 る (ある ) 在宅 (ざい た く ) 在任 (ざい に ん ) 在 日 (ざい に ち ) 
在庫 (ざい こ ) 在 来 ( ぜ ざい らい ) 現在 (げん ざい ) 所 在 ( し ょ ざい ) 
不在 ( ふ ぎ ざい ) 在住 (ざい じ ゅ う ) ス ル 在学 (ざい が く ) ス ル 存在 (を そん ざい ) ス ル 


実在 ( じ つ ざ い ) ス ル 滝 在 ( た い ぎ ざい) スル 駐在 員 ( ち ゅ うざい いん ) 





録 | 録 16 画 生 【 ロ ク 】 一 録 * 緑 (リョ ク ) 
必 生計 必至 SO 


(2 級 ) 
今年 は 雨 が 多く 、 降 雨量 の 記録 が 更新 され そう だ 。 
引っ 越し た 次 の 日 、 市 役所 で 住民 登録 を 済ま せ た 。 


目録 (も くろ く ) 付録 (ふろ く ) ー ラ 録音 (る くおん) スル 
ー ラ 録画 (ろく が ) ス ル ー ラ 記録 (きろ く ) ス ル ェ ラ 収録 (し ゅ うろ く ) ス ル 


ー ラ 登録 (と うろ く ) ス ル 住所 録 (じゅ うし ょ ろく ) 議事 録 (ぎじ ろく ) 





叉 | 正 双 | 3 課 18 画 | ソウ 
1 級 常用 さわ - ぐ make noise, disturb, noisy 


授業 料 値 上 げに 反対 し て 、 学 生 達 が 騒い で いる 
災 も ーー 演 本 人 な どの ニュ ー ス 空 開く て ど 、。 物 騙 な 世の中 に が の だ る も め だ と 選 う 


騒ぐ (きわ ぐ ) ー ラ ヲ 双 が す ( さ わが す ) 騒が し い ( さ わが し い ) 騒音 (そう お ん ) 
双 動 (そう う どう ) 物騒 (ぶっ そう ) ナ 由 々 し い ( そ う ぞ どう しい) 


2Z6 
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芋 記 体 ーー 音読 み 【 音 符 】 訓読 み プ 意味 


DE 3 エン 全 【 エ ン 】 一 沿 鉛 
/ ロ | 1 Pi follow along, lie along 


の よー Tee 1 に みや げ を 売る 店 が 立ち 並ん で いる 
記念 式典 で 校長 先生 が 学校 の 沿革 に つい て 話さ れ た 。 



















ー ニ 筒 う (そう ) 沿道 (を ん どう ぅ ) 沿岸 (た ん が ん ) 沿海 (を ん か い ) 沿革 (えん か く ) 





11 画 
(2 級 ) (教育 ) 
「 ここ は 工場 建設 予定 地 で 立ち 入り 禁 区域 で す 。 


昨夜 か ら 雪 が 隆 り 続き 、 関 東 全 域 に 大 雪 注 意 報 が 出 き れ た 。 





地域 (ちい き ) 区 域 ( く いき ) 全域 (ぜん いき ) 海域 (か いい き ) 
流域 (りゅう いき ) 領域 (りょう いき ) 聖域 (せい いき ) 


三 





あ た - え る dive, provide 
彼女 は 眼鏡 を か ける と 、 人 に 与え る 印象 が 大 きく 変わ る 。 
サラ リー マン な ど 給 与 所 得 者 の 所 得 税 は 給料 か ら 天 引き され る 








ー ニ ー ラ 号 え る (あたえ る ) 号 党 ( よ と う ) 給与 (きゅう よ ) ー ヲ 贈与 (ぞう よ ) ス ル 
ェ ニ 関与 (か ん ょ ) ス ル 


ン 呈 ノ 1 級 常用 か げ shadow, reflection 


彼 は 学校 で は 目立た な い 、 影 の 薄い 存在 だ っ た 。 





この 作品 の 主人 公 に は 、 作 者 の 反骨 精神 の 投影 を 見 る こと が で きる 。 
影 (か げ ) 影響 (を いき ょ う ) ー ラ 投影 (と うえ い ) ス ル 


ェ ヲ 撮影 ( さ つ え い ) ス ル 


キョ ウ 郷 【 キ ョ ウ 】 一 郷 略 
ヨ 選 1 級 常用 ひび - く Sound, echo, affect 
肉 や 野菜 の 値上がり は 、 私 た ちの 生活 に 直接 響い て くる 。 
次 に 役立つ よう な 製品 を 提供 し 、 大 き な 反 響 が あっ た と き は 本 当 に うれ し い 。 





響く (ひび く ) 郷 き (ひび き ) 音響 (お ぉ ん きょう ) 反攻 ( は ん きょう ) ス ル 
交響 曲 こ に こうきょう きょく ) 


ご 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 





策 れ ケ 3 課 12 画 サク 
来 1 級 (教育 ) plan, means, policy 


目的 を 達成 する た め に 、 何 ら か の 方 策 を 立て て 計画 的 に 進め よう 。 
英 の 策略 を 見 破り 、 その 糞 を か いて 大 勝利 を を 収め た 。 


東 賠 (きく りゃ く ) 方 策 ( ほ うさ く ) 対策 (た いさ く <) 政策 (せい さく ) 
国策 (に くさ く ) 具体 策 ( ぐ た いさ く ) 





人 の 3 課 11 画 へ 境 4 
LIT| ん 1 級 (教育 ) careful, dense, secret 


健康 は 、 有 睡眠 や 栄養 と 密接 に か か わっ て いる 。 
社内 の 不正 が 内 部 の 者 の 密告 で 明らか に な っ た 。 


銘 度 ( み つど ) 秘密 (ひみ つ ) 機密 (きみ っ ) 密約 (みな つっ やく) 審 集 (な っ し ゅ う ) ス ル 
ー ヲ 容 売 (な つば い ) ス ル ー ラ 紗 造 (みつ ぞう ) ス ル ー ラ 密輸 (みつ ゆ ) ス ル 
- 下 密談 (みつ だ ん ) ス ル こ ニ 突 告 みっ こく ) ス ル ー ニ 密着 (みっ ちゃ く ) ス ル 


光 接 (みっ せつ ) ナ 精 審 (せい みつ ) ナ 親密 (し ん みつ ) ナ 過 沿 (か みつ ) ナ 上 厳 審 ( げ ん みつ ) ナ 


ノエ ー|/ エ ー| 3 課 12 画 ガイ “カイ 
1 級 まち street, town 





近所 の 商店 街 の 福引 セー ル で 自転 車 が 当たっ た 。 

原子 爆弾 の 投下 に より 、 広 島 市 街 は 全壊 し 、 二 十 数 万 人 の 死者 が 出 た 。 

街 (まち ) 街路 (が いろ ) 市 街 (し が い ) 商店 街 ( し ょ うてん が い ) 
住宅 街 ( じ ゅ うた く が い ) 街路 樹 ( が いる じゅ ) ま * 街 道 (か い ど う ) 





* 経 3 課 15 画 カン 
パ 友 小 友 1 級 常用 ここ ゆる - め る loosen, relax, be moderate 


寺 へ の 参道 は 、 長 く 緩 や か な 坂 で あ 
交通 の 混雑 を 緩和 する た め に の 勤 が 提 き され て いる 。 


緩む (ゆる も ) ー ラ 緩め る (ゆる め る ) 緩い (ゆる い ) 緩やか (ゆる や か ) ナ 
ミ ヲ 緩和 (か ん わ ) ス ル 半 緩 (し か ん ) ス ル 緩慢 (か ん ま に 7109 は 


団 【 ヒ ョ ウ 】 一 票 
標 け 1 本 sign, mark 





駐車 ち の ーー ビニ レニ 
1990 年 を 標準 と し て 、 そ の 人 後 の 物価 指数 の 推移 を 調べ た 。 


標準 (ひょう じゅ ん ) 標本 (ひょう ほん ) 標高 (ひょう こう ) 標識 (ひょう し き ) 


標示 (ひょう じ ) 目標 (も く ひ ょ う ) 指標 (し ひょう ) 座標 ( ざ ひ ょ う ) 商標 (し ょ う ひ ょ う ) 
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祐 字体 P コ : 級 プ 種別 音読 み 
9 画 サ 


信 上 (教育 ) Investiate 


【 音 符 】 ノ 訓読 み ン 意味 










ペル ーー を 審査 し 、 人 選 作 品 を 決定 する 。 

将来 の 進路 選択 の 参考 に する た め に 、 職業 適性 検査 を 受け る つも り だ 。 
査証 ( さ し ょ う ) 選 査 (じゅ ん 8) ラ 査 定 (さき てい) スル 

ー ラ 調査 (ちょ うさ) スル ー ラ 検査 (けん さき) スル 捜査 (そう さ ) ス ル 

ー ラ 審査 (し ん さ ) ス ル ー ラ 監査 (か ん さき) スル 会 計 監 査 ( か いけ いか ん る ) 


7 画 ジョ ウ 





大 | 5 時 プー conditions, certificate, letter 
ーー の 金属 の 色 や 固 さ や 形状 に は 何 の 変化 も 見 られ な か っ た 。 
現場 の 深刻 な 8 あれ 較 する だ た め 、 政 府 は 教育 制度 の 改革 に 乗り 出し た 。 





状態 (じょう た い ) 状況 (じょう きょう ) 現状 (げん じょう ) 形状 (けい じょう ) 
は は ま 導 ) PP (E 500 賞状 (し よ う じょう ) 免状 (めん じょう ) 
= 錦 状 (ね ん が じょう ) 表彰 状 (ひょう し ょ うじ ょ う ) 





の が oe VOiCe, vocal 


[7 各 生 リー テ 


この 羽生 に 因 し て は 。 政府 に 対す る 非難 の 声 が 高かっ た 。 
車 尊 問 題 を 話し 合っ て いた 両国 の 代表 は 、 次 の よう な 共同 声明 を 発 7 












ーー ーー に ーー ビル て 、 て 。、 ーー ミト Zs ge トマ 由 ヽ 
声 (こえ ぇ ) 大 声 ( お ぉ ご ぇ ) 小声 ( こ ご ぇ ) 地 声 ( じ ご ぇ ) 泣き声 ( な き ご ぇ ) 
声変わり (こえ が わり ) 声明 (を せい めい ) 歓声 (か ん せい ) - ラ 声援 (せい え ぇ ん) スル 
発声 (は っ せい ) ス ル 声楽 家 ( せ い が く か ) 
無声 音 ( む せい お ん ) 電 有声 音 ( ゅ う せ い お ん ) 無声 映画 (な せい えい が ) 
る 生 】 三 | 
第 4 課 
光 | 光 4 課 6 画 | コ ゥ 
ノロ | G② 紋 ) 育 (教育 ) ひか - る ひか り light, rays 








= と で は 夏 の 日 光 浴 が 欠か せな い 。 

部 屋代 は 光熱 費 を 含め て 5 万 円 に な る 。 

光 ( ひ か り ) 光る (ひか る ) 光線 (こう せん ) 日 光 ( に っ こう ) 
光景 (こう けい ) 観光 (か ん こう ) ス ル 光栄 (こう えい ) ナ 光熱 費 ( こ うねっ の ) 
蛍光 灯 ( け いこ うと う ) 光化学 (こう か が く ) ス モッ グ 昌光 浴 ( に っ こう よく ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み プ 意味 





4 課 10 画 | ティ 廷 【 テ イ 】 一 廷 庭 艇 
の に わ court, garden 
大 学生 に は 家庭 教師 の アル バイ ト を する 人 が 多い 。 
小 中 学校 の 校庭 に は 、 た いて いさ くら の 木 が 植え て ある 。 


庭 ( に わ ) 中 庭 (な か に わ ) 裏庭 (うら に わ ) 庭師 (に わし ) 
庭園 (て いえ ん ) 校庭 (こう て い ) 家庭 (か て い ) 家庭 教師 (か て いき ょ うし ) 





負 多 4 課 14 画 同 【 ド ウ 】 一 同 洞 胴 銅 * 入 トウ み ) 
1| 6 級 ) 尼 高 


政 人 の 停 業 を 記念 し て 、 公 園 に 銅像 を 建て た 。 
海辺 で 育っ た 若者 た ち は 赤銅 色 の 肌 を 灯 か せ て いる 


負 山 (どう ざん) 鋼 線 (どう せん ) 銅貨 (どう か ) 鋼 像 (どう ぞう ) 
育 鋼 器 (せい どう る き ) * 赤 銅 色 (し ゃ くど うい ろ ) 





人 | 寺 人 、| 4 課 11 画 | シャ 人 告 【 シ ャ 】 人 樹 
ら 

(教育 ) | す - て る discard, abandon 
小数 点 以 下 を 四捨五入 する 。 
不用 品 は 思い 切っ て 捨て た ほう が よい 。 





こ ラ 捨て る ( す て る ) ェ ラ 見 捨て る (みす て る ) 取捨 選択 (し ゅ し ゃ せん た く ) ス ル 
ー ヲ 四 捨 玉 (し し ゃ ご に ゅ う ) ス ル 





本 校 は 創立 百年 の 伝統 を per る 県 立 高校 で ある 
公文 書 の サイ ズ は A4 版 に 統一 され た 。 





統計 (と うけ い ) 伝統 (で ん と う ) 系 統 ( け いと う ) 総統 (そう と う ) 
ー ヲ 統一 (と うい つ ) ス ル ー ラ ヲ 統合 (と う ご う ) ス ル ー ラ 統治 (と うち ) ス ル 
大 統領 (だ いと うり ょ う ) 正統 派 (せい と う は ) 血統 書 ( け っ と うし ょ ) 
絢 N 人 周 4 課 14 画 モウ 
負 人 | 1 「 常用 あみ net, network 
現代 社会 ( えな い 情 報 網 が 張り めぐ らき され て いる 。 
飛 が 人 ら な よう に 網戸 を 閉め て お を [eo) 
網 (あみ ) 網戸 (あみ ど ) 金網 (か な あみ ) 網膜 (も うま く ) 


ca ヲ 網 維 ( も うら ) ス ル 連絡 網 ( れ ん らく も う ) 通信 網 (つう ろう し ん も う ) ) 情 報 網 ( じ ょ よう ば 人 う や うけ 


280 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 





活字 体 筆記 体 生生 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


本 条 1 10 画 ン ョ ウ 
。 ] 常用 appellation, praise, tille 


條 は 日 本 語 の 親族 呼称 の 研究 を 行っ て いる 。 
金沢 は 小 京都 と 称 さ れる 町 の 一 つ だ 。 








ー ト 称す る (し ょ うす る ) 称号 (し ょ う ご う ぅ ) 名 称 ( い し ょ う ) 呼称 こし ょ う ) 
人 称 ( に ん し ょ う ) 自称 ( じ し ょ う ) 抱 称 ( あ いし ょ う ) 員 称 (りゃ くし ょ う ) 
総称 (そう し ょ う ) ー ヲ 称賛 (し ょ うさ ん ) ス ル 





4 課 8 画 支 【 シ 】 一 支 肢 枝 * 技 ( ギ ) 
1 級 常用 limb, choices 


テス トト は すべ て 四肢 選択 問題 だ っ た 。 
スポ ボー ツ 選 手 の 均整 の と れ た 肢体 は 美しい 。 








股 体 ( し た い ) 上 肢 ( じ ょ うし ) 下肢 (か し ) 
選択 肢 ( せ ん た くし ) 四股 選択 (よん し せん た く ) 




















ES 12 画 | ソウ * シ ョ ウ 杜 【 ソ ウ 】- 杜 往 敵 
2 ズ ぐ 9 人 教育) | よそ お ぉ - う dress, wrappind, pretend 





外国 か ら の 委 客 の 歓 迎 の 宴 | に 正装 で 出席 し た 。 
この 菓子 は お いし い が 、 過 剰 包 装 が 問題 だ 。 


ー ヲ 装う (よそ お う ) 装置 (そう ち ) 服装 (ふく そう ) 正装 (せい そう ) ス ル 
ー ラ 包装 (ほう そう ) ス ル 変装 (へ ん そう ) ス ル こ ラ 改装 (か いそ う ) ス ル 

武装 ( ぶ そ う ) ス ル 装飾 品 ( そ うし ょ う ひ ん ) 装身具 (そう し ん ぐ ) 

* ま 衣装 ( い ぃ しょう) * 装 束 (し ょ うそ ぞ く ) 


般 【 ハ ン 】 一 般 搬 * 盤 [* 盤 バン)] 


stage, board, foundation 
堤下 太 の 流 み 上 げ が 原因 で 地 角 が 沈下 し た 。 
ボー ツ 大 会 も 終盤 に 入り 、 残 り 4 試合 と な っ た 。 








基盤 ( き ば ん ) 円 盤 (を ん ば ん ) 地盤 ( じ ば ん ) 序盤 ( じ ょ ば ん ) 
終 杉 ( し ゅ うば ん ) 文字 盤 ( も じ ば ん ) 維 針 盤 ( らし ん ば ん ) 配電 盤 ( は v ゝ で ん ば ん ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 級 / 種 別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 


の 2 4 課 12 画 | シュ ウ \ シ ュ 
プ ノ 1 級 multitude, masses 


携帯 電話 の 普及 で 、 公 衆 電話 が 少な く な っ た 。 

演 歌 は 現代 で も 大 衆 に 人 気 が あ る 。 

大 衆 ( た いし ゅ う ) 観 奈 (か ん し ゅ う ) 聴衆 (ちょ うし ゅ う ) 
衆議院 (し ゅ う ぎ いん ) 合衆国 (が っ し ゅ うこ く )  * 衆 生 ( し ゅ じょう ) 





民衆 (な ん し ゅ う ) 
公衆 (こう し ゅ う ) 





ーー | 4 課 4 画 | ゴ 
刀 
常用 た が - い reciprocal, mutual 


国際 的 な 相互 交流 が 進ん で いる 
格 上 の チー ム に 対し 、 互 角 に 戦っ た 。 


互い に (た が い に ) 角 (ご か く ) 選 ( ご せん ) 相互 (そう ご ) 


交互 (に こう ざ ) 互換 性 (ご か ん せい ) 


台 かり s 


と ぼ し い 英 語 力 を 駆使 し て 外国 企業 と 交渉 する 。 


昌 日 


條 女 は 女性 の 政界 進出 の 先駆 者 と な っ た 。 





区 【 ク 】 一 区 駆 
drive, advance, InSDIire 






駆け 引き (か け ひ き ) - ヲ 駆り 立て る (か り た て る ) ェ ラ 駆使 ( く し) スル 
ヲ 駆除 (くじ ょ ) ス ル ー ラ 駆 授 (くち く ) ス ル 先駆 者 (せん くし ゃ ) 四 輪 駆動 ( ょ ん りん くど う ) 


需 【 ジ ュ 】 一 需 信 


demand, need 





現代 人 に と っ て 携帯 電話 は 必需 品 だ 。 
価格 は 需要 と 供給 の バラ ンス で 決ま る 。 


宙 j 要 ( じゅ よ う ) 電 供 * 給 ( き ょ うき ゅ う ) 内 和夫 ( な いじ ゆめ 必需 品 ( ひ つ じゅ ひん ) 


車 条 産業 ( ぐん じゅ さん ぎょ う ) 





ソウ 
人 NE ふた pair, both 


姉 に 双子 の 赤ちゃん が 生ま れ た 。 
当事者 双方 の 意見 を 聞い て 調停 する 
双葉 (ふた ば ) 叉 方 (そう ほう ) 入 曲 線 (そう きょく せん ) 目 


双子 (ふた ざ び ) 
叉 眼鏡 (そう が ん きょう ) 双生児 (そう せい じ ) 


" 
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4 課 14 画 | タン 


1 級 常用 は し は は た end,side, edge, point 
ーー りお EC を だ き M。 


彼 が 極端 な 意見 を 出し た こと が 発端 と な っ て 言い 争い に な っ た 。 















端 (は し ) 端数 (は すう ) 道端 (みち ば か ) 未 端 (まほ っ た ん ) 
先端 (せん た ん ) 発端 (ほっ た ん ) 極端 ( ほ ょ く た ん ) ナ 端的 (た ん て き ) ナ 


及 | 及 | 4 課 キュ ウ 及 【 キ ュ ウ 】 一 及 吸 級 
1 級 お よ - ぶ お よ - び お よ - ぼ す reach to, cause 


携帯 電話 の 普及 は 、 コ ミ ュー ニケ ーション の 形態 を 変 た つつ ある 
汚職 問題 で 住民 は 市 長 の 責任 を 追 追及 し た 。 





三波 湖 よぶ) ー ラ 及ぼ ば す ( お ょ よ ぼ す ) 及び (お ょ よび の ) ェ ー ラ 追及 (つい きゅう ) ス ル 
普及 (ふき ゅ う ) ス ル ー ニ 渡 及 (は きゅう ) ス ル ー ニ 言及 (げん きゅう ) ス ル 


ノー |/ カ ー| 4 課 抽 衣 
気象 観測 の た ーー 衛星 


の 打ち 上 げに 成功 し た 。 
水害 で 町 の 衛生 状態 は 日 に 日 に 悪化 し た 。 












衛星 (えい せい ) 衛生 (えい せい ) 守衛 (し ゅ えい ) 門 衛 ($ も ん ぇ えい) 


4 課 9 画 セイ 
二 -| ② 引 ) 和 人 教育 ) | ほし 
夜空 に 星 が 次 いて いる る 
人 工 衛星 の 打ち 上 げに 失敗 し た 。 









" ン ョ ウ 生 【 セ イ 】 一 生 性 姓 灯 星 


Star 








星 ( ほ し ) 昨 占 い ( ほ し うら な い ) 流れ 星 ( な が れ ぼ し ) 星座 (せい ざ ぎ ) 
流星 群 ( り ゅ う せ いで ぐん ) 一 等 星 ( い っ と う せ い ) 人 工 衛星 (じん こう えい せい ) 
* 明 星 ( な みょう じょう ) 


^ 博 4 課 10 画 人 グ 
ンド 1 級 常用 search for, cord 
渓 和 の 


音 訓 索引 を 引く 。 
イン ター ネッ ト で 文献 を 検索 する 













索引 (きく いん) 思索 (し さく ) ス ル ー ラ 検索 (けん さく ) ス ル 
~ ラ 模索 (も ミ さく) スル ー ラ 捜索 (そう さく <) スル 


283 





阪 硫 課 / 画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ブ 意味 


1 級 (教育 ) | か り temporary, assumed, informal 


La ER ご o 
この 仮説 が 正しい と 仮定 する と 、10 年 後に は 大 変 な た こと に な る だ ろう 。 


仮に (か り に ) 仮 免許 (か り め ん き ょ ) 仮釈放 (か り し ゃ く ほ う ) 仮名 (か な ) 仮説 (か せつ ) 
仮面 (か めん ) - ト 仮 定 ( か て い ) ス ル ーー て キト * 板 病 ( け び ょ う ) 


第 5 課 


リリ 6 


渡航 手続 き を 簡略 化す る 。 
至 風 の 影響 で 航空 機 の 欠航 が 相次い だ 。 


応 【 コ ウ 】 一 抗 撤 航 [ 杭 ] 
navigate, Sall, Cruise, fly 









航 泊 こう か い ) 航路 (こう ろ ) 就航 (し ゅ うこ う ) ス ル 運航 (うん こう ) ス ル 
渡航 (と こう ) ス ル ー ヲ 出航 (し ゅ っ こう ) ス ル 欠航 (けっ こう ) ス ル 
PP 航空 機 こ うく うき ) 航空 便 (こう くう びん ) 


人 5 課 13 画 | ケイ 
ノッ ー 1 級 常用 | た ず さ - わ る た ず さ - え る carry in(hand), participate 


日 本 で は 、 外 国人 は 外国 人 登録 証 を 常に 携帯 する よう 求め られ る 。 
彼女 ンー ドー の Ti 





ー ニ 携わる (た ず き わ る ) 一 ラ 携え る (た ず さ え る ) 必携 (ひっ けい ) - ラ 携行 (は けい こう ) ス ル 
ヲ 携帯 いたい) スル 一 ト 提 携 ( て いけ い ) ス ル 一 ト 連 携 (も ん けい ) ス ル 
携帯 電話 (けい た いで ん わ ) 


1 級 常用 くる - う 
狂言 は 日 本 の 伝統 芸能 の 一 つ で ある 。 
サッ カー の ワー ルド カッ プ に は 熱狂 的 な ファ ン が 大 勢 集まる 












くる - お し い crazy, 9O mad 


こ ご 和 狂う (くる う ) 狂おしい (くる お し い ) 狂気 (きょう き ) 狂人 (きょう じん ) 
狂言 (きょう げん ) 狂喜 (きょう き ) ス ル ーー 熱狂 (ね っ きょう ) ス ル 


発狂 (は っ きょう ) ス ル 狂信 的 (きょう し ん て き ) ナ 熱狂 的 (ね っ きょう て き ) ナ 
に | 2058 land 
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飛行 機 が 着陸 紫 勢 に 入っ た 。 
アメ リカ 大 陸 は コロ ンプ ブ ス が 発見 し た 。 


陸地 ( り くも) 大 陸 ( た いり く ) 陸軍 (りく ぐん ) - ニ 上 陸 ( じ ょ うり く ) ス ル 
ー ニ 着陸 (ちゃ くり く ) ス ル - ラ 離陸 ( り りく ) ス ル 内 陸 部 (な いり く ぷ ) 
陸上 競技 ( り くじ ょ うき ょ う ) 


泊 字 体 筆記 体 課 面 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 グ 訓読 み プ 意味 


件 / の 5 課 12 画 キョ ゴ 
| 3 常用 お ん * お honorific prefix, control 


大 相 栓 夏 場所 は 15 日 間 満 員 御 礼 だ っ た 。 
会 社 宛 に 手紙 を 書く と き は 「 様 ] で は な く 「 御 中 ] と 書く 。 















件 中 (お ん ちゅ う ) 御礼 (ちん れい ) ェ ラ 御 す る (ぎょ する ) 御 者 ( き ょ し ゃ ) 
御所 (ご し ょ ) 御殿 (ご て ん ) - ヲ 制御 (せい ぎょ ) ス ル 
仙 用 納め (ご よう お さめ ) 御 無 沙汰 (ご ぶさ た ) ス ル * 御 手先 (お て あら い ) 


トウ 倫 【 ト ウ 】 一 塔 搭 





board, load 
この 車 は 新型 エン ジン を 搭載 し て いる 。 
JAL507 便 で ご 出発 の お 客 様 は 6 番 ゲ ー ト より ご 搭乗 くだ さい 。 





こ 捨 乗 (と うじ ょ うぅ ) ス ル - ラ 搭載 と うぅ う きい) スル 拾 乗 券 (と うじ ょ うけ ん ) 
扶 乗 員 ぅ 紀 よ う ゆ ん) 


竣 【 ジ 】 一 滋 磁 慈 





magnetic, porcelain 
磁気 を コン ピュ ー タ に 近づけ て は いけ な い 。 
磁石 に は S 極 と N 極 が あ 6 








磁石 ( じ し ゃ く ) 磁気 (じき ) 磁力 (じじ り ょ く ) 磁器 (じき ) 
磁界 ( じ か い ) 電磁 波 ( で ん じ は ) 電磁 気 (で ん じき ) 
























皮 【 ハ 】 


WaVeS 


ーー 渡 破 * 皮 * 疲 * 被 ( ヒ ) 


NrE | 、 5 課 

流 厳 (2 級 ) な み 
oh 2 9 2 
高い ビル に こ 囲 まれ て いる 電波 が 届き に く が 3 








ーーー レ ーー ャ ーーー* ーー 
MK で ん 短波 (た ん ぱ ) 脳波 (の う は ) 寒波 (か ん ば ) ェ ニ 濾 及 (は きゅう ) ス ル 
% 秋 しゅ う は すう ) 赴 音 波 (ちょ うお ん ば ぱ ) 防波堤 (ほう は て い ) 波止場 (は と 
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2 筆記 体 課 グ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ノ 意味 
8 キョ ウ 見 【 キ ョ ウ 】 一 兄 
y/ い (2 級 ) 常用 conditions, situations 
ud 的 確 に 行う こと が 重要 だ 。 
市 場 は 史上 最高 の 好況 に わい た 。 





状況 (じょう きょう ) 近況 (きん を う ) 不況 (ふき ょ う )g ほ 好況 (こう きょう ) 
戦況 (せん きょう ) 概況 (が いき ょ う ) 活況 (か っ きょう ) 実況 放送 ( じ っ き ょ うほ うそ う ) 
5 課 疑 【 ギ 】 一 疑 擬 * 凝 (ギョ ウ ) 


と 到 14 画 

太 E 天 doubt, question, be SuSDiciouS 
この 論文 の 結論 に は 疑問 を 抱か ざる を 得 な い 。 
正直 に 答え た の に 疑い 深い 目 で 見 られ た 。 




















疑い (うた が い ) ー ラ 疑う (うた が う ) 疑わ し い ( う た が わし い ) 
疑い 深い (うた が いぶ か い ) 疑問 ( ぎ も ん) 疑念 ( ぎ ね ん ) 疑惑 (ぎわ く ) 
容疑 者 よう ぎし ゃ ) 人 疑 的 (か い ぎ て き ) ナ 質疑 応答 (し つぎ お うと う ) 





小 小 1 級 常用 fiber, maintain 


新しい 化学 繊維 が つぎ つぎ と 登場 する 。 





繊維 (せん い ) - ラ 維持 (いじ ) ス ル 明治 維新 (めい じい し ん ) 治安 維持 法 ( ち あん いじ ほう ) 


上 5 課 8 画 | タク 
1 級 常用 desk, table, prominent 


m| 寺 ょ ご や か に 食卓 を 囲む 情景 を 見 た 。 
彼 は 卓越 し た 行政 手 及 の 持ち 主 だ 。 





食 早 (し ょ く た く ) 教 車 (きょう た く ) 電卓 (で ん た く ) 卓球 (た っ きゅう ) 
硬 見 (た っ けん ) 卓越 (た く えつ ) ス ル 円 時 会 議 ( を ん た く か い ぎ ) 


(2 級 ) store, Storage 
万 | 選 eW gp |< 肖 え て いる 
飲み 物 を 冷蔵 庫 に 人 れ て 冷 ep 








蔵 (くら ) 蔵屋 敷 (くら や し き ) 蔵書 (ぞう し ょ ) 土蔵 ( ど ぞう ) 
地蔵 ( じ ぞ う ) ーッ 貯蔵 (ちょ を ぞう ) ス ル -ー ヲ 内 蔵 ( な い ぞ う ) ス ル ー ラ 収蔵 (し ゅ う ぞ う ) ス ル 
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死蔵 (し ぞう ) ス ル 俗 蔵 庫 (れい ぞう こ ) 貯蔵 室 (もち ょ ぞう し つ ) 埋蔵 金 ま い ぞ うき ん ) 











活字 体 筆記 体 音読 み 【 音 符 】 グ 訓 読み プ 意 味 
5 次 【 シ 】 一 次 姿 


9 画 
| 交 1 (教育 ) す が た a figure, form, shape 
育 中 を 伸ばし て 姿勢 を 正しく する 。 
野性 の 動物 は いつ の ま に か 姿 を 消し て いた 。 















交 ( す が か た) Oo せい ) 容 次 (よう し ) 雄姿 うぅ うい) 
低 変 夫 ( て いし せい ) 容姿 端 豚 (よう し た ん れい ) 


5 課 






(2 級 ) (教育 6 
客人 鈴 的 に 分 析 す る 。 
子ども た ち は 奉 い よく 外 1 に 飛び 出し て いっ た 。 


いき ぎ お - い force, power, situation 





雪 い (いき お い ) 姿勢 ( し せい ) 勢力 (せい り ょ く ) 権勢 (けん せい ) 情勢 ( じ ょ う せ い ) 

連 腔 ( う ん せい ) 軍勢 (ぐん ぜ い ) 体 鞭 (た いせ い ) 大 勢 ( お お ぜ い ン た いせ い ) 

ー ニ 加 誤 (か せい ) ス ル 優 圭 ( ゆ ゅ う せ い ) ナ 愛 勢 (ご う せ い ) ナ 国勢 調査 (こく せい ぃ ゎ ょ ぅ さき ) 
ホ 南 【 ホ 】 二 証 


邊 | 補 | 書 5 課 12 画 
と お ぎ な - う as 


補足 説明 の あと 質疑 応答 が 行なわ れ た 。 
野 米 ジュ ー ス の 結 人 ダコ 不足 を 補っ て いる 。 











浦 捕 補 舗 


upplement, supply 











ー ヲ 補う (お ぎ な う ) 補欠 (ほけ つ ) 科 講 (ほこ う ) 

ー ラ 補給 ( ほ き ゅ う ) ス ル - ラ 補充 (ほじ ゅ う ) ス ル - ラ 補助 (ほじ ょ ) ス ル 
ー ニ 補足 (ほそ く ) ス ル ー ラ 補 到 ( ほ きょう ) ス ル  - ラ 補佐 ( ほ き ) ス ル 
科 習 ( ほ は しゅう) スル ー ラ 補導 (ほど う ) ス ル ー ラ 補償 (ほし ょ う ) ス ル 
候補 者 (こう ほし ゃ ) 科 助 金 ( ほ じ ょ き ん ) 条 聴 器 ( ほ ちょ うき ) 


立候補 ( り っ こ うほ ) え ル 補正 予算 (ほほ せい ょ さん ) 


上 
1 級 寺 お ご こ ご - る お こ ご - す arise, amusement, interest 


の 凍 に より 興味 深い 事実 が 明らか に な っ た 。 
5 年 









央 災後 で 町 は 復興 し た 。 

典 る (お こる ) - ラ 興す ( ぉ おこす) 興味 ( き ょ うみ ) 余興 よき ょ う ) 興行 (こう ぎょ う ) 
ー ラ 振興 (し ん こぅ) スル 復興 ふっ こぅ) メル 興 興奮 (こう ふん ) ス ル 興味 深い ( き ょ うみ ぶ か い ) 
新興 国 (し ん こう こく ) 興信 所 (こう し ん じ ょ ) 興奮 剤 (こう ふん ぎ い ) 


28Z 


istered version 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み プ 意味 
12 画 テ 外 呈 【 テ イ 】 一 星 程 


(2 級 ) (教育 ) ほら extent, degree, formula 
っ 日 程 を 調整 だ する 。 
大 学院 の 修士 課程 を 修了 し て 博士 課程 に 進ん だ 。 





程 亜 い ( ほ ど と お い ) 程度 (て い ど ) 日 程 (に っ て い ) 工程 (こう て い ) 課程 (か て v 
過程 (か て い ) 行程 こう て い ) 音程 (G ん て い ) 方 程 式 ( ほ う て い し き ) 





拾 +#A 5 上 隊 9 画 | ル タ ュ ウ ジェ ウッ 
口 1 す ロ ひろ - う pick up, ten for the amount of money, gather 


事態 を 収拾 する に は 時 間 が 必要 だ 。 
合っ た 財布 を 稀 察 に 届け た 。 


ー ヲ 拾う (ひろ う )g 捨 て る ( す て る ) 命拾い (いのち びろ い ) ス ル 
ー ヲ 収拾 (し ゅ うし ゅ う ) ス ル 拾得 物 ( し ゅ うと く ぶ つ ) 捨 万 円 (じゅ うま ん えん ) 


推 | 槍 | 1 at infer, support 


先生 に 推薦 状 を 書い て いた だ いた 。 
環境 作 護 運 還 動 の 推進 を 区 図る 。 





ラー ニ 推 す ( ぉ おす ) ー ラ 推し 量 る (お し は か る ) 推論 (すい ろ ん ) 推移 (すい い ) ス ル 
ー ラ 推量 (すい りょう ) ス ルー ラ 推 進 (すい し ん ) ス ル ーー ラ 推測 (すい そく ) ス ル 
ー ラ 推薦 (いせ ん) スル ーー ラ 推 理 (すい り 9) スル  - ラ 類 推 (いす い ぃ スル 推薦 准 す いせ ん じょう ) 





犯 | 紀 5 課 5 画 | ハン 選 【 ハ ン 】 一 犯 範 [ 池 ] 
(2 級 ) 衝 育 お か - す crime, offend 
警 宗 は その 労 を 万 9 中 の 現行 犯 で 逮捕 LE 


人 間 は 誰 で も 過ち を 犯す 。 


- ラ 犯す (お か す ) 作 罪 (は ん ざい ) 作 行 (は ん こう ) 犯人 (は ん に ん ) 
共犯 (きょう は ん ) 防犯 (ほう は ん ) 戦犯 (せん ば ん ) - ラ 侵犯 (し ん ば ん ) ス ル 
犯罪 者 は ん ざい し ゃ ) 現行 悠 ( ば げん こう は ん ) 殺人 2 犯 ( き つじ ん は ん ) 


株 *# 5 課 11 画 み ジン 
(2 級 ) (教育 ) | さ ぐ - る さ が - す 





安 に Lee ep を 探し て いる 。 
彼 は 探究 心 が | 盛 だ 。 6 


ー ラ 探す (さがす ) 手探り (て きぐ り ) 探偵 た ん て い ) - ラ 探訪 (た ん ぼう ) ス ル 
ー ラ 探検 (た Ri ー ラ 探究 (た ん きゅう ) ス ル 探究 心 ( た ん きゅう し ん ) 
探知 器 ( た ん ち き 探検 隊 ( た ん けん た い ) 海底 探査 機 ( か いて いた ん さる) 
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第 6 課 


活字 体 筆記 体 課 画 数 級 ン 種別 
尽 肥 | 二 >| 6 課 15 画 「 シ ン 

/ 反 常用 | ふる - え る 
大 勢 の 人 の 前 で 緊張 し て 、 手 が 震え 中 。 
阪 神 大 震 災 の と き 、- 部 の 地域 で は 震度 7 を 記録 し た 。 


音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ンプ 意味 
辰 【 シ ン 】 一 振 娠 唇 震 [ 賑 ] 


ぶる - わ す guake, shake, tremble 






























ー ガ 震え る (ふる える ) ー ヲ 岩 わ す (ふる わす ) 地震 (じしん ) 岩 度 (し ん ど ) 
余 岩 ( よ し ん ) 強震 (きょう し ん ) 農 源 (し ん げん ) 震 災 (し ん さい ) 
岩 動 (し ん どう ) ス ル 岩 源 地 (し ん げん ち ) 関東 大 震 災 (か ん と うだ いし ん さい ) 


6 課 7 画 










1 級 article, stripe, item 
修 は 募集 要項 に ある すべ て の 条件 を 満た し て いる 。 
日 本 と 中 国 は 友好 条約 を 結ん で いる 。 





染 件 (じょう けん ) 条約 (じょう や く ) 条例 (じょう れい ) 条 文 ( じ ょ うぶ ん ) 

条項 (じょう こう ) 征 条 旗 ( せ いじ ょ うき ) 科 条 書 ( か じょう が き ) 

無 条 件 (な じょう けん ) 条件 反射 (じょう けん は ん し ゃ ) 

意 法 第 九条 (けん ぼう だ いき ゅ うじ ょ う ) 安全 保障 条約 (あん せん ほし ょ うじ ょ う ゃ く ) 









商 【 テ キ 】 つ ー 敵 
piCK, Clip 






滴 摘 敵 





友人 に 論文 の 問題 占 を 指摘 され た 。 
ガン の 摘出 手術 に 、 成 功 し た 。 


ーッ 摘む (つも ) 摘要 (て きょう ) ー ラ 指摘 (し て き ) ス ル 
~ ラ 摘発 (て き は つ ) ス ル  - ラ 摘出 (て き し ゅ つ ) メ ル 






炎 | 炎 | 6 課 7 画 | サイ 

2 2 1 級 わざ わ - い calamity, misfortune, disaster 
| 災い を 転じ て 福 と な す 」 と いう こと わ さ が あ る 。 
思わ ぬ 災 難 に 見 掴 われ た 。 





災い (わざ わい ) 電 幸い ( ミ いわ い ) 天災 (て ん さい ) 人 災 ( じ ん さい ) 
火災 (か さい ) 戦災 (せん さい ) 災害 (さい ぃ がい) 災難 (さい な ん ) 
彼 災 ( ひ さい ) ス ル 彼 災 者 (ひさ いし ゃ ) 大 震 災 (だ いし ん さい ) 


無病 息災 ( む び ょ うそ くさ い ) 防災 訓練 (ほう さい くん れん ) 
火災 保険 (か きい ほけ ん ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / = 種別 音読 み 【 音 符 】 訓読 み プ 意味 


命 | 金 6 課 9 ザ 守 当 用 
HH (2 級 ) 本 いのち life, command 


産業 革命 He ギリ ス の 繊維 ] 89 
内 閣 総 理大 臣 は 天皇 に よっ て 任命 き 
















似 ( い の ち ) ー ラ 命じ る (めい じ る 生命 (せい めい ) 連 命 ( う ん めい ) 

宿命 (し ゅ くめ い ) 命題 (めい だ い ) 使命 (し めい ) 洗 命 (か くめ い ) 

命中 (めい ちゅ う ) ス ル ト 命 名 (めい めい ) ス ル 2 05 す 2 

- ラ 任命 (に ん めい ) ス ル oe めい ) ス ル 致命 傷 ( ち めい し ょ う ) 

救命 具 ( き ゅ うめ い ぐ ) 一 生 懸 命 ( い っ し ょ 0 * 寿 命 ( じ ゅ みょう ) 
倒 倒 | 間 トウ 到 【 ト ウ 】 一 到 倒 

G 御 呈 た お - れ る た お - す topple, fall down, collapse 

en 支持 に より クラ ス の 代表 に 選ば れ た 。 

大 手 銀行 が つい ! e 全 | ーー 沈 g 

倒れ る (た お れる ) ー ラ 倒す (た お す ) 倒置 (と うち ) ー ラ 圧倒 (あっ と う ) ス ル 

ー ヲ 打倒 (だ と う ) ス ル 一 こ 傾 倒 ( け いと う ) ス ル 倒産 (と うさ ん ) ス ル 

転倒 (て ん と う ) ス ル 倒壊 (と うか い ) ス ル 面倒 (めん どう ) ナ 圧倒 的 (あっ て き ) 夫 


転 八 便 ( し ち て ん ば っ と う ) 主 客 転倒 (し ゅ か く て ん と う ) 


こ だ と door, house 
出かけ る 際 に は 戸締り を し っ か り 確 認 す る 。 
一 般 の 人 々 に も 大 学 の 門戸 を 開放 する 。 





戸 (と ) 戸締り (と じ ま り ) 戸惑う (と ま ど う ) 雨戸 (あま ど ) ガラ ス 戸 ( ど ) 
戸外 ( こ が い ) 戸籍 (こせ き ) 戸数 に こす うぅ ) 門戸 (も ん こ ) 


奇 【 キ 】 一 奇 寄 騎 
contribute, approach 





寄 | 寄 6 課 11 画 | キ 
記 』 ^J | (2 級 ) (教育 ) | よ - る よ - せ る 


発展 途上 国 の 学校 に 文具 を 寄付 し た 。 
最寄り の 駅 まで 徒歩 で 20 分 か か る 。 





ー ニ 寄る (よる ) ー ニ 近寄る (ちか よる ) 片 寄る (か た よる ) 年 寄り (と し ょ り ) 
最 礎 り ( も より ) 寄り 道 (より みち ) ス ル 寄席 (よせ ) ー ヲ 寄付 ( き ふ ) ス ル 
ー ラ 寄贈 ( き ぞ う ) ス ル 一 ニ = 寄与 (きよ) スル ー ニ 寄生 (きせ い ) ス ル 寄港 (きこ う ) ス ル 


ボ 
芋 生生 虫 ( き せい ちゅ め う ) 寄付 金 ( き ふき ん ) 
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IRO6I に ECR 全 /1E-【 の リロ 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 級 ノ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


N は | コ く 6 課 16 画 記 
年 さ - け る avoid, to evade 


彼 は な ぜ か 人 目 を 避け て 暮らし て いる 
上 司 は 失敗 を 部 下 の せ い に し て 責任 を 回 避 し た 。 


















ェ ラ 避け る (さけ る ) 区 青 (ひし ょ ) 和 性 難 (ひな ん ) ス ル ーー タラ 回 避 ( か いひ ) ス ル 
逃避 ( と う ひ ) ス ル 避妊 ( ひ に ん ) ス ル 不可 人 避 ( ふ か ひび ) ナ 
避妊 薬 ( ひ に ん や く ) 避雷 針 ( ひ らい ぃ しん) 避難 訓練 (ひな ん くん れん ) 





た | っ 各 6 課 10 画 
(2 級 ) (教育 ) (教育 ) follower, walk, part, uselessness 


避難 所 へ は 徒歩 で 向かう の が よい 。 
] 週間 の 努力 は 徒労 に 終わ っ た 。 





使 歩 (と は ) 徒労 (と ろう ) 生徒 (せい と ) 信徒 (し ん と 
教徒 (きょう と ) 林 徒 (ほう と ) 仏教 徒 ( ぶ っ きょう と ) se 


6 課 





(2 級 ) (教育 ) 本 い - る reSide, exist, live with 
上 し で し まっ 人 
娘 夫 婦 は 親 と の 同居 を 望ん で いる 








居る (いる ) 居間 (いま ) 居候 (いそ うろ う ) 居 有 眠り (いね むり ) 
芝居 (し ば い ) 住居 (じゅ うき ょ ) 新居 (し ん き ょ ) 皇居 (こう き 

ー ニ 居住 ( き ょ じゅ う ) ス ル ェ へ 転居 (て ん き ょ ) ス ル 

ェ ニ 入居 (に ゅ うき ょ ) ス ル ー ト 同居 (どう き ょ ) ス ル -ー ト 別居 ( べ ) ス ル 


隠居 (いん き ょ ) ス ル 












6 課 ホウ 朋 【 ホ ウ 】 一 月 [ 朋 ] [ 騰 ] 
1 級 の くず - れ る くず - す crumble, demise 
オリ ン ビ ピッ ク 出 場 を 逃し 、 選 手 た ち は 泣 き 崩 れ た 。 

大 地震 で 多く の 建物 が 崩壊 し た 。 












月 れる (くず れる ) ー ラ 崩す (くず す ) 山崩れ (や まく ずれ ) 
崩壊 (ほう か い ) ス ル 崩落 ( ほ うら く ) ス ル 崩御 (ほう ぎょ ) ス ル * 寺 月 ( な だ れ ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 





活字 体 筆記 体 課 / 画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み 意 味 


津 1 6 課 9 画 メジ 
f / 1 級 常用 つ harbor 


た だ いま の 地震 に よる 津波 の 心配 は あり ませ ん 。 
外国 か ら の 転校 生 に みな 興味 津々 だ っ た 。 





津波 (つなみ ) 興味 津々 (きょう み し ん し ん ) 津々 浦 々 (つつ うら うら ) 


カイ 喜 【 カ イ 】 一 壊 懐 
こわ - れ る こわ - す break down, destroy 


2 を 級 月 壊 が 問題 に な っ て いる 。 
コン ピュ ー タ が 壊れ て 仕事 が で き な い 





壊れ る (こわ れる ) ー ラ 壊す (こわ す ) 月 壊 (ほう か い ) ス ル 
ー ラ 破壊 (は か い ) ス ル 壊滅 (か い め つ ) ス ル 全壊 (ずん か い ) ス ル 


6 課 9 画 記 テ / 





wy の 間 

交 多 常用 に - け る に - が す の が - れ る の が - す escape, Set free 
突然 、 病 気 に な り 留 学 の チャ ンス を 逃し た 。 

真犯人 は 海外 に 逃走 し た らし い 。 





逃げ る (に げ る ) 逃がす (に が す ) - ヲ 逃れ る (の が れる ) 一 ヲ 見 逃す ( み の が す ) 
夜逃げ ( よ に げ ) ス ル 逃避 (と う ひ ) ス ル 謎 走 ( と うそ う ) ス ル 逃亡 (と う ぼ ぽう) スル 





6 課 13 画 | ゲン 
1 級 みな も と 

基 ある 資源 を 大 切 に し よう 。 

ひら が な の 起源 は 平 客 時 代 に さか の ば ぼる 。 






原 【 ゲ ン 】 一 原 源 


SOUrC@, 『GSOUrC@e, OridIn 
















源 ( み な も と ) 起源 ( き げ ん ) 水源 (すい ば げん) 固 源 (し ん ば げん) 
語源 (ご げん ) 資源 (し げん ) 財源 (ざい げん ) 


根源 的 (こん ん げん て き ) ナ 源 順 泉 徴収 ( げ ん せん ち 計 2 し ゅ う ) 


の | へ 、| 6 課 7 画 ヨ 
ボ 起 あま - る あま - す remain, other, too much 


つね に 余裕 を も っ て 行動 する 。 
余計 な 買物 は し な いよ うに し て いる 。 








祭る (あま る 余 り (あま り ) 余地 ( よ ち ) 祭 暇 (は よ か ) 
余興 (よき ょ う ) 守 和 8 gm) 余談 ( ょ だ ん ) 余裕 ( ょ ゆう ) 
祭 力 (より ょ く ) 余震 (よし ん ) 余分 (よぶ ん ) ナ 余計 (よけい ) ナ 
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活字 体 P 了 / 画数 / 級 種別 音読 み 


【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 
















standard, measure 









上 | 現 | ぁ 滞 が 1 に SN が る 。 

航空 運賃 Na 

規定 ( き て い ) 規則 ( き そ く ) 規律 (ほり つっ ) 規範 ( き は ん ) 規格 (きか く ) 
規模 ( き ほ ) 定 夫 ( じ ょ う ぎ ) 法規 (ほう き )  - ラ 規制 (きせ い ) ス ル 

大 規模 (だ いき お) ナ 規則 正しい ( き そ く た だ し い ) 新規 採用 (し ん き ミ さい よう) 



















6 課 慕 【 ボ 】 一 募 墓 慕 暮 
1 級 imitate, copy, mock 
3 ち に や ら せ る 前 に まず 模範 を 示し 

大 規模 な 方 言 調査 を 行なう 


* 漢 (バク ) 





模範 (も は ん ) 模様 (も ょ う ) 模型 (も けい ) 規模 (きま) 
~- ラ 模 僚 ( も ほう ) ス ル  - ラ 模写 (も 8 しゃ) スル < ラ 模索 (も さく ) ス ル 大 規模 (だ いき ば ) 
模造 紙 ( も ぞう いり) 模擬 授業 (も ぎじ ゅ ぎょ う ) 





Sslight, delicate, small degree of- 
紗 や 原生 動物 な ど 、 顕 微 鏡 で な いと 見 えな い 小 さい 生物 を 微生物 と いう 。 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ が 描い た 「 モ ナリ ザ の 敏 笑 」 は 世界 的 に 有名 な 絵 ヵ 






彼 力 (びり ょ く ) 微風 ( び ふ ぅ ) 後 熱 ( が ね つ ) 微量 (びり ょ う ) 後 動 ( び どう ) 
徴 笑 ( び し ょ う ) 微分 ( び ぶ ん ) 微細 (びさ い ) ナ 微妙 (が みょう ) ナ 委 mi ゃ く ) ナ 
軽微 (けけ いび ) ナ 微生物 (ひび せ いぶ づつ ) 微粒 子 (びり ゅ うし ) 顕微 鏡 ( け ん びき ょ う ) 





6 課 あず 
1 級 た - え る withstand, -proof 


つら い 練 習 に 耐え 、 と うと う 優 勝 を 勝ち と っ た 。 
彼 は 忍耐 強く 決し て 怒ら な い 。 








ニニ 耐え る (た える ) 久 耐 (に ん た い ) 対 水 性 (た いす いせ い ) 
WP ただ い 本 ん せ v ゝ ] 出 火 服 ( た い ヽ か ふ 、 く ) 耐熱 ( た - し ゝ ね つ ) ガ ラス 


介 机 強い (に ん た いづ よい ) 耐久 性 (た いき ゅ う せ い ) 耐震 構造 (た いし ん こう ぞう ) 
時 用 年 数 (た いよ う ね ん すう ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


兎 7 課 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読み 意味 





7 課 10 画 | ハン 般 【 ハ ン 】 一 般 搬 
| 入 常用 general 
日 本 人 は 一 般 的 に 外国 語 が 苦手 だ と する 意見 が ある 
諸般 の 事情 を 考慮 し て 、 検 討 し た い 。 





- 般 (いっ ぱん ) 全般 (ぜん ぱん) 諸般 (し ょ は ん ) 一 般 的 (いっ ぱん て き ) ナ 
全般 的 (ぜん ば ん て き ) ナ ー ヲ ー 般 化 ( い っ ぱん か ) ス ル 


7 課 15 画 | フン 貢 【 フ ン 】 一 噴 慎 墳 
1 級 常用 ぶ - く SDOut, erupt 


Pr03 地震 に 比べ て 予知 し や すい と 言わ れ て いる 。 
町 の 中 心 部 に ある 噴水 は その 町 の シン ボル に な っ て いる 。 








こ ヲ 噴き 出す (ふき だ す ) 噴水 (ふん すい ) 噴煙 (ふん えん ) 噴火 (ふん か ) ス ル 
噴出 (ふん し ゅ つ ) ス ル ー ラ 噴射 (ふん し ゃ ) ス ル 噴 竣 器 (ふん むき ) 噴火 (ふん か こう ) 
ル 軸 * 加 な 13 画 中 。 講 
煙 けむ り けむ - る けむ - い smoke 
WHO が 6 る 影響 に つい て 警告 し て いる 。 
火山 の 噴煙 で 空 が 賠 が っ し 
煙 ( け むり ) 湯煙 (ゆけ むり ) 煙突 (えん と つ ) 煙幕 (を ん まく ) 油煙 ( ゅ ゆえん) 


噴煙 (ふん えん ) 黒 煙 ( こ く ぇ ん ) 喫煙 (きつ ぇ えん) スル 禁煙 (きん ぇ えん) スル 
嫌煙 権 ( け ん えん けん ) 愛煙 家 ( あ いえ ん か ) * 煙 草 ( た ば こ ) 





二 | | 7 課 8 画 世 近 " 交 補 ダ 
明 | 日 教育) | むか し antiquity, long ago, old times 


子ども の ころ 、 和 聞い た 。 
関東 平野 は 海 だ っ た と いう 。 





昔 ( な か し ) 菩 話 (むか し ば な し ) 大 昔 ( お お むかし) 昔 気質 (むか し か た ぎ ) 
音 日 (せき じ つ ) ま * 今 菩 物 語 ( こ ん じゃ くも の が た り ) 


7 課 6 画 ua 
| G 各 教育) | な か 


ui 1 
先輩 \ が けん か の 仲裁 に 入っ て くれ て 、 仲 直り する こと が で きた 












中 【 チ ュ ウ 】… 中 仲 
relationship, do-between 








仲間 (な か ま ) 仲人 (な こう ど ) 伸 良 し (な か よし ) 仲直り (な か な お り ) ス ル 
- ヲ 仲 示 ( も ちゅ うさ い ) ス ル ー ラ 仲介 (ちゅ うか い ) ス ル 伯 仲 (は くち ゅ う ) ス ル 
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reaqistered version 





活字 体 ーー 計画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ン 意味 

偏 | 念 | 7 課 11 画 | ヘン 扇 【 ヘ ン 】 一 偏 編 過 
1 級 常用 か た よ - る Inclining, left-side part of a kanji, biased 

彼 は 女性 問題 に つい て 偏っ た 見 方 を し て いる 。 

様々 な 偏見 を な くす た め に 教育 の 果たす 役割 は 大 きい 。 
















偏る (か た よる ) 偏 ( へ ん ) 偏見 ( (へ ん けん ) 偏向 へ ん こう ) ス ル - ラ 偏重 (へ ん ちょ う ) ス ル 
ー ラ 偏愛 (へ ん あい ) ス ル 偏食 へ ん し ょ く ) ス ル 偏狭 (へ ん きょう ぅ ) ナ 偏屈 (へ ん くつ ) ナ 
偏執 的 (へ ん し つっ てき) ナ 偏差 値 (へ ん さち ) 


布 【 フ 】 一 布 怖 





ぬ の cloth, spread, distribute 








着物 を 作る た め に 新しい 布地 を 買っ た 。 

人 日 の 分 布 状況 を 

布 ( ぬ の ) 布地 ( ぬ の じ ) 布巾 ふき ん ) 布団 な ふとん) 毛布 (6 うふ ) 
布石 (ふせ き ) お 布施 ふせ) ー ラ ヲ 布 告 ( ふ こ く ) ス ル - ラ 布教 (ふき ょ う ) ス ル 
~ ヲ 布設 (ふせ つ ) ス ル ー タ 公布 (こう ょ ) ス ル 分 布 (ぶん ぷ ) ス ル ー ラ 発布 (は っ ぷ ) ス ル 
流布 (る ふ ) ス ル ー ヲ 散布 (ん ぷ ) ス ル ー ラ 配布 (は いふ ) ス ル 


7 課 OS 





1 級 Me ひそ - む も ぐ - る dive, hide, consealed 
海 【 を も 
英国 の スパ イ が 潜入 し た と いう 情報 が 入 入っ か 。 








ー ニ 潜る (も ぐる) 溶 む (ひそ ち ) = 潜り 込む (も ぐり こち ) 潜水 (せん すい ) ス ル 
潜行 (せん こう ) ス ル 原潜 ( げ げん せん 原子力 潜 水 艦 ( げ ん し り ょ くせ ん すい か ん ) 

汚水 夫 ( せ ん すい ょ ふ ) 潜水 服 ( せ ん すい ふく ) 潜水 病 ( せ ん すい びょう ) 

溶 水 艇 (せん すい か ん ) 一 ニ = 潜入 (せん に ゅ う ) ス ル 浴 在 (せん ざい ) ス ル 


ー ニ 潜伏 (せん ぶ ぷく) スル 潜在 意 皿 識 (せん ざい いし る) 





ご - め る be included, into 
EE 下 ーー レー ト が 潜り 込ん で いる 。 
を 込め て お 礼 の 手紙 を 書い た 。 





込む (こわ ) る (こめ る ) 申込 み ( も うし こみ ) 見 込み (みこみ) - ニ 申し 込む (も うし こも ) 
Pa む ) ー ラ 払い 込む (は らい こも ) = 潜り 込む (も ぐり こむ ) 

~- こ = 打ち 込む (うち こち ) = 書き 込む (か きこ わ ) ー ニ 飛び 込む (と び こ も わ ) 
申込 書 (も うし こみ し ょ ) 飛 込 台 (と び こ み だ い ) 払込 用 紙 ( は らい こみ ょ うい ) 

引っ 込み 思案 (ひっ こみ じ あ ん ) ナ 
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活字 体 筆記 体 課 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


剛 仙 に 
(2 級 ) (教育 ) ち - る ち - ら す ち - ら か す ち - ら か る scatter, SDend 
スト レス を 発散 する た め に 運動 する 


忙し く て 片付け る 時 間 が な い の で 、 私 の 者 屋 は か な り 散 ら か っ て いる 





前 る (ちる ) ー ヲ 散ら す ( ち ら す ) 散ら か る (ちら か る ) ー ヲ 散ら か す ( ち ら か す ) 
散文 (ほん ぶん ) 散会 (きん か い ) ス ル 散財 ( ミ きんざい) スル 散策 (さん さく ) ス ル 
前 水 ( き ん すい ) ス ル ラ 散布 (きん) スル 散乱 (さん らん ) ス ル 散歩 (ほん ぽ ) ス ル 
散 胡 (ほん ぱつ) スル 拡散 (か くさ ん ) ス ル 離散 ( り さん) スル 退散 (た いさ ん ) ス ル 
発散 (は っ さん ) ス ル 分散 ( ぶ ん きん) スル 散漫 (きん まん ) ナ 散々 (さん ざん ) ナ 





導 【 コ ウ 】 ー 講 溝 購 構 


channel, trench, qutter 









清 
付 時 |, 1 級 常用 

マリ アナ 海溝 は 世界 で 一 番 深い 海 だ 。 
道路 の 側溝 に タイ ヤ が 落ち て 事 故 を 起こ し た 。 





潜 ( み ぞ ) 海港 (か いこ う ) 側 著 (そっ こう ) 排水 潮 ( は いす いこ う ) 


帳 回答 全 下 ニー 
1 級 常用 concave 


凹面 鏡 で 太陽 の 光 を 集め て 紙 を 燃やす 実験 を し た 。 
この 道 は 凹凸 が 多く て 走り に くい 。 


凹 ( ね おう ) レ ンズ 凹凸 (おう と つ ) 凹面 鏡 ( お うめ ん きょう )  \* 西 凹 (で でこぼこ ) 


7 課 5 画 ト ツ 
1 級 常用 convex 


板 の 表 面 を 凹凸 が な く な る まで 削る 。 

ドイ ツ の グー テン ベル ク が 世界 で 最初 に 凸版 印刷 の 一 つ 、 活 版 印刷 術 を 発明 し た 。 
凸 ( と つ ) レ ンズ 凸版 (と っ ぱん ) 凹凸 (も うと つ ) 凹面 鏡 ( と つめ ん きょう ) 

凸版 印刷 ( と っ ぱん いん さ つ ) 還 西 凹 (で (We ) 





抜 抜 | 人 編 ゅ 
常用 ぬ - く ぬ - け る ぬ - か す pul out, leave Out, SUrDaSS 


この 付近 は 海抜 0 メー トル 地帯 だ 。 
虫歯 を 抜く た め に 、 歯 医者 に 行っ た 。 


抜け る (ぬけ る - ヲ 抜く (ぬく ) 抜き 打ち (ぬき うち ) 抜け 落ち る (ぬけ お ちる ) 
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istered version 





海抜 (か い ば つ ) 抜群 (ば っ ぐん ) 抜 系 (ば っ し ) ス ル 抜歯 (ば っ し ) ス ル 
- ヲ 天 粋 (ば っ すい ) ス ル ー ラ 選抜 (せん ば ぱつ) スル 早 抜 し た (た くば っ し た ) 
褒 抜 ( き ば つ ) ナ 抜本 的 (ば っ ぽん て き ) ナ 


活字 体 筆記 体 課 ノ 画数 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 
久 | 7 課 10 画 ホウ 
填 | 1 級 癌 用 
衣 士 山 は 日 本 の 最 高峰 で ある 。 
去年 の 秋 、 日 高 連峰 に 登山 に 行 人 疲 。 


訓読 み プ 意味 
笠 【 ホ ウ 】ー 
peak, summit 
























縫 [ 逢 ] [ 蜂 ] [ 鐘 ] 





峰 ( み ね ) 主峰 (し ゅ ほう ) 圭 峰 ( れ い ほ う ) 連峰 (れん ぼう ) 最高 峰 (きい こう ほう ) 
シン 受 【 シ ン 】 一 侵 浸 窒 
ひ た - る ひ た - す SOak, dip 

水 河 に : ーー 二 用 上 の な っ た 地形 を フィ ヨル ド と いう 。 

大 雨 で 堤防 が 決壊 し 、 多く の 家 が 浸水 し た 。 








浸る (ひたる ) ー ヲ 浸す ( ひ た す )  - ラ 浸食 (し ん し ょ く ) ス ル 浸水 (し ん すい ) ス ル 





傾 4 7 課 13 画 | ケイ 
補 | | プ N 常用 | か た む お - く か た む - け る lean,incline. tl 


この 坂 は 傾斜 が 大 きく て 、 登 る の が 大 変 だ 。 
いつ の 世 も 若者 は 、 親 の 言う こと に 耳 を 傾け た が ら な い 傾 向 が ある 






傾く (か た むく ) ー ラ 傾け る (か た むけ る ) 傾 向 ( け いこ う ) 傾 度 ( け い ど ) 
右傾 (うけ い ) 左 傾 ( さ けい ) 傾斜 (けい し ゃ ) ス ル ェ ニ 傾倒 (けい と う ) ス ル 
~ ラ 傾聴 (けけ いち ょ う ) ス ル 傾斜 面 (けい し ゃ めん ) 傾斜 度 ( け いし ゃ ど ) 


7 課 11 画 ン ャ 





1 級 常用 な な - め slanting, oblique, diagonal 


y 和 然 え 


軸 眉 つた 筒 所 に 斜線 を 引き ン い ^ 谷 を 書け 。 
日 の 雪 で 山 の 斜 面 が すべ り 時 く な っ て いる 





衝 め (な な め ) 斜面 (し ゃ めん ) 斜線 (し ゃ せん ) 斜陽 (し ゃ ょ う ) 傾斜 (けい し ゃ ) ス ル 


| 泉 | る 部 | 
G 和 0 條 如 | いす ぁ 


山の上 に ある 泉 の 水 は お いし か っ た 。 
来週 か ら 別府 温泉 へ 旅行 に 出かけ る 。 






Sprinq, fountain 








泉 ( い ずみ ) 温泉 (お ん せん ) 源泉 (げん せん ) 鉱泉 (こう せん ) * 黄 泉 の 国 (よみ の くに ) 


29 グ 
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活字 脈 Bb 本 2 | 


reqistered version 
音読 み グ 訓 読み 意味 
Me 


(教育 ) 
中 北 1 


ネパール の 国境 に ヒマ ラ 
看護 婦 が 皿 者 の 脈 を 計っ て いる 


マラ ヤ 山 脈 が 走っ て いる 。 
脈 (な みゃく ) 


脈拍 (みゃく は く ) 脈絡 (みゃく らく ) 
静脈 (し じょう みゃく ) 人 脈 ( し ん みゃく ) 
葉脈 (よう みゃく ) 


動脈 (どう みゃく ) 
山脈 (くん みゃく ) 文脈 (ぶん みゃく ) 
脈々 (みゃく みゃく ) 1 
7 課 


の 
(2 級 ) 5 た に 





淫 会 


valley 
ビ 合 


この 植物 は 深い 谷間 に だ け 生 育 し て いる 
美しい 


の 写 真 を 撮 る 。 


+ 川 (た に が わ ) 谷間 (た に ま 
0 * 涼 谷 ( し ぶ や ) 


洪 谷 (けけ いこ く ) 
7 課 


ビョウ 
の 





こおり 
約 100 万 年 前 の 氷河 の 中 か ら 
温暖 化 に !ー 


ice, freeze 

マン モス の 遺体 が 見 つか っ た 。 
よっ て 南 氷 洋 の 氷 が 溶け る と 、 

水 ( こ お り ) 


く の 都 市 が 海 に 沈む 
か き 氷 (か き ご お り ) 氷河 (ひょう が ) 氷点 (ひょう て ん ) 
氷山 (ひょう ざん ) 水 雪 (ひょう せつ ) AN ひょう ) 流水 (りゅう ひょう ) 
水 結 ( ひ ょ うけ つ ) ス ル 南 水 洋 ( な ん ぴょ う よ う )* 水 雨 ( ひ 
My 7 課 - 半 
ヽ 中 
河 || 引 (2 級 ) の 


可 【 カ 】 つ 何 
river 





の 川 の 幅 は 、 河口 の 近く = 誠 
人 類 の 最初 の 文明 は すべ 


な っ て いる 


河 の 周辺 で 生ま れ た 。 
河 ( か わ ) 河川 (か せん ) 河 晶 (かこう) 氷河 (ひょう が ) 
大 河 ( た い が ) 銀河 (ぎん が ) 山 油 〈( き ん が ) * 負 河岸 ( う お が し ) 
* ま 河豚 ( ふ ぐ ) 


KO5S 則 


也 【 チ 】… 地 





我が家 の 前 に は 小さ い 池 が あ 


池 [ 綴 ] * 
Dond, reSservoir 
この ラジ カセ は 単 三 の 電池 で 二 


298 





好 ( い け ) 電池 (で ん ち ) 貯水 池 (ちょ すい ち ) 光電 池 ( ひ か り で ん ち ) 
東電 池 ( か ん で ん ち ) 用 水池 ( ょ うす いち ) 


活 : ーー ーー 二 0 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み 意 味 


13 画 ヨウ 容 【 ヨ ウ 】 一 容 


















溶 [区 ] [ 燈 ] 
常用 と - け る と - か す と - く < く melt, dissolve. thaw 
この 地形 は 、 ーー で 塚 札 出し た 深 財 括っ て で き を 。 


物質 が 液体 に 溶け た も の を 溶液 と いう 。 








浴 け る (と ける ) ー ラ 溶かす (と か す ) ーー ラ 溶 く (と く ) 溶液 よう えき ) 
深 央 (よう が ん ) 溶媒 (よう ば い ) 溶解 よう か い ) ス ル 水溶 液 (すい よう えき ) 


溶解 度 (よう か い ど ) 溶解 熱 (よう か いね つっ) 溶鉱炉 (よう こう ろ ) 
を 〇 三 
第 8 課 


ケイ 


本 生ま 状態 を 判断 する 。 
山の上 か ら 見 た 美しい 景色 に 感動 し た 。 










- 旦 - 
上 






京 【 ケ イ 】 一 京 
View, Scenery 








景気 (けい き ) 景品 (けい ひん ) 景観 (けい か ん ) 京 腔 (けい し ょ う ) 風景 ($ ぶ うけ い ) 
衣 景 (は いけ い ) 全景 (ぜん けい ) 光景 (こう け ぃ ) 遠景 (を ん けい ) 絶景 ( ぜ っ け い ) 
好景気 こう けい き ) 不景気 ふけ いき ) まま 景色 (けし き ) まま 雪 景色 (ゆき ば げ し き ) 


還 
1 級 に 3 える hold down, repreSs 


政府 ーー 抑制 する 政策 を 発表 し た 。 
心理 的 な 抑圧 が 犯罪 に つなが る 場合 も ある 





ー ヲ 抑え る (お きえ る ) 抑揚 ( ょ く よ う ) ー ラ 抑圧 (よく あ つ ) ス ル 
ょ ラ 抑 止 ( よ くし ) ス ル ー ラ 抑 制 ( よ くせ い ) ス ル 


其 | 欠 全曲 
1 線 (教育 ) gain, benefit, profit 


今年 度 の 経常 利益 を 算出 する 
無益 な 戦い は や め た 方 が いい 。 








利益 (りえ き 収益 (し ゅ うえ き ) 損益 (そん えき ) 公益 (こう えき ) 
RS 。 ce に ーーー 有人 益 ( ゆ うえ き ) ナ eq 無益 ( む ぇ えき ) ナ 
受益 者 (じゅ えき し ゃ ) ご 利益 (ご りゃ く ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


活字 体 筆記 体 ーー 学 ー ーー 【 音 符 】 ノ ンプ 訓読 み プ 意味 


ダ ツァ 8 課 
(2 級 ) と labor, trouble 


を 作る た ニース こ 苦 学 し て め の ろ る 。 
半生 ] を 守る 法律 が 国会 で 可決 され た 。 


労苦 (ろう く ) 労力 (ろう り ょ く ) 労作 (ろう さく) 労災 (ろう さい ) 
合 労 (と と ろう ) 就労 (し ゅ うろ う ) 過労 (か ろう ) 労働 (ろう どう ) ス ル 
ー ニ 音 労 ( く ろう ) ス ル 労働 者 ろう どう し ゃ ) 労働 組合 (の うど うく みあ い ) 


在 呈 | 7 | 8 課 13 画 | チン 
具 | 貞 | 色 rent, wages, fare, fee 


労働 組合 は 賃金 の 引き 上 げ を 要求 する スト を 決行 し た 。 
東京 で は 持ち 家 に 住ん で いる 人 より 賃貸 住宅 に 住ん で いる 人 の 方 が 多い 。 


賃金 (ちん ぎん ) 賃貸 (ちん た い ) 條 借 ( ちん し ゃ く ) 賃上げ (も ちん あぁ ) 
家 K 質 ( や ちん ) 低 賃 全 ( て いち ん ぎん ) 電車 賃 ( で * ん し ゃ ちん ) 


控 近 コウ エエ 【 コ ウ 】 ーー エ 功 巧 江 攻 紅 貢 控 項 
や 8 ひか - え る hold back, refrain from 





か 3 て いた の で 外出 を 控え た 。 
一 審 で の 判決 を 不服 と し て 、 高 等 裁判 所 に 控訴 する 


と ーー を る ) 控室 ( ひ か え し つ ) ー ラ 手控え る (て び か える ) 
- ヲ 差し 控え る ( さ し ひ か える ) 一 ラ 控 除 ( こ うじ ょ ) ス ル 一 ニ 捧 訴 ( こ うそ ) ス ル 


bs 
山 語 = Ns fuse, dissolve 


で じ が 学費 の 一 部 を 融通 し て くれ た 。 
青 相 は 民族 の 融和 に 努力 し た 。 


金融 (きん ゆう ) ー- 三 融資 (ゆう し ) ス ル ーー ラ ヲ 融 通 ( う ず う ) ス ル 
ヲ 融 合 ( ゆ う ご う ) ス ル ー ヲ 融和 (ゆう わ ) ス ル 金融 業 ( ほ きん ゆう ぎょ う ) 


金融 機関 (きん ゆう きか ん ) 核 融 合 (か く ゆ ゅ ゆう ご う ) 


多 | 多 12 画 ドン 
常用 に ぷ が =: い に ぷ - る dull, dim, slow 





携 市 世話 の 9 家 ) 隆 用 電話 機 の 売 り 上 げ が 鈍っ て いる 
彼 は 他人 の 感情 に 鈍感 だ 。 


錦 い (に ぶ い ) 鈍る (に ぶる ) 鈍行 (どん こう ) 鈍器 (どん き ) 
印 感 (どん か ん ) ナ 犯 重 (どん じゅ う ) ナ 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied b EK Em 全 /EJ【 リ ロロ 





E 時 筆記 体 課 グ 時 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み ノ 意味 
党 13 画 多 :f 帯 【 タ イ 】 一 帯 滞 
4 常用 と ど だ だ 二 - る 


Stay, Over due, be delayed 
の ー * が 滞っ て いる 。 

















浴 る (と どこ お る ) 滞 日 (た い に ち ) ー ニ 冷 在 ( た いざ い ) ス ル 停滞 (て いた い ) ス ル 

党 納 (た い の う ) ス ル 延 洋 (を ん た い ) ス ル 沈滞 (ちん た い ) ス ル 渋 滞 (しゅ うた い ) ス ル 
13 画 

偵 責 っ 常用 debt, テー bond 








国 の 発行 する 国債 の 総額 は 数 十 兆 円 に 上 っ て 

その 会 社 は 数 十 億 円 の 負債 を 抱え て し 

債権 (さい けん ) 債券 (きい けん ) 債務 (さい も ) 公債 (こう さい ) 

社債 (し ゃ さい ) 国債 こく きい ) 負債 (ふさ い ) 不良 債権 ( ふ りょう きい けん) 





の 5 教育 ーー deal with. dispose 


その 問題 は 早急 に 処理 し な けれ ば な ら な 
医者 に か ぜ 薬 を 処方 し て も ら っ た 。 








処す る (し ょ する ) 処女 (し ょ じ ょ ) 処世 (し ょ せい ) 処 過 (し ょ で ぐう ) 
ょ ヲ 処 分 (し ょ ぶん ) ス ル ーー ラ 処理 (し ょ り ) ス ル 処置 (し ょ ち ) ス ル 
ー ヲ 処方 (し ょ ほう ) ス ル -ー ラ 処罰 (し ょ ば つ ) ス ル - ニ 対処 (た いし ょ ) ス ル 

同 【 ド ウ 】 一 同 銅 


y ツ 所 | こ ピ 8 課 9 画 
ワ 
油 同 1 級 常用 CaVGe, を 
人 日 空洞 化 と は 大 都市 の 中 心 部 の 住民 が 少な く な る こと を 言う 。 
藻 い 批評 家 が そ ube 















洞 胴 *\ 科 トウ ) 















洞穴 (ほら あな ) 洞窟 (どう くつ ) 空洞 (くう どう ) 洞察 (どう さ つ ) ス ル 
さ つ り ょ く ) 空洞 化 (くう どう か ) ス ル 無 乳 洞 (し ょ うに ゅ うど う ) 


洞 宗 力 ( ど ぅ 





迷 メイ 
う 折 」 ま よ - う do astray, get lost, in doubt 


Ps 行っ て 道 に ーー 
現在 、 政 局 は 混迷 し て いる 








ー ニ 迷う ( ま よ う ) 混迷 (こん めい ) ス ル 迷信 (めい ぃ しん) 迷宮 (めい きゅう ) 
迷路 (めい ろ ) 迷惑 (めい わく ) ス ル 低迷 (て い め い ) ス ル * 玉 子 ( ま い ご ) 
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e Converter - (no stamps are applied b 





Converted by Total Ima 





活字 体 筆記 体 謀 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み ブ 意味 


破 破 | 緒 8 課 10 画 | ハ 皮 【 ハ 】 一 波 破 * 友 
(2 級 ) (教育 ) | や ぶ - れ る や ぶ - る tear,break, defeat 


困難 な 状況 を 打破 する た め に 人 力 する 
戦争 で 多く の 建物 が 破壊 され た 。 








破れ る (や ぶれ る ) ー ヲ 破る (や ぶる ) 破局 (は きょく ) 破談 (は だ ん ) 
破格 (は か く ) ー ラ 破棄 (は き ) ス ル 破産 (は さん) スル ー ラ 破損 (は そん ) ス ル 
破滅 (は め つ ) ス ル ー ラ 打破 (だ は ) ス ル ー ラ 走破 (そう は ) ス ル 破壊 (は か い ) ス ル 














ヲ 読破 (どく は ) ス ル ー ラ 論破 (る ん ば ) ス ル 破天荒 (は て ん こう ) ナ 
8 課 6 画 デ ョ ウ 


兆 | 兆 | (2 級 ) (教育 ) |( き ざ - す ) 


連 易 の 総額 が 一 兆 円 を 超え た 。 
暖か い 日 差し に 春の 兆 し が 感じ られ る 。 





兆 【 チ ョ ウ 】 一 兆 挑 


omen, Siqn, trillion 





き さ ざ - し 





兆し (きざし ) 兆候 (ちょ うこ う ) 前 兆 (まん ちょ う ) 
吉兆 ( き っ ちょ う ) 兆 | HCV * っ ちょ うえ ん ) 










反 【 ハ ン 】 一 反 坂 板 版 
print, publishing, edition 





8 課 8 画 販 飯 [ 孤 ] 
7 

その 本 の 改訂 版 が 出版 きれ た 。 

誤訳 が 多い の で 、 英 語 版 を 改訂 する こと に し た 。 








版 下 (は ん し た ) 版画 (は ん が ) 版権 (は ん けん ) 木版 (も く は ん ) 
西 版 ( と っ ぱん ) 図版 ( ず は ん ) ー ラ 出版 (し ゅ っ ぱん ) ス ル 

ー ラ ヲ 再 販 ( さ い は ん ) ス ル 出版 社 (し ゅ っ ぱん し ゃ ) 現代 版 ( げ ん だ い ば ん ) 

改訂 版 ( か いて い ば ん ) 限定 版 ( げ ん て い ば ん ) 英語 版 (を い ご ば ん ) 


8 課 
1 級 Ps do, for the sake of, advantaae 


28| 才 | Ta た め に 為替 を 買 っ た 。 
彼 の 行為 を 許 3 すわ ! け に は いか な い 。 





行為 (こう い ) 作為 (きく い ) 手 作 為 (むき さくい) 人為 的 (じん いて き ) ナ 
為政者 (いせ いし ゃ ) * 為替 (か わせ ) * 邊 為 法 ( が いた め ほ う ) 
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Converted by Total Imaq 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 グ 訓 読み 意味 
8 課 12 画 | ボウ 

具 | 見 

外国 と 貿易 を 行う 。 


その 国 と の 賢 易 総 額 は 数 兆 円 に 上 っ て いる 。 












trade, exchange 





質 拓 ( ば うえ き ) 貿易 額 (ほう えき が く ) 貿易 収支 (ほう えき し ゅ うり ) 
自由 貿易 (じゅ め う ぼう えき ) 


王寺 イ 
ら 向 や さ - し い 


| 自 PP を 粘 ぶ 。 
安易 な 選択 を 行わ か いよ うに する 。 












Simple, easy, :-ching 








易しい (や さ し い ) 易学 (を えき が く ) 易 者 (を た き し ゃ ) 貿易 (ほぼ うえき) 
交易 (こう えき ) 簡易 (か ん い ) 安易 (あん い ) ナ 容 協 (よう い ) ナ 
平 協 ( へ いい ) ナ 難 多 度 (な ん い ど ) 












億 | 億 | 中 15 画 | オク 意 【 オ ク 】 つ 億 憶 騰 
| まで の (所 教育) hundred milion 

世界 の 人 口 が 六 十 億 人 を 超え た 。 

何 億 光 年 も $ 先 に ある 銀河 を 観測 する 。 








一 億 (いち お く ) 何 億 (な ん お く ) 数 億 (すう お く ) 億 万 長者 (お くま ん ちょ うじ ゃ ) 


8 課 10 画 


国 の 財政 状 台 が か な り 悪 化し て いる 。 
候 重 な 文 化 財 を 守る 。 








才 【 ザ イ 】… 材 ゃ (サザ サイ) 
money, wealth, property 








財力 (ざい ぃ り ょ く ) 財務 (ざい も ) 財界 (ざい か い ) 財産 (ざい さん ) 
財宝 (ざい ほう ) 財源 (ざい ば げ ばん) 財閥 (ざい ば つっ) 財政 (ざい せい ) 
家財 (か ざい ) 借財 (し ゃ くぎ ざい) 文化 財 ( ぶ ん か ぎ ざ い ) * 時 布 ( き いふ ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - i reqistered version 





第 9 課 


活字 体 筆記 体 課 / 画 数 / 級 種別 普 ーー 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


0 1 級 常用 money, Currrency 


現代 社会 は 貨幣 経済 が 基本 で ある 。 
西暦 2000 年 を 記念 し て 新しい 紙幣 が 発行 きれ た 。 





貨幣 (か へ い ) 紙 刺 ( し へ い ) 造 整 局 ( ぞ う へ いき ょ く ) 


左 【 サ 】 一 左 差 佐 


difference, hindrance, Seize 


差し 支え な か っ た ら 、 本 ET だ さい 。 
収入 と 支出 の 差額 を 計算 








ー ラ 差す (きす) - こ 差し 支え を る ( き し つ か える ) -ー ラ 差し 押 き える ( ほ き し お きえ る ) 
- ヲ 差し 控え る (さき し ひ か える ) 差 ( さ ) 差異 (さい ) 差額 ( き が く ) 

時 差 ( じ る ) 誤差 (ご き ) 偏差 (へ ん さき ) ー ラ 差別 ( さ べ っ) スル 
差 《( こ うさ) スル 交差 点 ( こ うき て ん 偏差 値 ( へ ん さち ) 個人 差 ( こ じん 


Store, SaVe 





郵便 局 に 百 万 円 貯金 し て ある 。 
食料 品 を 冷蔵 庫 に 貯蔵 し て お く 。 





貯金 (ちょ きん ) ス ル 貯水 (も ちょ すい ) ス ル 貯蓄 (も ち ょ ちく ) ス ル 
ー ヲ 貯蔵 (ちょ ぞう ) ス ル 貯金 箱 ( ち ょ きん ば こ ) 貯水 池 ( ち ょ すい ち ) 
貯蔵 庫 (と ドッ を うこ) 貯金 通帳 ( ち ょ きん つう ちょ う ) 









中 時 た くわ - え る store 


本 個人 の 貯蓄 が 目減り し て いる 
人 に えて 食料 品 を 備 革 し て ある 


ー ヲ 蓄え る (た くわ える ) ーー ラ 著 積 (ちく せき ) ス ル 貯 甘 (も ちょ ちく ) ス ル 備 著 ( び ち く ) ス ル 


storehouse 


買 ュー を | で お る で 。 
図書 館 は 知識 の 宝庫 だ 。 














文庫 (ぶん こ ) 金庫 (きん こ ) 在庫 (ざい こ ) ei 
倉庫 (そう こ ) 宝庫 (ほう こ ) 国庫 (こっ こ ) * 庫 裏 (くり ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - i EE に ECR どん E【U ロ 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 
9 課 13 画 予 【 ヨ 】 一 予 預 
さ pk (教育 ) 


- け る あず - か る deposit, entrust 
ドー ナス を 銀行 に 預金 し て い 


友人 に 大 切な 手紙 を 預かっ て も ae 









* 序 (ジョ ) 





に 





- ニ ー ラ 預け る (あず ける ) カラ / ニ ー ラ 預かる (あず か る ) 項 金 (よき ん ) 
預貯金 ( ょ ちょ きん ) 務 金 通帳 (よき ん つう ちょ う ) 





1 級 か ぶ stock, stump 


ベン チャ ー 企 業 の 株 を 買っ て 、 大 損 を し た 。 
植物 の 株 分 け を する 。 








株 (か ぶ ) 株 式 ( か ぶし き ) 株 主 ( か ぶ ぬ し ) 株 価 ( か ぶ か ) 
株 券 (か ぶ け ん ) 古株 ( ぉ ふる か ぶ ) 切り 株 (きり か ぶ ) 株 分 け ( か ぶ わ け ) 


株 主 総 会 (か ぶ ぬ し そう か い ) 


課 示 【 ト 】 一 途 塗 * 余 ( ヨ ) 





(2 級 ) Me way, road, route 
発展 途上 国 に 対し て 経済 支援 を 行う 。 
学校 に 行く 途中 で 友だち に 会 っ た 。 








愉 *\ ズ 、 / に = */S っ > ツァ / さ 
途上 ( ト う ) 途中 (と ちゅ う ) 途方 (と ほう ) 用途 ( よ うと ) 
前 途 ( ば ん と ) 帰途 ( き と) 中 途 ( ち ゅ うと ) 


開発 途上 (か い は つと じょう ) 前 途 有 望 (ぜん と ゆう ぼう ) 
発展 途上 国 ( は つた と た 、 届 よ うだ 幸 ) 


給 


商品 を 小売 店 に ea て いる 
会 社 が 経営 Sr 今月 の 給料 が 出 






give, drant, salary 








給料 (きゅう りょう ) 給与 (きゅう よ ) 給食 (きゅう し ょ く ) 給費 (きゅう ひ ) 

AA > ょ ヽ Tr み 和 , K し YO S 

有給 (ゆう きゅう )g 無給 (むき ゅ う ) 月 給 ( げ っ きゅう ) 年 給 ( ね ん きゅう ) 
みた 水 JE た SN / cs マッ / 

皿 給 (お ん きゅう ) 給付 きき ゅ うふ) スル 給仕 (きゅうじ ) ス ル 給油 (きゅう ゆ ) ス ル 


に 2 きゅう ) ス ル 需給 関係 (じゅ きゅう か ん けい ) 
こ ラ 供給 (きょう き ゅ う ) ス ル き 需要 (じゅ よう ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 





活 2 邊 各 課 / 画 数 の 級 / 種 別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 


9 課 10 画 
| 


水 の 中 で は 苦し く て 息 が で き な い 。 
銀行 の 横 金 に 5 % の 利息 が つい た 。 









breath, son, interest (on money) 





息 ( い き ) 息切れ (いき ぎれ ) 息抜き (いき ぬき ) 一 息 ( ひ と いき ) 
息 (し そく ) 利息 ( り そ く ) 消息 (し ょ うそ く ) 息災 (そく さき さい) 
生息 (せい そく ) ス ル 休息 (きゅう そく ) ス ル ま * 人 息吹 (いぶ き ) * 修子 (な すこ ) 





下 | 契 9 課 ケイ 
1 級 Fa ち に make an agreement, promise, vow 


大 | 欠 こそ の 会 社 と 契約 を 結ん だ 。 
これ を いい 契機 に し て 一 層 努 力 し よう と 思う 。 


ー ト 契 る (ちぎ る ) 契り (ちぎ り ) 契機 (けい る) ー ト 契約 (けい や く ) ス ル 


届 人 ハ | 1 級 常用 か えり - み る 


商品 に つい て 顧客 の 相談 に 応じ る 。 
條 は 退職 し た 後 、 回 顧 録 を 書く つも り だ そう だ 。 





戸 【 コ 】 一 戸 雇 顧 
look back, review 





ー ヲ 願 み る (か えり みる ) 顧客 (こき ゃ く ) 顧問 こもん)  - ヲ 顧 慮 (こり ょ ) ス ル 
ー ラ 回 顧 ( か いこ ) ス ル 回 顧 録 (か いこ ろく ) 


巨 尼 | 9 課 巨 【 キ ョ 】 一 巨 拒 距 
(2 級 ) = large, gigantic 


ーー に ーー 抱え て 倒産 
巨大 な ビル を 建設 っ 





巨人 ( き ょ じ ん ) 巨漢 ( き ょ か ん ) 巨頭 ( き ょ と う ) 巨体 ( き ょ た い ) 
巨万 ( き ょ ま ん ) 巨額 ( き ょ が く ) 巨大 (きき ょ だ い ) ナ 巨視 的 ( き ょ し て き ) ナ 


損 | 損 9 課 13 画 | ソン 
2 さ | " 導 | (2 級 ) (教育 ) | そこ - な う そこ - ね る loss, damage 





その 会 社 の 倒産 に よっ て 銀行 は か な り の 損失 を 出し た 。 
機械 の 破損 し た 場所 を 修理 する 


損なう (そこ な う ) 損ね る (そこ ね る ) 損 ( そ ん )@w 得 (と く ) 損失 (そん し つ ) 
大 損 ( ぉ お ぉ お ぞ ん ) 損害 (そん が い ) 損傷 (そん し ょ う ) ス ル 破損 (は そん ) ス ル 
二 gei 損保 (そん ) 三 損 害 保 険 (そん が い ほ けん ) 損害 賭 償 ( そ ん が い ば い し ょ う ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - i reqistered version 


活字 体 筆記 体 級 種 別 
屋 と 採 2 15 画 
| 1 1 常用 


音符 】 ノ 訓読 み 意 味 
カン 監 【 カ ン 】 一 覧 鑑 艦 
keep watch over, official 


に マキ ーー 電 
旧 呪 みみ 








*) 臣 (ラン) 















金融 庁 は 経営 不振 の 銀行 了 を 監督 し で ゆら 

医 わ し い 人 物 の 行動 を 監視 する 

監 房 (か ん ぼう ) 監獄 (かん ご く ) ヲ 監 督 ( か ん と く ) ス ル ー ヲ 監視 (か ん し ) ス ル 
ー ラ 監修 (か ん し ゅ う ) ス ル ーー ラ 監 禁 ( か ん きん ) ス ル ヲ 監査 (か ん さ ) ス ル 


ー ラ 収監 (し ゅ うか ん ) ス ル 金融 監 ? 近 庁 (きん ゆう か ん と くも ちょう) 
堂 視 総監 (けい しそ と うか ん ) 会 計 監 g 信 (か いけ いか ん る ) 





SuperVISe, Command, urge 





分 校 の 野球 部 ト に 新しい 監督 が 来る 
交通 違反 の 全 金 を 払え と いう 曽 促 状 が 来 た 。 


Me 〈) 総 共 そ うと く ) 提 菅 (て いと く ) - ラ 匠 促 (と くそ く ) ス ル 
監 財 ( か ん と く ) ス ル 内 促 状 と くそ < じょう ぅ ) * 基 暫 教 きり す と きょう ) 





Seed, sort, species 





畑 に 新しい 種類 の 野菜 の 種 を 植え た 。 
人 種差 別 と 戦っ て いく 決意 を 固め た 。 


種 (た ね ) 種まき (た ね まき) 種 火 (た ね び ) 種馬 (た ね うま ) 
fi な た ね あぶ ら ) 種子 (し ゅ し ) 種々 (し ゅ じゅ ) 種別 (し ゅ べつ っ ) 
種類 (し ゅ る い ) 種族 (し ゅ ぞ く ) 一 種 ( い っ し ゅ ) 品種 (ひん し ゅ ) 
和 し ゅ ) 人 種 (じん し ゅ ) 人 種差 別 (じん し ゅ き べ つっ) 





ビー | 
40 歳 と いう 人 生 の 節目 を 迎え た 。 


調節 する 





節 ( ふ し ) 節目 (ふし め ) 節分 (せつ ぶん ) 節句 (せっ く ) 

節度 (せつ ど ) 相 節 (きせ つ ) 時 節 ( じ せつ ) 当 節 (と う せ つ ) 

礼節 (れい せつ ) 音節 (お ん せつ ) 文節 (ぶん せつ ) 末 節 (まほ まっ せつ ) 

使節 (し せつ ) ー ラ 調節 (ちょ う せ つ ) ス ル ー ラ 節約 (せつ や く ) ス ル 
節制 (せっ せい ) ス ル 生食 (せっ し ょ く ) ス ル * お 節 料 理 (お ぉ せ ち りょう り ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 種 別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み / 意 味 









% 市 9 課 15 画 ya 帝 【 テ イ 】 一 帝 締 [ 踏 ] [ 諦 ] 
人 1 級 常用 し - ま る し - め る tie, tighten, conclude, lock 


アジ ア 諸 国 と 条約 を 締結 し た 。 
称 察 が スピ ー ド 違反 の 車 を 取り 締まっ て いる 








締まる (し まる ) ー ヲ 締め る (し め る )  - ラ 取り 締まる (と り し まる ) 
引き 締まる (ひき し まる ) 戸 締 ま り ( と じ ま り ) 締切 り ( し めき り ) 
取締 役 ( と り し まり や く )  - ラ 締結 (て いけ つ ) ス ル 





エエ 【 コ ウ 】ー エ 江 攻 巧 紅 頁 控 項 
tribute 





9 課 10 画 | コウ * ク 
具 具 1 級 常用 みつ - ぐ 
彼 は 現代 医学 の 発展 に 貢献 し た 。 
彼女 は 恋人 に 貢 ぐ た め に 会 社 の 金 を 横領 し た 。 





ー ニ こ 真 ぐ ( み つぐ ) ー ニ 貢献 (こう けん ) ス ル  * 年 貢 ( ね ん ぐ ) 


] | 献 9 課 13 画 | ケン * コ ン 犬 【 ケ ン 】 一 犬 献 
献 | 献 1 級 常用 offer, dedicate 
の は 大 変 だ 。 
彼 は 物理 学 へ の 貢献 が 認め られ て ノー ベル 賞 を 受賞 し た 。 











文献 ぶん けん ) 献血 (けん けつ ) ス ル ー ニ 献上 (けん じょう ) ス ル 
- ニ 油 金 ※( け ん き ん ) ス ル ー ニ 頁 献 ( こ うけ ん ) ス ル 献身 的 (けん し ん て き ) ナ 
* 商 Vi( で 素 - 柚 (いっ 6) 


到 221 の B 訪 犯 
entrust 





タク 
託 旋 | 六 名 


銀行 の 投資 信託 に お 金 を 預け た 。 
子会社 に 業務 を 委託 する 


ー ニ ー ラ 託す (た くす ) 三 託す る (た くす る ) 言 託 (し ん た く ) 神託 (し ん た く ) 
- ニ ー ラ 委託 (いた く ) ス ル 託児 所 (た くじ し ょ ) 貸付 信託 (か し つけ し ん た く ) 
ン ョ ワウ 


| っ 立 | 9 課 14 画 
彼 は 交通 事故 で 身体 に 重い 障害 を 負っ た 。 
機械 が 故障 し た の で 修理 に 出す 。 









章 【 シ ョ ウ 】 一 章 障 
hinder, hurt 








ー ニ 障る (さわ る ) 耳障り (みみ ざわ り ) ナ 目障り ( め ぎ ざわ り ) ナ 障子 (し ょ うじ ) 
障壁 (し ょ う へ き ) 障害 (し ょ うがい ) 支障 (し し ょ う ) ー タ 保障 (ほし ょ う ) ス ル 


改 障 ( こ し ょ う ) ス ル 


308 








Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


第 10 課 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 
革 | 喜 || 10 際 14 画 | コウ 
少く | を -| 1 級 常用 strength, great, Australia 
私 の 夢 は 豪華 客船 で 世界 を 一 周 す る こと だ 。 
集中 豪雨 に よる 披 害 は 史上 最大 規模 と な っ た 。 












早 十 (ご うう ) 杜 雪 (ご う せ つ ) 豪商 (ご うし ょ う ) 豪邸 ごう て ぃ ) 豪州 (ご うし ゅ う ) 
富豪 ( ふ ご う ) 強 及 ( き ょ う ご う ) 酒豪 (し ゅ ご うぅ ) 文豪 (ぶん ご う ) 辻 華 (ご うか ) ナ 


租 快 (ご うか い ) ナ 豪勢 (どう せい ) ナ 杏 遊 (ご う ゅ う ) ス ル 















10 課 コウ エエ 【 コ ウ 】 = エエ 功 江 攻 紅 買 
1 級 常用 深 creek, inlet, river 

江戸 時 カー: 云 術 は 歌舞 伎 で あろ う 。 
| 長江 ]」 と いう の は 「 揚 子 江 」 の こと で ある 。 


控 項 








江戸 (えど ) 入り 沖 ( い りえ ぇ ) 江戸 川 ( を ど が わ ) 江戸 っ 子 (を どっ こ ) 
江戸 前 (た えど まえ ) 江戸 城 (を どじ ょ う ) 揚子江 ( ょ うす こう ) 三 長江 (ちょ うこ う ) 









尾張 10 課 ショ ウ 将 【 シ ョ ウ 】 一 将 奨 
(2 級 ) (教育 ) 本 commander, general, from now on 

高 収 和信 で ある より 将来 性 の ある 職業 に 就き た い 。 

高校 時 代 、 剣 較 道 部 の 主将 を 務め て いた 。 





将軍 (し ょ う ぐ ん ) 将校 (し ょ うこ う ) 将来 (し ょ うら い ) 将棋 (し ょ う ぎ ) 大 将 ( た いし ょ う ) 
武将 (ぶし ょ う ) 名将 (いし ょ う ) 主将 (し ゅ し ょ う ) 将来 性 (し ょ うら いせ い ) 





retainer, minister 
将軍 は 常に 家臣 を 従え 、 剖 に ペー と ど 」 は な か っ た 。 
内 閣 総理 大 臣 は 天皇 に よっ て 任命 され る 。 
臣下 (し ん か ) 家臣 (か し ん ) 重臣 (じゅ うし ん ) 忠臣 (ちゅう しん) 
大 臣 ( だ いじ ん ) 臣従 (し ん じゅ う ) ス ル 外 務 大 臣 ( が いむ だ いじ ん ) 総理 大 臣 ( を うり だ いん) 
ジュ ウ ジョ * シ ジョ ウ 従 【 ジ ュ ウ 】 一 従 縦 


征 Z^2 | 10 課 10 画 
代 _ 1 級 (教育 ) | し た が - う し た が - え る follow, obey 


彼 の 経営 する 会 社 は 従業 員 が わずか 5 人 し か いな い 。 
国土 は 彼 に 服従 を 強い た が 、 彼 は 反抗 し つづ けた 。 





















ェ ニ 従う (し た が う ) er る ) 従来 (CC じゅ うら い ぃ ) - こ 従事 ( じ ゅ うぅ うじ) スル 
~= 人 従属 (じゅ う ぞ く ) ス ル 一 ニ 服 従 ( ふ くじ ゅ う ) ス ル 臣従 (し ん じゅ う ) ス ル 
従順 (じゅ うじ ゅ ん ) ナ 電 仙 7 > Ss と ) * 従 三 位 ( じ ゅ さん み ) * 従 容 (し ょ う よ う ) 
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> 10 課 g 成 【 ジ ョ ウ 】 一 成 城 盛 








現在 、 県 庁 所 在 地 っ っ て いる 都市 は 、 城 下町 だ っ た と ころ が 多い 。 
式 か ら 革 め ち れ な いよ うに 山の上 に 城 を 集い た 。 


城 (し ろ ) 山城 (や まじ ろ ) 古城 (こじ ょ う ) 名 城 (めい じょう ) 
城主 (じょう し ゅ ) 城壁 (じょう へ き ) 登城 (と じょう ) ス ル 落城 (らく じょう ) ス ル 


江戸 城 (を どじょう) 城下 町 (じょう か まち ) 【 地 名 】* 茨 城 県 (いばら きけ ん ) 


10 課 7 画 司 【 シ 】ー 司 伺 詞 飼 詞 





常用 うか が - う inquire, visit 
先生 に ご 都合 を 伺っ て みて くだ さい 。 
明日 お 宅 に 伺っ て も よろ し いで し ょ うか 。 


伺う (うか が う ) お 伺い (お うか が い ) 伺 候 (し こう ) ス ル 


好 宛 10 課 7 画 科 "H 
ルド | G 弧 常用 むか - え る greet, welcome 





空港 に 外国 か ら の 客 を 出迎え に 行っ た 。 
成 大 な 歓迎 会 を 開い て いた だ き 感 謝 に た えま せん 。 














- ヲ 週 え る (むか える ) ー ラ 出迎え る (で むか え 送り 迎え (お くり むか る え ) 
迎え 火 ( む か えび の ) 角 え 酒 ( な か え ざ け ) 迎春 ( げ い し ゅ ん ) 

- ラ 歓迎 (か ん げ い ) ス ル ー ヲ 送迎 (そう げ ば い ) ス ル < ニ 迎 合 ( ば い ご う ) ス ル 
送迎 (そう げ ばい) バス 歓迎 会 (か ん げ い か い ) 好人 館 ( げ ば いひ ん か ん ) 


ー 明 | 丈 10 課 15 画 
1 級 常用 - lay, spread, Dave 


tg に され た 。 


庭 に 芝生 を 植え る か 人 り に 砂利 を 敷い た 。 

ー ヲ 東 く (し く ) 敷石 (し きい し ) 敷居 (し きい ) 敷 布 ( し き ふ ) 
敷物 (し きも の ) ト 東 き (し た じき ) 板 敷 き ( い た じき ) 座敷 (ざし き ) 
屋 東 ( や し き ) ー ヲ 敷設 (ふせ つ ) ス ル 
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月 カ 10 課 トウ 

1 級 (教育 ) | か た な Sword, knife 
名 医 と 言 『 わ れる 医師 の 外科 手術 の 執刀 を 見 学 し た 。 
江戸 時 代 の 侍 は 腰 に 大 力 と 小刀 を 携え て いた 。 












(か た な ) 剣 (と うけ ん ) 大 力 (だ いと うぅ ) 小刀 (し ょ うと う ) 
木刀 (ほくと う ) 短 力 ( た ん と う ) 刀工 (と うこ う ) 執刀 (し っ と う ) ス ル 
日 本 刀 ( に ほん と う ) 彫刻 (ちょ うこ く と うぅ ) * 竹 刀 ( し な い ) 必定 あう 


人 和 | 10 課 10 画 ケン 
1 級 常用 つる ぎ 

時 代 、 剣道 部 に 入っ て いた 
婚 は 冗談 か と 思 * つ た が 、 妻 は 真剣 だ っ た 。 













舌 【 ケ ン 】 一 侯 剣 


SWOPd 


険 検 験 








天 ( つ る ぎ ) 刀剣 ^〔 と うけ ん ) 短剣 (た ん けん ) 貸 十 (けん し ) 
呈 術 (けん じゅ つ ) 移 道 (けん どう ) 剣 幕 (けん まく ) 真剣 (し ん けん ) ナ 









展 | 10 課 8 画 | チュ ウ 中 【 チ ュ ウ 】 一 中 仲 沖 
じい | いび | 1 級 攻 育 ) loyalty, faithfulness 


不 本 意 な が ら 、 親 友 の 忠 告 に 従う こと に に Pa 
最近 読ん メ だ 小説 は 、 史実 ! に 忠実 で 面白 か っ た 。 





忠臣 (ちゅ うし ん ) 忠義 (ちゅ うき ぎ ) 忠誠 (ちゅう せ い ) 忠節 (も ちゅ う せ つ ) 
ー ニ 皿 告 (ちゅ うこ く ) ス ル 忠実 (ちゅ うぅ の ) チ 皿 誠心 (ちゅ う せ いし ん ) 
成 【 セ イ 】 一 成 成 


誠 談 10 課 13 画 
ウ 1 級 まき と sincerity, truth 


彼女 の 申し 出 に は 、 あ まり 誠意 が 感じ られ な い 。 
普通 の 人 な ら 忘 れる 約束 も 彼 は 誠実 に 守っ て くれ る 。 










震 ま こと ) 誠意 (せい い ) 忠誠 (ちゅ う せ い ) 誠実 (は いじ つ ) ナ 誠心 誠意 (は ょ いし ん せい い ) 


10 課 9 画 
1 級 常用 dignity, intimidate 


ある 課長 は 部 下 に 不 必要 な ほど 威圧 的 な 態度 を と る 
彼 は 心臓 の 手術 に 関し て は 学界 の 権威 で ある 






威張る ( い ば る ) 威力 (いり ょ く ) 威厳 ( い げ ん ) 猛威 (も うい ) 
斬 威 (きょう い ) 権威 (けん い ) ー ヲ 威圧 (いあ つ ) ス ル 


威圧 的 (いあ つて き 


が 権威 主義 的 (けん いし ゅ ぎ て き ) ナ 
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工 華 10 課 10 画 の 近 委 
1 級 常用 は な flower, splendor, China 


ーー トト im 年 が 増え て いる 
固体 が 液体 の 過程 を 経 ず に 気体 に な る こと | 華人 プ 。 


華やか (は な や か ) ナ 華々 (は な ば な ) し い 芋 道 (か どう ) 栄華 (た い が ) 
昇華 【 し ょ うか ) ス ル 華美 (か び ) ナ 裏 華 【 ご うか ) ナ 華 豚 (か れい ) ナ 
繁華 街 (は ん か が い ) 中 華 料 理 ( ち ゅ うか りょう り ) 














中 華人 民 共 和 国 (ちゅ うか じん みん きょう わこ く ) * 香 華 ( こ う ゆ ) 
バク 英 【 バ ク 】 一 漢 幕 * 暮 人 模 ポ ) 


| 替 | 10 課 13 画 
欠 | 鈴 1 級 (教育 ) curtain, shogunate, act of play 


mm し で 理解 で き る よう に な り た い 。 
幕府 は 様々 な 規則 を つく り 、 そ れ を [法度] と 呼ん だ 。 


クィ 





幕 (まく) 一 幕 (ひと まく ) 第 一 幕 (だ いい ち ま く ) 暗 幕 (ちあ ん まく ) 字幕 ( じ ま く ) 
開幕 (か いま く ) ス ル 電 閉幕 (へ いま く ) ス ル 幕府 (ば く ぉ ふ ) 幕末 (ば くま つ ) 倒幕 (と うば く ) 
江戸 幕府 (を ど ば く ふ ) 鎌倉 幕府 (か まく ら ば く ふ ) 幕 藩 体制 (ば く は ん た いせ い ) 

10 課 


ー デ ドー で 有人 
民間 坦 ae 


江戸 時 代 の 武士 は 身分 は 高かっ た が 、 生 活 は 苦し か っ た 。 
武装 し た 般 官 に 踏み 込ま れ 、 そ の 家 の 住 人 は 驚い た 。 
















居士 (し) 武道 (ぶどう ) 武器 ( ぶ き ) 武家 ( ぶ け ) 武力 (ぶり ょ く ) 
武装 ( ぶ そ を そう) スル 武者 (むし ゃ ) 武者 修行 (むし ゃ し ゅ ぎょ う )  【 地 名 】 武 蔵 野 ( む さ し の ) 





大 | 芋 大 | 10 課 18 画 キ 奇 【 キ 】 一 奇 寄 騎 
1 級 常用 horseridinq 


競馬 の 騎手 は 派手 な 職業 だ が 、 地 道 な 努力 が 必要 だ 。 
小学 校 の 運動 会 で 騎馬 戦 に 出 て 最期 まで 残っ た 。 


> し ) 騎手 ( き し ゅ ) 騎乗 (きじ ょ う ) ス ル 
騎兵 隊 ( き へ いた い ) 騎馬 戦 ( き ば せん ) 一 騎 討 ち ( い っ き う ち ) 





es 定め る 
彼 は 何 を し て も 実に 要領 が いい 。 








宮地 (りょう ち ) 領国 (りょう ご く ) 領主 (0 りょう し ゅ ) 人 域 ( り ょ うい きる) 


領土 (りょう めど) 要領 (ほう りょう ) 本領 ( ほ ん りょう ) ー ラ 占領 (せん りょう ) ス ル 
ー ラ 横領 (お うり ょ う ) ス ル ー ヲ 拝領 (は いり ょ う ) ス ル 
人 収 書 ( り ょ うし ゅ うし ょ ) 大 統領 (だ いと うり ょ う ) 領有 権 ( り ょ う ゅ うけ ん ) 


ーー ーー 味 / 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み 意 味 


10 課 18 画 バシ 
深 竜 1 級 常用 feudal clan, feudal domain 


若い 藩主 は 藩政 の 改革 に 乗り 出し た 。 
明治 政府 は 、 廃 藩 置 県 を 行っ た 。 





藩 ( は ん ) 藩主 (は ん し ゅ ) 藩士 (は ん し ) 藩校 は ん こう ) 藩政 (は ん せい ) 
大 藩 ( た い は ん ) 加賀 藩 ( か が は ん ) 廃藩置県 (は い は ん ち け ん ) 











10 課 4 画 | シ 氏 【 シ 】 一 氏 紙 

1 級 family clan, surname, Mr. Mrs. Miss 一 
ここ に 住所 と 氏名 を 明記 し て くだ さい 。 
某氏 に よる と 、 近 いう ち に 首相 が 退陣 する そう だ 。 








氏 う じ ) 氏子 うじ こ ) 氏神 (うじ が み ) 氏名 (し めい ぃ ) 氏族 (し ぞ く ) 某氏 (ぽう し) 
条 氏 (も $ り し ) 華氏 (か し ) 電 操 氏 (# っ し ) 源氏 物語 (げん じ も の が た り ) 





許 講 10 課 11 画 | キョ 
| eg (教育 ) ゆる - す Dermit, aDDrove 


Tl 必ず 医師 の 許可 を 得る こと 。 
時 間 が 許す 限り 、 子 ども と 公園 で 遊ぶ よう に し て いる 。 








ー ラ 許す (ゆる す ) 特許 (と っ き ょ ) ー ラ 許容 ( き ょ よう ) ス ル 
ー ヲ 許可 ( き ょ か ) ス ル ー ラ 許諾 ( き ょ だ く ) ス ル 免許 証 ( め ん き ょ し ょ う ) 


月 半 * の ハイ 
(2 級 ) せ せい そお む - く そお む - け る back, one's height, rebel disobe 





ーー nr 席 を ゆず っ た 。 
親 の 期待 に 痛い て し まっ た こと が 心苦しい 。 





有 ( せ ) 有 中 (せな か ) ラ 有 有人 負う ( せ お う ) 背 番号 ( せ ば ん ご う ) 
中 肉 中 背 ( も ちゅ うに くち ゅ う ぜ い ) こ ニ 背 ( そ ち ) く < 背後 (は ぃ いび) 
背徳 (は いと く ) 背景 (は いけ い ) 背任 (は い に ん ) 背信 (は ぃ し ん ) 


育 反 (は い は ん ) ス ル 背水 の 陣 ( は いす い の じ ん ) 
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消 字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


y 庄 | 所 | リ 可 10 画 | シッ 
1 級 常用 disease, rapidly 


水虫 な ・ ど の 皮膚 の 疾患 は 、 根気 よい 治療 が 必要 だ 。 
出発 の ベル が 鳴っ て いた が 、 全 力 疾走 し て 電車 に 間 に の っ 








疾病 (し っ ぺい ) 疾患 (し っ か ん ) 疾風 (し っ ぷう ) 有 眼 疾 (が ん し つ ) 疾走 (し っ そう ) ス ル 


11 課 





1 級 常用 み - る examine, seeta patient), diagnose 
体調 が 思わ し く な い の で 、 医 者 の 診察 を 受け た 。 
プロ ポー ズ の 前 に 相手 の 気持 ち を 打診 し て お きた い 。 





ー ヲ 診る (みる ) ーー ラ 診 断 ( し ん だ ん ) ス ル ー ラ 診察 (し ん さ つ ) ス ル ーー ラ 診療 (し ん りょう ) ス ル 
ヲ 検 診 ( け ん し ん ) ス ル - ラ 往診 (お うし ん ) ス ル - ラ 打診 (だ し ん ) ス ル 

PA し ん ) ス ル 診 宗 日 (し ん さき つ ぴ ) 休診 日 (きゅう し ん の ぴの) 診療 所 (し ん りょう じ ょ ) 

聴診 器 ( ち ょ うし ん き ) 定期 検診 (て いき けん し ん ) 健康 診断 書 ( け ん こう し ん だ ん し ょ ) 





11 課 14 画 | サッ 察 【 サ ツ 】 一 察 擦 
SN | 2 ポ 、 guesS, infer, see 


この 記録 は 観察 が 細か く 、 昆 虫 の 生態 を よく と ら え て いる 。 
に 





警察 は 禁 力 団 の 動き を 事前 に 察知 し た 。 

ー ヲ 祭 す る (さっ する ) ー ラ 宗 知 (さっ ち ) ス ル ー ラ 診察 (し ん きつ ) ス ル 
ー ラ 観察 (か ん きつ ) ス ル 考 穴 ( こ うさ つ ) ス ル ー ヲ 視察 (し きつ ) ス ル 
洞 祭 力 ( ど うさ つり ょ く ) 警察 庁 (けい きつ っ ちょ う ) 警察 署 ( け いき つ し ょ ) 
警察 官 け いさ きつ か ん ) 検察 訂 (けけ ん きつ ちょ う ) 





6 5 ilness, symptoms 
= あっ た と 聞い て 心配 し た が 、 幸 い 症状 は 軽い らし い 。 
この けが が 治っ て も 、 マ ヒ な どの 後遺 症 が 残る と 言わ れ た 。 








症状 (し ょ うじ ょ う ) 軽症 (けい し ょ う )@W ほ 重症 (じゅ うし ょ う ) 

衝 症 (そん し ょ う ) 症候群 (し ょ うこ う ぐ ん ) 狭 心 症 ( き ょ うし ん し ょ う ) 
後 由 症 (こう いし ょ う ) 合併 症 ( が っ ぺい し ょ う ) 健忘 症 ( け ん ぼう し ょ う ) 
既往 症 ( き お うし ょ う ) 対症 療法 (た いし ょ うり ょ うほ う ) 自覚 症状 ( じ か く し ょ うじ ょ 3) 
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11 課 13 画 シン ショ ク 





常用 ふ - れ る さわ - る touch, announce, catalyst 
医者 は その 病人 に 人 と の 接触 を 制限 し 、 安 静 が 保てる よう に し た 。 
楽 は 小さ い 子 の 手 に 触れ な いと ころ に 保管 し て くだ さい 。 





ー ニ 触る (さわ る )  - ニ 触れ る (ふれ る ) 肌触り (は だ ざわ り ) 顔 秋 れ (か お ぶれ ) 
前 触 れ ( ま え ぶ れ ) 触媒 (し ょ くば い ) 触感 (し ょ っ か ん ) 感 人 触 (か ん し ょ く ) 
航 診 (し ょ くし ん ) ス ル ーー ト ン ニ 接触 (せな っ し ょ く ) ス ル 接触 事故 (ほっ し ょ くじ こ ) 





まだ 言葉 が ee の 誠に は 神経 を 使う 。 
病院 は 経営 不振 の た め 、 小 児 科 を 閉鎖 する こと に し た 。 





乳児 (に ゅ うじ ) 効 児 ほ うぅ うじ) 児童 ( じ ど う ) 半 児 (いじ ) 孤児 ( こ 
託児 所 (た くじ し ょ ) 叉 生 児 (そう せい じ ) Br こ ゅ う よ う じ ) 
幼 稚 園児 よう ちえ ん じ ) 【 地 名 】 鹿 児島 (の かごしま ) 小児 科 ( し ょ うに か ) 


11 課 ド 


(2 級 ) 性 (わら べ ) child, juvenile 
ーー で 就学 し て いる 児童 ・ 生徒 の 数 は 減少 を 続け て いる 。 
最近 の 子供 は 、 童 謡 の 代わ り に アニ メ の テー マソ ング を 歌う 








OU 学 間 (が くど う ) 童話 (と ーー 童謡 (どう よう ) 
童 門 (どう し ん ) 童顔 (どう が ん ) 児童 文学 じじ どう ぶん が く ) 学童 保育 (が くど うほ いく ) 


課 7 画 記 束 王 【 ニ ン 】 一 任 妊 





1 級 常用 be pregnant 
右 い 女性 の 妊娠 中 絶 の 増加 が 社会 問題 に な っ て いる 
人 口 増加 を 抑制 する 対策 と し て 避妊 を 北 励 し た 。 
妊婦 (に ん ぶ ) 選 妊 ( ひ に ん ) ス ル 恨 妊 ( か い に ん ) ス ル 妊娠 (に ん し ん ) ス ル 
不妊 症 ( ふ に ん し ょ う ) 避妊 薬 ( ひ に ん や く ) 妊娠 中 ( に ん し ん ちゅ う ぜ つ ) 
な 和 


最近 、 は 、 た や 攻 婦 人 利 」 の ほか あま り 使 われ な く な っ た 。 
車内 で 妊婦 や お 年 寄り に 席 を ゆ 若者 は まれ だ 。 






















婦人 (ふじ ん ) 夫婦 (ふう ふ ) E 婦 (し ゅ ょ ) 妊婦 (に ん ぷ ) 
看 衣 婦 (か ん ご ょ ) 保健 婦 ( ほ けん ふ ) 助産 婦 ( じ ょ さん ぶ ぷ ) 産婦 人 科 ( き ん ふじ ん か が) 
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11 課 





ちち ち milk, the breasts 
母乳 は 消化 吸収 に 優れ 、 栄 養 も バラ ンス よく 含ま れ て いる 。 
ヨー グル ト や チー ズ の よう な 乳 製品 は 、 成 長期 の 子ども に は 欠か せな い 。 


乳 (ちち ) 乳 飲み 子 ( ち の み ご ) 和牛 乳 (ぎゅ うに ゅ う ) 母乳 (ほぼ に ゅ う ) 豆乳 (と うに ゅ う ) 
練乳 (れん に ゅ う ) 乳液 (に ゅ うえ き ) 乳児 (に ゅ うじ ) 乳化 (に ゅ うか ) ス ル 
ー ニ 授乳 (じゅ に ゅ う ) ス ル 乳 製品 (に ゅ う せ いひ ん ) 脱脂 乳 (だ っ し に ゅ う ) 
乳酸 南 ( に ゅ うさ ん きん ) 離乳 食 ( り に ゅ うし ょ く ) 貴 乳 類 ( ほ に ゅ うる い ) 


* 乳 母 還 (うば ぐる ま ) 





11 課 5 画 | ヨウ 
(2 級 ) (教育 ) お さ - な い ound, infant, childhood 


a 和 9 : か な 人 間 関 係 が 現在 の 彼 を つく っ た と 言っ て も 過言 で は 
幼稚 園 時 代 は よく 近所 の 山 へ 境 足 に 行き 、 皆 で お 弁当 を 食べ る の が 楽 Ne だ 


効い (お き な い ) 幼 友達 (お さ な と も だ ち ) 効 児 ( よ うじ ) 幼虫 (よう ちゅ う ) 
乳幼児 (に ゅ うぅ う よ う じ ) 効 年 (よう ね ん ) 幼児 期 (よう じき ) 


幼稚 園 (よう ちえ ん ) 長 幼 の 序 ( ち ょ う よ う の じ ょ ) 
11 課 


項 順 | 1 


集め た 資料 を 項目 別に 整理 し た 。 
修学 旅行 の 注意 事項 を 書い た プリ ント を 生徒 に 配っ た 。 














才 ea Sy 了 二 9 
item, clause 


江 功 紅 頁 項 





項目 (こう も <) 事項 ( じ こ う ) 前項 ( ず ん こう )g 後 項 に こう こう) 別項 ( べ っ こ う ) 
泉 項 (じょう こう ) 要項 (よう こう ) 決議 事項 (けつ きじ こう ) 入試 要項 (に ゅ うし ょ うこ う ) 


DE 計 還 生 1 唱 W4 
肌 此 S 1 級 に listen, hear 





覚 障 害 児 教育 で は 、 口 話 法 8 も に 手話 法 も 取り 入れ て いる 
re 前 に 、 博 士 は お も むろ に 講演 を 始め た 。 


ー ラ 聴く (きく ) 聴力 ちょ うり ょ く ) 聴覚 ちょ うか く ) 聴衆 (ちょ うし ゅ う ) 

ー ラ 聴取 (ちょ うし ゅ ) ス ル -ー ラ 聴講 (ちょ うこ う ) ス ル 

ラ 傾聴 けけ いちょう) スル 聴診 器 ( ち ょ うし ん き ) 聴講 生 ( ち ょ うこ う せ い ) 

視聴 者 (し ちょ うし ゃ ) 修 聴 人 (ほう ちょ うに ん ) 補聴器 ( ほ ち ょ うき ) 

事情 聴取 (じじ ょ うち ょ うし ゅ ) 聴覚 障害 児 ( ち ょ うか くし ょ うがい じ ) 
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11 課 7 画 ニョ ウ 
- 宣 


3 : す る と 、 肝 臓 の 凌 常 や 糖尿 病 な ど が 発見 で きる 。 
夜尿症 は 、 大 人 に な れ ば 治る こと が 多い 。 


尿 (に ょ う ) 尿意 (に ょ うい ) 尿素 (に ょ うそ) 尿道 (に ょ うど う ) 
尿 検査 (に ょ うけ ん る ) 利尿 剤 ( り に ょ うざい ) 糖尿 病 ( と うに ょ う び ょ う ) 


尿毒 症 ( に ょ うど くし ょ う ) 夜尿症 (や に ょ うし ょ う ) 泌尿 器 科 ( ひ に ょ うき か ) 


血 | 居 11 課 6 画 MM 
(2 級 ) (教育 ) blood 


酸素 や 栄 杖 分 ょ aa を 流れ る Fr よっ て 轄 ば れる 。 
競走 馬 は 血統 に よっ て 能力 が 測 ら れ 、 値 段 が 決ま る 


血 ( ち ) 見 血 ( は な お ) 血液 (けつ えき ) 帳 管 (けっ か ん ) 血圧 (けつ あつ ) 
出血 (し ゅ っ けつ ) ス ル 吐血 (と けつ ) ス ル ー ヲ 輸 由 (ゆけ つ ) ス ル 
上 献 血 ( け ん けつ ) ス ル 血液 型 ( け つえ き が た ) 血統 書 ( け っ と うし ょ ) 


血糖 値 け っ と うち ) 高血圧 (こう けつ あつ ) 血 友 病 (けつ ゆう びょう ) 
日 血 病 (は は っ けつ びょう ) 貧血 症 ( ひ ん けつ し ょ う ) 
ら 航 


le) が 、 ーー 気体 に 変 1 する 
ヨウ 素 伝 の 溶液 は 】 舞 色 だ が 、 で ん ぷん と 反応 する ご 育 系 色 に 変わ る 。 






液体 (を きた い ) 液状 (た きじ ょ う ) 血液 (けつ えき ) 体液 (た いえ き ) 
胃液 (いえ き ) 只 液 (だ えき ) 粘液 (ね ん えき ) 乳液 (に ゅ うえ き ) 
溶 六 ( よ うえ る き ) 液化 (を た きか) スル 水溶液 ( む いよ うえ き ) 消毒 液 ( し ょ うど く え る ) 


加計 
1 級 (教育 ) Ilung 


介 母 は 若い ころ 肺結核 を 思い 、 長 い 間 療養 生活 を 送っ た 。 
父 は 、 た ば この 吸い 過ぎ で 肺 ガ ン に な る と 医者 に お どか され た 。 


肺 臓 ( は い ぞ う ) 肺炎 (は いえ ん ) 肺 病 (は いび ょ う ) 肺 ガン (は い が ん ) 
肺活量 (は いか つり ょ う ) 肺結核 (は いけ っ か く ) 


に リン 
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回 計時 是 
月 | 財 BNGTaGh 


現代 社 人 PP トン ーー Mk 





私 は 風邪 薬 と 胃腸 薬 を 常備 薬 と て いつ も 携帯 し て いる 
表 ( ぃ い ) 胃袋 (いぶ くろ ) 胃液 (いえ き ) 月 酸 ( い ぃ さん) 表 突 ( い えん) 
表 痛 (いつ う ) 表 冶 ( い が ん ) 表 潰 場 ( い か いよ う ) 胃腸 楽 ( い ぃ ちょう や く ) 


日 日 | 11 課 13 画 チョ ウ 


腸 は 消化 準 の 一 つ で 、 栄 養分 と 水分 の 消化 吸収 を 行う 。 
食べ 物 は 胃 か ら 十 二 指 腸 ・ 小 腸 ・ 大 腸 へ と 移動 する 。 





腸 ( ち ょ う ) 大 腸 ( だ いち ょ う ) 小腸 (し ょ うち ょ う ) 盲腸 (も うち ょ う ) 腸炎 (も ちょ うえ ん ) 
胃腸 楽 (いち ょ う や く ) 腸閉塞 (ちょ う へ いそ く ) 十二指腸 (じゅ うに し ちょ う ) 
蔵 【 ゾ ウ 】 一 蔵 騰 


威 | (教育 ) Iinternal organs, entrails 


が 坦 い の か 特定 で きず に 、 検 査 を 繰り 返し た 。 
臓 番 移 植 の あり 方 に つい て は 新聞 で つね に 大 きく 取り 上 げ ら れ て いる 








内 臓 (な い ぞ う ) 心 肛 し ん ぞう ) 肝臓 (か ん ぞう ) 肺 臓 ( は い ぞ う ) 
朋 臓 ( ひ ぞ うぅ ) 記 臓 (じん ぞう ) 看 臓 結石 (じん ぞう けっ せき) 

















臓 閉 移 植 ( だ うき いし ょ く ) 心臓 発作 (し ん ぞう ほっ る) 
1 課 千 【 カ ン 】 一 千 刊 


1 級 常用 liver, courage 


肝臓 の 細胞 は 再生 能力 が 高い の で 、 9 り 取 っ て も 、 も と に も どる 
アメ リカ で 働き た い が 、 肝 心 な 英語 が 苦手 で 困っ て いる 


カン 汗 肝 電 








肝 ( き も ) 肝 試 し (し きも だ めし ) 肝臓 (か ん ぞう ) 肝 笑 (か ん えん ) 
肝心 (か ん じん ) ナ 肝腎 (か ん じん ) ナ 肝硬変 (の か ん こう へ ん ) 


脳 Y| 1 斉 1 画 フウ 当 【 ノ ウ 】 一 脳 悩 
肥 
(2 級 ) (教育 ) (教育 ) brain 





虹 性 の 脳 の 重き は 1350 g で 、 体 重 の 約 2 % を 占め る 。 
来 月 、 パ リ で 主要 7 カ国 の 首脳 会 談 が 開か れる 。 





脳 ( の う ) 大 脳 ( だ い の う ) 小脳 (し ょ う の う ) 脳波 (の う は ) 脳 突 (の うえ ん ) 
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頭脳 ( ず の う ) 瑞 脳 (し ゅ の う ) ー ラ 洗脳 (せん の う ) ス ル 
脳外科 (の うば げ ばか ) 脳出血 (の うし ゅ っ けつ ) 脳血栓 (の うけ っ せん ) 


活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 

11 課 12 画 人 

肝 朋 ん 1 級 (教育 ) muscle, plot, authorit 
彼 が スポ ー ツ 万 能 だ と いう こ 1 本 その 筋肉 質 の 体 を 見 れ ば わか る 。 
政府 筋 の 情報 に よる と 、 夏 に は 国会 が 解散 し 総 選 挙 を 行う こと に な る そう だ 。 
















助け すじ) 筋書き (すじ が き ) 大 筋 (お お すじ ) 血筋 ( ち すじ ) 背筋 ( せ す じ ) 本 筋 (ほん すじ ) 
政府 筋 (せい ふ す じ ) 消息 筋 (し ょ うそ くす じ ) 筋肉 きん に く ) 

肪 力 き ん り ょ く ) 腹筋 (ふっ きん ) 鉄筋 (て っ きん ) 筋肉 質 (きん に くし つ ) 
心筋 醒 守 ( し ん きん こう そく ) 


11 課 10 画 の 
(2 級 ) boneSs, frames 





キー で 足 を 骨折 し 、 ギ ブス を つけ た まま 自転 車 で 通学 し た 。 
の 財 あっ 細部 に 関し て は まだ 検討 中 だ 。 





骨 ( ほ ね ) 骨組 み ( ほ ね ぐみ ) 背骨 (を せ ぼ ね ) 骨格 (こっ か く ) 骨子 (こっ し ) 骨 籠 ここ つっ ずい) 
軟骨 (な ん こつ ) 助 骨 (る っ こつ ) 気骨 (きこ つ )  - ラ 骨折 (こっ せつ ) ス ル 
武 骨 ( ぶ こ つ ) ナ 接骨 医 ( せ っ こっ つい ) 反骨 精 神 ( は ん こつ せい し ん ) 






11 課 フク 邊 【 フ ク 】… 復 腹 複 [ 覆 ] 
久 | (2 級 ) (教育 ) 六 は ら belly, stomach 


か 旧 E に し て て 崩 か ら 何 も 食 べ て いな い の で ひど く 空 腹 を 感じ る 
世の中 に は 腹 の 立 つこ と が 多い 。 








腹 (は ら ) 太っ 腹 (ふと っ ぱら ) 腹部 (ふく ぶ ) 腹痛 ふく つう ) 
腹 案 ( ふ く あ ん ) 腹心 (ふく し ん ) 山腹 (ほん ぷく ) 中 腹 ( も ちゅ うふ く ) 
空腹 (くう ふく ) 電 満腹 (まん ぶ ぷく) ー ニ 立腹 ( り っ ぷ く ) ス ル 





な 所 . 
皿 (2 級 ) か わ ず ら - う be 山 , suffer from, worries 


患者 の 気持 ち に な っ て 治療 を 考え る 医者 に な り た い 。 
條 女 は 小さ いと き 小 児 ぜ ん そく を 患っ て いた が 、 今 で は すっ か り 健 康 だ 。 





ー ラ 患う ( わ ず ら う ) 長 思 い ( な が わずらい ) 患部 (か ん ぶ ) 患者 か ん じゃ ) 
疾患 (し っ か ん ) 急患 (きゅう か ん ) 内 愛 外 患 ( な い ゅ うがい か ん ) 


すか 
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候 | 書 11 課 10 画 | コウ 
(2 級 ) (教育 ) |(* そ うろ う ) season, weather, climate 


日 本 の 気候 は 、 季 節 ご と の 差 が 大 きく 、 変 化 に 富ん で いる の が 特色 だ 。 
症候 群 と いう の は 、 い くつ か の 症状 が 同時 に 発生 する 独特 な 病気 の こと で ある 


気候 (きこ う ) 天候 (て ん こう ) 兆候 (ちょ うこ う ) 候補 (こう は ) 
症候 群 ( し ょ うこ う ぐ ん ) 測候所 (そっ こう じ ょ ) 立候補 ( り っ こ うほ ) ス ル 


第 12 課 


寄 末 12 課 9 画 エイ 
不 礎 、| ? 維 ) 避 (2 級 ) (教育 ) | さか - え る は - え る glory, prosDerity, vanity 
タマ ゴ は 栄養 価 が 高い 食べ 物 で ある 。 


この 呆 は か つて 背 織 物産 業 で 栄え た 。 





栄え る (さか える / は える ) 2 栄 礁 (そい ょ よ ) 栄 枚 ( を た いよ う ) 
光 穴 (こう えい ) 島 栄 (は ん えい ) ス ル 栄養 x 素 (を いよ うそ ) 
栄養 価 ( を いよ うか ) 騰 栄 心 き ょ えい し ん ) ま 見 栄 (みお) 










の 各 


ツル 


析 和 20@ の | ge ーー 
ロケ ッ ト 発 射 の 時 が 近づき 、 い よい よ 秒 読 PP 





秒速 ( 選 よ まう 容 毎秒 ( ま いで びょう) 何 秒 (な ん びょう) 数 秒 ( す う ぴ ょ う ) 
秒読み (びょう よみ ) 


12 課 16 画 | トゥ 唐 【 ト ウ 】 一 唐 本 で 
粉 1 級 (教育 ) SUdar 


人 トウ キビ な ど を 原料 と し 、 そ れ を 精製 し た も の で ある 。 
血液 に 含ま れる ブドウ 糖 の 値 を 血糖 値 と いう 。 





砂糖 (きとう) 糖分 (と うぶ ん ) 糖 質 ( と うし つ ) 糖類 (と うる い ) 果糖 (か と う ) 
プ ブドウ糖 と う ) 血 精 値 (けっ と うち ) 精 尿 病 (と うに ょ う び ょ う ) 





炭 | 炭 | 12 課 9 画 | タン 
ル K 6 すみ charcoal, coal, carbon 


炭水化物 は 主 に 植物 の 体内 で 作ら れ 動物 の 栄養 と な る 
か つて 北九州 は 炭 寺 が 多く 、 そ れ が 工業 化 の 基盤 と な っ た 。 
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炭 ( す み ) 木炭 (も 6 く た ん ) 石炭 (せき た ん ) 炭 ( た ん こう ) 炭素 (た ん そ ) 
選 107 た ん か ) ス ル 炭酸 (た ん さん ) 活性炭 ( か っ せい た ん ) 炭水化物 (た ん すい か ぶつ ) 
化 炭素 (いっ きん か た ん そ ) 二酸化 炭素 (に きん か た ん そ ) 


活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


12 課 10 画 | シ 旨 【 シ 】 一 旨 指 脂 
日 | 常用 あぶ ら fat, lard, resin 





生乳 か ら 脂 肪 分 を と っ て 粉 に し た も の を 脱脂 粉乳 と いう 。 
プラ スチ ッ ク は 合成 樹脂 と も 呼ば れる 。 





脂 ( あ ぶら ) 脂肪 (し ぼう ) 脂質 (し し っ ) 油脂 ( ゅ し ) 樹脂 (じゅ し ) 皮脂 (ひし っ つ ) 
脂肪 酸 ( | 開 た る 2 さ ん ) 脂肪 分 ( 鹿 ぽ ば う ぶ ん ) 脱脂 粉乳 だ っ し ふん に ゅ う ) 


肪 | 肪 12 課 8 画 | ボウ 9 ー 房 坊 妨 防 肪 紡 
1 級 常用 





了 5、 休 の の 上 還る 7 パー セッ ト 表 示す る 高価 体 脂肪 計 が 売ら れ て いる 。 
夏 に ビー ル を 飲み 過ぎ て 、 お 腹 に 脂肪 が つい た 


脂肪 (し ほう) 脂肪 酸 ( し ほう さん ) 体 脂肪 計 ( た いし ほう けい ) 


12 課 14 画 | コク 
| 守 1 級 (教育 ) grain, cereals 


ーー と どの 穀物 は 長期 の 保存 が 可能 で ある 。 
「 日 本 の 穀倉 地帯 ] と いえ ば 、 米 が 日 本 各地 へ 送れ る ほど と れる 地方 、 と いう 意味 で ある 。 








穀物 (こく も つ ) 穀類 (に こく る い ) 雑 殻 (ざっ こく ) - ラ 脱穀 ( だ っ こく ) ス ル 


穀倉 地 帯 に くそ うち た い ) 

12 課 12 画 | ショク 直 【 シ ョ ク 】 一 殖 植 
上 う - え る う - わ る plants, plant 

私 の 趣味 は 植物 栽培 で 、 花 や 野菜 を つく っ て いる 。 

現在 、 臓 器 移植 に か らん で 、 脳 死 の 問題 が クロ ー ズ アッ プ さ れ て いる 
















* 下 (チョ ク ) 








植え る (うえ る ) 植木 (うえ き ) 田植 え ( た うえ ) 植物 (し ょ く ぶ つ ) 
植 字 (し ょ くじ ) 誤植 (ご し ょ く ) 植林 (し ょ くり ん ) ス ル -ー ラ 植樹 (し ょ くじ ゅ ) ス ル 


ー ヲ 移 植 ( い し ょ く ) ス ル 植民 地 ( し ょ くみ ん ち ) 





ふ ae む ふく - め る include, understand 
LT ーー 居 。 
この 鉱山 の 金鉱 石 は 、 金 の 含有 量 が 多い こと で 有名 だ 。 





ー ラ 含む (ふく わ ) ー ヲ 含め る (ふく め る ) ー ヲ 言い 含め る (いい ふく め る ) 含 著 ( が ん ちく ) 
ー ラ 含有 (が ん ゆう ) ス ル ー ラ 包含 (ほう が ん ) ス ル 含有 量 ( が ん ゆう りょう ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み 意 味 
12 課 6 画 0 及 【 キ ュ ウ 】 一 及 級 吸 





- フ SuCk, sip, inhale 
仕事 に 疲れ た ら 、 Poo さき 息 を 吸い 込む と 、 頭 が すっ きり する 
を 


腸 は 、 胃 が 消化 し た 食べ 物 を 栄養 分 と し て 吸収 する 働き が ある 。 


ェ ヲ 吸う (すう ) - ラ 吸い 込む (すい こむ ) 吸い 取る (すい と る ) 


ー ラ 吸収 (きゅう し ゅ う ) ス ル ー ヲ 吸入 (きゅう に ゅ う ) ス ル ー ラ 吸引 (きゅう いん ) ス ル 
呼吸 (こき ゅ う ) ス ル 呼吸 器 ( こ きゅう き ) 酸素 吸入 器 ( き ん そ き ゅ うに め ゅ うる) 


1 級 和志 ー ザ aCid, SOUr 


空気 し や も の が 燃え る の は 、 空 気 に 酸 素 が 含ま れ て いる か ら で あ る 。 
ヨー グル ト は 生乳 を 乳酸 菌 で 先 本 させ た も の で ある 。 





と 


区 きん ) 酸性 (きん せい ) 電 アル カリ 性 炭酸 (た ん さん ) 塩酸 (えん さん ) 
硫酸 ( り ゅ うさん) 硝酸 (し ょ うさ ん ) 尿酸 (に ょ うさ ん ) 脂肪 酸 ( し ぼう さん ) 
酸化 ( ミ さん か ) ス ル 酸化 物 ( き ん か ぶつ ) 水 酸 化 物 ( す チ い さん か ぶつ ) 乳酸 菌 ( に ゅ うさ ん きん ) 


団 || 只 に 





EE ど FC れ く ES に よっ て 分 上 き れ ょ よい 肥 料 が で きる 。 ' 
入院 中 に 別 の 病原 菌 に 触れ 、 新 た な 病気 を 併発 する こと が ある ' 
軸 ( き ん) バクテリア 歯 類 ( き ん る い ) 細 南 (きい きん) 微 陣 ( ば いき ん ) 
雑菌 (ざっ きん ) 抗菌 (こう きん ) ヲ 殺 菌 ( ほ っ きん ) ス ル 減 菌 (めっき ん ) ス ル 

病原 南 ( び ょ う げ ん きん ) 大 腸 菌 (だ いち ょ うき ん ) 乳酸 菌 ( に ゅ うさ ん きん ) 


胞 | 肥 12 課 9 画 | ホウ 包 【 ホ ウ 】 一 包 抱 胞 砲 飽 
選 い 1 級 常用 sac, Sheath 


ー つ の 細胞 が 一 つ 以 上 の 細胞 に 分 か れる こと を 細胞 分 裂 と 言う 。 
細胞 工学 で は 有用 物質 の 生産 や 新品 種 の 育成 を 目指 し て いる 


細胞 (さい ぼう ) 胞子 (ほう し ) 気 胞 ( き ほ う ) 同胞 (どう ほう ) 細胞 膜 (きい ほぼ ほう まく ) 
細胞 分 釣 ( ほ * い ぼう ぶん れつ ) 細胞 工学 (さい ぼう こう が く ) 





TL | 2 し お salt. chloride 
Ma。 


塩分 の 取り 過ぎ は 体 に よ 
英 に 塩 を 送る 1 敢 の 苦境 を 助け る と い ar 
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塩 ( し お ) 井 味 (し お あじ ) 塩水 (し お みず ) 塩分 (そん ぶん ) 
志 田 (た ん で ん ) 食塩 (し ょ くえん ) 央 塩 ( が ん えん ) 塩素 (えん そ ) 
塩基 (えん き ) 塩酸 (を ん さん ) 協 化 物 (を ん か ぶつ ) 





Dluq up, nitroqen 
室 素 は 常温 で は 無味 無臭 の 気体 で 、 元 素 記号 は N で ある 
軍事 政権 下 で は 自由 な 発言 表現 が 禁止 され 、 国 民 は 窒 鳥 し そう な 状態 だ っ た 。 





窒素 (ちっ そ ) 窒素 肥料 (ちっ そ ひ りょう ) 窒息 (ちっ そく ) ス ル 窒息 死 ( も ちっ そく し ) ス ル 


誠 太 12 課 12 画 | リュ ウゥ 恋 【 リ ュ ウ 】 
大 な 池 1 級 常用 SUlfUr 

コニー ニーー 分 は 硫黄 な の で 、 ちょ っ と 臭い が きつ い 。 
消化 器官 の X 線 診断 に は 硫酸 バリ ウム の 造影 剤 が 用 いら れる 















一 流 硫 





依 酸 (りゅう さん ) 硫化 鉄 ( り ゅ うか て つ ) * 碗 黄 ( い お う ) 





支 ||| 文 」| 12 課 10 画 | ザイ 

弄 神 | 1 級 常用 medicine, drud 
楽 局 に 行っ て 薬剤 師 に 相談 し た ら 、 ek 
最近 いい 漂白 剤 が で きた の で 、 洗濯 カ 








楽 剤 (や くぎ ざい ) 錠剤 (じょう ぎ い ) 下剤 ( げ ぎ ざい ) 洗剤 (な ん ぎ い ) 楽 剤 師 ( や く ざ いし ) 
栄 枚 剤 (たいよう ざい) 解熱 剤 ( げ ね つぎ ざい ) 裳 日 (ひょう は くぎ ざい ) 
防腐 剤 (ほう ふ ぎ ざい ) 乳化 剤 (に ゅ うか ざい ) 殺虫 剤 (きっ ちゅ う ぎ い ) 止血 剤 (し けつ ざい ) 


12 課 


に 逢 ン と リ 





9 画 サ 
(2 級 ) (教育 ) | す な 
ke 下 め る 人 々 が 砂糖 に 群がる アリ の よう に 集まっ て きた 。 
世界 一 大 き な 砂 漠 ( は ウー ジテ 砂漠 で ある 








砂 ( す な ) 砂浜 ( す な は ま ) 砂糖 (きとう ) 砂金 (きき ん ) 砂鉄 ( き て つ ) 砂漠 (さき ば ぱく) 
砂丘 (さき ゅ う ) * 砂 利 ( じ ゃ り ) ま * 土 砂 ( ど し ゃ ) 


MX | 條 少 1 級 常用 fine, slender 


化学 繊維 の 開発 に よっ て 、 薄 く て 丈夫 な 布地 が で きる る よう に な っ た 。 
病弱 で 繊細 な その 少年 は 、 一 人 で 詩 を 読ん で 過ごす こと が 多かっ た 。 


織 維 (せん い ) 繊細 (せん さい ) ナ 化学 組 維 (か が くせ ん ぃ ) 合成 繊維 (ご う せ いせ ん い ) 
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活字 体 筆記 体 課 ン 画数 / 級 プ 種 別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 
区 所 受 条 | 衣 12 課 10 画 サ ツ * ザ イ * ネ セツ 


(2 級 ) (教育 ) ころ - す kil, lessen, butcher 


熱湯 で 殺菌 し た お し ぼ り 9 が ービス が あっ た 。 
現場 近 く で 逮捕 きれ た 洋 浪 者 が 人 事件 の 犯人 で ある 可能 性 は 少な い 。 





我 す (ころ す ) 条 し 屋 ( こ ろ し ゃ や) 条 人 (さっ じん) 殺意 (さき つい) 
他殺 (た きつ ) 自殺 ( じ さ きつ) スル  -ー ラ 暗殺 (あん さ つ ) ス ル ニニ 殺 到 ( ほ っ と う ) ス ル 
… 黙殺 (も くさ きつ) スル 殺伐 (きつ ば ぱっ) と し た 殺虫 剤 (きっ ちゅ うざい ) 


殺菌 力 き っ きん り ょ く ) 殺風景 ( ミ っ ぷう けい ) 


12 課 13 画 半 





ほろ - び る ほろ - ぽ す fall into, ruin, perish, destroy 
開発 が 進む に つれ て 自然 が 減 び て いく 。 
古代 都市 ポン ペイ は 火山 の 爆発 に よ り 一 夜 に に し に G 馬 選 し 。 


滅び る (ほろ びる ) ー ラ 減 ぽ す ( ほ ろ ぼ す ) 不 減 . ふ め つ ) 減 亡 ( め つ ぼ ぽう) スル 
死 減 ( し め つ ) ス ル 破滅 (は め つ ) ス ル 全滅 (ぜん め つ ) ス ル 

絶滅 (ずつ め つ ) ス ル ー ヲ 撲滅 (ぼく め つ ) ス ル 消 減 ( し ょ うめ つ ) ス ル 

点滅 (て ん め つ ) ス ル ー ヲ 減 菌 (めっき ん ) ス ル 






エエ | ナー | 12 課 7 画 | コ 元 【 コ ウ 】 一 琉 抗 航 


大 型 ス ー パ ー の 進出 計画 は 、 地 元 商店 街 の 激 し v 抵抗 あっ た 。 


少年 は 無理 解 な 親 に 反抗 し て 家出 を し た 。 
抗争 (こう そう ) 抗戦 (こう せん ) 抗 爾 (こう きん ) - ニ 抵抗 (て いこ う ) ス ル 
ェ ニ 対抗 (た いこ う ) ス ル < 反抗 (は ん こう ) ス ル 一 こ 抗 議 ( こ う ぎ ) ス ル 


- ト 括 抗 (きっ こう ) ス ル 抗生 物質 (こう せい ぶっ し つ ) 
不可 抗力 (ふか こう り ょ く ) 抗 (こう ) ヒ スタ ミン 剤 (ざい ) 
抗原 抗体 反応 (こう げん こう た い は ん の う ) 
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第 13 課 


少 字 体 筆記 体 課 画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ン 意味 
13 課 8 画 | テン 
プ ハ | ノン ヽ | 1 級 Standard, rule, ceremony, text 
# 十 音 順 は 、 日 本 の 辞書 や 百科 事典 の 典型 的 な 配列 法 だ 。 
テキ スト の 出典 を 明らか に せよ 。 








典 刑 (て ん けい ) 出典 (し ゅ っ て ん ) 辞典 (じてん ) 法典 (ほう て ん ) 
志 / 7 エキ アー ヽ ゝ 可 Ya ヽ 

教典 ( に 9. の | 原 晶 ( げん て ん ) 吾 幅 ( SS で 氏 曲 ( さい て ん ) 
式典 (し き て ん ) 典型 的 (て こん けい ぃ て き ) ナ 白 科 事典 ( ひ ゃ っ か じてん ) 


【 人 名 】* ま 典子 (の りこ ) 


日 日 | 日 日 | ] 級 党 用 


水晶 や ダイヤモンド の よう に 、 原 子 が 規則 正しく 配列 し た 物質 を 結晶 と いう 。 
占い 師 は 水晶 の 玉 を 使っ て 占っ た 。 









る 上 曰 /」 > ーー Ss 
旨 けっ しょう ) 水 品 (3 MM し まう ) 【 人 名 】 * ま 旧 ( あ きら ) * 語 子 ( あ き ご ) 


13 課 11 画 | リュ ウゥ 
常用 | つぶ grains, particles, drop 


音 の 人 は 米 の 一 粒 一 粒 ま で 残さ ず 食 べ る よう に 子ども た ち に 教え た 。 
物質 は 、 原 子 、 分 子 、 イ オン な どの 粒子 か ら で き て いる 。 









粒 (つぶ 一 粒 ( ひ と っ ぶ 料 に め つ お 
(つぶ ) 粒 ( ひ と つぶ ) 米粒 (こめ つぶ ) 粒状 (つぶ じょう ) 
事 に アル ェ SS 3 = 丘 半 エー デレ ラル ュ ヽ ML 一 アーLs っ * ヽ RE 

粒子 (りゅう し ) 素 粒 子 (そり ゅ うし ) 役 粒 子 (びり ゅ うし) 類 粒 (か りゅう ) 












膨 肝 2 13 課 16 画 ボウ 
w グ | パッ グ | 1 級 端 用 | ふく - ら ちら む ふく - れ る 


exDand 
その 会 社 は 膨大 な 赤字 を 抱え て 、 倒 産 し た 。 
新人 生 は 希望 に 胸 を 大 きく 膨らませ て いた 。 








膨らむ (ふく らち )  - ラ 膨らます (ふく ら ま す ) 膨れ る (ふく れる ) 
膨大 (ほう だ い ) ナ サナ 膨張 (ほう ちょ う ) ス ル 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み 意 味 


首 い | 13 課 9 画 | ギャ ク 
AA | 9 の さか - ら う さか - reverse, OPDosite 


1]-a 十 b の と き 、b を a の 「 逆 数 |] と いう 。 
車 は 、 突 然 、 逆 方 向 に 走り 出し た 。 





ー ニ 逆らう (さか ら う ) 逆さ (さか さ ) 逆立ち (きか だ ち ) 逆数 (ぎゃ くす う ) 

逆 接 (ぎゃ くせ つ ) 電 順 接 ( じ ゅ ん せつ ) 逆転 (ぎゃ く て ん ) ス ル 逆流 (ぎゃ くり ゅ う ) ス ル 
ー ラ 逆算 (ぎゃ くさ ん ) ス ル 逆 上 (ぎゃ くじ ょ う ) ス ル 一 ニニ 逆行 (ぎゃ っ こう ) ス ル 

ー ニ 逆襲 ( ぜ ゃ くし ゅ う ) ス ル ーー ニ 反逆 (は ん ぎゃ く ) ス ル 逆 方 向き ぎゃ く ほ うこ う ) 
送 効 果 (ぎゃ く こ うか ) 





大 諾 13 課 16 画 ギョ ウ 
1 級 常用 こ - る ご こ - ら す congeal, concentrate 


子供 の ころ は 、 テ レビ ゲー ム に 凝っ て いた 。 
液体 が 固体 に な る 現象 を | 凝固 | と いう 。 


ー ニ 疾 る (こる ) - ヲ 疑 ら す ( こ ら す ) 凝り 固まる (こり か た まる ) 
疾 固 (ぎょ うこ ) ス ル Wg 融 解 ( ゅ うか い ) ス ル 疾 縮 (ぎょ うし ゅ く ) ス ル 


ー ラ ヲ 凝 視 ( ぎ ょ うし ) ス ル 


箇 クー 13 課 16 画 コウ 

レム 人 類 ] 1 級 常用 balance 
彼 は 体操 選手 で 、 平 衡 感覚 が 非常 に 優れ て いる 
実力 が 均衡 し た チー ム 同 士 の 白熱 し た 誠 合 を 見 た 。 


平衡 (へ いこ う ) 均衡 (きん こう ) ス ル 度量 衡 (どり ょ うこ う ) 平衡 感覚 (へ いこ うか ん か く ) 





了 義 | 庄 9 画 | カン 
| ま - く まき rollup, volume, scroll 


巻末 に ある 索引 を 調べ れ ば 、 こ の 字 の 読み 方 が すぐ わか る 。 
赤い マフ ラー を 首 に 巻い て いる 。 


ー ヲ 巻く (まく ) - ラ 取り 若く (と り ま く ) 巻紙 (まき が み ) 巻尺 ( ほ き じゃ く ) 
葉巻 (は まき ) 海苔 巻 (の り ま き ) 巻頭 (か ん と う ) 巻末 (か ん まつ ) 全巻 (ぜん か ん ) 
上 巻 (じょう か ん ) 下巻 ( げ ば かん) 第 三 巻 ( だ いさ ん か ん ) 圧巻 (あっ か ん ) 





売 。 【 ュ コウ 】 一 売 





OUTS 
ーー ら 銃 声 が 聞こ えた 。 
禁 力 団 組員 が 、 銃 刀 法 條 反 で 逮捕 きれ た 。 
銃 ( じ ゅ う ) ライ フル 銃 ( じ ゅ う ) 銃弾 (じゅ うだ ん ) 銃声 (じゅ う せ い ) 拳銃 (けん じゅ う ) 
鉱 刀 法 (じゅ うと うほ う ) 銃撃 戦 ( じ ゅ うば げき せん) 機関 銃 (きか ん じゅ う ) 





Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied b istered version 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ン 意味 


丸 | 入 、 13 課 3 画 | ガン 
(2 級 ) (教育 ) (2 級 ) (教育 ) まる - い まる round, whole 
旭 丸 を 発射 する 小型 の 武器 を 「 銃 ] と いう 。 















僕 が 丸坊主 に な っ た の を 見 て 、 妹 は 目 を 丸く し て 驚い た 。 


丸 (まる ) 丸い (まる ぃ ) 丸め る (まる め る ) 丸 焼 け (まる や け ) 丸坊主 まる ぼう ず ) 
妃 購 記 ( ま る あん き ) ス ル 九 薬 (が ん や く ) 弾丸 (だ ん が ん ) 砲丸 (ほう が ん ) 





上 
J | 3 弧 ) 全 


宇宙 に は 、 人 類 以 外 に も 的 生命 体 が 存在 する か も しれ な い 。 
栃木 県 の 県 庁 所 在 地 は 、 宇 都 宮 だ 。 








宇宙 (うち ゃ ゅ う ) 字 宙 船 (うち ゅ う せ ん ) 宇宙 服 ( う ちゅ うふ く ) 
小学 宙 ( し ょ うう ちゅ う ) 宇宙 飛行 士 う ちゅ う ひ こう いい) 【 地 名 】 宇都宮 (うつ の みや ) 


SDaC@e, mid-air 


近い 将来 、 一 般 の 人 が 宇宙 旅行 を 楽 人 か も し れ な い 。 
人 間 の 体 が 宙 に 浮く と いう マジ ッ ク を 見 た 。 









油 ( ユ ) 












遇 (ちゅう) 宙返り (ちゅ う が え り ) ス ル 宙吊り (ちゅ うぅ う づ り ) 宇宙 旅行 ちゅ うぅ うり ょ こう ) 


クモ | ノ チ ーー| 13 課 15 画 シン ョ ウ 
衝 | 笑 1 級 常用 collide 


交差 点 で 車 と バス が 正面 衝突 し て 死傷 者 が 出 た 。 
テレ ビ が 戦場 の 衝撃 的 な 映像 を 流 ャ あ 。 5 






衝撃 (し ょ う げ き ) 衝動 (し ょ うど う ) ~ ニ 衝突 ご (し ょ うと つ ) ス ル -ー ト 折衝 (せっ し ょ う ) ス ル 
衝撃 的 (し ょ う げ き て き ) ナ 衝動 的 (し ょ うぅ うど て き ) ナ 緩 衝 地 和 帯 ( か ん し ょ うち た い ) 


13 課 8 画 ト ツ 





常用 た る dash, stab, thrust 
突然 、 あ た り が 暗く な っ て 、 雨 が 降り 始め た 。 
連 転 中 に 追突 され て 、 自 を 痛め た 。 








~ー ヲ 突く (つく ) 玉突き (た まつ き ) 突然 (と とつぜん) 突起 (と っ き ) 煙突 (えん と つ ) 

ー ニ 突入 (と つ に ゅ う ) ス ル ーー ニ = ニ 突 撃 (と つげ き ) ス ル -ー ニ = 突出 (と っ し ゅ っ ) ス メル 
ヲ 突破 (と っ ぱ ) ス ル ー ニ 突進 (と っ し ん ) ス ル ーー ニ ント 衝突 (し ょ うと つ ) ス メル 
= 追突 (つい と つ ) ス ル  - ニ 激突 (げき と つっ) スル 突飛 (と っ ぴり ナ 唐突 (と うと つっ) ナ 


突 発 と っ ぱつ て き ) ナ 


つの ア 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 プ 種 別 


ー キ キー 13 課 13 画 
蒸 | 





音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 
ジョ ウ 


む - す お む - れ る む - ら す steam, heat 


や か ん か ら 出 る 蒸気 で 窓 が ラス が 鞭 っ て いる 。 
水 は 、 そ の 温度 が 100 度 を 越 を る と 、 沸 騰 し て 水蒸気 に な る 。 


ao こす 蒸れ る ( む 


れる ) ー ヲ 蒸 ら す (むら す ) 蒸し 器 (むし き ) 
う は つ ) ス ル ーー ヲ 蒸 留 (じょう りゅう ) ス ル 


蒸留 Wi ょ うり ゅ う すい ) 水蒸気 すい ぃ じ ょ うき ) 恭 気 機関 車 ( じ ょ うき きか ん し ゃ ) 


加 | 更 | 
1 級 0 


亜鉛 は 青 み を お び た 銀 日 


SUD- 
の 金属 で 、 元 素 記号 は [Znm」 で ある 。 


森 の 中 ! CM で 3 だ な 。 


亜鉛 (あえ ん ) 白亜 (は く 
【 地 名 】 亜 細 亜 (アジ アァ ) 


人 ム 敗 | 人 | 13 課 13 画 





あ ) 亜 熱 葵 ( あ ね っ た い ) 亜寒帯 (あか ん た い ) 


較 に 
な まり 


最近 の 子供 は ナイ フ で 鉛筆 を 削る こと が で き な い らし い 。 
きのう の 晩 飲み 過ぎ て 、 今朝 は 胃 が 鉛 の よう に 重い 。 


に ム な 八 を を / > に MR 
鉛 ( な まり ) 鈴 筆 (を ん ぴ つ ) 


中 に:4 





鉛 害 (を ん が い ) 亜鉛 (あえ ん ) 


オウ * コ ウ 黄 【 オ ウ 】 一 黄 横 
吉 更 且 ellow 


硫黄 は 、 っ て 燃え る 黄色 い 結 唱 で 、 火 山地 帯 で と れる 
信号 の 青 は 「 進 め 」、 黄 色 は [注意 ]、 赤 は [止ま れ | と いう 意 味 だ 。 


足 ( き ) 黄色 (きい ろ ) 黄金 (お う ご ん ) 黄土 色 ( お うど いろ ) 
卵黄 (らん お う ) 飲 黄 (いおう ) * 蓄 砂 ( こ うる ) * 茸 金 ( こ が ね ) 





計 み | は マッ | 13 課 
所 


午前 寺 時 は 真夜 中 の 12 時 、 


レイ 
Zero, nothing 
KR 


この 地方 は 温暖 で 、 冬 で も 零下 に な る こと は 、 め っ た に な い 。 
答 ( れ い ) 6 (れい ど ) 和 寺下 (れい か ) 箸 点 (れい て ん ) 
肝 時 (れい じ ) 落 ( れ いら く ) ス ル 零細 企業 (れい きい き ぎ ょ う ) 
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Converted by Total Imaq 


reqistered version 





活字 体 筆記 体 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


角 | 角 | 朋 | 誠 13 課 カク 
(2 級 ) (教育 ) 吉 かど つの angle, horn, corner, SdUare 
あそこ の 角 を 左 に 曲がる と 、 生 の 角 の よう な 形 を し た 山 が 見 える 。 
三角 形 の 三 つ の 内 角 の 和 は 180 度 で ある 












角 ( か ど ) 角 ( つ の ) 角 ( か く ) 角度 (か くど ) 
角質 (か くし つ ) 角膜 (か くま く ) 内 角 ( な いか <) 直角 (ちょ っ か く ) 
五角 (ご か く ) 頭角 (と うか く ) 三角 形 ( き ん か くけ い ) 

四角 形 ( し か くけ い ) 対角線 (た いか くせ ん ) 半角 文字 (は ん か くも じ ) 


全角 文字 (ずん か くも じ ) 三角 定規 (さん か くじ ょ う ぎ ) 
三角 関数 (さん か く か ん すぅ ) 


巨 【 キ ョ 】 ー 巨 拒 距 
distance 

門 か ら 建物 まで の 距離 は 、 約 200 メ ー ト 本 

條 は 郊外 に 家 を 買っ た の で 、 遠 距離 通勤 を し て いる 。 





距離 ( き ょ り ) 短 距 離 (た ん き ょ り ) 長 距離 (ちょ うき ょ り ) 
束 距 離 通勤 (を ん き ょ り つう きん ) 


辛 【 ケ イ 】 ー 軽 径 茎 






5 Pe 
当 索 EL よ 、 ーー 語 の 直径 に 対す る 比 で 、 約 3.14 で 
円 や 球 の 中 心から 円 周 や 球面 まで の 長き を 痢 と いう 。 





キー 


直径 (ちょ っ けい ) 半径 (は ん けい ) 日 径 (こう けい ) 


辺 | ら 委 ヘン 
の 宙 あ た - リ vicinity, side, edge 


この 辺り に 銀行 は あり に 
三角 形 の 面積 は 、「 底 辺 か ける 高き 割る 2」 で 求め られ る 。 






辺り (あたり ) 川辺 (か わ べ ) 浜辺 (は ま べ ) 水辺 (みず べ ) 岸辺 ( き し べ ) 窓辺 ( ま ど べ ) 
辺 へ ん ) 辺境 (くん きょう ) 底辺 (て い ぃ へ ん ) 右辺 ( う へ ん ) 左辺 ( ほ へ ん ) 
周辺 (し ゅ う へ ん ) 近辺 (きん ぺん) 身辺 (し ん ぺん) 平行 四辺 形 (へ いこ ぅ し へ ん けい ) 
ー 等 辺 三角 形 ( に と う へ ん さき ん か くけ い ) 
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Converted by Total Ima i IROIIE1K EE 全 7 





第 14 課 


活字 体 殺 中 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み プ 意味 


14 課 10 画 | シャ 
1 射 
1 級 い - る shoot, radiate 





原子 力 発 電 所 の 事故 で 半径 30 キ ロ 以 内 は 放射 能 に 汚染 きれ て いる 可能 性 が ある 
英 の ミサ イル が 高射 砲 の 射程 距離 内 に 入っ た 。 





ー ラ 射る (いる ) 射撃 (し ゃ ば げき) 射程 (し ゃ て い ) - ラ 射殺 (し ゃ さき つ ) ス ル 
ER ー ラ 発射 (は っ し ゃ ) ス ル  - ラ 反射 (は ん し ゃ ) ス ル 
ャ ボ デ 噴射 (ふん し ゃ ) ス ル [ ] 射 病 ( に っ し ゃ ぴょ う ) 高射 砲 ( こ うし ゃ ぼう ) 

ノ 


放射 能 ( ほ うし ゃ の う ) 
備 滞 14 課 12 画 y 盾 【 ジ ュ ン 】 一 盾 

り 1 級 常用 circulate 
血液 の 循環 が 悪く て 手足 な ど が 冷え や すい 体質 を 「 季 を 性 の 9 。 
駅 前 か ら 市 内 を 循環 する バス に 乗っ て 、 二 つ 目 の バス 停 で 降り る 。 






















特 





ラ 循 環 ( じ ゅ ん か ん ) ス ル 循環 妙 ( じ ゅ ん か ん る き ) 


中 |」 示 | 14 課 16 画 | ジ 藤 【 ジ ョ ウ 】 一 嬢 
音 時 1 級 常用 arable soil 


昔 か ら 農 村 は 、 五 殻 豊 生 を 祈っ て 行わ れる 祭り が 伝わっ て いる 。 
アジ サイ は 、 酸 性 の 土壌 で は 赤 っ ぽい 人 色 の 花 を つ ! ける 。 








土壌 (どじ ょ う ) 刀 帝 豊和 本 ( ご こく ほう じょう ) 





漫 | 温 な 2 

人 比 yAMA (2 級 ) Am し め - る し め - す damp, wet, moist 
この 実験 室 で は 、 温 度 だ け で な く 混 度 も - 定 に 保 た れ て いる 。 

日 本 の 夏 は 調 混 多湿 で 過ごし に くい 。 








』 ヽ キー s ヽ * ーー / ) \ 
肖 る (し め る )Wg 乾 く ( か わく ) 湿度 (し っ ど ) 淫 気 (し っ け ) 混 地 ( し っ : 拉 
肖 疹 (し っ し ん ) 多湿 (た し っ ) 陰湿 (いん し つ ) ナ 高温 多湿 (こう お ぉ お ん た し つっ 





14 課 16 画 | ネン 
燃 燃 (2 級 ) (教育 ) (教育 ) | も - え る も - や す burn, flammable 
化石 燃料 の 大 量 消費 が 原因 で 、 大 気 中 の 二酸化 炭素 が 増加 し て いる 。 


プス ナ ッ タ 3 品 を 燃やす と 、 有毒 科学 デ 物 質 で を 省 ん だ 煙 が 出る 。 








燃え る (も える ) ー ラ 燃やす (も や す ) 燃料 (ね ん りょう ) 燃 費 (ね ん の ) 
燃焼 (ね ん し ょ う ) ス ル 調 燃 (さい ね ん ) ス ル 
呈 燃 性 (か ね ん せい )g 不 燃 性 ( ふ 。 ね ん せい ) 内 燃 機関 (な いね ん きか ん ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 















乾 | < 14 課 11 画 | カン 

の (2 級 ) 常用 | か わ - く か わ - か す dy 
空気 が 乾燥 し て いる の で 、 火 の 始末 に 注意 し な けれ ば な ら な い 

の は 洗濯 物 が な か な か 乾 か な い の で 、 乾 燥 機 を 使う 。 







了 く (か わく ) ー ヲ 乾 か す ( か わか す ) 乾季 (か ん き ) 乾燥 (か ん そう ) ス ル 
昌 杯 (か ん ば ぱい) スル 乾燥 機 ( か ん そう き ) 乾燥 剤 (か ん そう ぎ い ) 乾電池 (か ん で ん ち ) 





















ロ 14 課 17 画 
』 ロワ 
燥 | 妹 | 0 縛 | 
お 提 子 の 袋 の 中 に は 乾燥 剤 が 入っ て いる 
あの 人 の 話 は 無味 乾燥 で 、 全 然 面 『 邊 味 が な い 。 


ビア 還 【 ソ ウ 】 一 操 燥 藻 


dry UD 








乾燥 (か ん そう ) ス ル 燥 剤 (か ん そう ざい ) 焦燥 感 ( し ょ うそ うか ん ) 
仁 常 乾燥 (いじ ょ うか ん そう ) 無味 乾燥 (な む な み か ん そう ) ナ 


14 課 20 画 
1 級 常用 











ケン * ケ 県 【 ケ ン 】 県 懸 
か - け る か - か る SuSpend, hang, depend 





の の リア ウッ ニテ を 与え る 懸念 が ある 。 

犯人 を 見 つけ て 通報 し た 人 に は 、100 万 円 の 懸賞 金 が 支払 われ る 。 

懸賞 けん し ょ う ) 懸案 (けん あん ) 懸垂 (けん すい ) 懸命 (けん めい ) ナ 
懸賞 金 け ん し ょ うき ん ) 一 生 懸 命 (いっ し ょ うけ ん めい ) * 頻 念 ( け ね ん ) 


「 v 14 課 / 

「 1 級 em desert, obscure, vaque 

「 iiE は 、 砂 漢 や プレ ー ン の よう に 雨 の 少な い 乾 燥 し た 地域 が ある 
現代 の 若者 は 、 将 来 に 対し て 漠然 と し た 不安 を 感じ て いる 。 





漠然 (ば く ぜ ん ) 砂漠 (さば く ) 





14 課 12 画 ハイ 
1 級 常用 す た - れ る す た - る abolish, waste 






工場 か ら 出る 廃液 に は 多く の 有害 物質 が 含ま れ て いる 

壊れ た り 役 に 立た な く な っ た り し た 物 を 廃品 回 収 に 出す 。 

廃れ る (すたれ る ) 廃 る ( す た る ) ー ラ ヲ 魔 (は い ) す る 廃品 (は いひ ん ) 
廃 讐 (は いえ き ) 廃物 (は いぶ つっ) 廃案 (は いあ ん ) 廃 志 ( は いき ょ ) 
ー ヲ 廃棄 (は いき ) ス ル ー ラ 廃止 (は いし ) ス ル  - ラ 廃絶 【 は い ぜ つ ) ス ル 

~ う 廃業 (は い ぎ ょ う ) ス ル - ラ 廃刊 (はい かん) スル ー ラ 全廃 (まん ば ぱい) スル 

ー ヲ 撤廃 (て っ ぱい ) ス ル 光 廃 (こう は い ) ス ル 退廃 (た い は い ) ス ル 


老廃 物 (る う は いぶ つ ) 退廃 的 (た い は いて き ) ナ 廃品 回 収 (は いひ ん か いし ゅ う ) 
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池 体 筆記 体 避 画数 級 ン 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み ン 意 味 


径 14 課 13 画 キ 
業 1 級 常用 abandon, resign 


要ら な く な っ た 家電 製品 な ど を 不法 投 識 し た 者 は 罰せ られ る 。 
日 本 は 、 日 本 国 写 法 の 中 で 戦争 を 放棄 する と 定め て いる 





ー ヲ 茎 権 (きけ ん ) ス ル ーー ヲ 遺棄 (いき ) ス ル -ー ラ 棄却 (きき ゃ く ) ス ル - ラ 廃棄 (は いき ) ス ル 
ー ラ 放棄 (ほう き ) ス ル ーー ラ 破棄 (は き ) ス ル 量 RFONe 廃棄 物 ( は いき ぶつ ) 
自 横 自棄 (じほう じき ) 


三 区 | キキ | 14 課 8 画 本 用 
| - 婦 - poison, virus, harm 


禁 飲 半 食 や 喫煙 は 体 に 毒 だ 。 
数 人 の 職員 が 毒物 の 混入 し た カレ ー を 食べ 病院 に 運ば れ た 。 








意 ( ど く ) 毒物 (どく ぶつ っ) 毒 楽 (どく や く ) 毒素 (どく そ ) 毒性 (どく せい ) 毒舌 (どく ぜ つ ) 








中 毒 (ちゅ うど く ) 害 毒 ( が い ど く ) 猛毒 (も うど く ) -ー ヲ 毒殺 (どく さ つ ) ス ル 
服毒 (ふく どく ) ス ル ー ラ 消毒 (し ょ うど く ) ス ル 有毒 (ゆう どく ) ナ 
消毒 液 (し ょ うど く ぇ えき) 食中毒 (し ょ くち ゅ うど く ) 解毒 剤 ( げ ど くぎ い ) ] 
14 課 14 画 ショ * チ ョ 者 【 シ ョ 】 一 諸 緒 緒 填 * 著 (チョ ) ' 
常用 お beginning 
政府 は 、 民間 題 を 住民 と 一 緒 に 考え て いこ うと いう 次 土 を 示し た 。 「 
思春 期 に は 、 情 緒 が 不安 定 に な る こと が ある | 
| 


鼻緒 (は な お ) 一 緒 ( い っ し ょ ) 内 緒 ( な いし ょ ) 由緒 (ゆい し ょ ) 内 緒 話 (な いし ょ ば な いり) 


Y プ し 14 課 セン 
染 | 栄 1 級 そ - め る そ - ま る (し - み る) 


IS 定 伝染 病 で ある の で 、 患 者 を 隔離 する 必要 が ある 
生物 の 匂 負 体 は 漠 伝 子 を 含み 、 その 種 ご と に 数 と 】 形 が 決ま 。 っ て いる 












dye, infect 








ー ラ 染め る (そめ る ) 染まる (そま る ) 染物 (そめ も の ) 自明 染 め ( し ら が ぞ め ) 
2 ん りょう ) ー ラ 染色 (せん し ょ く ) ス ル ー ら 洒 (お 3 蘭 人 ス ル 


蔽 染 ( か ん せん ) ス ル 伝染 交 (- (で ん せん ) ス ル 染色 体 (せん し よく だ 
伝 ーー ん せん びょう ) 


浄 ポテ 14 課 9 画 ジョ ウ 
4 2 1 級 常用 clean, purify, to cleanse 
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か Se を 洗浄 し な けれ ば な ら な い 。 


常 水 (じょう すい ) 準 士 (じょう め ) 不 洋 ( ふ じょう ) ナ 電 清 沙 ( せ いじ ょ う ) ナ 
ec ヲ 化 ( じ 下る カリ ス ル ー ヲ 洗 滞 ( せ ん じ ょ う ) ス ル 光 水 場 ( じ うす い 世 ょ うぅ ) 
党 土 款 (じょう ど し ゅ う ) 自 沙 作 用 (じじ ょ うき ょ うぅ ) 


活字 体 『 ーー 音読 み 【 音 符 】 グ 訓 読み 意味 


TP 


exclude, discharge, expel, reject 
は | ra る 大 気 汚染 や 工場 排水 に よる 水質 汚染 が 進ん で いる 


自分 の 仲間 以外 の も の や 異な る る も の を 排除 し よう と する 排他 的 な 態度 は よ く な い 。 











~ ヲ 琲 (は い ) ス ル 排水 (はい すい ) 排気 は いき ) ガ ス 排 煙 ( は いえ ぇ ん ) 
~ う 排出 (は いし ゅ つっ) スル - ラ 排除 (は いじ ょ ) ス ル ー ラ 排 民 ( は いせ き ) ス ル 
- ヲ 排 港 (はい せっ) スル 排水 溝 (は いす いこ ぅ ) 排他 的 (は いた て き ) ナ 


ぷ み | こく | 14 課 10 画 | フ 





ッ す - 常用 う - く 。 う - か ぶ う - か べ る float, rise to surface 
育 い 海 に 白い 船 が た くさ ん 浮か ん で いる る の が 見 える 
魚介 類 は 、 水 中 に 浮遊 する プラ ンク ト : 党 る 当 etsu 






浮く うく <) 浮か ぶ ( う か ぶ ) ー ラ ヲ 江 か べ る (うか べ る ) 
ー ニ 浮か れる (うか れる ) 浮力 ふり ょ く ) 学 遊 (ふゆ う ) ス ル 

- ガ 浮上 (ふじ ょ う ) ス ル 電 沈下 (も ん か ) ス ル 浮動 票 〈 ふ どう ひょう ) 

浮浪 者 (ふろ うし ゃ ) * 浮 気 ( う わき ) * 浮 世 絵 (うき ょ ぇ ) 


14 課 夫 の 全 の 
Ci 蘭 | で a turbid, uncleanness, vojced 
生活 排水 や 工場 廃水 な ど が 流れ 込み 、 川 の 水質 が 汚濁 し た 。 
大 雨 で ダム ヵ m し 、 下 流 の 住民 が 濁流 に の まれ て 命 を が 生 同 し た 。 









に ご る ) - ラ 濁す (に ご す ) 滴 音 (だ くおん )g 清 音 (せい お ん ) 濁点 (だ く て ん ) 
滴 流 (だ くり ゅ う ) 汚濁 (お ぉ だく) スル 連 滴 (れん だ く ) ス ル 混濁 (こん だ く ) ス ル 


thrive, frequent, busy 


抽 売 が 5 盛 する こと を 願っ て 、 折 き 猫 店先 。 
繁殖 期 に な る と 、 炊 は 部 に 頻繁 に 近 五 づ く よ う に な 






楽 殖 ( は ん し ょ く ) ス ル 繁盛 (は ん じょう ) ス ル 繁栄 (は ん えい ) ス ル 繁 雑 ( は ん ざ つ ) ナ 
疾 繁 ( ひ ん ぱん ) ナ 繁殖 期 ( は ん し ょ くき ) 繁華 街 ( は ん か が い ) 農繁期 (の うぅ は ん き ぁ ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 プ 種 別 音読 み 【 音 符 】 訓読 み ノ 意味 

14 課 12 画 | ショ ク 直 【 シ ョ ク 】 つ 植 殖 
( 喧 | 1 級 常用 | ふ - え る ふ - や す multiply, increase 

この 部 屋 は 湿気 が 多く 、 カ ビ が 繁殖 し や すい 条件 が 整っ て いる 。 

は 放 の 浴 中 凡 

殖 え る (ふえ る ) - ヲ 殖やす (ふやす ) 生殖 (せい し ょ く ) 利殖 (5 し ょ く ) 拓殖 ( た くし ょ く ) 

繁殖 (は ん し ょ く ) ス ル 増殖 (ぞう し ょ く ) ス ル ーー ラ 養殖 ( よ うし ょ く ) ス ル 


サ 
1 級 常用 さり chained, connection 


イン フル エン ザ が 流行 し 、 小 学校 で は 学級 閉鎖 が 相次い だ 。 
- つ に 起こ っ ーー ツー : 他 は に 伝わっ て いく 現象 を 連鎖 反応 と いう 。 
鎖 ( く さり ) 鎖国 (さこ く ) 鎖骨 (さこ つっ) 連鎖 (ん ん き ) - ラ 封鎖 (ふう さき) スル 
ヲ 閑 鎖 ( へ いさ ) ス ル 電 開放 (か い ほう ) ス ル 閉鎖 的 (へ いさ て き ) ナ 
閉鎖 1 上 会 (へ いき し ゃ か い ) 連鎖 反応 (れん さき は ん の う ) 学級 閉鎖 (が っ きゅう へ いる ) 


さ > 7 画 | チン 
| LE bis 


突然 、 | 4 、 住 宅 が 損壊 し た 。 
漁船 の 沈没 事故 で も 、 5 




















* 下 (チョ ク ) 

























Sink 








沈む (し ず む ) こ ラ 沈 め る (し ず め る ) 沈黙 (ちん も に 二 

深 し . ト ( ち ん か ) ス ル 沈殿 (ちん で ん ) ス ル 沈没 ( ち ん ぼ ぽ つ ) ス ル 

ー ラ 撃沈 (ば げ きちん) スル 沈 痛 (ちん つう ) ナ 沈 思 黙 考 ちん し も っ こう ) 
谷 静 沈着 (れい せい ちん ちゃ く ) ナ 意気 消沈 (いき し ょ うち ん ) ス ル 





届 ! 殿 14 課 デン 洲 デ シン 
バ た 叉 | ② 級 (2 級 ) = と の どの mansion, palace, Iord, Mr., Mrs., Miss 


パリ 郊外 に ある ベル サイ ユ 宮 殿 を 見 学 し 5 
個人 的 な 手紙 の あて 名 に は 「 〇 O 〇 様 」、 公 的 な 手紙 に は 「 〇 〇 殿 」 を 使う 





ー 殿 (どの ) 殿様 (と の ミ さま) 殿方 と の が た ) 殿下 (で ん か ) 殿堂 (で ん どう ) 
宮殿 (きゅう で ん ) 神殿 (し ん で ん ) 沈殿 (ちん で ん ) ス ル ま * 御 殿 (ご て ん ) 


3 づ 3 イ 


IRO6I に EK ER 全 71E-【 の リロ 





活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 プ 種 別 音読 み 【 音 符 】 ノ ンプ 訓 読み 意味 
15 課 14 画 カク 各 【 カ ク 】 … 格 闘 





1 級 tall building, cabinet 
新 内 閣 の 組 人 事 に Ce し て いる 
この 城 は 天守 閣 の 部 分 だ けが 古く 、 残 り ! は 最近 建て て 直さ れ た 。 








閣僚 (か くり ょ う ) 導 議 (か くぎ ) 閣下 (か っ か ) 内 閣 ( な いか く ) 公開 (ぶっ か く ) 
ェ ー ニ 人 人 閣 ( に ゅ うか く ) ス ル -ー ラ 組 開 ( そ を かく) スル 天守 関 ( て ん し ゅ か く ) 
5 課 司 【 シ 】ー 伺 詞 飼 嗣 


slimF】 
ロ 
中 1 級 officiate, administrator 


城 判 所 は 、 法 律 に 基づい て 人 々 の 争い ご と や 犯罪 を 裁く 司法 機関 で ある 。 


ィ A そら ょ 


友達 の 結婚 式 の 披露 恋 の 司会 を 頼ま れ た 。 


















語法 (し ほう ) 司会 (し か い ) 上 司 ( じ ょ うし ) 司祭 (し さい ) 
司令 官 (し れい か ん ) 司法 試験 (し ほう し けん ) * 行 司 (ぎょ うじ ) 





い 坊 15 課 に 








さば - く た - つ judge, cut out, tailor 
1 た 裁判 官 に な る 道 は 険しい 。 
彼 の 特技 は 、 料 理 と 裁縫 そう だ 。 
ー ヲ 裁 く ( き ば く ) ー ヲ 基 つ (た つ ) 裁判 (きい ば ん ) 裁決 (さい けつ ) 
裁縫 (さい ほう ) 独裁 (どく さい ) 体裁 (て いさ きい ) 注 切 (よう さい ) 
和裁 ( わ さ い ) ー ラ 仲裁 (ちゅ うさ い ) ス ル 裁断 (さい だ ん ) ス ル 
雪 判 所 (さい ば ん し ょ ) 裁判 官 き い ば ん か ん ) 裁判 長 (きい ば ん ちょ う ) 













1 級 常用 
学生 た ち は 文 化 祭 の 総括 を 行っ た 。 
国務 大 臣 は 国 の 各行 政 機関 を 統括 し て いる 。 





舌 【 カ ツ 】 一 活 括 
lump together, fasten 


* 舌 [ ゼ ッ ] 








括 統 ( か っ こ ) ー ラ 一 括 ( い っ か つ ) ス ル  - ラ 総括 (そう か つ ) ス ル 
ー ラ 統括 (と うか つ ) ス ル ー ラ 包括 (ほう か つ ) ス ル 概括 (が イカ ッ ) ス ル 
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活字 体 筆 過 課 ブ 上 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み 意 味 


吉 、 1 級 constitution,law 


5 時 3 日 は 日 本 国 憲法 が 、 0 と を 記念 する 、 国 民 の 祝日 だ 。 








| 児童 憲章 ] や | 赤十字 憲章 ] は 、 国 家 間 で 理想 と ee ほめ られ た 原則 で ある 。 
坦 法 (けん ぽう ) 憲章 (けん し ょ う ) 憲兵 (けん べ ぺい) 合 坪 ( ご うけ ん )g 倍 憲 ( い けん ) 
護 意 (ご けん ) y. 電 君主 国 (0 っ けん くん し ゅ こく ) 


【 人 名 】* 章 男 (の りお ) * 憲 子 ( の りこ ) 


律 | 15 課 リツ * リ チ 
f (2 級 ) 寺 law, rhythm 


法律 に 基づい て 政治 が 行わ れ て いる 国 を 法治 国家 と いう 。 
修 は 非常 に 真面目 で 律儀 な 人 だ 。 





- ラ 律する ( り っ す る ) 律令 (りつ りょう ) 律 法 (りっぱ ぽう ) 法律 (ほう りつ ) 
規律 ( き りつ ) 戒律 (か いり つ ) - 律 (いち りつ ) 旋律 (せん りつ ) 
自律 的 (E りつ て き ) ナ * 往 僕 ( り ちぎ) ナ 





執 | 執 15 課 11 画 | シッ * シ ュ ウ 
寺 ー 級 常用 こつ execute, seize, take hold 
鎌 信 


切 府 で は 、 将 軍 を 補佐 する | 執権 ] 職 に つい た 北条 氏 が 実権 を に ぎっ 
仙 役 三 年 Ye 判決 カ Oi、 ー 年 の 執行 猫 予 が つい た 。 


- ヲ 執る (と る ) 執務 (し つ わ ) 執権 (し っ けん ) 確執 (か くし つ ノ かく しゅ う ) 
執行 (し っ こう ) ス ル -ー ラ 執筆 (し っ ぴ つ ) ス ル 執刀 (し っ と う ) ス ル 

- ニ 固執 ( こ し っ ノン こし ゅ う ) ス ル 執 効 (し し つ ょ う ) ナ 執行 部 (し っ こう ぶ ) 
執行 釘 予 (し っ こう ゆう よ ) 0 (し ゅ う ね ん ) 

* 吾 念 深 い ( し ゅ う ね ん ぶ か い ) ー ニ 着 (し ゅ うち ゃ く ) ス ル 





ーー 15 課 ! レイ 令 【 レ イ 】 一 令 冷 鈴 零 齢 
(2 級 ) command, someone'S(honorific) 


この 会 ER に 従わ な けれ ば な ら な い 
令 官 の 号令 に よっ て 、 兵 隊 の 行進 が 始ま っ た 。 


令状 (れい じょう ) 作 嬢 (れい じょう ) 信息 (れい そく ) 政令 (せい れい ) 
辞令 ( じ れ い ) 命令 (めい れい ) ス ル je うれ い ) ス ル 指令 (し れい ) ス ル 
発令 (は は つれ い ) ス ル 司令 官 (し れい か ん ) 禁止 令 (きん し れい ) 戒厳 令 ( か い げ ん れい ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 プ 級 プ 種 別 音読 み 【 音 符 】 ノ ーー 1 っ 意味 

15 課 9 画 コウ * オ ウ 王 【 オ ウ 】 一 王 狂 
1 級 emperor, Imperial 
天皇 ・ 皇 后 両 陸 下 が お 出 ま し に な 

皇 太 子 ご 成婚 の パレ ー ド が 皇居 を ! 0 















皇居 (こう き ょ ) 皇室 (こう し っ ) 皇族 (こう ぞ く ) 皇后 (こう ご う ) 和 皇 太 子 ( こ うた いい ) 
皇帝 (こう て い ) * ま 天皇 (て ん の う ) * 法 阜 (ほう お ぉ う ) 


「 15 課 ショ ウ 
(2 級 ) (教育 ) 上 うけ た まわ - る agree to, receive 
その 間 題 は 教授 会 で 検討 きれ 、 最 終 的 に 了承 され た 。 
勝手 な お 願い で 申し 訳 あ り ま せん が 、 ご 承諾 いた だ ける と 助かり ます 。 





ー ヲ 承る (うけ た まわ る ) 承知 (し ょ うち ) す る ー ヲ 承認 (し ょ うに ん ) ス ル 
ー ラ ヲ 誠 諾 (し ょ うだ く ) ス ル ニラ 了承 (りょう し ょ う ) ス ル ー ヲ 伝承 (で ん し ょ う ) ス ル 
ー ヲ 継承 (けい し ょ う ) ス ル 不 承 不 承 Q ふ し ょ うぷ ぶ しょう ) 


15 課 10 画 





(2 級 ) (教育 ) 
お 本 沈 派 を 越え て 意見 を 出し 合う べき だ 。 
識 会 で 最多 の 議席 を 持つ 政党 を 中 心 と し て 政治 を 行う 仕組 み を 政党 政治 と いう 。 





党 ( と う ) 党首 (と うし ゅ ) 党員 (と うい ん ) 党派 (と う は ) 
政党 (せい と う ) 写 党 ( よ と う ) 野党 (や と う ) 吉 党 (あく と う ) 
甘党 (あま と う ) 導 党 (か ら と う ) 結党 (けっ と う ) ス ル 離党 (9 とう) スル 


解党 (か いと う ) ス ル 多数 党 ( た すう と う ) 


EK 15 課 ホウ 
1 級 MA state, home country, Japan 


アメ リカ 合衆国 は 、 統 治 権 RM に 外交 権 な ど を 持つ 連邦 政府 が ある 
海外 に 在住 する 邦人 組織 の ネッ トワ ー ク を 作る 









邦人 (ほう じん ) 邦文 (ほう ぶん ) 邦画 (ほう が ) 連邦 (ん ん ぼう ) 異邦 人 ( い ほ うじ ん ) 


佐 佐 15 課 7 画 | サ 左 【 サ 】 一 左 佐 差 
1 級 常用 assist, help, colonel 


佐藤 さん は 今年 、 課 長 補佐 に 昇進 し た 。 
アメ リカ の 大 統領 補佐 官 は 非常 に 重要 な ポス ト だ 。 












少佐 (し ょ うる) 中 佐 ( も ちゅ うる ) 大 佐 ( た いき ) ー ラ 補佐 ( ほ ミ ) ス ル 
【 地 名 】 佐渡 ( き ど ) 土佐 (と き ) 【 人 名 】 佐 藤 ( ミ と うぅ) 佐々木 ( ミ さき) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 
15 課 10 画 人 兼 【 ケ ン 】 一 兼 謙 嫌 
1 級 常用 か - ね る and, concurrently 
この 部 屋 は 台所 兼 食 営 と いう こと に な っ て いる 
し ば らく の 間 、 首 相 が 外務 大 臣 を 兼任 する こと に な っ た 。 





半 ( ケ ン ) ー ヲ 兼 ね る (か ね る ) > ヲ 業 (けん ぎょ う ) ス ル 
ー ラ 開 用 (けん よう ) ス ル 任 (けん に ん ) ス ル 才 色 半 備 (きい し ょ くけ ん の) 
京 【 リ ョ ウ 】 一 僚 寮 療 瞭 


僚 念 15 課 14 画 | リョウ 
2 < 1 級 常用 colleague, an official 


日 本 で は 、 仕 事 の あと で 職場 の 同僚 と 飲み に 行く サラ リー マン が 多い 。 
新しい 閣僚 の 顔ぶれ を 見 る と 、 今 度 の 内 閣 の 特徴 が よく 現れ て いる 。 


僚 友 ( り ょ う ゅ ゆう ) 同僚 (どう りょう ) 官僚 (か ん りょう ) 開 僚 (か くり ょ う ) 
15 課 


委 | 季 
2 (教育 ) commit, entrust to 


| 県 教 概 ] と いう の は 、 県 の 教育 委員 会 の 略 で ある 。 
会 議 に 出 ら れ な い 場 合 は 、 議 長 に 委任 状 を 提出 する こと 。 












委員 (いい ぃ いん) 委細 (いさ きい ぃ ) 委任 ( い に ん ) ス ル 委託 いたく) スル 委員 会 (いい ん か い ) 
委員 長 ( い いん ちょ う ) 委任 状 ( い に ん じょう ) 教育 委員 会 (きょう いく いい ん か い ) 





に ここ な 15 課 10 画 キョ 
の ノ 4 ヽ 
挙 | 閥 1 級 あ - げ る nominate, raise, behavior 


警 祭 は 挙動 不審 な 男 を 取り 調べ た 。 
今度 の 参議 院 選 挙 で は 与党 の 圧勝 が 予想 され て いる 





ー ラ 人 挙 げ る (あげ る ) 挙動 ( き ょ どう ) 快挙 (か いき ょ ) 共 式 ( き ょ し き ) 
挙手 ( き ょ し ゅ ) ス ル 選挙 (せん き ょ ) ス ル ー ラ ヲ 欠 行 ( き ょ こう ) ス ル 
ー ヲ 推挙 (すい き ょ ) ス ル ー ヲ 列挙 ( れ っ き ょ ) ス ル 参院 選挙 (きん いん せん き ょ ) 








ボウ 方 [ボウ 】 一 房 防 肪 紡 妨 坊 傍 
の 1 級 常用 ふさ bunch, room, house 
この 宿舎 は 、 冷 房 と 暖房 が 完備 され て いる 
内 閣 官房 は 政府 や 省庁 の 重要 な 業務 を 行う 機関 で ある 
房 (ふさ ) 鶴 房 (て いぼ ほう ) 暖房 (だ ん ぼう ) 工房 (こう ほう) 書房 (し ょ ぼう ) 
文房具 (ぶん ぼう ぐ ) 内 閣 官 房 人 な いか く か ん ぼう ) 官房 長官 かん ぼう ちょ うか ん ) 
【 人 名 】 房子 ふき さこ ) 頼房 (より ふる ) 
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1 級 常用 ascertain, try, judge, examine 


3 題 は 、 委 員 叙 さ に お いて 継続 議 さ れる 
野球 の 試合 に は 審判 と し て 、 主 審 と 朱 審 が いる 。 


| 束 
co 












人 








審判 (し ん ば ぱん) 球審 (きゅう し ん ) 主審 (Le ゅ しん) 紅 和 ( る いし ん ) 
予 審 よ し ん ) 再 箸 (さい し ん )  - ヲ 審 査 ( し ん き ) ス ル 
ー プ 千 議 (し ん ぎ ) ス ル 不審 ( ふ し 宙 ) チ 審議 会 ミ ( し ん ぎかい v ヽ ) 階 審 員 ( ば v ゝ し ん いん ) 








全 上 | 人 上 | 15 課 10 画 | シン 
針 旬 ir 


政府 が 示し た 外交 方 針 に 対し て 、 野党 か ら 批 判 が 相次い だ 。 
旅行 に 行く 時 は 、 針 と 糸 * を 持っ て いっ た ほう が よい 。 








針 ( は り ) 針金 (は り が ね ) 福 射 針 ( ち ゅ うし ゃ ば り ) 秒針 (が びょう しん) 
方 針 ( ほ うし ん ) 指針 (し し ん ) 針葉樹 (し ん よう じゅ ) 電 広葉 樹 (こう ょ うじ ゅ ) 
テー ー つ 
第 16 課 





> 16 課 10 画 みみ グ 
核 久 1 級 常用 nucleus, core 


核兵器 削減 に 関す る 話し 合い は 、 問 軒 の 核 心 部 分 に Ao どこ だ し 流 Ea 
細胞 の 中 心 に ある 球状 の 部 分 ( 核 ) は 、 遺 伝 や 新 隙 代 謝 に 関係 する 働き を 持つ 。 





核 ( か く ) 核心 (か くし ん ) 中 核 ( ち ゅ うか く ) 結核 (けっ か く ) 
核 家 族 / か く か ぞ く ) 核兵器 (か く へ いき ) 核 実験 か くじ っ けん ) 桜 戦争 7 か くせ ん そう ) 
核 弾頭 (か くだ ん と う ) 核燃料 (か くね ん りょう ) 恋 柄 合 (か く ゆ う ご う ) 


原子 核 ( げ ん し か く ) 


16 課 7 画 て 得 和 補 





(2 級 ) (教育 ) (教育 ) Soldier, troop, stratedy 
彼 は 長年 、 核 兵器 や 科学 兵器 の 使用 禁止 を 訴え る 運動 を 続け て いる 。 
敵 の 兵力 は 、 味 方 の 3 倍 近く ある と 思わ れる 。 











兵 閉 ( へ いき ) 兵士 (へ ぃ いし) 兵隊 (へ いた い ) 兵力 (へ いり ょ く ) 
兵役 (へ いえ き ) 歩兵 ( ほ へ い ) 水兵 (すい へ い ) 出兵 (し ゅ っ べ ぺい) スル 
騎兵 隊 ( き へ いた い ) 負傷 挟 ふ しょうへい) 徴兵 制度 ちょ う へ いせ い ど め ) 

* 氏 法 ( ひ ょ うほ う ) * 丘 糧 ( ひ ょ うろ う ) 
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批 病 16 課 7 画 | ヒ 多 【E】 っ 圧 六 庶 
し 1 級 (教育 ) criticize, critical 


政府 の 経済 政策 は 当初 か ゝ な り の 批判 を 浴び た が 、 2 年 後に は 一 定 の 成果 を 上 げた 。 
その 映画 に つい て 伴 口 の 批評 を する 評 論 家 








も いる 
- ラ 批判 ( ひ は ん ) ス ル  - ヲ 批評 (ひひ ょ う ) ス ル  - ラ 批准 (ひじ ゅ ん ) ス ル 
作 代 16 課 10 画 
浴 1 級 常用 で ーー Sub-, accept 
フラ ンス と 中 国 は 、1992 年 に 核 不 拡散 条約 を 批准 し た 。 


| 批准 | と は 、 外 国 と 結ん だ 条約 を 国家 了 最終 的 に 承認 する こと で ある 。 


こ ヲ 批准 (ひじ ゅ ん ) ス ル 


16 課 13 画 | メイ 明 【 メ イ 】 一 明 盟 
TL| nm7 | 1 級 alliance 


独立 し て 国連 に 加盟 する 国 が 急増 し た 。 
この 楽 局 チェ ー ン の 加盟 店 は 、 関 東 だ け で も 80 店 に 上 る 


明 友 (めい ゆう ) 量 邦 (めい ほう ) 明 主 (めい し ゅ ) 同盟 (どう めい ) 
連 明 (れん めい ) ー ニ 加盟 (か めい ) ス ル 





削 人 
E 1 級 常用 けず - る cut by chippinq, pare 


政府 は 、10 年 間 で 国家 公務 員 の 数 を 25% 削 減 す る こと を 計画 し て いる 
最近 、 ナ イフ で 鉛筆 を 削る こと が で き な い 子供 が 増え て いる 。 


- ラ 削る (けず る ) ー ラ 削減 (きく げ ば ん) スル ーー ラ 削 除 ( さ くじ ょ ) ス ル 
ー ラ 添削 (て ん さく ) ス ル 掘削 機 ( く っ きく き ) 





掲 + 包 16 課 11 画 ン 
っ ツ | 1 級 常用 か か - げ る raise, display 


了 近 の 日 本 に は 大 きみ 理 提 を 提げ る 店 家 が 少な く な っ た 。 
入学 式 や 卒業 式 で 日 の 丸 を 掲揚 する こと を 強制 する 人 が いる 。 


ー ヲ 掲げ る (か か げ ば る ) 前 掲 ( ば ぴん けい ) ー ラ 掲載 (けい さい ) ス ル 
ー ヲ 掲示 (けい じ ) ス ル - ヲ 掲揚 (けい ょ よう) スル 掲示板 ( け いじ ば ん ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


16 課 10 画 キョ ウ 訪 【 キ ョ ウ 】 一 協 脅 勝 
目 1 級 常用 お び や - か す お ど - す threaten 


人 類 は 常に 核 の 脅威 に きら され て いる 












銀行 強盗 は 、 ナ イフ で 行員 を 脅し て 金 を 出さ せ 、 そ の 後 車 で 逃走 し た 。 
ー ヲ 脅かす (お び や か す / お どか す ) ー ヲ 脅す (お どす ) 脅威 (きょう い ) 


ー ラ ヲ 術 迫 ( き ょ う は く ) ス ル 脅迫 状 (きょう は くじ ょ う ) 


RB 争 ま 16 課 17 画 を 2 
か 軸 和 キ 1 級 常用 あざ - や か fresh, vivid, clear 


あの 日 の こと は 、 昨 日 の こと の よう に 鮮明 に 記憶 し て いる 

日 本 の 新聞 で は 、 大 韓 民 国 を 「 韓 国 ]、 朝 鮮 民 主 主義 人 民 下 E 和 国 を 「 北 朝鮮 」 と 書く 。 
SH JNN 

鮮やか (あざ や か 鮮度 (な ん ど ) 鮮血 (せん けつ ) 鮮魚 (せん ぎょ ) 朝鮮 (ちょう せん ) 

鮮明 (せん めい ) ナ 鮮烈 な ん れつ ) ナ 新鮮 (し ん せん ) ナ 生鮮 食品 (せい せん し ょ く ひ ん ) 


16 課 15 画 
区 (2 級 ) 常用 | ま - う まい dance, dancing 


の 者 及 独 は 、 5 歳 で 初舞台 を 踏ん だ そう だ 。 

桜の 花びら が 美しく 風 に 舞っ て いる 。 

銘 う (まう ) 舞 奴 (まい ぃ いこ) 舞台 (ぶた い ぃ ) 舞踊 ( ぶ ょ う ) 乱舞 (らん ぶ ) ス ル 
ー ラ 哉 多 に こぶ ) ス ル 舞踏 会 ぶ と うか ぃ い ) 舞台 裏 ( ぶ た いう ら ) 歌舞 伎 (か ぶ き ) 














絶 | 和 | 帳 16 課 12 画 | ゼ ッ 
し つ | プ D| (2 級 ) (教育 ) | た - え る た - や す た - つ dieout cutoff, extremely 


彼 は 人 生 に 絶望 し て 、 絶壁 か ら 海 に 身 を 投げ た 。 
この 動物 は 絶滅 の 危機 に 瀬 し て いる 。 














紀 え る (た える ) - ヲ 絶 や す (た や す ) -ー ラ 絶つ (た つ ) 絶対 (ずっ た い ) 
絶景 (ぷっ けい ) 絶 麻 ( ず っ ぺき) 絶版 (ずっ ぱん ) 絶妙 (まつ みょう ) ナ 
絶食 (まっ し ょ く ) ス ル 絶句 ( ぜ っ く ) ス ル ー ト 絶交 (ば っ こう ) ス ル 
ー ニ 絶望 ( ぜ つ ぼ ぽう) スル NN め つ ) ス ル  - ヲ 廃絶 ( に い ぜ つ ) ス ル  - ラ 拒絶 ( き ょ ぜ つ ) ス ル 
断絶 (だ ん ぜ つ ) ス ル 絶対 絶命 (まがっ た い ぜ つ めい ) 会 謝絶 (めん か いし ゃ ぜ つ ) 
吉富 16 課 9 画 

1 級 (教育 ) proclaim, announce 

裁判 で 、 証 人 は 真実 を 述べ る こと を 宣 故 し て か ら 、 証 言 する 。 


アーツ ーーー: あま や 





ー ラ 宣伝 (せん で ん ) ス ル ー ラ 宣言 (せん げん ) ス ル  -ー ラ 宣 碑 (せん せい ) ス ル 
ー ラ 定 告 (せん こく ) ス ル 宣教 師 (# ん きょう し ) 独立 官 言 (どく りつ ゃ / とげ ん) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 の 級 種別 音読 み 【 音 符 】 訓読 み ブ 意味 


撤 9 16 課 12 画 | エッ 
/ 常用 こ ご - す ご こ ご - え る go beyond, exceed 





彼 の 母親 は 、 彼 の 卓越 し た 才能 を 伸ばす た め に 、 す べ て を 犠牲 に 
3 年 越し の 交際 に 終止 符 を 打ち 、 恋 人 と 別れ た 。 


ー ヲ 越す (こす ) ー ヲ 越え る (こえ る ) 引っ 越す (ひっ こす ) 
年 越し し と し こし ) 90 sg ・ 越冬 (えっ と う ) ス ル 
卓越 / た く え つ ) ス ル ー ラ 超越 (ちょ うえ ぇ えつ ) ス ル 僕 越 感 ( ゆ うえ つか ん ) 


越 権 行為 (を っ けん こう い ) 【 地 名 】 上 越 ( じ ょ うえ つ ) 信越 (し ん えつ) * 越 後 ( を ちご 





16 課 
尋 (2 級 ) explode, bomb 


代 が すこ 伝え て いく 義務 が ある 
| 爆弾 宜 言 ] や | 心臓 に 爆弾 を 抱 を て いる | な ヵ な どの 比 識 前 な 表現 が ある 


爆弾 (ば くだ ん ) 爆 楽 (ば く や く ) 爆風 (ば く ふ うぅ ) 爆音 (ば く ぉ ん ) 爆竹 (ば くち く ) 
原爆 (げん ば く ) 水爆 (すい ば く ) 爆発 (ば く は つ ) ス ル ーー ヲ 爆破 (ば く は ) ス ル 

ー ヲ 爆撃 (ば く げ き ) ス ル 爆笑 (ば くし ょ う ) ス ル 被爆 (ひば く ) ス ル 自爆 ( じ ば く ) ス ル 
起爆 装置 ( き ば くそ うち ) 





2 
1 級 常用 と も - な う accompan 


お 子 さ ん が 参加 する 場合 は 、 必 ず 保 護 者 が 同伴 し て くだ さい 。 
大 臣 は 秘書 官 を 伴っ て 国際 会 議 に 出かけ た 。 


IVE な う ) 伴 但 ( は ん り ょ ) 伴 秦 ( ば ん そう ) ス ル 
ー ヲ 同伴 (どう は ん ) ス ル 


臣 | ! 課 19 画 | リン 
HH | ル DD 1 級 常用 の ぞ - む attend, confront, face 





1999 年 9 月 の 誠 城 県 東海 村 で の 臨界 事故 以後 、 核 燃料 再 利用 計画 は 延期 され て いる 。 
その リゾ ー ト ホテ ル は 全 室 か ら 海 が 臨め る 絶好 の 立地 条件 に 恵まれ て いる 


ー ラ 陥 む (の ぞ ち ) 陰 時 (9 ん じ ) 了 臨界 (5 ん か い ) 陥 海 (りん か い ) 臨月 (5 ん げ つ ) 
了 臨 炊 (りん じゅ う ) -ー こ ニ 君 臨 ( く ん りん ) ス ル 臨場 感 ( り ん じょう か ん ) 
臨機 応変 (りん き お う へ ん ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 


区 泊 | 得 幼 | 
に 1 級 常用 ちか - う vow, Swear, pledge 


ーー 人 は 神 の 前 で 愛 を 碑 っ た が 、 一 年 後に 別れ た 。 
彼 は その クラ ブ に 入会 ~ る 時 、 碑 約 書 に サイ ン さ せら れ た 。 













っ ラ 粋 あま ぶら っ? 5 > 三 > 少 〒 2 
ラ 轟 う ( ち か う ) ラ 芝 約 (せい や く ) ス ル - ラ 宣 故 (せん せい ) ス ル 吉 約 書 (せい や くし ょ ) 


ー 
1 級 大 troop, party 


iz で 、 上 免 童 が 隊列 を 組ん で 行進 し た 。 
この 会 社 で は 、 研 修 の た め に 新入 社員 を 自衛 隊 ! に 体験 入隊 させ て いる 。 






隊員 (た いい ん ) 隊長 (た いち ょ う ) 隊列 (た いれ つ ) 軍隊 (ぐん た い ) 部 隊 ( ぶ た い ) 
兵隊 (へ いた い ) 楽隊 (が く た い ) - ニ 入隊 (に ゅ うた い ) ス ル - ヲ 除隊 ( じ ょ た い ) ス ル 
自衛 隊 ( じ えい た い ) 親衛 隊 ( し ん えい た い ) 登山 隊 ( と ざん た い ) 探検 隊 ( た ん けん た い ) 





二 | 電 | 16 課 13 画 | ラ ィ 
田 1 級 常用 | か みな り thunder, lightening 


地雷 を 除 夫 する 作業 中 に 負傷 し し た 兵士 が 数 多く いる 。 
雷雲 、 NN みな り 雲 は 、 気 象 学 で いう 「 積 乱雲 ] に 当たる 





EN み 、 )n \ 生 E* = に ェ 大 所 * < ッ に 

貞 【 か みな り ) 責 (らい う ) 赤 雲 (らい うん ) 雷鳥 (らい ちょ う ) 
机 祖 7 かま しさ ea 

地雷 (じらい ) 魚雷 (ぎょ らい ) 避雷 針 ( ひ らい し ん 


16 課 





1 級 常用 wade, crosS 
他国 の 政治 や 行政 に 外国 が 口 を 出す と 、 0 と 非難 され る こと が ある 。 
外部 の 人 や 組織 みな ど と の 交渉 や 連絡 に 当 7 る 係 を 渉外 担当 と いう 。 






渉外 (し ょ うがい ) ー ト 交渉 (こう し ょ う ) ス ル ェ ニ 干渉 (か ん し ょ う ) ス ル 
内 政 十 渉 (な いせ いか ん し ょ う ) 渉外 担当 (し ょ うがい た ん と う ) 












16 課 Jp 列 【 レ ツ 】ー 列 
1 級 さ - け る split rend, tear 
コーー 大 地 が 裂け 、 道 路 に で た 製 け 目 に 車 が 落ち た 。 
汗 胞 分 裂 に は 、 体 細胞 分 裂 や 、 精 子 や 卵子 が で きる る 減数 分 裂 な ど が ある 


誠 裂 * 例 (レイ ) 









ー ラ 裂く (さく ) 像 ける (きけ る ) 袋 け 目 ( さ け め ) 裂傷 (も っ し ょ う ) 

呈 怒り / ョ SS | 

亀裂 (きれ つ ) 分 像 (ぶん れつ ) ス ル 破 像 (は れつ ) ス ル 決裂 (けつ れつ ) ス ル 
みて 婦 けり [ 

核 分 ae( か CAST630 細胞 分 像 ( ミ い ほ > うぶ ん れつ ) 支離滅裂 (し り め つれ ご つ ) 


う 3 イラ 


reqistered version 





活字 体 筆記 体 課 / 画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み / 意 味 
余 【 ジ ョ 】 一 除 徐 叙 * 余 ( ヨ ) 





remove, exClude 
政府 は 、 首 都 に 敷 か れ て いた 牙 厳 令 を 解除 し た 。 
協会 は 、 昨 日 の 〇 氏 を 除名 処分 に し た こと を 明らか に し た 。 


- ヲ 除く (の ぞ く ) ー ラ 除名 (し じ ょ めい ) ス ル  - ラ 除去 ( じ ょ き ょ ) ス ル 
- ヲ 除外 ( じ ょ が い ) ス ル 除雪 ( じ ょ せ つ ) ス ル 除隊 ( じ ょ た い ) ス ル 
除籍 (ジョ セキ ) ス ル ー ラ 解除 (か いじ ょ ) ス ル  - ラ 排除 (は いじ ょ ) ス ル 
ー ラ 削除 (さく じ ょ ) ス ル 除夜の鐘 ( じ ょ や の か ね ) 加減 乗除 (か げん じょう じ ょ ) 
除名 処分 ( じ ょ め いし ょ ぶん ) ー ヲ * 掃 除 ( そ うじ ) ス ル 


ま ょ | 古 十 | 16 課 18 画 カン 


| 韓国) と いう の は 大 韓 民 国 の 略称 で ある 。 


2002 年 の サッ カー の ワー ルド カッ プ は 韓国 と 日 本 で 共同 開催 さき れる こと に な っ た 


軽 還 (か ん こく ) 大 韓 民 国 ( だ いか ん みん こく ) 


1 


昨 日生 コ 1 9 画 サタ 年 【 サ ク 】 一 作 昨 酢 
yesterday, previous 


昨夜 遅く 降り 始め た 雨 は 、 明 け 方 に な っ て 雪 に 変わ っ た 。 
今年 の 東証 株 価 指数 は 、 昨 年 に 比べ て 伸び が 少な い 。 


昨日 (きく じ つ ) 昨晩 (きく ば ん ) 昨夜 (きく や ) 昨年 (きく ね ん ) 
昨年 度 ( き くね ん ど ) 一 昨日 (いっ さく ビ つ ) ま * 昨 日 (きのう ) 


P。 eK = 8 画 オウ 
p 


この 番組 に は 往年 の 大 スタ ー が 出演 し て 、 当 時 の 思い 出 を 語る 予定 だ 。 
自宅 か ら 会 社 まで 往復 3 時 間 ぐ らい か か る 


往年 (お う ね ん ) 往時 (お うじ ) 往路 (お うろ )@g- 復 路 ( ふ くろ ) 
往診 (お うし ん ) ス ル 往復 (お うふ く ) ス ル 往来 (お うら い ) ス ル 


右往左往 ( う お うき さ おう) スル 


istered version 





the following 





ーー 
彼 は その 日 の 仕事 を けっ し て 翌日 に 持ち 越 さ な い 。 





妥 日 (よく じ つ ) 翌朝 (よく あぁ さき) 翌週 (よく し ゅ う ) 有 畔 月 (よく げ つ ) 紐 年 (よく ね ん ) 





東京 地方 の 桜の 開花 は 例年 、 四 月 上 旬 ご ろ と な NG も 


米 月 の 中 旬 か ら 下 旬 に か け て 旅行 する 予定 だ 。 



















初旬 (し ょ じゅ ん ) 上 旬 ( じ ょ うじ ゅ ん ) 中 旬 ( ち ゅ うじ ゅ ん ) 下旬 (げじ ゅ ん ) 
召 【 シ ョ ウ 】 一 召 昭 招 照 紹 


四 1 級 (教育 ) Iuminous 


東京 オリ ン ピ ッ ク が 開催 され た の は 昭和 何 年 で すか 。 
コ 和 天星 が 昭和 64 年 に 崩御 し 、 元 与 が 平成 と 改め られ た 。 


沼 


昭和 (し ょ うわ ) 【 人 名 】* 昭 子 ( あ きこ ) * 昭 (あき ら ) * 昭 彦 (あき ひこ ) 
アト クタ 


員 3 


彼 は 町 の 小さ な 印刷 工場 に 勤め て いる 。 
図書 館 に ある 新聞 の 縮刷 版 の 中 か ら 記 事 を 探し 出す の は 大 変 だ , 









print, printing 





- ヲ 刷る 


る (する ) ー ラ ヲ 机 新 ( さ っ しん) スル ー ラ 印刷 (いん きつ) スル 
- ヲ 増員 (ぞう き 


つ ) ス ル 縮 仙 版 (し ゅ くさ つば ん ) 


コ 2 5 画 ジノ 


)| (2 級 ) (教育 ) (教育 ) ふ だ tag, notetcurrency) 
一 万 円 札 を 出 人 お 釣 り を も ら っ 2 
羽田 か ら 札幌 まで 飛行 機 で 1 時 間 半 ぐら いか か る 。 





札 ( ふ だ ) 名 札 ( な ふ だ ) お 札 (きつ ) 札束 ( さ つ た ば ) 表札 (ひょう さ つ っ) 鑑札 (か ん さ つ ) 
ー ヲ 入札 (に ゅ うさ きつ) スル ー ラ 洛 札 (らく さ つ ) ス ル 改札 口 (か いさ っ つっ ぐち) 
出札 係 り (し ゅ っ きつ が か り ) 千 円 札 (な ん ん さ つ ) 【 地 名 】 札幌 ( さ っ ぱ ぽ ろ ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 





活字 体 革 記 体 課 / 画 数 の 級 プ 種別 音読 み 【 音 符 】 ン 訓読 み プ 意味 


梁 生 画 は WM すか が グ 
TH | 2 5 (教育 ) card, volume, book 


凍 『 を 一 冊 の 冊子 に まとめ た 。 
ーー ツ 誌 は 、 来 月 オリ ジ ピ ビッ ク を 特 集 し た 別 民 を 出版 する 予定 だ 。 





- 冊 ( さ つ ) 局 子 (きっ し ) 別冊 ( ベ っ きつ ) 分 司 ( ぶ ん さ つ ) 数 冊 ( チ うさ きつ) 
* 短 借 ( た ん ざく ) 


ビ ツ 
筆 | 羊 | 萬 (2 級 ) 胡 ふ で brush, writing, handwriting 


コピ ー が な 時 時 代 、 学 者 は 筆 で 原本 を 写し た 。 
小説 な ど 文学 作品 を 書い た 人 は 「 作 者 ]、 評 論 の 場合 は 「 筆 者 ] と 呼ぶ 。 









筆 ( ふ で ) 筆者 (ひっ し ゃ ) 筆跡 (ひっ せき ) 筆順 (ひつ っ じゅん) 鉛筆 (を ん ぴ つ ) 


モモ 筆 (も う ひ つ ) 直筆 (じき ひつ ) 随筆 (ずい ひつ ) 達筆 (た っ ぴ つ ) ナ 
ー ヲ 筆記 (ひっ き ) ス ル ー ラ 筆写 (ひっ し ゃ ) ス ル 一 ト 筆 談 ( ひ つ だ ん ) ス ル 


こ ヲ 筆 (し っ ぱぴ ぱつ) スル こ ラ 代筆 (だ いひ つ ) ス ル 筆記 試験 (ひっ き し け ん) 
- ヲ ロ 述 筆記 (こう じゅ つ ひ っ き ) ス ル 


(2 級 ) inhale, drink, eat, smoke, receive 


天 lGW am | 分 か れ て いる 。 
PA 試合 で 日 本 は ブラ ジル に 惨敗 を 喫し た 。 








ー ヲ 順 ( き っ) スル 喫煙 (きつ ぇ ん) スル ー ラ 満喫 (まん きつ ) ス ル 
喫茶 店 (きっ さて ん ) 喫煙 室 ( き つえ ん し つ ) 喫煙 席 ( き つえ ん せき) 










和 


條 は 頭 が 良 ー 9 本 どこ の が 玉 に きず だ 。 
毎朝 、 ト ー ス ト と 目玉 焼き と コー ヒー の 朝食 を と る 


中 








玉 ( た ま ) 玉 ね き (たまねぎ) 玉子 (た ま ご ) 10 円 玉 ( じ ゅ うえ ん だ ま ) 目玉 焼き ( め だ ま や き ) 
水玉 (みず た ま ) 玉虫 色 ( た まむし いろ ) 日 主 商品 ( め だ ま し ょ う ひ ん ) 

ドド 赴 ( ぎ ょ くろ ) 玉座 (ぎょ くぎ ) 玉石 混交 (ぎょ くせ きこ ん こう ) 

【 地 名 】 埼玉 県 (さい た まけ ん ) 
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活 うさ 筆 5 音読 み 【 音 符 】 訓読 み ノ 意味 


[ ナ ] 


神奈 川 県 の 県 庁 所 在 地 は 横浜 市 で ある 。 
奈良 の 東大 寺 の 大 仏殿 は 、 世 界 で 最も 大 きい 木造 建築 で ある 。 





【 地 名 】 奈 良 県 (な ら け ん ) 神奈 川 県 (か な が わけ ん ) 【 人 名 】 美 奈子 (みな こ ) 奈々子 (な な こ ) 


コ 3 1( 画 NR グ ウ * ク 
1 級 royal palace, shrine 


宮城 県 の 県 庁 所 在 地 は 仙台 市 1 ーー 
子供 が 生ま れ た ら 、 明 治 神宮 に お 宮参り に 連れ て いき た い 。 





宮 参 り ( み や まい り ) 宮殿 (きゅう で ん ) 宮 中 (きゅう ちゅ う ) 宮廷 (きゅう て い ) 
二 宮 (お うき ゅ う ) 迷宮 (めい きゅう ) 神宮 (じん ぐ 

隊 和 ee 泊 央 康 佐 は 3 本人 上 中 お 0 

明治 神宮 (めい じじ ん ぐう ) 東宮 御所 (と う ぐ う ご し ょ ) * 宮 内 庁 ( く な いち ょ う ) 


プ \N| マ ノヽ | 1 級 常用 は ま beach, seashore 


横浜 の 中 華 街 に 食事 に は か がけ ゆ が だ 。 
横浜 と 東京 を 結ぶ 高速 道路 を 京浜 高速 と いう 。 





浜辺 (は ま べ ) 砂浜 ( す な は ま ) 【 人 名 】 浜 田 ( は まだ ) 【 地 名 】 横 浜 市 (ほこ は まい ) 
浜松 市 (は まま つ し ) 京浜 (けい ひん ) 


8 画 
有 常用 外 | [お か ] hill, knoll 


問 同 は お 茶 と みか ん だ 。 
知 手 県 の 県 庁 所 在 地 は 盛岡 市 で ある 


【 地 名 】 岡 山県 (お か や まけ ん ) 藤岡 県 (し ず お か けん ) 福岡 県 (ふく お か けん ) 
盛岡 市 (も 6 りお か し ) 【 人 名 】 岡田 (お か だ ) 岡本 (お か も と ) 山岡 (や まお か ) 


能 コ 3 14 画 | [ユウ] 
2 南 員 級 外 it [くま ] bear 
熊本 県 は 阿蘇 山 や 水前寺 公園 が 有名 だ 。 
山 の 中 で 熊 に 出会っ た ら 、 死 ん だ ふり を し ろ と いう の は 間違い だ 。 








態 (くま ) 小熊 (こぐ ま ) 北極 態 ( ほ っ きょく ぐま ) 【 地 名 】 熊 本 県 (くま も と けん ) 
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后 字 体 筆記 体 課 / 画 数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み プ 意味 


鹿 謝 コ 3 12 画 | [ロク ] 
級 外 常用 外 | [しか] [か ] deer 


た か も D 


西郷 成 は 隆 摩 の 国 、 な わ ち 現在 の 鹿児島 県 の 出身 で あっ た 。 
奈良 公園 に 行く と 、 Lu さん いる 


鹿 ( し か ) 肛 の 子 ( か の こ ) 馬鹿 (ば か ) 【 地 名 】 鹿児島 (かごしま) 男鹿 半島 (お が は ん と う ) 


阪 | 孤 コ 3 7 画 |[ ハ ン ] 反 【 ハ ン 】 一 反 板 坂 版 [ 阪 ] 
級 外 常用 外 | [さか ] slope 


大 阪 と いう の は 大 阪 周辺 で 話さ きれ て いる 方 言 の 総称 で ある 。 
大 阪 か ら 神 戸 に か け て の 工業 地域 を 阪神 工業 地帯 と いう 。 


【 地 名 】 大 阪 府 (お お ぉ お さか ょ ふ ) 大 阪 弁 (お お きか べ ん ) 阪神 (は ん し ん ) 京阪 けけ い は ん ) 


松 コ 3 8 画 ショ ウ 
松 | 1 級 (教育 ) | まつ pine 


に き り 寿 負 ] は 高い 順に 、 松 、 竹 、 梅 と いう 名 前 が つい て いる 
正月 に 門 の と ころ に 立て る 松 と 竹 の 飾 り を 「 門 松 | と いう 。 


公 ( ま つ ) 松風 (まつ か ぜ ) 門松 (か ど ま つ ) 松竹 梅 (し ょ うち くば い ) 
【 地 名 】 松島 (まつ し ま ) 松本 市 (まほ つも と し ) 松江 市 (まほ つえ ぇ し ) 高松 市 (た か まつ し ) 


コラ フ ム 4 


5 旧 コ 4 6 画 5 
は ね は feather, wing 


だ た ま に は 仕事 を 忘れ て 、 温 泉 に で も 行き 、 ゆ っ くり 羽 を 伸ばし た い 。 
浜松 町 か ら 羽 田 空 港 ま で モノ レー ル に 乗る 





羽 ( は ね ) 羽根 (は ね ) 羽織 (は ぉ り ) 羽毛 ( う も う ) 羽化 (うか ) ス ル まま 一 羽 ( い ち わ ) 
【 地 名 】 奥羽 地方 (G う うち ほう ) 羽田 空港 (は ね だ くう こう ) 【 人 名 】 羽田 (は ね だ ノ は か た ) 


1 級 和 有 


江 只 が 沖 へ 出 て いく 。 
沖縄 の 海 は 、 育 く で う 透明 度 が 高い 。 












中 【 チ ュ ウ 】… 中 


offshore 


仲 沖 





沖 ( お き ) 沖合 漁業 (お き あ い ぎ ょ ぎょ う ) 沖積 層 ( も ちゅ う せ きそう ) 
沖積 平野 (ちゅ う せ き へ いや ) 【 地 名 】 沖縄 (お き な わ ) 
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Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied by reqistered version 


活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 プ 種 別 音読 み 【 音 符 】 グ 訓 読み 意味 
コ 4 15 画 ジョ リウ 





1 級 常用 な わ 


大 き な 荷 物 を 車 に 乗せ 、 縄 で 縛っ て 運ん だ 。 
この 土器 は 縄文 時 代 に 作ら れ た も の だ と 言わ れ て 





縄 ( な わ ) 縄 目 (な わ め ) 縄跳び が (なわとび) 縄 張 り ( な わ ば り ) 
縄文 時 代 ( じ ょ う も ん じ だ い ) 縄文 文化 じょう も ん ぶん か ) 【 地 名 】 沖縄 県 (お き な わ けん ) 


12 画 





常用 
HE マ LGW 高速 道路 を 湾岸 線 と いう 
沿岸 1 が 湾内 を パト ロー ル じ C ゆ 。 








湾 ( わ ん ) 湾内 (わん な い ) 湾岸 (わん が ん ) 港 滴 ( こ うわ ん ) 湾曲 (わん きょく ) ス ル 
【 地 名 】 人 台湾 (た いわ ん) 東京 湾 ( と うき ょ うわ ん ) 相模 湾 ( ほ が みわ ん ) メキ シコ 湾 ( わ ん) 


12 画 





1 の congratulate 
出版 記念 の 祝賀 パー テ イ Se は 大 勢 の 竹 が 集 ま 2 の 
日 本 で 一 番 大 き な 湖 は 、 滋 賀 県 に ある 知 倒 湖 / 








賀 正 (が し ょ う ) 賀 春 (が し ゅ ん ) 年 賀 (ね ん が ) 祝賀 (し ゅ く が ) 
年 賀 状 ( ね ん が じょう ) 祝賀 会 (し ゅ く が か い ) 謗 賀 新年 (きん が し ん ね ん ) 
加賀 友禅 (か が ゆう ぜん ) 【 地 名 】 佐 賀 県 ( ミ が けん ) 滋賀 県 (し が けん ) 


コ 4 9 画 ソウ 





(2 級 ) (教育 ) (2 級 ) (教育 ) くさ OraSSeS 
アフ リカ の 草原 を 走る 動物 の 群れ を 見 て みた い 。 
ーー 染め た も の を 草木 染め と いう 。 








量 ( く さ ) 草花 (くき ば な ) 若草 (わか くき) 草木 染め (くさ き ぞ め ) 草原 (そう げん ) 
楽 草 (や くそ う ) 雑草 (ざっ そう ) 【 地 名 】 浅 草 ( ぁ さ くさ ) 草津 温泉 (くさ つっ お ん せ 


早 食 動物 (そう し ょ くど うぶ っ つっ ) 電 肉食 動物 (に くし ょ くど うぶ つ ) 


うす 9 


reqistered version 





活字 人 、 不 記 体 ーー 音読 み 【 音 符 】 グ 訓 読み 意味 


コウ キョ ウ 
0 Se か か お - り か お - る fragrance 


ここ は 殿 が 多い の で 、 軸 取 線香 を た いて くだ さい 。 
彼女 が 現れ る と 、 美 し い 花 の 香り が し た 。 





和 査 り ( か お り ) 香る (か お る ) 香 (こう ) 線香 (せん こう ) 香料 (こう りょう ) 香典 (こう で ん ) 
和 水 (こう すい ) 香辛料 (こう し ん りょう ) 線香 花火 (せん こう は な の ) 

収 取 線香 (か と り せ ん こう ) 【 地 名 】 香 川 県 (か が わけ ん ) * 香 港 (ほん こん ) 

【 人 名 】 香 (か お る / か お り ) 香代 子 ( か よこ ) 美香 (みか ) 香子 (きょうこ) 


徳 ノ 千 コ 4 14 画 トク 
念 4 1 級 virtue, respect 


江戸 幕府 は 徳 ) | 家康 に よっ て 開か れ た 。 
徳島 は 、 讃岐 う ント 1 





舘 (と く ) 徳用 (と く よ う ) 道徳 (どう と く ) 人 徳 ( じ ん と く ) 美徳 (びと く ) 不 徳 (ふと く 
【 地 名 】 徳島 県 (と くし まけ ん ) 【 人 名 】 徳川 家 康 ( と く が わい え や す ) 


5 


13 画 





2 金 る 1 級 常用 | すず 


釣 礎 先生 の お 宅 に 着い て 喜 関 で 呼び 鈴 を 鳴ら し た が 、 誰 も 出 て 66205 
貸 り で 兄 に 買っ て も ら っ た 風鈴 は 、 風 に 吹か れ て 涼 し 気 に 鳴る 





0( す wm 閑 ( す ずら ん ) 呼び 鈴 ( よ びり ん ) 風 針 ( ふ うり ん ) 
6 を 【 人 名 】 鈴 木 (すず き ) 鈴子 (すず こ ) 


に 訟 | 3 コ 5 18 画 [トウ ] 
膝 級 外 常用 外 | [ふじ ] wisteria 


初夏 に な る と 、 藤 が 和 白 や 紫 の 花 を つけ て 美しい 。 
| 鈴木 | や [佐藤 | は 日 本 で 最も 多い 姓 だ 。 





朋 ( ふ じ ) 藤 色 (ふじ いろ ) 藤 紫 (ふじ むら さき ) 【 人 名 】 藤 井 ( ふ じい ) 藤原 (ふじ わら ) 
膝 島 (ふじ し ま ) 伊藤 ( い ぃ とう) 佐藤 (きとう ) 加藤 (か と う ) 後藤 (ご と う ) 武藤 (ひと う ) 
安藤 (あん どう ) 近藤 (こん どう ) 1 す 藤ヶ丘 (ふじ が お か ) 藤沢 市 ふじ さわ し ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 プ 級 種別 音読 み 【 音 訓読 み プ 意味 


コ 5 6 画 |[ イ ] 
級 外 常用 外 that one, Italy 


Ji 6 温泉 の 多い 伊豆 半島 あたり に 和 移り 住み た い 。 
名 古屋 か ら 電 車 で 伊勢 神宮 に お 参り に 行っ た 。 





【 人 名 】 伊藤 / 伊 東 ( い と う ) 【 地 名 】 伊豆 ( い ず ) 伊賀 (が ) 伊勢 神宮 (いせ じん ぐう ) 
紀伊 半島 (きい は ん と う ) 伊太 利 ( イ タリ ー) ま * 伊 達 (だ て ) 


圭 | 震 コ 5 6 画 | キチ キッ 
L ゴ | ウ の | 1 級 常用 [よし ] good luck 


意表 を つく この 作戦 が 、 吉 と 出る か 凶 と 出る か は わか ら な い 。 
吉田 さん の 息子 が 大 学 に 合格 し た と いう 吉報 が 入っ た 。 


吉 ( き ち ) 吉日 (きち じ つ ) 吉報 (きっ ぽう ) 吉兆 (きっ ちょ う ) 大 吉 ( だ いき ち ) 
【 人 名 】 吉田 (よし だ ) WE の 計上 は LU の IEELMKB。 吉 RHL 朱 人 
青 【 セ イ 】 一 青 清 晴 


月 | きよ - い (きよ - ま る ) きよ - め る 


僧 は 冷た い 水 で 体 を 清め て か ら 、 朝 の 読経 を 始め る 。 
彼 は 決し て 私 利 私 欲 に 走る こと の な い 、 実 に 高潔 な 人 柄 の 青年 だ 。 















精 請 


DUr@e, Clear 








清 い (きよ い ) ー ヲ 清め る (きよ め る ) 清酒 (せい し ゅ ) 清掃 (せい そう ) ス ル 
清書 (せい し ょ ) ス ル 清浄 (せい じょう ) ナ 清潔 (せい けつ ) ナ 高潔 (コウ ゥ ケッ ) ナ 
清 源 飲 [ 水 ( せ いり ょ うい ん り ょ うす い ゆい ) 【 人 名 地名 】 清 水 ( し みず ) 


【 地 名 】 清 水 寺 ( き よみ ず で ら ) 


崎 崎 | 千 名 


東京 か ら 川 崎 市 や 横浜 市 に か け て は 京浜 工業 地帯 と 呼ば れ 、 大 小 様々 な 工場 が 多い 。 
長崎 は 1571 年 に 開港 し て 以来 、 港 町 と し て 発展 し た 。 





【 人 名 プ 地 名 】 川 崎 ( か わき さき ) 長崎 (な が さき ) 宮崎 (みや ざき ) 高崎 (た か さき ) 
岡崎 (お か ざき ) 尼崎 (あま が さき ) 山崎 (や ま ざ き ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 プ 訓読 み / 意 味 


塚 と は 土 を 小高 
貝塚 の 出土 器 を 


塚 ( つ か ) 
塚本 (つか も と ) 


12 画 
1 級 常用 


は か 
盛っ た と ころ で 、 墓 を 意味 する こと も ある 


見 る と 、 石 器 時 代 の 人 が どん な 5. の を CS が が わか る 
貝塚 (か いづ か ) 【 人 名 】 大塚 (お お つか ) 石塚 (いし づか ) 
塚原 (つか は ら ) 塚田 (つか だ ) 【 地 名 】 平塚 (ひら つか ) 


浦 | 浦 | ホ 南 【 ホ 】 一 捕 浦 補 
1 級 shore, inlet 





神奈 川 県 の 三浦 半島 で は 、 温 TP え 師 を 利用 し て 野 業 や 花 を 栽培 し て いる 


| 浦島 太郎 」 


【 人 名 】 三 浦 (みう ら ) 


と いう 昔話 は 、 


日 本 で 最も 人気 の あ る 話 だ 。 


【 地 名 】 浦安 (うら や す ) 三浦 半島 (な うら は ん と う ) 


沢 MM 5 7 画 3 尽 【 タ グ 】 ー 択 沢 
ソ 1 級 常用 Swamp, mountain stream 


低地 で 浅く 水 が た まり 草 が 『 


長野 県 は 、 手 


ー ド の 仙 6 


其 っ て いる と ころ を 沢 と いう 。 


軽 に 行け る 軽井沢 の よう な 避暑 地 が 数 多く ある 。 


沢 (さわ) 【 人 名 】 沢 田 ( さ わ だ ) 沢村 (さわ むら ) 大 沢 ( お お さわ ) 
【 地 名 】 軽 井沢 (か る いざ わ ) 


金沢 市 (か な ざわ し ) 藤沢 市 (ふじ さわ し ) 


| 1 級 im man, husband 


こ に 生 まれ た 男の子 に 太郎 と の 2 
二 稀 折角 : で 新郎 新婦 か ら 両 親 へ 花 東 を 贈 星 す る の が 流行 っ て て いる 。 


昔 は よ 0 0 


野郎 (や ろう ) 
次 郎 グ ニニ 郎 ( じ 


新郎 (し し ん ろう ) 


- 姫 二 太 郎 (いち ひめ に た ろう ) 【 人 名 】 太 郎 ( た ろう ) 


ろう ) 一 郎 ( い ちろ う ) 三郎 ( き ぶ ろう ) 四郎 (し し ろう ) 五郎 (ご ろう ) 


コ 6 9 画 
級 外 常用 外 
と いう 昔話 は 、 兄 弟 仲 良く する こと の 大 切 き を 教え た 話 だ 。 


名 の ば 0 ひこ ) 明彦 昭彦 (あき ひこ ) 孝彦 (た か ひこ ) 


「 海 彦山 彦 」 


山彦 (や ま び こ ) 
俊彦 (と し ひこ ) 
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[ゲッ ン ] 
人 手 」 fine young man 


海 彦 (うみ ひこ ) 山彦 (や まひ こ ) 【 地 名 】 彦根 (ひこ ね ) 


草 ii 
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活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 


画 | 寺 | コ 6 12 画 | ハク 1 の 2 つ 博 薄 
二 坦 1 級 (教育 ) win, Ph.D, exhibition 


田中 博 君 は 今年 の 三 月 、 無 事 博士 課程 を 修了 され まし た 。 
市 の 博物 館 で メソ ポタ ミア の 文明 展 を 見 て 、 そ の 奥深 さき に 感動 し た 。 























ー ヲ 博 ( は く ) す る 博士 (は くし ノ は か せ ) 博学 (は く が く ) 博愛 (は く あ い ) 
博物 館 ( は く ぶ っ か ん ) 博覧 会 (は くら ん か い ) * 博 打 ( ば くち ) * 賭 博 ( と ば く ) 
【 人 名 】 二 (ひろ し ) 壇 之 ( ひ ろ ゆ き ) 博子 (ひろ ee) 


WI 常用 外 | [ひろ - い ] broad 


7 生 TUIOR 証 





【 人 名 】 弘 (ひろ し ) 和弘 (か ず ひ ろ る) 隆 引 ( た か ひろ ) 衝 弘 (と も ひろ ) j 子 (ひろ こ ) 


プ 〆 
弘美 (ひろ み ) 弘 恵 ひ ろ ぇ ) 弘一 に うい ぃ いち ) 貴司 (こう 記 ) 【 地 名 】 弘前 市 (ひろ さき き し ) 


了 隊 ] | 
1 級 和 和 [た か ] high, noble 


土地 の 急激 な 隆起 や 沈下 は 、 地震 の 予兆 と 考え られ て いる O 
その 古い 都 は 、 7 世紀 ご ろ 隆 盛 を 極 め た と 言わ れ て いる 





隆盛 (りゅう せい ) 興隆 (こう りゅう ) 隆起 ( り ゅ うき) スル 【 人 名 】 隆 (た か し ) 
隆夫 (た か お ) 義隆 ( ょ し た か ) 隆子 (た か こ ) 隆一 ' り ゅ うい ち ) 隆二 プ 隆司 ( り ゅ うじ) 


コ 6 7 画 ジュ 





1 級 常用 ひい - で る [ひで ] excellent, Surpass 
新地 の 伊藤 隆 攻 は 九州 大 学 を 優秀 な 成績 で 卒業 され 、 現 在 九州 電力 に お 勤め で す 。 
- 云 に 秀 で た 人 の 話 に は 信 著 に 富ん で いて 、 聞く に 値する 。 









ー ニ 秀 で る (ひい で る ) 秀才 (し ゅ うさ きい) 秀作 (し ゅ うき く ) 優秀 ( ゅ うし し ゅ う ) ナ 
【 人 名 】 秀雄 秀夫 秀男 (ひで ぉ ) 秀彦 (ひで ひこ ) 秀樹 (ひで き ) 秀吉 (ひで ょ いし) 
秀子 (ひで こ ) 秀美 (ひで み ) 秀一 (ひで か ず ン し ゅ うい ち ) 


[ チ ] 知 【 チ 】 一 知 痴 [ 智 ] 
者 所 [めぐ - む お] [と も ] [さと る / さ と し ノ / さ と ] wisdom. intellect 


の ja で は 人 名 の み に 使 われ 、 その 他 で は 「 知 」 が 使わ れ て いる 
織田 信長 は 、 明智 光秀 に よっ て 本 能 寺 ! に お いて 討た ry 


【 人 名 】 智 ( き と る / き と し ) 略 一 と も か ず ) 智彦 (と も ひこ ) 智弘 (と も ひろ ) 箇 也 (と も や ) 
智子 (と も こ / さ と こ ) 智美 (と も み / さ と み ) 衝 枝 (と も え / さ と ぇ ) 美智 子 (な ちこ ) 


! 光 秀 7( あ けち みつ ひで ) 


き 


知恵子 も ちえ こ ) 明知 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied b EK Em 島 /EJ【 リ ロロ 





活字 体 筆 5 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み / 意 味 


10 画 59 半 
恵 志 1 常用 めぐ - む [めぐみ ] bless, grace 


今日 は お 天気 に も 恵まれ 、 絶 好 の 遠足 日 和 だ 。 
うち の 子ども は 勉強 は きっ ぱり だ め だ が 、 悪 知恵 ばけ は よく 働く 。 


- ヲ 恵 む (めぐ も ) 知恵 (ちえ ) 恩恵 (お ん けい ) 知恵 者 ちえ ぇ しゃ) 知恵袋 (ちえ ぶ く ろ ) 
ー ニ 入 知恵 (いれ ぢ ぇ ) ス ル 愚 知 恵 ( わ る ぢ お ぇ ) 【 地 名 】 恵 比 寿 (を びす ) 

【 人 名 】 恵 (めぐ み / け い ) 恵一 (けい いち ) 恵介 (けい すけ ) 恵子 (けい こ ) 

美恵 みえ / よ し ぇ ) 春 恵 (は る ぇ ) 良恵 (よしえ) 千恵 子 (も ちえこ ) 恵理 子 ( ん りこ ) 


コラ な 7 


季 コ 7 8 画 キ 
(2 級 ) (教育 ) season 


日 | ま は 、 コー シー いう 四季 が ある 。 
さ 4 


トー この 。 学 稚 誌 は 季 季刊 で 、 年 四 | 回 発 行 じ る O 
李 節 (きせ つ ) 李 刊 きか ん ) 季語 ( き ご ) 冬季 (と うき ) オ リン ビ ピック 
夏季 休暇 (か ふき さ ゅ うか ) 春 季 大 会 ( (し ゅ ん きた いか い ) 


コ 7 11 画 |( ビ ョ ウ ) 苗 【 ビ ョ ウ 】 一 苗 描 猫 [ 氏 ] 
田 | 9 田 | ② 級 ) 常用 | ね と cats 


彼女 は 猫 を 十 匹 も 飼っ て いる 
今月 は 、 猫 の 手 も 借 り た い は ほ と 忙し い 。 


独 ( ね こ ) 招き 釘 ( ま ね き ね こ ) 三 毛 猫 ( な け ね こ ) 
年 【 カ ン 】 一 千 ソ 判 


カシ 
刊 和 放 (2 級 ) に publication 


この 出版 社 は 色々 な 教科 書 を 刊行 し て いる 。 
近刊 の 科学 雑誌 に 特集 で 太陽 の 話 が の る そう だ 。 






汁 肝 幹 





日 刊 ( に に っ か ん ) 週刊 (し ゅ うか ん ) ] 刊 (げっ か ん ) 季刊 (きか ん ) 
昌 刊 ( ちょ うか ん ) 夕刊 (ゆう か ん ) 近 寺 ( き ん か ん ) に ヲ 刊 行 ( か ん こ う ) ス ル 


- ヲ 創刊 (そう か ん ) ス ル 週刊 誌 ( し ゅ うか ん し ) 


遺 ' 少 | コ 7 15 画 0 
ー 4 具 . leave, remains 
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RIIE1KOER ど 全 /EJ【U ロ 





最近 は 、 遺 伝 子 組み 換え 技術 に よっ て 新しい 農作物 が 作ら れ て いる 
古代 文明 の 遺跡 を 発掘 調査 する 





遺書 (いし ょ ) まま \ じ ) 遺体 (いた い ) 
ー ヲ 遺棄 (いき ) ス ル 人 遺伝 (いで ん ) ス ル 遺伝 子 (いい で ん し ) * 遺 言 状 ( ゅ い ご ん じょう ) 


RT 時 ーー 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


14 画 人 が 
は 常用 つか - う つか わ - す dispach, send, give 


1 に 行か せ た 。 
日 本 の 朝廷 か ら 中 国 の 唐 の 国 に 但 わ され た 者 を 遺 唐 使 と 呼ぶ 。 





ー ヲ 遣わ す ( つ か わす ) お 道 い (お つか い ) 小遣い に づか い ) 
ー ラ 派遣 (は けん ) ス ル 道 唐 使 (けん と うし ) 


コ 7 8 画 | ハン 反 【 ハ ン 】 一 反 飯 板 坂 版 阪 販 
いた board, plate 

あの 先生 の 板書 は 字 が 小さ く 読 みにくい の で 、 黒 板 の 近 くに 座っ た ほう が よい 。 

日 本 料理 屋 の 調理 人 の こと を 「 板 前 | と いう 。 


















板 ( い た ) 板前 (いた まえ ) 鋼板 (こう は ん ) 黒板 (こく ば ん ) 看板 (か ん ば ん ) 
鉄板 (て っ ぱん ) 甲板 (か ん ば ぱん) 板書 (ば ん し ょ ) ス ル 登板 (と うば ん ) ス ル 
掲示 板 ( け いじ ば ん ) 【 地 名 】 板橋 ( い た ば いし ) 


な シ 反 【 ハ ン 】 一 反 板 坂 阪 飯 販 版 
骨 


この 坂 を 登っ た と ころ に 坂本 さん の 家 が ある 。 
この マラ ソン コー ス は 、 上 り 坂 と 下り 坂 が 交互 に あっ て 、 大 変 き つい 。 









坂 (さか ) 坂道 (きか みち ) 上 り 坂 (の ほり ざか) 下り 坂 (くだ り ぎ か ) 【 人 名 】 坂 本 (ほか も と ) 


3 級 教育 いぬ dogS 


人 間 と 犬 と の 関係 は 百 万 年 以上 前 に 始ま っ た と 言わ れ て いる 
盲導犬 を 育て る 職業 に つき た い 。 





大 (いぬ ) 大 死 (いぬ じ に ) ス ル 犬 小屋 (いぬ ご ゃ ) 愛犬 ( あ あい けん ) 番犬 (ば ん けん ) 
猟 大 ( り ょ うけん) 警察 大 (けけ いさ つけ ん ) 盲導犬 (もう どう けん) 介護 犬 (か い ご けん ) 
土佐 犬 と さけ ん ン と さい ぬ ) 二 猿 の 仲 (けん えん の な か ) 
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ヨプ ム 9 


活字 体 筆記 体 課 プ 画数 / 級 種別 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み プ 意味 


件 午 | 件 コ 8 6 画 ケン 
(2 級 ) (教育 ) matter, item, case 


た だ 今 留守 に し て お り ま す の で 、 発 信 音 の 後に お 名 前 と こ "用 件 を お 話し くだ さい 。 
最近 の 新聞 の 社会 面 は 、 陰 混 な 事件 や 悲惨 な 事故 の ニュ ー ス ば か り だ 。 





件 数 (けん すう ) 事件 ( じ け ん ) 条件 (じょう けん ) 物件 (ぶっ けん ) 
用 件 (よう けん ) 人 件 費 ( じ ん けん ひ ) 悪 条件 (あく じょう けん ) 


無 条件 (な む じ ょ うけん) 刑事 事件 (けい じじ けん ) 


EF 旭 | セ ウ | コ 8 18 画 | ザイ 
ヂ F| 非 つみ quilt, crime, sin, offence 


警 猿 は その 男 を 強 盗 殺 人 罪 で 逮捕 し た 。 
人 間 は 生ま れ な が ら に し て 罪深い も の だ と する 説 を 「 性 悪 説 ] と 呼ぶ 。 





罪 ( つ み ) 罪深い (つみ ぶ か い ) 罪人 (ざい に ん ) 罪悪 (ぎぃ あく) 罪状 (ざい じょう ) 

功罪 (こう ざい ) 原罪 (げん ざい ) 有罪 (ゆう ざい ) 旨 無罪 (な ざい ) 犯罪 (ほん ざい ) 
ニ = 謝 罪 ( し ゃ ざい ) ス ル 罪悪 感 (ざい あく か ん ) 犯罪 者 は ん ざい し ゃ ) 

殺人 罪 (きつ じん ぎ い ) Ei (ぎし ょ うざい ) 横領 罪 ( お うり ょ うざい ) 

性 犯罪 Ce は ん ざい ) ーー ざい は ん けつ ) 過失 致死 罪 (か し つ ち し ざい ) 


回 8 井 【 ケ イ 】 一 刑 型 
欧 2 拉 死 を 廃止 すべ きだ と する 主張 も 数 多く ある 。 
殺人 や 強盗 な ど 刑 法 に 触れ る 事件 の こと を 刑事 事件 と いう 。 ! 


刑事 (けい じ ) 刑罰 (けい ば つ ) 刑期 (けい き ) 刑法 (けい ほう ) 

死刑 (し けい ) ー ラ 求刑 (きゅう けい ) ス ル ェ ラ 減刑 (げん けい ) ス ル ! 
ー ラ 処刑 (し ょ けい ) ス ル 刑務 所 (けい な し ょ ) 終身 刑 ( し ゅ うし ん けい ) 
刑事 事件 (けい じじ けん ) 刑事 訴 該 (けい じ そ し ょ う ) 


ツ > 友 コ 8 11 画 トウ 
1 YYZ | (2 級 ) 常用 ぬ す - む steal 


外人 ! は 、 約 1.000 万 円 相当 の 宝 石 を 盗ん で 逃走 し た 。 
駐車 場 に 止め て お いた 車 が 盗難 に あっ た 。 


ー ヲ 盗む ( ぬ す わ ) 盗人 ( ぬ ぉ す び と / ぬ すっ と ) 盗作 (と うさ く ) 座 難 ( と うな ん ) 
座 品 (と 3 ひん ) 強 傘 (ご う La う ) 補 座 ( せっ と う ) 盗 皇 (と う る い ) 
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活字 体 筆記 体 課 プ 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み 意 味 


剛 間 人 き 
W さ が - す search for 


昨夜 行方 不明 に な っ た 10 歳 の 子供 の 捜索 願 が 、 今 朝 、 警察 に 出さ れ た 。 
捜査 当局 は 誘拐 事件 に 関す る 情報 規制 に つい て マス コミ 各社 に 協力 を 依頼 し た 。 


ー ヲ 捜す (さがす )  - ラ 捜査 (そう さき) スル - 7 提 索 (を そう さく) スル 電 索 匠 ( (そう さく ね が い ) 
捜査 官 (そう さか ん ) 捜査 令状 (そう され いじ ょ う ) 家宅 捜索 (か た くそ うさ く ) 


轄 球 | 計 編 


[分 な 捜査 を すず に 情況 証拠 だ け で 容疑 者 を 逮捕 する の は 危険 だ 。 
今回 の 反 政 府 デ モ で は 、 多 数 の 逮捕 者 が 出 た 。 





ー ヲ 逮捕 (た い ほ ) ス ル 示 捕 者 (た い ほし ゃ ) 逮捕 状 (た い ほ じょう ) 
誤認 束 捕 (ご に ん た い は ほ ) 


中 コ 8 12 画 め 
1 級 常用 うっ た - え る sue, appeal, complain 


き 英 者 に 関し て 0 け な 証拠 が 集め られ ず 、 不 起訴 処分 と な っ た 。 
eve 笠 間 が か か りす ぎる た め 、 訴 訟 を 起こ す 人 が 少な いと 言わ れる 





ー ラ 訴え る (うっ た える ) 訴訟 (そし ょ う ) 訴状 ( そ じ ょ う ) ー ラ 起訴 ( き そ ) ス ル 
ー ラ 告訴 ( こ くそ ) ス ル ー ヲ 上訴 (じょう そ ) ス ル = 直訴 (じき そ ) ス ル 

ー ニ 勝訴 (し ょ うそ ) ス ル 電 敗訴 (は いそ ) ス ル 不 起訴 (ふき そ ) 起訴 状 ( き そ じ ょ う ) 
控訴 審 ( に こう そし ん ) 民事 訴訟 (みん じ そ し ょ う ) 





追 名 コ 8 9 画 ツイ 
お - う chase, follow, pusue, additional 
狭い 道 で 車 の 追い 越し を する と 危険 だ 。 
野党 は 政府 の 経済 政策 の 失敗 の 責任 を 追及 し た 。 








ー ラ 追う (お う ) ー ラ 追い 越す (お ぃ こす ) ー ヲ 追い 込む (お いこ わ ) 
ー ラ 追い う (お い は ら う ) 追試 (つい し )== 追 試験 (つい し けん ) 追伸 (つい し ん ) 

追憶 (つい お ぉ く ) - ヲ 追加 (つい か ) ス ル ー ヲ 追跡 (つい せき ) ス ル 

ー ラ 追及 追求 プ 追 完 ( つ いき ゅ う ) ス ル ー ラ 追放 (つい ほう ) ス ル 

ー ヲ 追撃 (つい げき ) ス ル ェ ニ 追 徒 (つい じゅ う ) ス ル 追徴 金 (つい ちょ うま きん) 


国外 追放 に に く が いつ い ほ う ) 
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コ フ ム 9 


融 体 ーー 音読 み 【 音 符 】 人 





17 画 レイ 令 【 レ イ 】 一 冷 鈴 
ME 人 常用 age 


会 の 高齢 化し と も に 、 ラ イフ スタ イル の 見 直し が 必要 に な っ て きた 。 
0 性 別 、 年 齢 な ど びに よっ て 差別 きれ て は な ら な い 。 


年 齢 (ね ん れい ) 高齢 (こう れい ) 樹齢 (じゅ れい ) 老齢 (つう れい ) 
適齢 期 (て きれ いき ) 高齢 化 こ うれ いか ) 高齢 者 に うれ いし ゃ ) 





幕 | 募 コ 9 14 画 | ボ 慕 【 ボ 】 一 碁 墓 募 幕 模 
く - れ る く - ら す live, get dark, year-end 


日 が 暮れ て 、 辺 り が 暗く な っ て きた 。 
日 本 で は 、 夏 に | お 中 元 ]、 年 の 暮れ に | お 歳暮 | を 贈る 習慣 が ある 


暮らす (くら す ) 暮らし (くら し ) 暮れ る (くれ る ) 暮れ (くれ 
暮 色 (ほし ょ く ) 歳暮 (せい ば ぱ ) 





区 | 票 | 中 記 ボ 英 【 ボ 】 一 暮 墓 募 慕 模 
ブ ゴ 常用 つの - る qather, recruite 


希望 者 を 募っ て 、 バ ス 旅 行 を NR 
応募 きれ た 作品 の 中 か ら 最 優 息 賞 を 選ぶ 。 


ー ヲ 募る (つの る ) 募 金 ( ぼ きん ) ー ラ 募集 (ほぼ しゅう) スル 
ニ 応 募 ( ち う ぼ ) ス ル ー ヲ 公募 (こう ぼ ) ス ル ー ヲ 急募 (きゅう ぼ ) ス ル 
応募 者 (お ね う ぼ し ゃ ) 募集 人 員 ( ほ し ゅ うじ ん いん ) 


三 持 | 一 主 | コ 9 15 画 | セイ * シ ン 青 【 セ イ 】… 青 
月 | ロロ 目 | 1 級 常用 ご - う 。 う - け る request, solicit 





電話 料金 の 請求 書 が 来 て 、 そ の 人 金額 の 高き に 驚い た 。 
工事 を 請け 負っ た 業者 に 総 費 用 の 概算 を 出し て も ら う 。 


ー ラ 請う (こう ) ェ ヲ 請け 負う (うけ お う ) ー ラ 請け 合う (うけ あう ) 
ー ヲ 請求 (せい きゅう ) ス ル ー ラ 請願 (せい が ん ) ス ル ー ヲ 申請 (し ん せい ) ス ル 
請求 書 ( せ いき ゅ うし ょ ) 請願 書 ( せ い が ん し ょ ) ー ラ * 普 請 ( ふ し ん ) ス ル 





ヽ い コ 9 8 画 | ハク 邊 人 My 力 ー 自 肖 圭 
せま - る urde, force, imminent 


358 


Converted by Total Imaqe Converter - (no stamps are applied b istered version 





金融 業者 か ら 借金 の 返済 を 迫る 電話 が 頻 繁 に か か っ て きた 。 
冒険 映画 を 大 スク リー ン で 見 た ら 、 人 迫力 満点 だ っ た 。 


迫る (せま る ) 迫力 (は くり ょ く ) 迫真 (は くし ん ) 気迫 ( き は く ) 
ー ヲ 迫害 (は く が い ) ス ル ー ラ 圧迫 (あっ ぱく ) ス ル ー ラ 脅迫 (きょう は く ) ス ル 
切迫 (せっ ぱく ) ス ル 緊迫 (きん ば ぱく) スル 迫力 満点 (は は くり ょ くま ん て ん ) 


語 字 体 記 人 2 が 音読 み 【 音 符 】 ノ 訓読 み ノ 意味 
田 | な 各 用 は ば width 

米 年 は この 辞書 を 大 幅 に 改訂 し て 出版 する 計画 で ある 
物体 が 振動 し て いる 時 、 そ の 動く 範囲 の 半分 の 長き を 振幅 と M9 。 










福 






峠 は ば ) 大 幅 ( お お ぉ お は ば ) ナ 幅員 (ふく いん ) 振幅 (し ん ぶ ぷく) 全幅 (ぜん ぷく) 


1 級 有 せ - 上 attack, aggress 


4 厳 の 攻撃 を 受け て 、 防 戦 一 方 で あっ た 。 
大 学 で は 経済 を 専攻 し た が 、 大 学院 で は 専門 と し て 国際 政治 を 選ん だ 。 


ー ヲ 攻め る (せめ る ) 攻防 (こう ぼう ) 速攻 (そっ こう ) 店 攻 (も うこ う ) 
ー ラ 攻撃 (こう げき ) ス ル ー ヲ 攻略 (こう りゃ く ) ス ル ー ラ 専攻 (せん こう ) ス ル 


こ ニ 侵攻 (し ん こう ) ス ル 止 攻 法 ( せ いこ うほ う ) 














時 Upi 間 証明 
1 級 常用 ceremony, affair 
同居 と は 、 儀 礼 的 に あい さ つ を 交わ す だ け で 、 あま り 個人 的 な 話 は い 。 
最近 は 電 車 の 中 な ど に 行儀 が 悪い 子供 が いて も 、 誰 も 注意 し な い 。 
儀式 (ぎし き ) 行儀 (ぎょ う ぎ ) 礼儀 (れい ぎ ) 律儀 ( り ち ぎ ) 
発 儀 ( そ うき ぎ ) 祝儀 (し ゅ う ぎ ) 地球 僕 (ちきゅう ぎ ) 儀礼 的 (ぎれ いて き ) 
















コ 9 11 画 | ショウ 章 【 シ ョ ウ 】 一 章 障 彰 
- 〒 chapter, badge, composition 
論理 的 な 文章 を 書く 時 は 、 段 落 構 成 を 考え る 必要 が ある 。 

日 本 で は 、 学 生 は 制服 を 着 て 校章 を つけ る こと が 多い 。 





文章 (ぶん し ょ う ) 楽章 (が くし ょ う ) 校章 (に こう し ょ う ) 憲章 (けん し ょ う ) 
動 章 (くん し ょ う ) 腕章 (わん し ょ う ) 【 人 名 】* 章 (あき ら ) * 章 子 ( あ きこ ) 
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お ん くん さく いん 


| | 音 訓 索 引 | | On-Kun Index 


音 は カタ カナ 、 訓 は ひら が な で 書く 。 あ いう え お 順 で 、 音 訓 の 順に 並べ る 。 同じ 音 訓 の 場合 は 課 
の 順に 並べ 、 数 字 は 課 の 数 を 表す 。 (BKB は 『Basic Kanji Book」、IKB は its Kanji Book』 
vol.1、 数 字 だ け あ る の は 本 書 の 課 数 。「 コ 」 は コラ ム 。) 


[ あ ] あき - い 浅 kB あ ね 姉 BkB-15 
アァ 亜 3 ぁ ざ - や か 鮮 ie あ ば -< 禁 IKB-7 
ァ アイ 受 TKB-7 あし 忠 BKB-6 あ ば - れ る 禁 IKB-7 
あい 相 BkB-s あじ 味 Bkg-2s ぁ ぶ - な い 危 kB4 
あい ナ 間 Bkg-s あじ - ゎ う 味 gkgs-28 あぶ ら 宙 BkB-11 
あ - う 会 BkB.2 ぁ ず - か る 項 9 あぶ ら 脂 rs 

あ - う 信 BKB-29 あぁ あず - け る 項 9 あま - 大 BkB-26 
あお 青 BkB-14 あ そ - ぶ 遊 BkB-24 あま - 国 BkB-6 
あお - い 再 BKB-14 あたい 仙 BkB-35 あま - い 十 2 

あか カド BKB-23 た い 値 IKB-6 あま - え る 甘 2 

あか - い 赤 BKB-23 あぁ た - え る 号 3 あま - す 余 6 

あ - が る ト gkB. あ た た - か い 明 BkB-26 あぁ ま - や か す 甘 2 

あ - が る 等 15 あ た た - か い 湯 BKB-26 あま - る 祭 6 

あぁ あか - る ぃ | 明 BkB.-5 あ た ま 頭 BkB-36 あみ 網 4 

あき 秋 BkB-26 あたら - し い 親 BkB-8 あめ 還 BkB-6 
あき な - う 聞 BkB-27 あ た - り 辺 is あめ 大 BkB-26 
ぁ き - ら 6 か 明 BkB.-5 あ - た る 当 BkB-28 ぁ や - う ぃ 乱 kB-4 
アク 起 BKB-28 まま 圧 kB-2 あや - ぶ む ikB-4 
あ - く 開 BkB-13 あつ - い 震 BKB-26 あら - う 沈 BkB-30 
あ - く 2 堂 BkB-39 あつ - い 痕 BkB-26 あら そ - う 学 rikB-2 
あぁ - け る 明 Bkg あつ - い 早 KB-」 あら - た 新 BkB-8 
あ - け る 開 Bkg.i あつ - ま 集 Bkp.-37 あら た - ま る 改 mkB.3 
あ - け る クロ BKB-39 あつ - め る 集 BKB-37 あら た - め る 改 IKB-3 
あ - げ る ト gkB- 地 - で る 当 Bkg-2s あぁ あらわ - す 表 BkB-44 
あ - げ る 共 15 あと 後 BkB_0 あら わ - す 現 BkB-4 
あき 昌 BkB-10 あ に 兄 BkB-5 あら わ - す 著 kB.s 
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あら わ - れ る 表 
あら わ - れ る 現 
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カ 加 BkB-43 ガイ 桃 kB-7 カク 開 is 

カ 央 BkB-43 ガイ 街 3 カク 核 ie 

カ 課 BkB-45 か - う 軸 BkB-9 か - く 書 BkB-9 
カ 可 ikB-2 か え - す 返 BkB-24 か - く 欠 BkB-25 
カ 貨 ikB-Rl か えり - み る 省 kB- ガク 学 : BKB-2 
カ 仮 4 か えり - み る 願 9 ガク 楽 BkB-23 
カ 河 7 か え - る 帰 Bkg-9 ガク 額 IKB-6 
カ 華 io か え - る 返 BkB-24 か げ 陰 ュ 

- か 日 BkB-1 か - え る 代 BkB-37 か げ 影 3 

か 鹿 ュ 3 か - え る 変 BkB-43 か - け る 欠 BkB.25 
か 簿 g4 か - え る 換 kB-9 か - け る 駆 4 
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カイ 海 BkBi か お - り 香 =4 か こ - む 囲 ikg-5 
カイ 会 BKB-12 か お - る 香 4 か さ - な る 車 BkB-38 
カイ 回 BkB-13 か か - え る 抱 ikB-s か さ - ね る 車 BkB-38 
カイ 開 BkB-13 か か - げ る 掲 ie か -3 貸 "BkB-24 
カイ 階 BkB-39 か か り 係 rkB- か す 数 BkB-22 
カイ 界 ikB-」 か か - る 係 rkB-1 か ぜ 天 BKB-40 
カイ 解 rkg-3 か - か る 懸 14 か ぞ - え る 数 BkB-22 
カイ 改 KB-3 か ぎ - る 限 kp-5 か た 方 gkg-0 
カイ 快 kB カク 穴 - Bkp-12 か た 形 BkB-28 
カイ 械 rkB-s カク 画 BkB-23 か た 刑 kg.6 
カイ 絵 kB-8 カク 格 BkB-29 - が た 方 BkB-10 
カイ 介 」 カク 覚 BkB-36 か た - い 人 夏 kB 
カイ 葉 1 カク 較 BkB-44 か た - い IKB-5 
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ガイ 外 BkB-18 カク 革 TIKB-9 か た む - く 。 傾 7 

ガイ 害 kB-5 カク 殖 13 か た む - け る 傾 7 
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シャ 与 。 BkB-23 シュ ウ 集 BkBp.-37 ジュ ン 旬 っ 1 

シュ 者 BkB-27 シュ ウ 州 ikB- ショ 所 BkB-19 
シャ 者 kB-9 シュ ウ 収 ikg-2 ショ 替 BkB-26 
シャ 捨 4 シュ ウ 修 kg-3 ショ 初 BkB-44 
シャ 償 7 シュ ウ 周 kg-5 ショ 書 BkB-9 
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すぐ - れ る 優 ikB-s セイ 政 BkB-22 セッ 雪 BkB-2 

すけ 助 ks. セイ 止 BkB-28 セッ 切 gkB-ie 

すこ - し 少 Bkg-s セイ 成 Bkg-39 セッ 接 BkB-29 

す - ど ご す BKB-43 セイ 性 BkB-45 セッ 記 BKB-29 

すこ - や か 健 kg4 セイ 天 | BkB-45 セッ 折 BkB-30 

すじ 助 11 セイ 世 kg: セッ 設 BKB-39 

すず 市 コ 5 セイ 省 kB- セッ 骨 〕 9 

すず - し ぃ い 激 BkB-26 セイ 製 kg.3 セツ 徹 12 
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